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本 書 は 、「C compiler PRO-68K ver2.0」 (以下 、XC コン パイ ラ と 表記 し ます ) で プログ 
ラム 開発 を 行う と き に 必要 と な る C ラ イブ ラリ の 概要 と 使用 方 法 、 小 文字 関数 リフ ァ レ 
ンス に 関し て 記述 し て いま す 。 

大 文字 関数 の リフ ァ レ ンス に 関し て は 、「C ライ ブラ リマ ニュ アル VOL2」 を ご覧 くだ さる 
Wa 


な お 、 別 冊 の 「C ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 に XC コン パイ ラ の 商品 構成 、 動 作 環 境 の 作成 
方 法 、 各 マニ ュ ア ル の 内 容 が 説明 きれ て いま す 。 

初め て 本 プロ グラ ム を ご 使用 に な る 方 は 、 必 ず 「C ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 を 先 に ご 覧 〈 
Ga 


本 書 は 、C 言語 に つい て 一 定 以上 の 知識 を 有 し 、 プ ログ ラミ ング 経験 の ある ユー ザー が 、 
C ラ イブ ラリ の 機能 と 使用 方 法 を 理解 し て X68000 の 豊富 な 機能 を フル に 活用 で きる よう 
に な る こと 、 き ら に 進ん で ユー ザー が 自分 自身 で も ライ ブラ リ を 作成 で きる よう に な る こ 
と を 目的 と し て 書か れ て いま す 。 


な お 、C 言語 の 書式 ・ 文 法 に つい て は 「C リ ファ レン スマ ニュ アル 」、 開 発 環境 の 設定 や 
開発 手順 な ど に つい て は 「C ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ きい 。 


C ラ イプ ラリ の 概要 


Human68k の と ラン タイ ムラ イブ ラリ は 、C 言 語 で プロ グラ ム 開 発 を 行う 際 に 必要 と な 
る 関数 む よ び マク ロイ 構成 され て いま す 。 

C 言語 で は 、 デ ー タ の 入出 力 な ど ハ ー ド ウェ ア に 依存 する 処理 は 、 言 語 仕様 か ら は ず し 、 
これ を 関数 と し て 提供 し て いま す 。 

また 、 文 字 列 操作 、 お よび サー チ や ソー ト と いっ た だ 、 使 用 頻度 の 高い 汎用 的 な 処理 に つい 
て も 関数 と し て 提供 し 、C プ ログ ラマ の 労力 を 軽減 し て いま す 。 
Human68k の し じ ラ ンタ イム ライ ブラ リ で は 、 上 記 の ょ うな C 標 準 ラ イブ ラリ の 他 に 、 日 
本 語 処理 を サポ ー ト する 関数 や 、IOCS ュー ル ラ イブ ラリ 、DOS ユー ル ラ イブ ラリ 、 
BASIC ライ ブラ リ と いっ た 、Human68k 固有 の 関数 が 豊富 に 用 意 き れ 、 そ の 処理 能力 は 
きわ め て 強力 な も の と な っ て いま す 。 


だ た と えば 、IOCS ユー ル ラ イプ ラリ に よっ て 、 キ ー ボ ー ド や プリ ンタ と いっ だ 標準 的 な 入 
出力 機器 どけ で な く 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 、RS-232C、ADPCM、FM 音源 、 マ ウス 、 グ ラ 
フィ ッ ク 、 ス プラ イト 機能 ほ と い っ た 、 多様 な 入出 力 操作 が 可能 と な り ま す 。 

まだ た 、DOS ユー ル ラ イブ ラリ に よっ て 、 日 本 語 処理 、 日 付 ・ 時 刻 の 制御 、 環 境 変数 の 操作 
な どの 、Human68k オペ レー ティ ング シス テム の 機能 を 有効 に 利用 する こと が で きま す 。 
BASIC ライ ブラ リ は 、BASTOC に お いて 使用 し 、BASIC 言語 か 6 C 言 語 へ の 変換 を 容 
易 に し て いま す 。 

また 、 こ れ ら の 関数 を サポ ー ト する た め に 、 専 用 の イン クル ー ド ファ イル が 用 意 き れ て い 
SS 


C ラ ンタ イム ライ ブラ リ の 項目 別 の 分 類 、 お よび その 項目 に 属す る 関数 の 名 前 と 機能 に つ 
いて は 、「 第 3 章 項目 別 ラ ンタ イム ルー チン 」 を 参照 し て くだ きい 。 


本 書 の 構成 


本 書 は 以下 の 内 容 か ら 構 成 き れ て いま す 。 


モー ーー > 一 
第 1 章 ライ ブラ リル ー テ チン の 使い か た 
ライ ブラ リル ー チ ン の 基本 的 な 使い 方 、 む よび 関数 し と マクロ の 違い 、 ラ イブ ラリ と と も に 
使用 する イン クル ー ド ファ イル 、 エ ラー 処理 な ど 、 各 ライ ブラ リ に 共通 する 項目 に つい て 
述べ ます 。 


に ビーゴ M 
第 2 章 イン クル ー ド ファ イル 
ライ ブラ リ 使 用 時 に 必要 ほな る イン クル ー ド ファ イル の 概要 、 お よび その 使用 法 に つい て 
述べ ます 。 
また 、C ラ イブ ラリ て 使用 する 型 と マク ロ 、 グ ロー バル 変数 よび 、 標 準 型 の 構造 体 に つ 
いて も 述べ ます 。 


第 3 章 項目 列 ラ ンタ イム ルー チン 


C ラ イブ ラリ を 項目 別に 分 け て 、 ラ イブ ラリ の 種類 と その 機能 に つい て 説明 し ます 。 


ピー ーー っ 」 
第 4 章 リフ ァ レ ンス (小文字 ) 
各 ラ イブ ラリ の リフ ァ レ ンス で あり 、 実 際 に ライ ブラ リ を 使用 する と き に 使用 手引 と し て 
利用 し て くだ きい 。 


付録 


ユー ザー ライ ブラ リ の 作成 方 法 を 、 具 体 的 な 例 に を そっ て 説明 し ます 。 
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本 章 で は 、C ラ ンタ イム ライ ブラ リ を 使用 する に あたっ て 注意 し な けれ ば な 
ら な いこ と 、 ラ イブ ラリ の 使用 環境 、 ラ イブ ラリ の 設定 方 法 な ど に つい て 説 
明 し ます 。 


第 1 章 ライ ブラ リル ー チ ン の 使い か た 


関数 と マク ロ 


C ラ ンタ イム ライ ブラ リ は 、C 言 語 、 あ る い は アデ アセンブラ で 作成 る され た 関数 
で あり 、 一 般 の 関数 と 同じ よう に プ ブログ ラム の 中 か ら 呼 び 出す こと が で きま 


ず 。 

同時 に 、 こ れ ら の ライ ブラ リ の うち の いく つか は 、 マ クロ と し て も 用 意 き れ 
て いま す 。 

マク ロ と は 、 プ ブ プリプロセッサ 命令 #define で 定義 する 、 値 や 式 を 表す 識別 子 
の )S ま 5 よね 


関数 も マク ロ も 引数 を まっ た く と ら な いか 、 ま だ は 、 マ クロ 定義 で 仮 引数 に 
置き 換え 可能 な 引数 を 定義 むす る こと が で きま す 。 

いい か えれ ば 、 マ クロ も 関数 と 同じ よう に 、 引 数 を と り 、 値 を 返す こと が で 
きま す 。 

関数 も し マ クロ の 違い は 、 実 行 速度 た メモ リサ イズ と いう 点 に あり ます 。 
た と えば 、 マ クロ は コン パイ ル 前 に プリ プロ セッ サ に よっ て 展開 る れる の 
で 、 関 数 呼び 出し の 際 に み ら れ る よう な オー バー ヘッ ド は あり ませ ん 。 

し か し 、 マ クロ は 一 度 し か 定義 され な い 関 数 と は 異な り 、 呼 び 出 され る た だ た び 
に 展開 さき れる の で 、 必 然 的 に メモ リサ イズ が 大 きく な り ま す 。 

この た だ ため 、C ラ ンタ イム ライ ブラ リ で は 特性 に 応じ て 選択 で きる よう に 、 関 
数 定義 6 マク ロ 定 義 の 双方 を も つ ラ イブ ラリ ルー チン が いく つか あり ます 。 
な お 、 マ クロ の 中 に は 、toupper ルー チン の よう に 、 引 数 を 2 回 以上 評価 す 
る 場合 、 副 作用 が 発生 し て 結果 が 正しく 返ら な いも の も あり ます の で 注意 し 
て くだ きい (toupper ルー チン の 使用 上 の 注意 に つい て は 、「3.3 文字 の 分 
類 と 変換 」 お よび toupper ルー チン の リフ ァ レ ンス を 参照 し て くだ さい 。 
また 、 使 用 に あたっ て 注意 が 必要 ほな る も の に つい て は 、 そ の つど 説 明 し ま 
す )。 


C ラ ンタ イム ライ ブラ リ の 関数 、 ま た は マク ロ を 呼び 出す に あたっ て は 
れ ら の 関数 や マク ロ を 外部 宣言 し 、( 関 数 や マク ロ で 使用 する ) 構造 体 や 記 
号 定数 を 定義 し て いる イン クル ー ド ファ イル が 必要 と な り ま す 。 


NG 


必要 と な る イン クル ー ド ファ イル は 、「 第 3 章 項目 別 ラ ンタ イム ルー チン 」 
まだ は 、「 第 4 章 リフ ァ レ ンス 」 に 記載 し て いま す の で 、 こ れ に 従い 、# 
include プリ プロ セッ サ 命 令 
い 


を 使っ て ツー スク ファ イル に と り 込 ん で くだ き 


o 


リ 


C ラ ンタ イム ライ ブラ リ の 関数 の ほとん ど は 戻り 値 を 返し ます が 、 こ の 戻り 
値 に よっ て 、 処 理 が 正常 に 終了 し た か 、 あ る い は 異常 終 了 し た か が 判定 で き 
る よう に が っ で いま す 。 

関数 を 呼び 出し た と き は 必ず 戻り 値 の 判定 を 行う よう に し て くだ さい 。 
関数 が 異常 終了 し た に も か か わら ず 、 戻 り 値 の 判定 を 行わ ず に 処理 を 続行 し 
た 場合 、 プ ログ ラム が 本 走 する こと も あり ます 。 


C ラ ンタ イム ライ ブラ リ の 関数 の 中 に は 、 エ ラー が 発生 し た 場合 に グロ ー バ 
ル 変 数 errno に エラ ー の 詳細 コー ド を 設定 し て くれ る も の も あり ます 。 

この よう な 関数 を 使用 する に あたっ て は 、 イ ンク ルー ド フ ァイル error.h を 
ソー ス フ ァ イル に と り 込 むこ と に より 、errno を 参照 し 、 エ ラー コー ド の チ 
= ツウ グ 行う こと が で きま すず 。 


また 、C ラ ンタ イム ライ ブラ リ の 中 に は 、 エ ラー 処理 を 行う 関数 が あり ます 
の で 、 こ れ を 以下 に 示し ます 。 


Derror 関数 (人 (6620 人 8 エラ ー メ ッ セー ジ を 標準 エラ ー 出 力 (stderr) 
に 表示 し ます 。 

matherr 関数 = …… の ……… 数 値 演算 で 発生 し た エラ ー の 処理 を 行う た め 
数 値 演 算 関 数 自身 が 呼び 出し ます 。 


また だ た 、 ユ ー ザ ー 自 身 で matherr 関数 を 作成 
し 、 使 用 する こと が で きま す 。 

その 場合 に は 、matherr 関数 の リフ ァ レ ン 
ス に 明記 し て ある 規約 に 従っ て 《 だ さい 。 


ferror 関数 ……………… スト リー ム 入 出力 に お ける エラ ー を チェ ッ ク 
し ます 。 
clearerr 関数 ………ーー…ー…… スト リー ム の エラ ー イ ンジ ケー タ お よび エン 


F ド オブ ファ イル イン ジ ケ ー タ を クリ ア し ま 
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ライ ブラ リフ ァイル 


ライ ジラ リラ テイ ルル に 付 、 オ デジ ェ ク ド ジ シ ァ イル 、 ウ アイ フラ リ ジ ア イル 、 
よび アー カイ ブフ ァイル と いう 3 つの ファ イル 形式 が あり ます 。 


ォ オブジェ クト ファ イル は 、C コン パイ ラ に よっ て 出力 る され る 1 個 の オプ ジェ 
クト ユー ド を 格納 し て むく ファ イル で あり 、 拡 張子 は o で す 。 


これ に 対し て ライ ブラ リフ ァイル 、 お よび アー カイ プ ブフ ァイル し と は 、 複 数 個 
の オブ ジェ クト ファ イル 、 ま だ た は ソー ス フ ァ イル を 1 個 の ファ イル に まとめ 
て 登録 し た も の で あり 、 拡 張子 は 1 まだ は a となり ます (た だ し 、1 個 の ア 
ー カ イブ ファ イル に 、 オ ブ ジ ェクト ファ イル と ソー ス フ ァ イル を 混在 きせ て 
登録 する こと は で きま せん 。 ラ イブ ラリ ファ イル や アー カイ ブフ ァイル の 詳 
細 に つい て は 、「 ア セン ブラ マニ ュ ア ル 」 の 「 第 1 部 第 8 章 ライ ブラ リ 
アン 」 と 「 第 1 部 第 7 聞 アー カイ バ 」 を それ ぞ れ 参照 し て くだ きい 。 な 
お 、 オ ブ ジ ェクト ファ イル は 、 ラ イブ ラリ アン (LIB) を 使用 し て ライ ブラ 
リフ ァイル (拡張 子 D へ 、 ソ ツー ス ファ イル は アー カイ バ (AR) を 使用 し て 
アー カイ ブフ ァイル (拡張 子 a) へ 登録 し ます 。 

な お 、XC の 標準 ライ ブラ リ の 登録 ファ イル 名 は CLIB. 1 で す 。 


第 2 章 
イン クル ー ド ファ イル 


イン クル ー ド ファ イル に つい て 
型 と マク ロ の 定義 
グロ ー バ ル 変 数 
標準 弄 
イン クル ー ド ファ イル の 種類 


本 章 で は 、 イ ンク ルー ド フ ァイル に つい て 説明 し ます 。 

フォ ー マ ッ ト の 定まっ た 変数 や 構造 体 が 、 あ ら か じ め 定 義 き され て いる ファ イ 
ル を イン クル ー ド ファ イル と いい ます 。 

XC で 特定 きれ て いる 、 こ の イン クル ー ド ファ イル に お ける 、 グ ロー バル 変 
数 と 呼ば れる 変数 、 標 準 型 た 呼ば れる 構造 体 名 、 な ら び に イン クル ー ド ファ 
イル の 種類 に つい て も 解説 し ます 。 
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イン クル ー ド ファ イル に つい て 


C の プロ グラ ム を 作成 する に あたっ て 、 ユー ザー は 必要 な 処理 手順 、 変 数 等 
を コー ディ ング し な けれ ば な り ま せん が 、 だ た と えば 、 プ ログ ラム 間 で 共通 に 
使用 きれ る (フォ ー マ ッ ト の 定まっ た ) 構造 体 や 、 変 数 を ズー ザー プロ グラ 
ム で いち いち 定義 し な けれ ば な ら な いと し た ら 、 プ ログ ラム 開発 の 生産 性 が 
低下 する だ け で な く 、 コ ー デ ィング ミス の 多発 、 と いっ た 事態 も 避け られ ま 
せん 。 


この よう な わずらわし い 作 業 か ら 、 プ ログ ラマ を 解放 する た め に XC で は 、 
上 記 の よう な 構造 体 や 、 変 数 を あら か じ め 特 定 の ファ イル 中 に 定義 し て あり 
ます 。 


この よう な ファ イル の こと を 、 イ ング ルー ド フ ァイル と いい ます 。 

な お 、 イ ンク ルー ド フ ァイル の 拡張 子 は 習慣 的 に h に し ます 。 

ユー ザー は 、 特 定 の 構造 体 や 変数 が 必要 に な っ た だ 時点 で これ を コー ディ ング 
する 代わ り に 、 該 当 の 構造 体 や 変数 が 定義 きれ て いる イン クル ー ド ファ イル 
を 、 ソ ツー スプ ログ ラム か ら 呼 び 出 し ます 。 

また だ た 、 ラ イブ ラリ の 中 に は 、 こ れ を 呼び 出す に あたっ て 特定 の イン クル ー ド 
ファ イル が 必要 と な る も の も あり ます 。 


C ラ ンタ イム ライ ブラ リ 関 数 の 宣言 に は 引数 型 リ スト を 含む も の と 、 含 まな 
いも の の 2 種類 が あり ます 。 


関数 の 宣言 は 、 プ リプ ロ セ ッ サ の #ifdef、 ま た は #ifndef に 含ま れ て いま 
びゅ 8 

XC は デフ ォ ル ト で は 、 引 数 型 リ スト を 合 む 関数 宣言 が 生成 、 コ ユン パイ ル る 
れ 、 引 数 型 チ ェ ッ ク が 行わ れ ま す 。 

( STDC 識別子 が 1 に 定義 きれ て いま す ) 


2.1 イシ クル ー ド ファ イル に つい て 


引数 型 の チェ ッ ク を 行わ な が いよ うに する に は 、 次 の 方 法 が あり ます 。 


1. CC コマ ンド ライ ン の ス イッ チ を 使用 し て 、 STDC 議 別 子 を 
未定 義 に し ます 。 
2. ソー スプ ログ ラム 中 で 、#umndef プリプロセッサ 命令 を 使用 し て 


_ STDC の 定義 を 取り 消し ます 。 
この 場合 、#undef は #inclunde の 前 に な けれ ば な り ま せん 。 


イン クル ー ド ファ イル の 呼び 出し は 、#include プリ プロ セッ サ 命 令 に より 
行い ます 。 
呼び 出し 手順 を 以下 に 示し ます 。 


① #include < ファ イル 名 > 
②⑨ #include "ファ イル 名 " 


① の 場合 は 以下 の 順 で 検索 し ます 。 
環境 変数 include が 指す ディ レク トリ 
! 
カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ 下 の include サブ ディ レク トリ 


J 
カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ 


② の 場合 は 
カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ 
! 
環境 変数 include が 指す ディ レク トリ 


\ 
カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ 下 の jinclude サブ ディ レク トリ 


まだ 、 フ ァイル 名 は 大 文字 ・ 小 文字 を 区 別 し ま せん 。 


な お 、 ユ ー ザ ー 用 の イン クル ー ド ファ イル を ユー ザー 自身 で 作成 する こと も 
で きま す (作成 は エディ タ に よっ て 行い ます )。 
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第 2 章 イン クル ー ド ファ イル 


2.1 イン クル ー ド ファ イル に つい て 


イン クル ー ド ファ イル の 呼び 出し 例 を 以下 に 示し ます 。 
例 : #include <stdio. h> 
#include <ctype. h> 


#include "mylib. h" 


main(int argc, char * argv [| ) 


( 
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弄 と マク ロ の 定義 


イン クル ー ド ファ イル に は 、 句 繁 に 使用 ふれ る 値 や 、 動 作 環境 や 機種 に 依存 
する よう な 型 を 定義 し て あり ます 。 


ここ で 定義 し て ある 型 や マク ロ を 使用 する と 、 ソ ー ス ファ イル を 他 の C ュ ン 
パイ ラ に 移植 し た 場合 で も 、 変 更 は 必要 最小 限 で 済む よう に な り ま す 。 


定義 きれ て いる 型 の 種類 と その 内 容 は 以下 の 通 9 り です 。 


型 ファ イル 内 容 
div t stddef.h |int の 剰余 を 求め る div 関 数 の 返り 値 を 格納 で きる 型 
ldiv t stddef.h | long の 剰余 を 求め る ldiv 関 数 の 返り 値 を 格納 で きる 型 
ptrdiff_ stddef.h | ポイ ンタ 同士 の 引き 算 の 結果 が 正 し 〈 格 納 で きる 型 
size t stddef.h | バイ ト 数 や sizeof の 返す 値 が 正しく 格納 で きる 型 
time t stddef.h | 時 間 や time 関 数 な どの 返す 値 が 正 し 〈 格 納 で きる 型 
clock t stddef.h | 秒 数 や clock 関 数 な どの 返す 値 が 正しく 格納 で きる 型 
fpos t stddef. h fgetpos 関 数 な ど に 与え る ファ イル の 位置 を 表す 値 を 正しく 格納 で きる 型 
INT class. h int 型 
UINT class. h unsigned int 型 
WORD class. h short 型 
UWORD class. h unsigned short 型 
BYTE class. h char 型 
UBYTE | class. h unsigned char 型 
VOID class. h Void 型 
DEFAULT class. h int 弄 
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第 2 章 イン クル ー ド ファ イル 


2.2 型 と マク ロ の 定義 


型 ファ イル 内 容 
BOOLEAN |class. h int 型 
LONG class. h long 型 
ULONG class. h unsigned long 型 
jmp buf setjmp. h 」 setimp 関 数 や 1ongjmp 関 数 で 使用 きれ る プロ グラ ム 環 境 を 格納 で きる 型 
va list stdarg.h | va start マ クロ 関数 や va arg マ クロ 関数 で 使用 する 、 可 変 引数 を 指し 示 
す 変 数 の 型 
FILE | or h スト リー ム 入 出力 用 の 構造 体 を 表す 型 


定義 され て いる マク ロ の 種類 と を その 内 容 は 以下 の 通り で す 。 


マク ロ ファ イル 内 容 」 
(CL 代 TCK 計 彩 施 h | Jock 関 数 が 返す 値 か 6 秒 に する 場合 に 割り 算 す る 値 
CLOCKS PAR SEC| stddef. h clock 関 数 が 返す 値 か ら 秒 に する 場合 に 割り 算 す る 値 | 
SEEK SET stddef.h |fseek 関 数 で 、 先 頭 か ら シ ー ク する 場合 の モー ド 
SEEK CUR stddef.h | fseek 関 数 で 、 現 在 位置 か ら シ ー ク する 場合 の モー ド | 


SEEK END ” | stddefh | fseek 関 数 で 、 最 後 か ら シ ー ク する 場合 の モー ド 


NULL stddef. h 1 ルポ イン タ を 表す 値 
EOF stddef. h スト リー ム 入 出力 関数 が エラ ー の 時 返す 値 
EOS stddeft. h 文字 列 の 終わ り を 表す 文字 


EXIT _ SUCCESS stdlib. h 回 ログ ラム が 正常 終了 する 場合 に exit 関 数 に 指定 する 値 


EXIT FAILURE 1 間 h プロ グラ ム が 異常 終了 する 場合 に exit 関 数 に 指定 する 値 


BUFSIZ stdio. h ファ イル 入出 力 バ ッ フ ァ の バイ ト 数 
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2.2 型 と マク ロ の 定義 


マク ロ ファ イル 内 容 


_NFILE stdio. h ファ イル 入出 力 用 の 構造 体 の 配列 の 要素 数 

標準 で 5 つの スト リー ム が オー プン され て いる の で ユー ザー が 同 
時 に オー プン で きる スト リー ム の 個数 は この 値 か ら 5 を 引い た 個 
数 に な り ま す 


FOPEN MAX stdio. h ファ イル 入出 力 用 の 構造 体 の 配列 の 京 素数 

標準 で 5 つの スト リー ム が オー プン され て いる の で ユー ザー が 同 
時 に オー プン で きる スト リー ム の 個数 は この 値 か ら 5 を 引い た 個 
教 に な り ま す 


TMP MAX stdio. h tmpfile 関 数 な ど で 作 成 び で きる テン ポラ リフ ァイル の 最大 数 


L tmpnam tmpname 関 数 な ど で 作 成 き れる ファ イル 名 の 長き 


FILENAME MAX ドラ イブ 名 、 パ ス 名 な ど を 付加 し た ファ イル 名 の 最大 
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グロ ー バ ル 変 数 


第 2 章 イン クル ー ド ファ イル 


イン クル ー ド ファ イル に は 、 グ ロー バル 変数 と 呼ば れる 、 各 プロ グラ ム か ら 
共通 に 使用 きれ る 変数 が 外部 宣言 きれ て いま す 。 
グロ ー バ ル 変 数 の 種類 と その 内 容 は 以下 の 通り で す 。 


グロ ー バ ル 変 数 ファ イル 内 容 
time t timezone time. h グリ ニッ ジ 標 準 時 と 地方 時 の 時 差 が 秒 数 で 格納 され て いる 
日 本 で は 一 32400 (一 9 時間) に な っ て いる 
に ニ 上 
int daylight time. h 夏時間 を 採用 し て いる 地域 で は 非 0 が 格納 され て いる 
日 本 で は 0 が 格納 され て いる 
char * tzname [2] time. h 時 刻 地域 名 と 夏時間 名 を 示す 文字 列 へ て の ポイ ンタ の 配列 
文字 列 の 長き は 3 文字 
日 本 で は tzname [0] は "JST"、tzname [1] は "が 定義 き 
れ て いる 
l 
char tzstn [] time. h 時 刻 地 域名 が 格納 され て いる 
char tzdtn [] time. h 夏時間 名 が 格納 され て いる 
umsigned Char *※* stdlib. h 環境 文字 列 の 配列 へ て の ポイ ンタ が 格納 され て いる 
enViron 
ーー 
int fmode stdlib. h ファ イル の 変換 モー ド の ディ フォ ルト 値 が 格納 され て いる 
unsigned int PSP stdlib. h 自分 自身 の プロ セス 管理 ポイ ンタ の 先頭 の アド レス が 格納 さき 
和 れ て いる 
int errno stdlib. h エラ ー の 種類 を 表す 数 値 が 格納 され て いる 
int sys nerr stdlib. h sys errlist 配 列 の 要素 数 が 格納 され て いる 
char *sys errlist [] stdlib. h エラ ー メ ッ セ ー ジ 文字 列 の 配列 
int doserrno stdlib. h シス テム コー ル で エラ ー が 発生 し た 場合 に を の エラ ー の 番号 
が 格納 され る 
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索 準 型 構造 体 名 


イン クル ー ド ファ イル で は 標準 型 と 呼ば れる 構造 体 を 宣言 し て いま す 。 
これ ら の 構造 体 名 と その 説明 を 以下 に 示し ます 。 


内 容 


complex 


complex 構 造 体 は math. h で 宣言 し て あり 、 複 素 
数 の 実数 部 と 虚数 部 を 格納 する 


exception 


exception 構 造 体 は math. h で 宣言 し て あり 、 数 値 
演算 ルー チン の エラ ー 情 報 を 格納 する 


Stat 


stat 構 造 体 は stat.h で 宣言 し て あり 、stat ま た は 
fstat 関 数 が 返す ファ イル の 詳細 情報 を 格納 す る 


tm 構造 体 は Hme.h で 宣言 し て あり 、asctime、 
gmtime、localtime の 関数 が 時 間 の 情報 を 読み 書 
きす る た だ ため に 使用 する 


utimbutf 


utimbuf 構 造 体 は utime.h で 宣言 し て あり 、utime 
関数 で ファ イル を 修正 し た 日 付 を 変更 する た め に 
使用 する 


timeb 


timeb 構 造 体 は Himeb. h で 宣言 し て あり 、ftime 関 
数 で 使用 する 
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イン クル ー ド ファ イル の 種類 


XC で 提供 し て いる イン クル ー ド ファ イル に は 以下 の も の が あり ます 。 


ファ イル 名 内 容 

assert. h 実行 時 チェ ッ ク マ クロ の 定義 

audio. h ADPCM の 制御 関連 の 関数 の 宜 言 
(BASIC っ C の 変換 時 に 使用 ) 

basic. h X-BASIC 本 体 組み 込み の 関数 の 富 
(BASIC っ C の 変換 時 に 使用 ) 

basic0.h 画面 処理 関係 他 の 関数 の 宣言 
(BASIC…C の 変換 時 に 使用 ) 

class. h デー タ 型 式 の 定義 

conio. h ュ ン ソー ル 入 出力 を 行う 関数 の 宣言 

| ype. 文字 チェ ッ ク お よび 文字 変換 の マク ロ 定 義 

direct. h ディ レク トリ 操作 の 関数 宣言 

doslib. h | nan68k の ファ ンク ショ ンコ ー ル の 関数 宣言 

error. h エラ ー コ ー ド の 宣言 

fcntLh_ 低 水準 入出 力 関数 用 定数 の 宣言 

fctype. h ctype. h で 定義 きれ て いる マク ロ の 関数 版 の 宣言 

float.h (算術 ライ ブラ リ の ) 浮動 小 数 点 演算 用 定数 の 宣言 

graph. h グラ フィ ッ ク 制 御 関連 の 関数 の 宣言 


(BASIC っ C の 変換 時 に 使用 ) 


image. h イメ ー ジ 制御 関連 の 関数 の 宣言 
(BASIC っ C の 変換 時 に 使用 ) 
1 
io. h ファ イル 操作 と 低 水準 入出 力 関数 の 宣言 
iocslib. h XX68000 の IOCS ュ ユー ル の 関数 宣言 
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2.5 イン クル ー ド ファ イル の 種類 


ファ イル 名 内 容 
jfctype. h 
日 本 語 ラ イブ ラリ 用 関数 の 宣言 
jString. h 
jimits. h 各 デ ー タ 形式 の リミット チェ ッ ク 
math. h | 重箱 ラ イブ ラリ 用 関数 の 宣言 
mouse. h マウ ス の 制御 関連 の 関数 の 宣言 
(BASIC つ C の 変換 時 に 使用 ) 
music. h FM 音源 の 制御 関連 の 関数 の 宣言 
(BASIC つ C の 変換 時 に 使用 ) 
music2.h MIDI 対 応 FM 音源 の 制御 関連 の 関数 の 宣言 
(BASIC つ C の 変換 時 に 使用 ) 
一 二 
process. h プロ セス 制御 関数 の 宣言 
setimp. h setimp 関 数 用 構造 体 な どの 宣言 
signal. h 」 signal 関 数 用 定数 な どの 宣言 
sprite. h スプ ライ ト の 制御 関連 の 関数 の 宣言 
(BASIC つ C の 変換 時 に 使用 ) 
トーー 
stat. h stat お よび fstat 関 数 用 定数 な どの 宣言 
stdarg. h 可変 引数 を あつ か うた め の マ クロ 定義 
避 
stddef. h 汎用 デー タ 型 、 汎 用 マク ロ 定 義 
stdio. h 標準 入出 力 関数 な どの 宣言 
stdlib. h 標準 ライ ブラ リ 関 数 の 宣言 
stick. h ジョ イス ティ ッ ク 入 力 用 の 関数 の 宣言 ] 
(BASIC つ C の 変換 時 に 使用 ) 
中 
string. h 文字 列 関数 用 文字 列 操作 関数 の 宣言 | 
time. h time 関 数 用 構造 体 な どの 宣言 
] 
timeb. h ftime 関 数 用 構造 体 な どの 宣言 
L 
utime. h utime 関 数 用 構造 体 な どの 宣言 
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2.5.1| asSert. h | 


論理 エラ ー の チェ ッ ク を 行う assert マ クロ を 定義 し ます 。 

assert を 使う と き は 必ず イン クル ー ド し ます 。 

も し 、NDEBUG が 定義 きれ て いな いと き assert に は assert 関 数 が マク ロ 展 
開 さ れ ま す 。 

NDEBUG が 定義 きれ ます と assert は 空 と し なり ます 。 

すなわち 、 ソ ー ス ファ イル か ら assert を 取り 除い た の と 同じ に な り ま す 。 


audio. h | 


ADPCM の 録音 お よび 再生 の 機能 を 実行 する 関数 を 宣言 し て いま す 。 
な お 、 こ の イン クル ー ド ファ イル は BASICーC の 変換 時 に 使用 し ます 。 


鐘 証 明 basic. h | 


X メ -BASIC 本 体 組み 込み の 関数 の 宣言 を し て いま す 。 
お も な 内 容 は ファ イル 処理 、 数 値 演算 、 文字 列 処 理 な ど で す 。 
な お 、 こ の イン クル ー ド ファ イル は BASIC 一 C の 変換 時 に 使用 し ます 。 


| 2.5 .4 ESXe 基 』 


X-BASIC の 画面 処理 関係 他 の 関数 の 宣言 を し て いま す 。 
主 な 内 容 は 画面 の クリ ア 、 画 面 サ イズ の 設定 、 キ ー 入 力 な ど で す 。 
な お 、 こ の イン クル ー ド ファ イル は BASIC つ C の 変換 時 に 使用 し ます 。 


を 雪代 class. h 


デー タ 形 式 (char、int 等 ) を 示す シン ボル を 定義 し て いま す 。 

この シン ボル を 使う こと に より 、 他 の C ュ ユン パイ ラ で 処理 系 に よっ て 異な る 
標準 の 型 の 違い (int 語 長 な ど ) を 吸収 し 、 移 植 性 の よい プロ グラ ム が 作成 
で きま す 。 
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| 2.5 .6 St9 h 


ュ ン ソール 入出 力 を 行う 関数 を 宣言 し て いま す 。 


文字 チェ ッ ク や 文字 の 変換 を 行う マク ロ 、 お よび これ ら の マク ロ で 使用 す る 
フラ グ を 定義 し て いま す 。 


症 講 骨 direct.h 」 


ディ レク トリ 操作 を 行う 関数 を 宣言 し て いま す 。 


斉明 doSIib. h 


Human68k の ファ ンク ショ ンコ ユー ル の 関数 の 宣言 を し て いま す 。 

これ ら の 関数 は 、Human68k の ファ ンク ショ ンコ ユー ル を 呼び 出す も の で 、C 
の ライ ブラ リ で 下 か 62 番目 (IOCS の 上 ) に 位置 する 関数 で す 。 

よっ て 、 上 位 の 関数 と 組み 合わ せ て 使う 場合 、 注 意 し な いと 上 位 の 関数 の 動 
作 が お なお かしく な る お それ が あり ます 。 


2.5.10 eg h | 


エラ ー ナ ン バ ー の 定義 。 
ANSI 規 格 の errno. h と 同じ 意味 で 使用 きれ ます 。 


2.5.11 saia 開 』 | 


低 水準 入出 力 関数 (open、close 等 ) を 宣言 する と と も に 、 こ れ ら の 関数 を 
呼び 出す と き に 使用 する フラ グ や 、 フ ァイル 種別 、 マ クロ な ど を 定義 し て い 
ます 。 
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4 二 証 4 Tctype. h 


ctype. h で 定義 し て いる マク ロ を 、 関 数 と し て 宣言 し て いま す 。 


2 float. h 


浮動 小数 点 デ ー タ の 範囲 な ど を 定義 し て いま す 。 


ME 呈 認 graph. h 


グラ フィ ッ ク 制 御 で 使用 する 関数 を 宣言 し て いま す 。 
この イン クル ー ド ファ イル は 、BASIC つ C の 変換 時 に 使用 し ます 。 


壮介 image. h 


イメ ー ジ 処理 を 行う と き に 必要 と な る 関数 を 宣言 し て いま す 。 
な お ぉ お 、 こ の イン クル ー ド ファ イル は 、BASIC つ C へ の 変換 時 に 使用 し ます 。 


2.5.16 語 還 


低 水準 入出 力 操作 の 関数 を 宣言 し て いま す 。 


ME 呈 AiocSlib. h 


X68000 の IOCS ュ ユー ル の 関数 を 宣言 し て いま す 。 

C 言 語 で これ ら の 関数 を 呼び 出す こと に より 、X68000 の ハー ドウ ェ ア を 、 直 
接 制 御 す る こと が で きま す 。 

これ ら の 関数 は 、C ラ イブ ラリ で も っ と も 下位 に 位置 する 関数 で す の で 上 位 
の 関数 と 組み 合わ せ て 使う 場合 、 注 意 し な いと 上 位 の 関数 の 動作 が お か し く 
な る お それ が あり ます 。 
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了 昌 ifctype. h 


日 本 語 対 応 版 文字 分 類 関数 、 お よび 文字 変換 関数 宣言 し て いま す 。 


員 本 上 jstring. h | 


漢字 を 含む 文字 列 を 操作 する 関数 を 宣言 し て いま す 。 


limits. h | 


整数 型 と 文字 型 の デー タ の 範囲 チェ ッ ク を 行う た め に 、 こ れ ら の 型 の 最大 値 
と 最小 値 を 定義 し て いま す 。 


時 4 math. h 


数 学 ラ イブ ラリ を 宣言 する と と も に 、 マ クロ お よび 、 こ れ ら 5 の ライ ブラ リ で 
使用 する シン ボル を 定義 し て いま す 。 
定義 きれ た シン ボル は 変更 し て は いけ ませ ん 。 


mouse. h | 


マウ ス を 使用 する と き に 必要 と な る 関数 を 宣言 し て いま す 。 
な お 、 こ の イン クル ー ド ファ イル は 、BASIC つ C の 変換 時 に 使用 し ます 。 


2.5.23 il に Eite 瑞 ai | 


FM 音源 の 制御 に 際 し て 必要 と な る 関数 を 宣言 し て いま す 。 
な お 、 こ の イン クル ー ド ファ イル は 、BASIC つ C の 変換 時 に 使用 し ます 。 
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2.5.24 llEite ジ 本 | 


MIDI 対 応 FM 音源 の 制御 に 際 し て 必要 と な る 関数 を 宣言 し て いま す 。 
な お 、 こ の イン クル ー ド ファ イル は 、BASIC つ C の 変換 時 に 使用 し ます 。 


2.5.25 EE h | 


プロ セス 制御 関数 (signal を 除く ) を 宣言 し て いま す 。 


setjmp. h | 


setimp 関 数 を 使用 する と き に 必要 な 構造 体 の 定義 や 関数 の 宣言 あし て いま 
ま 。 


2.5 .27 回 SE h | 


signal 関 数 を 使用 する と き に 必要 な シン ボル を 定義 し て いま す 。 


Sprite. h | 


スプ ライ ト 制 御 に な いて 使用 する 関数 を 宣言 し て いま す 。 
な お 、 こ の イン クル ー ド ファ イル は 、BASIC つ C へ の 変換 時 に 使用 し ます 。 


stat. h | 


stat、fstat 関 数 で 返さ れる 構造 体 の 定義 、 フ ァイル の ステ ー タ ス 情 報 の フラ 
グ 定 義 、 お よび stat、fstat の 関数 宣言 あし て いま す 。 
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stdarg. h | 


prinf 関 数 な どの よう に 、 引 数 の 数 が 不定 個 の 関数 を 作成 し た と き に 、 引 数 
の 取り 出し を 行う た め の マ クロ (て va start、va arg、va end な ど ) を 定義 
し で い まず 。 


介 5 本 K Stddef. h 


頻繁 に 使用 3 れる 値 や 、 動 作 環境 や 機種 で 異な る 部 分 を 吸収 する た め の シ ン 
ボル な ど を 定義 し て いま す 。 


ここ て 定義 きれ た シン ボル を 使う こと に より 、 移 植 性 の よい プロ グラ ム が 作 
成 で きま す 。 


EOF 
ファ イル の 終わ り 、 も し く 《 は エラ ー が 見 つか っ た と きこ の 値 が 返さ れ ま す 。 


NULL 
ヌル ポイ ンタ の 値 を 表し ます 。 


際 菜 久 stoio. h 


スト リー ム 入 出力 の きい に 使用 する 構造 体 (FILE)、 シ ン ボ ル (NULL、 
EOF な ど )、 マ クロ (getchar、putchar、ferror な ど )、 バ バッファ サ イズ な ど 
を 定義 し て いま す 。 


stdio. h フ ァイル 中 で 定義 し て いる 定数 は 、 各 アロ グラ ム 中 で 共通 に 使用 で 
きま す が 、 定 義 さ きれ た 値 を 変更 し て は いけ ませ ん 。 


以下 に 、 よ く 使 われ る 定数 の 名 前 と を の 内 容 を 説明 し ます 。 
BUFSIZ 


スト リー ム 1I/0 で 使用 する バッ ファ の サイ ズ を 表し ます 。 
この 値 は 、 シ ステ ム が バッ ファ を 確保 おす る と き 、 も し く は setbuf 関 数 で 別 の 
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2.5 イン クル ー ド ファ イル の 種類 


バッ ファ を 確保 おす る と き に 参照 きれ ます 。 


_NFILE 

1 度 に オー プン で きる ファ イル の 数 を 表し ます 。 
stdin、stdout、stderr、stdaux、stdprn の 5 個 の ファ イル は つね に オー プン 
され て いま す 。 


FILE 構 造 体 は 、stdio. h で 定義 きれ て いま す 。 
スト リー ムル ー チ ン は 、 ス トリ ー ム を アク セス する の に FILE 構造 体 の ポイ 
ンタ を 使い ます 。 


2.5.33 a 軸 旨 


標準 ライ ブラ リ を 宣言 し て いま す 。 
この イン クル ー ド ファ イル に 宣言 きれ て いる ライ ブラ リ を 機能 別に 分 ける と 
以下 の まう に な り ま す 。 


@ メ モリ 割り あて 
@ ソ ー ト 機能 

@ デー タ 変 換 

@ その 他 


2.5.3. 3 電 』 


ジョ イス ティ ッ ク 入 力 時 に 必要 と な る 関数 (stick、strig) を 宣言 し て いま す 。 


本 String. h 


文字 列 操作 関数 や メモ リ 操 作 関 数 を 宣言 する と と も に 、 こ れ ら の 関数 を 使用 
する と き に 必要 と な る シン ボル を 定義 し て いま す 。 


25 


2.5 イン クル ー ド ファ イル の 種類 


26 


2.5.36 amE 琴 | 


time 関 数 を 宣言 する と と も に 、 こ れ ら の 関数 を 使用 する と き に 必要 と な る 
構造 体 や シン ボル を 宣言 し て いま す 。 


2.5.7 2 二 | 


ftime 関 数 を 宣言 する と と も に 、timeb 構 造 体 を 宣言 し て いま す 。 


2.5.38 語 引 h | 


utime 関 数 を 定義 むす る と と も に 、utimbuf 構 造 体 を 宣言 し て いま す 。 


項目 別 ラ ンタ イム 
ルー チン 


バッ ファ 操作 / メ モリ 割り あて / 文 字 の 分 類 と 変換 
デー タ 変 換 / デ ィ レ クト リ 制 御 
ファ イル 操作 / ス トリ ー ム 入出 力 
低 水準 入出 力 / コ ン ソ ー ル 入出 力 
数 値 演算 / プ ロ セ ス 制 御 
サー チ と ソー ト / 文 字 列 操作 
時 間 / 日 本 語 ラ イブ ラリ 
BASIC ライ ブラ リ /IOCS コー ル 
DOS コー ル / そ の 他 


本 書 で は 、 項 目 別 に ライ タイ ムル ー チ ン に つい て 説明 し ます 。 
BASIC ライ ブラ リ 、IOCS ユー ル 、DOS ユール な ど は 、 関 数 名 と その 機能 
を 表 組 み で 分 か りや すく 解説 し ます 。 


バッ ファ 操作 
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バッ ファ アァ 操作 関数 は 、 バ ッ フ ァ と 呼ば れる 特定 の メモ リプ ロック 、 ま た だ は メ 


モリ プ ブロック 間 に お いて 、 文 字 の 検索 、 デ ー タ の ユ コピー・ 比 較 な ど を 行い ます 。 
バッ ファ テア 操 作 関 数 の 宣言 は 、 イ ンク ルー ド フ ァイル string.h で 行わ れ て いま す 。 
この 関数 に は 、 バ ッ フ ァ 操 作 関 数 と 拡張 バッ ファ 操作 関数 の 2 種類 が あり 、 
バッ フ ア テア 操 作 関 数 は 他 の C コン パイ ラ で も 使用 で きる 標準 的 な 関数 で あり 、 


拡張 バッ ファ 操作 関数 は XC で 拡張 され た 関数 で す 。 
内 訳 は を それ ぞ れ 以下 の 通り で す 。 


バッ ファ 操作 関数 
関数 名 機 能 

memccpy 指定 され た 文字 が 現れ る まで バッ ファ 内 の 文字 列 

を 他 の バッ ファ に コピ ー す る 
_ 

memchr 指定 きれ た バイト 数 の バッ ファ 内 か ら 6、 指 定 さ れ 
た 文字 を 検索 する 

memcmp 2 つの バッ ファ を 先頭 か ら 指 定 文字 数 分 比較 する 

memcDy | あぁ バッ ファ か ら 他 の パッ ファ へ 、 指定 し た 数 の 
文字 列 を コピ ー す る 

memset バッ ファ の 先頭 か ら 指 定 バ イト 数 分 、 指 定 し た 文 
字 で 初期 化す る 

movedata ある バッ ファ か ら 他 の バッ ファ へ 、 指 定 し た 文字 
数 分 を コピ ー す る 

拡張 バッ ファ 操作 
関数 名 機 能 

memcmpi 2 つの バッ ファ を 大 文字 小文字 の 区 別 な し て 先 
頭 か ら 指定 文字 数 分 比較 する 

memicmp 2 つの バッ ファ を 大 文字 小文字 の 区 別 な し て 先 
頭 か ら 指 定 文字 数 分 比較 する 
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3.1 


バッ ファ 操作 


| 関数 名 機 能 
memmove ある バッ ファ か ら 他 の バッ ファ へ 、 指 定 し た 文字 
数 分 を コピ ー す る 
movmem | ぁ る バッ ファ か ら 他 の バッ ファ へ 、 指 定 し た 文字 
数 分 を コピ ー す る 
repmem ] メモ リプ ブロ ッ ク 中 の 指定 箇所 を 複数 固 コ ピー する 
| semem バッ ファ の 先頭 か ら 指定 バイ ト 数 分 、 指 定 し た 文 
字 で 初期 化す る 
swab ワー ド デ ー タ 列 を 上 位 / 下 位 を 入れ 替え て 転送 す 
る 
SWaw ー ロン グ ワ ー ド デー タ を 上 位 / 下 位 を 入れ 替え て 転 
送 す る 
swmem 2 つの メモ リブ ロッ ク の 内 容 を 入れ 替え る 


メモ リ 割 りあ て 
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メモ リ 割 りあ て 関数 は 、 メ モリ 領域 の 確保 、 解 放 、 再 割り あて を 行い ます 。 
な お 、 こ れ ら の 関数 の うち sbrk は 低 水 準 メ モリ 割り あて ルー チン で 、 割 り 
あて られ て いな い メ モリ 領域 を 利用 可能 と し ます 。 

メモ リ 割 りあ て 関数 に は 以下 の も の が あり 、 こ れ ら の 関数 は すさ て イン クル 
ー ド ファ イル stdlib.h で 宣言 きれ て いま す 。 


| 関数 名 機能 
allmem 使用 可能 な すべ て の メモ リ を 確保 する ーー 
bldmem メモ リプ ロック を キロ バイ ト 単 位 で 確保 する 
Me 配列 の 領域 を 割り あて る 
chkml 未 使 用 の メモ リブ ロッ ク の うち 、 最 大 の も の の サ 
イズ を バイ ト で 通知 する 
free calloc、malloc、realloc で 割り あて 済み の メモ 
リブ ロッ ク を 解放 する 
getmem 指定 され た サイ ズ の メモ リ 領 域 を 確保 す る 
getml 指定 され た サイ ズ の メモ リ 領 域 を 確保 する 
malloc メモ リプ ブロ ッ ク を 割り あて る 
rbrk ブレ ー ク 値 を 初期 状態 に 戻す 
realloc 割り あて 済み の メモ リブ ロッ ク の サイ ズ を 変更 す 
る 
rlsmem getmem で 確保 し た メモ リ 領 域 を 解放 する 
rlsml getml で 確保 し た メモ リ 領 域 を 解放 する 
rstmem プ ブレーク 値 を 初期 状態 に 戻す 


3 凶 


3.2 メモ リ 割 りあ て 


関数 名 機能 
sbrk ブレ ー ク 値 を 変更 する (ヒー グ 領 域 を 拡張 する ) 
Sizmem 使用 可能 な メモ リプ ロック の サイ ズ を ワー ド で 通 
知 する 
注 : sbrk 関数 は 他 の メモ リ 割 りあ て 関数 と 一 緒 に 使う で きも の で は あり ま 
せん 。 


特に 、sbrk で サイ ズ を 小さ 〈 し 、 他 の メモ リ 割 りあ て 関数 を 使用 し だ 


場合 、 動 作 は まっ た く 保 証 さ れ ま せん 。 
また 、rbrk 関数 も 他 の メモ リ 割 りあ て 関数 と 一 緒 に 使っ て は いけ ませ 


ん 。 
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文字 の 分 類 と 変換 


第 3 章 項目 別 ラ ンタ イム ルー チン 


これ ら は 、 文 字 の 分 類 (判定 ) や 、 大 文字 一 小文字 間 の 変換 な ど を 行う マク 
ロ (また は 関数 ) で あり 、 す べ て イン クル ー ド ファ イル ctype. h と fctype. h 


で 宣言 る され て いま 5 


これ ら の マク ロ (また は 関数 ) に は 以下 の も の が あり ます 。 


関数 名 機能 
isalnum 英 数 字 の 判定 を 行う 
isalpha 英文 字 の 判定 を 行う 
isascii ASCII 文字 の 判定 を 行う 
ー | 
iscntrl 制御 文字 の 判定 を 行う 
iscsym C 言語 の 識別 子 と し て 使用 で きる 文字 の 判定 を 行 
ど / 
iscsymf C 言語 の 識別 子 の 先頭 文字 し と し て 使用 で きる 文字 
の 判定 を 行 う 
isdigit 10 進数 の 判定 を 行 う 
isgraph 空白 以外 の 表示 可能 文字 の 判定 を 行う 
islower 英 小文字 の 判定 を 行う 
isodigit 8 進数 の 判定 を 行う 
isprint 表示 可能 文字 の 判定 を 行う 
ispunct 句読点 の 判定 を 行 う 
issDace 空白 文字 の 判定 を 行う 
isupDer | 太字 の 間 定 を 行 う 
isxdigit 16 進数 の 判定 を 行う 
toascii 与え られ た 文字 を ASCII ユー ド へ 変換 する 
tolower 文字 を 判定 し 、 大 文字 な ら 6 ば 小文字 へ 変換 する 
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3.3 文字 の 分 類 と 変換 


関数 名 機 能 
toupper 文字 を 判定 し 、 小 文字 な ら ば 大 文字 へ 変換 する 
_tolower 大 文字 を 小文字 へ 変換 する (AZ 以外 は 不定 ) 
_toupper 小文字 を 大 文字 へ 変換 する (a 一 z 以外 は 不定 ) 


これ ら は 、 マ クロ と 関数 の 両方 が 用 意 き る きれ て いま す 。 
ctype.h を イン クル ー ド する と マク ロ が 、fctype.h を も インクルード する と 
関数 が 使用 きれ ます 。 


これ ら の うち 、isodigit、iscsym、iscsymf、tolower、toupper を 関数 と し 
て 使用 する 場合 は 良い の で す が 、 マ クロ と し て 使用 する 際 に は 、 注 意 が 必要 
UI まお ら 

以上 の 5 つ は 、 マ クロ て 使用 し た 場合 に 引数 を 複数 回 評価 し ます の で 、 副 作 
用 を 伴う 引数 を 指定 し た 場合 の み 、 結 果 が 正しく 得 ら れ な い 場 合 が あり ま 
すず 。 


他 の 文字 分 類 、 文 字 変換 を 関数 と し て 呼び 出し て も 良い 場合 に は 、fctype. h 
を イン クル ー ド し て 、 す べ て を 関数 と し て 宣言 し て くだ きい 。 


副作用 を 伴わ な い 引 数 を 指定 し て いる も の は マク ロ と し て 、 副 作用 を 伴う 引 
数 を 指定 し て いる も の は 関数 と し て 宣言 し た い 場 合 は 、 以 下 の よ うに し て 
だ さい 。 


抽 nclude <fctype. h> …… 副作用 の ある も の を 関数 し し て 人 重 言 する た め 
fctype-h を イン クル ー ド する 。 


指 nclude <ctype. h> …… 一 由 。、 守 べべ て を マグ クロ と し て 合 結 す る 。 
# れ mdef tolower………… 関数 し し て 呼び 出す も の の み マ クロ の 宣言 を 無効 
に する 。 


この 方 法 の よう に ctype. h と fctype.h の 両方 を シバ ンク ルー ド す る 場合 は 、 
必ず fctype. h を 先 に イン クル ー ド し て くだ きい 。 

も し 、ctype. h を イン クル ー ド し た 後 で fctype. h を イン クル ー ド する と 、 
fctype. h は 無効 に な る の で 注意 し て くだ きい 。 
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デー タ 変 換 関数 は 、 数 値 一 文字 列 間 の 変換 を 行う 関数 で あり 、 以 下 の よ うな 
場合 に 使用 し ます 。 


@ 文字 列 を 、 コ ンピュータ 内 部 で 演算 可能 な 表現 形式 に 変換 し た いと き 


@ コ ンピュータ 内 部 の 数 値 表 現 形 式 を 、 画 面 に 表示 可能 な 、 ま た は プリ ンタ 


に 印字 可能 な 文字 列 に 変換 し た いと き 


デー タ 変 換 関数 に は 以下 の も の が あり 、 す さて イン クル ー ド ファ イル 


stdliib.h で 宣言 され て いま す 。 


第 3 章 項目 別 ラ ンタ イム ルー チン 


関数 名 機能 
| ae | 人 を 表 す 文 字 列 を 層 柄 庶 の 重 小数点 値 に 身 換 す 4 
atoi 数 値 を 表す 文字 列 を 整数 値 に 変換 する 
| e+ 文字 列 を 1ong 型 整数 値 に 変換 す る 
| aw 数 値 を 表す 文字 列 を short 型 整数 値 に 変換 す る 
ecvt | 人 精度 の 浮動 小数 点 値 を 数 値 を 表す 文字 列 に 変換 する 
fcvt 倍 精度 の 浮動 小数 点 値 を 数 値 を 表す 文字 列 に 変換 する 
gcvt | 人生 の 浮動 小数 点 値 を 数 値 を 表す 文字 列 に 変換 する 
itoa 整数 を 文字 列 に 変換 する 
ltoa eee 型 整 数 を 文字 列 に 変換 する 
strtod 数 値 を 表す 文字 列 を 浮動 小数 点 値 に 変換 する 
strtol 生生 伴い て も 良い 数 値 を 表す 文字 列 を long 型 整 数 
値 に 変換 する 
strtoul 符号 が 付か な い 数 値 を 表す 文字 列 を unsigned long 型 
整数 値 に 変換 する 
uitoa 符号 な し 整数 を 文字 列 に 変換 する 
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関数 名 機能 
ultoa 符号 な し long 型 整数 を 文字 列 に 変換 する 
uwtoa | 和 呈 な し short 整数 を 文字 列 に 変換 す 
short 型 整数 を 文字 列 に 変換 する 


ディ レク トリ 制御 
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ディ レク トリ 制御 関数 は 、 デ ィ レ クト リ に 関す る 操作 を 行い ます 。 


ディ レク トリ 制御 関数 に は 以下 の も の が あり 、 す べ て イン クル ー ド ファ イル 


direct.h で 宣言 され て いま す 。 


関数 名 機能 
chdir 現在 の ワー キン グ デ ィ レ クト リ を 変更 する 
getcwd 現在 の ワー キン グ デ ィ レ クト リ を 通知 する 
mkdir ディ レク トリ を 作成 する 
rmdir ディ レク トリ を 削除 する 
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ファ イル 操作 
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ファ イル 操作 関数 は 、 パ ス 名 や ファ イル ハン ドル で 指定 し た ファ イル の 管理 
情報 の 通知 と 変更 、 フ ァイル サイ ズ の 通知 と 変更 、 フ ァイル 名 の 変更 、 フ ァ 
イル の 削除 な ど を 行い ます 。 

これ ら の 関数 に は 以下 の も の が あり 、fstat、stat 関数 は イン クル ー ド ファ 
イル stat.h で 、 こ れ 以 外 の 関数 は イン クル ー ド ファ イル io.h で 宣言 され て 
MA まず おら 


| 関数 名 機能 | 
aCCeSS ファ イル の 許可 設定 を 調べ る 
chgfa ファ イル の 属性 を 変更 する 
getfa ファ イル の 属性 を 調べ る 
chgft ファ イル の 作成 日 時 を 変更 する 
getft ファ イル の 作成 日 時 を 調べ る 
dtasc ファ イル 情報 の 日 付か ら 文 字 列 を 作る 

| ee 文字 列 か ら フ ァイル 情報 用 の 日 付 を 作る 
還 | ファ イル 情報 の 時 刻 か ら 文 字 列 を 作る 
tmcnv 文字 列 か ら フ ァイル 情報 用 の 時 刻 を 作る 
chmod ファ イル の 許可 設定 を 変更 する 
chsize ファ イル の 大 きる さ を 変 更 す る 
filelength | > ァイル の 長 る を 調べ る 
files ファ イル を 検索 し ファ イル の 情報 を 得る 
nfiles ファ イル を 検索 し ファ イル の 情報 を 得る 
fstat ファ イル ハン ドル の ステ ー タ ス 情 報 を 得る 
ftpack 年 月 日 時 分 秒 を ファ イル 情報 用 の 日 時 に する 
ftunpk ファ イル 情報 用 の 日 時 を 年 月 日 時 分 秒 に する 
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関数 名 。 | 機能 


isatty 文字 デバ イス で ある か どう か を 調べ る 


ト 


mktemp 仮 の ファ イル 名 を 作る 


ーーーーー 


TemoVe 際 ァイル を 削除 する 


utime ファ イル の 作成 日 時 を 変更 する 


rename ファ イル 名 を 変更 する 


setmode ファ イル の 変換 モー ド を 設定 する 


stat ファ イル 名 か ら フ ァイル の ステ ー タ ス 情 報 を 得る 


unlink | 2 ァイル を 削除 する 


以下 の 関数 を 使用 する と き は 、 フ ァイル は パス 名 また は ファ イル 名 に よっ て 
指定 し ます 。 


acceSS 
chgfa 
chmode 
files 
getfa 
nfiles 
Tename 
TermOVe 
Stat 
unlink 


utime 


以下 の 関数 で は 、 フ ァイル の 指定 は ファ イル ハン ドル で 行い ます 。 


chgft 
chsize 
filelength 
fstat 
getft 
isatty 


setmode 
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スト リー ム 入 出力 


スト リー ム 入 出力 関数 は 、C 標準 ライ ブラ リ の 入出 力 ル シー チン の うち の 1 つ 
で す が 、 他 の 入出 力 ル ー チ ン と 比べ た 場合 、 以 下 の よ うな 特徴 が あり ます 。 


@ デー タフ ァイル を 独立 し た 文字 の スト リー ム と し て 扱う 
@ データ の バッ ファ リン グ が 可能 と な る 

@ デ ー タ を フォ ー マ ッ ト 化 し て 入出 力 を 行う こと が で きる 
@ フ ァイル の 管理 は FILE 構造 体 に よっ て 行わ れる 


これ ら の 詳細 に つい て は 、 こ の 後 で 述べ る 各 項 目 別 の 基本 事項 の 中 で ふれ ま 
すず 。 


スト リー ム 入 出力 関数 に は 以下 の も の が あり 、 こ れ ら の 関数 む な よ び こ れ ら 6 の 
関数 を 使用 する に あたっ て 必要 と する 定数 、 型 、 構 造 体 な ぼ は 、 す べ て イン 
クル ー ド ファ イル stdio. h で 定義 きれ て いま す 。 


関数 名 機 能 

clearerr スト リー ム の だ た だめ の エラ ー イ ンジ ケー タ を クリ ア 

(clrerr) する 

fclose スト リー ム を クロ ー ズ する 

fcloseall 」 オォ オー プン きれ いる すべ て の スト リー ム を クロ ー ズ 
する 

則 

fdopen ファ イル ハン ドル を 使っ て スト リー ム を オー プン 
する 

feof 指定 きれ た スト リー ム が エン ド オ ブフ ァイル か 耐 
か 調べ る (マク ロ ) 

ferror スト リー ム の 入出 力 時 の エラ ー を 調べ る (マク 
ロ ) 

fflush スズ ストリーム を アラ ッ ジ ュ みす る 
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関数 名 機 能 
fgetc スト リー ム か ら 1 文字 読み 込む (関数 ) 
fgetchar 標準 入力 か 6 1 文字 読み 込む (関数 ) 
fgetpos 現在 の ファ イル ポイ ンタ の 位置 を 得る | 
fsetpos ファ イル ボイン タ を 所 定 の 位置 へ 移動 する 
fgets スト リー ム か ら 文 字 列 を 読み 込む 
fileno スト リー ム の だ め の フ ァイル ハン ドル を 得る ( マ 
クロ ) 
ー」 
flushall すべ て の スト リー ム を フラ ッシュ する ] 
| fmode ファ イル の 変換 モー ド を 変更 する 
fopen スト リー ム を オー プン する 
fprintf デー タ を フォ ー マ ッ ト し て スト リー ム に 書き 込む 
fputc スト リー ム へ 1 文字 書き 込む (関数 ) 
fputchar 標準 出力 へ 1 文字 書き 込む (関数 ) 
fputs スト リー ム へ 文字 列 を 書き 込む 
fread スト リー ム か ら 固 定 長 デー タ 項 目 を 読み 込む 
freopen 」 スト リー ム ポ イン タ を 再 割り つけ する 
fscanf スト リー ム ふか ら デ ー タ を フォ ー マ ッ ト に し た が っ 
て 読み 込む 
fseek ファ イル ポイ ンタ を 所 定 の 位置 へ 移動 する 
ftell 現在 の ファ イル ポイ ンタ の 位置 を 得る 
fwrite スト リー ム へ 固定 長 デ ー タ 項目 を 書き 込む 
getc スト リー ム か ら 1 文字 読み 込む (マク ロ ) 


getchar 標準 入力 か 6 1 文字 読み 込む (マク ロ ) 
getl スト リー ム か ら int 型 の デー タ を 読み 込む 
gets 標準 入力 か 6 1 行 読 み 込む 


3.7 スト リー ム 入 出力 
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3.7 スト リー ム 入 出力 


関数 名 機能 
getw スト リー ム か ら short 型 の ダー タ を 読み 込む 
printf 標準 出力 人 デー タ を フォ ー マ ッ ト し て 書き 込む 
スト リー ム へ 1 文字 書き 込む (マク ロ ) ] 
ーーーーーーー1 
putchar 標準 出力 へ 1 文字 書き 込む (マク ロ ) 
putl スト リー ム へ int 型 の デー タ を 書き 込む 
| 
Duts スト リー ム へ 1 行書 き 込 む 
putw スト リー ム へ short 型 の ゲー タ を 書き 込む 
rewind ファ イル ポイ ンタ を ファ イル の 先頭 に 移動 する 
rmtemp すべ て の 作業 用 ファ イル を 削除 する 
rmtmp すべ て の 作業 用 ファ イル を 削除 する 
tempfile 作業 用 ファ イル を 新規 に 作成 する 
tmpfile 作業 用 ファ イル を 新規 に 作成 する 
tempnam 作業 用 ファ イル 用 の ファ イル 名 を 作る 
を 欄 
tmpnam 作業 用 ファ イル 用 の ファ イル 名 を 作る 
scanf 標準 入力 か ら デ ー タ を フォ ー マ ッ ト し て 読み 込む | 
setbuf スト リー ム バ ッ フ ァ の 制御 を 行う 
setnbf スト リー ム バ ッ フ ァ を 変更 する 
setvbuf スト リー ム バ ッ フ ァ を 変更 する 
sprintf 文字 列 ヘ デー タ を も フォー マッ ト し て 書き 込む 
sscanf 文字 列 か ら デ ー タ を を フォー マット し て 読み 込む 
ungetc 読み 込ん だ 文字 を 入力 スト リー ム に 返す 
ee 
vfprintf デー タ を フォ ー マ ッ ト し て スト リー ム に 書き 込む 
昌 計 演 ぼり 
Vprintf 標準 出力 デー タ を フォ ー マ ッ ト し て 書き 込む 
Vsprintf 文字 列 ヘ デー タ を フォ ー マ ッ ト し て 書き 込む 
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3.7 スト リー ム 入 出力 


注 : スト リー ム 入 出力 関数 と 低 水準 入出 力 関数 は 一 般 に 互換 性 が な い の で 1 
個 の ファ イル に 対し て 両者 を 併用 し て は な り ま せん 。 


た と えば 、 ス トリ ー ム 入出 力 関数 は バッ ファ リン グ を 行う の に 対し て 、 
低 水準 入出 力 関数 は これ を 行わ な い の で 、 両 者 を 併用 し て アク セス する 
と 、 バ ッ フ アァ 内 の デー タ が 失わ れる こと が あり ます 。 


getc、putc、getchar、putchar、feof、ferror、fileno の 7 つの 関数 は 、 で て 
クロ と 関数 の 両方 が 用 意 き れ て いま す 。 

マク ロ を 使用 する 場合 に は 、stdio. h を イン クル ー ド する 前 に 以下 の よう に 
も て 《 定 き い 。 


#define MACRO 


関数 を 使用 する 場合 に は 、stdit.h を イン クル ー ド する 前 に 以下 の よう に し 
0 4 7 そ 。 


#undef MACRO 


スト リー ム の オー プン 

スト リー ム の 入出 力 を 行う に 先立っ て 、 ス トリ ー ム を オー プン し な けれ ば な 
り ま 秒 みん 。 

スト リー ム の オォ オー プン は 、fopen、fdopen、freopen 関数 に よっ て 行い ます 。 
これ ら の 関数 は 、FILE 構造 体 と 呼ば れる 、 フ ァイル の 管理 に 必要 な 情報 を 
格納 し て いる 構造 体 へ く の ポ イン タ を 返し て きま す の で 、 以 後 こ の ポイ ンタ を 
使っ て スト リー ム へ の アク セス が 行え を る よう に な り ま す 。 


定義 済み の スト リー ム ポ イン タ 

スト リー ム ポ イン タ の 中 に は 、 自 動 的 に オー プン され る だ た め 、 上 記 の 関数 に 
よる オー プン 処理 を 必要 と し な いも の も あり ます 。 

この よう な スト リー ム ポ イン タ を 以下 の 表 に 示し ます 。 
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3.7 スト リー ム 入 出力 
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スト リー ム 対応 する 入出 力 デ バイ ス 
stdin | 絆 カペー ポー) 
stdout 標準 出力 (画面 ) 
stderr 標準 エラ ー 出 力 (画面 ) 
Stdaux 標準 補助 入出 力 (RS-232C) 
stdprn | 本 拉 デリ ン み 測 訪 (ブリ シング) 


な お 、 標 準 入出 力 の 入力 先 、 お よび 出力 先 は 、 入 出力 リ ダ イ レ ク シ ョ ン 機 能 
に より 変更 する こと が で きま す 。 

だ た だ し 、 入 出力 リダイレクト る れ て いる と き に fclose や fcloseall 関数 な ど 
に よっ て クロ ー ズ し て し まう と 、 入 出力 リダイレクト は 無効 に な っ て し まう 
の で 注意 し て くだ きい 。 

詳細 に つい て は 、「C ユー ザー マニ ュ ア ル 」 を 参照 し て くだ きい 。 


スト リー ム バ ッ フ ァ の 制御 

スト リー ム 入 出力 関数 に よっ て オー プン し た ファ イル は 、 自 動 的 に バッ ファ 
リン グ 、 す な わ ち バッ ファ を 確保 し 、 こ の バッ ファ を 経由 し て 入出 力 が 行わ 
れる よう に な り ま す 。 

だ た だ し 、 オ ー ジ ン 済 み の ス トリ ー ム stdin や stdout な ど は この か ぎり で は 
あり ませ ん 。 

これ ら の スト リー ム は ライ ン バ ッ ファ 化 き され 、 改 行 を 入力 する と フラ ッシュ 
され ます 。 

setbuf 関数 に よっ て 、 以 下 の よ うな 、 バ ッ フ ァ に 対す る 4 特殊 な 制御 を 行う 
こも の まま す 。 


@ ス トリ ー ム の バッ ファ リン グ を 抑止 する 

@ バ パッ フ ァ リン グ き れ て いな い ス トリ ー ム と バッ ファ を 結合 する 

@ (setbuf 関数 に よっ て 割り つけ られ だ ) シス テム バッ ファ を ユー ザー が 
命 省 し 。、 ア クセ ス で きる よう に ほ ず る 


バッ ファ サイ ズ は 、 イ ンク ルー ド フ ァイル stdio. h の 中 で 、 記 号 定数 BUF_ 
SIZ で 定義 きれ な り 、 バ ッ フ ァ の アク セス に 際 し て は 、 こ の サイ ズ を 使用 し 
ます 。 


第 3 章 項目 別 ラ ンタ イム ルー チン 


3.7 スト リー ム 入 出力 


プロ グラ ム で ストリーム が め ら の 入力 を 条 う と 、 デー タダ は いっ だ ん バッ フジ ァ ヘ 
読み 込ま れ 、 次 に ユー ザー 領域 へ 転送 きれ ます 。 

次 に スト リー ム の 読み 込み 要求 行う と し 、 デ ー タ は ファ イル デバ イス か ら で 
は な く 、 こ の バッ ファ か ら 読 み 込ま れ ま す 。 

バッ ファ か ら す べ で て の デー タ が 読み 込ま れる と 、 再 び フ ァイル デバ イス か ら 
デー タ が バッ ファ に 読み 込ま れ ま す 。 

これ に 対し て 、 ス トリ ー ム の 出力 を 行う と 、 デ ー タ は 次 々 に 出力 バッ ファ ヘ へ 
書き 込ま れ ま す 。 

を し て 出力 バッ ファ が フル に な る と 、 自 動 的 に ファ イル デバ イス へ の 書き 出 
し が 行わ れ ま す 。 

また 、 出 力 バ ッ フ ァ が フル に な っ て いな く 《 て も 、 フ ァイル が クロ ー ズ さる れる 
と 、 自 動 的 に 書き 出し が 行わ れ ま す 。 

を 2 アァ の ラッ シュ ちと いい ます 。 

上 記 で 述べ た よ う に 、 通 常 、 バ ッ フ ァ の フラ ッシュ は 自動 的 に 行わ れ ま す 
が 、fflush、flushall 関数 に より 、 強 制約 に フラ ッシュ する こと も で きま す 。 


ファ イル ポイ ンタ に よる スト リー ム の アク セス 

スト リー ム へ の アク セス 、 す な わ ち スト リー ム の デー タ の 読み 込み 、 お よび 
スト リー ム へ の デー タ の 書き 込み は 、 フ ァイル ポイ ンタ に より 行い ます 。 
ファ イル ポイ ンタ は 、 通 常 、 シ ステ ム に よっ て 設定 と 更新 が 行わ れ ま す 。 
や と えば 、 


@ ス トリ ー ム を 読み 込み モー ド で オー プン し た と き に は 、 フ ァイル ボイン タ 
は ファ イル の 先頭 に 設定 され 、1 文字 読み 込む た びに 、 次 に 読み 込む べき 
位置 を 指す よう に 更新 され る 。 


@ ス トリ ー ム を 書き 込み モー ド で オー プン し た と き に は 、 フ ァイル ボイン タ 
は ファ イル の 先頭 に 設定 され 、1 文字 書き 込む た びに 、 次 に 書き 込む べき 
位置 を 指す よう に 更新 され る 。 


@ ス トリ ー ム を 追加 (アペンド ) モー ド で オー プン し た と き に は 、 フ ァイル 
ポイ ンタ は ファ イル 内 の 最終 ダー タ の 次 の 位置 に 決定 され 、1 文字 書き 込 


むだ た びに 、 次 に 書き 込む べき 位置 を 指す よう に 更新 され る 


これ に 対し て 、 複 雑 な ファ イル 処理 が 必要 と な り 、 ユ ー ザ ー 自 身 が ファ イル 
ポイ ンタ を 操作 する た め に 、 以 下 の 関 数 が 用 意 き れ て いま す 。 
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feeek ……… ファ イル ポイ ンタ を 任意 の 位置 に 設定 する 

rewind …… ファ イル ポイ ンタ を ファ イル の 先頭 に 設定 する 

ftel………… ファ イル ポイ ンタ の 現在 の 位置 を 通知 する 

ono ファ イル ポイ ンタ の 現在 の 位置 が エン ド オ ブフ ァイル で ある 
か 否 か 通知 する 


注 : fseek 関数 を 使用 する 場合 、 テ キス トモ ー ド で オー プン し た ファ イル の 
ファ イル ポイ ンタ を 変更 する 場合 に は 、 以 下 の い ずれ か の 条件 に 合わ な 
い 位置 に 変更 し て は いけ ませ ん 。 


@ フ ァイル の 先頭 の 位置 
@ ftell 関数 で 返さ れ た 位置 
@ フ ァイル の 最終 デー タ の 次 の 位置 


エラ ー の 発見 

スト リー ム の 入出 力 に よっ て エラ ー が 発生 し た 場合 、 ス トリ ー ム 上 の エラ ー 
イン シンジ ケ ー タ が セッ ト さ れ ま す 。 

エラ ー が 発生 し た か 否 か は 、ferror 関数 に より 判定 する こと が で きま す 。 


エラ ー イ ンジ ケー タ が セ モット る れる と 、 以 下 の 処理 を 行わ な か いか ぎり エラ ー 
イン ジ ケ ー タ は 現在 の 状態 を 保存 し ます 。 


@ ス トリ ー ム を クロ ー ズ する 
@ rewind 関数 に より 、 フ ァイル を リ ワ イ ンド する 
@ clearerr 関数 に より 、 エ ラー イン ジ ケ ー タ を クリ ア す る 


スト リー ム の クロ ー ズ 

ファ イル の 処理 が 終了 し た ら 、fclose、fcloseall 関数 に より 、 フ ァイル を ク 
ローズ し ます 。 

fcloseall 関数 は 、 現 在処 理 中 の ファ イル だ け で な く 、 オ ー プ ン き され て いる 
クチ イル を ポイ グロ ー ズ し まず 。 

な お 、 ス トリ ー ム stdin、stdout な だ ど は クロ ー ズ す る 必要 は あり ませ ん 。 
プロ グラ ム が 終了 すれ ば 、 オ ー プ ン 済 みあ の ファ イル は すべ て クロ ー ズ きれ ま 
す が 、 オ ー プ ン で きる ファ イル の 数 に 限り が ある 場合 も あり ます の で 、 ォ ー 
プン し だ た クラ アア イル は 必ず クロ ー ズ ずる よう に し まし よう 。 
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低 水 準 入出 力 


低 水準 入出 力 関数 は 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム の 入出 力 機能 を 直接 呼び 出 
す も の で 、 他 の 入出 力 ル ー チ ン と 比較 し た 場合 、 以 下 の よ うな 特徴 が あり ます 。 


@ データ の バッ ファ リン グ と フォ ー マ ッ ト 化 は 行わ れ な い 
@ オー プン され だ ファ イル は 、 フ ァイル ハン ドル に よっ て 参照 され る 


低 水準 入出 力 関数 に は 以下 の も の が あり 、 こ れ ら の 関数 は すべ て イン クル ー 
ド フ ァイル io.h で 宣言 きれ て いま す 。 


関数 名 機 能 

close ファ イル を クロ ー ズ する 
ーー 
creat ファ イル を 新規 に 作成 する 
dup ファ イル ハン ドル を 複製 する 
dup2 ファ イル ハン ドル を 強制 的 に 再 割 りつ け す る 
eof Mb し de 
ーー 
]seek ファ イル ポイ ンタ を 指定 位置 へ 移動 する 
Open ファ イル を オー プシ する 
| 剛 

read ファ イル か ら 5 デー タ を 読み 込む 
tell 現在 の ファ イル ボイン タ の 位置 を 得る 
write | > ァイル に デー タ を 書き 込む 


ファ イル の オー プン 

ファ イル の 入出 力 を 行う に 先立っ て 、 フ ァイル を オー プン し て お か な けれ ば 
か りき ま 芝 ん 。 

ファ イル の オォ オー プン は 、open、creat 関数 に よっ て 行い ます 。 

これ ら の 関数 は 、 フ ァイル ハン ドル (ファ イル 記述 子 ) を 返し て きま す の 
で 、 以 後 こ れ を 使っ て ファ イル を アク セス する こと が で きま す 。 

ファ イル は 読み 込み 、 書 き 込 み 、 あ る い は を その 両方 の モー ド で 、 ま た テキ ス 
トモ ー ド で も バイ ナリ モー ド で も オー プン する こと が で きま す 。 
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3.8 低 水 準 入出 力 
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定義 済み の ファ イル ハン ドル 

以下 の 表 に ある 5 つの ファ イル ハン ドル は 自動 的 に オー プン きれ る の で 、 フ 
ァイル を オー プン する こと な く 、 低 水準 入出 力 関数 か ら 使用 する こと が で き 
ま Wa 

また 、 ス トリ ー ム 入出 力 関数 と 同様 に 、 標 準 入出 力 の リ ダ イ レ ク シ ョ ン を 行 
うと と の PC きま すず 。 


ハン ドル ked 1 対応 する 入出 力 デバ イス 
0 stdin 標準 入力 (通常 は キー ボー ド ) 
1 stdout 標準 出力 (通常 は スク リー ン ) 
2 stderr 標準 エラ ー 出 力 (スク リー ン ) | 
3 1 耳 標準 補助 入出 力 (RS-232C) 
4 stdprn 標準 プリ ンタ 出力 (プリ ンタ ) 


デー タ の 読み 出し / 書 き 込み 

デー タ の 入出 力 は 、read お よび write と いう 2 つの 基本 的 な 関数 に より 行 
ます 。 

ファ イル の 読み 出し と 書き 込み は 、 ス トリ ー ム 入出 力 関数 と 同様 に 、 フ ァ イ 
ルポ イン タ に よっ て 行い ます 。 

ファ イル ポイ ンタ は 読み 書き の つど 、 自 動 的 に 更新 され ます が 、 以 下 の 関 数 
に より 、 フ ァイル ポインタ の 操作 を 行う こと が で きま す 。 


lseek ……… ファ イル ポイ ンタ を 任意 の 位置 に 設定 する 

tell ………… ファ イル ポイ ンタ の 現在 の 位置 を 通知 する 

eOf ee ファ イル ポイ ンタ の 現在 の 位置 が エン ド オ ブフ ァイル で ある 
か 償 か 通知 する 


注 : lseek 関数 を 使用 する 場合 、 テ キス トモ ー ド で オー プン し た ファ イル の 
ファ イル ポイ ンタ を 変更 する 場合 に は 、 以 下 の い ずれ か の 条件 に 合わ な 
い 位置 に 変更 し て は いけ ませ ん 。 


@ フ ァイル の 先頭 の 位置 
@ tell 関数 で 返さ れ た 位置 
@ フ ァイル の 最終 デー タ の 次 の 位置 
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3.8 低 水 準 入出 力 


ファ イル の クロ ー ズ 

ファ イル の クロ ー ズ は 、closse 関数 を 使用 し て 行い ます 。 

プロ グラ ム が 終了 すれ ば 、 オ ー プ ン き され て いた ファ イル は すべ て 自動 的 に ク 
ロー ズ き され ます が 、 オ ー プ ン で きる ファ イル の 数 が 限ら れ て いる 場合 も ある 
の で 、 オ ォ オー グン し た ファ イル せ は 必ず クロ ー ズ する よう に し まし ょ 2。 
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コン ソー ル 入 出力 


これ ら の 関数 は 、 コ ン ソ ツー ル と 直接 入出 力 を 行う も の で す が 、 ユ マン ド 行 で 
入出 力 の リ ダ イ レ ク シ ョ ン を 行う こと も 可能 で す 。 

コン ツー ル 入 出力 関数 に は 以下 の も の が あり 、 こ れ ら は すべ て イン クル ー ド 
ファ イル conio.h で 宣言 され て いま す 。 


関数 名 機能 

cgets コン ソー ル か ら 文 字 列 を 読み 込む 

cprintf コン ツー ル ヘ デー タ を フォ ー マ ッ ト し て 出力 する 

cputs コン ソー ル へ 文字 列 を 出力 する 

cscanf コン ソ ツール か ら デ ー タ を フォ ー マ ッ ト し て 読み 込 
む 

getch コン ソー ル か ら 1 文字 読み 込む 

getche コン ツー ル か ら 1 文字 読み 込み も 、 エ コー バッ ク す 
る 

kbhit キー 入力 の 有無 を 調べ る 

putch コン ソー ル へ 1 文字 出力 する 

ungetch | コン ソー ル か ら 読 み 込ん だ 文字 を 、 次 の 読み 込み | 
の た だ た め に 返す 

] 
vcprintf コン ツー ル ヘ デー タダ を フォ ー マ ッ ト し て 出力 する 
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これ ら の 関数 は 、 一 般 的 な 数 値 演算 を 行い ます 。 

数 値 演算 関数 で は 、 浮 動 小数 点 を 扱う の で 、 浮 動 小数 点 サ ポー ト が 必要 と な 
り ま す 。 

数 値 演算 関数 に は 以下 の も の が あり 、div、ldiy 関数 が イン クル ー ド ファ イ 
ル stdlib. h で 宣言 きれ て いる ほか は 、 す べ て math.h で 宣言 きれ て いま す 。 


関数 名 機能 
aCOS アー クコ サイ ン を 求め る 
asin アー クサ イン を 求め る 
atan アー クタ ンジ ェ ン ト を 求め る 
atan2 アー クタ ンジ ェ ン ト を 求め る 
cabs 複素 数 の 絶対 値 を 求め る 
ceil と 等 し いか X よ り 大 きい 最小 の 整数 値 を 求め る 
coS コサイン を 求め る 
cosh ハイ バボ リッ クコ サイ ン を 求め る 
div int の 割り 算 の 商 と 余り を 得る 
except 数 値 演算 ライ ブラ リ 使用 時 の 例外 処理 を 行う 
eXD 指数 関数 を 求め る 
fabs 浮動 小数 点 値 の 絶対 値 を 求め る 
floor X と 等 し いか 又 よ 5 小 さい 最大 の 整数 値 を や 求め る 
fmod 剰余 を 求め る 
frexp 浮動 小数 点 値 を 仮数 部 と 指数 部 に 分 ける 
hypot 直角 三角 形 の 斜 辺 の 長 る を 求め る 
ldexp X と 2 の n 乗 の 積 を 求め る 
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3.10 数 値 演算 
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関数 名 機能 
ldiy long の 割り 算 の 商 と 余り を 得る 
log 自然 対数 を 求め る 
log10 10 を 底 と し た 対数 を 求め る 
matherr 数 値 演算 関数 の エラ ー 処 理 を 行う 
modf 浮動 小数 点 値 を 整数 部 と 分 数 部 に 分 ける ] 
DOW XY を 求め る 
sin 四 サイ ン を 求め る 
| | ae y み サオ シン を 求め 
sqrt 平方 根 を 求め る 」 
tan タン ジェ ント を 求め る 
tanh ハイ スパ ボリ ッ ク タ ンジ ェ ン ト を 求め る 
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プロ セス 制御 


これ ら の 関数 は プロ セス の 制御 を 行い ます 。 

「 プ ロ セ ス 」 と は 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム に お ける 実行 の 単位 ど あ り 、 
プロ グラ ム の コー ド 、 デ ー タ 、 資 源 、 お よび これ ら に 関す る 制御 情報 な どか 
ら 6 成り ます 。 

プロ ャ ス 制 御 関数 は 、 具 体 的 に は 、 以 下 の こ と を 行い ます 。 


@ プ プロセス を 終了 る せる 
@ シグ ナル 割り 込み の 制御 を 行う 
@ 新 し い プ ブロ セ ス を 起動 する 


プロ セス 制御 関数 に は 以下 の も の が あり 、signal、raise 関数 は イン クル ー 
ド フ ァイル signal.h で 宣言 きれ て いま す 。 

また 、abort、atexit、exit、 exit、system の 各 関 数 は 、 イ ンク ルー ド フ ァ 
イル stdlib.h で 宣言 きれ て いま す 。 

これ 以外 の 関数 は イン クル ー ド ファ イル process. h で 宣言 され て いま す 。 


関数 名 機 能 

| 

abort プロ セス を 異常 終了 する 

atexit exit 時 に 呼び 出す 関数 を 登録 する 

execl 引数 リス ト に よっ て 子 プ ロモ セス を 実行 する 

execle 引数 リス ト と 与え られ た 環境 に より 子 プ ロモ セス を 
実行 する 

execlp 引数 リス ト と path 変数 に よっ て 子 プ ロモ セス を 実 
行 する 

execlpe 引数 リス ト 、path 変数 、 セ お よび 引数 envp に より 5 
子 プ ロ セ ス を 実行 する 

eXecV 引数 配列 に よっ て 子 プ ロモ セス を 実行 する 
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3.11 プロ セス 制御 


| 関 義 名 機能 
execVe 引数 配列 と 与え られ た 環境 に よっ て 子 プ デ ロ モ ス を 
| 実行 する 

exeCVD 引数 配列 と path 変数 に よっ て 子 プ ロ セ ス を 実行 | 
する 

execVDe 引数 配列 、path 変数 、 お よび 引数 envp に より 子 
プロ セス を 実行 する 

exit プロ セス を 終了 する 

_exit パッ フ ア を フラ ッシュ せ ず に 子 プ ロ セ え を 終了 す 
る 

getpid プロ ャ セス の ID を 得る 

TaiSe プロ グラ ム に シグ ナル を 送る 

signal シグ ナル 割り 込み の た め の 操 作 を 行う 

spawnl 引数 リス ト に よっ て 子 プ ロモ セス を 実行 する 

SDaWwnle 引数 リス ト と 与え られ た 環境 に より 子 プ ロモ セス を 
実行 する 

spawnlp 引数 リス ト と path 変数 に よっ て 子 プ ロモ セス を 実 
行 す る 

SDaWnY 引数 配列 に よっ て 子 プ ロモ セス を 実行 する 

5 | 

SDaWnve 引数 配列 と 与え られ た 環境 に よっ て 子 プ デ ロ セ ス を 
実行 する 

SDaWnYvD 引数 配列 と path 変数 に よっ て 子 プ ロモ セス を 実行 

| +* 
sysStem Human68k ユマ ンド を 実行 する 
wait 起動 し た 子 プ ロモ セス の 終了 コー ド を 得る 


これ ら の 関数 で は 、 子 デ ロ セ ス を 起動 する た め の path 変数 の 設定 の 有無 、 


子 デ ロモ セス へ の 引数 の わた し か た 、 子 プロ セス の 実行 環境 (の 設定 方 法 ) の 
違い に より 、8 つ の パタ ー ン に 分 けら れる の で 、 こ れ を 次 頁 の 表 に 示し ます 。 
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3.11 プロ セス 制御 


関数 名 | path 変 数 の 設定 引数 の 。。 | 子 プロ セス の 実行 環 境 
execl path は 使用 し な い 引数 リス ト | 親 プ ロ セ ス の 環境 を 
spawnl 引き 継ぐ 
execle path は 使用 し な い 引数 リス ト | 最後 の 引数 と し て 子 
spawnle プロ セス の 環境 テー 

ブル が わた され る 
execlp path を 使用 する 引数 リス ト | 親 プ ロ セ ス の 環境 を 
SDaWnlp 引き 継ぐ 
eXecV path は 使用 し な い 引数 配列 親 プ ロ セ ス の 環境 を 
SDaWny 引き 継ぐ 
ュー 半 半 8 
evecve path は 使用 し な い 引数 配列 最後 の 引数 と し て 子 
SDaWnVe プロ セス の 環境 テー 
ブル が わた され る 
上 
execVD path を 使用 する 引数 配列 親 プ ロ セ ス の 環境 を 
SDaWnYVD 引き 継ぐ 
execlpe path を 使用 する 引数 リス ト | 最後 の 引数 と し て 子 


プロ セス の 環境 テー 
ブル が わた だ た され る 


execVDe path を 使用 する 引数 配列 最後 の 引数 と し て 子 
プロ セス の 環境 テー 
ブル が わ だ さ る され る 
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サー チ と ソー ト 


これ ら の 関数 は 、 イ ンク ルー ド フ ァイル stdlib.h で 宣言 され て いま す 。 


関数 名 機能 
bsearch バイ ナリ サー チ を 実行 す る 
dqsort double 型 の データ を ソー ト す る 
fqsort float 型 の ダー タ を ソー ト す る 
lqsort long 型 の ゲー タ を ソー ト す る 
qsort クイ ッ ク ソ ー ト を 実行 する 
sqsort short 型 の ダー タ を ソー ト す る 
tqsort | ネイ ィ ンタ 型 の デー タ を ソー ト す る 


第 3 章 項目 別 ラ ンタ イム ルー チン 


文字 列 操作 


これ ら の 関数 は 、 ヌ ル 文 字 で 終了 する 文字 列 の 操作 を 行い ます 。 

ヌル 文字 で 終了 し な い 文 字 列 に つい て は 、 バ ッ フ アァ ア 操 作 関 数 を 使用 し て くだ 
きい 。 

文字 列 操作 関数 に は 、 以 下 の も の が あり 、 こ れ ら は すべ て イン クル ー ド ファ 
イル string.h で 宣言 きれ て いま す 。 


関数 名 機能 

strcat 文字 列 を 追加 する 

strchr 文字 列 に な いて 、 指 定 さ れ た 文字 の 最初 の 位置 を 
調べ る 

| 

strcmDp 2 つの 文字 列 を 比較 する 

strcmpi 2 つの 文字 列 を 大 文字 小文字 の 区 別 な し で 比較 
する 

strcpy ] 隊 を 指定 され た 場所 へ コピ ー す る 

StrcSDn 文字 列 に お いて 、 指 定 文字 セッ ト の 最初 の 文字 を 
探す 

strdup 文字 列 を 複写 する 

stricmp 2 つの 文字 列 を 大 文字 / 小 文字 の 区 別 な し で 比較 
する 

strlen 文字 列 の 長 さ る を 調べ る 

strlwr 文字 列 中 の 大 文字 を すべ て 小文字 に 変換 する 

strncat 文字 列 の 先頭 か ら n 文 字 分 、 他 の 文字 列 に 追加 
する 

strncmp 先頭 か 6 n 文字 分 、2 つの 文字 列 を 比較 する 

StrncDy 文字 列 中 の n 文字 を 他 の 文字 列 に コピ ー す る 
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3.13 文字 列 操作 


ーー 
| 関数 名 機能 
strnset 文字 列 の 先頭 n 文字 を 、 指 定 さ る れ た 文字 で 初期 | 
化す る 
strpbrk 他 の 文字 列 の 構成 文字 を も 、 指 定 文字 列 中 で 探す 
strrchr 文字 列 中 で 、 指 定 さ れ た 文字 が 最後 に 現れ る 位置 
を 探す 
strrev 文字 列 の 文字 の 並び を 逆 に する 
strset 文字 列 の 全文 字 を 、 指 定 さ れ た 文字 で 置き 換え る 
strsfn ジア イル 省 名 ドラ イジ 名 、 パ ス 名 、 4 
名 、 拡 張子 に 分 解す る 
strspn 文字 列 中 か ら 6、 指 定 文字 セッ ト 以 外 の 文字 の 位置 
を 探す 
strstr 文字 列 の 中 か ら 指 定 し た 文字 列 と 一 致す る 部 分 を 
検索 する 
bs = 
strtok 文字 列 の 次 の トー クン を 探す 
strupr 文字 列 中 の 小文字 を すべ て 大 文字 に 変換 する 
| 東 文字 列 を や 、 他 の 文字 列 の 前 に 挿入 する H 
strmfe ファ イル 名 の 拡張 子 を 置き 換え る 
strmfn ドラ イブ 名 、 パ ス 名 、 主 ファ イル 名 、 拡 張子 か ら 
ファ イル 名 を 作成 する 
strmfp パス 名 、 主 ファ イル 名 か ら フ ァイル 名 を 作成 する 
stcgfe ファ イル 名 か ら 拡 張子 も とり 出す 
strbpl 文字 列 の 並び あ も と に 、 ポ イン タ 配 列 を 作る 
stcgfn ファ イル 名 か ら 主 ファ イル 名 を と り 出 す 
strsrt 文字 列 の 配列 を ASCII ユー ド 順 に ソー ト す る 
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時 間 関 数 は 、 シ ステ ム 時 間 か ら 現 在 の 時 間 を 得る と と も に 、 必 要 に 応じ て を 
れ を 変換 し 、 格 納 し ます 。 


だ た と えば 、time、ftime 関数 は 、 グ リ ニ ッ ジ 標 準 時 の 1970 年 1 月 1 日 か ら 
現在 まで 経過 し た 時 間 を 秒 単位 で 返し ます 。 

また 、 上 記 の 関数 で 得 た 時 間 は 、asctime、ctime、gmtime、localtime 関 
数 を 使用 する こと に より 、 る ま ざ ま な 型 に 変換 する こと が で きま す 。 


時 間 関 数 で 使用 する イン クル ー ド ファ イル は 以下 の 通り で す 。 


@ ftime、utime 以 外 …… time.h (関数 宣言 
@ time 上 …… の tr ドド ドド ーー timeb. h (関数 宣言 ) 
全 utimme に の に に ーーー utime. h (関数 官 言 ) 


ftime、localtime の 地方 時 調整 に は 、 グ ロー バル 変数 daylight、timezone 
が 参 照 る され ます 。 

これ ら は 、 日 本 で の 値 で 初期 化 き され て いま す 。 

上 記 の 変数 に つい て は 、「 第 2 章 2.3 グ ロー バル 変数 」 の daylight、time- 
zone を を それぞれ 参照 し て くだ さい 。 


関数 名 機能 
asctime | m 構造 体 の 時 間 情 報 を 文字 列 に 変換 する 四 
ctime 時 間 を time t 型 数 値 か ら 文 字 列 に 変換 する 
ftime 現在 の シス テム 時 間 を timeb 構造 体 で 得る 
Ei 時 間 を time { 型 数 値 か ら 6 tm 構造 体 に 変換 す る 
time 現在 の シス テム 時 間 を time { 型 数 値 で 得る 
tzset 環境 時 間 変 数 か ら 外部 時 間 変数 を 設定 する 
| dee プロ グラ ム が 起動 し て か ら の 時 間 を 得る 
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関数 名 機能 
difftime 時 間 の 差 を 浮動 小数 点 値 で 得る 
localtime 現在 の 地方 時 を 得る 
mktime tm 構造 体 か 6 time { 型 数 値 に 変換 する 
strftime tm 構造 体 で 指定 する 日 時 を 指定 し た 書式 で 文字 
列 に 変換 する 
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日 本 語 ラ イブ ラリ に は 、 日 本 語 処理 に お いて 入力 され る 文字 の 分 類 を 行う 関 
数 と 、 漢 字 処 理 関数 が あり ます 。 


還 則 | 字 分 類 関 数 


文字 分 類 関 数 に は 以下 の も の が あり 、 す さて イン クル ー ド ファ イル jfctype. h 
で 宣言 きれ て いま す 。 


関数 名 | 機 能 

iskana カナ 文字 また は カナ 名 読点 の 判定 を 行う 
iskpun カナ 名 読点 の 判定 を 行う 

| iskmoii 」 カナ 文字 の 判定 を 行う 
isalkana 英文 字 ま た は カナ 文字 の 判定 を 行う 
ispnkana 英 句 読点 また は カナ 名 読点 の 判定 を 行う 
isalnmkana 英 数 字 ま た は カナ 文字 の 判定 を 行う 」 
isprkana 表示 可能 文字 (空白 を 含む ) の 判定 を 行う 
isgrkana 表示 可能 文字 (空白 を 除く ) の 判定 を 行う 
iskanji 漢字 の 1 バイ ト 目 の 判定 を 行う 
iskanj12 漢字 の 2 バイ ト 目 の 判定 を 行う 

注 和 理 導 


漢字 処理 関数 に は 、 漢 字 を 全文 字 列 の 操作 を 行う 関数 と 、 全 角 文 字 の 分 
類 、 お よび 全角 文字 一 半角 文字 の 変換 を 行う 関数 の 2 種類 が あり ます 。 


漢字 を 含む 文字 列 の 操作 を 行う 関数 に は 、 以 下 の も の が あり ます 。 


人 
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3.15 日 本 語 ラ イプ ラリ 


これ ら は すべ て 、 イ ンク ルー ド フ ァイル jstring. h で 宣言 きれ て いま す 。 


| 関数 名 四 機 能 
jstrncmp strncmp 関数 の 漢字 対応 版 で 、 漢 字 を 合 む 2 つ 
の 文字 列 を 先頭 か 6 n 文字 分 比較 する 


jstrchr strchr 関数 の 漢字 対応 版 で 、 漢 字 を 含む 文字 列 
に お いて 、 指 定 文字 が 最初 に 現れ る 位置 を 調べ る 


た 


jStrrchr strrchr 関数 の 漢字 対応 版 で 、 漢 字 を 含む 文字 列 
に お いて 、 指 定 文字 が 最後 に 現れ る 位置 を 調べ る 


jStrcmp strcmp 関数 の 漢字 対応 版 で 、 漢 字 を 含む 2 つの 
文字 列 の 比較 を 行う 


全角 文字 の 分 類 、 お よび 全角 文字 一 半角 文字 の 変換 を 行う 関数 に は 以下 の も 
の が あり ます 。 
これ ら は すべ で て 、 イ ンク ルー ド フ ァイル jfctype.h で 宣言 きれ て いま す 。 


| 関数 名 | 機能 
jiszen 全角 文字 の 判定 を 行う 
| 」 
jis10 全角 空白 文字 また は JIS 第 一 水準 の 記号 の 判定 
を 行う 
| 
jis1 JIS 第 一 水準 漢字 の 判定 を 行う 
jiS12 加 JIS 第 二 水準 漢字 の 判定 を 行う | 
| deba 全角 英文 字 の 判定 を 行う _ 
| jiSupper 全角 英 大 文字 の 判定 を 行う 
時 
jislower 全角 英 小 文字 の 判定 を 行う 
jijSdigit 全角 数 字 の 判定 を 行う 
jiSkata | タカ ナ 文 字 の 判定 を 行う 
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3.15 日 本 語 ラ イブ ラリ 


関数 名 機 能 
ーー | 
jiShira 全角 ひら が な 文字 の 判定 を 行う 
ーー 
jiskigou 全角 名 読点 文字 の 判定 を 行う 
jiSspace 全角 空白 文字 の 判定 を 行う 
hantozen | 半角 文字 を 全角 文字 に 変換 
四 
| 2emtoban 全角 文字 を 半角 文字 に 変換 
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BASIC ラ イブ ラリ 


BASIC ライ ブラ リ は 、BASTOC、 す な わ ち BASIC か ら C へ の 変換 処理 に 
お ぢ いて 使用 し ます 。 

BASIC ライ ブラ リ に は 以下 の も の が あり 、 こ れ ら は すべ て イン クル ー ド フ 
ァイル audio. h、basic. h、 ま だ た は basic0. h、graph. h、image. h、mouse. h、 
music. h、 ま だ は music2. h、sprite. h、stick. h で 宣言 され て いま す 。 


関数 名 | 機能 
a play PCM 録音 を 再生 する 
a rec PCM 録音 を 行う 
a cont 一 時 中 断 し て いた PCM の 動作 を 再開 する 
a end PCM の 動作 を 強制 終了 する 
a stat PCM の 動作 状態 を 得る 
a stop PCM の 動作 を 一 時 中 断 す る 
asc 文字 列 の 先頭 の 文字 ュー ド を 返す 
b binS 整数 を 2 進数 の 文字 列 に 変換 する 
b chrS 文字 コー ド を 文字 に 変換 する 
fix 浮動 小数 点数 値 の 整数 部 を 返す 
b hexS 整数 を 16 進数 の 文字 列 に 変換 する 
b itoa 整数 を 文字 列 に 変換 する 
| b octS 整数 を 8 進数 の 文字 列 に 変換 する 
val 文字 列 を 数 値 に 変換 する 
Sgn 浮動 小数 点 値 の 符号 を 得る 
dskf 指定 ドラ イブ の ディ スク の 空き 容量 を 通知 する 
b fclose 指定 され た ファ イル を クロ ー ズ する 
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3.16 BASIC ラ イブ ラリ 


関数 名 機能 
b fcloseall | すべ で て の ファ イル を クロ ー ズ する 
b feof 指定 きれ た ファ イル が エン ド オ ブフ ァイル か 否 か 
調べ る 
| も feekc 指定 きれ た ファ イル か ら 1 文字 読み 込む 
b fopen 指定 され た ファ イル を オー プン する 
b fputc | 拓 s れ た ファ イル へ 1 文字 書き 出す 
| bfread | 本 才 a れ な ファ イル か ら デ ー ズ を 眺 み 込む 
b freads 指定 さて た ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込む 
b fseek | ラ ァ イル ポイ ンタ の 位置 を 移動 する 
| b fwrite 指定 され た ファ イル に デー タ を 書き 出す 四 
b fwrites 指定 され た ファ イル に デー タ を 書き 出す | 
ae 賠 rnd の 初期 化 を 行う 
| b int 浮動 小数 点 を 整数 に 変換 する 
rnd 浮動 小数 点数 値 の 擬似 乱数 を 発生 きせ る 
還 了 | 大生 る 特記 の あ 地 の 朱 げ 作 鶴 7 
b leftS 文字 列 を 切り 出す 
| b midS 才 を 切り 出す 
b mirrorS 文字 列 の 並び を 反転 する 
| brightS 文字 列 を 切り 出す 」 
| b strchr 文字 列 中 の 最初 に みつ か っ た 指定 文字 位置 を 返す 
b stringS 文字 列 中 の 1 文字 を 複数 個 並 べた 文字 列 を 返す 
b strrchr 文字 列 中 の 最後 に みつ か っ た 指定 文字 位置 を 返す 
本 指定 文字 を 文字 列 か ら 探 す 
b dateS 日 付 を 文字 列 に 変換 し て 通知 する 
| b timeS | 時 刻 を 文字 列 に 変換 し て 通知 する 
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関数 名 機能 

| b dayS - 曜日 を 通知 する 部 
b free | フリ ー エ リア の 大 きる を 調べ る 
b inkeyS | キー の 入力 を 待っ て 読み と っ た 1 文字 を 返す 
b inkey0 キー の 入力 待ち も を し な いで 読み と っ た 1 文字 を 返 

す 

b striS | 区 数 値 を 文字 列 に 変換 する 

| 5 srfs 浮動 小数 点数 値 を 文字 列 に 変換 する 

隊 ea カー ソル 位置 の Y 座標 を 通知 する 」 
DOS | カー ッ ル 位置 の 座標 を 通知 す る 

ea 画 スペ ー ス で 埋まっ た 文字 列 を 作る | 
USing 書式 を 指定 し て 数 値 な ど を 文字 列 に 変換 す る 
beep | ベル を 只 ら す 

| am 衣 | テキ スト 画面 を クリ ア す る | 
b exit = プロ グラ ム を 終了 し て 親 プ ロモ セス に 戻る 

計 ei 子 プ ロモ セス を 起動 する | 
width 画面 の 1 行 の 表示 文字 数 を 設定 する 

| cor テキ スト 画面 の 文字 属性 を 設定 す る 

| console 1 3 クロ ー ル 行 の 範囲 を 設定 する ピ 
b input キー か ら 1 行 入力 し 、 書 式 に 従っ て 変換 し 変数 に 

代入 する 

| pt に を 入力 する 
locate カー ソル を 移動 する 
b sprint | ズ 季 列 を テキ スト 画面 に 表示 する 半 

半生 間 数 値 を テキ スト 画面 に 表示 する | 
b fprint 数 値 を テキ スト 画面 に 表示 する 加 
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関数 名 機能 軸 
b tprint テキ スト 画面 上 で タプ ブ スキップ を 行う 
b slprint 文字 列 を プリ ンタ に 出力 する 
es 数 値 を プリ ンタ に 出力 する | 
| NN Heea ンタ に 出力 する 
b tlprint タプ ブス キッ プ を プリ ンタ に 出力 する 凍 め 
key | 語 SSSPSE BS 
Screen 表示 画面 の サイ ズ 、 色 モー ド 、 解 像 度 な ど を 設定 する 
pi 円 周 率 ァ を 返す 
b pi 円 周 率 ァ の 倍数 を 返す 
b setdate 日 付 を 設定 する 員 
b settime 時 刻 を 設定 する 
カー ソル を ON ノ /OFF する 
b tpalet テキ スト の パレ ッ ト 色 を 設定 する 
b strncpy 文字 列 も コピ ー す る 
文字 列 を 比較 する 
b stradd 2 つの 文字 列 の 連結 を 行う 
本 BASIC の 初期 化 を 実行 する 
frename ファ イル 名 を 変更 する 
fdelete ファ イル を 削除 する 
只 還 グラ フィ ッ ク の アク ティ ブ ペ ー ジ を 指定 する 
box ボッ クス を 設定 する 
| ere 円 弧 を 描く 
contrast テキ スト 画面 の コン トラ スト を 設定 する 
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関数 名 機能 語 
fill 「| ボッ クス を 描き な が ら フ パレット 色 で その 中 を 塗り 
つぶ す 
| get グラ フィ ッ ク 画 面 の 画像 データ を 配列 に と り 込 む 
home グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 位置 を 設定 する 
hsv 色相 、 濃 きる 、 明 る る に 応じ た 色 コ ー ド を 返す 
jine 線 を 引く 
paint | 指 和 き れ た 領域 を パレット 色 で 塗り つぶ す 
palet NE 7 
point グラ フィ ッ ク 画 面 の 指定 座標 の パレ ッ ト コ ユー ド を 
通知 する 
pset グラ フィ ッ ク 画 面 上 に 点 を 描く 
put グラ フィ ッ ク 画 面 に 画像 デー タ を 表示 する 
層 赤 、 緑 、 青 に 応じ た 色 コ ー ド を 返す 
symbol グラ フィ ッ ク 画 面 上 に 文字 列 を 表示 する 
| mee | クタ フィ ッ ク 画 面 の 各 ペ ー ジ の 表示 制御 を 行う | 
window グラ フィ ッ ク 画 面 の クリ ッ ピ ング 領域 の 座標 を 設 
定 する 
Wipe グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア す る 訓 
| の Rs 
img set 画像 と り 込 み の 設定 を 行う 
img still 画像 と り 込み の 設定 を 行う 
img pos 画像 と り 込 み 時 の 画面 水平 位置 を 補正 する 
img color 民 り 込み 画像 の 色調 補正 を 行う 
v cut スー パー イン ポー ズ 時 の テレ ビ 画 面 の 表示 を 制御 
| 8 ] 
crt テレ ビ 、 ビ デオ 画面 の 切り 替え を 行う 
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3.16 BASIC ラ イブ ラリ 


| 関数 名 」 機能 
img ht グラ フィ ッ ク 画 面 と テレ ビ 画 面 の 半 透 明 制御 を 行 
う 
img save グラ フィ ッ ク 画 面 の デー タ を 指定 ファ イル に 書き 
出す 
img load グラ フィ ッ ク 画 面 の デー タ を 指定 ファ イル か ら 読 
み 込 む 
img scrn グラ フィ ッ ク 画 面 の モー ド 設 定 を 行う 
img put 配列 に 格納 され た デー タ を グラ フィ ッ ク 画 面 に 表 
| 示す る 
トー 
keysns キー 入力 の 有無 を 判定 し 、 値 を 返す 
img home グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 位置 を 移動 する 明 
mouse マウ ス の 制御 を 行う 
| marea マウ スカ ー ツ ソル の 移動 範囲 を 設定 する 
msbtn マウ ス ボ タ ン が 指定 し た 状態 に な る まで の 時 間 を 
| 返す 
mSDOS | マウ スカ ー ン ソル の 座標 を 変数 に 格納 する 
-] 
msstat マウ ス の 状態 を 変数 に 格納 する 
記 
setmspoS Il ウス カー ソル の 位置 を 設定 す る 」 
| MI トラ ッ ク バ ッ フ ァ を 確保 し 、 そ れ を クリ ア す る 
m assign FM 音源 の チャ ン ネ ル に トラ ッ ク を 割り あて る 
m cont 一 時 中 断 し て いた 演奏 を 再開 する 
m free 指定 され た トラ ッ ク の 残り 容量 を 通知 する 
m init FM 音源 を 初期 化す る 
m play 指定 し た チャ ン ネ ル に 割り あて た トラ ッ ク デ ー タ 
を 演奏 する 
m stat チャ ン ネ ル の 状態 を 通知 する 
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関数 名 機能 
m stop 指定 し た チャ ン ネ ル の 演奏 を 一 時 中 断 す る 
| m tempo > ン ポ を 指定 する 
m trk MML に よる 楽譜 デー タ を トラ ッ ク に 書き 込む 」 
| mn Yeet 1 音色 デー タ を 配列 に 読み 込む 
m vset 音色 デー タ を 指定 し た 音色 番号 の バッ ファ に 登録 | 
する 
md cont 一 時 中 断 し て いた 演奏 を 再開 する (MIDI ge) | 
md init MIDI コン トロ ー ラ を 初期 化す る (MID 専用 ) 
md off vm チャ ン ネ ル の 出力 の 停止 (MIDI 専用 ) | 
aaa MIDI チャ ン ネ ル の 出力 の 開始 (MIDI 専用 ) 
md play 指定 し た チャ ン ネ ル に 割り あて た トラ ッ ク デ ー タ 
を 演奏 する (MIDI 対応 ) 
| aa mg MIDI コン トロ ー ラ の レジ スタ か ら デ ー タ を 読む | 
(MID 専用 ) 
md regw MIDI コン トロ ー ラ の レジ スタ に デー タ を 書く 
(MIDI 専用 ) 
md stat MIDI チャ ン ネ ル の 出力 の 禁止 許可 状態 を 得る 
較 (MIDI 専用 ) 
md stop 指定 し た チャ ン ネ ル の 演奏 を 一 時 中 断 する 
(MIDI 対応 ) 
at MIDI に デー タ を 出力 する (MID 専用 ) _ 
SD clr | スプ ライ ト を クリ アナ * 
SD color スプ ライ ト の パレ ッ ト 色 を 設定 する 」 
sp def スプ ライ ト の パタ ー ン デー タ を 定義 する 
SD disp スプ ライ ト 面 の 表示 制御 を 行う | 
SD move | スプ ライ ト プ レ ー ン の 表示 位置 を 設定 する 
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3.16 BASIC ラ イブ ラリ 


関数 名 機能 
sp off スプ ライ ト の 表示 を OFF に する 
SD on | メッ ラ ィ ト の 表示 を ON に する 
| jp pe ー| ベジ ラ イト パタ ダー シ デ ー タ を 配列 に 読み 迄 む | 
sp init スプ ライ トバ パタ ー ン を 初期 化す る 
5 スプ ラボ ト デ プレ ー ン デー 癌 や セッ ト す る 
sp stat 指定 され た スプ ライ ト の 状態 を 通知 する 
bg scroll バッ ク グ ラウ ンド の スク ロー ル 座 標 を 指定 する 
bg set 且 夫 ク グ ラウ ンド の 設定 を 行う 
bg stat 指定 し た バッ ク グ ラウ ンド の 状態 を 読み 出す 
bg fil | タク プラウ ンド テキ スト を デー タ で 涯 め つ ( す 
bg put バッ ク グ ラウ ンド テキ スト に 書き 込む 
bg get バッ ク グ ラウ ンド テキ スト を 読み 出す 
stick ジョ イス ティ ッ ク の 状態 を 調べ る 
strig 指定 し た ジョ イス ティ ッ ク の ボタ ン の 状態 を 返す 
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IOCS ユー ル は 、ROM に 組み 込ま れ た IOCS ルー チン を 呼び 出す シス テム 
~ ヨー ル で 了 す 。 


IOCS ユー ル の お も な 機能 は 以下 の 通り で す 。 


@ キー ボー ド 制 御 

@ TV の 表示 制御 

@ テ キス ト の 表示 制御 
@ RS-232C 制御 

@ ジ ョ イス ティ ッ ク 制 御 
@ ブリ ンタ 出力 制御 

@ ディス ク の 入出 力 制御 
@ 日付 、 ア ラー ム 制 御 
@ ADPCM 制御 

@ FM 音源 制御 

@ 割 | り 込 み 制 御 

@ マ ウス 制 御 

@ DMA 転送 制御 

@ 日 本 語 処 理 

@ グ ラフ ィ ッ ク 制 御 

@ ス プラ イト 制御 


IOCS ユー ル の 関数 に は 以下 ひ の も の が あり 、 こ れ ら は すべ て イン クル ー ド フ 


ァイル iocslib. h で 宣言 きれ て いま す 。 


IOCS コ ー ル 


関数 名 機 能 
TRAP15 | レジ スタ を 直接 指定 し IOCS ユー ル を 行う 
B KEYINP キー デー タ の 読み 出し を 行う 
B KEYSNS キー デー タバ ッ フ ァ 状 態 の セン ス を 行う 
B SFTSNS シフ トキ ー の 押下 状態 を 調べ る 
BITSNS | キー の 押下 状態 を 調べ る 
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関数 名 機能 
SKEYSET 指定 キー を 押し だ た こと に する 
TVCTRL TV コン トロ ー ル コー ド を 指定 し 、TV の 操作 を 
行う 
LEDMOD LED キー の モー ド を 設定 する 
| eusEvp 画面 の モー ド を 制御 する 
DEFCHR 指定 の 漢字 パタ ー ン を 外字 エリ ア に 書き 込む 
CRTMOD | CRT の モー ド を 設定 する 


CONTRAST コン トラ スト を 設定 する 


HSVTORGB 色相 、 濃 き 、 明 る る に 応じ た 色 コ ユー ド を 作る 

TPALET EE ト の パレ ッ ト を 指定 する 

TPALET2 テキ スト の パレ ッ ト を 指定 する | 

TCOLOR テキ スト の カラ ー を 指定 する 

FNTGET 指定 の 漢字 パタ ー ン を 指定 アド レス へ 読み 込む 

TEXTGET 指定 の ドッ ト 座 標 か ら パ ター ン を 指定 アド レス へ 
読み 込む 

TEXTPUT 指定 アド レス か ら パ ター ン を 指定 の ドッ ト 座 標 へ 


書き 込む 


CLIPPUT 


指定 し た クリ ッ プ 座標 に 従い クリッピング 処理 を 
行う 
SCROLL テキ スト ノ グ ラ フィ ッ ク の 表示 座標 の 設定 を 行う 
B CURON カー ツル を ON に する 
B CUROFF カー ソル を OFF に する 
| s puTc EE 1 バイト デ ー タ を 表示 する 
B PRINT 指定 し た 文字 列 デ ー タ を 表示 す る 
B COLOR カラ ー 属 性 を 設定 する 四 
| s LocATE | カー ソル を 指定 位置 に 設定 する 


3.17 IOCS コ ー ル 
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3.17 IOCS コ ー ル 


rosei | 
関数 名 機能 
B DOWN S 1 行 下 へ カー ソル 移動 する ( 最 下行 の と しき スク ロ 
ー ル UP) 
評 UPS 1 行 上 へ カー ツル 移動 する (最上 行 の と き ス クロ 
ー ル down) 
B UP n 行 上 へ カー ツル 移動 する 
B DOWN n 行 下 へ カー ソル 移動 す る 
B RIGHT n 桁 有 へ カー ソル 移動 する ] 
中 ee 
B LEFT n 桁 左 へ カー ソル 移動 する 
B CLR ED カー ツル 位置 か ら 最終 行 右端 まで 画面 を クリ ア す 
る 
人 BCLR SF 先頭 行 左 端 か ら カ ー ソ ル 位 置 まで 画面 を シク リア す 
る 
B CLR AL 画面 全体 を クリ ア す る 
B ERA ED カー ツル 位置 か ら 行 の 右端 まで 現在 行 を クリ ア す 
る 
B ERA ST 左端 か ら カ ー ソ ル 位 置 まで 現在 行 を クリ ア す る ] 
B ERA AL 現在 行 全体 を クリ ア す る 
ニー エー ニーーー 
B INS 現在 カー ツル が 設定 る され て いる 行 に n 行 挿入 す 
る 
B DEL 現在 カー ツル が 設定 され て いる 行か ら n 行 削除 
する 
B CONSOL ET を 指定 する 
B PUTMES カー ツル 位置 、 カ ラー 属性 、 表 示 文 字数 を 指定 し 
- て 文字 列 を 表示 する 
SET232C RS-232C の モー ド を 設定 する 」 
LOF232C 時 の 受信 バッ ファ 内 の デー タ 数 を 求め る 
9 
INP232C RS-232C の 受信 デー タ を 読み 込む 
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B READDI 


B_DSKINI 


関数 名 機能 | 
ISNS232C RS-232C の 受信 デー タ を チェ ッ ク す る 
OSNS232C RS-232C へ の 送信 が 可能 か 否 か チェ ッ ク す る 
| ouT2s2C RS-232C へ の 送信 を 行う 
JOYGET ジョ イス ティ ッ ク の デー タ を 読み 込む 
INIT PRN プリ ンタ ポー ト を 初期 化す る 
SNSPRN プリ ンタ 出力 が 可能 か 否 か チェ ッ ク す る 
OUTLPT プリ ンタ 出力 を 行う (デー タ 直 接 ) 
OUTPRN プリ ンタ 出力 を 行う (シフ ト JIS で 漢字 処理 あ 
5 ) 
= 
B SEEK 指定 トラ ッ ク (レコ ュー ド ) まで シー ク す る 
B VERIFY デー タ の 比較 チェ ッ ク を 行う 


診断 の た ゆめ の チェ ッ ク を 行う (2HD の み ) 


ディ スク の 初期 化 を 行う 


B DRVSNS 


B WRITE 


B READ 


B RECALI 


B WRITED 


B BADFMT 


ディ スク の ステ ー タ ス を 調べ る 


ディ スク に デー タ を 書き 込む 


ディ スク か ら デ ー タ を 読み 込む 


トラ ッ ク 0 ヘ シー ク を 行う 


削除 ゲー タ を 書き 込む (2HD の み ) 


不良 トラ ッ ク を 使用 不可 能 に する 


B READDL 削除 デー タ を 読み 込む (2HD の み ) 

B FORMAT 物理 フォ ー マ ッ ト を 行う 

B DRVCHK 指定 ドラ イブ の 状 表 ナ ュ ッ ク は 状態 設定 を 行う | 
B EJECT イジ ェクト を 行う 

BINDATEBCD 日 付 を 時 計 の 形式 に 変換 す る 


3.17 IOCS コ ー ル 
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3.17 IOCS コ ー ル 


関数 名 機能 

BINDATESET 日 付 を 時 計 に 設定 する | 

TIMEBCD 時 刻 を 時 計 の 形式 に 変換 する 

TIMESET 時 刻 を 時 計 に 設定 する 

BINDATEGET 時 計 か ら 日 付 を 読み 込む 

DATEBIN 日 付 を BCD 表現 か 6 2 進 表現 に 変換 する 

TIMEGET 時 計 か ら 時 刻 を 読み 込む 

TIMEBIN 時 刻 を BCD 表現 か 6 2 進 表現 に 変換 す る 

DATECNV 日 付 を 表す 文字 列 を 2 進 デ ゲー タ に 変換 す る 

TIMECNV 時 刻 を 表す 文字 列 を 2 進 ゲ データ に 変換 する 

DATEASC 2 進 デ ー タ を 、 日 付 を 表す 文字 列 に 変換 する 

TIMEASC 2 進 デ ー タ を 、 時 刻 を 表す 文字 列 に 変換 する 

DAYASC 2 進 デ ゲー タ を 、 曜 日 を 表す 文字 列 に 変換 する 

ALARMMOD アラ ー ム の 禁止 / 許 可 を 設定 する 

ALARMSET アラ ー ム の 時 刻 と 処理 アド レス を 設定 する 

ALARMGET | アラ ー ム の 時 刻 と 処理 アド レス を 読み 込む 

ADPCMOUT ADPCM へ デー タ を 出力 する 

ADPCMINP ADPCM か ら デ ー タ を 入力 する 

ADPCMAOT ADPCM ヘ へ データ を 出力 する (アレ イチ ェ ー ン 
モー ド ) 

ADPCMAIN ADPCM か ら デ ー タ を 入力 する (アレ イチ ェ ー 
ン モ ー ド ) 

ADPCMLOT ADPCM へ デー タ を 出力 する (リン クア レイ チ 
ェ ー ン モー ド ) 

ADPCMLIN ADPCM か ら デ ー タ を 入力 する (リン クア レイ 
チェ ー ジ モー ド ) 

ADPCMSNS ADPCM の 実行 モー ド を セン ス す る 
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関数 名 機能 
ADPCMMOD ADPCM の 実行 を 制御 する 
OPMSET FM 音源 (YM2151) に デー タ を 書き 込む 
OPMSNS FM 音源 (YM2151) の ステ ー タ ス を 読み 込む | 
OPMINTST FM 音源 TIC に よる 割り 込み を 制御 する 」 
TIMERDST MEP の TIMER-D に よる 割り 込み を 制御 する 
VDISPST V-DISP の カウ ンタ の 割り 込み を 制御 する 
CRTCRAS CRTC に 設定 し た 割り 込み ラス タ に よる 割り 込 
| み を 制御 する 
HSYNCST H-SYNC の 起動 に よる 割り 込み を 制御 する 
PRNINTST 時 リン タ の 割り 込み を 制御 する 
MS INIT マウ ス の 初期 化 を 行 う 
MS CURON マウ スカ ー ソ ル を 表示 する 
MS CUROF マツ ウ スカー ソル を 消す 
訂 1 ES 
MS STAT マウ スカ ー ソ ル の 表示 モー ド を 調べ る 
MS GETDT マウ ス の 移動 量 し と ボタン の ON/OFF を 調べ る ] 
MS CURGT マウ スカ ー ソ ル の 座標 を 調べ る 
| MS _CURST マウ スカ ー ソ ツル の 座標 を 設定 する ] 
MS LIMIT マウ スカ ー ソ ル の 移動 範囲 を 設定 する 
MS OFFTM | < ウス ポタ ン を 雌 す まで の 時 間 を 調べ る 」 
MS ONTM マウ ス ボ タ ン を 押す まで の 時 間 を 調べ る 
MS PATST | 。 み スタ カー ツル の パター ン を 補 義 する 
MS SEL マウ スカ ー ソ ツル の パタ ー ン を 選択 す る 
MS SEL2 | タス カー ソル の パタ ー ン を 複数 指定 し て アニ メ 
ーション を 行う 
SKEY MOD ソフ トキ ー ボ ー ド の 制御 を 行う 」 
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関数 名 機 能 ー 

DENSNS 電卓 の モン ス を 行う 

ONTIME IOCS が 起動 し て か ら 現 在 ま で の 時 間 を 得る 

B INTVCS ベク タ の 設定 を 行う 

B SUPER スー パー バイ ザ モ ー ド へ の 切り 替え を 行う 」 

B BPEEK 指定 アド レス か ら デ ー タ を 読み 込む (バイ ト 単 
位 ) 

B WPEEK 指定 アド レス か ら デ ー タ を 読み 込む (ワー ド 単 
位 ) 

B LPEEK 指定 アド レス か ら デ ー タ を 読み 込む (ロン グ ワ ー 
ド 単 位 ) 

B MEMSTR 指定 アド レス か ら デ ー タ を 読み 込む (バイ ト 数 指 
定 ) 

B BPOKE 指定 アド レス ヘ へ デー タ を 書き 込む (バイ ト 上 単位 ) 

B WPOKE 指定 アド レス ヘ へ デー タ を 書き 込む (ワー ド 単 位 ) 

B LPOKE 指定 アド レス ヘ へ デー タ を 書き 込む (ロン グ ワ ー ド 
単位 ) 

B MEMSET 指定 アド レス ヘ へ デー タ を 書き 込む (バイ ト 数 指 
定 ) 

L 

DMAMOVE DMA 転送 を 行う 

DMAMOV A DMA 転送 を 行う (アレ イチ ェ ー ン に よる ) 

DMAMOV L DMA 転送 を 行う (リン クア レイ チェ ー ン に よ 
る ) 

PTP DMA の 実行 モー ド も セン ス す る 
BOOTINF ブー ト 情 報 を 得る 
ROMVER ROM の バー ジョ ン と 作成 年 月 日 を 得る 
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3.17 IOCS コ ー ル 


加 
関数 名 機能 
G CLR ON グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア し て 、 表 示 モ ー ド に す 
了 ] 
id グラ フィ ッ ク の パレ ッ ト を 設定 する 
SFTJIS に 0 ュー ド を JIS 漢字 ュー ド に 変換 する | 
JISSFT JIS 漢字 コー ド を シフ ト JIS コー ド に 変換 する | 
AKCONV ANK コー ド を シフ ト JIS ユー ド に 変換 する 
RMACNV | "ー マ 宇 変換 を 行う 
DAKJOB 全角 文字 の 油 点 処理 を 行 う 
| ANJog | 全角 文字 の 半 油 点 処理 を 行う ] 
OS CURON | 導 ー ソ ツル を 表示 する 」 
OS CUROF カー ソル を 消す 
| APAGE EZEZ ッ ク 画 面 の 書き 込み ペー ジ を 設定 する 
VPAGE グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 ペー ジ を 設定 する 
HOME グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 位置 を 設定 する 
WINDOW 、 | クマ アイ ッ ア 貞 画面 に ウィ ンド ウツ を 設定 する 
WIPE グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア す る 
PSET | ララ ラ ィ ッ ッ ク 画 面 に 点 を 表示 する 
| ーー 
POINT グラ フィ ッ ク 画 面 上 の 点 の パレ ッ ト コ ユー ド を 得る 
LINE クララ ィ ッ ク 画 面 に ライ ン を 引く | 
BOX グラ フィ ッ ク 画 面 に ボッ クス を 描く 
FILL | クラ フェ ッ ク 画 面 に ポッ クス を 描き その 中 を 訟 り | 
つぶ す 
CIRCLE グラ フィ ッ ク 画 面 に サー クル を 描く 
PAINT グラ フィ ッ ク 画 面 を ペイ ント する ーー 
SYMBOL グラ フィ ッ ク 画 面 に 文字 を 書く 
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関数 名 機能 
GETGRM グラ フィ ッ ク 画 面 の 読み 込み を 行 
PUTGRM グラ フィ ッ ク 画 面 に 書き 込み を 行 
SP INIT スプ ライ ト 面 の 初期 化 を 行う 
SP ON スプ ライ ト 面 の 表示 を ON に する 
SP OFF スプ ライ ト 面 の 表示 を OFF に する 
SP CGCLR PCG を クリ ア す る 
SP DEFCG PCG を 設定 する 
SP GTPCG PCG の 読み 出し を 行う 
| sp RBcsT スプ ライ トレ ジス タ の 設定 を 行う 
SP REGGT スプ ライ トレ ジス タ の 読み 出し を 行う 
BGSCRLST BG スク ロー ルレ ジス タ の 設定 を 行う 
BGSCRLGT BG スク ロー ルレ ジス タ の 読み 出し を 行う 
SGLNRLST _| 容 コン トロ ー ル レジ スタ の 設定 を 行う 
BGCTRLGT BG コン トロ ー ル レジ スタ の 読み 出し を 行 う 
BGTEXTCL BG テキ スト を 指定 の ユー ド で 埋め る 
孤 和 あこ BG テキ スト を 設定 する 
BGTEXTGT BG テキ スト の 読み 出し を 行う 
| spALET スプ ライ ト パ レ ッ ト の 設定 と 読み 出し を 行う 
TXXLINE テキ スト 画面 に X 方 向 ラ イン を 引く 
TXYLINE テキ スト 画面 に Y 方 向 ラ イン を 引く 
TXBOX テキ スト 画面 に ボッ クス を 描く 
TXFILL テキ スト 画面 に ボッ クス を 描き その 中 を 塗り つぶ 
す 
TXREV テキ スト 画面 の 反転 を 行う 
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四 関数 名 機能 
TXRASCPY テキ スト 画面 で ラス タコ ピー を 行う 
ABORTRST | アボート する た め の フ ラグ を リャ ッ ト す る (OS 
で 使用 ) 
IPLERR IPL 時 の エラ ー 処 理 を 行う 
| ABonrJop アボート 処 理 を 行う (OS て 使用 ) 
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DOS コ ー ル 


DOS ユー ル は 、Human68k の サブ ルー チン を 呼び 出す シス テム ュー ル の こ 
と で あり 、 お も な 機能 は 以下 の 通り で す 。 


@ RS-232C 回 線 の 入出 力 制 御 

@ キー ボー ド 入 力 制 御 

@ 漢字 変換 行 の 制御 

@ コン ソー バル 直接 入出 力 

@ 日 付 、 時 刻 の 制御 

@ フ ァイル の 入出 力 制御 

@ デ バイ ス ド ラ イ バ の 直接 入出 力 
@ プ ログ ラム の ロー ド と 実行 

@ 環境 変数 の 制御 


DOS ュー ル の 関数 に は 以下 の も の が あり 、 こ れ ら は すべ て イン クル ー ドア 
ァイル doslib.h で 宣言 され て いま す 。 


関数 名 機能 」 

EXIT プロ グラ ム を 終了 する 

GETCHAR キー ボー ド よ り 文 字 ュ ユー ド を 入力 し 、 表 示す る 

PUTCHAR 文字 コード を 表示 する 

COMINP AUX (RS-232C) より 1 文字 入力 する 

COMOUT | AUX (RS-232C) へ 1 文字 出力 する 

PRNOUT プリ ンタ へ 1 文字 出力 する 

INPOUT キー 入力 プ セ ンス また は 文字 ユー ド の 表示 を 行う 
| INkEy 区 字 ヨー ド を 入力 する (プレー み チェ ッ ク な し ) 

GETC 文字 ュー ド を 入力 する (プレ ー ク チェ ッ ク あ り ) 

PRINT 文字 列 を 表示 する 

GETS 文字 列 を 入力 する (プレ ー ク チェ ッ ク あ り ) 
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関数 名 機 能 
KEYSNS キー の 入力 状態 を 調べ る 
KEFELUSHGP 先行 入力 を 捨て て キー ボー ド 入 力 を 行う 
KFLUSHIO ey を 捨て て キー ボー ド 入 力 を 行う 
| US 先行 入力 を 捨て て キー ボー ド 入 力 を 行う 
KEFLUSHGC 先行 入力 を 捨て て キー ボー ド 入 力 を 行う 
| kELUsHGS 先行 入力 を 捨て て キー ボー ド 入 力 を 行う 
FFLUSH ディ スク を リセ ッ ト す る 
CHGDRV カレ ント ドラ イブ を 指定 する 
DRVCTRL | 指定 ドラ イブ の 状態 の チェ ッ ク と 設定 を 行う 四 
CONSNS 画面 へ の 出力 が 可能 で ある か 否 か 調べ る 
| PRNSNs プリ ンタ へ の 出力 が 可能 で ある か 否 か 調べ る 
CINSNS AUX (RS-232C) か ら の 入力 が 可能 で ある か 否 
国 か 調べ る 
COUTSNS AUX (RS-232C) へ の 出力 が 可能 で ある か 否 か 
調べ る 
FATCHK 指定 ファ イル の ドラ イブ 番号 と セク タ の 関連 を 調 
べ る 
FATCHK2 大 容量 の 指定 ファ イル の ドラ イブ 番号 と モク タ の 
関連 を 調べ る 
| ENpspwo 漢字 変換 行 の 制御 (モー ド 表示 ツィ ンド ウ の ォ ー 
2 
HENDSPMP | 半生 の 間 和 ( さ ー ド 表示 の ウォ ンド へ の 
ノー マル 表示 ) 
HENDSPMR 漢字 変換 行 の 制御 (モー ド 表 示 ウ ィ ン ド ウツ ウ へ の リ 
バー ス 表 示 ) 
HENDSPMC 漢字 変換 行 の 制御 (モー ド 表 示 ウ ィ ン ド ウ の クロ 
ー ズ ) 
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関数 名 ] 機能 

HENDSPIO 漢字 変換 行 の 制御 (入力 ウィ ンド ウ の オー プン ) 

HENDSPIP 漢字 変換 行 の 制御 (入力 ウィ ンド ウ の ノ ーッ je 二 
示 ) 

HENDSPIR 漢字 変換 行 の 制御 (入力 ウィ ンド ウ の リバ ー ス 表 
示 ) 

HENDSPIC | (入力 ウィ ンド ウ の クロ ー ズ ) 

HENDSPSO 漢字 変換 行 の 制御 (候補 ウィ ンド ウ の オォ オー プン ) | 

HENDSPSP 漢字 変換 行 の 制御 (候補 ウィ ンド ウ へ の ノー マル 
表示 ) 

HENDSPSR 漢字 変換 行 の 制御 (候補 ウィ ンド ウ へ の リバ ー ス 
表示 ) 


] 


HENDSPSC 漢字 変換 行 の 制御 (候補 ウィ ンド ウ の クロ ー ズ ) 

CURDRV カレ ント ドラ イブ を 得る 

GETSS | 区 を 入力 する (データ み チェ ッ み な し ) 

FGETC 指定 し た ファ イル ハン ドル か ら 1 文字 入力 を 行う 

FGETS ーー 指定 し た ファ イル ハン ドル か ら 文 字 列 を 入力 する 

FPUTC 指定 し た 文字 ユー ド を ファ イル ハン ドル へ 出力 す 
る 

FPUTS 指定 し た 文字 列 を ファ イル ハン ドル へ 出力 する 

ALLCLOSE すべ て の ファ イル ハン ドル を クロ ー ズ する 

| sopgs スー パー バイ ザ モ ー ド ノ ュ ー ザ が ー モ ー ド の 切符 
」 え を 行う 

FNCKEYGT 再 定義 可能 キー の 読み 出し を 行う 

FNCKEYST 再 定義 可能 キー の 設定 を 行う 

C PUTC コン ツー ル 直 接 出力 (指定 し た 1 バイ ト デ ー タ の 
表示 ) 


84 


第 3 章 項目 別 ラ ンタ イム ルー チン 


| 関数 名 機能 
C_ PRINT ュ ン ソー ル ん 直 接 出 力 (指定 し た 文字 列 デ ー タ の 表 
示 ) 
C COLOR ュ ン ソール 直 接 出 力 (指定 し た 属性 の 設定 ) 
C LOCATE ュ ン ソー ル ん 直接 出力 (カー ソル 位置 の 設定 ) 
C DOWN S ュ ン ツ ソール 直 接 出力 (1 行 下 へ カー ッ ツル 移動 ) 
( 最 下 行 の と き ス クロ ー ル UP) 
は UP 年 ュ ン ツ ソール 直 接 出力 (1 行 上 へ カー ツル 移動 ) 
(最上 行 の と き ス クロ ー ル DOWN) 
| c up ュ ン ッ ー ル 直接 出力 (n 行 上 こ カー ツル 移動 ) 
C DOWN ュ ン ソール ん 直接 出力 (n 行 下 へ カー ツル 移動 ) 
| c srenr ュ ン ソー ル 直 接 出力 (n 桁 有 へ カー ソル 移動 ) 
C LEET ュ ン ソー メル 直接 出力 ( 桁 左 へ カー ツル 移動 ) 
C CLS ED ュ ン ソー ル 直 接 出力 (カー ソル 位置 か ら 最終 行 右 
端 ま で クリ ア ) 
的 ュ ン ソー ル 直 接 出 力 (先頭 行 左端 か ら カ ー ソ ツル 位 
誠 ま で て グリア) 
C CLS AL ュ ン ソー ル 直 接 出 力 (画面 全体 を クリ ア ) 
C ERA ED ュ ン ソール 直接 出力 (カー ソル 位置 か ら 行 の 右端 
SC が ) 
C ERA ST ュ ン ソー ル ん 直接 出力 ( 行 の 左端 か ら カ ー ソ ル 位 置 
まで みみ リア ) 
C ERA AL コン ソー メル 直接 出力 (カー ツル の ある 行 全体 を ク 
リア ) 
C INS ュ ン ソー ル 直 接 出力 (カー ソル の ある 行 に n 行 
挿入 ) 
ほ 
C DL ュ ン ソー ル ん 直接 出力 (カー ツル の ある 行か ら n 
行 削除 ) 
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一 


ーー 


関数 名 機能 
C FNKMOD コン ソー ル ん 直接 出 力 (ファ ンク ショ ン キ ー 行 の モ 
ー ド 設定 ) 
C WINDOW コン ソー ル 上 直接 出 力 (スク ロー ルル 範囲 の 設定 ) 
C WIDTH コン ツー ル 直 接 出 力 (画面 サイ ズ の 設定 ) 
C CURON コン ツー ル ん 直接 出 力 (カー ソル 表示 モー ド の 設 
定 ) 
C CUROFF コン ツー ル ん 直接 出力 (カー ソル 非 表 示 モ ー ド の 設 
定 ) 
K KEYINP コン ツー ル 直 接 入力 (キー ボー ド 入 力 ) 
K KEYSNS コン ソー メル 直接 入力 (キー ュー ド の 先読み ) 
K SFTSNS コン ソー ル 直 接 入力 (シフ トキ ー 状 態 の セン ス ) | 
K KEYBIT ュ ン ツー ル ん 直接 入力 (キー コー ド グ ル ー プ の 状態 
通知 ) 
叶 1 5 
K INSMOD コン ソー ル 直 接 入力 (挿入 モー ド の ON/OFF 
設定 ) 
INTVCS ベク タ に アド レス を 設定 する 
し | 
ESPSET プロ セス 管理 情報 を 書き 込む 
GETTIM2 現在 の 時 刻 を 求め る 
| Serrrwe 時 刻 を 設定 する 
本 
NAMESTS ファ イル 名 に 関す る 情報 を 得る 
GETDATE 現在 の 日 付 を 求め る 
SETDATE 日 付 を 設定 する 還 
GETTIME 現在 の 時 刻 を 求め る 
SETTIME 時 刻 を 設定 する 
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3.18 DOS コ ー ル 


関数 名 機能 | 
VERIFY べ ベリ ファ イフ ラグ の 設定 を 行う 
DUP0 ファ イル ハン ドル の 強制 複写 
VERNUM Human68k の バー ジョ ン 番 号 を 得る 
KEEPPR プログ ラム を 章 駐 終了 する 」 
GETDPB 指定 装置 番号 の ドラ イブ パラ メー タプ ロック を っ コ 


本" ずる 


BREAKCK プ ブレー クチ ェ ッ ク の 設定 を 行う 


DRVXCHG ドラ イブ 名 の 入れ 替え を 行う | 


INTVCG ベク タ の 値 を 求め る 


DSKFRE ディ スク の 残り 容量 を 求め る 


ファ イル 名 を バッ ファ に 展開 する 
ディ レク トリ を 作成 する 


NAMECK 


ディ レク トリ を 削除 する 
カレ ント ディ レク トリ を 変更 する 
CREATE ファ イル を 作成 する 
OPEN ラテ ァイル を オー プン する 
時 
CLOSE ファ イル を クロ ー ズ する 
READ ファ イル か ら 読 み 込み を 行う 
WRITE ファ イル へ 書き 出し を 行う 
| pkrETp ファ イル を 削除 する 
SEEK ファ イル ポイ ンタ を 移動 する 
CHMOD | ファ イル の 属性 を 交 更 する 
IOCTRLGT MM 
知 ) 
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関数 名 機 能 

IOCTRLST デバ イス ドラ イ バ の 直接 入出 力 (装置 情報 の 設 
定 ) 

IOCTRLRH デバ イス ドラ イ バ の 直接 入出 力 (デー タ の 読込 
み ) 

IOCTRLWH デバ イス ドラ イ バ の 直接 入出 力 (デー タ の 書き 出 
し ) 

IOCTRLRD デバ イス ドラ イ バ の 直接 入出 力 (装置 番号 か ら の 
読み 込み ) 

IOCTRLWD デバ イス ドラ イ バ の 直接 入出 力 (装置 番号 か ら の 
書き 出し ) 

IOCTRLIS デバ イス ドラ イ バ の 直接 入出 力 (入力 ステ ー タ ス 
の 通知 ) 

IOCTRLOS デバ イス ドラ イ バ の 直接 入出 力 (出力 ステ ー タ ス 
の 通知 ) 

IOCTRLDVGT 指定 ドラ イブ が ロー カル か リモ ー ト か を 調べ る 

IOCTRLEFDGT 指定 ファ イル が ロー カル か リモ ー ト か を 調べ る 

IOCTRLRTSET リト ライ 数 を 設定 する 

IOCTRLDVCTL 指定 ドラ イブ の 特殊 コント ロー ル を 行う 

OHIRLEIDGHL 指定 ファ イル の 特殊 ユン トロ ー ル を 行う 

DUP ファ イル ハン ドル を 複写 する 

DUP2 ファ イル ハン ドル の 強制 複写 を 行う | 

CURDIR カレ ント ディ レク トリ を 得る 

MALLOC メモ リ 領 域 を 確保 す る 

MEFREE メモ リ 領 域 を 解放 する 

SETBLOCK メモ リブ ロッ ク の サイ ズ を 変更 する 
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3.18 DOS コ ー ル 


関数 名 機能 | 
EXEC2 プロ グラ ム の ロー ド 、 実 行 、 モ ジュ ー ル 番号 の 取 
得 を 行う 
LOADEXEC プロ グラ ム を ロー ド し 実行 する 
LOAD | フュ タラ ム を ロー ド す る 
PATHCHK プロ グラ ムロ ー ド の た め の 準 備 作業 を 行う 
LOADONLY プロ グラ ム を ロー ド す る | 
EXECONLY ロー ド 後 の プロ グラ ム を 実行 する 
BINDNO プロ グラ ム の モジ ュー ル 番 号 の 取得 を 行う 
EXIT2 _ プロ グラ ム を 終了 する 
WAIT プロ セス の 終了 コー ド を 得る 
FILES 属性 に 従っ て ファ イル を 検索 する 
NFILES 属性 に 従っ て 次 の ファ イル を 検索 する 
SETPDB 指定 し た プロ セス に 制御 を わたす | 
GETPDB 現在 の プロ セス の アド レス を 求め る | 
SETENV 指定 され た 環境 に 変数 を 設定 する 
GETENV 指定 され た 環境 か ら 指 定 さ れ た 義 数 の 内 容 を も り | 
読 
VERIFYG べ リ ファイ フラ グ の 設定 状況 を 調べ る 
COMMON CK ュ モ ン 領 域 が 存在 する か どう か 調べ る 
COMMON _RD ュ モ ン 領 域 か ら デ ー タ の 読み 込み を 行う 還 
1 ュ モ ン 領 域 の 作成 お よ | 
COMMON _LK コモ ン 領 域 ア ロッ ク す る 
COMMON FRE ュ モ ン 領 域 の ロッ ク を 削除 する 
COMMON _DEL ュ コモン 領 域 を 削除 する 
| uovk ファ イル を 移動 する 
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3.18 DOS コ ー ル 


関数 名 機 能 
し 
RENAME ファ イル 名 を 変更 する 
FILEDATE ファ イル の 作成 日 付 プ 時 刻 の 読み 出し と 設定 」 
MALLOC2 割り 当て の モー ド を 指定 し て メモ リ を 割り 当て る 
| MAKETMP 作業 用 ファ イル を 作成 す る 
NEWFILE 新規 に ファ イル を 作成 する 
LOCK ファ イル の 共有 を も 禁止 する 
UNLOCK ファ イル の 共有 の 禁止 を 解除 する 
GETASSIGN Hi 5 当て の 状態 を 得る 
MAKEASSIGN 仮想 割り 当て を 作成 する 
RASSIGN 仮想 割り 当て を 解除 する 
S MALLOC 主 ス レッ ド の メモ リ か ら メ モリ を 割り 当て る 
S MFREE 主 ス レッ ド の メモ リ か ら 割 り 当 て た メモ リ を 開放 
する 
S PROCESS サ プ ブス レッド の メモ リ 領 域 を 設定 する 
DISKRED プ ブロッ ク デ バイ ス の 直接 リー ド 
DISKRED2 大 容量 プ グロック デバ イス の 直接 リー ド 
DISKWRT ブロ ッ ク デ バイ ス の 直接 ライ ト 
DISKWRT2 大 容量 グロ ッ ク デ バイ ス の 直接 ライ ト 
INDOSELG OS の 内 部 ワー ク の アド レス を 得る 
| ーー 
SUPER JSR スー パー バイ ザ 領 域 の す サブ ルー チン を 呼び 出す 
BUS ERR バス エラ ー が 発生 する か を 調べ で 、 メ モリ 転送 を 行 
う 
| EE 
OPEN PR サブ スレ ッ ド を 作成 する 
KILL PR サブ スレ ッ ド を 削除 する 
ョ 
GET PR スレ ッ ド 情報 を 得る 
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3.18 DOS コ ー ル 


関数 名 機能 ] 
SUSPEND PR スレ ッ ド を 強制 的 に スリ ー ブ 状 態 に する 
SLEEP PR スレ ッ ド を スリ ー ブ 状 態 に する 
SEND PR スレ ッ ド 間 の コマ ンド 、 デ ー タ 転送 を 行 う 
TIME PR スレ ッ ド 管理 用 の タイ マー の 値 を 得る 
CHANGE PR 了 レッ ド の 実行 権 を 放棄 する 
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その 他 


これ ら の 関数 は 、 他 の カテ ゴリ ー に は 分 類 び どき な いも の で す 。 機能 の カッ コ 
内 は 、 宣 言 き まれ て いる イン クル ー ド ファ イル 名 で す 。 


関数 名 機能 
abs int 型 整数 値 の 絶対 値 を 求め る (stdlib. h) 
labs | long 型 整数 値 の 絶対 値 を 求め る (stdlib. h) 
wabs short 型 整数 値 の 絶対 値 を 求め る 
(stdlib. h) 
assert 論理 エラ ー を テス ト す る (assert. h) ] 
getenv | 環境 変数 の 値 を 得る (stdlib. h) 
longjmp セー ブ る れ た スタッ ク 環 境 を リス ト ア する 
(setjimp. h) 
max 2 つの 数 の 大 きい 方 を 求め る (stdlib. h) 
mix 2 つの 数 の 小さ きい 方 を 求め る (stdlib. h) 
offsetof 構造 体 の メン バ の 位置 を 得る (stddef. h) 
Derror エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 する (stdio. h) 
strerror エラ ー メ ッ セ ー ジ を 得る (string. h) 
putenv 環境 変数 の 値 を 修正 / 追 加 す る 
(stdlib. h) 
srand 疑似 乱数 を 初期 化す る (stdlib. h) 
rand 擬似 乱数 を 得る (stdlib. h) 
setjmp | スタ ッ ク 環 境 を モー ブ す る (stdlib. h) 
va arg 可変 引数 の 内 容 を 取り 出す (stdarg. h) 
va end | 可変 引数 の 取り 出し を 終わ る (stdarg. h) 
va start 可変 引数 の 取り 出し を 始め る (stdarg. h) 
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弟 4 章 
リフ ァ レ ンス 


この 章 で は 、XC コン パイ ラ が サポ ー ト する ライ ブラ リ 関 数 (小文字 ) を 、 
リフ ァ レ ンス 形式 で アル ファ ベッ ト 順 に 掲載 し て いま す 。 

関数 に は 、 レ ベル が 設定 され て いま す 。 

これ は 、C 言 語 で 一 般 的 に いわ れ て いる 入出 力 の レベ ル と は 違い 、XC コン 
パイ ラ 独 自 の も の で す 。 

レベ ル が 表す 意味 は 、 次 の 通り で す 。 


レベ ル 3 : BASIC 関連 の 関数 (ライ ブラ リフ ァイル BASLIB. L に 合 ま 
れる ) の うち 、 他 の レベ ル の 関数 と 混在 る せ て 使う と き に は 、 
注意 し な けれ ば な ら な いも の 。 

レベ ル 2 : ラ イブ ラリ ファ イル CLIB. L に 含ま れる すべ て の 関数 、 お よ 
び 、 こ れ ら の 関数 と 混在 る きせ て 使用 で きる も の 。 

レベ ル 1 : DOS ユー ル 関 連 の 関数 (ライ ブラ リフ ァイル DOSLIB. L に 
含ま れる ) の うち 、 他 の レベ ル の 関数 と 混在 きせ て 使う と き に 
は 、 注 意 し な けれ ば な ら な いも の 。 

レベ ル 0 : IOCS ユール 関連 の 関数 (ライ プラ リフ ァイル 1IOCSLIB. L に 
含ま れる ) の うち 、 他 の レベ ル の 関数 と 混在 る 3 せ て 使う と き に 
は 、 注 意 し な けれ ば な ら な いも の 。 


レベ ル 2 以外 の 関数 を 使用 する と き は 、 な る で く 同 一 レベ ル の 関数 だ け で プ 
ログ ラム を 記述 し て くだ きい 。 
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abort レベ ル 2 
| 書 。 式 | #include <stdlib. h> 


void abort( ) : 


機 能 | 現在 実行 中 の プロ セス を 終了 し 、 呼 び 出 し 元 の プロ セス (通常 オペ レー ティ ング 
シス テム ) だ 戻り ます 。 
この と き 、 呼 び 出 し 元 の プロ セス に は 終了 ステ ー タ ス 3 が 返さ れ ます 。 
また 、 次 の メッ セー ジ を 標準 エラ ー 出 力 (stderr) に 出力 し ます 。 


Abnormal program termination 


な お 、abort を 呼び 出し て も スト リー ム バ ッ フ ァ の 内 容 は フラ ッシュ され ませ 
と 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | exit, exit 
プロ グラ ム 例 


| 画 


#1noclude く stdio.h> 
#1inoclude <std1ib.h> 


main(int argo, ohar *argY[ ] ) 


( 


char *name 

FTLE *fp: 

name = (argo > 1) ? argv[1] : "file"i 
if ((fp = fopen(name, "r")) == NULL) { 


perror(name ) 
abort( ) : 
} 
printf( "open seoceeded\n" ) 
(Yoid)folose(fp) 
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abs, laps, wabs__- 2 


書 式 | #include <stdlib. h> 


int abs(n) : /* int 型 の 整数 値 の 絶対 値 を 求め る */ 
intn: /* imnt 型 の 整数 値 */ 


long labs(n) : /* long 型 の 整数 値 の 絶対 値 を 求め る */ 
longn: /* long 型 の 整数 値 */ 


Short wabs(n) : /* short 型 の 整数 値 の 絶対 値 を 求め る */ 
shortn: /* short 型 の 整数 値 */ 


機 能 | 整数 n の 絶対 値 を 求め ます 。 


戻 り 値 | 整数 n の 絶対 値 を 返し ます 。 


参照 関数 | cabs, fabs 


プロ グラ ム 例 
#1nolude く <stdio,.h> 
#ino1ude く <std1ib.h> 
main( ) 
{ 
nt 
1ong 出 き 
FO 芝 (ユニ -10: 1 <= せよ の O: 3++) 
printf("abs(%d) = %d\n", 1, abs(i) ) : 
for (] = -19: 1 <= 1 の Li: 1++) 


printf("1abs(%1d) = %1d\n",。 1, 1abs(1) ) : 


96 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


aCCeSS 


書 式 | #include <o. h> 


int access(pathname, mode) : 
char *pathname: /* ファ イル の パス 名 */ 
int mode: /* ま ファ イル の アク セス モー ド */ 


機 能 | pathname で 指定 され た ファ イル が mode で 指定 し た モー ド で アク セス で きる か 
どう か を 調べ ます 。 
mode の 値 と を の 内 容 を 以下 に 示し ます 。 


mode の 値 内 容 
06 読み 込み 、 書 き 込 み と も に 可能 か どう か を 調べ る 
04 | 本 み 和み 可能 か どう か を 調べ る 
02 書き 込み 可能 か どう か を 調べ る 
00 ファ イル が 存在 する か どう か を 調べ る 


Human68k で は 、 フ ァイル と し て 存在 すれ ば 必ず 読む こと が で きま す の で 、00 
と 04 は 同じ 結果 に な り ま す 。 
同様 に 02 と 06 も 同じ 結果 に な り ま す 。 


戻 り 値 | ファ イル が 指定 し た アク モス モー ド を も つと き に は 0 を 返し ます 。 
ファ イル が 存在 し な いと き 、 ま た は 指定 し た モー ド で は アク セス で き な い と き に 
は ーー1 が 返 き れ 、 同 時 に errno に 次 の 値 の りう ちの いずれ か が セッ ト さ る され ます 。 


errno の 値 | 内 容 


EACCES | mode で 指定 し た アク セス は で き な い 


ENOENT | ファ イル 名 まだ た は パス 名 が みつ か ら な い 


参照 関数 | chmod, fstat, open, stat 
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ii ic ir ュ ャ ri ュ cc ck ct ア o ア ーー ーー ュー ュー TO 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く stdio.h> 
#1inoc1ude く o・h> 
matn( ) 
{ 
char *fi]lename = "fi1e": 
if ((acoess(fi1ename, 9)) != の) 
printf("%s: file が 存在 し な い 。 ま きま pn", fi1ename ) 
else { 
if ((access(fi]1ename, 4)) == 9) 
printf("%s: 読み 込み 可能 \n", fi]1ename ) : 
ese 
printf("%s: 読み 込み 不可 \n", fi1ename ) : 
if ((access(filename, 2)) == 9) 
printf("%s: 書き 込み 可能 \n", fi1ename ) : 
else 


printf("%s: 書き 込み 不可 \n"', fi1ename ) : 
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aーCOnt に 二 計 
#include <audio. h> 


void a cont( ) : 
機 能 | 中 断る され て いた PCM の 動作 を 再開 し ます 。 
戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | a end, a play, a rec, a stat, a_ stop 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude <stdio.h> 
#1nc1ude <audio・.h> 
#define KHz3 9 9 
#define KHz5 2 1 
#define KHz7_8 2 
#define KHz19 4 3 
#define KHz15 6 + 
#define M CUT 9 
#define NM LEFT 1 
#define M RIGHT 2 
#define M STEREO 3 
#define STZE 32732 
#define A_S1ZE 65536 
#defime NAST ?NAS1T 
#define ST_NON 9 /* 何 も 実 行 し て いな い */ 
#define ST_ OUT 2 /* 出力 中 (ADPCMOUT, a_p1ay) */ 
#define ST TINP + /* 入力 中 (ADPCMTNP, a_rec) */ 
#define ST_AOT 12 /* 出力 中 (ADPCMAOT ) */ 
#define ST ATN 14 /* 入力 中 (ADPCMATN ) */ 
#define ST LOT 22 /* 出力 中 (ADPCMLOT ) */ 
#define ST LIN 24 /* 入力 中 (ADPCMLTN ) */ 
statio ohar aca[A_S1ZE] : 


main() 


( 


a_rec(aca, A_STZE, KHz15 6, NAST) : 
while (a stat() != ST _NON ) 
puts ("recording,・・") 


a_ play(aca, A STZE, KHz15 6, M STEREO, SIZE ) : 
if (a _stat() != ST_NON) { 

puts( "pl1aying・・.・「) : 

a_Sstop( ) : 

puts( "paused.・.「) 』 

a_cont( ) : 

puts( “contune・.・.「) : 
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し 間 C9 タ ーーーーーーーーー セ ター 」 


書 式 | #include <math. h> 


double acos(x) : 


double x: 


機 能 | x (一 1 ミ x ミ 1) の アー クコ サイ ン を 計算 し ます 。 


戻 り 値 | x の アー クコ サイ ン の 値 (0- ヶ ) を 返し ます 。 
x が 一 1 より 小さ いか 1 より 大 きい 場合 は 0 を 返し 、errno に EDOM が セッ ト 
きれ ます 。 
エラ ー 処 理 は matherr ルー チン で 行う こと が で きま す 。 


参照 関数 | asin, atan, atan2, cos, matherr, sin, tan 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude <stdio.h> 
#inolude く <math .h> 
mann( ) 
double xi 
nt 員 3 
fo (1 = -10: 1 <= 1 の: i++ す ) { 


x = (double)i / 19.0: 
printf("acos(%+4.1f) = %g\n"', x, acos(x) ) : 
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a_end レベ 3 


書 式 | #include <audio. h> 
void a end( ) : 
機 能 | PCM の 動作 を 強制 終了 し ます 。 
戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
参照 関数 a COn0, 4 play, a rec, a stat, a stop 
プロ グラ ム 例 
#ino1ude く <stdio・.h> 
#1inolude く <audio.h> 
#define KHz3 9 6@ 
#define KHz5 2 l 
#define KHz7 8 2 
#define KHz10 4 3 
#define KHz15 6 4 
#define M CUT 9 
#define M LEFT 1 
#define NM_RTGHT 2 
#define M _ STEREO 3 
#define STZE 9 必 ダ 782 
#define A_STZE 65536 
#define NAS ? NAST〉 
#define ST _NON 9 /* 何 も 実行 し て いな い #/ 
#define ST OUT 2 /* 出力 中 (ADPCMNOUT, a_play) */ 
#define ST ITNP 4 /* 入力 中 (ADPCMTINP, a_rec) */ 
#define ST AOT 2 /* 出力 中 (ADPCMAOT ) */ 
\define ST_ATN 14 /* 入力 中 (ADPCMATN) */ 
#define ST LOT 22 /* 出力 中 (ADPCMLOT ) */ 
#define ST LTN 24 /* 入力 中 (ADPCMLTN ) */ 
statio ohar aca[A_ SIZE] : 
main() 
{ 
a_ reo(aca, A_STZE, KHz15 6, NAST) : 
while (a stat( ) != ST_NON) 
puts( "reocording・・・") : 
a_ play(aca, A_STZE, KHz15 6, NM _ STEREO, SIZE ) 
if (a stat( ) != ST_NON) 【 
puts( "playing・.・.・「) 
a_end( ) : 
puts( "aborted・..「) : 
} 
} 
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aDad 


書 式 


#include <graph. h> 


Void apage(page) : 


char Dage : 


参照 関数 


プロ グラ ム 例 


/*※ アク ティ ブ ペ ー ジ ま */ 


グラ フィ ッ ク 画 面 の アク ティ ブ ペ ー ジ を 設定 し ます 。 
な お 、 ペ ー ジ 数 は 画面 の モー ド に よっ て 異な り ま す 。 


戻り 値 は あり ませ ん 。 


SCTee1,VDage 


レベ ル 3 


#1inc1ude 
#ino]1ude 


main( ) 


( 


D。 介 まお (J5 


scoreen(1, 
vpage(9): 


apage(9) : 
fi11(59, 
apage(1): 
fi11(109, 
apage(2): 
fi11(159, 
apage(3): 
fi11(209, 
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nt あき 


だ OO (3 ミ = @ ぶ 
vpage( の x91 ) : 
天 人 (和己 | の 2 
vpage( の x092 ) : 
お op (8 = (⑳5 
vpage( 9x94 ) : 
EQ ( 呈 この 53 
vpage( 9x の 8 ) : 
vpage( の x の f ) : 


b_exit(9): 


く <basic の .h> 
く graph.h> 


1。 31) 5 


5 の 9, 299, 299, 3): 


199, 259, 259, 5): 
159, 399, 399, 9): 


29 の 9, 359, 359, 15): 


ュ 1 < 19909: i++) 
1 < 19999: i++ ) 
1 < 1999 の : i++) 


ュ 1 < 19999: i++ ) 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


a_Dlay 間 還 
| 者 。 式 | #include <audio. h> 


void a play(buf, size, cl, md, length) : 

void *※buf: /* PCM デ ー タ 格納 配列 へ の ポイ ンタ */ 
int size: /* buf の バイ ト サ イ ズ ま */ 

int cl: /* ま サン プリ ング 周波 数 */ 

int md: /* 出力 モー ド */ 

int length: /* 有効 バイ ト 数 */ 


機 能 | PCM 録音 の 再生 を 行い ます 。 
buf に は PCM デー タ 格 納 配 列 の アド レス を 指定 し ます 。 
size に は buf の バイ ト 数 を 指定 し ます 。 
cl に は サン プリ ング 周波 数 を 指定 し ます 。 


0 : 3.9KHz 
に 2K 和 2 
2 : 7.8KHz 
3 : 10.4KHz 
4 : 15.6KHz 


md に は 出力 モー ド を 指定 し ます 。 
が 3。 カタ 下 

0 32 定 

2 < 冶 

3 : ステ レオ ( 諾 右 両 方 ) 

]ength に は 有効 バイ ト 数 を 指定 し ます 。 指 定 し た と ころ まで が 再生 きれ ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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EE 


プロ グラ ム 例 


#1no1ude く stdio.h> 
#1no1ude く oonio・.h> 
#1inol1ude く audio.h> 


#define KHz3 9 
#define KHz5 2 
#define KHz7 8 
#define KHz109 4 
#define KHz15 6 
#define M CUT 
#define M LEET 
#define M RIGHT 
#define M STEREO 
#define STZE 32732 
#define A STZE 65536 
#define NAST ?NAS1! 


ot トー や の らい ビーO マ 


statio ohar aca[A _S1ZE] : 


main( ) 

{ 
hit any_key( "PCM reoord?" ) 
a_reoc(aoa, A_ STZE, KHz15 6, NAS1) : 


hit any_key( "PCM play?" ) : 
a_play(aoa, A STZE, KHz15 6, M STEREO, S1ZE ) : 


hit any key(ohar *str ) 

{ 
printf("%s hit any key\n" , str): 
(void)getoh( ) : 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


LdSCーーーーーーーーー と za 


書 式 | #include <basic. h> 


int asc(s) : 
char *s: /※* 文字 列 */ 


機 能 | 文字 列 s の 先頭 1 バイ ト の 文字 コー ド を 返し ます 。 


測 
記 


文字 列 s の 先頭 1 バイ ト の 文字 ユー ド を 返し ます 。 
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ヨー『 で セーーーーーーー て を sー 
| 書 。 素 | #include <audio. h> 


void a rec(but, size, cl, length) : 

Void ※buf: /* PCM デー タ 格 納 配列 へ て の ポイ ンタ */ 
int size: /* buf の バイ ト サ イ ズ */ 

int cl: /* サン プリ ング 周波 数 */ 

int length: /* 有効 バイ ト 数 */ 


機 能 | PCM 録音 を 行い 、 そ の デー タ を 配列 に 格納 し ます 。 
buf に は PCM デー タ を 格納 する 配列 の アド レス を 指定 し ます 。 
size に は buf の バイ ト 数 を 指定 し ます 。 
cl に は サン プリ ング 周波 数 を 指定 し ます 。 


0 S 39KRHZ 
L : 52KHz 
2 : 7.8KHz 
3 : 10.4KHz 
4 : 15.6KHz 


length に は 有効 バイ ト 数 を 指定 し ます 。 
指定 し た と ころ まで 録音 し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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プロ グラ ム 例 


#1inc1ude 
#1nolude 
#1no1ude 


#define 
#define 
#define 
#define 
#define 
#define 
#define 
#define 
#define 
#define 
#define 
#define 


<stdio.h> 
く conio・.h> 
く <audio.h> 


KHz3 9 
KHz5 2 
KHz7 8 
KHz19 4 
KHz15 6 
M_CUT 
M_LEFT 
M_RTGHT 
M_STEREO 
STZE 32732 
A_STZE 65536 
NAST ?NAST? 


Ct つ うー ビーOS 愉 の OF ピ ビ GS 


Statio ohar aca[A_STZE] : 


main() 


人 


hit any_ 


( 


hit any_key( "PCM reoord?" ) : 
a reo(aoa, A_S1ZE, KHz15 6, NAST) : 


hit any_key( "PCM pl1ay?" ) : 
a_play(aca, A_STZE, KHz15 6, M STEREO, 


key(char *st+r ) 


printf("%s hit any key\n", str) : 
(void)getoh( ) : 


STZE ) 
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aSctim ge 


書 式 | #include <time. h> 


char *asctime(time) : 
struct tm *time: /* tm 構造 体 指 す ポ イン タ */ 


機 能 | tm 構造 体 に 格納 され て いる 時 間 情 報 を 、 文 字 列 に 変換 し ます 。 
得 ら れる 文字 列 は 26 文字 び 、 フ ォ ー マ ッ ト は 以下 の よう に な り ま す 。 


wed Oct 22 13 : 15 : 30 1986\n ぎ 0 


な お 、 時 刻 は 24 時 間 表 示 で す 。 


asctime は 、 内 部 の 静 的 な 領域 く の ポ イン タ を 返し ます の で 、 返 され だ た ポイ ンタ 


が 指す 領域 を 書き 変え て は いけ ませ ん 。 
まだ 、 前 回 の 呼び 出し で 返さ きれ た 文字 列 は 失わ れ ま す 。 


戻 り 値 | 変換 きれ た 文字 列 へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 


参照 関数 | ctime, ftime, gmtime, time, tzset 


プロ グラ ム 例 


#1nolude く stdio.h> 
#inolude く time・.h> 
main( ) 

Struot tm *ntimei 


time 上 。]time: 


time(&1time ) : 
ntime = ]ooa1time(& を 1time ) : 
printf(" た だ 今 の 時 刻 は %s", asoctime(ntime ) ) : 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


aSin レー アラ 


書 式 | #include <math. h> 


double asin(x) : 


double x: 


機 能 | xx (一 1 ミ x1) の アー クサ イシ を 計算 し ます 。 


戻 り 値 | x の アー クサ イン の 値 (一 ヶ /2- ヶ /2) を 返し ます 。 
x が 一 1 より 小さき いか 1 より 大 きい 場合 は 0 を 返し 、errno に EDOM が セッ ト 
され ます 。 
エラ ー 処 理 は matherr 関数 を 使っ て 行う こと が で きす 。 


参照 関数 | acos, atan, atan2, cos, matherr, sin, tan 


プロ グラ ム 例 
#1nclude く <stdio,h> 
#inoclude く <math.h> 
main( ) 
double ji 
1nt 衣 
ま omi (4 = ニ ま お O2 ミエ < く = 1 の 3 ます キ )) を 


x = (doub1e)i / 19.0: 
printf( "asin(%+4.1f ) = %g\nm", x, aSin(X) ) : 
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-9SSerーーーーーーーー テ テー] 


書 式 | #include <assert. h> 


#include <stdio. h> 


void assert(expression) : /* expression 三 論理 式 */ 


機 能 | assert マ クロ は 、expression が 偽 (0) の 場合 に 、 診 断 メ ッ セ ー ジ を 出力 し 、 プ 
ロ セ ス を 終了 し ます 。 
診断 メッ セー ジ は 下記 の 形式 で す 。 


Assertion failed : expression, file filename, line linenumber 


expression は 論理 式 、filename は ツー ス フ ァ イル 名 で 、linenumber は expres- 
sion が 偽 に な っ た 行 番号 で す 。 

expression が 真 (0 以外 ) の と き は 、 何 も 行い ませ ん 。 

通常 assert は 、 デ バッ グ 時 に プロ グラ ム の 論理 エラ ー の 判定 の た め に 使用 し ま 
まく 

デバ ッ グ の 終了 後 、NDEBUG を 使っ て assert を ゲロ グラ ム か ら 取 り 除 きま す 。 
NDEBUG を コマ ンド 行 の オプ ショ ン /D で 指定 する か 、#define プリ プロ セッ 
す サ 命令 を 使っ て 定義 むす る と 、 コ ユ コンパ イル 時 に プリ プロ セッ サ に より すべ て の 
assert 呼び 出し が ソー スプ ログ ラム か ら 取 り 除 か れ ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


プロ グラ ム 例 


所 


#inoclude く <stdio.h> 
#1inolude く assert.h> 


main( ) 


cheok_string( "str",。 3): 
cheok string(NULL, 9): 
cheok string("",。 3): 
cheok string( "str"。 9): 


cheok string(char *str, int 1en) 
{ 
asert(str != NULL ) : 
aS8er 七 (* ネ str != ! ま 9? ): 
assert(len > 9): 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


La-Statーーーーーーーー と < ァ ョ ー」 


書 式 | #include <audio. h> 


int a stat( ) : 


機 能 | 現在 の PCM の 動作 状況 を 調べ 、 戻 り 値 と し て 返し ます 。 


戻 り 値 | PCM の 実行 状態 を 以下 に 示す 値 で 返し ます 。 


Ox00 : 何 $ 実 行 し て いな い 

Ox02 : 出力 中 (ADPCMOUT, a play を 実行 中 ) 
0x04 : 入力 中 (ADPCMINP, a rec を 実行 中 ) 
0x12 : 出力 中 (ADPCMAOT を 実行 中 ) 

Ox14 : 入力 中 (ADPCMAIN を 実行 中 ) 

0x22 : 出力 中 (ADPCMLOT を 実行 中 ) 

0x24 : 入力 中 (ADPCMLIN を 実行 中 ) 


な お ぉ 、a stat の 戻り 値 は 、ADPCMSNS 関数 の 戻り 値 と 同じ で す 。 


参照 関数 | a cont, a end, a play, a rec, a stop, ADPCMSNS 


ヤキ ヤキ や リリ 


プロ グラ ム 例 
#1nc1ude く <staio・.h> 
#ino1ude く <audio・h> 
#define KHz3 9 9 
#define KHz5 2 1 
#define KHz7 8 2 
#define KHz19 4 3 
#define KHz15 6 + 
#define M CUT 9@ 
#define M LEET 1 
#define M RTGHT 2 
#define M STEREO 3 
#define ST1ZE 32732 
#define A_ SIZE 65536 
#define NAST 3NAST? 
#define ST NON 9 /* 何 も や 実行 し て いな い */ 
#define ST _OUT 2 /* 出力 中 (ADPCMOUT, a_play) */ 
#define ST TNP 4 /* 入力 中 (ADPCMTNP, ga rec) */ 
#define ST AOT 12 /* 出力 中 (ADPCMAOT) */ 
#define ST AIN 14 /* 入力 中 (ADPCMATN ) */ 
#define ST LOT 22 /* 出力 中 (ADPCMLOT ) */ 
#define ST LTN 24 /* 入力 中 (ADPCMLTN ) */ 


statio ohar 


aca[A_ STZE]: 


main() 
{ 
a_reo(aoa, A_ STZE, KHz15 6, NAST) : 
while (a stat() != ST_NON) 
puts( "recordimng・..,") : 


a_play(aca, A_ STZE, KHz15 6, M STEREO, STZE ) : 
while (a stat( ) != ST_NON) 
puts( "pl1aying・...「") : 
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a_StO 


statio ohar 


main( ) 


{ 


aca[A_S1ZE] : 


a_reo(aoa, A_STZE, KHz15 6, NAST ) 


while (a stat( ) 


!= ST NON) 


puts( "recording.・.「): 


a_play(aca, A_STZE, KHzg15 6, M STEREO, STZE ) : 


if (a _stat( ) 


!= ST_NON) { 
puts( "pl1aying・・・") : 


a_Stop( ) 
puts ("paused.・・") : 
a_cont( ) : 


puts( "oontune・・..「) : 


書 式 | #include <audio. h> 
void a stop( ) : 
機 能 | PCM の 動作 を 中 断 し ます 。 
a cont 関数 で 再開 する こと が で きま す 。 
戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
参照 関数 | a cont, a end, a play, a rec, a stat 
プロ グラ ム 例 
#inolude く stdio.h> 
#1ino1ude く <audio.h> 
#define KHz3 9 9 
#define KHz5 2 1 
#define KHz7_8 2 
#define KHz1 の 4 3 
#define KHz15 6 4 
#define M CUT 9 
#define M LEFT 1 
#define M RIGHT 2 
#define M STEREO 3 
#define STZE 32732 
#define A_S1ZE 65536 
#define NAST ? NASTy 
#define ST_NON 9 /* 何 も 実 行 し て いな い */ 
#define ST_OUT 2 /* 出力 中 (ADPCMOUT, a_p1ay) */ 
#define ST TNP 4 /* 入力 中 (ADPCMTNP, a_rec) */ 
#define ST AOT 12 /* 出力 中 (ADPCMAOT ) */ 
#define ST ATN 14 /* 入力 中 (ADPCMATN ) */ 
#define ST LOT 22 /* 出力 中 (ADPCMLOT ) */ 
#define ST LTN 24 /* 入力 中 (ADPCMLTN ) */ 
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Fatan, atan タ ーーーー ビ テラー 
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書 式 | #include <math. h> 
double atan(x) : 
double x: 
double atan2(x, yY) : 
double x: 
double y: 
機 能 | atan は xr の アー クタ ンジ ェ ン ト を 計算 し ます 。 
atan2 は x/y の アー クタ ンジ ェ ン ト を 計算 し ます 。 
戻 り 値 | atan は xr の アー クタ ンジ ェ ン ト の 値 ( ヶ /2 ヶ /2) を 、atan2 は x/y の アー ク 
タン ジェ ント の 値 (- ヶ ー ヶ ) を それ ぞ れ 返し ます 。 
引数 が 許さ きれ る 男 囲 に な い 場 合 は 、 返 り 値 は 不定 し な り 、errno に EDOM が セ 
ッ ル ト に ) れ ま み 。 
エラ ー 処 理 は matherr 関数 を 使っ て 行う こと が で きま す 。 
参照 関数 | acos, asin, cos, matherr, sin, tan 
プロ グラ ム 例 
#inolude く <gtdio.h> 
#ino1ude く math.h> 
main() 
double xi 
double Tj: 
中 mW も b 遇 1 
nt 9 
か (3 = っ 3 及ぶ まま ペ = 作 導 * キキ キ ) 5 
< = (doubl1e)i / 19.0: 
printf( "atan(%+4。1f) = %g\n"。 xx,。 atan(xx) ) : 
} 
お O (お こ ー325. ミエ < く ミ = 32 キキ) 【 
ま ow (J = ー325 す < く = 321 3 キ +) 【( 
x = (doub1e)i / 19.0: 
y = (doub1e)) / 19.09: 


printf( "atan2(%+4.1f。 
Y, *, atan2( 了 , ) ) 


%+4。.1f ) = %g\n"。 


atexit 二 計 


書 式 | #include <stdlib. h> 


int atexit(void(* func)( )) : 
void (* func)( ) : /* 終了 時 に 呼び 出さ れる 関数 へ の ポイ ンタ ※*/ 


機 能 | func で 指定 し た 関数 を 、 プ ログ ラム 終了 時 に 呼び 出す 関数 と し て 登録 し ます 。 
exit に よっ て プロ グラ ム が 正常 終了 する と 、 呼 び 出し 元 の 親 プ ロ セ ス に 戻る 前 
に (* func)( ) を 呼び 出し ます 。 
呼び 出さ れる 関数 は 、 引 数 な し で 、 戻 り 値 を 持た な い 関 数 で す 。 
atexit が 呼び 出さ れる た びに 、 新 た な 関数 を 追加 ・ 登 録 し ます 。 
複数 の 関数 が 登録 きれ た 場合 、 終 了 時 に 実行 きれ る 順序 は 登録 され た 順番 と 逆 
順番 で す 。 
登録 で どき る 関数 の 個数 は 最大 32 個 ま で で す 。 


戻 り 値 | 成功 する と 0 を 、 失 敗 す る と (32 個 を 超え た 場合 な ど )0 以外 を 返し ます 。 


参照 関数 | exit 

プロ グラ ム 例 
#inc1ude く stdio.h> 
#ino1ude く <std1ib,h> 
Yoid funo1 (void ) 


printf(" 終 了 時 の 負 理 その 1\n"): 


void funo2(void ) 


printf(" 終 了 時 の 多 理 その 2\n'): 


4 (atexit(funo1 ) != の ⑦) 
printFf ( 人 ませ ん 。 ま RP)5 
年 江 (atexit(funo2 ) != 9 の) 


printf(" 登 録 で きま せん 。 ぎ mn"'): 
exit( の ) 
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atof, atoi, atol atow レベ ル ラ 
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書 


戻 


り 


式 


能 


値 


#include <stdlib. h> 


double atof(string) : 

int atoi(string) : 

long atol(string) ・: 

Short atow(string) : 

char *string: /※* 変換 され る 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


atof は 文字 列 string を 倍 精度 (double 型 ) の 浮動 小数 点 値 に 変換 し ます 。 
atoi は 文字 列 string を 整数 値 に 変換 し ます 。 

atol は 文字 列 string を 1ong 型 整数 値 に 変換 し ます 。 

atow は 文字 列 string を short 型 整数 値 に 変換 し ます 。 


String は 数 値 に 変換 で きる 一 連 の 文字 列 で 、 数 値 ま た は 数 値 の 一 部 と し て 解釈 で 


き な い 最初 の 文字 まで が 変換 の 対象 に な り ま す 。 
変換 で きる 文字 列 の 形式 を 以下 に 示し ます 。 


【atof】 

[空白 (また は タブ 文字 ) ] [符号 ] [数 字 ] [. 数 字 ] [E [符号 ] 数 字 ] 
[空白 (また は タブ 文字 ) ] は 無視 され ます 。 

符号) は“ 十 " ま た は “ー” で す 。“ 二 "の と き は 省略 で きま す 。 

[数 字 ] は 1 桁 以上 の 10 進数 で す 。 こ れ が な いと き は 、[. 数 字 ] に 少な く と も 
1 桁 の 数 字 が 必要 で す 。 

[. 数 字 ] は 小数 点 以下 の 数 字 で す 。 

まだ た 、 一 123Eー12 の よう に 指数 表現 する こと も で きま す 。 


【atoi, atol, atow】 
[空白 (また は タブ 文字 ) ] [符号 ] 数 字 
各々 の 意味 は atof と 同様 で す 。 


それ ぞ れ 変換 し た 数 値 を 返し ます 。 
変換 で き な か っ た 場合 は 0 を 返し ます 。 
まだ オー バー フロ ー し た 場合 の 戻り 値 は 不定 で す 。 


JJ ラ ア レン ス 


プロ グラ ム 例 
#1include く stdio.h> 
#1nc]ude く <std1ib.h> 
main( ) 


( 


printf("%g\n"', atof("1.4959787 の e+11" ) ) : 
printf("%d\n",。 atoi( "99471") ) 
printf("%1d\n", ato1("937971939") ) : 
printf("%d\n",atow("19287" ) ) 


1 還 記 4 
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能 


値 


レベ ル 3 


#include <basic. h> 

char *b binS(s, n) : 

char *S: /※* 文字 列 格納 領域 てく の ポ イン タ */ 
intn: /* 数 値 */ 


数 値 n を 2 進数 表現 の 文字 列 に 変換 し 、s が 指す 領域 へ 格納 し ます 。 
Ss が 指す 領域 は 、 最 低 34 バイ ト 以 上 な けれ ば な り ま せん 。 


変換 結果 の 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 


b_chr 


書 式 
機 能 
戻 り 値 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


レベ ル 3 


#include <Dbasic. h> 

char *b chrS(s, ch) : 

char *s: /※* 文字 列 格納 領域 へ て の ポイ ンタ ※*/ 
int ch: /* 文字 コー ド */ 


文字 コー ド を 文字 列 に 変換 し ます 。 


変換 結果 の 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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に DーCSWーーーーーーーー ァ rs 


書 式 | #include <basic0. h> 


void b csw(n) : 
intn: /* on/off 指定 */ 


機 能 | カー ソル スイ ッ チ の on/off の 指定 を 行い ます 。 
n に は 次 の 値 を 指定 し ます 。 


0 : off 


1: on 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く basioc の .h> 
matin( ) 
{ 
char a[ 4]: 
b init( ) : 


b_inkeys(a)j 
b_sprint("osw _ off" ) : 
b_sprint(STRCRLF ) : 
b_osw( 9 ) : 
b_inkeys(a): 
b_sprint( "osw on" ): 
b_sprint(STRCRLF ) 
b_osw(1): 
b_inkeys(a): 
b_exit(9) : 


120 


b_date 


書 式 
機 能 
戻 り 値 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


レベ ル 3 


#include <basic0. h> 


char *b dateS(s) : 
char *s: /* 日 付 文字 列 格納 領域 へ く の ポ イン タ */ 


シス テム クロ ッ ク の 日 付 を “yy/mm/dd"” の 形式 の 文字 列 に し て 、s が 指す 領域 
に 格納 し ます 。 


作成 し た 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 


D_day 


滞 式 | #include <basic0.h> 


レベ ル 3 


char *b dayS(S) : 
char *s: /※* 曜日 文字 列 格納 領域 へ て の ポ イン タ */ 


機 。 能 | シス テム クロ ッ ク の 曜日 を 漢字 1 文字 (“H"" 朋 、" 炎 に 2 本" 金 、 
" 土 ") の 文字 列 に し て 、s が 指す 領域 に 格納 し ます 。 


戻 り 値 | 作成 し た 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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bee 


レベ ル 3 


書 式 | #include <basic0. h> 


void beep( ) : 


機 能 | ビー プ 音 を 鳴ら し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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-D-@Xl キ 一 ーーーーーーー と zaー」 


ミー 式 | #include <basic0. h> 


void b exit(val) : 
int val: /* 終 了 コ ー ド */ 


機 能 | すべ て の 環境 を プロ セス が 起動 し た と き の 状 態 に 戻し て 、 親 プロ セス に 戻り ま 
1 
オー プン きれ て いる ファ イル は す で て クロ ー ズ され ます 。 
val の 数 値 は 、 終 了 コ ー ド と し て 親 プ ロ セ ス に わた され ます 。 
本 関数 を 使用 する 場合 は 、 こ の 関数 が 呼び 出る れる 前 に b init 関数 が 呼び 出 き 
れ て いな けれ ば いけ ませ ん 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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書 式 
機 能 
戻 り 値 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


b_fclos 年 


#include <basic. h> 


int b fclose(fp) : 
int fp: /* 該当 ファ イル の ファ イル 番号 */ 


fp で 指定 し た ファ イル を クロ ー ズ し ます 。 


正常 に クロ ー ズ し た 場合 は 0 を 返し ます 。 


オー プシ し て いな い フ ァイル を クロ ー ズ し よう と し た だ とき は 、 


その 他 の エラ ー の と き に は 、 一 1 を 返し ます 。 


ー2 を 返し ます 。 
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b_fcloseall レル 


書 式 | #include <basic. h> 


int b fcloseall( ) : 


機 能 | b fopen 関数 で オー プン され だ ファ イル を すべ て クロ ー ズ し ます 。 


戻 り 値 | クロ ー ズ し た ファ イル 数 を 返し ます 。 
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rb-feofーーーーーーーー セ < 


書 式 | #include <basic. h> 


int b feof(fp) : 
int fp: /* 該当 ファ イル の ファ イル 番号 */ 


機 能 | fp で 指定 し た ファ イル が エン ド オ ブフ ァイル (BEOF) に 達し た か 否 か を 調べ ま 
直 


測 


り 値 | エン ド オ ブフ ァイル で な い 場 合 は 0 を 返し ます 。 
オォ ー プ ン し て いな い フ ァイル を 指定 し た と き は 、 一 2 を 返し ます 。 
エン ド オ ブフ ァイル の 場合 は 、 上 記 以 外 の 値 を 返し ます 。 


12/ 


LD-fgetCー ーー テー 


書 式 | #include <basic. h> 


int b fgetc(fp) : 
int fp: /* 該当 ファ イル の ファ イル 番号 */ 


機 能 | fp で 指定 し た ファ イル か ら 1 文字 読み 込み ます 。 


戻 り 値 | 正常 に 読み 込ん だ 場合 、 を の コー ド を 返し ます 。 
オォ オー プン し て いな い フ ァイル を 指定 し た と き は 、 一 2 を 返し ます 。 
その 他 の エラ ー の と き に は 、 一 1 を 返し ます 。 
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b_flprint bilprint b_slprin も 


こ tlprint レベ ル 3 
書 式 | #include <basic0. h> 


void b flprint(dval) : 
void b ilprint(Gval) : 


void b slprint(str) : 
void b tlprint(tabs) : 


double dval: 
int iVal : 
char *str : 


int tabs: 


機 能 | BASIC か ら C に 変換 し た と き に LPRINT 文 は 、LPRINT の 引数 に よっ て 次 の 
それ ぞ れ の 関数 に 展開 さる れ ま す 。 


引数 の 型 関数 
double b flprint (浮動 小数 点数 ) 

int b ilprint (整数 ) | 
char * b slprint (文字 列 ) 


また 、BASIC の TAB 関数 を 含ん だ LPRINT 文 は 、b tlprint に 展開 され ます 。 
tabs は タブ スキ ッ プ の 数 で す 。 
それ ぞ れ の 引数 も プリ ンタ に 出力 し ます 。 


測 
硬 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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-D-TfODe ロ ーーーーーー と za ーー 
| 書 。 式 | #include <basic. by 


int b fopen (name, mode) : 
char ※name: /* ファ イル 名 格納 領域 へ て の ポイ ンタ */ 
char ※mode: /*※ アク セス モー ド ※*/ 


機 能 | name が 指す サフ ァイル を オー プン し ます 。 
アク セス モー ド は 、 次 の 通り で す 。 


mode 内 容 
0 読み 込み 用 に オー プン 

2 書き 出し 用 に オー プン 

“TW” 読み 書き 用 に オー プン 

6 新規 に オー プン 


戻 り 値 | ファ イル 番号 を 返し ます 。 
エラ ー の と き は 負 の 数 を 返し ます 。 


参照 関数 | b fwrites, b fclose, b fread 
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書 式 | #include <basic0. h> 


void b fprint(⑪) : 
double f : 


機 能 | 浮動 小数 点数 値 f を テキ スト 画面 に 表示 し ます 。 
な お 、 整 数 表現 が 可能 な 数 値 に は 小数 点 は つき ませ ん 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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LD-fDutCー ーーー テ <z ョ ーー 


書 式 | #include <basic. h> 


int b fputc(ch, fp) : 
char ch: /* 出力 する 文字 */ 
int fp: /*※ 該当 ファ イル の ファ イル 番号 */ 


機 能 | 文字 ch を 、fp で 指定 し た ファ イル に 書き 出し ます 。 


戻 り 値 | 書き 出し た 文字 ユー ド を 返し ます 。 
オォ オー プン し て いな い フ ァイル を 指定 し た と き は 、 一 2 を 返し ます 。 
を その他 の エラ ー の と き に は 、 一 1 を 返し ます 。 
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b_fread 


富 式 | #include <basic. h> 


int b fread(buff, b size, count, fp) : 

void *buff: /* 読み 込み 領域 て の ポ イン タ ※/ 
int b size: /* 読み 込む 項目 の サイ ズ */ 

int count: /* 読み 込む 項目 数 */ 

int fp: /* 該当 ファ イル の ファ イル 番号 */ 


機 能 | fp で 指定 し た ファ イル か ら 、b sizeXcount バイ ト 数 分 読み 込み 、buff が 指す バ 
ッ フ ァ へ 格納 し ます 。 


戻 り 値 | 実際 に 読み 込ん だ 項目 数 を 返し ます 。 
オォ オーデ ジン し て いな い フ ァイル を 読も うと し だ と きせ は 、 一 2 を 返し ます 
その他 の エラ ー の と き に は 、 一 1 を 返し ます 。 


参照 関数 | b fopen, b fclose, b fwite 
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FD-freadS 一 ーー ュー 


書 式 


参照 関数 


#include <basic. h> 


int b freads(buff, size, fp) : 

char *※buff: /* 読み 込み 領域 く の ポ イン タ */ 
int size: /* 読み 込み 領域 の バイ ト 数 */ 

int fp: /*※ 該当 ファ イル の ファ イル 番号 */ 


ファ イル か ら 1 行 分 の デー タ を バッ ファ buff に 読み 込み ます 。 
バッ ファ アァ が いっ ぱい に な る か 、EOF、 改 行 れ みつ ける と 、 読 み 込 み を 終了 し ま 
9 


実際 に 読み 込ん だ 文字 数 を 返し ます 。 
ォ オー プン し て いな い フ ァイル を 読も うと し た と き は 、 一 2 を 返し ます 。 


を その他 の エラ ー の と き に は 、 一 1 を 返し ます 。 


b fwrites, b fopen, b fclose 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


b_fre レベ ル 3 


書 式 | #include <basic0. h> 


int bfree ( ) : 


機 能 | スタ ッ ク 領 域 の 残り バイ ト 数 を 調べ ます 。 


測 
店 


スタ ッ ク 領 域 の 残り バイ ト 数 を 返し ます 。 
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-D-TfSeeK 一 ーーーー と rs 


書 式 | #include <basic. h> 


int b fseek(fp, ofs, md) : 

int fp: /* ファ イル ポイ ンタ を 移動 する ファ イル の ファ イル 番号 */ 
int ofS: /* ま オフ セッ ト /* 

int md: /* ファ イル ポイ ンタ の 起点 */ 


機 能 | fp で 指定 し た ファ イル の ファ イル ポイ ンタ を 、md を 起点 と し て ofs バイ ト 数 
分 移動 し ます 。 
md は 、 次 の 意味 を もち ます 。 


0 : 先頭 を 起点 と する 
1 : 現在 位置 を 起点 と する 
2 : 最後 を 起点 と する 


戻 り 値 | 先頭 か ら の オフ ャ ッ ト 値 を 返し ます 。 
オー ダン し て いな い フ ァイル を 指定 し た と き は 、 一 2 を 返し ます 。 
を その他 の エラ ー の と き に は 、 一 ] を 返し ます 。 
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書 式 | #include <basic. h> 


int b fwrite(buff, size, count, fp) : 

void *buff: /* 書き 出し 領域 て の ポイ ンタ ※*/ 
int size: /*※ 書き 出す 項目 の サイ ズ */ 

int count: /* 書き 出す 項目 数 */ 

int fp: /* 該当 ファ イル の ファ イル 番号 */ 


機 能 | buff が 指す サバ ッ フ ァ か ら 、sizeXcount バイ ト 数 分 、fp で 指定 し た ファ イル ヘ デ 
ー タ を 書き 出し ます 。 


戻 り 値 | 実際 に 書き 出し た 項目 数 を 返し ます 。 
オー デン し で て いない ファ イル に 書 こ うと し だ と き は 、 一 2 を 返し ます 。 
を その他 の エラ ー の と き に は 、 一 1 を 返し ます 。 
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-D-fWriteSーーーーー と ーー 


購 式 | #include <basic. h> 


int b fwrites(buff, fp) : 
char *※buff: /* 書き 出し 領域 へ て の ポイ ンタ */ 
int fp: /* 該当 ファ イル の ファ イル 番号 */ 


機 能 | バッ ファ buff に 入っ て いる 文字 列 を ファ イル に 書き 出し ます 。 


戻 り 値 | 実際 に 書き 込ん だ 文字 数 を 返し ます 。 
オォ オープン し て いな い フ ァイル に 書 こ に うと し た だ とき は 、 一 2 を 返し ます 。 
を の 他 の エラ ー の と き に は 、 一 1 を 返し ます 。 


参照 関数 | b freads, b fopen, b fwrite 
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書 式 | #include <sprite. h> 


int bg fill(t page, pattern) : 
char t page: /* ま テキ スト ペー ジ ※*/ 
long pattern: /* デー タッ パター ン ※/ 


機 能 | t page で 指定 し た バッ ク グ ラウ ンド テキ スト ペー ジ を 、pattern で 指定 し だ た デー 
タ で 埋 ゆ つく し ます 。 
t page に は テキ スト ペー ジ を 指定 し ます (0-1)。 
pattern に 指定 する 内 容 は 次 の 通り で す 。 


ビッ ト 31-16 : 常に 0 

ビッ ト 15  : 垂直 反転 

ビッ ト 14  : 水平 反転 

ビッ ト 12-13 : 常に 0 

ビッ ト 11 一 8 : パレ ッ ト プ ロッ ク 
ビッ ト 7-0 : PCG パ ター ン ュ ー ド 


測 
記 


以下 に 示す 終了 コー ド を 返し ます 。 


の 
昌 


正常 終了 
ー1 = 画面 モー ド エ ラ ー (画面 サイ ズ が 768X512 の と き な ど ) 
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誤 トー 、- aaa : 


書 式 | #include <sprite. h> 


long bg get(t page, xDos, YDOS) : 

char t page: /* テキ スト ペー ジ ※*/ 
char xpos: /* 又 座 標 *※/ 

char ypos: /* Y 座 標 */ 


機 能 | バッ ク グ ラウ ンド テキ スト を 読み 出し ます 。 
t page に は テキ スト ペー ジ を 指定 し ます (0-1)。 
xpos に は X 座 標 、ypos に は Y 座 標 を 指定 し ます (いずれ も 0 一 63)。 


戻 り 値 | バッ ク グ ラウ ンド テキ スト の コー ド を 返し ます 。 
返さ れる 内 容 は 次 の 通り で す 。 


デット 31 一 16 : 常に 0 

rw ト 15 : 垂直 反転 

デット 14 : 水平 反転 

デッド 12 王 13 : 区 に 0 

デット 11 一 8 : パレ ッ ト ブ ロッ ク 
Sy トド 7ー0  : PCG パタ ー ン ショー ド 


(OS ( ( 代 1W 


た だ し 、 一 1 が 返さ れ た 場合 は 画面 モー ド エ ラ ー で す 。 
(画面 サイ ズ が 768X512 の と き な ど ) 


参照 関数 | bg put 
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リフ ァ レ ンス 


書 式 
機 能 
戻 り 値 
参照 関数 


#include <sprite. h> 


int bg put(t page, xpos, ypos, Dattern) : 
char t page: / ま テキ スト ペー ジ */ 
char xpos: /* 双 座 標 */ 
char ypos: /* Y 座 標 */ 
long pattern: /* デー タバ パ ター ン ※*/ 


バッ ク グ ラウ ンド テキ スト に 書き 込み ます 。 

t page に テキ スト ペー ジ を 指定 し ます (0-)。 
xpos に は XX 座標 、ypos に は Y 座標 を 指定 し ます (いずれ も 0 一 63)。 
pattern に は デー タバ パ ター ン を 指定 し ます 。 
pattern に 指定 する 内 容 は 次 の 通り で す 。 


ビッ ト 31-16 : 常に 0 

ば ッ ド ト 15 : 垂直 反転 

ビッ ト 14 ・ 水平 反転 

ビッ ト 13-12 : 常に 0 

ビッ ト 11 一 8 : パレ ッ ト ブ ロッ ク 
ビッ ト 7-0 : PCG パ ター ンコ ー ド 


以下 に 示す 終了 コー ド を 返し ます 。 


bg get 


正常 終了 
画面 モー ド エ ラ ー (画面 サイ ズ が 768X512 の と き な ど ) 
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pg_Scroll っ 


書 式 | #include <sprite. h> 


int bg scroll(bg no, x, y) : 

char bg no: /* バッ ク グ ラウ ンド 番号 */ 
int x: /*※ スク ロー ル 双 座標 */ 

inty: /*※ スク ロー ル Y 座 標 */ 


機 能 | bg no で 指定 する バッ ク グ ラウ ンド (0-1) に 、x, y で 示す スク ロー ル 座 標 を 
設定 し ます 。 


戻 り 値 | 以下 に 示す 終了 ュー ド を 返し ます 。 


の 
| 


正常 終了 
ー 画面 モー ド エ ラ ー (画面 サイ ズ が 768X512 の と き な ど ) 


| 
ー 
| 
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LDg-S@ キ ーー と ー」 


辿 式 | #include <sprite. h> 


int bg set(bg no, t page, diSD) : 

char bg no: /* バッ ク グ ラウ ンド 番号 */ 
int t page: /* ま テキ スト ペー ジ ※/ 

int disp: /* 表示 モー ド */ 


機 能 | バッ ク グ ラウ ンド テキ スト の 設定 を 行い ます 。 
bg no に は バッ ク グ ラウ ンド 番号 を 指定 し ます (0 一 1)。 
t page に は テキ スト ペー ジ を 指定 し ます (0-1)。 
disp に は 表示 モー ド を 指定 し ます 。 
1 を 指定 し た 場合 に は 表示 を 行い 、0 を 指定 し た 場合 に は 表示 は 行い ませ ん 。 


戻 り 値 | 以下 に 示す 終了 コー ド を 返し ます 。 


0 = 正常 終了 
画面 モー ド エ ラ ー (画面 サイ ズ が 768X512 の と き な ど ) 


| 
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-Dg-Sta キ ーーーーー と ュー 


書 式 | #include <sprite. h> 


int bg stat(bg no, sel mode) : 
char bg no: /* バッ ク グ ラウ ンド 番号 */ 
char sel mode: /* モー ド */ 


機 能 | 指定 し た バッ ク グ ラウ ンド の 状態 を 調べ ます 。 
bg no に は バッ ク グ ラウ ンド 番号 を 指定 し ます (0-1)。 
sel mode に は 調べ だ た い 内 容 を 指定 し ます 。 


: XX 座標 

: Y 座標 

s グ 素 スト ペー ジ (00 テ ⑪) 

: 表示 状態 (0 表示 し て いな い 、1= 表 示し て いる ) 


Co ト ら い ロビ の 


戻 り 値 | selmode に 合わ せ て 、 そ れ ぞ の 値 を 返し ます 。 
だ だ し 、 一 1 が 返さ れ た 場合 は 画面 モー ド エ ラ ー で す 。 
(画面 サイ ズ が 768X512 の と き な ど ) 
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b_hex 


書 式 | #include <basic. h> 


レベ ル 3 


char *b hexS (S, n) : 
char *s: /* 文字 列 格納 領域 て の ポイ ンタ */ 
intn: /* 数 値 */ 


機 能 | 数 値 n を 16 進 数 表現 の 文字 列 に 変換 し 、s が 指す 領域 へ 格納 し ます 。 
s が 指す 領域 は 、 最 低 10 バイ ト 以 上 な けれ ば な り ま せん 。 


戻 り 値 | 変換 結果 の 文字 列 て の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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党 式 | #include <basic0. h> 


void b init( ) : 


機 能 | BASIC か ら C へ 変換 し た と き に BASIC と 同 じ 状 態 で 動作 す る た め の 初 期 化 を 
行い ます 。 
初期 化 の 内 容 は 次 の 通り で す 。 


@ 現在 の 画面 モー ド の 退避 

@ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 内 容 の 退避 

@ BASIC 用 ファ ンク ショ ン キ ー の 設定 
@ アボート 処 理 の 登録 

@ 誠 数 の 初期 化 

@ カー ソル の 非 表 示 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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FD-inkey0 一 ーー ジー 


書 式 | #include <basic0. h> 


char *b inkey0(Ss) : 
char *s: /* キー コー ド 格 納 領域 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | キー 入力 待ち を 行わ ず に キー 入力 を 行い 、 入 力 し た 文字 を s が 指す 領域 に 格納 し 
ます 。 
入力 し た 文字 に は 室 0' が 付加 され ます の で 、s が 指す 領域 は 2 バイ ト 以 上 必要 で 
ボ ら 


戻 り 値 | 入力 し た 文字 べ へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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Db_inkey 


書 式 | #include <basic0. h> 


レベ ル 3 


char *b inkeyS(s) : 
char ※S: /* キー コー ド 格 納 領域 へ く の ポ イン タ */ 


機 能 | キー の 入力 を 待っ て キー 入力 を 行い 、 入 力 し た 文字 を s が 指す 領域 に 格納 し ま 


9 
入力 し た 文字 に は 学 0' が 付加 る れ ま す の で 、s が 指す 領域 は 2 バイ ト 以 上 必要 で 
9 す 5 


戻 り 値 | 入力 し た 文字 へ べ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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書 式 | #include <basic0. h> 


void b input (prmpt, [type, varadr] ・・・, 一 1) : 
char *prmpt: /* プロ ンプ ト 文 字 列 ヘ て の ポイ ンタ */ 
int type: /* 変換 書式 */ 

void *varadr: /* 読み 込み 領域 の アド レス */ 


機 能 | prmpt が 指す プロ ンプ ト 文 字 列 を 表示 し て 入力 を 待ち 、type に 従っ て 変換 し 、 
varadr か ら 始 まる 領域 に 値 を 格納 し ます 。 
文字 列 の 場合 は 、type で 示す 長き ー1 まで が 有効 な 入力 と な り ま す 。 
入力 する 変数 が 複数 個 の 場合 に は 入力 時 に “, "で 区 切り ます 。 
入力 デー タ 中 に "や 7 の "を 使う こと は で きま せん 。 
type に は 、 次 の 値 を 指定 し ます 。 


ー1 : 終り を 表し ます (varadr は 指定 し ませ ん ) 
1 一 257 : 文字 列 の 長き (文字 列 の 最後 の \0 を 含む 長 る ) 
Ox201 : 文字 型 (unsigned char) 


Ox204 : 整数 型 (int) 
Ox208 : 浮動 小数 点 型 (double) 


type と varadr の 型 は 、 以 下 の よ うに 対応 し て いな けれ ば な り ま せん 。 
type varadr の 型 
1 一 257 : umsignedchar * 
Ox201 : unsignedchar ※* 
Ox204 : int ※* 


Ox208 : double * 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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書 式 | #include <basic0. h> 


int b int(⑪) : 
double f: /* 変換 され る 浮動 小数 点数 */ 


機 能 | 浮動 小数 点数 を 整数 型 に 変換 し ます 。 


戻 り 値 | 変換 し た 数 値 を 返し ます 。 
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Db_iprint お 
書 式 | #include <basic0. h> 


void b iprint(val) : 
int val: /* 整数 値 */ 


機 能 | BASIC か ら C に 変換 し た と き に PRINT 文 の 引数 が 整数 の と き 、b iprint に 展 
開き され ます 。 
整数 を 画面 に 出力 し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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FD_ WOaーーーーーーー と <z ョ ー」 


書 式 | #include <basic. h> 


char *b itoa(str, val) : 
char *str: /* 文字 列 格納 領域 へ て の ポ イン タ */ 
int val: /* 整数 値 */ 


機 能 | BASIC か ら C に 変換 し た と き に ITOA 関数 は 、b itoa に 展開 され ます 。 
数 値 val を 文字 列 に 変換 し 、str が 指す 領域 へ 格納 し ます 。 
str が 指す 領域 に は 、 最 低 13 バイ ト 以 上 の 領域 が 必要 で す 。 


戻 り 値 | 変換 結果 の 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


rbldmem, allmem- 寺 =- 


合 式 | #include <stdlib. h> 
int bldmem(n) : /* メモ リブ ロッ ク の 確保 */ 
intn: /* 確保 する 領域 の サイ ズ (キロ バイ ト 単 位 ) */ 
int allmem( ) : /* 使用 可能 な 全 メ モリ 領域 の 確保 */ 
機 能 | メモ リ 領 域 の 確保 を 行い ます 。 
bldmem は 、 メ モリ ブロ ッ ク を キロ バイ ト 単 位 で 確保 し ます 。 
n に 0 を 指定 する と 、 使 用 可能 な 全 メ モリ 領域 を 確保 し ます 。 
allmem は 、 使 用 可能 な 全 メ モリ 領域 の 確保 も 行い ます 。 
これ ら の 関数 に よっ て 確保 し た 領域 は 、getmem 関数 な ど を 用 いて 割り あて 、 
用 か る こと が で てき ます 。 
戻 り 値 | 処理 が 正常 に 終了 し た 場合 に は 0 を 返し 、 領 域 が 確保 で びき ない と き に は 一 1 を 返 
し 肖 ず 。 
プロ グラ ム 例 | 
#1no1ude く sgtdio,h> 
#inolude <std1ib.h> 
main() 
nt 反 き 
if (a11mem() == の) 
PT モリ を 確保 し まし た 。\n"): 
else { 
printf(" メ モリ の 確保 に 失 敗 し まし た 。 ぎ np"): 
exi て (1 ) : 
rStmem( ) : 


printf(" す べ て の メモ リ を 解放 し まし た ぎ \n"): 


for (n = の : n < 1999: n++) 【 
printf( "%dKbyte : 9) > 1 
if (b1dmem(n) == 
printf(" 確保 で きま し た 2 
rStmem( ) 


printf(": 全 メ モリ を 解放 し まし た ぎ \n'): 


else 【 
printf(" 確 保 で きま せん で し た 。 き \n"): 
break : 
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b_left ベア 


書 式 | #include <basic. h> 


char *b leftS(s, s1, i) : 

char *s: /※* 結果 文字 列 格納 領域 て の ポイ ンタ */ 
char *sl: /* 文字 列 */ 

int i: /* 文字 数 */ 


機 能 | 文字 列 s1 の 左端 か ら i 文 字 分 と り 出し 、s が 指す 領域 へ 格納 し ます 。 
s が 指す 領域 は 、 最 低 2566 バイ ト 以 上 な けれ ば な り ま せん 。 
また 、s1 が 指す 文字 列 の 長き は 、255 以下 びな けれ ば な り ま せん 。 


戻 り 値 | と り 出 し た 文字 列 s へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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b_linput ビル s 
書 式 | #include <basic0. h> 


void b linput (s, size) : 
char *s: /* 入力 文字 列 の 格納 領域 て の ポイ ンタ */ 
int size: /* 入力 する 領域 の バイ ト 数 */ 


機 能 | キー ボー ド か ら の 入力 を 、 最 大 size 一 1 文字 数 、s が 指す 領域 に 格納 し ます 。 
size に は 、 文 字 列 の 終り を 示す 宰 0' を 含め た 領域 の バイ ト 数 を 指定 し ます 。 
文字 列 の 最後 に は ぎ 0' が 付加 る れ ま す 。 

し た が っ て 、s が 指す 領域 に は 最大 で size 一 1 の 文字 が 入力 され ます 。 
だ だ し 、 ら 2 み 符 わた っ で の 大 力作 で きま せん 。 


戻り 値 は あり ませ ん 。 


5 
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Db_mid 


書 式 


戻 り 値 


レベ ル 3 


#include <basic. h> 


char ※*b midS(s, s1, bgn, count) : 

char *※S: /※ 結果 文字 列 格納 領域 へ く の ポ イン タ */ 
char ネ sl: /* 文字 列 */ 

int bgn: /* 開始 位置 */ 

int count: /※* 文字 数 ※/ 


文字 列 s1 の bgn 文字 目 か 6 count 文字 び け を と り 出 し 、s が 指す 領域 へ 格納 し 
ます 。 


S が 指す 領域 は 、 最 低 256 バイ ト 以 上 な けれ ば な り ま せん 。 
また 、s1 が 指す 文字 列 の 長き は 、255 以下 びな けれ ば な り ま せん 。 


と り 出 し た 文字 列 s へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


D_ImIrrOr 


書 式 | #include <basic. h> 


レベ ル 3 


char *b mirrorS(s, s1) : 
char *s: /※* 結果 文字 列 格納 領域 て の ポイ ンタ */ 
char *sl: /* 文字 列 */ 


機 能 | 文字 列 s1 の 並び を 前 後 送 に し て 、s が 指す 領域 へ 格納 し ます 。 
s が 指す 領域 は 、 最 低 256 以上 バイ ト な けれ ば な り ま せん 。 
また 、s1 が 指す 文字 列 の 長き は 、255 以下 びな けれ ば な り ま せん 。 


戻 り 値 | 並び か えた 文字 列 s へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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b_oct レベル 


書 式 | #include <basic. h> 


char *b octS(s, n) : 
char *s: /* 文字 列 格納 領域 へ て の ポ イン タ */ 
intn: /* 数 値 */ 


機 能 | 数 値 n を 8 進数 表現 の 文字 列 に 変換 し 、s が 指す 領域 へ 格納 し ます 。 
S が 指す 領域 は 最低 13 バイ ト 以 上 な けれ ば な り ま せん 。 


戻 り 値 | 変換 結果 の 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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第 4 章 


リフ ァ レ ンス 


押 。。。: 間 9595EHE5 ーー イ 台 


書 式 | #include <graph. h> 


void box (x1, y1, x2, y2, p, ls) : 


int x1・ 
int yl: 
int 2 : 


int y2: 


int D: 


int ls: 


/ * 
/ * 
/ * 
/* 
/ * 
/ * 


始点 X 座 標 */ 
始点 Y 座 標 */ 
終点 X 座 標 */ 
終点 Y 座 標 */ 
2\ ン シッ トコ ー ド 


ライ ンス タイ ル 


ネ / 
ネ */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 に 長方形 を 描画 し ます 。 


x1 に は 始点 又 座 標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767)。 
y1 に は 始点 Y 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767)。 
x2 に は 終点 又 座 標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767)。 
y2 に は 終点 Y 座 標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767) 。 
D に は パレ ッ ト コ ユー ド を 指定 し ます (0 一 65535) 。 
画面 モー ド に より 最大 値 が 異な り ま す 。 

ls に は ライ ンス タイ ル を 指定 し ます (0 一 65535) 。 


戻り 値 は あり ませ ん 。 


159 


ii ii 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く std1ib.h> 
#ino1ude < く basic の 9.h> 
#1nolude く graph .h> 
main( ) 
{ 
ュ int まる 
nt 交 4。 る 。 1 > る * 
1nt PC 
1nt 1s: 
b init( ) 5 
Screen(2, 9 の, 1, 1): 
vpage(1) : 
fo (1 = の 3 1 < 599: i++) { 
x1 = rand() % 768j 
Y1 = rand() % 512: 
x2 = rand() % 768: 
y2 = rand() % 512: 
pc = rand() % 16: 
Ts = rand() * 2 + 1 
お Oc も 。 yH。 2。 2。 pe 1185 
} 
b_exit(9)j 
} 
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書 式 
機 能 
戻 り 値 
参照 関数 


#include <basic0. h> 


double b piG) : 
double f: /* 倍率 */ 


円 周 率 ァ を f 倍 し た 値 を 求め ます 。 


f メ ァ ヶ の 値 を 返し ます 。 


Di 
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b_right 


書 式 
機 能 
戻 り 値 
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#include <basic. h> 


char *Db rightS(s, s1, i) : 

char *s: /※* 結果 文字 列 格納 領域 てく の ポ イン タ */ 

char *※sl: /* 文字 列 */ 

int is / 宮 文学 数 / 

文字 列 s1 の 右端 か 6 i 文 字 分 と り 出 し 、s が 指す 領域 へ 格納 し ます 。 
S が 指す 領域 は 、 最 低 256 バイ ト 以 上 な けれ ば な り ま せん 。 

まだ 、s1 が 指す 文字 列 の 長き は 、255 以下 びな けれ ば な り ま せん 。 


と り 出 し た 文字 列 s へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 


レベ ル 3 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


bsearch 二 
#include <stdib. h〉 


yoid *bsearch(key, base, num, width, compare) : 

void *key: /* サー チ す る デー タ を 指す ポイ ンタ */ 

void *base: /* 配列 を 指す ポイ ンタ */ 

size t num, width: /* 配列 要素 の 数 、 配 列 要 素 の サイ ズ */ 
int (*compare) ( ) : /* compare ルー チン を 指す ポイ ンタ 4 


機 能 | 各 要 素 が width バイ ト で 、 要 素数 が num 個 の 配列 を バイ ナリ サー チ し ます 。 
base は 配列 を 指す ポイ ンタ で key は サー チ す る 値 へ の ポイ ンタ で す 。 
な お 、 こ の 配列 は あら か じ め 昇 順に ソー ト る され て いな けれ ば な り ま せん 。 
compare は 、 サ ー チ する 値 と 配列 の 要素 を 比較 し 、 そ の 大 小関 係 や 返す ユー ザ 
ー が 用 意 す る ルー チン を 指す ポイ ンタ で す 。 
bsearch は 、 サ ー チ の 過程 で 、 必 要 に 応じ て compare が 指す 関数 を 呼び 出し ま 
す 。 
compare は 2 つの 引数 を 受け と り 、1 番目 の 引数 は サー チ す る 値 へ の ポイ ンタ 、 
2 番目 の 引数 は 配列 の 要素 へ の ポイ ンタ が 渡さ れる の で 、 を その 2 つ を 比較 し て 、 
次 の 値 の うち いずれ か を 返す 関数 で な けれ ば な り ま せん 。 


compare の 戻り 値 | 内 。 容 
負 サー チ す る 値 が 要素 より も 小さ い 
略 0 ag る 値 と 要素 は 等 し い 
正 サー チ す る 値 が 要素 より も 大 きい 


戻 り 値 | 最初 に 見 つか っ た 配列 要素 へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
見 つか ら な か っ た 場合 は NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | qsort 


163 


NN 。。 ラテ ェ ィ Pe 


プロ グラ ム 例 


#1noclude く stdio,h> 

#1nc]ude く <std1ib.h> 

#1nolude く 8string.h> 

#define MAX 1 る 

typedef gstruot 【 
char * ネ KeYj: 
char *name1: 
Char *name ク 2: 

) ELM: 

/* This tab1e must be sorted by alphabetioca] */ 

statio ELM tab1e[MAX] = { 
("Aqr", "Aquarius", "水瓶 
("Ari"。 "Aries",。 " 特 羊 ")。 
{"Cap", "Capricornus"。 "山羊 "] 
("Cno",。 "Cancer",。 " 覆 ")。 
("Gem"。 "Gemini",。 "双子 ")」 
("Leo", "Leo",。 " 導 子 。 
("Lib"。 "Libra", " 天 笠 ")。 
"Pso",。 "Pisoes", 『 魚 "}。 
("Seo"。 "8oonptus" 。 除け 。 
("Sgr"。 "Sagittarius"。 "射手 "}, 
("Tau"。 "Taurus"。 " 牡 生け, 
("Vir"。 "Virgo",。 "乙女 


} 5 


main(1nt argo, ohar *argY[ ] ) 


( 


int Compare(ohar **, ELM *): 
char * ネ key: 
ELM *p: 


3 (agmgo く る) 
eX ュ 1 て (1 ) 

key = argYv[ 11: 

if ((p = (ELM *)bsearch(&key, (char *)tab1e, 
MAX, sizeof(ELM) , compare ) ) == NULL ) 
printf( "not found\n" ) : 

else 
printf("%s: %s\ ま mn" 。 p->name1 , p->name2 ) : 


int Compare(char **※key, ELM *e]1m) 


return (stromp(*key, e1m->key ) ) : 
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b_setdat コー 


書 式 | #include <basic0.h> 


void b setdate(s) : 
char *s: /* 日 付 を 表す 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | シス テム クロ ッ ク の 日 付 を 設定 し ます 。 
s が 指す 文字 列 は “87/09/30" の よう な 形式 で 指定 し て くだ きい 。 


測 
応 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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rD-Settime ーーーー と zaー」 


書 式 | #include <basic0. h> 


void b settime(s) : 
char *s: /* 時 刻 を 表す 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | シス テム クロ ッ ク の 時 刻 を 設定 し ます 。 
Ss が 指す 文字 列 は “21 : 56 : 30" の よう な 形式 で 指定 し て くだ さい 。 


測 
記 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


D_SDaCe 本 


書 式 | #include <basic0. h> 


char *b spaceS(s, n) : 
char *s: /* 作成 し た 文字 列 を 格納 する 領域 へ て の ポ イン タ */ 
intn: /* 文字 数 */ 


機 能 | s の 指す 領域 に 、n 文字 の 空白 文 字 か ら な る 文字 列 を 作成 し ます 。 
n に 256 以上 の 値 を 指定 する と 、n は 0 と みな され ます 。 
n に 0 を 指定 する と 、 長 さき が 0 の 文字 列 ( 空 文字 列 ) を 作成 し ます 。 
s が 指す 領域 は 、 最 低 256 バイ ト 以 上 な けれ ば な り ま せん 。 


戻 り 値 | 作成 し た 文字 列 s へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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書 式 | #include <basic0. h> 


void b sprint(s) : 
char *s: /※* 表示 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | s が 指す 文字 列 を テキ スト 画面 に 表示 し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


_D-Straddーーーーー と zaー」 


書 式 | #include <basic0. h> 


char *b stradd(s, s1, Ss2, ・・・・,。 一 1) : 
char *s: /* 連結 し た 文字 列 を 格納 する 領域 へ て の ポイ ンタ */ 
char *s1: /* 文字 列 へ て の ポインタ ※*/ 
char *s2: /* 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | 複数 の 文字 列 を 連結 し た 文字 列 を 作り ます 。 
連結 し た 文字 列 の 長 る が 255 文字 以上 に な る 場合 は 、255 文字 まで 連結 し 、 そ れ 
以降 の 文字 は 連結 る きれ ませ ん 。 
s が 指す 領域 は 、 最 低 256 バ ば イト 以上 な けれ ば な り ま せん 。 
引き 数 の 最後 に は 、 こ れ 以 上 連結 する 文字 列 が な いこ と を 表す 一 1 を 指定 し ま 
す 。 


測 
記 


連結 し た 文字 列 へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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b_strchr, b_strrchr, 


ーstrtok 1 ンカ リー 
#include <basic. h> 


int b strchr(str, ch) : 
int b strrchr(str, ch) : 
char *Db strtok (str1, str2) : 


char *str,*str1, * ネ Str2: 


char ch: 


機 能 | b strchr は 、str の 中 の 最初 に みつ か っ た ch の 位置 を 求め ます 。 
b strrchr は 、str の 中 の 最後 に みつ か っ た ch の 位置 を 求め ます 。 
b strtok は 検索 文字 集合 str2 に 含ま れる 文字 の いずれ か 1 つの 文字 を str1 か ら 
探し 、 み つか っ た 位置 まで の 文字 列 を 求め ます 。 
b strtok の 2 回 目 以降 の 呼び 出し で 、str1 に 長き 0 の 文字 列 を 指定 する と 、 前 
回 の 続き か ら 検索 し ます 。 
この と き 、 検 索 文字 集合 は 前 回 と 異な る 文字 集合 を 指定 し て も か まい ませ ん 。 


BASIC の strchr, strrchr, strtok が それ ぞ れ 展開 され た も の で 、C の 標準 ライ ブ 
ラリ に ある strchr, strrchr, strtok と は 仕様 が 異な り ま す 。 

b strtok は 、 内 部 の 静 的 な 領域 へ て の ポイ ンタ を 返し ます の で 、 返 され た ポイ ン 
タ が 指す 領域 を 書き 変え て は いけ ませ ん 。 

また だ 、str1 に 長き が 0 で な い 文 字 列 を 指定 する と 、 以 前 に 返さ れ た 文字 列 は 失 
われ ます 。 


戻 り 値 | bstrchr,b strrchr は 、ch の 見 つか っ た 位置 を 返し ます 。 
見 つか ら な いと き は 一 1 を 返し ます 。 
b strtok は 、 見 つか っ た 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 
見 つか ら な いと き は 、 長 き が 0 の 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


書 式 | #include <basic0. h> 


int b strcmp(str1, op, str2) : 


void b strncpy (num, str1, str2) : 


char *str1, *str2 ・ 


int op, num : 


機 能 | b strcmp は 、2 つの 文字 列 str1, str2 を 比較 し 、 指 定 さ れ た 比較 条件 が 成り 立つ 
か どう か 調べ ます 。 
BASIC の 文字 列 比 較 (Gif a$ <"abc" な ど ) が 展開 され た も の で 、C の ライ ブラ 
リ に ある strcmp と は 仕様 が 異な り ま す 。 
< く 三 や く な どの 記号 は 、op に わた だ され ます 。 
OP に 指定 で きる 条件 は 以下 の と お り で す 。 


* 三 ” (Ox3d20) 等 し い 

"ニー' (0x3d3d) 等 し い 

* く >” (0x3c3e) 等 し て な い 

"> く ” (0x3e3c) 等 し て な い 
1ー” (0x213d) SL が ない 

"> ニテ" (0x3e3d) 大 きい か 等 し い 
ニッ >” (Ox3c3e) 大 きい か 等 し い 
"< 三 ' (Ox3c3d) 小さい か 等 し い 
ご で "(Ox3d8e) 小さ いか 等 し い 
"< ” (0x3c20) 小さ い 

"> ” (Ox3e20) 大 きい 


b strncpy は 、 コ ピー する 文字 数 士 1 を num に 指定 し て 、 文 字 列 str2 を 文字 列 
SI だ ラビ ピー し まず す 。 

str1 が 指す 領域 は 、num で 示す バイ ト 数 の 領域 が 必要 で す 。 

num に は 、 文 字 列 の 終り を 示す ' 学 0' を 含め た 文字 数 を 指定 する の で 、 通 常 は 
sizeof (str1) の よう に 指定 し ます 。 

num に 0 を 指定 する と 、str1 の 文字 列 は 変化 し ませ ん 。 

また 、1 を 指定 する と 、str1 の 文字 列 の 長き が 0 に な り ま す 。 

BASIC の 文字 列 代 入 (a$= ニ "abc” な ど ) が 展開 され た も の で 、C の 標準 ライ ブ 
ラリ に ある strncpy と は 仕様 が 異な り ま す 。 


ーー 


戻 り 値 | bstrcmp は 、 比 較 の 結果 、op に 指定 され た 条件 が 成立 し た 場合 は 0 以外 を 返 
し 、 不 成立 の 場合 は 0 を 返し ます 。 


結果 戻り 値 
成り 立つ 0 以外 
成り 立た な い 0 


b strncpy は 、 戻 り 値 は あり ませ ん 。 
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b_strf 


書 式 | #include <basic0. h> 


レベ ル 3 


char *b strfS(s, f) : 
char *s: /* 文字 列 格 納 領域 て の ポイ ンタ */ 
double f: /* 浮動 小数 点数 値 */ 


機 能 | 浮動 小数 点 値 f を 文字 列 に 変換 し 、s が 指す 領域 に 格納 し ます 。 


変換 する 数 値 が 負 の 数 の と き に は 、 負 の 符号 が つき ます 。 
s が 指す 領域 に は 、 最 低 23 バイ ト 以 上 の 領域 が 必要 で す 。 


戻 り 値 | 変換 し た 文字 列 s へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 


EUPAS) 


レベ ル 3 


書 式 | #include <basic0. h> 


char *b striS(s, n) : 
char *s: /※* 文字 列 格納 領域 てく の ポイ ンタ */ 
intn: /* 整数 値 */ 


機 能 | 整数 値 n を 文字 列 に 変換 し 、s が 指す 領域 に 格納 し ます 。 
変換 する 数 値 が 負 の 数 の と き に は 、 負 の 符号 が つき ます 。 
Ss が 指す 領域 に は 、 最 低 13 バイ ト 以 上 の 領域 が 必要 で す 。 


戻 り 値 | 変換 し た 文字 列 s へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
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b_strin9 


書 式 | #include <basic. h> 


レベ ル 3 


char *b stringS(s, i, st) : 

char *s: /* 文字 列 格納 領域 て の ポイ ンタ */ 
int i: /* 並べ る 文字 数 */ 

char *st: /* 該当 文字 格納 領域 て の ポイ ンタ */ 


機 能 | 文字 列 st で 指定 し た 文字 列 の 先頭 1 文字 を 、 文字 分 並べ た 文字 列 を 作成 し 、s 
が 指す 領域 へ 格納 し ます 。 
BASIC の string$ が 展開 され た も の で す 。 
i に 256 以上 を 指定 する と 、i は 0 と みな され ます 。 
i に 0 を 指定 する と 、 長 き が 0 の 文字 列 ( 空 文字 列 ) を 作成 し ます 。 
s が 指す 領域 は 少な てく と も 256 バイ ト な けれ ば な り ま せん 。 


戻 り 値 | 作成 し た 文字 列 s へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 


JZ5 
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書 式 
機 能 
戻 り 値 


#include <basic0. h> 


char *b timeS(s) : 
char *s: /* 時 刻 設 定 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


レベ ル 3 


ジス テム クロ ッ ク の 時 刻 を “tt:mm:ss” の 形式 の 文字 列 に し て 、s が 指す 領域 


に 格納 し ます 。 


作成 し た 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


LTD-tpaletーーーーーー と zaー」 


書 式 | #include <basic0. h> 


void b tpalet(p0, p1, p2, p3) : 
int p0, pl1, p2, p3: /* パレ ッ ト 属 性 */ 


機 能 | テキ スト の パレ ッ ト 色 を 設定 し ます 。 
p0 一 p3 に は ノ 2 パレ ッ ト コー ド 0 一 3 に 対す る 色 コ ユー ド を 指定 し がら 


測 


戻り 値 は あり ませ ん 。 


が 4 


書 式 | #include <basic0. h> 


void b tprint(n) : 
nt mm /*※ 放 プ スキ ッ グ 数 * ネ / 


機 能 | カー ソル の 桁 の 位置 が n よ り 小 さけ れ ば カー ソル 位置 が ロ m に な る まで スペ ー ス 
を 表示 し ます 。 
n よ り 大 きい か 等 し けれ ば 何 も 行 いま せん 。 


測 
証 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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caDS レベ ル ラ 
| 書 。 式 | #include <math. h> 


double cabs(Z): 


struct complex ※Z: 


機 能 | 複素 数 の 絶対 値 を 求め ゆま す 。 
z は 、 複 素数 を 格納 し て ある complex 型 構造 体 へ の ポイ ンタ を 指定 し ます 。 


struct complex 【 
double x, Y: 


また 、cabs は 下 の 式 と 同じ 結果 を 与え ます 。 


sqrt (z->x*※z 一 ジ x 二 2 一 y※Z 一 ) 


戻 り 値 | 複素 数 の 絶対 値 を 返し ます 。 


参照 関数 | abs, fabs, labs 
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FCalWOCーーーーーーーー ァ テー 


書 式 | #include <stdlib. h> 


Void *calloc(n, size) : 
sizetn: /* 配列 要素 の 個数 */ 
size t size: /* 配列 要素 の サイ ズ */ 


機 能 | 各 妥 素 の 大 きる が size バイ ト で 、 要 素数 が n 個 の 配列 の た め の 領 域 を 割り つけ 
まま 
確 介さ れ た 配列 は 0 で 初期 化 さ れ ま す 。 


戻 り 値 割り つけ た 領域 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
領域 が 確保 びき な か っ た と き に は 、NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | free, malloc, realloc 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


FC@Iーーーーーーーーーー セ < ァ ョ ーー 


富 式 | #include <math. h> 


double ceil(x) : 


double x: 


機 能 | x よ り 小 きく な い 最 小 の 整数 を 求め ます 。 


戻 り 値 | double と し て の 整数 を 返し ます 。 


参照 関数 | floor, modf 
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FC9e【Sーーーーーーーーー セ < ラー 
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機 能 
戻 り 値 
参照 関数 


書 式 | #include <conio. h> 


char *cgets(str) : 
char *str: /* 文字 列 格納 領域 へ く の ポ イン タ */ 


コン ソー ル か ら 文 字 列 を 読み 込み 、 そ の 長き と 文字 列 を を 配列 str に 格納 し ま 
9 
str が 指す 領域 は 、 読 み 込 まれ る 文字 列 の 最大 長 二 3 バイ ト な けれ ば な り ま せん 。 


str [0] : 読み 込ま れる 文字 列 の 最大 長 
str [1] : 読み 込ま れ た 文字 列 の 実際 の 長き 
str [2] : 格納 し た 文字 列 の 先頭 位置 


cgets は 、 復 帰 改行 を 読み 込む か 指定 され た 文字 数 str [0] に 達する まで コン ソ 
ー ル か ら 入 力 さ れる 文字 を 読み 続け 、str [2] か ら 順 に 格納 し ます 。 

復帰 改行 を 読み 込む せ し 、 そ れ を ヌル 文字 ( 半 0') に 置き 換え て 格納 し ます 。 
読み 込み が 終了 する と 、str [1] に 実際 の 文字 列 の 長き を 格納 し ます 。 
読み 込ん だ 文字 列 へ くさ の ポ イン タ を 返し ます 。 


fgets, gets 


呼び 出し の 前 に str [0] に 読み 込ま れる 文字 列 の 最大 長 を 代入 し て お か な けれ | 
ば な り ま せん 。 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


円 
chd 『 レベ ル 2 
書 式 | #include <direct. h> 


int chdir (pathname) : 
char *pathname: /* 変更 先 ゲ ディレク トリ 名 へ の ポイ ンタ キ */ 


機 能 | カレ ント ディ レク トリ を pathname に よっ て 指定 し た ディ レク トリ に 変更 し ま 
す 。 
pathname が 示す ディ レク トリ は 既存 の も の で な けれ ば な り ま せん 。 


戻 り 値 | 正常 終了 な ら ば 正 の 数 (0 も ) を 返し ます 。 
エラ ー な ら ば ー1 を 返し ます 。 
また 、 エ ラー が 発生 し た 場合 、errno と doserrno に を それぞれ C の エラ ー 番 号 と 
OS の エラ ー 番 号 を セ モット し ます 。 


mkdir, rmdir 
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LGS 誠一 ーーーーーー ゼ 直言 


賞 式 | #include <o. h> 


int chgfa (pathname, atr) : 
char ※*pathname: /* 属性 を 変更 する ファ イル の パス 名 へ の ポイ ンタ */ 
int atr: /* ファ イル の 属性 */ 


機 能 | pathname で 指定 し た ファ イル の 属性 を 、atr で 指定 し た 属性 に 変更 し ます 。 
atr で 指定 で きる 属性 は 以下 の 通り で す 。 
Ox01 : 読み 込み 専用 | 


組合 せ で 0x00-0x07 まで 指定 
Ox02 : 隠し ファ イル ドー 机 「- 
CS は すら 
Ox04 : シス テム ファ イル 一 
Ox08 : ボリ ュー ム ゥ 名 ーー 3 つの 中 か ら 6 1 つ だ け 指 定 し 、 
0x10 : ディ レク トリ I- きら に 上 記 の 0x00 一 0x07 と の 
Ox20 : 通常 ファ イル ーー 加算 し た 値 を 設定 し ます 。 
戻 り 値 | 正常 終了 な ら ば 0 を 返し ます 。 
エラ ー な ら ば ー1 を 返し ます 。 
プロ グラ ム 例 
#1ino1lude く stdio.h> 
#1no1ude く 1o.h> 
#define A RDO 9x91 /* 読み 込み 専用 */ 
#define A HDN 9x92 /* 隠し ファ イル */ 
#define A SYS 9x の 4 /* シス テム ファ イル *#/ 
#define A_VOL 9x08 /* Vo1ume ラ ベル */ 
#define A DIR 9x10 /* ディ レク トリ *#/ 
#define A FTL 9x20 /* 通常 ファ イル */ 
main( ) 
nt 5 1 


r = ohgfa( "\\CONFTG.SYS", A_RDOIA_FTL ) : 


+ ず (な 。 ニニ 1 の) 
puts( "成功 し まし た 。「"): 


puts( "失敗 し まし た 。「): 


el1se 
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chgft 還 
#include <io. h> 


int chgft(file, datetime) : 
int file: /* 作成 日 時 を 変更 する ファ イル の ファ イル ハン ドル ※*/ 
long datetime: /* ファ イル の 作成 日 時 */ 


機 能 | file で 指定 し た ファ イル の 作成 日 時 を 、dateimte で 指定 し た 作成 日 時 に 変更 し 
ます 。 
datetime の フォ ー マ ッ ト は 以下 の 通り で す 。 


ビッ ト 31-25 : 1980 年 か ら の 相対 年 数 (0 一 99) 
ビッ ト 24 一 21 : 月 (1 一 12) 

ビッ ト 20-16 : 日 1 一 31) 

ビッ ト 15-11 : 時 (0 一 23) 

ビッ ト 10-5  : 分 (0 一 59) 

ビッ ト 4 一 0 : 秒 /2(0 一 29) 


戻 り 値 | 正常 終了 な ら ば 0) を 返し ます 。 


エラ ー な ら ば ー1] を 返し ます 。 
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5 


プロ グラ ム 例 
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#1no1ude 
#inolude 
#1no1ude 
#inc1ude 
#ino1ude 


main() 


【 


く stdio,h> 

く time,h> 

く 1o.h> 

く font1 .h> 

く stat.h> 
struot tm *mp 
time tt tp: 
1ong datetimei 
1nt 委 5 
char pktime[6]: 


tp = time(NULL ) : 
mp = ooa1]time(&tp ゎ ) : 


pktime[ の 9] = mp->tm year - 80: 
pktime[1] = mp->tm mon + 1: 
pktime[2] = mp->tm mday: 
pktime[3] = mp->tm hour: 
pktime[4] = mp->tm min: 
pktime[5] = mp->tm seo: 


datetime = ftpaok(pktime ) 


1f ((fn = open( "まま \CONFETG.SYS", O_RDWR ) ) == 
puts(" フ ァイル が オー プン で きま せん 。") 
else { 
if (chgft(fn, datetime) == の) 
puts( "成功 し まし た 。"): 


puts( "失敗 し まし た 。") : 


close(fn) : 


else 
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書 式 | #include <basic. h> 


int child (pathname) : 
char *pathname: /* 実行 する ファ イル の パス 名 へ の ポイ ンタ ま */ 


機 能 | pathname で 指定 し た 実行 ファ イル を メモ リト 上 に ロー ド し 、 子 プロ モス と し て 起 
動 し ます 。 
戻 り 値 | 正常 終了 な ら ば 子 プ ロモ セス の 終了 コー ド を 返し ます 。 


エラ ー な ら ば 負 の 数 を 返し ます 。 


プロ グラ ム 例 
#1nolude く <stdio.h> 
#ino1ude く <std1ib.h> 
#1inc1ude <basio.h> 
main( ) 
{ 

3 すず (GR3TG( "oo。 受 ) く の ) 【 
puts(" エ ラー"): 
exit(1): 

] 

else 
ex ュ t( の ) : 
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chkml レベ 3 


書 式 | #include <stdlib. h> 


1ong chkml( ) : 


機 能 | 未 使用 メモ リブ ロッ ク の 最大 サイ ズ を バイ ト 数 で 求め ゆま す 。 
戻 り 値 | メモ リサ イズ が バイ ト 数 で 返り ます 。 
メモ リ に 空き が な い 場 合 は 0 が 返り ます 。 
プロ グラ ム 例 
#1nolude く stdio.h> 
#1nolude く <std1ib.h> 
main() 
{ 
1ong 81Z6?: 
Sige = ohkm1(): 


printf( "最大 の プロ ッ ク は %19d バ イト \n",size): 
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hmod レベル ラ 


書 式 | #include <stat. h> 


#include <jo. h> 


int chmod(pathname, pmode) : 
char *pathname: /*※ モー ド を 変更 する ファ イル の パス 名 ※*/ 
int pmode: /* アク セス モー ド キ */ 


機 能 | pathname で 指定 し た ファ イル の アク セス モー ド を pmode で 指定 し た アク セス 
モー ド に 変更 し ます 。 
pmode は 、stat. h で 定義 され て いる 定数 S IWRITE、S IREAD か 、 ま だ は を 
の 2 つ を 論理 和 し た 値 を 指定 し ます 。 
他 の 値 を 指定 する と 、 ア クセ モス モー ド は 変更 し ませ ん 。 
引数 pmode に 指定 で きる 値 と その 内 容 を 以下 に 示し ます 。 


pmode の 値 内 容 
S IWRITE 書き 込み 可 

S IREAD 読み 込み 可 

S IREAD | S IWRITE 較 読み 書き と も に 可 


書き 込み 可 で な い フ ァイル は 、 読 み 出し 専用 に な り ま す 。 
Human68k で は 、S IWRITE モー ド と S IREAD | S TWRITE モー ド は 同じ 
05a 


戻 り 値 | アク モス モー ド を 変更 する こと が で きた 場合 は 0 を 返し ます 。 
エラ ー が 起き た 場合 は 一 1 を 返し 、errno に エラ ー 番 号 が モッ ト る れ ま す 。 
ENOENT は 指定 し た ファ イル を 発見 で き な か っ た こと を 表し て いま す 。 


参照 関数 | access, creat, fstat, open, stat 
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ChSIz レベ ル 2 


書 式 | #include <io. h> 


int chsize(handle, size) : 
int handle: /* 該当 ファ イル の ファ イル ハン ドル */ 
long size: /* ファ イル の 変更 す サイズ */ 


機 能 | handle で 指定 し た ファ イル の 大 きき を size で 指定 し た 大 き さ に 変更 し ます 
この 場合 、 フ ァイル は オー プン され て お り 、 か つ 書 き 込 み 可 で な けれ ば な り ま せ 
ん 。 
ファ イル を 大 きく し た 場合 に は ヌル 文字 (0) が ファ イル の 最後 に 大 きく し た 
サイ ズ 分 だ け 追 加 さ れ ま す 。 
まだ た 、 フ ァイル を 小さ くし た 場合 は 、 フ ァイル の 最後 か ら 小 さく し た 分 の デー タ 
が 削除 きれ ます 。 


戻 り 値 | ファ イル の 大 き さ る を 変更 びき た 場合 は 0 を 返し ます 。 
変更 で き な か っ た 場合 は 一 1 を 返し 、errno に 以下 の 値 が セ モット され ます 。 


errno の 値 内 容 

EACCES 指定 し た ファ イル ハン ドル は 読み 出し 専用 

EBADF ファ イル ハン ドル が 無効 男 
ENOSPC デバ イス に 空き が な い 


参照 関数 | close, creat, open 
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画 
CI CI レベ ル 3 
#include <graph. h> 


void circle (x, Y, T, D, S, 6, hV) : 
int x: /* 中 心 の XX 座標 */ 
inty: /* 中 心 の Y 座 標 */ 
intr: /* 半径 */ 

int D: /*※ フ パ レッ トコ ー ド  ※*/ 
int s: /* 開始 角度 */ 
int e: /* 終了 角度 */ 

int hv: /* 偏平 率 */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 に 円 、 円 弧 . 描画 し ます 。 


x に は 中 心 の XX 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767)。 

y に は 中 心 の Y 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767) 。 

r に は 半径 を 指定 し ます (0 一 32767)。 

p に は パレ ッ ト コ ー ド を 指定 し ます (0 一 65535) 。 

画面 モー ド に より 最大 値 が 異な り ま す 。 

S に は 円 の 開始 角度 を 指定 し ます (一 360 一 360)。 

開始 角度 に 負 の 数 を 指定 する と 中 心 点 か ら 開 始点 まで の 直線 を 描画 し ます 。 
e に は 円 の 終了 角度 を 指定 し ます (一 360 一 360) 。 

終了 角度 に 負 の 数 を 指定 する と 中 心 点 か ら 終了 点 ま で の 直線 を 描画 し ます 。 
hy に は 偏平 率 を 指定 し ます (0 一 65535)。 

0-255 で 縦 の 比率 が hy/256 に な り ま す 。 

257-65535 で 、 横 の 比率 が 256/hV に な り ま す 。 

256 で 真 円 に な り ま す 。 


測 
記 ! 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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間 細 半生 


プロ グラ ム 例 
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#1ino1ude 
#1no1ude 
#inolude 


main( ) 


{ 


く <std1ib.h> 
く basic の 9.h> 
く graph.h> 
nt 近 き 
in も 丈 。 ダ ? 
int 3 
1nt お PO 5 
nt Bt ,。 et: 
int hYj: 
D_3RS 江 (05 
scoreen(2,。 9, 1, 1 ) : 
for (1 = の 5: ii < 59 の: i++) { 
x = rand() % 768j: 
Y = rand() % 512: 
r = rand() % 200: 
po = rand() % 16: 
8 も t = 0: 
et = 360} 
bhv = 256: 
人 g 間 到 直人 @( 稀 ) が っ DGG 8 も 。 @b。 
} 
wipe( ) : 
fom (1 = 9: 1 < 509: i++) { 
x = rand() % 768: 
y = rand() % 512: 
r = rand() % 2090: 
po = rand() % 16: 
St = 60: 
Ge も = 3 
AV = 256j 
OOGL@( 到 。 。 や ) DG。 8 上, et。 
} 
wipe( ) 
for (1 = の 9: i < 599: i++) 【 
メ = rand() % 768: 
Y = rand() % 512? 
ャ r = 159: 
pc = rand() % 16: 
も = ひ > 
et = 360: 
hy = rand() % 256: 
G3mote(k。 ず 。 P。 DC。 5 も 。 e セ 。 
} 
b_exit(9): 


hyY) : 


hY) : 


hY ) : 
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clearerr, CIrerF 一 一 テッ 


書 式 | #include <stdio. h> 


void clearerr (stream) : 
void clrerr (stream) : 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ ※*/ 


機 能 | 指定 され だ た スト リー ム の エラ ー イ ンジ ケー タ お よび エン ド オ プ フ ァ イ ル 
(EOF) イン ジ ケ ー タ を リセ ッ ト し ます 。 
一 度 エ ラー イン ジ ケ ー タ が スト リー ム に セッ ト さ る され る と 、clearerr ま だ は 
rewind 関数 を 呼ぶ まで その スト リー ム に 対す る 処理 は エラ ー に な り ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | feof, ferror 
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FCIOCK 一 ーーーーーー ァ zzー」 
| 書 。 式 | #include <time. h> 


clock t clock( ): 


機 能 | プロ セス の 使用 時 間 を 得 ま す 。 
clock は 、 プ ロ セ ス の 起動 か ら の 経過 時 間 を 返し ます 。 
ある 処理 の 最初 と 最後 で clock を 呼び 出し 、 そ の 2 つの 時 点 で の 戻り 値 の 差 を 求 
め る 事 で 、 そ の 処理 に 要 し た 時 間 を 測定 する 事 が で きま す 。 
その 時 間 を 秒 単位 で 表す に は 、 マ クロ CLK TCK また は CLOCKS PAR SEC 
で 割る 必要 が あり ます 。 


戻 り 値 | プロ セス の 起動 時 か ら の 経過 時 間 を 返し ます 。 
だ だ し 、 プ ロ セ ス の 経過 時 間 が 得 ら れ な い 場 合 や 、 そ の 値 が 表現 可能 な 範囲 に な 
場合 は 、 一 1 を 返し ます 。 


プロ グラ ム 例 


二 
#1nolude く <stdio.h> 

#1inoc1ude く std1ib.h> 

#1inolude < く time.h> 


#define N_MTIN 1L 
#define N _MAX 1999960L 


main( ) 
clook _t start: 


clook _t endi 
double seoi 


1ong Sum 

1ong 引導 

1f ((start = olook( ) ) == -1) { 
printFf(" ーー 3 
eX ュ キ (1 ) 


} 

start = olook( ) : 

Sum = の: 

for (1 = N_MIN: 1] <= N_MAX: 1]++) 
Sum += 1: 

end = oloock( ) 


seo = (doub]e)(end - start) / (double)CLK _TCK: 
printf("%1d か ら %1d ま で の 和 : %1d\n", N_MTIN, N_MAX, sum): 
printf( "名 理 に 要 し た 時 間 : %g 秒 \n", sec): 
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clos レベ ル 2 
#mclude jo. hy 


機 能 


戻 り 値 


int close(handle) : 
int handle: /* クロ ー ズ する ファ イル の ファ イル ハン ドル */ 


handle で 指定 きれ た ファ イル を クロ ー ズ し ます 。 
ファ イル が 正常 に クロ ー ズ され た 場合 は 0 を 返し ます 。 


クロ ー ズ きれ な か っ た 場合 は 一 1 を 返し 、errno に EBADF が セッ ト る され ま す 。 
これ は handle が 正しく な いこ を 示し て いま す 。 


参照 関数 | creat, open 


main( in も 


{ 


プロ グラ ム 例 
#1nclude く stdio.h> 
#include く <stdlib.h> 
#inc1ude く fcnt] .h> 
#1nc1ude く 1o.h> 
#1noclude <stat.h> 


argo, Char * ネ argY[ ] ) 


char *file: 

int fn: 

Se = (amgG > ま ) 2 amgvl11 5 "Ete"s 

if ((fn = open(file, O_RDONLY ) ) == -1) { 
printf("%s を open で きま せん 。 ぎ n", fi]1e)i 
し か: あ 取 抽 像 較 衣 1 


} 
printf("%s を open し まし た 。 ま きま n",」 file): 


if (close(fn) == -1) { 
printf("%s を close で きま せん 。\n", fi1e): 
G3 世 (1)5 


} 
printf("%s を close し まし た 。 ま mn”, file): 


ex1t( の ) 
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に 科 ーーーーーーーーーーー3 介 の 


書 式 | #include <basic0. h> 


void cls( ) : 


機 能 | テキ スト 画面 を クリ ア し ます 
な お 、Db sprint (“ ぎ x0c") を 実行 し た 場合 も 同じ 結果 が 得 ら れ ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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color レベ ル 3 
| 書 。 式 | #include <basic0. h> 


void color(n) : 


intn: /* 文字 属性 */ 


機 能 | テキ スト 画面 の 文字 属性 を 設定 し ます 。 
n に は 次 の 内 容 を 指定 し ます 。 


0= 黒 8 三 時 

1 = 水色 9 三 水色 の リバ ー ス 

2 = 黄色 10 = 黄色 の リバ ー ス 

3 = 自 11 = 白 の リバ ー ス 

4= 黒 12 = 黒 

5 = 水色 の 強調 13 = 水色 の 強調 ・ リ バー ス 
6 三 黄色 の 強調 14 三 黄色 の 強調 ・ リ バー ス 
7 三 白 の 強調 15 = 白 の 強調 ・ リ バー ス 


な お 、 テ キス ト の パレ ッ ト は b tpalet 関数 で 指定 し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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onSol レベ ル 3 
| 書 。 式 | #include <basic0. h> 


void console(ys, yl fkey) : 

int ys: /*※ スク ロー ル 開 始 行 */ 
int yl: /*※ スク ロー ル 行 数 */ 

int fkey: /* ま ファ ンク ショ ン キ ー  ※*/ 


機 能 | スク ロー ル 行 の 範囲 を ys 行か ら yl 行 分 と し ます 。 
本 関数 実行 後 、 カ ー ソ ル は ホー ム ポ ボ ポジション に 移動 し ます 。 
fkey は ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 の on/off の 指定 で す 。 
0 を 指定 する と 表示 な し 、1 を 指定 する と 表示 あり に な り ま す 。 


戻り 値 は あり ませ ん 。 


測 
証 
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Contrast ーー と 


書 式 | #include <graph. h> 


void contrast(i) : 
放せ 2 が 炒 き ジ ドラ テ 光 下車 


機 能 | 画面 の ュ コン トラ スト を 0 か ら 15 の 値 で 指定 し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


プロ グラ ム 例 
#1nolude く <basic の 9.h> 
#inoTude く graph・.h> 
#define N CONT 16 
main( ) 
{ 
ュ in も 生 $ 
in も 3# 
b mi も ( ) 5 
screen(2, の, 1, 1): 
vpage(1): 


symbo1 (399, 299, "x68999", 2, 2, 2, 15, 9 の): 
Pom (3 = の 5: 1 < IN_CONT) ます キ ) 【 
contrast(N CONT - ュ - 1) 
for (}) = 9 の: J) < 5099j J++) 
H 
} 
b_exit(9) 
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LCOS, COShーーーーー ァ ラー」 


#include <math. h> 


double cos(x) : 
double cosh(x) : 
double x: 


機 能 | coS は x の コサイン を 、cosh は x の ハイ パ ボ リッ ク (双曲線 ) コサイン を 計算 
ます 。 


戻 り 値 | coo は xr の コサイン を 返し ます 。 
cosh は x の ハイ パ ボ リッ クコ サイ ン を 返し ます 。 
引数 が 不正 な 値 の 場合 は errno に EDOM が セッ ト さ きれ 返り 値 は 不定 に な り ま 
す 。 
オーバー フロ ー が 発生 し た 場合 は errno に ERANGE が モッ ト さ れ 返 り 値 は 符 
号 が 付い た HUGE VAL に な り ま す 。 
まだ た エラー 処理 は 、matherr 関数 を 使っ て 行う こと が で きま す 。 


参照 関数 | acos, asin, atan, atan2, matherr, sin, sinh, tan, tanh 
プロ グラ ム 例 


#ino1ude く stdio.h> 
#inol]ude く <math .h> 
main( ) 
doubl]1e xi 
nt 電 1 
DO (ふせ 詞 323 ii <= ニ 323 ユキ) 【 
x = (double)i / 19.0: 
printf( "cos(%+4.1f ) = %g\n", x, oos(x) ) : 
} 
お O ( 知 ご ーー9 の 3 きま ぐ = 32: さき |) 


x = (double)i / 19.0: 
printf( "oosh(%+4.1f) = %g\n"', x, oosh(x) ) : 
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cprinf 2 
| 書 。 式 | #include <conio. by 


int cprintf(format string [, argument…]) : 
char *format string: /* 書式 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | format string で 指定 し た 書式 に 従っ て 出力 を 変換 し コン ツー ル に 出力 し ます 。 
format string に 続く 引数 は 書式 に 従っ て 変換 きれ 出力 され ます 。 
format string の 書式 と 機能 は printf 関数 と 同じ で す 。 
詳細 に つい て は 、printf 関数 を 参照 し て くだ きい 。 
な お ぉ 、cprintf は fprintf, printf 関 数 と 異な り 、 改 行 (\n) を 復帰 改行 ( ぎ m ぎ n ) 
に は 変換 し ませ ん 。 


戻 り 値 | 出力 し た 文字 数 を 返し ます 。 
参照 関数 | fprintf, printf, sprintf 
プロ グラ ム 例 


#1no1ude く conio.h> 


main( ) 


cprintf( "he11o\r\n" ) : 
cprintf ("Yor1d\r\n" ) 


cprintf("he11o\n" ): 
cprintf( "wor1d\n" ) : 


Cprintf ("まま 到 学 n" ) 


oprintf ( " [ %d ] ま r\m" , 10) : 
cprintf("[%s] ま r\n", "string" ) : 
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FCDUtS 一 ーーーーーー セ ラー 
#include <conio. h> 


int cputs(str) : 
char *str: /* 出力 文字 列 を 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | 文字 列 str を コン ツー ル に 出力 し ます 。 
だ だ し 文字 列 の 未 尾 は ヌル 文字 ( 壮 0) で な く て は な り ま せん 。 
また 改行 文字 ( ぎ nm) を 、 復 帰 改 行 ( 生 rn) に 変換 し ませ ん 。 
正しく 復帰 改行 し た い 場 合 は 、 壮 r\n と し て 下 き い 。 


戻 り 値 | 正常 終了 し た と き は 、0 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 、0 以外 を 返し ます 。 


参照 関数 | putch 


プロ グラ ム 例 


#inoc1ude く conio,h> 


matin() 


cputs( "he11o\r\n" ) : 
oputs ("wor1d\ ャ \n" ) 


cputs( "he11o\n" ) : 
cputs( "wor1d\n" ) : 
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creat レベ ル う 


書 式 | #include <io. h> 


#include <stat. h> 


int creat(pathname, pmode) : 
char *pathname: /* 作成 する ファ イル の パス 名 へ の ポイ ンタ ※*/ 
int pmode: /* ま アク セス モー ド ※*/ 


pathname で 指定 し た ファ イル が 存在 し な い 場 合 は 、 新 し い フ ァイル を pmode 
で 指定 し た アク セス モー ド で 作成 し ます 。 

pathname で 指定 し た ファ イル が すでに 存在 し 、 ア クモ スモ ー ド が 書き 込み 可 の 
場合 は 、 既 存 の ファ イル の 内 容 を 削除 し て 、 書 き 込 み 用 に オー プン し ます 。 
pmode は stat. h で 定義 され て いる 定数 S IWRITE、S IREAD か 、 ま だ は その 
2 つ を 論理 和 し た 値 を 指定 し ます 。 

pmode の 値 と を の 内 容 に つい て は chmod を 参照 し て くだ さい 。 


ファ イル が 正しく 作成 きれ た 場合 は 、 作 成 し た ファ イル の ファ イル ハン ドル を 返 
し まま 。 
正しく 作成 きれ な か っ た 場合 は 1 を 返し 、errno に 以下 の 値 が モッ ト る され ます 。 


errno の 値 内 容 


EACCES | 生計 し ドラ アイ オル は す て に 科 征 し 、 醒 沙 軸 し 音 取 の フィ 
イル 、 ま だ た は ディ レク トリ 


EMFILE ファ イル ハン ドル が な い 


ENOENT 2 ス 名 が みつ か ら な い 


ee 


参照 関数 | chmod, close, open 
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書 式 | #include <image. h> 


void crt(screen sw) : 
char screen SW: /* 切り 替え ん スイッチ ま */ 


機 能 | テレ ビ 、 ビ デオ 画面 の 切り 替え を 行い ます 。 
screen sw に 指定 で きる 内 容 は 次 の 通り で す 。 


: テレ ビ 、 ビ デオ の 映像 表示 

・ コン ピュ ー タ 画面 の 表示 

: テレ ビ 、 ビ デオ 映像 の コン トラ スト を 下げ て スー パー イン ポー ズ 表 示 

: テレ ビ 、 ビ デオ 映像 の コン トラ スト を 通常 に し て スー パー イン ポー ズ 表 
の 


CS トビ OO 


本 関数 の 実行 前 に 、screen 関数 に より 低 解 像 度 モ ー ド (512X512、 ま た は 256X 
256) に し て お く 必 要 が あり ます 。 

な お 、crt (3) を 実行 する と 、 テ ロッ パー 機能 に より コン ピュ ー タ 画像 や スー パ 
ー イ ン ポ ボー ズ の 画面 を ビデ オォ に 録画 する こと が で きま す 。 


り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


測 
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CSCanf 半 き 


書 式 | #include <conio. h> 


int cscanf(format string [, argument…]) : 
char *format string: /* 制御 文字 列 */ 


ュ ン ツール か ら デ ー タ を 読み 込み 、format string の 書式 に 従っ て 変換 し 、 後 に 
続く argument の 指す フィ ー ル ド に 代入 し ます 。 

format string の 内 容 は scanf と 同じ で す 。 

また 引数 argument は 、format string の 各 変 換 指定 に 対応 する 型 変数 の ポイ ン 
多 で ず 。 


代入 し た フィ ー ル ド の 数 を 返し ます 。 

代入 し な か っ た フィー ルド は 含み ませ ん 。 

フィ ー ル ド に 1 つも 代入 し な か っ た 場合 は 0 を 返し ます 。 
読み 込み の 前 に 入力 が 尽き て し まっ た 場合 は EOF を 返し ます 。 


参照 関数 | fscanf, scanf, sscanf 
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画 
FCSrlInー ーー と ーー 
| 書 。 式 | #include <basic0.h> 


int csrlin( ) : 


機 能 | カー ソ ツル の 現在 位置 の Y 座標 を 得 ます 。 


戻 り 値 | カー ツル の Y 座 標 を 返し ます 。 


参照 関数 | pos 
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画 
tlm 


書 式 | #include <time. h> 


レベ ル 2 


char *ctime(time) : 


time t ※time : 


機 能 | tmet 型 の 値 の 時 刻 time を 文字 列 に 変換 し ます 。 
得 ら れる 文字 列 の 書式 は asctime 関数 と 同じ で す 。 
ctime は 内 部 の 静 的 な 領域 へ く の ポ インタ を 返し ます の で 、 返 る れ た ポイ ンタ が 指 
す 領域 を 書き 変え て は いけ ませ ん 。 
また 、 前 回 の 呼び 出し で 返さ れ た 文字 列 は 失わ れ ま す 。 
それ 以外 に も 、ctime は 内 部 で 1ocaltime 関数 を 呼び 出す の で 、 そ れ 以 前 に 呼び 
出さ れ た 、localtime 関数 で 返さ れ た 構造 体 の 内 容 も 失わ れ ま す 。 


戻 り 値 | 変換 し た 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 


参照 関数 | asctime, ftime, gmtime, time 
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書 式 | #nclude <time. h> 
double dfftime(time1, time2) : 
time t timel: /* 引か れる 値 */ 
time t tme2: /* 引 〈 値 */ 

機 能 | time1l か ら 6 time2 を 引い た 時 間 を double で 返し ます 。 
time t 型 の 時 間 情 報 は 、 そ の まま 引き 算 す る 事 が で き な い の で 、 こ の difftime 
関数 を 用 いて 時 間 差 を 求め 、double で 得る こと が で きま す 。 

戻 り 値 | timel か ら time2 を 引い た 時 間 を double で 返し ます 。 

プロ グラ ム 例 

#inc1ude く stdio.h> 
#1no1ude く time.h> 
main( ) 


( 


time tt time1: 

time t time2: 

double diffx: 

1nt > 

time(&time2 ) : 

fo (1 = 0) 1 < Ox2PT ギ 了 : ュ ++) 


3 
time(&time1 ) : 
diff = diff げ time(time1, time2 ) : 
printf("%g 秒 \n" , diff ) : 


レベ ル 2 


IV 
書 式 
機 能 
戻 り 値 
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レベ ル 2 


#include <stdlib. h> 


div t div(number, denom) : 
int number: /* 割ら れる 値 */ 
int denom: /* 割る 値 */ 


number を denom で 割っ た 商 と 余り を 、div t 型 の 構造 体 と し て 返し ます 。 

div は 符号 付き 整数 の 除算 を 行う 場合 に 、 処 理系 の 違い に よる 結果 の 相違 を 解消 
する た だ ため に 用 意 き る きれ て いま す 。 

div {構造 体 は 、 符 号 付 き 整数 2 つ を メン バ に 持つ 構造 体 で 、stddefh で 以下 の 
よう に 型 宣言 され て いま す 。 


typedef struct { 
int quot : 
int Temn : 
CHY Ws 


number を denom で 割っ た 商 と 余り を div t 型 の 構造 体 と し て 返し ます 。 
戻り 値 は 、 構 造 体 の 実体 で ある 事 に 注意 し て 下る い 。 
構造 体 の メン バ quot に は 商 が 、 メ ン バ rem に は 余り が 返り ます 。 


参照 関数 | ldiv 


プロ グラ ム 例 
#1nclude く gtdio.h> 
#1noclude く <std1ib.h> 
main() 


div も anSi 


in も num 
nt denomi 
For (num = -19: num <= 1 の: num++) 【 
for (denom = -19: denom <= 19: denom++) { 
if (denom != 9) { 
anSs = diY(num, denom) : 


printf("%d / %d = %d 余り %d\n", 
num, denom, an8.quot, anS・.rem) 
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dqsort fqsort Ilqsort sqsort 


qsort レベ ル 2 
書 式 | #include <stdlib. h> 


void dqsort(da, n) : 
double *da: /* ソー ト す る 配列 へ て の ポ イン タ (double 型 ) */ 
intn: /* 配列 の 要素 数 */ 


void fqsort(fa, n) : 
float *fa: /*※ ソー ト す る 配列 へ の ポイ ンタ (float 型 ) */ 
intn: /* 配列 の 要素 数 */ 


void 1qsort(]a, n) : 
long *※la: /*※ ソー ト す る 配列 へ の ポイ ンタ (long 型 ) */ 
intn: /* 配列 の 要素 数 */ 


void sqsort(sa, n) : 
short *※sa: /*※ ソー ト す る 配列 へ の ポイ ンタ (short 型 )  */ 
intn: /* 配列 の 要素 数 */ 


void tqsort(ta, n) : 
char *※*ta: /*※ ソー ト す る 配列 へ て の ポイ ンタ (ポイ ンタ 型 )  */ 
intn: /* 配列 の 要素 数 */ 


機 能 | ソー ト を 行い ます 。 
dqsort は double 型 、fqsort は float 型 、1qsort は 1ong 型 、sqsort は short 型 、 
tqsort は ポイ ンタ 型 の 配列 も を それぞれ ソー ト し ます 。 


注 : この 他 に 文字 列 も ツー ト す る 関数 し し て 、strsrt が あり ます 。 
strsrt の 機能 は tqsort と 同じ で す が 、 バ ブル ソート ア ル ゴ リ ズム を 用 いて 
いる の で 、 サ イズ の 小さ い 配 列 に 対し て 効果 的 で す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | strsrt 
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SKf レベ ル 3 


書 式 | #include <basic. h> 


int dskf(drive no) : 
int drive no: /* ドラ イブ 番号 */ 


機 能 | drive no で 指定 し た ドラ イブ の ディ スク の 空き 容量 を 調べ ます 。 
drive no の 指定 で きる 内 容 は 次 の 通り で す 。 


0 3 みみ 攻 多 トド ライ ジグ 
1 2 ドラ イジ A 
2 ドラ イジ B 


戻 り 値 | ディ スク の 空き 容量 を バイ ト 数 で 返し ます 。 
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taSC レベ ル 2 


書 式 
機 能 
戻 り 値 


#include <jo. h> 


char *dtasc(date) : 
int date: /* 文字 列 に 変換 し た い 日 付 情報 */ 


date で 指定 され た 日 付 情報 を 文字 列 に 変換 し ます 。 
date の 内 容 は 以下 の 通り で す 。 


ビッ ト 15-9 : 1980 年 か ら の 相対 年 数 (0 一 99) 
ビッ ト 8~5 : 月 (1 一 12) 
ビッ ト 4 一 0 : 日 1 一 31) 


date の 形式 は 、dtcny 関数 の 戻り 値 と 同じ 形式 で す 。 
得 ら れる 文字 列 は 11 文字 び で 、 フ ォ ー マ ッ ト は 以下 の よう に な り ま す 。 


86-09-29 ぎ 0 
dtasc は 、 内 部 の 静 的 な 領域 へ く の ポ イン タ を 返し ます の で 、 返 され た ポイ ンタ が 
指す 領域 を 書き 変え て は いけ ませ ん 。 


また 、 前 回 の 呼び 出し で 返さ れ た 文字 列 は 失わ れ ま す 。 


正常 終了 な ら ば 、 変 換 し た 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 
エラ ー な ら ば NULL を 返し ます 。 
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プロ グラ ム 例 


リフ ァ レ ンス 


#1include <stdio.h> 
#1nc1ude く o.h> 
#1inc1ude く focnt] .h> 
#1nc1lude く <stat .h> 
main( ) 
{ 

char * ネ や : 

ュ int fn : 

1ong datetimei 


fn = open( "\ ぎ CONFTG.SYS" , O_RDWE ) : 
datetime = getft(fn) 


printFf ("日付 : %s\n", pp) 
if ((p = tmaso(datetime & OxfffTf ) ) 
printf( "時 刻 : %s\n", p) 
close(fn): 


if ((p = dtasc(datetime >> 16) ) != NULL ) : 


!= NULL ) 
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書 式 | #include <o. h> 


参照 関数 


int dtcny(datestr) : 


char *datestr: /* 変換 し た い 日 付 文字 列 


レベ ル 2 


datestr で 指定 され た 文字 列 を 日 付 情報 に 変換 し て 、 そ の 値 を 返し ます 。 
指定 する 文字 列 は 11 文字 び で 、 フ ォ ー マ ッ ト は 以下 の ょ うに 指定 し ます 。 


86-09-29\0 


datestr の フォ ー マ ッ ト は 、dtasc 関数 の 戻り 値 と 同じ フォ ー マ ッ ト で す 。 


正常 終了 な ら ば 、 以 下 に 示す 形式 で 日 付 情報 を 返し ます 。 


ビッ ト 15-9 : 1980 年 か ら の 相対 年 数 (0 一 99) 


ビッ ト 8-5 : 月 (1 一 12) 
ビッ ト 4 一 0 : 日 (1 一 31) 


エラ ー な ら ば 、 負 の 数 を 返し ます 。 


dtasc 


プロ グラ ム 例 


#1nolude 
#ino1ude 
#1no1lude 
#inolude 


main( ) 


く <stdio.h> 
く o・.h> 

く font1 .h> 
く stat.h> 


int m? 

in も datetime: 
in も t date 

int timei 


if ((date = dtonv( "99-93-14")) < 9) 
printf(" エ ラー\n" ) : 

if ((time = tmonv("12:39:99")) < 9) 
printf(" エ ラー\n" ) : 


datetime = ((date << 16) | time): 
fn = open( "\ ま ぎ \ ぎ CONFTG.SYS" ,。 O_RDWR) : 


chgft(fn, datetime ) : 
close(fn) : 
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書 式 | #include <o. h> 


int dup (handle) : 
int handle: /* ま ファ イル ハン ドル ※*/ 


int dup2 (handle1, handle2) : 
int handlel: /* ファ イル ハン ドル ま ※*/ 
int handle2: /* 新た に 割り あて られ る ファ イル ハン ドル ※*/ 


機 能 | 現在 オー プン きれ て いる ファ イル の ファ イル ハン ドル を コピ ー し て 、 新 し い フ ァ 
イル ハン ドル を 作成 し ます 。 
も と の ファ イル ハン ドル と 新しい ファ イル ハン ドル は 、 同 じ フ ァイル ボイン タ を 
共有 し ます の で 、 ど ちら の ファ イル ハン ドル を 使っ て も か まい ませ ん 。 
また ファ イル の アク セス モー ド は 変化 し ませ ん 。 
dup2 は 、handle2 が handle1 と 同じ ファ イル を 参照 する よう に し ます 。 
handle2 が オー プン され て いる と き は 、 ま ず ク ロー ズ に し た 後に 行い ます 。 


戻 り 値 | dup の 場合 、 新 し い フ ァイル ハン ドル を 返し ます 。 
dup2 の 場合 は 、 正 の 数 (0 も ) で 正常 終了 、 一 1 で エラ ー で す 。 


正確 に は 、 複 写 先 の ファ イル ハン ドラ (2 番目 の パラ メー タ の 内 容 ) を 返し ま 
す 。 


参照 関数 | close, creat, open 
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ili 


プロ グラ ム 例 


#1no1ude く stdio.h> 
#1no1ude く std1ib.h> 
#inc1ude く font1 .h> 
#1no1ude く stat.h> 
#1no1ude く o.h> 
main( ) 
{ 
int 1 
nt fn2: 
if ((fn1 = open( "dup.c" 。 O_TEXTIO_RDWR) ) == -1) { 
printf( "open 失 敗 \n" ) : 
e ヌ ュ 1 も (1 ): 


} 
printf( "open %d\n", fn1): 


3 (《En2 = dp(fn1)) == =1) 【{ 
printf("dup() 失 敗 \n"): 
eX ヌ ュ (1 ) : 


} 
printf( "dup %d\n",。 fn1 ) : 


1f ((fn2 = dup2(2, fn1 ) ) == -1) { 
printf( "dup2( ) 失 敗 \n" ) : 
広 1 も (1 ) 3 


} 
printf( "dup2 %d\n", fn2): 
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C レベ ルク 2 
#include <stdlib. h> 


char *ecvt(value, ndigits, decptr, signptr) : 
double value: /* 変換 すべ き 浮 動 小 数 点 値 */ 
int ndigits: /* 文字 列 の 桁 数 */ 

int *decptr: /* 小数 点 位置 を 返す ポイ ンタ */ 
int *signptr: /* 符号 を 返す ポイ ンタ */ 


機 能 | 浮動 小数 点 値 value を 、ndigits で 指定 し た 桁 数 の 文字 列 に 変換 し ます 。 
生成 され た 文字 列 の 末尾 に ヌル 文字 " 壮 07 を つけ 加え を ます 。 
value の 桁 数 が ndigits の 桁 数 より 大 きい 場合 は 四捨五入 きれ 、 小 さい 場合 は 文 
字 列 の うし ろ に 0 を つけ ます 。 
decptr は 、 小 数 点 の 位置 を 示す 整数 値 で 、0 また は 負 の 数 字 の 場合 は 小数 点 が 左 
端 に ある こと を 示し ます 。 
signptr は 、 数 値 の 符号 を 示す 整数 値 で 、0 の 場合 は 正 の 数 、0 以外 の 場合 は 負 の 
数 で ある こと を 示し ます 。 
文字 列 に 変換 で き な か っ た 時 は 、 長 さ が 0 の 文字 列 に し ます 。 
ecvt は 、 内 部 の 静 的 な 領域 へ く の ポ イン タ を 返し ます の で 返さ れ た ポイ ンタ が 指 
す 領 域 を 書き 変え て は いけ ませ ん 。 
また 、 前 回 の 呼び 出し で 返さ れ た 文字 列 は 失わ れ ま す 。 
な お 、printf な ど で も 、9%e、%E の 書式 指定 を 使用 する と 、ecvt が 呼び 出る れ 
る の で 、 を それ 以前 に ecvt で 返さ れ た 文字 列 は 失わ れ ま す 。 


戻 り 値 | 変換 きれ た 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 


参照 関数 | atof, fcvt, gcvt 
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for (n = 1 n <= 1 の 5) n++) 
buf = eocvt(PT / n, 


プロ グラ ム 例 
#inoc1ude く stdio.h> 
#ino1ude く std1ib.h> 
#define PT 3.1415926535897932385 
main( ) 
{ 
ュ in も deoi 
nt S1gni 
char *buFf : 
ュ int n? 


{ 
19, &deo, &sign ) : 


sub(buf, deo, sign) 


sub(ochar *buf , int deo, int sign ) 


{ 


ュ int 導 
1nt 3 
(sign == 9 の) ? putohar( ?+) ) 
if (deo > 9) 
n = deoi 
else 
上 13 
まね 中 【 ご の > も METS] 8 " 攻 9 の ?5 
まま 電 あ 全 ご 委 】 


putohar(? 。 
putohar( buf[i] ) 


} 

if (deo <= 9) 
printf("e%d", dec 

putchar( !\n) ) 


・ putohar(!ー) ) 5 
5 ふ ++ キ ) 【 
2)3 
ー 1): 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


Of レベ ル 2 
書 式 | #include <io. h> 


int eof(handle) : 
int handle: /* 調べ で た い フ ァイル の ファ イル ハン ドル */ 


機 能 | handle で 指定 され る ファ イル が 、 エ ンド オプ ブフ ァイル (EOF) に 達し て いる か 
どう か を 調べ ます 。 


戻 り 値 | 現在 の 状態 が エン ド オ ブフ ァイル (EOF) 状態 で ある 場合 は 1 を 返し 、 そ う で 
な けれ ば 0 を 返し ます 。 

エラ ー が 起き た と き は 、 一 1 を 返し errno に EBADF が モッ ト る れ ま す 。 
EBADF は ファ イル ハン ドル が 適切 で な いこ と を 示し ます 。 


参照 関数 | clearerr, feof, ferror 
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II Ii ii モテ エイ 


プロ グラ ム 例 


#1noc1ude く stdio,h> 
#ino1ude <std1ib.h> 
#1noc1ude く font1 .h> 
#inoclude く <stat。h> 
#1no1ude く io.h> 
#define STZE 16 


main( 1nt argo, char *argY[ ] ) 
{ 
char buf [STZE] : 


char *f1]1ei 

ュ int fn 

1nt n 

まま 凡人 る ご (BaDMG み 1) ? apgVvE313 : "431e" ぅ 

if ((fn = open(file, O_RDONLYIO_BINARY ) ) == -1) [{ 
printf("oan't open %s\n",。 fi]e): 
exit(1) : 


} 

whi1e (!eof(fn)) { 
n = read(fn, buf, S1ZE) : 
printf("%d bytes readed,\n", pn) 


close(fn): 
ex1t( 90): 
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execl, execle, execlp, exeCclDe, 


GXGCV, GXGCVG, GXGCVD, GXeGCVDG レベ ルク 
書 式 | #include <process. h> 


int execl(pathname, arg0, arg1…argn, NULL) : 


int execle(pathname, arg0, arg1…argn, NULL, envp) : 
int execlp(pathname, arg0, arg1…argn, NULL) : 
int execlpe(pathname, arg0, arg1…argn, NULL, envp) : 


int execv(pathname, argv) : 


に 3 


int execve(pathname, argV, envD) : 


3 


int execvpe(pathname, argV, envD) : 


て 


execvp(pathname, argy) : 

char *pathname: /* 実行 ファ イル の パス 名 へ の ポイ ンタ ※*/ 
char *arg0, *arg1, …, *※argn: /* 引数 へ の ポイ ンタ リス ト ※*/ 
char *argv [| : /* 引数 へ の ポイ ンタ 配列 */ 

char ※envD [| : /* 環境 へ の ポイ ンタ 配列 */ 


in 


機 能 | 新しい 子 プ ロモ セス を 起動 し て 制御 を 移し ます 。 
メモ リ 内 で は 新しい 子 プ デ ロ セ モス は 、 呼 び 出 し た プロ セス の 次 に ロー ド る れ ま す 。 
この た め 、 ロ ー ド が で きる だ け の メモ リ 領 域 が 必要 で す 。 
pathname は 子 プ ロモ ス の ある ファ イル 名 の パス 名 を 指定 し ます 。 
2 ス 名 に 拡張 子 が あれ ば 、 を その 拡張 子 で 探し ます が 、 指 定 が な けれ ば 、“X”" フ ァ 
イル を 探し ます 。 
パス 名 が ピリ オド で 終わ っ て いる 場合 は 、 拡 張子 の な い フ ァイル を 探し ます 。 
引数 は その まま 、 新 し い プ ロ セ ス に わ だ た さる され ます 。 
パス 名 と 引数 あわ せ て 255 バイ ト ま で で 指定 し ます 。 
文字 列 末 の ヌル 文字 も この バイ ト 数 に 含ま れ ま す の で 注意 し て くだ きい 。 
引数 と し て 、 最 小 限 、arg0 か argv [0] は わた さる な く て は な り ま せん 。 
execl、execle、execlp お よび execlpe (関数 に "1" の つく も の ) は 、 引 数 を ポイ 
ンタ の リス ト で わた し ます 。 
arg0 は 使用 きれ ませ ん 。 
execv、 execvD、execve お よび execvpe (関数 に "vV" の つく も の ) は 、 引 数 を ポ 
イン タ の 配列 で わた し ます 。 
argv [0] は 使用 きれ ませ ん 。 
execle、execlpe、execve お よび execvpe (関数 "e" の つく も の ) は envp 引数 
で 環境 設定 の リス ト を わた し 、 環 境 を 指定 し ます 。 
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MJR 


envpD は 文字 列 を 指す ポイ ンタ の 配列 で 、 各 文字 列 は 、 
NAME = yalue 


le ま 4 の Na 

ここ で 、NAME は 環境 変数 名 で 、value は その 値 で す 。 

envp が NULL の 場合 、 親 プロ セス の 環境 を 引き 継ぎ ます 。 
execlp、execlpe、execvD お よび execvpe (関数 に "p" の つく も る の) は 、path 環 
境 変数 び ど デ ィ レ クト リ の 指定 が で きま す 。 


戻 り 値 | 正常 終了 し た 場合 は 正 の 数 (0 も ) を 返し ます 。 
これ は 起動 し た プロ セス の 終了 コー ド で す 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 一 1 を 返し ます 。 
その 場合 errno に 下記 の 値 が セ モット され ます 。 


| errno の 値 内 容 


引数 リス ト が 256 バイ ト を 超え て いる 


E2BIG 
EMFILE オー プン ファ イル の 数 が 多 す ぎる 


ENOENT ファ イル まだ は パス 名 が 見 つか ら な い 


ENOEXEC 指定 の ファ イル が 実行 び でき ない 


ENOMEM 子 プ ロモ セス を 実行 する た め の メ モリ が 不足 し て いる 


参照 関数 | abort, exit, exit, spawnl, spawnle, spawnlp, spaWnv, SDaWnve, SDaWnYD, 


SyStem 
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プロ グラ ム 例 


リフ ァ レ ンス 


#1no1ude 
#ino1ude 
#1no1ude 


く <stdio.h> 
く <std1ib.h> 
く process・h> 


main( int argoc, Char *argY[] ) 


{ 


char 
char 
char 


*args[4] 
*envs[ 3] 
*pathname: 


pathname = argyv[1]: 


args[09] 
args[ 1]1 
args[ 2] 
args[ 3] 
enyvs[09] 
enys[ 1] 
enyvs[ 2] 


argv[9]: 

argv[ 2] 

argv[3]: 

NULL : 
"path=A : ま \ ぎ Dim まま "・ 
"1nmnC1ude=\ ま ": 
NULL : 


if (exec1(pathname, args[ の 9] , args[1], args[2], NULL ) 


printf(" 失 敗 し まし た 。\n') : 


if (execv(pathname, args) == -1) 


printf(" 失 敗 し まし た 。\n” ) : 


if (exeovs(pathname, args, envs) == -1 ) 


printf(" 失 敗 し まし た 。\n「) 


if (execvp(pathname, args) == -1) 


printf(" 失 敗 し まし た 。\n"): 


-1 ) 
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XCeDt レベ ル 2 
| 書 。 式 | #include <math. h> 


double except (type, name, arg1, arg2, retval) : 

inttype: /* 数 値 演算 エラ ー の タイ プ  */ 

char *※name: /* 例外 条件 が 発生 し た 関数 名 へ の ポイ ンタ */ 
double arg1: /* 上 記 関 数 呼び 出し 時 の 引数 */ 

double arg2: /* 上 記 関 数 呼び 出し 時 の 引数 */ 

double retval: /* デフ ォ ル ト の 戻り 値 */ 


機 能 | 標準 数 学 ラ イブ ラリ 関数 は 、 例 外 条 件 が 発生 し た と き に は matherr 関数 を 呼び 
出す よう に 作ら 5 れ て いま す が 、matherr 関数 の 呼び 出し を 簡略 化す る た め の 関 
数 と し て 、except が 用 意 さ れ て いま す 。 
exceDt は 、 パ ラメ ー タ を セッ ト し て matherr 関数 を 呼び 出し 、matherr 関数 の 
返す 値 に 従っ て 適当 な 値 を 返し ます 。 
type に は 、 数 値 演 算 エ ラー の タイ プ を 指定 し ます 。 
詳細 に つい て は 、matherr 関数 を 参照 し て くだ さい 。 
name に は 、 例 外 条 件 が 発生 し た 関数 名 を 格納 する 文字 列 (ヌル 文字 で 終了 ) へ 
の ポイ ンタ を 指定 し ます 。 
arg1、arg2 は 数 値 演算 関数 に 指定 され た 引数 を 保持 し ます が 、 引 数 が 1 つ で あ 
れ ば 、arg1 に 格納 され 、arg2 は 使用 きれ ませ ん 。 
retval は エラ ー が 発生 し た 数 値 演算 関数 の デフ ォ ル ト の 戻り 値 で す 。 
type, name, arg1, arg2, retval は 構造 体 exception の 各 メ ン バ に 格納 され 、 を その 
構造 価 へ の ポイ ンタ が matherr 関数 に 渡 き れ ま す 。 

を し て 、matherr 関数 か ら の 戻り 値 が 、 例 外 回 復 処理 を 行っ た こと を 示す 値 だ 
っ だ な ら ば 、 構 造 体 exception の メン バ retval か ら 値 を と り 出 し て それ を 返し 
まず 。 

例外 回 復 処理 を 行わ な か か っ だ た こと を 示す 値 ど っ た な ら ば 、 デ フォ ルト の 戻り 値 で 
ある retval を 返し ます 。 


戻 り 値 | matherr を 呼び 出し て 例外 処理 を 行い 、 そ の 結果 を 返し ます 。 


参照 関数 | matherr 
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画 画 
xit。_exit ウー 
#mclude <stdb. hy 


void exit(status) : 
void exit(status) : 
int status: /* 実 行 終了 時 の ステ ー タ ス */ 


機 能 | 実行 を 終了 る せま す 。 
exit は 、 プ ログ ラム の 終了 前 に atexit 関数 で 登録 きれ て いた 関数 を 、 登 録 し た 
順 と 逆 の 順に 呼び 出し ます 。 
た し で すべ で の パッ チア ァ を ジラ ッシュ し 、 現在 ボー デシ し て いる すべ て の ラフ デイ 
ル を クロ ー ズ し ます 。 
_exit は 何 も せ ず 、 実 行 の 終了 の み を 行い ます 。 
通常 は 、status に は 、 正 常に 終了 する 場合 は 定数 と し て 宣言 され て いる EXIT_ 
SUCCESS を 、 を う で な い 場 合 に は 定数 と し て 宣言 さま れ て いる EXIT FAILURE 
を やせ トド し まず 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | abort, atexit 


プロ グラ ム 例 
#1inc1ude <stdio.h> 
#1nclude く <sgtd1ib.h> 


main( int argo, char *argY[] ) 


char *f1i]1ei 

FTLE *fp: 

fi1e = (argoc > 1) ? argv[1] : "file": 
if ((fp = fopen(fi1e, "r")) == NULL) 【{ 


printf("oan't open %s\n", file): 
ex1i も (EXTT FATLURE ) : 
} 
(void)fc1ose(fp) 
primntf( "norma1 end\n" ): 
ex1t(EXTT _ SUCCESS ) : 
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| 久 | レベ ル 2 | 
書 式 | #include <math. h> 


double exp(x) : 
double x: /* 浮動 小数 点 値 */ 


機 能 | 自然 対数 の 底 e の x 乗 を 返し ます 。 


戻 り 値 | @ を 返し ます 。 
オォ オーバ ー フ ロー が 発生 し た 場合 、ERANGE を errno に モッ ト し ます 。 
まだ エラー 処理 は 、matherr 関数 を 使っ て 行う こと が で きま す 。 


参照 関数 | log 
プロ グラ ム 例 
#inoclude く stdio.h> 
#1inoc1ude く <math .h> 
main( ) 
doub]1e xi 
ュ in も 1 
fo* (i = -32) 1 <= 32 ぉ 3 ミキ +) 【{ 


x = (doubl1e)i / 19.9: 
printf ("exp(%+4.1f) = %g\n"', x, exp() ) : 
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faDS レニ アラ 


書 式 | #include <math. h> 


double fabs(x) : 
double x: /* 浮動 小数 点 値 */ 


機 能 | 浮動 小数 点 値 x の 絶対 値 を 計算 し ます 。 


戻 り 値 | 引数 x の 絶対 値 を 返し ます 。 


参照 関数 | abs, cabs, 1abs 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く <stdio・h> 
#ino1ude く <math.h> 
main( ) 


{ 
double Xi 
ュ int 1 


or (1 = ー325 』 く <= 32) ユ +*) 【 
x = (double)i / 19.9: 
printf( "fabs(%+4.1f) = %g\n", xx, fabs(x) ) : 
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fclose, fclosealL__。 


式 | #include <stdio. h> 


int fclose(stream) : 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ ネ / 


int fcloseall( ) : 


機 能 | fcloseall は stdin、stdout、stderr、stdaux、stdprn 以外 の オー プン 中 の スト リ 
ー ム を クロ ー ズ し ます 。 
fclose は 指定 し た スト リー ム だ け を クロ ー ズ し ます 。 
スト リー ム に 関連 する すべ て の バッ ファ は フラ ッシュ され 、 まだ た シス テム が 割り 
つけ だ バッ ファ も 解放 きれ ます 。 
だ だ し 、setbuf を 使っ て 割り つけ た バッ ファ は 解放 きれ ませ ん 。 
stdin, stdout に 対し て fclose を 行う と 、 入 出力 の リダイレクト が 無効 に な り ま 
す の で 注意 し て 《 だ きい 。 


戻 り 値 | fclose で は スト リー ム を 正常 に クロ ー ズ し た 場合 は 0 を 返し 、fcloseall で は ク 
ロー ズ し だ た スト リー ム の 数 を 返し ます 。 
正常 に クロ ー ズ で き な か っ た 場合 は EOF を 返し ます 。 


参照 関数 | close, fdopen, fflush, fopen, freopen 
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プロ グラ ム 例 


#1no1ude 
#inoc1ude 


matin( int 


{ 


く stdio.h> 
く <std1ib.h> 


argo, char *argv[] ) 


char *fi]1e: 
FTLE * ま fp: 
in も Tn: 


Pile = (arge > 1) ? amgvl1l : "Fi1Le"s 


if ((fp = fopen(file, "r")) == NULL) 【{ 
printf("%s を open で きま せん 。\n", file): 
ex1 て (1): 


} 
printf("%s を open し まし た 。 き \n", file): 


if (fo1ose(fp) == EOF) { 
printf("%s を close で きま せん 。 ぎ mn", file): 
eX1t(1) 


} 
printf("%s を close し まし た 。 き mn", file) ぅ : 


n = fo1osea11(): 
printf("%d 個 の ファ イル を close し まし た 。 ぎ mn", n): 
ex ュ it(9) : 
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導 ーーーーーーーーーーPeー 
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#include <stdlib. hy 


参照 関数 


char ※*fcvt(value, ndec, decptr, signptr) : 

doule value: /* 変換 すべ き 浮 動 小数 点 値 */ 

int ndec: /* 小数 点 以 下 の 有効 桁 数 */ 

int *decptr: /* 小数 点 位 置 を 返す ポイ ンタ */ 
int *signptr: /* 符号 を 返す ポイ ンタ */ 


浮動 小数 点 値 value を 文字 列 に 変換 し 、 末 尾 に ヌル 文字 ' 重 07 を つけ 加え ます 。 
ndec は 小数 点 以 下 の 桁 数 で 、value の 小数 点 以 下 の 桁 数 が ndec より も 大 きい ぃ 場 
合 は 四捨五入 る きれ ます 。 小 さい とき は 0 を つけ 加え ます 。 

数 字 以 外 は 変換 きれ ませ ん 。 

decptr は 左端 か ら 小 数 点 の 位置 を 示す 整理 値 で す 。 

0 また は 負 な ら ば 、 小 数 点 位置 は 左端 し な り ま す 。 

signptr は value の 符号 で 、0 の 場合 は 正 、 そ れ 以外 の 場合 は 負 を 示し ます 。 
文字 列 に 変換 で き な か っ た 時 は 、 長 る が 0 の 文字 列 に し ます 。 

fcvt は 、 内 部 の 静 的 な 領域 へ て の ポイ ンタ を 返し ます の で 、 返 され た ポイ ンタ が 
指す 領域 を 書き 変え た て は いけ ませ ん 。 

また 、 前 回 の 呼び 出し で 返さ れ た 文字 列 は 失わ れ ま す 。 

な お 、print な ど で も %f、%F の 書式 指定 を 使用 する と fcvt が 呼び 出 き れる の 
で 、 そ れ 以 前 に fcvt で 返さ きれ た 文字 列 は 失わ れ ま す 。 


変換 きれ た 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 


atof, ecvt, gcvt 


プロ グラ ム 例 
#1nolude く <stdio.h> 
#1nc1ude <std1ib.h> 
#define PT 3.1415926535897932385 
matn( ) 
{ 
ュ nt deo: 
1nt SB1gn: 
char *buFf : 
1nt ni 
for (n = 1: n <= 199: n++) 【{ 
buf = fovt(PT / n, 1 の 6, &dec, &sign ) 
sub(buf, dec, stgn) : 
} 
} 
sub(char *buf , int deo, int sign ) 
{ 
nt ト 才 - 
ュ int 1 
(aign == の 9) ? putohar("+! ) : putohar( ?ー! ) 5 
if (deoc > 9) 
n = deoi 
el1se 
証 。 佑 。 導 
お Oo か (8 = の 3 DuP【E ま 1 = 7 ま の た > まや ) 人 
明 基 (CS を 三 宙 】 


putchar(!。!): 
putchar( buf [ ュ ] ) 


} 
if (dec <= 9) 

printf("e%d", deo - 1): 
putohar( !\n! ) : 
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fdelet 3 


書 式 | #include <Dbasic. h> 


int fdelete(f name) : 
char ※*fname: /*※ ファ イル 名 格納 領域 へ く の ポ イン タ */ 


機 能 | f name が 指す ファ イル を 削除 し ます 。 


値 | 成功 する と 0 を 、 失 敗 す る と 一 1 を 返し ます 。 


測 
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科 @ 失 上 一 ーーーーーー ビ あー 


書 式 | #include <stdio. h> 


FILE *fdopen(handle, type) : 
int handle: /* 該当 ファ イル の ファ イル ハン ドル  ※*/ 
char *type: /* ま アク セス モー ド 格 納 領域 へ く の ポ イン タ ※*/ 


open な ど で オ ー プ ン し た 、handle で 指定 され だ た ファ イル を スト リー ム に 対応 き 
せま す 。 

type は スト リー ム の アク セス モー ド を 指定 する 文字 列 で 、 詳 し く は fopen 関数 
を 参照 し て くだ きる い 。 


機 能 
戻 り 値 | スト リー ム の ボイン タ を 返し ます 。 


エラ ー な ら ば NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | dup, dup2, fclose, fcloseall, fopen, freopen, open 


プロ グラ ム 例 
#inolude <stdio.D> 
#1inoc1ude く <std1ib.h> 
#inc1ude く font1 .h> 
#1nolude く <stat.h> 
#1include く o.h> 


main( int argo, ohar *argY[ ] ) 


{ 


char *fi1ex: 

FTLE * ネ fp: 

in も fn: 

fi1e = (argo > 1) ? argv[1] : "file"s 

if ((fn = open(fi]e, O_RDONLYIO_BTNARY) ) == -1) { 
printf("oan't open %s ぎ nm", fi1e): 
ex ュ 1 て (1 ) : 


} 

if ((fp = fdopen(fn,。 "r")) == NULL) { 
printf("%s を open で きま せん 。 ぎ nm", fi1e): 
eX メ ュ も ( 1 ) : 

} 

(void)folose(fp) 

printf( "norma] end.\n" ): 

exit(9) : 
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FTe0fーーーーーーーーーー と zz 
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#include <stdio. h> 


int feof(stream) : 
FILE *stream: /* FILE 構造 体 へ の ポイ ンタ */ 


指定 きれ た スト リー ム が エン ド オ ブフ ァイル (EOF) に な っ た か ど うか を 調べ 
まず 。 

一 度 エ ンド オプ ファ イル に な る と 、 ス トリ ー ム が クロ ー ズ する か rewind 関数 を 
実行 する まで 、 エ ンド オブ ファ イル 状態 の まま に な り ま す 。 


現在 の 位置 が エン ド オ ブフ ァイル で な い 場 合 は 0 を 返し ます 。 
エン ド オ ブフ ァイル の 場合 は 、0 以外 の 値 を 返し ます 。 


clearerr, eof, ferror 
注 : feof は マク ロ 定 義 と 関数 の 両方 が あり ます 。 
マク ロ 定 義 で 使い た い 場 合 は 、stdio. h を イン クル ー ド する 前 に 次 の 1 行 を 


追加 し て くだ きい 。 


#define MACRO 
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ferrOr に ュ ジ 


書 式 | #include <stdio. h> 


int ferror(stream) : 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | 指定 し た スト リー ム の 入出 力 時 に エラ ー が 発生 し て いる か どう か を 判定 し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 、 ス トリ ー ム が クロ ー ズ され る か 、 ま た だ は rewind か 
clearerr 関数 が 呼ば ん る まで 、 エ ラー 状態 の まま に な っ て いま す 。 


戻 り 値 | エラ ー が な い 場 合 は 0 を 、 エ ラー が ある 場合 は 0 以外 の 値 を 返し ます 。 


参照 関数 | clearerr, eof, feof, fopen 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く gtdio.h> 
#inc1ude く <std1ib.h> 


main(int argo, char *argv[] ) 


char *f1ile: 

FTLE * ネ fp 

1nt Cs 

fi1e = (argo > 1) ? argv[1] : "file'i 

if ((fp = fopen(file, "r") ) == NULL ) { 
perror(fi1e): 
e ヌ 1 て (1 ) : 

} 

while ((c = geto(fp) ) != EOF) 【{ 


if (ferror(fp) ) 【 
perror(fi1le): 
clearerr(fp): 
break 


} 


} 
(void)fo1ose( fp) : 
ex1t(9): 


注 : ferror は マク 定義 と 関数 版 が あり ます 。 
マク 定義 で 使い た い 場 合 は 、stdio. h を イン クル ー ド する 前 に 次 の 1 行 を 追加 し て くだ る 
MS 


#define MACRO 
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#include <stdio. hy 


int fflush (stream) : 
FILE *stream: /* FILE 構造 体 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | 出力 スト リー ム と 関連 する バッ ファ 内 の デー タ が 、 フ ァイル に 書か れ て いな いな 
ら ば 、 そ れ を ファ イル に 書き 込み ます 。 
これ に より 、 バ ッ フ ァ が 空 に な り ま す 。 
書き 込み 後 も スト リー ム は オー プン し た まま で す 。 
また 、 フ ァイル ポイ ンタ も 変化 し ませ ん 。 
入力 スト リー ム と 関連 する バッ ファ 内 に デー タ が あれ ば 、 を それは 捨て られ バッ フ 
ァ が 空 に な り ま す 。 
デー タ を 捨て る だ け で スト リー ム は オー プン し だ た まま で す 。 
また だ た 、 フ ァイル ポイ ンタ も 変化 し ませ ん 。 
な お 、stdin は 、 通 常 で は バッ ファ を 使っ て いま せん が 、Human68k 内 部 で バッ 
ファ を 持っ て いま す の で 、fflush で は これ を フラ ッシュ で きま せん 。 


ファ イル ボイン タ と は 、 フ ァイル 中 の どの 位置 で 読み 書き が 行わ れる か を 保持 し 
て いる 指標 の こ と で す 。 

バッ ファ を 使っ て いな い ス トリ ー ム に 対し て 、 こ の 関数 を 実行 し て も 影響 は あり 
ませ ん 。 

stream に NULL を 指定 する と 、 す べ て の 入出 力 ス トリ ー ム に 対し て 処理 が 行 
われ ます 。 

な お 、 ク ロー ズ や フラ ッシュ を 行わ ず に exit 以外 で プロ グラ ム を 終了 する と 、 

最後 に スト リー ム に 出力 され だ データ が バッ ファ に 残っ た まま 捨て られ て し まい 
ます の で 、 必 ず fflush し て くだ さい 。 


戻 り 値 | バッ ファ 内 の デー タ が 正常 に 書き 込め た と き に は 0 を 返し ます 。 
指定 の スト リー ム が バッ ファ を 使っ て いな いか 、 ま た は 読み 出し 専用 で オー プン 
し て いる 場合 に も 0 を 返し ます 。 
エラ ー が 起き た と き は EOF を 返し ます 。 
stream に NULL を 指定 し た と き は 、 常 に 0 を 返し ます 。 


参照 関数 | fclose, flushall, setbuf 


注 : XC で は fflush で NULL が 指定 で きま す が 、 他 の C ュ コンパ イラ で は で き な 
い 可 能 性 が ある の で 注意 し て くだ さい 。 
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プロ グラ ム 例 


リフ ァ レ ンス 


ェ ーー 


#inc1ude く <gtdio.h> 
#1inolude く sgtd1ib.h> 


main(int argo, ohar *argYv[ ] ) 


{ 


putoc(c, fp) 

if (ferror(fp) ) 【 
perror(fi1e): 
clearerr(fp) : 
breaki 


} 


if (ff1ush(fp) == EOF) { 
perror(file): 
c1earerr(fp) : 

} 

(void)foc1ose(fp) : 

exit(9): 


char *fi1e: 

FILE * ネ fp: 

1nt お? 

File = (argo > 1) ? argv[1] : "outfile": 

if ((fp = fopen(file, "w") ) == NULL) 【 
perror(fi1e): 
exit(1 ) : 

} 

while ((c = getchar( ) ) != EOF) { 


93 


す 。 


注 : バッ ファ が いっ ぱい に な っ だ た とき 、 ス トリ ー ム が クロ ー ズ され だ と き 、 ス トリ ー ム を クロ ー 
ズ し な いで プロ グラ ム が exit に よっ て 終了 し た と き に は 、 自 動 的 に フラ ッシュ が 行わ れ ま 


た だ し 、 プ ログ ラム 終 了 時 に 自動 的 に フラ ッシュ し よう と し て 発生 し た エラ ー は 無視 る れ て 
し まい ます の で 、 こ の 場合 に は 、 書 き 込 も うと し た デー タ が 失わ れ て し まう 可能 性 が あり ま 
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rfgetc, fgetchar ュー 


書 式 | #include <stdio. h> 


int fgetc(stream) : 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ ま */ 


int fgetchar ( ) : 


機 能 | fgetc は stream で 指定 する スト リー ム か ら 1 文字 読み 込み ます 。 
fgetchar は fgetc (stdin) と 同じ で す 。 


戻 り 値 | 読み 込ん だ 文字 を 返し ます 。 
エラ ー、 ま だ は エン ド オ プ ブフ ァイル の と き は EOF を 返し ます 。 
EOF が 返さ きれ た だ 時 に エラ ー か エン ド オ ブフ ァイル どちら が 発生 し た か を 判定 す 
る だ た だめ に は 、feof また は ferror 関数 を 使用 し て くだ さい 。 


参照 関数 | fputc, fputchar, getc, getchar 


プロ グラ ム 例 


#1ino1ude く stdio.h> 


ma1in(1int argo, char *argY[ ] ) 


FTLE る 
1nt G 3 
3 (apge == 1) 【 
while ((c = fgetochar( ) ) != EOF) 
putohar(o): 
} 
else 【 
1f ((Ep = fopen(amgvt11, "p")) == NOELL) 【 
perror( argv[ 1] ) : 
eX1t(1) 
} 
while ((c = fgeto(fp) ) ! = EOF ) 
putohar(oc): 


(void)fc1ose(fp) : 


} 
exit て (の): 
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fgetDpoS = 
| 書 。 式 | #include <stdio. by 


int fgetpos(stream, DOS) : 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ キ */ 
fpos t *pos: /*※ 求め た アク セス 位置 を 格納 する ポイ ンタ */ 


機 能 | stream が 指す スト リー ム の 現在 の アク セス 位置 を 求め 、pos が 指す ポイ ンタ へ 
格納 し ます 。 
異な る 処理 系 の 間 で 移植 な ど を 行う 場合 、 処 理系 の 違い な ど に より 、 ス トリ ー ム 
の アク セス 位置 を 表す 情報 に 違い が ある た め 、fseek や ftell 関数 で は 十分 な ア 
クセ ャ ス が 行え な い 場 合 が あり ます 。 
fgetpos は 、 そ の よう な 問題 を 解消 し 、 移 植 し や すい プロ グラ ム を 記述 する 為 に 
用 意 る きれ て いま す 。 
XC で は fpos t 型 は 、stddefh で 以下 の よう に 型 宣 言 さ まれ て いま す 。 


typedef long fpos t: 


戻 り 値 | 成功 する と 0 を 、 失 敗 す る と 0 以外 を 返し ます 。 


参照 関数 | fsetpos, ftell, fseek 
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音 境 給 一 ーーーーーー ジ 生 科 テー 
#include < く stdio. h> 


char *fgets(string, n, stream) : 

char *string: /* 読み 込ん だ 文字 列 を 格納 する 領域 てく の ポイ ンタ */ 
intn: /* 読み 込む 文字 数 */ 

FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | stream で 指定 する スト リー ム か ら 改 行文 字 " 半 m が 現われ る か 、 ス トリ ー ム が エ 
ンド オプ ブフ ァイル に な る か 、 ま た は 読み 込ん だ 文字 数 が ロー1 に な る まで 文字 列 
を 読み 込み ます 。 
読み 込ん だ 文字 列 の 未 尾 に は ヌル 文字 '\0' が 付加 きれ 、string が 指す 領域 に 格納 
る れ ま す 。 
n が 1 の と き は 、 読 み 込ん だ 文字 列 は 空 文字 列 に な り ま す 。 


測 
証 


読み 込ん だ 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 

エラ ー が 発生 し た 場合 また は エン ド オ ブフ ァイル を 読み 込ん だ 場合 は NULL を 
返し ます 。 

どちら に よる NULL か は 、feerror また は feof 関数 を 使用 し て 調べ る こと が で き 
まがっ 


参照 関数 | fputs, gets, puts 


プロ グラ ム 例 
#1noc1ude く <stdio.h> 
#define STZE 1924 


main(int argo, ohar *argy[ ] ) 


char buf げ [STZE] : 

char * ネ fi1e: 

FTLE * ネ fp: 

file = (argo > 1) ? argv[1] : "fi1e": 

if ((fp = fopen(file, "で r") ) == NULL) { 
perror(fi1e): 
eX1t(1): 

} 

while (fgets(buf, STZE, fp) != NULL ) 


fputs (buf , stdout ) : 
(void)fcl1ose(fp) : 
e ヌ ュ 1 も (9 の) : 
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rfllelengthーーーー て ター 


書 式 | #include <o. h> 


1ong filelength(handle) : 
int handle: /* 調べ たい フ ァイル の ファ イル ハン ドル ※/ 


機 能 | 指定 し た handle の ファ イル の 大 きき る を 調べ ます 。 


戻 り 値 | ファ イル の 大 きる を バイ ト 数 で 返し ます 。 
エラ ー が 起き た と き は 一 1 を 返し 、errno に EBADF を セッ ト し ます 。 


参照 関数 | chsize, fileno 


プロ グラ ム 例 
#inc1ude く <stdio・h> 
#inolude く <std1ib,.h> 
#1inolude く <io.h> 


main(int argo, ohar *argv[ ] ) 


{ 


char *fi1ei 
FTLE *fp: 
nt も 1eni 


while (--argo) { 

FT1i]e = * ネ ++aTgYV: 

if ((fp = fopen(file, "r")) == NULL) { 
perror(fi]e): 
介 芝 も も ( も りす 5 

} 

1en = fi1elengthb(fi1eno(fp) ) : 

printf("name = %s, 1ength = %d\n",。 file, 1en): 

(void)fc1ose(fp) : 
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f 
#include <stdio. h> 


int fileno(stream) : 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | 指定 し た スト リー ム と 関連 し て いる ファ イル ハン ドル を 調べ ます 。 


戻 り 値 | ファ イル ハン ドル を 返し ます 。 
複数 の ファ イル ハン ドル が スト リー ム と 関連 し て いる 場合 は 、 ス トリ ー ム が 最初 
に オー プン し だ た と き に 割り つけ た ファ イル ハン ドル を 返し ます 。 
スト リー ム が オー ジン 済み の ファ イル を 持た な い 場 合 の 戻り 値 は 不定 で す 。 


有 
参照 関数 | fdopen, filelength, fopen, freopen 
プロ グラ ム 例 
#inolude く stdio,h> 
#1inoc1ude <std1ib.h> 
#ino1ude く o.h> 


main(1int argo, char *#argv[ ] ) 


char *fi]lex 
FTLE * ネ fp: 
ュ int Teni 
while (--argo) { 
了 ff116 = * ネ + 二 TVj 
1f ((fp = fopen(fi1e。 "rp") ) == NULL) f 
perror(file): 
eX ふも ( 1 ) 5 


} 

1en = fi1elength(fi1eno(fp) ) 

printf("name = %s, ]ength = %d\n", file, 1en): 
(void)folose(fp) : 


注 : fileno は マク ロ 定 義 と 関数 版 と が あり ます 。 
マク ロ 定 義 で 使い た い 場合 は 、stdio. h を イン クル ー ド する 前 に 次 の 1 行 を 追加 し て くだ き 
い 。 


#define MACRO 


242 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


民 
fileS レベ ル 2 
| 書式 | #include <io. h> 


char ※*files(buff, atr, datetime, len, pathname, SRG atE 5 

char *buff: /* 検索 用 バッ ファ へ の ポイ ンタ */ 

char *atr: /* 見 つけ た ファ イル の 属性 を 格納 する 領域 べく の ポイ ンタ */ 

int *datetime: /* 見 つけ た ファ イル の 作成 日 時 を 格納 する 領域 へ の ポイ 
ンタ ※*/ 

sizet *len: /* 見 つけ た ファ イル の バイ ト 数 を 格納 する 額 域 この ポイ ンタ *※/ 

char *pathname: /* 検索 する ファ イル の パス 名 へ の ポイ ンタ */ 

char srcatr: /* 検索 する 属性 */ 


機 能 | pathname と src atr で 指定 し た ファ イル を 検索 し 、 見 つけ た ファ イル の 情報 を 
atr, datesime, len で 指定 し た 領域 に 格納 し 、 戻 り 値 と し て 見 つけ た ファ イル の 
ファ イル 名 へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
buff は 。 ファ イル を 検索 す る と き に この 関数 が 使用 する バッ ファ へ の ポイ ンタ 
で す 。 
バッ ファ の 容量 は 150 バイ ト 必 要 で す 。 
atr は , 見 つけ た ファ イル の 属性 を 格納 する 領域 て の ポイ ンタ で す 。 
atr の 指す 領域 の サイ ズ は 1 バイ ト 以 上 必要 で す 。 

* atr に 格納 され る 属性 は 、 各 ビッ ト が 1 の 場合 に 以下 の 意味 を 表し て いま す 。 


ビッ ト 0 : 読み 込み 専用 
ビッ ト 1 : 隠し ファ イル 
ゼット = ジス テム ジ デ テイ オル 
ビッ ト 3 : ボリ ュー ム 名 
ば 以 ド > ディ レク トリ 
ビッ ト 5 : 通常 ファ イル 


datetime は 、 見 つけ た ファ イル の 作成 日 時 を 格納 する 領域 へ て の ポイ ン 放 で す 。 
datetime の 指す 領域 の サイ ズ は 4 バイ ト 以 上 必要 で す 。 
また 、* datetime に 格納 され る 作成 日 時 の 形式 は 以下 の 通り Gr 


ビッ ト 31-25 : 1980 年 か ら の 相対 年 数 (0 一 99) 
ビッ ト 24-21 : 月 1 一 12) 
ビッ ト 20-16 : 日 1 一 31) 
ビッ ト 15 一 11 : 時 (0 一 23) 
ゼ デット 10-5 : 分 (0 一 59) 
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ビッ ト 4-0  : 秒 /2(0 一 29) 


len は 、 見 つけ た ファ イル の バイ ト 数 を 格納 する 領域 てく の ポイ ンタ で す 。 

len の 指す 領域 の サイ ズ は 4 バイ ト 以 上 必要 で す 。 

pathname に は 、 検 索 し た い フ ァイル の パス 名 へ の ポイ ンタ を 指定 し ま (おら 

パス 名 に は ワイ ルド カー ド が 使用 で きる の で 、“A : 仁 *.*” と いう 設定 も 可能 
で す 。 

src_atr は 検索 し た い フ ァイル の 属性 を 指定 し ます 。 

src atr の 形式 は 以下 の 通 り で す 。 


Ox01 : 読み 込み 専用 
Ox02 : 障 し ファ イル 
0x04 : シス テム ファ イル 
Ox08 : ボリ ュー ム 名 
Ox10 : ディ レク トリ 
Ox20 : 通常 ファ イル 


この src_afr で 示 ぉ る れる 属性 と 、 フ ァイル の 属性 と の 論理 積 (AND) を 取っ た 
値 が 0 で な けれ ば 、 検 索 の 対象 し な り ま す 。 

し だ が っ て 、 す べ て の 属性 を 検索 の 対象 に する 場合 は 、0x3F を 指定 し ます 。 
また だ た 、 読 み 込み 専用 の 通常 ファ イル を 検索 の 対象 に し よう と し て 、0x21 を 指定 
し て も 、 す べ て の 通常 ファ イル と 、 す べ て の 読み 込み 専用 の ボリ ュー ム 名 、 デ イ 
レク トリ 、 通 常 フ ァイル が 対象 し な っ て し まう こと に 注意 し て くだ さい 。 

files 関数 を 実行 し た 後 で 、nfiles 関数 と エラー が 返さ れる まで 実行 する こと で 、 
pathname と src atr で 指定 し た ファ イル すべ て を 検索 する こと が で きま す 。 


戻 り 値 | 正常 終了 な ら ば 、 見 つけ た ファ イル の ファ イル 名 へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
な お 、 こ の ファ イル 名 は buff で 指定 し た 検索 用 バッ ファ に 作成 きれ る た め 、 同 
ー の 検索 用 バッ ファ を 指定 し て files 関数 や nfiles 関数 を 呼び 出す と 以前 の 内 容 
が 失わ れる こと に 注意 し て くだ きい 。 
エラ ー な ら ば NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | chgfa, chgft, nfiles 
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プロ グラ ム 例 


printf("%s\nm" ,。 name ) 


exit(0): 


#1noc1ude く <stdio・.h> 
#1no1ude く <std11ib.h> 
#1no1ude く o.h> 
#define A RERDO 9x91 /* 読み 込み 専用 */ 
#define A HDN 9x92 /* 隠し ファ イル #/ 
#define A SYS 9x94 /* シス ズ スゲ ム プ ァイル */ 
#define A _VOL 9x98 /* Volume ラ ベル *#/ 
#define A _DTR 9x19 / ま デイ レク トド トリ %*/ 
#define A FITL 9x29 /* 通常 ファ イル */ 
statio ohar *pattern = " ま ぎ \uSr\ ぎ 1nolude\ ぎ \*。h": 
gtatio ohar buf[159]: 
atatio ohar at て: 
gtatio 1]ong GS も 3 
statio sgige t 1eni 
main( ) 
{ 

char *namei 

name = files(buf, &atr, &dt, &1en, pattern, A_FTL): 

if (name != NULL ) 

printFf("%s\nm" , name ) : 
el1se 
@ ま も (1 ) 5 
while ((name = nfiles(buf , &atr, &dt, &1en) ) != NULL ) 
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間 ーーーーーーーーーー ァ zaー」 


書 式 | #include <graph. h> 


void fill(x1, y1, x2, y2, p) : 

int x1: /* 始点 XX 座標 */ 
int yl1: /* 始点 Y 座 標 */ 
int x2・ /* 終点 双 座 標 */ 
int y2: /* 終点 Y 座 標 */ 
int D: /* パレ ッ ト コ ー ド  */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 に 塗り つぶ し た 長方形 を 描画 し ます 。 


x1 に は 始点 XX 座標 を 指定 し ます (一 32768-32767)。 
y1 に は 始点 Y 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767)。 
x2 に は 終点 XX 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767)。 
y2 に は 終点 Y 座 標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767)。 
pD に は パレ ッ ト コ ユー ド を 指定 し ます (0-65535) 。 
画面 モー ド に より 最大 値 が 異な り ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
プロ グラ ム 例 


#ino1ude く <std1ib.h> 
#1no1ude く basic の .h> 
#ino1ude く graph .h> 
main() 

nt 人 

1nt 5 2 。 は 。 2 

int PC 

D_1nmi も ( ) 3 

Screen(2, 9, 1, 1): 

vpage(1) 


for (ii = 9: ii < 599: i++) [ 


x1 = rand() % 768: 
Y1 = rand() % 512: 
x2 = rand() % 768: 
Y2 = rand() % 512: 
pc = rand() % 16: 


党委 光 欠 pe)5 


} 
b_exit( の ): 
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書 式 | #include <basic. h> 


double fix(⑪) : 
doublef: /* 浮動 小数 点 値 */ 


機 能 | 浮動 小数 点 値 f の 整数 部 を 求め ます 。 


戻 り 値 | 浮動 小数 点 値 の 整数 部 を 返し ます 。 
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FIOOrーーーーーーーーー ン テラー 


書 式 | #include <math. h> 


double floor(x) : 


double x: 


機 能 | x 以 下 で 最大 の 整数 を 求め ます 。 


戻 り 値 | double と し て の 整数 を 返し ます 。 


参照 関数 | ceil modf 


プロ グラ ム 例 
#1inc]ude <stdio.h> 
#1nc1ude く math.h> 
main( ) 
doub1e xx: 
ュ in も 年 
fo (1 = -20: 1 <= 20: 3 ヨ ++) { 


x = (doubl1e)i / 19.0: 
printf("f1oor(%+4.1f ) = %g\n",。 xx, f1oor(x) ) : 
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flushall Soc 
| 書 。 式 | #include <stdio. h> 


int flushall( ) : 


機 能 | オー プン きれ て いる すべ て の スト リー ム に 対し て fflush を 行い ます 。 
スト リー ム は クロ ー ズ きる れ ま せん 。 
また 、 フ ァイル ポイ ンタ も 変化 し ませ ん 。 
詳細 に つい て は 、fflush 関数 を 参照 し て くだ さい 。 


| 戻 り 値 | オー プン され て いる スト リー ム の 総数 を 返し ます 。 
エラ ー を 表す 戻り 値 は 返し ませ ん 。 


参照 関数 | fflush 
プロ グラ ム 例 


#inc1ude く stdio.h> 
#ino1ude く <std1ib.h> 
main( ) 

nt 3 


n = f]usha11( ) : 
printf("%d 個 の stream が open さ れ て いま す 。 き まき nm", n): 
exi も (9) 


注 : バッ ファ が いっ ぱい に な っ た と き や 、 ス トリ ー ム が クロ ー ズ る れ だ と き 、 ス トリ ー ム を クロ 
ー ズ し な いで プロ グラ ム が exit に よっ て 終了 し た と き に は 、 自 動 的 に フラ ッシュ が 行わ れ 
ま ぁ 
た だ し 、 プ ログ ラム 終了 時 に 自動 的 に フラ ッシュ し よう と し て 発生 し た エラ ー は 無視 され て 
し まい ます の で 、 こ の 場合 に は 、 書 き 込 も うと し た デー タ が 失わ れ て し まう 可能 性 が あり ま 
す 。 
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HmOd 一 ーー と < ァ テ ーー 
| 書 。 式 | #include <math. h> 


double fmod(x, y) : 


double x: 


double y: 


機 能 | x/y の 剰余 (浮動 小数 点 値 ) を 計算 し ます 。 
x 三 iXy 二 {と な る 浮動 小数 点 値 f を 返し ます 。 
ここ で 、i は 整数 、f は x と 同じ 符号 の 値 で す 。 


戻 り 値 | 計算 結果 を 返し ます 。 
y が 0 か x/y が オー バー フロ ー に な る 場合 は errno に EDOM が セ モット され 、0 
を 返し ます 。 
まだ た エラー 処理 は 、matherr 関数 を 使っ て 行う こと が で きま す 。 


参照 関数 | ceil, fabs, floor 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く <stdio,h> 
#1ino1ude く <math .h> 
matin() 
{ 
double ij 
double ァ j 
1nt まま 
nt 江 き 
for 0 生 = ー325 ユエ <= 323 ま ャ ャ +) 


OS (jj = =325 引 《 く = 35 Js)。【 
x = (doub1e)i / 19.0: 
Y = (doub1e)J / 19.9: 
printf( "fmod(%+4.1f 。 %+4。1f ) = %g ぎ mn" , 
メ , , fmod(x, 了 ) ) : 
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fmod レベ ル 2 


党 式 | #include <stdio. h> 


void fmode(fp, mode) : 
FILE *fp: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 
int mode: /* ファ イル 変換 モー ド */ 


機 能 | fp が 指す スト リー ム の ファ イル 変換 モー ド (テキ スト か バイ ナリ ) を 変更 し ま 
す 。 
mode は 0 か 1 を 指定 し ます 。 
0 の と き は 変換 モー ド (テキ スト ) に な り 、1 の と き は 無 変換 モー ド (バイ ナリ ) 
に な り ま す 。 
テキ スト モー ド の 場合 、 入 力 に な いて 復帰 改行 補 r\n' を 改行 宰 m に 、 出 力 に お い 
て 改行 n' を 復帰 改行 ' ぎ r\ ぎ n' に 変換 し ます 。 


ファ イル 変換 モー ド を 変更 する 場合 は 、fopen か fflush 関数 を 行っ た 直後 に し て 
人 @ Yo 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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OPDeh 一 ーー と zz テー 
#include <stdio. h> 


FILE ※*fopen(pathname, type) : 
char ※*pathname: /* ファ イル の パス 名 へ の ポイ ンタ  ※*/ 
char *type: /* アク セス モー ド 格 納 領域 てく の ポイ ンタ */ 


機 能 | pathname で 指定 し た ファ イル を オー プン し ます 。 
tyDe は ファ イル アク セス モー ド を 指定 する 文字 列 で 、 次 の 通り で す 。 


type の 値 内 容 
| 
“TP ファ イル を 読み 出す (ファ イル は 存在 し て いる こと ) 
書き 込み の た め に ファ イル を 新規 作成 す る (同じ ファ イル 
W 
が ある と 前 の 内 容 は 失わ れる ) 
5 ファ イル の 最後 に 追加 書き 込み を する (ファ イル が な いと 
RI 
新規 作成 ) 
ie 更新 (読み 込み と 書き 込み ) する (ファ イル は 存在 し て い 
導 
る こと ) 
ie 更新 (読み 込み と 書き 込み ) の た め に ファ イル を 新規 作成 
W 
する (同じ ファ イル が ある と 前 の 内 容 は 失わ れる ) 
軸 読み 込み 追加 書き 込み する (ファ イル が な いと 新規 作 
a 
成 ) 


type の 指定 は 、 フ ァイル の 作成 時 の アク セス モー ド と 矛盾 し て は いけ ませ ん 。 
*a まだ は "a 十 "で フラ ァ イル を オォ オーデ プン し だ 場合 に は 、 フ ァイル ボ ポイ シタ は ファ 
イル の 最後 へ 移動 し 、 オ ー プ ン 直 後 の 書き 込み 操作 は ファ イル の 最後 か ら 行 われ 
(人 

“a"、"a 十 "以外 で オー プン し た 場合 に は 、 フ ァイル ポイ ンタ は ファ イル の 先頭 
に 位置 し ます 。 

Tr 十 "、“w 圭 "、“"a 十 "が 指定 され た 場合 に は 、 読 み 込 み と 書 き 込 み の 両 方 が 可能 
と な り ま す (これ を ファ イル の 更新 の た め ゆめ に オー プン する と いい ます )。 

し か し 、 読 み 込み か ら 6 書き 込み へ 、 ま た は その 逆 に 移る 場合 に は 、fflush、 
fseek また は rewind 関数 に よる バッ ファ の 書き 出し 操作 が 必要 で す 。 

ファ イル ポイ ンタ は fseek 関数 に より 移動 する こと が で きま す 。 
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に ii モモ 


な お 、 フ ァイル ボイン タ と は 、 フ ァイル 中 の どの 位置 で 読み 書き が 行わ れる か を 
保持 し て いる 指標 の こと で す 。 
きら に 改行 の 変換 モー ド を 指定 する た め に 下記 の 文字 を 使用 し ます 。 


type の 値 内 容 
キ 以下 邊 一 ド で 間 一 ジンジン ま る 
入力 時 に は 、 復 帰 改 行 ' 簡 r\n' を 改行 宰 n に 、 出 力 時 に は 改 


行 ' 宰 n' を 復帰 改行 ' 堂 m\n' に 変換 する 
b! バイ ナリ モー ド で オー プン する 
= 


“や また は "b” が type 文字 列 に な い 場合 、 変 換 モ ー ド は デフ ォ ル ト の モー ド を 指 
示す る グロ ー バ ル 変 数 fmode に よっ て 定義 きれ ます 。 


戻 り 値 | オー プン し た スト リー ム の ポイ ンタ を 返し ます 。 
エラ ー が 起き た と き は NULL を 返し ます 。 


| 参照 関数 | fclose, fcloseall, fdopen, ferror, fileno, freopen, open, setmode 


プロ グラ ム 例 


#1ino1lude く stdio.h> 
#1nolude く <std1ib.h> 


main(int argo, ohar *argv[ ] ) 


char *file: 

FTLE る 

int ni 

fi1e = (argo > 1) ? argv[1] : "fi1e"s 

if ((fp = fopen(file, "r")) == NULL) 【 
printf("%s を open で きま せん 。 ぎ nm", file): 
ex ュ it(1) : 


} 
printf("%s を open し まし た 。 ぎ \n", fi1e): 


(void)fc1ose(fp) : 
printf("%s を colose し まし た 。 mn" 。 EE3HT8)3 


ex1t(9) 
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| 書式 | #include <stdio. jp 


int fprintf (stream, format string [, argument. . . 〕 ) ミ 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 
char *format string: /* 書式 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | format string で 指定 し た 書式 に 従っ て 出力 を 変換 し stream で 指定 きれ た スト 
リー み に 出 力 し まず 。 
format string に 続く 引数 は 書式 に 従っ て 変換 され 出力 され ます 。 
format string の 書式 と 機能 は printf 関数 と 同じ で す 。 
詳細 に つい て は 、printf 関数 を 参照 し て くだ さい 。 


戻 り 値 | 出力 し た 文字 数 を 返し ます 。 


参照 関数 | cprintf, fscanf, printf, sprintf 


プロ グラ ム 例 
#inoc1ude く <stdio.h> 
#1ino1ude く <std1ib.h> 
main( ) 
char *file = "outfi]le": 
FTLE * そ fp: 
き 峰 (1( お p = ODeni(f 和 te "Yy == NG:) 人 ( 


perror(fi1]e): 

fp = stderri 
} 
fprintf(fp, "string->[%s]\n",。 "he11o") : 
fprintf(fp, "deoima1->[%d]\n"」 123) : 
fprintf(fp, "fF]1oating-> [%g]\n", 3.14) : 
(void)fo1ose(fp) : 
ex1t(0): 
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ーTDUtC, fputchar-- テ テー 


書 式 | #include <stdio. h> 


int fputc(c, stream) : 
intc: /* 出力 する 文字 */ 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 


int fputchar(c) : 
int c: /* 出力 する 文字 */ 


機 能 | fputc は 、stream で 指定 する スト リー ム に 1 文字 出力 し ます 。 
fputchar は 、fputc(c, stdout) と 同じ に な り ま す 。 


戻 り 値 | 出力 し た 文字 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 、EOF を 返し ます 。 


参照 関数 | fgetc, fgetchar, putc, putchar 


プロ グラ ム 例 
「 

#inolude く sgtdio.h> 

#ino1ude く <std1ib.h> 

matn( ) 
in @$ 
while ((c = getochar( ) ) ! = EOF ) 

fputo(oc, stdout ) : 

exit( の ): 
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| 書 。 式 | #include <stdio. h> 


int fputs(string, stream) : 
char ※*string: /* 出力 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 
FILE *stream: /* FILE 構造 体 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | stream で 指定 され た だ スト リー ム に 文字 列 string を 出力 し ます 。 
文字 列 の 未 尾 の ヌル 文字 宰 0' は 出力 され ませ ん 。 


戻 り 値 | 正常 終了 し た と き は 0 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 、0 以外 を 返し ます 。 


参照 関数 | fgets, gets, puts, fputs 


プロ グラ ム 例 


#inolude く <stdio.h> 
#1no1ude く <std1ib.h> 
#define STZE 1924 


main(int argo, char * ネ argY[ ] ) 


char buf [STZE] : 


char *fi1ex 

FTLE *fp: 

fi1e = (arge > 1 は ) ? apgv[1l : "fi1e"s 

3f ((fjp = fopen(file。 "p") ) == NULb) { 
perror(fi1e): 
e ュ 1t(1 ) : 

} 

while (fgets(buf, STZE, fp) != NULL ) 


fputs( buf , stdout ) : 
(void)fclose(fp) : 
exit(9): 
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fread ーー 


書 式 | #include <stdio. h> 


size t fread(buffer, size, count, stream) : 

void *buffer: /* 読み 込ん だ デー タ を 格納 する 領域 を 指す ポイ ンタ ※/ 
size t size: /* デー タ 項 目 の サ イズ */ 

size t count: /* 読み 込み デー タ 項 目 数 */ 

FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 


stream で 指定 され た スト リー ム か ら size バイ ト の 長 る の デー タ 項 目 を count の 
数 だ け 読み 込み 、buffer が 指す 領域 に 格納 し ます 。 

ファ イル ポイ ンタ は 、 読 ん だ バイ ト 数 だ け 進 み ま す 。 

スト リー ム が テキ スト モー ド で オー プン され て いる 場合 は 、 復 帰 改行 法 r\m は 改 
行 ' ぎ n' に 変換 きれ ます 。 

この 変換 は 、 フ ァイル ポイ ンタ や 戻り 値 に 影響 も 与え を ませ ん 。 


実際 に 読み 込ん だ デー タ 項 目 の 数 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 や 、 指 定 し た デー タ の 項目 数 まで 達し な いう ち に エン ド オ 
プ フ ァ イ ル (EOF) に な っ た 場合 に は 、count より 少な い 数 が 返さ れ ま す 。 


fwrite, read 
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プロ グラ ム 例 


#1ino1ude く <stdio.h> 
#1no1ude <std1ib.h> 


#define STZE 1924 


main(int argo, ohar *argYy[ ] ) 


{ 

char buf [STZE] : 

char * ネ fi]1e: 

FTLE *fp: 

1nt 3 

fe ご (agG > 1) ? AEgvl1] : "fBS1e"5 

3f ((fp = fopenm(file。 "mb")) == NUEbD) 
perror(file): 
eX1t(1): 


} 

while ((n = fread(buf, sizeof(ochar ) , STZE, fp)) > 9) 
fnrite(buf, sigzeof(ohar ) , n, stdout ) : 

(void)fc1ose(fp) : 

ex1t(0): 
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#include <stdlib. h> 


int free(ptr) : 
void *ptr: /* 解放 すべ き メ モリ 領域 を 指す ポイ ンタ 


*/ 


calloc, malloc, また は realloc 関数 に よっ て 割り つけ られ だ メモリ を 解放 し ま 


が 
ptr は 解放 すべ き メ モリ 領域 を 指し ます 。 


正常 終了 の と き は 0 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 0 以外 の 値 を 返し ます 。 


参照 関数 | calloc, malloc, realloc 
プロ グラ ム 例 
#1nolude く <sgtdio.h> 
#inoc1ude <std1ib,h> 
#define B_STZE 1924 
main( ) 
nt 較 
char *p) 
OO (は 三 2 さ 光 まま の 243 直下 ) も 
printf("%4d block "。 1): 
if ((p = ma11oc(i * B_ STZE)) == NULL) { 
printf(" 確 保 で きま せん で し た 。\n'): 
break : 


} 

printf(" 確 保 し まし た 。”): 
free(p): 

printf(": 解放 し まし た 。 き mn"'): 


} 
ex1 も (の) 


注 : 無効 な ptr (calloc, malloc, realloc 関数 に よっ て 割り つけ られ だ の で は な い 領 域 を 指す ポイ 
ンタ ) を 指定 する と 、 を その 後 の 割 つけ に 影響 を 及ぼ し 、 エ ラー を 起こ す 場 合 が あり ます 。 


259 


frenam 計 誤 


書 式 | #include <basic. h> 


int frename(org, target) : 
char *org: /* 変更 前 ファ イル 名 格納 領域 へ て の ポイ ンタ */ 
char ※*target: /* 変更 後 フ ァイル 名 格納 領域 へ く の ポ イン タ */ 


機 能 | org が 指す ファ イル を 、target が 指す ファ イル 名 に 変更 し ます 。 


戻 り 値 | 成功 する と 0 を 、 失 敗 する と 一 1 を 返し ます 。 
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freopen 2 
| 書 。 式 | #include <stdio. hy 


FILE *freopen(pathname, type, stream) : 

char *pathname: /* 新しい ファ イル の パス 名 を 指す ポイ ンタ */ 
char *type: /* アク セス モー ド 格 納 領域 へ く の ポ イン タ */ 

FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ ※*/ 


機 能 | stream で 指定 され た スト リー ム を クロ ー ズ し 、pathname で 指定 し た ファ イル 
を 入出 力 ス トリ ー ム に 新た に 割り つけ ます 。 
つま り stdin、stdout、stderr、stdaux、stdprn と いっ た だ あらかじめ オー プン さる 
れ て いる ファ イル を 再 割 りつ け す る だ め に 使用 し ます 。 
新た に 再 割 りつ ける され だ た ファ イル は type で 指定 し た 型 で オー プン され ます 。 
type の 値 と その 内 容 は fopen 関数 と 同じ で す 。 


な お 、stdin、stdout に 対し て freopen を 行う と 入出 力 の リダイレクト が 無効 に 
な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


測 
思 


新しく オー プン し た スト リー ム の ポイ ンタ を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 、 も と の スト リー ム が クロ ー ズ され 、NULL が 返さ れ 
ます 。 


参照 関数 | fwrite, fread, fopen 


プロ グラ ム 例 
#1inc1ude <stdio,h> 
#ino1ude く <std1ib.h> 


main( int argo, ohar *argv[ ] ) 
ュ in も Cs 


1 (amgo > 1) 【 


if (freopen(argvy[1], "r", stdin) == NULL) { 
perror(argv[ 11 ) : 
ei も t(1)? 
} 
} 
while ((c = fgetohar( ) ) != EOF ) 


putohar(o): 
ei も (9) : 
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frex レベ ル ラ 


#include <math. hy 


double frexp(x, expptr) : 
double x: /* 浮動 小数 点 値 */ 
int *expptr: /* 指数 を 格納 する 領域 へ く の ポ イン タ */ 


機 能 | 浮動 小数 点 値 x を 仮数 m (x = 2"xXm) と 指数 nm に 分 け ま す 。 
戻 り 値 | 仮数 m を 返し ます 。 

m の 範囲 は 、0.5 ミ | m | <1 に な り ま す 。 

指数 n は expptr が 示す 位置 に 格納 され ます 。 

x が 0 の 場合 は 、 仮 数 、 指 数 し も に 0 に な り ま す 。 


参照 関数 | 1dexp, modf 


プロ グラ ム 例 

#1nolude く stdio.h> 

#1ino1ude く math .h> 

main() 
double xi 
double Tj 
nt eXD 
nt まき 
fo (1 = -1 の : 1 <= 1 の: i++) { 


x = (doubl1e)i / 19.9: 
y = frexp(x, &exp): 
printf("(%+4.1f) = %g * 27%d\n" , 。 , eXDp) 


262 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


fscanf ーー アラ 
#include <stdio. h> 


int fscanf (stream, format string 〔, argument. . . り 間 ): 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 
char *format string: /* 書式 文字 列 へ て の ポイ ンタ 沙 


機 能 | stream で 指定 きれ た スト リー ム か ら デ ー タ を 読み 込み 、format string の 書式 
に 従っ て 変換 し 、 後 に 続く argument の 指す フィ ー ル ド に 代入 し ます 。 
format string の 内 容 は scanf 関数 と 同じ で す 。 
また 、 引 数 argument は format string の 各 変 換 指定 に 対応 する 型 変数 の ポイ ン 
災 で す 。 


戻 り 値 | 代入 し た フィ ー ル ド の 数 を 返し ます 。 
代入 し な か っ だ フィ ー ル ド は 含み ませ ん 。 
代入 し た フィ ー ル ド が な い 場 合 は 0 を 返し ます 。 
読み 込み の 前 に 入力 が 尺 き て し まっ た 場合 は EOF を 返し ます 。 


参照 関数 | fprintf, scanf, sscanf 
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ea 
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プロ グラ ム 例 
#1no1ude く gtdio.h> 
#ino1ude く gtd1ib.h> 


main(int argo, char *argy[ ] ) 


void Sample(FTLE *): 
FTLE *fp: 
3f (Amgo = ミ = 1) 
sample( stdin ) : 
else { 
if ((fp = fopen(argv[1], "r") ) == NULL) { 
perror(argy[ 1] ) : 
ei て (1 ): 
} 
Sample(fp) 
(void)foc1ose(fp) : 
} 
ex1t(9): 
} 
statio void Sample(FTLE *f ゎ ) 
{ 
char tr[ 256] : 
char ec 
1ong 引当 
f1oat 【e 時 
fsoanf(fp, "%s\n" ,。 str) 
fsoanf(fp, "%o\n", &o): 
fsoanf(fp, "%1d\n"。 &1) : 
fsoanf(fp, "%g\n",。 &d): 
Printf("%s %o %1d, %g\n", at, っ o, 1 っ GS 
} 
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fseek レル? 
# include <stdio. h> 


int fseek(stream, offset, prev) : 

FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 
long offset: /* 起点 か ら の オフ セッ ト */ 

int prev: /* ま ファ イル ポイ ンタ の 超 点 */ 


機 能 | stream で 指定 し た スト リー ム の ファ イル ポイ ンタ を prev で 指定 し た 起点 か ら 
offset バイ ト 分 移動 し ます 。 
prev の 値 と 内 容 を 以下 に 示し ます 。 


本 学 | 


prev の 値 内 容 
SEEK SET ファ イル の 先頭 


| 


SEEK CUR ファ イル ポインタ の 現在 位置 


SEEK END ファ イル の 最後 


テキ スト モー ド の スト リー ム に 対し て 、 以 下 の い ずれ か の 条件 に 一 致し な い 
fseek を 行っ て は いけ ませ ん 。 


・offset が 0 
・offset が ftell 関数 で 返さ れ た だ 値 で あり 、 な お か つ prev が SEEK_ SET 


バイ ナリ モー ド の スト リー ム の 場合 は 、 フ ァイル の 先頭 より 前 で な けれ ば 、 ど と どこ 
へ 移動 し て も か まい ませ ん 。 

この と き 、 フ ァイル の 最後 より 後 へ 移動 する と 、 フ ァイル の 最後 の 位置 か ら 移動 
後 の 位 置 す まで 、 フ ァイル に 0 を 書き 足し ます 。 


測 
証 


ファ イル ポイ ンタ が 正 し 〈 移 動 し た と き に は 0 を 返し ます 。 

エラ ー の と き は 0 以外 を 返し ます 。 

ター ミナ ル や プリ ンタ な どの 、 シ ー ク で き な い デバ イス が スト リー ム に 対応 し て 
いる 場合 に は 戻り 値 は 不定 と な り ま す 。 


参照 関数 | ftell, lseek, rewind 
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il ii ii ュー ュ 


プロ グラ ム 例 
#inoc1ude く gtdio.h> 
#ino1ude く std1ib.h> 
#define LEN 199L 


main(int argo, ohar *#argy[ ] ) 


{ 


char *fi]ez 

FTLE * ぞ fp ぅ 

nt C: 

1ong 1 J: 

まあ せら = (aggG ツ グ 上 ) ? Rgvt は ] >: 『 ず お jeY5 


if ((fp = fopen(file, "rb" ) ) == NULL) { 
perror(fi1e): 
eX ュ 1 て (1 ) : 
} 
(void)fseek(fp, 9L, SEEK END ) : 
す = FE も el1L(fPp) 
者 Qm ( ち ゴ = DENM す 15 まき で JS SF を 9 f 
if (fseek(fp, 1, SEEK _ SET) != 9 の ) 
break : 
else { 
C = fgeto( fp) 
putohar(o)j 
} 
} 
(void)fc1ose(fp) : 
ex1it(9) 


266 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


rTSetDOS 一 ーーーーー と ルター 


書 式 | #include <stdio. h> 


int fsetpos(stream, DOS) : 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 
fpos t *pos: /* 移動 し た い フ ァイル 位置 を 格納 し て ある ポイ ンタ ※/ 


機 能 | stream が 指す スト リー ム の 現在 の アク セス 位置 を 、pos が 指す ポイ ンタ に 格納 
され て いる 位置 に 移動 し ます 。 
異な る 処理 系 の 間 で 移植 な ど を 行う 場合 、 処 理系 の 違い な ど に より 、 フ ァイル の 
アク セス 位置 を 表す 情報 に 違い が ある た め 、fseek や ftell 関数 で は 十分 な アク 
も セス が 行え な い 場 合 が あり ます 。 
fsetpos は 、 そ の よう な 問題 を 解消 し 、 移 植 し や すい プロ グラ ム を 記述 する 為 に 
用 意 き れ て いま す 。 
XC で は fpos t 型 は 、stddef.h で 以下 の ょ う に 型 宣言 きれ て いま す 。 


typedef long fpos t: 


pos が 指す ポイ ンタ に 格納 され て いる ファ イル 位置 は 、 同 一 の ファ イル stream 
に 対し て 行わ れ た fgetpos 関数 に よっ て 格納 され た 値 で は な く て は な り ませ ん 。 


戻 り 値 | 成功 する と 0 を 、 失 敗 す る と 0 以外 を 返し ます 。 


参照 関数 | fgetpos, ftell, fseek 
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HfStatーーーーーーーー テ ュー 


書 式 | #include <stat. h> 


int fStat (handle, buffer) : 
int handle: /*※ 該当 ファ イル の ファ イル ハン ドル */ 
Struct stat *buffer: /* stat 構 造 体 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | handle で 指定 きれ る オー プン 中 の ファ イル に 関す る 情報 を buffer が 指す 構造 体 
に 格納 し ます 。 
Stat 構造 体 は stat. h で 以下 の よう に 定義 きれ て いま す 。 


struct stat 【{ 


dev t St dev: /*※ ファ イル な ら ば ドラ イブ 番号 、 デ バイ ス な 
ら 5 ハン ドラ 番号 */ 

ino t St ino: /※ 敵 に 0 ネネ / 

short st mode: / ま ファ イル タイ プ と ファ イル 属性 


デバ イス な ら ば S IFCHR の ビッ ト が セッ 
ト さ れ 、 フ ァイル な 6 ば S IFREG の ビッ 
ト が セッ ト さ れる 

アク セス モー ド に よっ て ユー ザー (リー 
ドグラ イト) の ビッ ト が セッ ト さ れる */ 


short st nlink: /* 常に 1 */ 

short St uid: だ たま 泡 引 0 wm/ 

short St gidi /* 常に 0 */ 

dev t St rdev,: /※ ファ イル な ら ば ドラ イブ 番号 、 デ バイ ス な 
6 ハン ドラ 番号 */ 

off t St size:  /※* ファ イル の 大 きき (バイ ト 数 ) */ 

time t St_atime: /* 最終 変更 日 時 。time 関数 の 返り 値 と 同じ 表 
現 */ 

time t St mtime: /* 最終 変更 日 時 。time 関数 の 返り 値 と 同じ 表 
現 */ 

time t St ctime: /※ 最終 変更 日 時 。time 関数 の 返り 値 と 同じ 表 
現 */ 


ポ 


ステ ー タ ス 情 報 を 正 し 得 た 場合 に は 0 を 返し ます 。 


エラ ー が 発生 し た 場合 は 一 1 を 返し 、EBADF を errno に モット し ます 。 
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参照 関数 | access, chmod, filelength, stat 
プロ グラ ム 例 

#inc1lude く <stdio.h> 

#1inolude く font1 .h> 

#ino1ude く gtd1ib.h> 

#inolude く gtat.h> 

#ino1ude く 1o・h> ゃ 


main(int argo, char *argY[ ] ) 


{ 


struot stat nf: 

char *fi1ei 

ュ in も E3 

fi1e = (argo > 1) ? argv[1] : "file": 

if ((fn = open(file, O_RDONLY) ) == -1) 【 


perror(fi1e): 
exit(1) 
} 


(void)fstat(fn, &inf): 


printf( "name = %SB, 81Ze = %d\n",。 file, infF.st _ sige) 3: 


cl1ose(fn): 
exit(9) 


注 : handle が デバ イス の と き 、stat 構造 体 の st size と st atime、st mtime、st ctime の メン 


バ は 意味 や も ち ま せ ん 。 
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ft 一 ーーーーーーーー と テー 


#include <stdio. h> 


long ftell(stream) : 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | stream で 指定 し た スト リー ム の 現在 の ファ イル ポイ ンタ を 調べ ます 。 
ファ イル ポイ ンタ は 、 フ ァイル の 先頭 か ら の バイ ト 数 で 示 き れ ま す 。 


戻 り 値 | 現在 の ファ イル ポイ ンタ を 返し ます 。 
オォ オー プン 時 の type が “a"、“at" 以 外 の オー プン で スト リー ム を オー プン し た 直後 
は 0 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た と き は 一 1 を 返し ます 。 
ター ミナ ル や プリ ンタ な どの シー ク で き な い デバ イス が スト リー ム に 対語 し て い ぃ 
る 場合 に は 戻り 値 は 不定 と な り ま す 。 


参照 関数 | fseek, 1seek, tell 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く gtdio.h> 
#1nolude く std1ib.h> 


main(int argo, ohar *argy[ ] ) 


char *fi1e: 

FILE * ネ fp: 

1nt G? 

1ong ュ 1, Jj 

file = (argo > 1) ? argv[1] : "fi1e": 


1f ((fp = fopen(file, "rb" ) ) == NULL) { 
perror(file): 
exit( 1 ) : 
] 
(void)fseek(fp, 9L, SEEK END ) : 
printf("fi1e end -> %1d\n", fte11(fp) ) : 
(void)fo1ose(fp) : 
ex1it( の ): 
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ftim 
レベ ルク 
#include <timeb. h> 


void ftime(timeptr) : 
struct timeb *timeptr: /* timeb 構造 体 を 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | 現在 の 時 刻 を timeptr が 指す 構造 体 imeb に 格納 し ます 。 
構造 体 imeb は timeb. h で 定義 きれ 、time, millitim, timezone, dstflag の 4 つ 
の メン バ か ら な り ま す 。 
time に は グリ ニッ ジ 標 準 時 1970 年 1 月 1 日 00:00:00 か ら 6 経過 し た 秒 数 が セッ 
ト き され ます 。 
millitim に は 、 常 に 0 が セッ ト さ る され ます 。 
timezone に は 、 グ リ ニ ッ ジ 標 準 時 と 地方 時 と の 差 ( 西 回 り ) が 分 単位 で セッ ト 
る され ま す 。 
timezone の 値 は 、 グ ロー バル 変数 timezone の 値 か ら と り ま す 。 
dstflag は 、 グ ロー バル 変数 daylight の 値 に より 、 夏 時 間 調 整 が 地方 時 に 有効 な 
場合 、0 以外 の 値 と な り ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | asctime, ctime, gmitime, time, tzset 


プロ グラ ム 例 


#1ino1ude く gtdio。h> 
#ino1ude く timeb.h> 
main( ) 

8truot timeb tbuf : 


ftime(&tbuFf ) : 

printFf ("time->%1d\n" ,。 tbuf 。t1me ) : 

printf ("timegone->%d\n" , tbuf .t ュ 1mezone ) : 
printf ("dstf1ag->%d\n", tbuf .dstf1ag ) 


2Z1 


FTtDaCK 一 ーーーーー と < アラ ーー 


書 式 | #include <io. h> 


long ftpack(dtlist) : 
char *dtlist: /* 年 月 日 時 分 秒 の 格納 領域 へ て の ポイ ンタ ※*/ 


機 能 | dtlist で 指定 され た 年 月 日 時 分 秒 の 情報 を 、 日 時 情報 に 変換 し ます 。 
年 月 日 時 分 秒 の 情報 は 、dtlist の 指す 領域 に 以下 の 通り に 格納 し ます 。 


*(dtlist 十 0) : 1980 年 か ら の 相対 年 数 (0 一 99) 
*(dtlist 十 1) : 月 1 一 12) 
* (dtlist 十 2) : 日 (1 一 31) 
*(dtlist 十 3) : 時 (0 一 23) 
*(dilist 十 4) : 分 (0 一 59) 
*(dilist 十 5) : 秒 (0 一 59) 


し た が っ て 、 年 月 日 時 分 秒 の 情報 を 格納 する 領域 は 6 バイ ト 必 要 で す 。 


戻 り 値 | 変換 し た 日 時 情報 を 以下 に 示す フォ ー マ ッ ト て で 返し ます 。 
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デット 31-25 : 1980 年 か ら の 相対 年 数 (0 一 99) 
デット 24-21 : 月 (1 一 12) 

デット 20-16 : 日 (1 一 31) 

デット 15-11 : 時 (0 一 23) 

ッッ ト 10-5 : 分 (0 一 59) 

デット 4-0  : 秒 /2(0 一 29) 


0 


人 


ftpack に よっ て 変換 し た 日 時 情報 は 、chgft で 使用 する こと が で きま す 。 


参照 関数 | ftunpk, chgft, getft 


2 ジ 


プロ グラ ム 例 


肌 ラ テ デレ シス 


#1noc]lude く <stdio.h> 
#1include く time・,h> 
#1nolude ぐ 3o 。 も > 
#inoc1ude く font1 .h> 
#1ino1ude く <stat.h> 
statio ochar dtlist[6] = {1999 - 1989, 3, 14。 
main( ) 
{ 
1ong datetimei 
1n も 各 衝 3 


if ((fn = open( "\\CONFTG.SYS" , O_RDVWR ) ) 
puts(" オ ー プ ン で きま せん 。”"): 


datetime = ftpaok(dt1ist) : 


chgft も (fn, datetime) : 


12。 30, 


-1 ) 


@} 
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FtUnDK 一 ーーーーーz テ ーー 


書 式 | #include <o. h> 


void ftuspk (datetime, dtlist) : 
long datetime: /* 日 時 情報 */ 
char ※*dtlist: /* 年 月 日 時 分 秒 の 格納 領域 へ て の ポイ ンタ ※*/ 


機 能 | datetime で 指定 され た 日 時 情報 を 年 月 日 時 分 秒 に 変換 し 、dtlist の 指す 領域 に 格 
納 し ます 。 
datetime の フォ ー マ ッ ト は 以下 の 通り で す 。 


デット 31 一 25 : 1980 年 か ら の 相対 年 数 (0 一 99) 
Sn 必 ド 24 王 2 月 ( 條 一 人 2 

* ダ ド 20 一 16 =: 目 1 一 81) 

デット 15 一 11 : 時 (0 一 23) 

Fx 105 : 分 0 一 59) 

デット 4-0  : 秒 /2(0 一 29) 


WI IE 


また だ た 、dtlist の 指す 領域 に は 以下 の 通り に 年 月 日 時 分 秒 の 情報 が 格納 され ます 。 
*(dtlist 十 0) : 1980 年 か ら の 相対 年 数 (0 一 99) 
* (dtlist 十 1) : 月 (1 一 12) 
*(dtlist 十 2) : 日 (1 一 31) 
*(dtlist 十 3) : 時 (0 一 23) 
*(dtlist 十 4) : 分 (0 一 59) 
*(dtlist 十 5) : 秒 (0 一 59) 
し た が っ て 、 年 月 日 時 分 秒 の 情報 が 格納 され る 領域 は 6 バイト 必要 で す 。 


getft で 求め た 日 時 情報 を 、ftunpk に よっ て 年 月 日 時 分 秒 に 変換 する こと が で き 
ます 。 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
ftpack, chgft, getft 


274 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


エエ ュ ャ ュ ャ ic 


プロ グラ ム 例 
#1incl1ude く stdio,h> 
#1inc1ude くも time.h> 
#1nolude く 1o.h> 
#1inolude く fcnt1 .h> 
#1inmo1ude <stat.h> 
main( ) 
{ 
1ong datetimei 
ュ int fn: 


char dt1ist[6] 


if ((fn = open( " ま \CONFTG.SYS" 。 O_RDWR ) ) == -1) 
puts(" オ ー プ ン で きま せん 。") 
datetime = getft(fn) ji 


ftunpk (datetime , dt1ist) : 


printf("%d/", dt1ist[ の 9] + 1989): 
printf("%d/" , dt1igt[ 1] ) 
printf("%d ", dt1ist[ 2] ) : 
printFf("%d:" 。 Qt1igt[ 3] ) ぅ 
printf("%d:" , dt1ist[ 4] ) : 
printf("%d\n" , dt1ist[ 5] ) 


ロ 
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fwrit レベ アラ 


main(int argo, ohar *argv[ ] ) 


書 式 | #include <stdio. h> 
size {t fwrite(buffer, size, count, stream) : 
void *buffer: /* 書き 込む デー タ 格 納 領域 へ て の ポイ ンタ */ 
Size t size: /* デー タ 項 目 の サ イズ */ 
size t count: /* 書き 込み デー タ 項 目 数 */ 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 
機 能 | buffer に 格納 され て いる size バイ ト の 長き の デー タ 項 目 を count の 数 だ け 、 
stream で 指定 きれ た だ た スト リー ム に 書き 込み ます 。 
ファ イル ポイ ンタ は 、 書 き 込 ん だ バイ ト 数 だ け 進 み ま す 。 
ファ イル が テキ スト モー ド で オー プン され て いる 場合 は 、 改 行 学 は 復帰 改行 
' 和 ぎ r\n' に 変換 され ます 。 
この 変換 は ファ イル ポイ ンタ や 戻り 値 に は 影響 を 与え を ませ ん 。 
戻 り 値 | 実際 に 書き 込ん だ デー タ 項 目 の 数 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 に は 、count より 少な い 数 が 返さ きれ ます 。 
参照 関数 | fread, write 
プロ グラ ム 例 
#ino1ude く gtdio.h> 
#ino1ude く <std1ib.h> 
#define STZE 1924 


char buf [STZE] : 


char *f1i1ex 

FTLE * ネ fp: 

1nt ni 

まさ 由 き = (SgG > 1) 2 amgvll3 : "EEHe*y 


if ((fp = fopen(file, "rb" ) ) == NULL) 【{ 
perror(file): 
eXx ュ て (1 ) : 


} 

while ((n = fread(buf, sizeof(ohar ) , STZE, fp)) > 9) 
fwrite(buf, sigzeof(char ) , n, stdout) : 

(void)fo1ose( fp) : 

ex1i も (の ひ ) 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


CVt き 剖 
書 式 | #include <stdlib. h> 


char *gcvt (value, ndig, buffer) : 

double value: /* 変換 すべ き 浮 動 小数 点 値 */ 

intndig: /* 桁 数 */ 

char *buffer: /* 変換 文字 列 の 格納 領域 を 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | 浮動 小数 点 値 value を ndig の 桁 数 で printf の %f フォ ー マ ッ ト 、 す な わ ち 指数 
の な い 形 式 に 変換 し 、 そ れ が 不可 能 な 場合 に は 9%9e フォー マッ ト 、 す な わ ち 指数 
を 合 ん だ 形式 の 文字 列 に 変換 し 、buffer の 指す 領域 に 格納 し ます 。 
文字 列 の 末尾 に は ヌル 文字 学 0' が 付加 る れ ま す 。 


戻 り 値 | 変換 され た 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 


参照 関数 | atof, atoi, ecvt, fcvt 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く gtdio,h> 
#inoc1ude <gtd1ib.h> 
#define PT 3.1415926535897932385 
main() 


char buf[256] 
ュ n も 1 


for (n = 1: n <= 1699: n++) 【 
( void ) gcvt(PT / n, 19, buf) : 
printf ("PT / %d = %s\n"。 n, buf) 
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et レベ ル 3 
書 式 | #include <graph. h> 


Void get (x1, y1, x2, y2, buf, size) : 

int x1: /* 始点 駐 座 標 */ 

int yl: /* 始点 Y 座 標 */ 

int x2: /* 茜 点 又 座 標 */ 

int y2: /* 終点 Y 座 標 */ 

void *buf: /* 画像 デー タ を 読み 込む 領域 へ く の ポ イン タ */ 
int size: /* 画像 の バイ ト 数 */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の 長方形 の 画像 ゲー タ を 、size バイ ト 数 分 、buf の 指す 領域 に 
読み 込み ます 。 


x1 に は 始点 XX 座 標 を 指定 し ます 。 

yl に は 始点 Y 座標 を 指定 し ます 。 

x2 に は 終点 玉座 標 を 指定 し ます 。 

y2 に は 終点 Y 座 標 を 指定 し ます 。 

始点 と 終点 は 、window 関数 で 指定 し た クリ ッ ピ ング 座標 の 中 で な けれ ば な り ま 
ぜん 。 

buf に は 、 読 み 込む 画像 デー タ を 格納 する 領域 へ く の ポ イン タ を 指定 し ます 。 

この 領域 は 、size バイ ト 分 な けれ ば いけ ませ ん 。 

size に は 、 画 像 ゲー タ の バイ ト 数 を 指定 し ます 。 

画面 モー ド に より 、 以 下 の バ イト 数 を 指定 し ます 。 


16 色 モ ー ド : ( 総 ド ッ ト 数 十 1) 2 
256 色 モ ー ド : 総 ド ッ ト 数 
65536 色 モ ー ド : 総 ド ッ ト 数 x2 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | put, window 
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プロ グラ ム 例 


リフ ァ レ ンス 


#ino1ude 
#1noc1ude 
#ino1ude 


main( ) 


{ 


く stdio・h> 
く basic9.h> 
く graph.h> 


statio ohar buf[14915 
FTLE * ネ fp: 


も 3mi も (9 5 

goreen(1。 3。 1。 1): 
vpage( 1 ) : 

ymbo1(3, 1, "x68999", 2, 
box(9, 9, 147, 49, 65535, 


+ 11: 


2, 2, 65535, 
の xffFfFf) : 


get(1, 1, 146, 48, bufF, sizeof( buf ) ) 


fp = fopen("a:test.dat"。 
fwrite(buf, 1, 14916, fp) : 
(void)fc1ose(fp): 
b_exit(9) : 


rg" ) : 


9): 
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etc, getchar__- っ 


書 式 | #include <stdio. h> 


int getc(stream) : 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ ※*/ 
int getchar( ) : 


機 能 | getc は stream で 指定 する スト リー ム か ら 1 文字 読み 込み ます 。 
getchar は getc (stdin) と 同じ で す 。 


測 
思 


読み 込ん だ 文字 を 返し ます 。 

エラ ー が 発生 し た 場合 また は エン ド オ プ ブフ ァイル (EOF) を 読み 込ん だ 場合 は 、 
EOF を 返し ます 。 

どちら に よる EOF か は 、ferror また は feof 関数 を 使用 し て 調べ る こと が で きま 
す 。 


参照 関数 | fgetc, fgetchar, getch, getche, putc, putchar, ungetc 
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リラ ァ アレ ジス 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く sgtdio。h> 
#1no1ude く <std1ib.h> 


main( int argo, char *argY[ ] ) 


{ 


FTLE *fp: 
ュ in も 5 
誤 (AAgSG ミミ 下 ) 【 
whi1e ((c = getchar( ) ) ! = EOF) 
putohar(c): 
} 
else { 


if ((fp = fopen(argv[1], "r")) == NULL ) 
perror(argyv[11 ) : 
eX1t(1) 


} 

while ((o = getoc(fp) ) != EOF) 
putchar(c): 

(yoid)foc1ose(fp) 


} 
ex1t(9): 


注 : getc, getchar は fgetc, fgetchar 関数 と 同じ で す が 、 マ クロ 定義 と 関数 の 両方 が あり ます 。 
マク ロ 定 義 で 使い た い 場 合 は 、stdio. h を イン クル ー ド する 前 に 次 の 1 行 を 追加 し て くだ きる 


い 。 


#define MACRO 
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etch 


書 式 | #include <conio. h> 


レベ ル 2 


int getch( ) : 


機 能 | コン ツール か ら 1 文字 読み 込み ます 。 
入力 エコ ー バ ッ ク は あり ませ ん 。 


戻 り 値 | 読み 込ん だ 文字 を 返し ます 。 


プロ グラ ム 例 
#1nc1ude く gtd1ib.h> 
#ino1ude く oonio,h> 
main( ) 


char *msg = "スペ ー ス キー を 押し て くだ さい 。『": 


while (oputs(msg) , getoh() != ) })) 
Cputs ( " ま ャ \n" ) 5 

CDuts ( "まま \mOK\ ャ \n" ) 

exit( の ) 


282 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


etch レニ 


書 式 | #include <conio. h> 


int getche( ) : 


機 能 | コン ツー ル か ら 1 文字 読み 込み ます 。 


入力 エニ コー バック し ます 。 


戻 り 値 | 読み 込ん だ 文字 を 返し ます 。 


参照 関数 | cgets, getch, getchar 


プロ グラ ム 例 
#1nclude く <std1ib.h> 
#ino1ude く <oonio・h> 
#1nclude く ctype・h> 
main() 


( 


char *msg = "9 の -9 の 番号 を 選ん で くだ さい 。『": 
1nt @ ョ 


while (cputs(msg), (c = getohe( ) ) , !isdigit(o) ) 
cputs ( "\r\nm" ) : 

Cprintf ( "\ ャ \nseleoted -> [%C]\r\nm"。 っ o): 

exit も (9): 
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etcwd レベ ルス 


書 式 | #include <direct. h> 


char ※*getcwd(pathbuf, n) : 
char *pathbuf: /* ラパス 名 を 格納 する 領域 を 指す ポイ ンタ */ 
int n: /* パス 名 の 最大 長 */ 


機 能 | カレ ント ディ レク トリ の フル フス 名 を pathbuf が 指す 領域 に 格納 し ます 。 
パス 名 の 最大 長 は nm バイ ト で 、 パ ス 名 (最後 の ヌル 文字 を 含め た ) の 長き が n 
の 値 を 超え る と 、 エ ラー に な り ま す 。 
pathbuf は NULL で も か まい ませ ん 。 
その 場合 、n の 大 きる の バッ ファ を malloc 関数 に よっ て 自動 的 に 割り つけ 、 る を 
こ に パス 名 を 格納 し ます 。 
この バッ ファ は 後に 、free 関数 で getcwd の 戻り 値 (割り つけ た バッ ファ の ポイ 
ンタ ) を 指定 し て 解放 する こと が で きま す 。 


戻 り 値 | ディ レク トリ の フル パス 名 へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
エラ ー の と き は NULL を 返し 、errno に 次 の 値 が モッ ト さ れ ま す 。 


errno の 値 内 容 


n バ イト 分 の メモ リ が な い (NULL を 引数 と し て 指定 し 
きり 


ERANGE パス 名 が n 文 字 よ り 長 く な っ て いる 


ENOMEN 


参照 関数 | chdir, mkdir, rmdir 
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リフ ァ レ ンス 


プロ グラ ム 例 
#1inc1lude く gtdio.h> 
#1no1ude く <direot.h> 
#define ST1ZE 1924 
statio ohar buf [STZE] : 
main( ) 


{ 
if (getowd( buf , STZE) == NULL ) 
perror( "getowd error"): 
else 
printf("ocwd is ?%s)\n"。 buf ) 
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etenV レベ ル 2 


#include <stdlib. h> 


char ※*getenv(name) : 
char ※name: /※* 環境 変数 名 を 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | 環境 変数 リス ト か ら name で 指定 され る 環境 変数 名 の 内 容 を 獲得 し ます 。 


getenv で 返さ れ た 環境 変数 リ スト の エン トリ を 直接 変更 し て は いけ ませ ん 。 
エン トリ を 変更 する 場合 に は 、putenvy 関数 を 使用 し ます 。 

また 、 環 境 変数 リス ト に 影響 を 与え ず に 返さ れ た 文字 列 を 加工 し た い 場 合 は 、 
strdup, strcpy な どの 関数 を 使っ て 文字 列 の コピー を 作成 し て 、 コ ピー に 対し て 
加工 し て くだ さい 。 

getenv, putenv 関数 は 環境 変数 リス ト を アク セス する た め に グロ ー バ ル 変 数 
environ を 使用 し ます 。 


戻 り 値 | 環境 変数 の 内 容 へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
環境 変数 を 発見 で き な か っ た 場合 は NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | puteny 
プロ グラ ム 例 


#1no1ude く stdio.h> 
#1ino1ude く <std1ib.h> 
#define NAME "pathb" 
main( ) 
char ネ まわ: 
if ((p = getenyv(NAME ) ) == NULL ) 


printf("%s is not found.\n", NAME ) : 
else 
printf("%s = %g\n",。 NAME, p): 
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etfa レベ ル 2 


書 式 | #include <io. h> 


int getfa(pathname) : 
char *pathname: /* 属性 を 調べ で たい ファ イル の パス 名 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | pathname で 指定 され た ファ イル の 属性 を 調べ ます 。 


戻 り 値 | 正常 終了 な ら ば 指定 され た ファ イル の 属性 を 返し ます 。 
属性 の フォ ー マ ッ ト は 以下 の 通り で す 。 


ビッ ト 0 : 読み 込み 専用 
ゼット 1 : 隠し ファ イル 
Py み トト み : 必 久 デム アゲ オル 
ビッ ト 3 : ボリ ュー ム ゥ 名 
ピット 4 > デイ レグ ドリ 
ビッ ト 5 : 通常 ファ イル 


な お 、 ビ ッ ト 3-5 ま で の いずれ の ビッ ト も 付い て いな い 場 合 は 通常 ファ イル で 
す 。 


エラ ー な ら ば ー1 を 返し ます 。 


参照 関数 | chgfa 
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半生 


プロ グラ ム 例 

#1ino1ude く stdio.h> 
#ino1lude くま GO 。 和 か み 
#define A RDO 9x91 /* 読み 込み 専用 */ 
#define A HDN 9x92 /* 隠し ファ イル */ 
#define A SYS 9x94 /* シス テム ファ イル キ #/ 
#define A_VOL 9x98 /* Volume ラ ベル キ */ 
#define A DTR 9x19 /* ディ レク トリ */ 
#define A FTL 9x29 /* 通常 ファ イル */ 
main( ) 
{ 

nt 層 

1f ((r = getFfa( "\\ ぎ CONFTG.SYS" ) ) == -1) 

puts( "失敗 し まし た 。"): 
else { 


if (r & A _RDO) 

puts( "読み 込み 専用 " ) : 
if (r & A HDN) 

puts(" 隠 し ファ イル ") : 
1f (r & A SYS) 

puts(" シ ステ ム フ ァ イル ") : 
if (r & A _VOL) 

puts( "Volume ラ ベル ") : 
if (r & A DTER) 

puts(" デ ィ レ クト リ 『): 
呈 お (RW 衝 太 REM) 

puts( "通常 ファ イル ") : 
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FL9etf キ ーーーーーーーーー と < ァ ョ ーー 


書 式 | #include <io. h> 


long getft(file) : 
int file: /* 作成 日 時 を 調べ で たい フ ァイル の ファ イル ハン ドル */ 


機 能 | file で 指定 され た ファ イル の 作成 日 時 を 調べ ます 。 


正常 終了 な ら ば 、 指 定 き され た ファ イル の 作成 日 時 を 返し ます 。 
作成 日 時 の フォ ー マ ッ ト は 以下 の 通り で す 。 


測 
記 


ビッ ト 31 一 25 : 1980 年 か ら の 相対 年 数 (0 一 99) 
ビッ ト 24 一 21 ・ 月 1 一 12) 

ビッ ト 20 一 16 : 日 (1 一 31) 

ビッ ト 15 一 11 : 時 (0 一 23) 

ビッ ト 10-5  : 分 (0 一 59) 

ビッ ト 4-0  : 秒 /2(0 一 29) 


エラ ー な ら ば ー1 を 返し ます 。 

な お 、 作 成 日 時 は 負 の 数 と な る 場合 も ある の で 、 エ ラー か どう か を 上 単に 戻り 値 の 
符号 で 判別 で き な い こと に 注意 し て くだ きい 。 

この 返り 値 は 、ftunpk に よっ て 年 月 日 時 分 秒 に 変換 する こと が で きま す 。 


参照 関数 | chgft, ftunpk 
プロ グラ ム 例 
#1ino1ude く stdio.h> 
#1no1ude く o・h> 
#1ino1ude く font] .h> 
#1ino1ude く stat.h> 
main( ) 
nt date : 
nt 近 3 
if ((fn = open( "\ ま \CONFTG.SYS" , O_RDWER ) ) == -1) 
puts(" オ ー プ ン で きま せん 。「): 
if ((date = getft(fn) == -1L) 
puts(" 失 敗 し まし た 。「"): 
else 
puts(dtasc(date >> 16 ) ) : 
close( fn ) : 
} 
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凌 隊 キ ーーーーーーーーー# 誠 8 


書 式 | #include <stdio. h> 
long getl(fp) : 
FILE *fp: /* ファ イル 構造 体 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | fp で 指定 され た スト リー ム か ら 1long サイ ズ 分 読み 込み ます 。 


戻 り 値 | 読み 込ん だ 1long の 値 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 また は エン ド オ ブフ ァイル (EOF) を 読み 込ん だ 場合 は 、 
EOF を 返し ます 。 
た だ し 、 ス トリ ー ム か ら 読 み 込 ん だ デー タ が EOF と 一 致し て いる 可能 性 が あり 
ます の で 、 エ ラー と エン ド オ プ ブフ ァイル の 判定 は ferror と feof 関数 を 使用 し て 
判定 し て くだ きい 。 


参照 関数 | putw, putl, getw 
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getmem, rlSmem, getml, 


#imclude <stdHib. hy 


void *getmem(size) : /* メモ リ 領 域 の 確保 */ 
size t size: /* 確保 する メモ リ 領 域 の サイ ズ */ 


int rlsmem(p, size) : /* メモ リ 領 域 の 解放 */ 
char *p: /* 解放 する 領域 へ く の ポ イン タ ※*/ 
size t size: /* 解放 する メモ リ 領 域 の サイ ズ */ 


void *pgetml(size) : /* メモ リ 領 域 の 確保 */ 
long size: /* 確保 する メモ リ 領 域 の サイ ズ ※*/ 


int rlsml(p, size) : /* メモ リ 領 域 の 解放 */ 
char *p: /* 解放 する 領域 へ く の ポ イン タ */ 
]ong size: /* 解放 する メモ リ 領 域 の サイ ズ */ 


機 能 | メモ リ 領 域 の 確保 、 ま た は 解放 を 行い ます 。 
getmem は 、size バイ ト の 領域 を 確保 し 、 そ の 領域 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
メモ リ が 不足 し て 領域 を 確保 で き な い と き に は NULL を 返し ます 。 
rlsmem は 、getmem で 確保 し た メモ リ 領 域 を 解放 し ます 。 
getml, rlsml は 、 引 数 の 型 が long で ある 他 は 、 そ れ ぞ れ getmem, rlsmem と 同 
以 で ず 。 


rlsmem で 指定 す る サイ ズ size は 、getmem で 指定 し た も の と 等 し てい な けれ ば な 
り ま せん 。getmem 以外 の 関数 で 確保 し た 領域 を 解放 し よう と し た 場合 、 
rlsmem は 一 1 を 返し ます 。 


戻 り 値 | 処理 が 正常 に 終了 し た 場合 、getmem, getml は 確保 し た メモ リ 領 域 へ て の ボイン 
タタ を 、rlsmem, rlsml は 0 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 に は 、getmem, getml は NULL を 、rlsmem, rlsml は 一 1 
を 返し ます 。 
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ivyiyiy mt yi ii うず エコ 


プロ グラ ム 例 
ま # ま inolude く stdio,h> 
#1no1ude く <std1ib.h> 


#define B STZE 1024 


matn( ) 

{ 
1nt nm? 
char *p: 


for (n = 1: n <= 1999: n++) [{ 

printf("%dKbyte: ", n): 

if ((p = getmem(n * B SIZE)) != NULL) { 
DWSn も お (で 欄 保 で きま し た 。 95 
rlsmem(p, n * B STZE): 

8 printf(": 全 メ モリ を 解放 し まし た ぎ n"): 

else { 
printf(" 確 保 で きま せん で し た 。 き \n"): 
break : 
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L9etpidーーーーーーーー ァ ラー 」 


書 式 | #include <process. h> 
int getpid( ) : 
機 能 | 呼び 出し プロ セス を 識別 する プロ セス ID を 返し ます 。 
プロ セス ID に は 、 プ ログ ラム 実行 開始 時 に その プロ セス に 固有 な 数 値 が 与え ら 
れ ま す 。 
戻 り 値 | プロ セス ID が 返り ます 。 
参照 関数 | mktemp 
プロ グラ ム 例 
#1no1ude く stdio.h> 
#1ino1ude く std1ib.h> 
#ino1ude く tring.h> 
#ino1ude く prooeSss・h> 
main() 
char name[256]: 


sprintf(name, 「\ ま も tmp\\Ffi1e%94d", getpid( ) ) 
printFf ("tmporary fi]e name = %s\n", name): 


293 


etS レベ ル 2 
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書 式 | #include <stdio. h> 
char ※*gets(buffer) : 
char ※buffer: /* 読み 込ん だ 文字 を 格納 する 領域 く の ポ イン タ */ 
機 能 | 標準 入力 か ら 改 行文 字 学 n が 現われ る か 、 標 準 入 力 が エン ド オ ブフ ァイル 
(EOF) に な る まで て 文字 列 を 読み 込み ます 。 
読み 込ん だ 文字 列 の 末尾 に は ヌル 文字 宰 0' が 付加 され 、buffer が 指す 領域 に 格納 
SC ます 。 
戻 り 値 | 読み 込ん だ 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 まき た は エン ド オ ブフ ァイル (EOF) を 読み 込ん だ 場合 は 、 
NDLL し を 返し ます 。 
どちら に よる NULL か は 、ferror また は feof 関数 を 使用 し て 調べ る こと が で き 
に 
参照 関数 | fgets, fputs, puts 
プロ グラ ム 例 
#ino1ude く stdio.h> 
#ino1ude <std1ib.h> 
#define SIZE 4996 
statio ohar buf [STZE] : 
main( ) 
while (gets(buf) != NULL ) 


puts (buf ) : 

if (ferror(stdin) ) { 
perror( "read error'" ) : 
abort( ) 


} 
exit( の ): 


GtW 


戻 り 値 


#include <stdio. h> 


int getw(fp) : 
FILE ま ※*fp: 


/* FILE 構造 体 へ の ポイ ンタ */ 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 
レベ ル 2 


fp で 指定 され た スト リー ム か 6 ら short サイ ズ 分 読み 込み ます 。 


読み 込ん だ short の 値 を 返し ます 。 


エラ ー が 発生 し た 場合 また は エン ド オ ブフ ァイル (EOF) を 読み 込ん だ 場合 は 、 


EOF を 返し ます 。 


どちら に よる PEOF か は ferror また は feof 関数 を 使用 し て 調べ る こと が で きま 


す 。 


putw, Dutl, getl 


#ino1lude 
#inoclude 
#ino1ude 


main( ) 


く stdio,h> 
く <std1ib.h> 
く o.h> 

Short 8 

FITLE * ネ fp 

fp = stdini 


if ((s = getw(fp) ) == EOF) { 
if (ferror(fp) ) 【 
perror( "fai1" ): 
clearerr(fp): 
} 
else if (eoFf(fp) ) 
printf("end of fi]1e\n"): 
eX ュ it(1): 
} 
printf( "number = %d\nm",。 8): 
exit(0) 
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mtim レール 
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書 式 
機 能 
戻 り 値 


#include <time. h> 


struct tm ※*gmtime(time) : 
timet ※*time: /* 時 刻 デ ー タ の 格納 領域 を 指す ポイ ンタ */ 


時 刻 time を グリ ニッ ジ 標 準 時 に 変換 し 、tm 構造 体 に 格納 し ます 。 

時 刻 tme は グリ ニッ ジ 標 準 時 1970 年 1 月 1 日 0 時 0 分 0 秒 か ら 経 過 し た 秒 数 
で 、time を 呼び 出す こと に より 得 ら れ ま す 。 

tm 構造 体 は 、time. h で 以下 の よう に 宜 言 きれ て いま す 。 


struct tm { 
int tm sec: /* 秒 (0 一 59) */ 
int tm min: /* 分 (0 一 59) */ 
int tm hour: /* 時 間 (0 一 23) */ 
inttm mday: /* 日 付 (1 一 31) */ 
int tm mon: /* 月 (0 一 11、0 が 1 月 ) */ 
int tm year: /* 年 (現在 の 年 か ら 6 1900 を 引い た 数 ) */ 
inttm wday: /* 曜日 (0 一 6、0 が 日 曜日 ) */ 
int tm ydayi /* 1 年 を 通し た 日 付 (0-365、0 は 1 月 1 日 ) */ 
int tm isdst: /* 夏時間 調整 が 無効 の 場合 は 0、 
有効 の 場合 は 0 以外 */ 
 : 
gmtime は 、 内 部 の 静 的 な 領域 へ て の ポイ ンタ を 返し ます 。 
し た が っ て 、gmtime が 呼び 出さ れる だ た びに 同じ 領域 に 上 書き され 、 前 の 内 容 は 
失わ れ ま す 。 


tm 構造 体 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


参照 関数 | asctime, ctime, 1ocaltime, time 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


io oo コー ポポ ママ ュー ペペ ポコ 


プロ グラ ム 例 


#1no1lude く <stdio・.h> 
#1nolude くも time.h> 
matin( ) 
{ 
Struot tm *] tm 
Struot tm *u tm 


time tt 1]time: 
time(&1time ) : 


u tm = gmtime(&1time ) : 
printf(" た だ 今 の UCT 上 時刻 は %s\nm", asotime(u tm)): 


1 tm = 1ooa1time(&1time ) : 
printf(" た だ 今 の 現地 時 語 は %s\n", asotime(1 tm)): 
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hantozen っ 


書 式 | #include <jfctype. h> 


int hantozen(c) : 


int c: /*※ 変換 する 文字 (半角 文字 ) */ 


機 能 | 半角 文字 c を 全角 文字 に 変換 し ます 。 
c は 0x20 ミ c ミ 0X7E、 ま た は OxA1 ミ Sc ミ OxDF の 範囲 内 に な けれ ば な り ま せん 。 
カナ は カタ カナ に 変換 され ます 。 
c の ビッ ト 16 が 1 の と き に は 、 ひ 6 が な に 変換 され ます 。 


戻 り 値 | シフ ト JIS 漢 字 コ ュー ド で の 全角 文字 を 返し ます 。 
変換 で き な か っ た 場合 に は c を 返し ます 。 


Zentohan 
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ho レベ ル 3 
#include <graph. h> 


void home(pa, x, Y) : 

int pa: /* ま グラ フィ ッ ク ペ ー ジ  */ 
int x: /* 左端 X 座 標 */ 

inty: /* 上 端 Y 座 標 */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 位置 を 設定 し ます 。 
pa に は グラ フィ ッ ク 画 面 の ペー ジ を 指定 し ます (0-3)。 
た だ し 、 画 面 の モー ド に よ り 、 最 大 ペー ジ 数 が 異な り ま す 。 
x に は 左端 X 座 標 、y に は 上 端 Y 座 標 を 指定 し ます 。 
x、y も また 、 画 面 の モー ド に より 最大 値 が 異な り ま す (0 一 511、 ま だ は 0 一 1023) 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


プロ グラ ム 例 


#1inolude く basic9.h> 
#1ino1ude く graph.h> 


matn( ) 


も 3nt を も,( ) 5 


screen(2, の 9, 1, 1): 

apage(0 の ) : 

vpage(1): 

window( の 9, 9, 1923, 1923): 

cirole(511, 511, 199, 15, の, 369, 256): 
paint(511, 511, 9): 


home( の 9, 255, 255): 


b_exit( の ): 


299 


FTSV 一 ーーーーー と <z ョ ー」 
書 式 | #include <graph. h> 


int hsv(hu, sa, va) : 
inthu: /* 色相 */ 
int sa: / キ 法 き * ネ メア 
int va: /* 明る さき */ 


機 能 | 色相 hu, 濃 き sa, 明る き va に 応じ た 色 コ ー ド を 得 ま す 。 
な お 、 色 コー ド は 0-65534 の 偶数 し な り ま す 。 
を それぞれ の 指定 可能 範囲 は 以下 の 通り で す 。 


hu : 0 一 192 
CS 議 10 に に や 1 
va : 0 王 31 


戻 り 値 | 色 コ ー ド を 返し ます 。 
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本 Hg ビ Mu Sp テキ エ 


プロ グラ ム 例 
#1nolude <basic の 9.h> 
#inolude く <graph .h> 
main( ) 
{ 
nt 人 
ュ in も EMI( き も 。 ま m も 。 mn も)i 
生物 も 3 
soreen(1, 3, 1,。 1): 
vpage(1): 
Po (3 る 徐 2 は く すま 5 も キキ か 
GE ( ポ の: すく 43 JJ ます) 【 
Fo ぶ ( 還 = の) 民 ぐ ③? キ +) {1 
kyu() * 128, k * 170。 
まま ルコ 分 生ま 3 や 拓 )5 
} 
} 
} 
b_exit(9): 
} 
statio int 民 玉 (も も 。 31n も 。 させ np も D) 
{ 
nt ュ 1 うぅ gk: 
ュ int Gi 


EN(※) sk 玉山 27。 ダ 中 169。 9) 3 
Pop (も = の 5 8 く 8 きる: まま) # 
当 (な きよ = 呈 2 
PO IN 了 = の 5 表 く (23 ギ ) tf 
な 。 計 屋 如 6 9H。 や 刺 殿 
circle(x + 64, y+ 64, 
J * 2 + を E。 oc。 の 9。 369, 256) 
paint(x + 64, y + 64, っ o)ji 
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LnYDO キ ーーーー ーーー ァ = ァ テー 
#include <math. h> 


double hypot(x, y) : 
double x,y: /* 直角 三角 形 の 2 辺 */ 


機 能 | 2 辺 x, y の 長 る か ら 直 角 三 角形 の 斜 辺 の 長 さ る を 計算 し ます 。 
計算 式 は sqrt (xXx 十 yXy) と 同じ で す 。 


直角 三角 形 の 斜 辺 の 長き を 返し ます 。 
オォ オーバーフロー が 発生 し た 場合 は 、errno に ERANGE が セッ ト さ れ 返 り 値 は 
HUGE VAL に な り ま す 。 
まだ エラー 処理 は 、matherr 関数 を 使っ て 行う こと が で きま す 。 
ラム 例 


参照 関数 | cabs 


プロ グラ ム 例 

#inoclude く sgtdio,h> 
#ino1ude く math.h> 
main() 

double xi: 

double Tj 

1nt 1 3 

1nt 1 


5 J <〈= 32: J++) { 
x = (doub1e)1i: 
y = (doub1e ) } : 
printFf( "hypot(%+4。1f,。 %+4.1f) = %g ぎ nl", 
x, , hypot(x, 了 ) ) : 
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Iimg-Ccolor = 時 
| 書 。 式 | #include <image. h> 


void img color(hu cal) : 
char hu cal: /* 色調 モー ド */ 


機 能 | 画像 とり 込み を 行う 際 の と り 込 み 画像 の 色調 補正 (ゲラ フィ ッ ク パ レッ ト の 補 
正 ) を 行い ます 。 
hu cal に は 次 の 色調 モー ド を 指定 し ます 。 


0 : 16 色 モー ド 
1 : 256 色 モー ド 


2 : 65536 色 モ ー ド 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


303 


Img_-hom レベ ル 3 


書 式 | #include <image. h> 


void img home(x, y, dir, cnt, wt) : 
HE 。 3 
char dir : 


int cnt, wt: 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 位置 を 移動 し ます 。 
x に は 始点 の X 座 標 (0 一 511) 、y に は 始点 の Y 座 標 (0-511) を 指定 し ます 。 
dir, cnt, wt は それ ぞ れ 、 移 動 方 向 (1-9)、 移 動 回 数 (0 一 65535) 、 待 ち 時 間 (0 
ー65535) で す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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img_ht ce 
| 書 。 式 | #include <image. h> 


void img ht (x1, y1, x2, y2, D, a) : 

int x1: /* 始点 X 座 標 */ 

int yl: /* 始点 Y 座 標 */ 

int x2: /*- 終点 X 座 標 */ 

int y2: /* 終点 Y 座 標 */ 

char p: /* グラ フィ ッ ク 画 面 の 機能 設定 */ 
char a: /* 半 透 明 表示 指定 */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の 指定 範囲 と テレ ビ 画 面 と の 半 透 明 表 示 の 制御 を 行い ます 。 
x1 に は 始点 座 標 を 指定 し ます 。 
y1 に は 始点 Y 座標 を 指定 し ます 。 
x2 に は 終点 X 座 標 を 指定 し ます 。 
y2 に は 終点 Y 座標 を 指定 し ます 。 
p に は グラ フィ ッ ク 画 面 の 指定 領域 へ の 半 透 明 表 示 の 設定 有無 を 指定 し ます 。 


0 : 半 透 明 表 示 を 設定 し な い 
1 : 半 透 明 表 示 を 設定 する 


a に は 半 透 明 表示 の 実行 の 有無 を 指定 し ます 。 


0 : 半 透 明 表 示 を 実行 し な い 
1 : 半 透 明 表 示 を 実行 する 


本 関数 実行 前 に 、screen 関数 また は crt 関数 に より 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ の 低 
解像度 モー ド (512X512、 ま た は 256X256) に し て セ く 必要 が あり ます 。 


また 、x1、y1、x2、y2 は 実 画面 サイ ズ に より 、512X512 の と き は 、0511 ま 
で 、256X256 の と き は 、0 一 255 まで を 指定 する こと が で きま す 。 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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Hm9g- IOadーーーーー と テー 


書 式 | #include <image. h> 


int img load(fname, x, y, b) : 

char *fname: /* 入力 ファ イル 名 へ の ポイ ンタ */ 
int x: / ま ※ ロー ド す る グラ フィ ッ ク 画 面 の X 座標 */ 
inty: / ま ロー ド す る グラ フィ ッ ク 画 面 の Y 座 標 */ 
int b: /*※ ロー ド 終 了 位 置 の 設定 */ 


機 能 | fname が 指す サフ ァイル の デー タ を 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 へ 読み 込み ます 。 
ファ イル の 拡張 子 は 、 解 像 度 に より 次 の よう に 決ま っ て いま す 。 
拡張 子 画面 の モー ド 色 
GS0 256X256 16 色 」 
GMO 」 256X256 256 色 
GLO 256X256 四 | 65536 色 
GS3 昌 | 512 x 512 16 色 
GM3 512X512 識 256 色 
| 生き 
GL3 512 xX512 | 65536 色 
b: ロー ド 終 了 位 置 
ba 守 
1 


dy… 下 図 の 通り Y 座 標 の 下 か ら 6 の ドッ ト 数 


256 
また は 

512 デー ロ ー ド 終了 位置 
ドッ ト dy 


256 まだ は 512 ドッ ト 


n… 拡 張子 
GS0 99 一 >0SbD<7 
GS3 人 16 
GMO mieaie ae 16 
GIM3 aaateiere 8 0 b 7 
机 放 人 oo 8 
GL3 …… 使用 不可 


戻 り 値 | 正常 終了 の と き は 0 を 、 暴 常 終了 の と き は 0 以外 を 返し ます 。 


img save 
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im9g-DOS- レベ ル 3 


書 式 | #include <mage. h> 


void img pos(h cal) : 
charhcal: /* 画面 水平 位置 補正 データ */ 


機 能 | 画像 と り 込み 時 の 画面 水平 位置 の 補正 を 行い ます 。 
h cal は 、0 一 255 まで の 範囲 で 指定 し ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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書 式 | #include <mage. h> 


Void img put(x1, y1, x2, y2, na, len) : 
int x1, y1, x2, y2, 1en : 


Vold ※*na: 


機 能 | グラ フィ ッ ク デ ー タ を 表示 し ます 。 
(x1, y1) で 表 さ れる 座標 か 6 (x2, y2) で 表 さ れる 座標 まで の 間 、8 ドッ ト さ ご 
と に 移動 し な が 6、na が 指す パタ ー ン デー タ を 表示 し ます 。 
表示 する パタ ー ン デー タ の 大 きき さ は 256x256 ドッ ト で す 。 
表示 デー タ は 、131,072 バイ ト 必 要 で す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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IITIdーSdV レベ ル 3 
| 書 。 式 | #include <image. h> 


int img save(fname, x, Y) : 

char *fname: /* 出力 ファ イル 名 へ の ポイ ンタ ネ */ 
int x: /* セー ブ す る グラ フィ ッ ク 画 面 の X 座 標 */ 
iny yi: /* セー ブ す る グラ フィ ッ ク 画 面 の Y 座標 */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の ゲー タ を 、fname が 指す ファ イル へ 書き 出し ます 。 
ファ イル の 拡張 子 は 、 解 像 度 に より 次 の よう に 決ま っ て いま す 。 


拡張 子 | 画面 の モー ド 色 
当 
GS0 256X256 16 色 
] 
GMO0 256X256 256 色 
ョ 
GL0 256 メ 256 65536 色 
GS3 512X512 16 色 
| 
GM3 512X512 256 色 
由 
GL3 512 X512 65536 色 


戻 り 値 | 正常 終了 の と き は 0 を 、 異 常 終了 の と き は 0 以外 を 返し ます 。 


参照 関数 | img load 
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img_scrn MR 
| 書 。 式 | #include <image. h> 


void img scrn(size, mode, disp) : 


char size, mode, disp : 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の モー ド を 設定 し ます 。 
引数 は それ ぞ れ 次 の よう に 指定 し ます 。 


size (表示 画面 サイ ズ ) 
0 : 256X256 ドット 
1 : 512X512 ドッ ト 
2 : 768X512 ドッ ト 


mode ( 実 画面 お よび 色 モ ー ド ) 


0 : 1024X1024 ドッ ト 16 色 
1 : 512X512 ドット 16 色 
2 : 512X512 ドッ ト 256 色 
3 : 512X512 ドッ ト 65536 色 


disp (ディ スプ レイ 解像度 ) 
0 : 標準 解像度 
1 : 高 解像度 


戻り 値 は あり ませ ん 。 


310 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


FIm9-S@ーーーーーー と < ァ ョ ー」 
#include <mage. h> 


void img set(img ctl0〔, img ctl1, img ctl2, img ctl3, img ct14〕) : 
char img ct10: /* 制御 符号 */ 
int img ctl1, img ct12, img ct13, img ct14: /* 制御 符号 */ 


機 能 | カラ ー イ メー ジュ ユニ ッ ト (CZ-6VT1) の 制御 を 行い ます 。 
img ctl に は 、 カ ラー イメ ー ジ ユニ ッ ト の コン トロ ー ル ュー ド を 指定 し ます 
(0x00 一 0xEFF) 。 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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Img_-Stll 二 


書 式 | #include <mage. h> 


void img still(ch) : 
char ch: /* モー ド ※*/ 


機 能 | 画像 と り 込 み の 設定 を 行い ます 。 
ch に は 画像 と り 込 み の モ ー ド を 指定 し ます 。 


本 関数 の 実行 前 に 、screen 関数 に より 低 解 像 モー ド (512X512、 ま た は 256※ 
256) に し て お ぉ 必要 が あり ます 。 

また 、 画 像 と り 込 み を 行う プロ グラ ム の 終了 時 に は 、 必 ず img still(0) を 実行 
し て ぐだ きい 。 


測 
選 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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画 
nstr レベ ル 3 
| 書 。 式 | # include <basic. h> 


int instrG, str1, str2) : 

inti: /* 比較 を 開始 する 位置 */ 
char *strl: /* 文字 列 */ 
char *str2: /* 文字 列 */ 


機 能 | str1 の i 番 目 の 文字 か ら 始 め て 、str2 と 等 し い 部 分 を 探し ます 。 
i に 指定 する 値 は 、 先 頭 を 1 と し て 何 番目 か を 数 値 で 指定 し ます 。 


str1 に str2 と 等 し い 部 分 の あっ た 位置 を 返し ます 。 
返さ れる 値 は 、 先 頭 を 1 と し た 数 値 る 返し ます 。 
な けれ ば 0 を 返し ます 。 
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isalkana, iSpnkana, isalnmkana, 


ISDrkana, iSgrkana レベ ル 2 
書 式 | #include fctype. h> 


isalkana(c) : /* 英文 字 ま た は カナ 文字 の 判定 */ 
ispnkana(c) : /* 英 句 読点 また は カナ 名 読点 の 判定 */ 
isalnmkana(c) : /* 英 数 字 ま た は カナ 文字 の 判定 */ 
isprkana(c) : /* 表示 可能 文字 (空白 を 含む ) の 判定 */ 
isgrkana(c) : /* 表示 可能 文字 (空白 を 除く ) の 判定 */ 
int c: /* 判定 する 文字 */ 


て 


im 


3 


im 


て 十 


in 


に 3 


im 


寺 


im 


機 能 | これ ら 6 の 関数 は c で 与え られ た 文字 の 判定 を 行い ます 。 
isalkana は c が 英文 字 ま た は カナ 文字 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
ispnkana は c が 英名 読点 また は カナ 名 読点 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
isalnmkana は c が 英 数 字 ま た は カナ 文字 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
isprkana は c が 表示 可能 文字 (空白 を 含む ) で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
isgrkana は c が 表示 可能 文字 (空白 を 除く ) で ある か 否 か を 判定 し ます 。 


戻 り 値 | 条件 を 満た せ ば 0 以外 の 値 を 、 満 た さ な け れ ば 0 を 返し ます 。 


参照 関数 | isalnum, isprint, iskana, iskpun, iskmoji 
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isupper, iSlower, iSalpha, iSdigit iSalnum, iSgraph, 
isprint, isascii, iSspace, iSpunct, iScntrl, 
isxdigit isodigit, iScsym, iScsymf 


書 式 | #include <ctype. h> 


isupper (c) : /* 


大 文字 の 判定 */ 

小文字 の 判定 */ 

isalpha(c) : /* 英文 字 の 判定 */ 

isdigit(c) : /* 10 進 数 の 判定 */ 

/* 英 数 字 の 判定 */ 

空白 以外 の 表示 可能 文字 の 判定 */ 

空白 を 含む 表示 可能 文字 の 判定 */ 

ASCII 文字 の 判定 */ 

空白 文字 の 判定 */ 

名 読点 の 判定 */ 

iscntrl(c) : /* 制御 文字 の 判定 */ 

isxdigit(c) : /* 16 進 数 の 判定 */ 

/* 8 進数 の 判定 */ 

int iscsym(c) : /* C 言 語 の 識別 子 と し て 使用 で きる 文字 の 判定 */ 
/* C 言 語 の 識別 子 の 先頭 文字 とし て 使用 で きる 文字 の 判定 */ 


3 


in 


ー3 


int islower(c) : /* 


て 十 


in 


で 


im 


て 


int isalnum(c) : 


ご 3 


int isgraph(c) : /* 
int isprint(c) : /* 


int isascii(c) : /* 


/ー 


int isspace(c) : /* 


て 


int ispunct(c) : /* 


て 十 


im 


て 


im 


て 


int isodigit(c) : 
int iscsymf(c) : 


jmt @) 


これ ら 6 の 関数 は c で 与え られ た 文字 の 判定 を 行い ます 。 

な お 、 こ れ ら に は マク ロ 定 義 と 関数 版 が あり ます 。 

関数 版 は fctype. h を 、 マ クロ 版 は ctype.h を イン クル ー ド し て 使用 し ます 。 
それぞれ 、c が 以下 の 範囲 内 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 


isSuDDer 英 大 文字 AZ′ (0x41 一 0x5A) 
islower 英 小 文字 'a 一 "2 (0x61 一 0x7A) 
isalpha 英文 字 *Aー グ (0x41 一 0x5A) 
'aー'Z” (0x61 一 0x7A) 
isdigit 数 字 0 一 9′ (0x30 一 0x39) 
isalnum 英文 字 、 数 字 0'ー'9' (0x30 一 Ox39) 
*A"ー グ ′ (0x41 一 0x5A) 
'aー タ (0x61 一 0x7A) 
isgraph 英文 字 、 記 号 、 数 字 (空白 を 除く ) (0x21 一 0x7E) 
isprint 英文 字 、 記 号 、 数 字 (空白 を 含む ) (0x20 一 0x7E) 


isaScil 


ASCII 文字 


(0x00 一 Ox7F) 
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isspace 空白 文字 (0x09 一 0xO0D) 
ispunct 名 読点 (0x20 一 0x2F) 
(0x3A 一 0x40) 
(0x5B 一 0x60) 
(0x7B 一 0x7E) 
iscntrl 制御 文字 (0x00-0x1F、0x7F) 
isxdigit 16 進数 表記 用 文字 0' 一 9' (0x30 一 0x39) 
AV" 一 F” (Ox41 一 Ox46) 
“8 一 ff (0x61 一 Ox66) 
isodigit 8 進数 表記 用 文字 0 一 7'′ (0x30 一 0x37) 
iscSym 英文 字 『Aー グ ' (0x41 一 0x5A) 
コー (Ox61 一 Ox7A) 
数 字 0 一 9′ (0x30 一 0x39) 
アシ ゲー ライ マシ *” (Ox5E) 
iscsymf 英文 字 『A"ー グ ′ (0x41 一 0x5A) 
'aー"Z′ (Ox61 一 0x7A) 
デジ ダー ライ シ "(Ox5F) 


戻 り 値 | 条件 を 満た せ ば 0 以外 の 値 を 、 満 た さる な けれ ば 0 を 返し ます 。 


参照 関数 | toascii, tolower, toupper 


プロ グラ ム 例 
#inoc1ude く stdio,h> 
#ino1ude く <otype・h> 
main( ) 
{ 
ュ n セ も 0 


for (co = の x の の: oc < の x8 の : c++) { 
printf( "90x%94x",。 っ o): 


お 3 も ず ( 7639" 。 ミエ gaLpum( で G う 3 "YAN" ) "5 
区 mnE 下 ("38 。 ミミ aatpha(e) 2 "AT る の)5 
や お 3m も ず ( "%3g" 。 gaaeit(c) 7? "AST 』: "が 5 
printf(" ま pn" ) 
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CISattVーーーーーーーー セ テラ ーー 


書 式 | #include <o. h> 
int isatty (device) : 
int device: /* ま ファ イル ハン ドル ※*/ 
機 能 | device で 指定 し た ファ イル ハン ドル が 文字 デバ イス (ター ミナ ル 、 コ ン ツ ソー ル 、 
プリ ンタ 、 シ リア ルポ ー ト な ど ) で ある か どう か を 調べ ます 。 
戻 り 値 | ファ イル ハン ドル が 文字 デバ イス の 場合 に は 0 以外 の 値 を 返し 、 そ う で な けれ ば 
0 を 返し ます 。 
プロ グラ ム 例 
#1nc1lude く <stdio.h> 
#inoc1ude <std1ib.h> 
#inolude く font1.h> 
#inolude く <o.h> 
#inoclude く <gtat.h> 
main(int argo, char *argY[ ] ) 
{ 
char *fiTei 
in も fn : 
fi1e = (argo > 1) ? argv[1] : "con": 
if ((fn = open(fi1e, O_RDONLY) ) == -1) 【 
perror(fi1e): 
exit も (1) 
} 
printf("?%s) ia "。 fi1e): 
if (isatty(fn) == 9) 
printf ("not oharacter devioe\n" ) 
else 


printf("oharaoter devioe\n" ): 


cl1ose(fn): 
ex ュ 1 も (6) 
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iSkana, iSkDun, 


#include <jfctype. h> 


int iskana(c) : /* カナ 文字 また は カナ 句読点 の 判定 */ 
int iskpun(c) : /* カナ 名 読点 の 判定 */ 

int iskmoji(c) : /* カナ 文字 の 判定 */ 

int c: /* 判定 する 文字 */ 


これ ら の 関数 は c で 与え られ た 文字 の 判定 を 行い ます 。 

iskana は c が カナ 文字 また は カナ 名 読点 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
iskpun は c が カナ 句読点 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 

iskmoji は c が カナ 文字 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 


戻 り 値 | 条件 を 満た せ ば 0 以外 の 値 を 、 満 た さき なけ れ ば 0 を 返し ます 。 
参照 関数 | isalpha, islower, isupper, isxdigit, isdigit, ispunct, isspace, iSalnum, isalkana, 
ispnkana, isalnmkana, isprkana, zentohan 
プロ グラ ム 例 
| 

#1no1ude く sgtdio.h> 

#ino1ude く Jfotype・.h> 

main() 

int 1 


/* 1byte カ ナ 文 字 だ け 出 力 す る フィ ル タ */ 
while ((c = getohar( ) ) ! = EOE) 【{ 
if (iskanj)i(c) ) 
(void ) getochar( ) : 
else if (isjkana(o) ) 
putohar(o): 
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iskanjl ISkanjl2ー テラ 
#include <jfctype. h〉 


int iskanji(c) : /* 漢字 の 1 バイ ト 目 の 判定 */ 
int iskanji2(c) : /* 漢字 の 2 バイ ト 目 の 判定 */ 
int c: /* 判定 する 文字 */ 
機 能 | これ ら の 関数 は c で 与え られ た 文字 の 判定 を 行い ます 。 
iskanii は c が シフ ト JIS ユー ド の 1 バイ ト 目 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
iskanii2 は c が シフ ト JIS コー ド の 2 バイ ト 目 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 


シク ト ]IS コー ド の 1 バイ ト 目 …… 0x81 ミ Sc ミ O0x9F また だ は OxE0 ミ Sc ミ OxEF 
シフ ト JIS コー ド の 2 バイト 目 …… 0x40 ミ c ミ 0x7F また は 0x80 ミ c ミ OxFC 


条件 を 満た せ ば 0 以外 の 値 を 、 満 た さ な け れ ば 0 を 返し ます 。 
参照 関数 | jiSzen, jis10, jis11, jis12 
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國 
間 生 ーー ドサ ーー 
#include <stdlib. h> 


char ※*itoa(value, string, radix) : 

int value: /* 変換 すべ き 整 数 値 */ 

char *string: /* 変換 し た 文字 列 を 格納 する 領域 を 指す ポイ ンタ */ 
intradix: /* 基数 */ 


機 能 | value で 指定 し た 整数 値 を 文字 列 (最大 33 バイ ト ) に 変換 し 、string の 指す 領 
域 に 格納 し ます 。 
文字 列 の 末尾 に は ヌル 文字 ' 半 0' が 付加 され ます 。 
radix は value の 基数 で 、2 一 36 の 範囲 で 進数 を 指定 し ます 。 
も し radix が 10 で Yalue の 値 が 負 の 場合 は 、 文 字 列 の 先頭 に マイ ナス 記号 (一 ) 
が 付加 る れ ま す 。 


戻 り 値 | 変換 され た 文字 列 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


参照 関数 | ltoa, ultoa, wtoa 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く stdio.,h> 
#ino1ude く <std1ib.h> 
main( ) 
char buFf[ 34] : 
宮 也 き 


for (1 = の 3 1 < 199: i++) 人 { 
DPHHn も お ( り 沈 2 3 の 。 き )5 
printf("%7g "。 1 も toa(1i, buf。 2 
printf("%3s "。 itoa(1i, buf, 8 
Dr さき n も ず (“"%2a "。 さも oa(1。 buf。 1 
prn も f( 28 "。 さも Eoa(1。 buf。 1 
printf(" ま nn" ) : 
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isalpha, jiSupper, jiSlower, jiSdigit, 
iskata, jisShira, jiSkigou, jISSDaCe 


レベ ル 2 


書 式 | #include <fctype. h> 


int jisalpha(c) : /* 全角 英文 字 の 判定 */ 

int jiSupper(c) : /* 全角 英 大 文字 の 判定 */ 
int jislower(c) : /* 全角 英 小文字 の 判定 */ 
int jisdigit(cC) : /* 全角 数 字 の 判定 */ 

int jiSkata(c) : /* 全角 カタ カナ 文字 の 判定 */ 
int jishira(c) : /* 全角 ひら が な 文字 の 判定 */ 
int jiSkigou(c) : /* 全角 句読点 文字 の 判定 */ 
int jisspace(c) : /* 全角 空白 文字 の 判定 */ 
intc: /* 判定 する 文字 */ 


機 能 | これ ら 6 の 関数 は c で 与え を られ た シフ ト JIS ユー ド で の 文字 の 判定 を 行い ます 。 
jiSalpha は c が 全角 英文 字 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
jiSupper は c が 全角 英 大 文字 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
jiSlower は c が 全角 英 小 文字 びあ る か 否 か を 判定 し ます 。 
jisdigit は c が 全角 数 字 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
jiSkata は c が 全角 カタ カナ 文字 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
jiShira は c が 全角 ひら が な 文字 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
jiSkigou は c が 全角 名 読点 文字 びあ る か 否 か を 判定 し ます 。 
jiSspace は c が 全角 空白 文字 びあ る か 否 か を 判定 し ます 。 


戻 り 値 | 条件 を 満た せ ば 0 以外 の 値 を 、 満 た さる なけれ ば 0 を 返し ます 。 


参照 関数 | jiSzen, jis10, jisl1, jis12, iskanji, iSkanji2 
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ISZen, 」SIO, js jiS2__ 4。 
#include <jfctype. h> 


int jiSzen(c) : /* 全角 文字 の 判定 */ 

int jis10(c) : /* 全角 空白 文字 、JIS 第 一 水準 記号 の 判定 */ 
int jisl1(c) : /* JIS 第 一 水準 漢字 の 判定 */ 

int jis12(c) : /* JIS 第 二 水 準 漢字 の 判定 */ 

int c: /* 判定 する 文字 */ 


機 能 | これ ら の 関数 は c で 与え られ た シフ ト JIS コー ド で の 文字 の 判定 を 行い ます 。 
jiSzen は c が 全角 文字 びあ る か 否 か を 判定 し ます 。 
jiS10 は 全角 空白 文字 また は JIS 第 一 水準 の 記号 ( 非 漢字 ) で ある か 否 か を 判定 
し ます 。 
jisSl1 は c が JIS 第 一 水準 漢字 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 
jisSI2 は c が JIS 旧 二 水準 漢字 で ある か 否 か を 判定 し ます 。 


戻 り 値 | 条件 を 満た せ ば 0 以外 の 値 を 、 満 た さき なけ れ ば 0 を 返し ます 。 


参照 関数 | iskanji, iskanii2 


プロ グラ ム 例 
#1noc1ude <stdio,h> 
#1no1ude く Jfotype.h> 
main( ) 


uns1igned short oh: 


int @3 

int GG 

while ((o = getohar( ) ) ! = EOF) [{ 
if (iskanji(c) ) 【 


GO 6 
Oh ミニ 《Q ぐ < 8): 
Ch += (Co = getohar( ) ) 
printf("%o%o は 、", oo,。 G): 
if (jis19( ob ) ) 

printf(" 非 漢字 \n"): 
else if (jis11(oh) ) 

printf(" 第 1 水準 \n"): 
else if (jis12(ch) ) 

printf(" 第 2 水準 き n"): 


printf( "1byte 文 字 ま n" ) 


else 
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書 式 | #include <jstring. h> 


unsigned char *jstrchr(string, c) :“ 
unsigned char *string: /* サー チ が 行わ れる 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 
int c: /* サー チ す る 文字 */ 


string が 指す 文字 列 の 中 で 、 文 字 c が 最初 に 現れ る 位置 を 調べ ます 。 

本 関数 は 、strchr 関数 の 漢字 対応 版 で あ り 、 文 字 列 に シフ ト JIS コー ド の 漢字 
を 含む こと が で きる と いう 点 を 除け ば 、 基 本 的 な 機能 は 同じ で す 。 

漢字 は 1 文字 し し て 扱わ れ 、 シ フト JIS ユー ド の 2 バイ ト 目 が ヌル 文字 ぎ 0' で あ 
れ ば 1 バイ ト 目 も ヌル 文字 で ある と 解釈 され ます 。 

サー チ す る 文字 が 漢字 の 場合 は 、、 シ フト JIS コード を 使用 し 、 こ の コー ド の 1 
バイ ト 目 を 上 位 バ イト に 、2 バイ ト 目 を 下位 バイ ト に 設定 し ます 。 

サー チ す る 文字 が 半角 の 場合 に は 、 下 位 8 ビッ ト を 使用 し 、 上 位 バ イト は ゼロ に 
し で 窓 生 まず す 。 


文字 c が 現れ た 位置 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
文字 c が 文字 列 に な いと き は NULL を 返し ます 。 


strchr, jstrrchr 
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]jStrcm レベ アラ 


書 式 | #include <jstring. h> 


int jStrcmp(string1, string2) : 
unsigned char *string1: /* 文字 列 1 へ の ポイ ンタ */ 
unsigned char *string2: /* 文字 列 2 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | 本 関数 は strcmp 関数 の 漢字 対応 版 で あり 、 文 字 列 に シフ ト JIS ユー ド の 漢字 を 
含む こと が で きる と いう 点 を 除け ば 、 基 本 的 な 機能 は 同じ で す 。 
漢字 は 1 文字 と し て 扱わ れ 、 シ フト JIS コー ド の 2 バイ ト 目 が ヌル 文字 宰 0 で あ 
れ ば 1 バイ ト 目 も ヌル 文字 で ある と 解釈 され ます 。 
な お 、 文 字 列 の 比較 は 次 の 大 小関 係 に よっ て 行わ れ ま す 。 


英 数 文字 く カ ナ 文 字 ぐ 漢字 
戻 り 値 | 文字 列 1 と 文字 列 2 の 大 小関 係 を 返し ます 。 
戻り 値 と を の 内 容 は 次 の 通り で す 。 
戻り 値 内 容 
負 string] は string2 より 小さ い 
0 string1 と string2 は 等 し い 
正 string1 は string2 より 大 きい 
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JStrncm レベ アラ 


書 式 | #include string. h> 


int jstrncmp (string1, string2, n) : 
unsigned char *stringl: /* 文字 列 1 へ の ポイ ンタ E 4 
unsigned char *string2: /* 文字 列 2 へ の ポイ ンタ ※*/ 
intn: /* 比較 する 文字 数 */ 


文字 列 の 比較 を 行い ます 。 
本 関数 は strncmp 関数 の 漢字 対応 版 で あり 、 文 字 列 に シフ ト JIS コー ド の 漢字 
を 含む こと が で きる と いう 点 を 除け ば 、 基 本 的 な 機能 は 同じ で す 。 
n は 比較 する 文字 数 を 指定 する の で あり バイ ト 数 を 指定 する の で は あり ませ ん 。 
し た が っ て 、 漢 字 は 1 文字 と し て 数 えま す 。 
また 、 シ フト JIS コー ド の 2 バイ ト 目 が ヌル 文字 宣 0'" な ら ば 、1 バ イト 目 も スル 
文字 で ある と 解 息 し ます 。 
な お 、jStrncmp 関数 は 、 次 の 大 小関 数 に より 比較 を 行い ます 。 


英 数 文字 くべ カナ 文字 ぐ 漢 字 


戻 り 値 | 文字 列 1 と 文字 列 2 の 大 小関 係る 返し ます 。 
戻り 値 と を の 内 容 は 次 の 通り で す 。 


戻り 値 内 容 
負 string]1 は string2 より 小さ い 
0 」 string1 と string2 は 等 し い 
正 string1 は string2 より 大 きい 


Strncmp 


325 


JStrrChrーーーーーー テ テテ ー 


#include <jstring. h> 


unsigned char * jstrrchr(string, c) : 
unsigned char *string: /*※ サー チ が 行わ れる 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 
int c: /* サー チ す る 文字 */ 


機 能 | string1 が 指す 文字 列 の 中 で 、 文 字 c が 最後 に 現れ た 位置 を 調べ ます 。 
本 関数 は 、strrchr 関数 の 漢字 対応 版 で あり 、 文 字 列 に シフ ト JIS ユー ド の 漢字 
を 含む こと が で きる と いう 点 を 除け ば 、 基 本 的 な 機能 は 同じ で す 。 
漢字 は 1 文字 と し て 扱わ れ 、 シ フト JIS ユー ド の 2 バイ ト 目 が ヌル 文字 宰 0' で あ 
れ ば 1 バイ ト 目 も ヌル 文字 で ある と 解釈 きれ ます 。 
サー チ す る 文字 が 漢字 の 場合 は 、 シ フト JIS ユー ド を 使用 し 、 こ の コー ド の 1 
バイ ト 目 を 上 位 バ イト に 、2 バイ ト 目 を 下位 バイ ト に 設定 し ます 。 
サー チ す る 文字 が 半角 の 場合 に は 、 下 位 8 ビッ ト を 使用 し 、 上 位 バ イト は ゼロ に 
し ます 。 


文字 c が 最後 に 現れ た 位置 を 指す ポインタ を 返し ます 。 


文字 c が 文字 列 に な いと き は NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | strrchr, strpbrk, jstrchr 
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kbhit 
6 レベ ル 2 
書 式 | #include <conio. h> 


int kbhit( ) : 


機 能 | コン ソ ツール か ら の 入力 が ある か どう か を 調べ ます 。 
入力 を 調べ る の み で 、 入 力 は 行い ませ ん 。 


戻 り 値 | 入力 が ある と き は 0 以外 を 返し 、 な いと き は 0 を 返し ます 。 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く <stdio.h> 
#1no1ude く conio.h> 
main( ) 


puts(" 何 か キー を 押し て くだ さい 。"): 


while (kbhit() == の) 
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Key 区 紀 
書 式 | #include <basic0.h> 


void key(n, s) : 
intn: /* ファ ンク ショ ン キ ー 番 号 */ 
char *s: /* 文字 列 */ 


機 能 | 再 定 義 可 能 な ファ ンク ショ ン キ ー に 文字 列 を 定義 し ます 。 
n に は ファ ンク ショ ン キ ー の 番号 を 指定 し ます 。 (1 一 20)。 
S に は 文字 列 を 指定 し ます 。 
ファ ンク ショ ン キ ー に 定義 で きる 文字 列 の 長 さ は 31 バイ ト ま で 有効 で す 。 
定義 内 容 に 32 バイ ト 以 上 を 指定 し た 場合 エラ ー に な り 、 何 も し ませ ん 。 
BASIC か ら C に 変換 し た と き に KEY 文 が key 関数 に 展開 され ます が 、BASIC 
の KEY 文 と は 動作 が 異な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 
制御 コー ド は 、@ を 前 に つけ た AZ, [ 区 , ],], へ ,  ( 重 は 侍 生 に する こと ) で 
表し ます 。( 例 . “@A7)。 
“@@" は 引用 符 (") を 表し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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keySnS レベ ル 3 
| 書 。 式 | #include <mage. h> 


int keysns( ) : 


機 能 | キー ボー ド の 入力 状態 を 調べ ます 。 


戻 り 値 | 入力 状態 に よっ て 、 以 下 の 値 を 返し ます 。 


六連 あり 一 1 
火 思 な し 6 0 
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ldex に 
#include <math. h> 


double ldexp(x, exp) : 
double x: 


int exD : 


機 能 | x X 2"P を 求め ます 。 


戻 り 値 | x X 2 や P を 計算 し た 結果 を 返し ます 。 
オー バー フロ ー が 発生 し た 場合 は 、errno に ERANGE が セッ ト さ きれ 、 返 り 値 
は 、x と 同じ 符号 が つい た だ HUGE VAL に な り ま す 。 
アン ダー フロ ー が 発生 し た 場合 は 、errno に ERANGE が セッ ト さ れ 、 返 り 値 
は 、x と 同じ 符号 が つい た 0 に な り ま す 。 


参照 関数 | frexp, modf 
プロ グラ ム 例 


#1nc1ude く <stdio.h> 
#ino1ude く math.h> 
main( ) 

double xi 

in も 1 

nt 導き 


だ OP (まえ = =ー323 ふも パ ミ S25 1 ドキ ) 
8 om (は = =3252 J ぐ = 223 J* ャ キリ ( 
x = (double)i / 19.9: 
printf("1dexp(%+4.1f, %d) = %g\n", 
メ 。 5 下 dexp(X,。 J)) 5 
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書 式 | #include <stdlib. h> 


ldiv t div(number, denom) : 
long number: /* 割ら れる 値 */ 
]ong denom: /* 割る 値 */ 


機 能 | number を denom で 割っ た 商 と 余り を 1ldiv t 型 の 構造 体 た と し て 返し ます 。 
ldiv は 符号 付き 整数 の 除算 を 行う 場合 に 、 処 理系 の 違い に よる 結果 の 相違 を 解消 
する だめ に 用 意 る れ て いま す 。 
ldiv { 型 構造 体 は 、 符 号 付き 整数 2 つ を メン バ に 持つ 構造 体 で 、stddef.h で 以下 
の よう に 型 宣 言 き まれ て いま す 。 


typedef struct { 
long quOt : 
long TeTm : 
) ldiv t: 


戻 り 値 | number を denom で 割っ た 商 と 余り を 1div t 型 の 構造 体 と し て 返し ます 。 


戻り 値 は 、 構 造 体 の 実体 びあ る こと に 注意 し て くだ さい 。 
構造 体 メ ン バ quot に は 商 を 、 メ ン バ rem に は 余り を 返し ます 。 


参照 関数 | div 


プロ グラ ム 例 
#1no1lude く <stdio,h> 
#1inolude く <std1ib.h> 
main() 


1divy 上 anS: 


1ong mumi 
1ong denomi 
for (num = -1 の L: num <= 19L: num++) [ 
for (denom = -19L: denom <= 19L: denom++)7{ 
if (denom == 9 の L) 
Continue: 
anS = 1div(num, denom ) : 


printf("%1d / %1d = %1d 余り %1d\n", 
num, denom, anS.quot, ans.rem ) : 
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書 式 
機 能 
戻 り 値 


参照 関数 


#include <graph. h> 


void Hne (x1, y1, x2, y2, p, 1S) : 
int x1: /* 始点 X 座 標 */ 
int y1: /* 始点 Y 座 標 */ 
int x2: /* 終点 又 座標 */ 
int y2: /* 終点 Y 座 標 */ 
int D: /* ま パレ ッ ト コ ユー ド  ※*/ 
int ls: /* ライ ンス タイ ル */ 


グラ フィ ッ ク 画 面 に 直線 を 描画 し ます 

x1 に は 始点 X 座 標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767)。 
y1 に は 始点 Y 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767) 。 
x2 に は 終点 XX 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767) 。 
y2 に は 終点 Y 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767)。 
p に は パレ ッ ト コ ー ド を 指定 し ます (0 一 65535) 。 
画面 モー ド に より 最大 値 が 異な り ま す 。 

ls に は ライ ンス タイ ル を 指定 し ます (0 一 65535)。 


戻り 値 は あり ませ ん 。 


SCTGGI1 


レベ ル 3 


リフ ァ レ ンス 


プロ グラ ム 例 
#1inc1ude く <std1ib.h> 
#1ino1ude く <basio の 9.h> 
#1no1ude く graph.h> 
main( ) 
{ 
ュ int 違 
int 多 由 > 区 2 の 。 が 少 あ 3 
int DC 
nt 1g8s 
33 も ( ) ぅ 
soreen(2, 9, 1, 1) : 
vpage( 1 ) 
Pom (中 = ⑳5 王 ぐ 5905 i++ キ ) 【 
x1 = rand() % 768: 
y1 = rand() % 512: 
x2 = rand() % 768: 
y2 = rand() % 512: 
pc = rand() % 16: 
1s = rand() * 2 + 1: 
HG'(。 受 1。 2。 \2。 PBG3 よき が 3 
} 
b_exit(9): 
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localtim ーー ザー 


#include <time. h> 


struct tm ※*localtime(time) : 
timet ※*time: /* 時 刻 デ ー タ の 格納 領域 を 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | 時 刻 time を 地方 時 に 変換 し 、tm 構造 体 に 格納 し ます 。 
時 刻 time は グリ ニッ ジ 標 準 時 1970 年 1 月 1 日 0 時 0 分 0 秒 か ら 経 過 し た 秒 数 
で 、time 関数 を や 呼び 出す こと に より 得 ら れ ま す 。 
tm 構造 体 は time. h で 以下 の よう に 定 言 きれ て いま す 。 


struct tm { 
int tm sec: /* 。 秒 (0-59) */ 
int tm min: /※* 分 (0 一 59) */ 
int tm hour: /* 時 間 (0 一 23) */ 
int tm mday: /* 日 付 (1 一 31) */ 
int tm mon: /* 月 (0 一 11、0 が 1 月 ) */ 
int tmyear: /* 年 (現在 の 年 か ら 1900 を 引い た 数 ) */ 
int tm wday: /* 曜日 (0 一 6、0 が 日 曜日 ) */ 
int tm yday: /※ 1 年 を 通し た 日 付 (0 一 365、0 は 1 月 1 日 ) */ 
int tmisdst: /*※ 夏時間 調整 が 無効 の 場合 は 0、 
有効 の 場合 は 0 以外 */ 
ます 5 
localtime は 、 内 部 の 静 的 な 領域 へ く の ポ イン タ を 返し ます 。 
し た が っ て 、localtime が 呼び 出る され る た びに 同じ 領域 に 上 書き され 、 前 の 内 容 
は 失わ れ ま す 。 


それ 以外 に も 、ctime 関数 を 呼び 出す と 、ctime 関数 の 内 部 で localtime を 呼び 
出す の で 、 それ 以前 に 呼び 出さ きれ た 、 localtime で 返さ れ た 内 容 は 失わ れ ま す 。 


tm 構造 体 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
参照 関数 | asctime, ctime, gmtime, time 
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locat 6 


書 式 | #include <basic0. h> 


void locate(x, 7) : 
intx: /* 双 X 座 標 */ 
inty: /* Y 座 標 */ 


機 能 | テキ スト 座標 の x、y で 指定 し た 位置 に カー ツル を 移動 し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


33 ら 


Fog, lo910 一 ーー テテ ー」 


書 式 | #include <math. h> 


double log(x) : /* 自然 対数 */ 
double log10(x) : /* 底 が 10 の 対数 */ 


double x: 


機 能 | log は x の e を 底 と する 自然 対数 を 、log10 は x の 10 を 底 と する 常用 対数 を 求 
め ま す 。 


戻 り 値 | log は log。X を 、log10 は 1og,。X を 返し ます 。 
引数 が 負 の 数 な どの 不正 な 値 の 場合 は errno に EDOM が モッ ト さ れ 、 返 り 値 は 
不定 に な り ま す 。 
まだ た エラー 処理 は 、matherr 関数 を 使っ て 行う こと が で きま す 。 


参照 関数 | exp,matherr, pow 


プロ グラ ム 例 
#inoclude <stdio.h> 
#ino1ude く <math .h> 
main( ) 
doubl]e xi 
1nt E 


的 @ 朗 。 ( 測 ミニ ます 2 で コ 3 の 8 3 ふ ト ff 
x = (double)i / 19.0: 
printf("1og(%+4.1f ) = %g\n", x, 1og(x) ) : 


HO (( 員 = 13 ま < く = 308 \F) 【 
x = (double)i / 10.09: 
printf("1og10(%+4.1Ff ) = %g\n", xx, 1og10(x) ) 
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longjm レベ ル 2 


書 式 | #include <setimp. h> 


void longjmp (env, value) : 
jmp buf env: /* setimp に より セー ブ き され だ た スタッ ク 環 境 */ 
int value: /* setimp が 返す (か の よう に 見 える ) 戻り 値 *※/ 


機 能 | setimp 関数 で セーブ し た スタ ッ ク 環 境 を 復元 し て 、 対 応 す る setimp 関数 の 呼び 
出し 元 へ 制御 を 移し ます 。 
envy は setimp. h で 定義 され た jmp buf 型 の 変数 で ど あ り 、 あ ら か じ め setjmp 関 
数 に よっ て スタ ッ ク 環 境 が セーブ る れ て いな けれ ば な り ま せん 。 
value は 、setimp 関数 の 呼び 出し 元 へ 、setimp 関数 の 戻り 値 と し て 渡る れる 値 
ke の 
必ず 0 以外 の 値 を 指定 し て くだ きい 。 
も し 0 を 指定 する と 、 強 制約 に 1 を 指定 し た こと に な り ま す 。 


戻 り 値 | longimp は 、setimp 関数 を 呼び 出す 前 に 呼び 出し て は いけ ませ ん 。 
また 、 対 応 す る setimp 関数 の 呼び 出し 元 の 関数 が return 文 を 実行 し た 後 や 、 関 
数 か ら 抜け 出し た り し た 後 で 1ongjmp を し て は いけ ませ ん 。 
ほか に 、setjmp 関数 呼び 出し 時 と longjimp 呼び 出し 時 で スー パー バイ ザ / ユ ー 
ザー モー ド が 異な っ て いて は いけ ませ ん 。 
も し 、 上 記 の 禁止 事項 が 守ら れ て いな い 状 態 で longimp を 行 う と 、 そ の 後 の プ 
ログ ラム の 動作 は 保障 きれ ませ ん 。 
setimp 関数 の 呼び 出し 元 へ 制御 を 移す の で 、longjmp の 呼び 出し 元 べ は リタ ー 
ン し ま 党 ん 。 


setimp 関数 を 呼び 出す ルー チン に お ける レジ スタ 変数 は 、longjimp を 実行 し た 
後 で は 、 正 し い 値 と し て 使用 する こと は で きま せん 。 


参照 関数 | seimp 


997 


昌和 放 ーーーーー 


#include <io. h> 


long lseek(handle, offset, origin) : 

int handle: /* ファ イル の ファ イル ハン ドル ※*/ 

long offset: /* 起点 か ら の オフ セッ ト (移動 バイ ト 数 )  */ 
int origin: /* ファ イル ポイ ンタ の 起点 */ 


機 能 | handle で 指定 され た ファ イル の ファ イル ポイ ンタ を origin で 指定 し た 起点 か ら 
offset バイ ト 分 移動 し ます 。 
origin の 値 と 内 容 を 以下 に 示し ます 。 


origin の 値 内 容 
SEEK SET ファ イル の 先頭 


SEEK CUR | ファ イル ポイ ンタ の 現在 の 位置 


SEEK END | ファ イル の 最後 


ファ イル の 先頭 より も 前 へ 移動 する こと は で きま せん 。 
ファ イル の 最後 より 後 へ 移動 す 4。 と 、 フ ァイル の 最後 の 位置 か ら 移 動 後 の 位置 ま 
で 、 フ ァイル に 0 を 書き 足し ます 。 


戻 り 値 | 新しい ファ イル ポイ ンタ の 位置 を 先頭 か ら の バイ ト 数 で 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 一 1 を 返し 、errno に 次 の 値 が モッ ト さ れ ま す 。 


errno の 値 内 容 
EBADF ファ イル が 無効 


origin の 値 が 無効 、 ま た は offset で 指定 され た 位置 が フ 


EINVAL - Ne 
ァイル の 先頭 位置 より も 前 を 示し て いる 


シー ク が 不可 能 な デバ イス (ター ミナ ル や プリ ンタ な ど ) で は 、 戻 り 値 は 不定 と 
な が り ま ず 。 


fseek, tel 
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リラ デア レシ スズ 


NN うう 


プロ グラ ム 例 


ーー 


#inolude く gtdio.h> 
#1inc1ude く std1ib.h> 
#1inoc1ude く font1 .h> 
#1ino1ude く o.h> 
#include く sgtat.h> 
#define LEN 199L 


main(int argo, char *argY[ ] ) 
{ 
char buf [LEN] 


char *fi]1ei 

in も fn 

fi1e = (argo > 1) ? argvt1] : "file': 

if ((fn = open(file, O_RDONLYIO_BINARY) ) == -1) 【 
perror(file): 
ex1t(1)5 

} 

if (1seek(fn, -LEN, SEEK END) == -1h) { 


perror("seek error"): 
ex1t(1): 

else 【 
read(fn, buf, LEN): 
write(1, buf, LEN ) : 


cl1ose(fn) 
exit(9) 


FtOaーーーーーーーーー ァ ラー 
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書 式 
機 能 
戻 り 値 


#include <stdlib. h> 


char ※I]toa(value, string, radix) : 

long value: /* 変換 すべ き long 型 整数 値 */ 

char *string: /* 変換 し た 文字 列 を 格納 する 領域 を 指す ポイ ンタ */ 
int radix: /* 基数 */ 


value で 指定 され た long 型 整数 値 を 文字 列 (最大 33 バイ ト ) に 変換 し 、 string 
が 指す 領域 に 格納 し ます 。 

文字 列 の 末尾 に は ヌル 文字 宰 0' が 付加 され ます 。 

radix は Yalue の 基数 で 、2 か ら 36 の 範囲 で 進数 を 指定 し ます 。 

も し radix が 10 で value が 負 の 場合 は 、 文 字 列 の 先頭 に マイ ナス 記号 (一 ) が 
付加 され ます 。 


変換 され た 文字 列 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


itoa, ultoa, wtoa 


プロ グラ ム 例 


#1inc1lude 
#1inolude 


main( ) 

{ 
char 
1ong 
1nt 


Top (1 


く stdio,h> 
く <std1ib.h> 


buf [34]: 
1 
1 


-1 の j 1 < く 10: 


ュ ++) 【 


1 = (]ong)i * 109909 の L: 


Dr も f( "上 871dS す 。 1)5 

print も 子 ( "%032g "。 1 も oa( ユ 。 buf。 2) ) 
printf("%11s "。 1toa(1, buf,。 8) ) 
printf("%7s ", 1toa(1, buf, 19) ) : 
printf("%8a ", 1toa(1。 buf。 16) ) 


printf(" ま nm" ) : 
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HmallOCーーーーーーー テ rsー」 
| 書 。 式 | #include <stdlib. h> 


void *malloc(size) : 
size t size: /*※ 割り つけ る メモ リ 領 域 の サイ ズ */ 


機 能 | size バイ ト の メモ リ 領 域 を 割り つけ ます 。 


戻 り 値 | 割り つけ た 領域 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
割り つけ られ た 領域 は 、 ど ん な 型 の デー タ に も 利用 で きる よう に な っ て いま す 。 
メモ リ に 空き が な いと き は NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | calloc, free, realloc 


プロ グラ ム 例 

#ino1ude く stdio.h> 
#ino1ude く <std1ib.h> 
#define B STZE 1924 
manin() 
{ 

int 1 

Char *p) 


瑞 Gm (上 = 13 注ぐ 1024: 1++)、 


D か nt も ("4 boelk. "まま ) 3 

if ((p = mal1loo(i * B STZE) ) == NULL) 【 
printf(" 確 保 で きま せん で し た 。 き n"): 
break : 


} 

printf(" 確 保 し まし た 。「"): 

free(p) 

printf(": 解放 し まし た 。 ぎ \*n"): 
} 


ex1t(9) 
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Hm-alOC 一 ーーーーー と zaー」 
#include <music2. h> 


int m alloc(t, size) : 
char t: /* トラ ッ ク 番 号 */ 
int size: /* ま トラ ッ ク サ イズ */ 


機 能 | FM 音源 お よび MIDI の た め の ト ラッ ク バ ッ フ ァ を 確保 し ます 。 
全 ト ラッ ク バ パッ ファ 内 の デー タ は すべ て クリ ア さ る され ます 。 
t に は トラ ッ ク 番 号 を 指定 し ます 1-223)。 
size に は トラ ッ ク サ イズ を バイ ト 数 で 指定 し ます (1 一 65536)。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 
引数 の エラ ー な どの 場合 エラ ー 番 号 と し て 、0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 
な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 以下 の 通り で す 。 


番号 エラ ー の 意味 
= 音楽 用 関数 は 無効 で す 

| テン ポ の 指定 が 無効 で す 

2 トラ ッ ク 番 号 が 無効 で す 

3 music cmd error 

4 サイ ズ の 指定 が 無効 で す 

5 メモ リー 確保 びき ませ ん 

6 チャ ン ネ ル 番 号 が 無効 で す 

W 配列 の 指定 に 誤り が あり ます 

6 音色 番号 が 無効 で す 

9 音楽 用 関数 は 無効 で す 

19 MML の 文法 に 誤り が あり ます 
20 [ ] の 中 の 指定 に 誤り が あり ます 
21 ] が あり ませ ん 

22 繰り 返し の 値 が 無効 で す 

23 繰り 返し 番号 の 指定 が あり ませ ん 
24 繰り 返し 番号 の 指定 が 無効 で す 
25 オク ター ブ の 番号 が あり ませ ん 
26 オォ オクターブ の 指定 が 無効 で す 
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番号 エラ ー の 意味 
27 長 さ の 値 が 無効 で す 

28 トラ ッ ク 容 量 が 足り ませ ん 
29 音色 番号 の 指定 が あり ませ ん 
30 @W の 値 が あり ませ ん 

31 @W の 値 が 無効 で す 

32 テン ポ の 値 が あり ませ ん 
33 テン ポ の 値 が 無効 で す 

34 長き の 値 が あり ませ ん 

35 音量 の 値 が あり ませ ん 

36 音量 の 値 が 無効 で す 


37 キー コー ド の 値 が あり ませ ん 
38 キー コード の 値 が 無効 で す 


39 音色 番号 が 無効 で す 

40 ) が あり ませ ん 

41 { } の 中 に 音符 が 多 す ぎ ま す 

42 { ) の 中 に 音符 が あり ませ ん 
43 Q の 指定 に 誤り が あり ます 

44 { }) の 中 の 文法 に 誤り が あり ます 
45 Y の 指定 に 誤り が あり ます 

46 @L の 指定 に 誤り が あり ます 

47 P の 指定 に 誤り が あり ます 

48 タイ の 指定 に 誤り が あり ます 


49 MIDI ボー ド が あり ませ ん 
50 MIDI モー ド に な っ て いま す 


51 MIDI デー タ に 誤り が あり ます 
52 MIDI 数 値 デ ー タ が 長 過 ぎ ま す 
53 MIDIMML に 誤り が あり ます 
54 MIDI チャ ン ネ ル が 無効 で す 
55 MIDI 音色 の 番号 が 無効 で す 
56 レジ スタ の 指定 が 無効 で す 


57 9 ch 目 以降 は 使え を ませ ん 


以上 の エラ ー 番 号 の 説明 は 、 以 下 の 関 数 に お いて も 同様 で す 。 


m assign, m cont, m play, m stop, m tempo, m trk, m vget, m Yset 


md cont, md off, md on, md play, md stop, md wrt 
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ゴー9SSId サ ーーーーー セ < ルー 」 
| 書 。 式 | #include <music2. h> 


int m assign (channel, track) : 
char channel: /* FM 音源 の チャ ン ネ ル ※*/ 
char track: /* トラ ッ ク 番 号 */ 


機 能 | FM 音源 また は MIDI の チャ ン ネ ル に トラ ッ ク を 割り あて ます 。 
デフ ォ ル ト で は 、1 一 8 チャ ネル が それ ぞ れ 1 一 8 トラック に 対応 し て いま す 。 
また 、MIDI ボー ド が 本 体 に 実装 され て いる 場合 、9-24 チャ ン ネ ル は それ ぞ れ 
デフ ォ ル トイ 81 一 96 トラ ッ ク に 対応 し て いま す 。 
9-24 の チャ ン ネ ル は MIDI ボー ド の た め の チ ャ ン ネ ル で 、MIDI ボー ド が な け 
れ ば 使用 で きま せん 。 


測 
選 


正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 

引数 の エラ ー な どの 場合 エラ ー 番 号 と し て 0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 

な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ きい 。 
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Hmatherrーーーーーー セ <zs 
#include <math. h> 


int matherr(x) : 
struct exception *x: /* exception 構造 体 を 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | 数 値 演算 ライ ブラ リ の 実行 時 に 発生 し た だ た エ ラー を 処理 し ます 。 
数 値 演算 関数 で エラ ー が 発生 する と 、 必 ず matherr が 呼び 出さ れる の で 、 ユ ー 
ザー は 独自 の エラ ー 処 理 を 行う こと が で きま す 。 
matherr は 、math. h で 以下 の よう に 宣言 8 きれ て いる 構造 体 exception へ の ポイ 
ンタ を 引数 に 持っ て 呼び 出る され ます 。 


struct exception { 


int type : /* エラ ー の 種類 */ 
char ※name: /* エラ ー の 発生 し た 関数 名 を 指す ポイ ン 
タタ */ 


double argl, arg2, retval: /* argn は エラ ー を 起 し た 引数 
retval は 戻り 値 */ 
) ? 


type は 数 値 演算 時 に 発生 し た エラ ー の 種類 を 示し ます 。 


type の 値 内 容 
DOMAIN 引数 の 領域 が 正しく な い 
SING 引数 が 正しく な い 


OVERELOW ニー ラペ ー ジ 一 じ だ 


UNDERELOW アン ダー フロ ー し た 
TLOSS 全体 的 に 桁 落 ち し た 
PLOSS 部 分 的 に 桁 落ち し た 


ト 


name は エラ ー を お こし た 関数 名 を 指す ポイ ンタ で す 。 

関数 名 は ヌル 文字 で 終わ っ て いま す 。 

argl1 と arg2 は エラ ー を 起 し だ 引数 の 値 を 示し て いま す (引数 が 1 つの 場合 は 
arg1 に 格納 され ます )。 

retval は エラ ー が 発生 し た 数 値 演算 関数 の デフ ォ ル ト の 戻り 値 で 、 ユ ー ザ ー が こ 
こ に 数 値 を 代入 し て 、 そ れ を 変更 する こと も で きま す 。 
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iii 


matherr 自身 の 戻り 値 は 、 エ ラー が 実際 に 起 っ た か どう か を 指示 し な けれ ば な 
り ま せん 。 

matherr が 0 を 返し た 場合 は 、errno に 対応 する エラ ー 値 を セッ ト し ます 。 
matherr が 0 以外 の 値 を 返し た 場合 に は 、errno は 変化 し ませ ん 。 

この と き 、retval に 数 値 代 入 し て 、 数 値 演算 関数 の 戻り 値 を 変更 びき ます 。 


エラ ー 回 復 で どき なか っ た 場合 に は 0 を 返し 、 エ ラー 回 復 を 行う 2 うこ と が で きた 場合 
に は 0 以外 の 値 を 返さ な けれ ば な り ま せん 。 


acoSs, asin, atan, atan2, cabs, cos, cosh, exp, hypot, log, poW, sin, sinh, sqrt, tan 


statio 


( 


プロ グラ ム 例 
#inc1ude く stdio・h> 
#1inolude く <math.h> 
main( ) 
{ 
in も matherr( struot exoeption ネ ): 


double XX, T: 


= -10.0: 
y = 1og(x): 
nt matherr( struot exception *e@p ) 
char * ネ 8g? 


switoh (ep->type) 【{ 

case DOMATN: 
s = "引数 の 領域 が 正しく な い 。『": 
breaki 

caSse SING: 
s = "引数 が 正しく な い 。『": 
break: 

case OVEREFLOW : 
gs = "オー バー フロ ー し た 。 "5: 
breai : 

case UNDERFLOW : 
gps リア デ ッ ダー プロー し だ た 。 5 
break 

case TLOSS: 
s = "全体 的 に 桁 落 ち し た 。『: 
break : 

Case PLOSS: 
s = "部 分 的 に 桁 落 ち し た 。『: 
breagi 

defau1t: 
return (9 の): 

} 

fprintFf ( stderr, "%8: %8\nm", ep->name, S): 

return (9) 
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WW1d メ ーーーーーーーー ア < ル っ 」 


書 式 | #include <stdlib. h> 


(type)max(a, b) : 
(type)a 
(type)b: 


機 能 | max は 、a と b を 比較 し 、 大 きい 方 を 返す マク ロ で す 。 
2 つの 引数 と 戻 り 値 の 型 は 同じ 型 で 、 比 較 演 算 が 可能 な 型 で な けれ ば な り ま せ 
Ms 
引数 に は 、 副 作用 を 引き 起こ す も の や 、 関 数 な ど を 指定 する と 、 期 待 し た 結果 と 
異な る 場合 が ある の で 注意 し て 下さ い 。 


戻 り 値 | 2 つの 引数 の うち 、 大 きい 方 の 値 を 返し ます 。 


参照 関数 | min 


プロ グラ ム 例 
#inolude く stdio.h> 
#ino1ude く <std1ib.h> 
#define SIZE 19 
statio int eSE23 = 3。 由 。 ま 。 ます 。 5。 9。 みみ 。 も 。 リ 。 すす 5 
main( ) 
int 功 ) 
int 和 き 
m = a[9]: 


ま Gp- ( 玉 ご 骨 エ る 8L 女 R? ます すす) 
= max(m, a[i] ) : 
printf(" 最 大 の 値 は %d\n" ) mm) : 
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Hm-COn キ ーーーーーーー と < 


書 式 | #include <music2. h> 


int m cont(c1, c2, c3, c4, c5, c6, Cc7, C8) : 


int cl, c2, c3, c4, c5, c6, c7, Cc8: /* ま チャ ン ネ ル ま */ 


機 能 | FM 音源 の チャ ン ネ ル を 指定 し て 、 一 時 中 断 し て いた 演奏 を 再開 し ます 。 
指定 する チャ ン ネ ル の 個数 が 7 個 以下 の 場合 は 、 余 り の 引数 に "NASI' を 指定 し 
な けれ ば な り ま せん 。 
全 チ ャ ン ネ ル が "NASI' な ら ば 、1 一 8 チャ ン ネ ル 中 現在 中 断 し て いた チャ ン ネ ル 
すべ て を 再開 し ます 。 
チャ ン ネ ル は 1-8 が 指定 で きま す 。 


測 


り 値 | 正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 

引数 の エラ ー な どの 場合 、 エ ラー 番号 と し て 0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
「 FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 
| な お 、 エ ラー 番号 と を の 意味 は 、m _alloc 関数 を 参照 し て くだ さい 。 
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Fmd-COn キ ーーーーーー ジ zaー」 


#include <music2. h> 
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int md cont(channel) : 
long channel: /* ビッ ト 指 定 の チャ ン ネ ル  */ 


FM 音源 お よび MIDI の チャ ン ネ ル を ビッ ト で 指定 し て 、 一 時 中 断 し て いた 演奏 
を 再開 し ます 。 
channel に 設定 する 値 は 、 以 下 の 通り で す 。 


ビッ ト 0-7 : 1 一 8 チャンネル (FM 音源 ) 
ビッ ト 8-23 : 9 一 24 チャ ン ネ ル (MIDI) 
ビッ ト 24~-31 : 常に 0 


ビッ ト を 1 に し た チャ ン ネ ル の 演奏 を 再開 し ます 。 
0 また は "NAST' を 指定 する と 、 現 在 中 断 し て いた チャ ン ネ ル す べ で て を 再開 し ま 
すず 。 


正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 

引数 の エラ ー な どの 場合 、 エ ラー 番号 と し て 0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
FM 音源 を 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 

な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ きい 。 
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画 画 
md_init ー 
書 式 | #include <music2. h> 


int md init() : 


機 能 | MIDI ボー ト の 初期 化 の み を 行い ます 。 
m assign で 割り あて た トラ ッ ク は 、m init で 初期 化し て くだ さい 。 
MIDI ボー ド を 使用 す る 場合 に は 、 必 ず m init の 実行 直後 に 実行 し て くだ さい 。 
MIDI ボー ド を 使用 し な い 場 合 に は 、 実 行 する 必要 は あり ませ ん 。 
MIDI ボー ド が な い 場 合 に は 、 エ ラー に な り ま す 。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 
MIDI ボー ド が な い 場 合 、 エ ラー 番号 49 を 返し ます 。 


FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 
な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ さい 。 


m alloc, m init 
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Hmd_Ofーーーーー ーー 
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書 式 
機 能 
戻 り 値 


# include <music2. h> 


int md off(channel) : 


5 


long channel: /* ビッ ト 指 定 の チャ ン ネ ル */ 


MIDI の チャ ン ネ ル を ビッ ト で 指定 し て 、MIDI ボー ド へ の 出力 を 停止 し ます 
channel に 設定 する 値 は 、 以 下 の 通り で す 。 


o 


ビッ ト 0-7  : 常に 0 
ビッ ト 8 一 23 : 9-24 チャ ン ネ ル (MIDI) 
ビッ ト 24-31 : 常に 0 


ビッ ト を 1 に し だ た チャンネル の 出力 を 停止 し ます 。 
0 また は "NASI' を 指定 する と 、9-24 すべ て の チャ ン ネ ル の 出力 を 停止 し ます 。 
MIDI ボー ド が な い 場 合 に は 、 エ ラー に な り ま す 。 


正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 

引数 の エラ ー な どの 場合 、 エ ラー 番号 と し て 0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 

な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ きい 。 
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md_on ーー ョ 


書 式 | #include <music2. h> 


int md on(channel) : 


1ong channel: /* ビッ ト 指 定 の チャ ン ネ ル * ネ / 


機 能 | MIDI の チャ ン ネ ル を ビッ ト で 指定 し て 、MIDI ボー ド へ の 出力 を 開始 し ます 。 
channel に 設定 する 値 は 、 以 下 の 通 り で す 。 


ビッ ト 0-7  : 常に 0 
ビッ ト 8 一 23 : 9-24 チャ ン ネ ル (MID1) 
ビッ ト 24-31 : 常に 0 


ビッ ト を 1 に し た チャ ン ネ ル の 出力 を 開始 し ます 。 
0 また は "NAST を 指定 する と 、9 一 24 すべ て の チャ ン ネ ル の 出力 を 開始 し ます 。 
MIDI ボー ド が な い 場 合 に は 、 エ ラー に な り ま す 。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 
引数 の エラ ー な どの 場合 、 エ ラー 番号 と し て 0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 
な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ きい 。 
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Hm サー ーーーーー ェ ーー 


書 式 | #include <music2. h> 
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り 


int md play(channel) : 
long channel: /* ビッ ト 指 定 の チャ ン ネ ル */ 


FM 音源 お よび MIDI の チャ ン ネ ル を ビッ ト で 指定 し て 、 演 奏 を 開始 し ます 。 
channel に 設定 する 値 は 、 以 下 の 通り で す 。 


ビッ ト 0 一 7  : 1 一 8 チャンネル (FM 音源 ) 
ビッ ト 8 一 23 : 9-24 チャ ン ネ ル (MIDT) 
ビッ ト 24-31 : 常に 0 


ビッ ト を 1 に し た チャ ン ネ ル の 演奏 を 開始 し ます 。 
0 また は "NAST' を 指定 する と 、 す べ て の チャ ン ネ ル の 演奏 を 開始 し ます 。 


正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 

引数 の エラ ー な どの 場合 、 エ ラー 番号 と し て 0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 か MIDI ボー ド が な い 場 合 、 一 1 を 返し ます 。 

な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ さい 。 
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md_regr レー ル 3 
#include <music2. h> 


int md regr(grpno, regno) : 
char grpno: /* グル ー プ 番号 */ 
char regno: /* レジ スタ 番号 */ 


機 能 | MIDL コン トロ ー ラ の レジ スタ を 読み 込み ます 。 
MIDI コン トロ ー ラ の grpno で 指定 し た グル ー プ の regno で 指定 し た レジ スタ 
を 読み 込み ます 。 


グル ー プ 番号 grpno は 0 一 15 を 指定 し ます 。 

レンジ スタ 番号 regno は 0 一 15 を 指定 し ます 。 

MIDI ボー ド が な い 場 合 や 、 存 在 し な い レ ジス タ を 指定 し た 場合 に は エラ ー に な 
り ます 。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は 読み 込ん だ デレ ジス タ の 内 容 を 返し ます 。 


FM 音源 が 使用 不可 か MIDI ボー ド が な い 場 合 、 一 1 を 返し ます 。 
存在 し な い レ ジス タ を 指定 し た 場合 、 一 2 を 返し ます 。 
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md_redgW ベル ョ 


書 式 | #include <music2. h> 


imt md regw(grpno, regno, data) : 
char grpno: /* グル ー プ 番号 /* 
char regno: /* レジ スタ 番号 */ 
char data: /* 書き 込む ダー タ */ 


機 能 MIDI コン トロ ー ラ の レジ スタ に デー タ を 書き 込み ます 。 
MIDI コン トロ ー ラ の grpno で 指定 し た グル ー プ の regno で 指定 し た レジ スタ 
に data で 指定 し た デー タ を 書き 込み ます 。 
グル ー プ 番号 grpno は 0 一 15 を 指定 し ます 。 
レジ スタ 番号 regno は 0 一 15 を 指定 し ます 。 
書き 込む デー タ data は 0 一 255 を 指定 し ます 。 
MIDI ボー ド が な い 場 合 や 、 存 在 し な い レ ジス タ を 指定 し た 場合 に は 、 エ ラー に 
な り ま す 。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は 、 書 き 込 ん だ デー タ を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 か MIDI ボー ド が な い 場 合 、 一 1 を 返し ます 。 
存在 し な い レ ジス タ を 指定 し た 場合 、 一 2 を 返し ます 。 
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md_Staーーーーーー ジ waー」 


書 式 | #include <music2. h> 


int md stat(ch) : 
int ch: /* チャ ン ネ ル ま */ 


機 能 | ch で 指定 し た チャ ン ネ ル の MIDI ボー ド へ の 出力 の 状態 を 調べ ます 。 
ch に は 9-24 を 指定 し ます 。 
0 また は "NAST を 指定 する と 、9 一 24 すべ て の チャ ン ネ ル の 状態 を 調べ ます 。 
MIDI ボー ド が な い 場 合 に は 、 エ ラー に な り ま す 。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は チャ ン ネ ル の 状態 を 返し ます 。 
この と き 、ch に 指定 し た 値 に より 以下 の よう に な り ま す 。 


・ch が 9 一 24 の と き 


0 : 停止 中 
1 : 出力 中 


・ch が 0 まだ は "NASI の と き 
ビッ ト 0-7  : 常に 0 
ビッ ト 8 一 23 : 9-24 チャ ン ネ ル の 状態 
(ビッ ト が 0 で 停止 中 、1 で 出力 中 ) 


ビッ ト 24 一 31 : 常に 0 


FM 音源 が 使用 不可 か MIDI ボー ド が な い 場 合 、 一 1 を 返し ます 。 
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md_sto と 8 


書 式 | #include <music2. h> 


int md stop(channel) : 
int channel: /*※ ビッ ト 指 定 の チャ ン ネ ル */ 


機 能 | FM 音源 お よび MIDI の チャ ン ネ ル を ビッ ト で 指定 し て 、 演 奏 を 一 時 中 断 し ま 
す 。 
channel に 設定 する 値 は 、 以 下 の 通り で す 。 


ビッ ト 0 一 7  : 1-ー8 チ ャ ン ネ ル (FM 音源 ) 
ビッ ト 8 一 23 : 9-24 チャ ン ネ ル (MIDI) 
ビッ ト 24-31 : 常に 0 


ビッ ト を 1 に し だ た チャンネル の 演奏 を 一 時 中 断 し ます 。 
0 また は "NAST' を 指定 する と 、 現 在 演奏 し て いる チャ ン ネ ル す べ て を 一 時 中 断 
しま すら 


り 値 | 正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 
引数 の エラ ー な どの 場合 、 エ ラー 番号 と し て 0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 
な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ きい 。 


測 
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md_wrt る 
#include <music2. hy 


int md wrt(data) : 
char data: /* 出力 デー タ */ 


機 能 | MIDI ボー ド に デー タ を 出力 し ます 。 
MIDI ボー ド に data で 指定 し た デー タ を 出力 し ます 。 
出力 デー タ data は 0 一 255 を 指定 し ます 。 
MIDI ボー ド が な い 場 合 に は 、 エ ラー に な り ま す 。 


測 
選 


正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 

引数 の エラ ー な どの 場合 、 エ ラー 番号 と し て 0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 

な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ さい 。 
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LTYIITICCDY ツ ーーーーーー ア アテ ュー 
| 書式 | #include <string. h> 


Void ※* ネ memccpy (dest, orig, C, size) : 

void *dest: /* 転送 先 の 領域 を 指す ポイ ンタ */ 
Void *※orig: /* 転送 元 の 領域 を 指す ポイ ンタ */ 
char ci: /* 転送 を 終了 させ る 文字 */ 

size t size: /* 転送 バイ ト 数 */ 


機 能 | orig が 指す 領域 か 6 dest が 指す 領域 へ 文字 c が 見 つか る か 、 ま た は 転送 し た バ 
イト 数 が size バイ ト に 達する まで 転送 し ます 。 


戻 り 値 | 文字 c ま で を 転送 し た と き に は 、dest 内 の c の 光 の 位置 を 指す ポイ ンタ を 返し 
ます 。 
orig 内 に 文字 c と 同じ 文字 が な く 、size バイ ト 転 送 し た と き は NULL を 返し ま 
す 。 


参照 関数 | memchr, memcmp, memcpy, memset 


プロ グラ ム 例 
#1nc1ude <stdio.h> 
#inolude く string.h> 
#define STZE 256 
statio char sbuf[STZE] = "he11o wor1d.good bye'": 
statio ohar 和 DE1SEZER] = “"』 
main( ) 
char * ネ Dj 
1nt (< か 
に 注 - 
if ((p = memoopy(dbuf, sbuf , oc, SIZE) ) != NULL ) 
printf("dbuf = !% ョ 7\ ま mn"。 dbuf ) 
else { 
printf("dbuf = ?%s? ぎ nmn",。 dbuf ) : 
printf("return va1ue is NULL" ) : 
} 
} 
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memchr 岩 訪 8 


書 式 | #include <string. h> 


void *memchr (buffer, c, size) : 

void *buffer: /* 検索 を 行う 領域 を 指す ポイ ンタ */ 
int c: /※* 検索 する 文字 */ 

size t size: /* 検索 を 行う バイ ト 数 */ 


機 能 | buffer が 指す 領域 か 6 size バイ ト の 範囲 で 文字 c を 検索 し ます 。 


戻 り 値 | buffer 内 の c の 位置 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
文字 c が な か っ た 場合 は 、NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | memccpy, memcmp, memcpy, memset 


プロ グラ ム 例 
#inc1ude く <stdio.h> 
#1inolude く string.D> 
#define S1ZE 16 
statio ohar buf[STZE + 1] = "9123456789abcdef": 
main( ) 
{ 
char *※ や ) 
ュ in も Ci 
9 MO すま お G、 < 9 天 7 G キ まや) 。【 
printf( "ohar = %o。 ", で): 
if ((p = memohr(buf, o, STZE) ) == NULL ) 
printf( "not found\n" ) : 
else 


printf( "offset = %d\n", p - buf): 
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CTT1Cr1 レベ ル 2 


書 式 | #include <string. h> 


int memcmp(mem1, mem2, size) : 

void *meml: /* 比較 領域 1 を 指す ポイ ンタ */ 
void *mem2: /* 比較 領域 2 を 指す ポイ ンタ */ 
size t size: /* 比較 バイ ト 数 */ 


機 能 | mem1 が 指す 領域 と mem2 が 指す 領域 を size バイ ト の 範囲 だ け 比 較 し ます 。 


戻 り 値 | 2 つの 領域 の 内 容 の 大 小関 係 を 表す 下記 の 値 を 返し ます 。 


戻り 値 内 容 
負 mem1 は mem2 より 小さ い 
0 meml と mem2 は 等 し い 
四 距 mem]l は mem2 より 大 きい 


参照 関数 | memccpy, memchr, memcpy, memcmpi, memicmp, memset, strcmp 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く <stdio.h> 
#1no1ude く string.h> 
#define STZE 16 
statio ohar mem1[STZE + 1] = "9123456789abodef": 
statio ohar mem2[STZE + 1] = "9123456789ABCDEF" : 
matn() 
nt で 
if ((r = memomp(mem1, mem2, STZE)) == 9 の ) 
printf( "mem1 == mem2\n" ): 


else if (r < 9) 

printf( "mem1 < mem2\n" ) : 
else if (r > の ) 

printf( "mem1 > mem2\n") : 
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-memcmpl memIcmD 一 と テ ュ ー 


書 式 | #include <string. h> 


int memicmp (mem1, mem2, siZe): 


int memcmpi (mem1, mem2, size): 


void *meml: /* 比較 領域 1 を 指す ポイ ンタ */ 
void *mem2: /* 比較 領域 2 を 指す ポイ ンタ ※*/ 
size tsize: /* 比較 バイ ト 数 */ 


機 能 | mem1 が 指す 領域 と mem2 が 指す 領域 を size バイ ト の 範囲 だ け 、 大 文字 / 小 文 
字 を 区 別 し な いで 比較 し ます 。 
memcmpi, memicmp は , 大 文字 / 小 文字 を 区 別 し な い 以 外 は memcmp 関数 と 
同形 で す 。 
また 、memcmpi, memicmp は 、 関 数 名 が 異な る だ け で 、 機 能 は 同じ で す 。 


戻 り 値 | 2 つの 関係 を 表す 下記 の 値 を 返し ます 。 


戻り 値 内 容 
負 mem1l は mem2 より 小さ る い | 
0 mem1 と mem2 は 等 し い 
正 mem1l は mem2 より 大 きい ] 


参照 関数 | memcmp, strcmpi 
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講和 MM 


プロ グラ ム 例 
#1ino1ude く stdio.,h> 
#1inolude く string.h> 
#define STZE 16 
statio ohar mem1[STZE + 1] = "9 の 123456789abodef": 
statio ohar mem2[STZE + 1] = "9 の 123456789ABCDEF" : 
main( ) 
{ 
nt 1 
1f ((r = memompi(mem1, mem2, STZE)) == 9) 
printf ("mem1 == mem2\n" ): 


else if (r < の) 

printf ("mem1 < mem2\n"): 
else if (r > 0 の) 

printf( "mem1 > mem2\n"): 
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memcpy, memmove, 


movedata, movmem レベ ル 2 
書 式 | #include <string. h> 


void *memcpy (dest, source, SiZe) : 


void *memmove(dest, source, SiZe) : 
void movedata (source, dest, size) : 


void movmem (source, dest, size) : 


void *source: /* 転送 元 領域 の ポイ ンタ */ 
void *dest: /* 転送 先 領域 の ポイ ンタ */ 
size t size: /* 転送 バイ ト 数 */ 


| 機 能 | source が 指す 領域 の 内 容 を 、dest が 指す 領域 に size バイ ト 転 送 し ます 。 

これ ら の 領域 は 、 重 な り 合 っ て いて も 、 正 し く 転 送 が 行わ れ ま す 。 

た だ し 、XC 以外 の 処理 系 で は 、memcpy は 領域 を 重ね る と 正しく 転送 る されない 
処理 に な っ て いる 可能 性 が ある の で 、 移 植 を 行う 場合 に は 注意 し て くだ さい 。 
また 、movedata は 、 他 の 処理 系 で は 引数 の 数 が 異な る 場合 が あり ます の で 、 こ 
れ も 移植 時 に は 注意 し て くだ さい 。 


source と dest の 指定 順 が 異な る の で 、 こ れ ら の 関数 を 使用 する と き に は 注意 し 
で だ 潤 WP。 

また これ ら の 関数 は 、strcpy 関数 な ど と は 異な り 、 ヌ ル 文 字 学 0' に は 関係 な く 
size バイ ト を 転送 し ます 。 


戻 り 値 | memcpy, memmove は 転送 先 領域 て の ポイ ンタ を 返し ます 。 
movedata, movmem に は 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | memccpy, memchr, memcmp, memset 
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生 に 306S 放 iv 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く stdio.h> 
#ino1ude く gtring,h> 
gtatio char des[] = "SHARP X68999": 
statio char arC1[] = "Sharp"s 
gtatio ohar SBPe2[] = "sharp" 5? 
main( ) 


{ 
printf("des = %s\n", des): 
(void)memopy(des, sro1, str1en( sro1 ) ) : 
printf("des = %s\n", des) 
movmem( sro2, des, str1en ( sro2 ) ) : 
printf("des = %s\n"',。 des): 
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書 式 | #include <string. h> 
void *memset (mem, C, SiZe) : 
void setmem (mem, size, C) : 
void *mem: /* 文字 を 埋め る 領域 を 指す ポイ ンタ */ 
int ci: /* 設定 する 文字 */ 
size t size: /* 設定 バイ ト 数 */ 
機 能 | mem が 指す 領域 の size バイ ト を 文字 c で 埋め ゆま す 。 
戻 り 値 | memset は 文字 を 埋め た 領域 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
setmem に は 、 返 り 値 は あり ませ ん 。 
参照 関数 | memccpy, memchr, memcmp, memcpy 
プロ グラ ム 例 
#inc1ude く gtdio.h> 
#inolude く sgtring.h> 
#define STZE 256 
gtatio ohar buf [STZE] : 
main( ) 
{ 
Yoid tegt(ohar *): 


=tatio Y 


{ 


(void)memset(buf, 'x'7, STZE) : 
test( buFf ) : 

/* setmem */ 

setmem(buf, STZE / 2, 7o) ) ぉ 
test( buf ) : 


oid test(ochar *# ゃ や ) 
int 時 


Op (は 三 の 5 せ < 163 昌夫 ) 

お GS (9 = 93 JJ ぐ 6: J キ *) 
putchar( *p) : 
putohar(? !): 
++D: 


putohar( !\n) ) : 
} 
putchar( )\ ま n7 ) : 


memset, setmem-ー- テ 3 
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m_fre レル 


書 式 | #include <music. h> 


int m free(track) : 
char track: /* トラ ッ ク 番 号 */ 


機 能 | FM 音源 お よび MIDI で 使用 する 、track で 指定 きれ た トラ ッ ク の 残り 容量 を 調 
べき ます 。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は 、 残 り 容 量 を バイ ト 数 で 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 

また だ 、 楽 譜 デ ー タ の 最小 単位 は 3 バイ ト で す の で 、 残 り 容 量 が 2 バイ ト 以 下 の 場 
合 は 、 そ れ 以 上 トラ ッ ク に 書き 込む こと は で きま せん 。 
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回 
min こら 
#include <stdHib. h〉 


(type)min(a, b) : 
(type) a : 
(type)b: 


機 能 | min は 、a と b を 比較 し 、 値 の 小さ い 方 を 返す マク ロ で す 。 
2 つの 引数 と 、 戻 り 値 の 型 は 同じ 型 で 、 比 較 演 算 が 可能 な 型 で な が けれ ば な り ま せ 
ig 
引数 に は 、 副 作用 を 引き 起こ す も の や 、 関 数 な ど を 指定 する と 、 期 待 し た 結果 と 
異な る 場合 が ある の で 注意 し て くだ さい 。 


戻 り 値 | 2 つの 引数 の うち 、 小 さい 方 の 値 を 返し ます 。 


参照 関数 | max 
プロ グラ ム 例 
#1nc1ude く stdio.h> 
#1nolude く std1ib.h> 
#define STZE 10 
statio int RESEZEI こま 3。 は > あま 5。 9。 2。 5) 7 1405 
main( ) 
int m: 
nt 症 3 
m = a[9]: 
その Or (まま = 人 W1 も く STZ 昔 。 ミ ャ キ ) 


mm = min(m, a[i] ): 
printf( "最小 の 値 は %d\n"」 m): 
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書 式 | #include <music2. h> 


int m init( ) : 


機 能 | FM 音源 (トラ ッ ク の 楽譜 デー タ 、 音 色 ) を 初期 化し ます 。 
m assign で 割り あて た トラ ッ ク を デフ ォ ル ト に 戻し ます 。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 
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mkdir レラ 


書 式 | #include <direct. h> 


int mkdir(pathname) : 
char *pathname: /* 新 デ ィ レ クト リ 名 へ の ボ ポインタ */ 


機 能 | pathname で 指定 し た 、 新 し い デ ィ ク レト リ を 作成 し ます 。 


戻 り 値 | 正常 終了 な ら 5 ば 、 正 の 数 (0 も ) を 返し ます 。 
エラ ー な ら ば ー1 を 返し ます 。 
また 、 エ ラー が 発生 し た 場合 、errno と doserrno に を それぞれ c の エラ ー 番 号 と 
OS の エラ ー 番 号 を モッ ト し ます 。 


参照 関数 | chdir, rmdir 


プロ グラ ム 例 
#1noc1ude く gtdio,h> 
#inc1lude く <direct.h> 
#define DTR1 "まま \ も mp2" 
#define DTR2 "まま も mp2\ ぎ Sub" 
main( ) 


{ 
if (mkdir(DIR1) >= 9) 【 
printf("%s ig created .\n" , DIR1 ) : 
if (mkdir(DTR2) == 9) 【 
printf("%s is created .\n", DTR2 ) : 
(void ) rmdir(DTR2 ) : 
printf("%s is removed.\n", DTR2) 


} 
(void ) rmdir(DTR1 ) 
printf("%s 1g removed.\n" , DTIR1 ) : 
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mktem ーー ルッ 


書 式 | #include <jo. h> 


char *mktemp(temp) : 
char *temD : 


機 能 | 引数 で 指定 され た 文字 列 を も ちと に 、 カ レン トディ レク トリ に 存在 し な い フ ァイル 
名 を 作成 し ます 。 
引数 の temp が 指す 文字 列 は 、 次 の よう に 設定 し ます 。 


char temp[ ] ニ "strXXXXXXX”・ 


"Str" は 新た に 作成 する ファ イル 名 の 先頭 部 分 と なり 、"XXXXXX” の 部 分 を 別 
の 文字 列 に 置き 換え ます 。 

な お 、"XXXXXX”" の 部 分 は 、'XX' と いう 文字 (アス キー コー ド 0x58) で 6 文字 
以上 な けれ ば な ら ず 、 別 の 文字 が 混ざっ て いた り 5 6 文字 に 足り な いと き は エラ ー 
な なり ます 。 

"XXXXX" の 部 分 は 、 後 ろか ら 65 文字 分 を 、 そ の 時 の 時 刻 の 分 と 秒 を も と に 算 
出し た 値 を 文字 列 に 変換 し て 置き 換え ます 。 

後ろ か ら 6 文字 目 は 、 通 常 0'" で す が 、 こ の よう に し て 新た に 作成 し た ファ イル 名 
が すでに カレ ント ディ レク トリ に 存在 する 場合 は 、 次 に 示す 規則 に 従っ て 置き 失 
えた で いき ます 。 


し た が っ て 、 例 えば "tmp000044" と いう 文字 列 が 生成 され 、 同 じ 名 前 の ファ イル 
が すでに カレ ント ディ レク トリ に 存在 し て いる 場合 に は 、mktemp は 次 に 
"tmpa00044" と いう ファ イル の 存在 の 有無 を 調べ で 、 も し 無けれ ば 、 を その 文字 例 
を 返し ます 。 

以下 に 、temp に 設定 し た 文字 列 の 変換 の 例 を 示し ます 。 


@ "sampleXXXXX" "sample000300" 
@ "tmpXXXXXXX" っ "tmpX010100" 
@ "TPXXXXXX” っ?TPa01234" 
("TP001234" が 存在 し て いた 場合 ) 


な お 、mktemp は 引数 の temp が 指す 文字 列 を 直接 変更 する の で て 、 mktemp の 
呼び 出し の 前 に temp に 設定 され て いた 文字 列 は 失わ れ ま す 。 
し だ が っ て 、mktemp の 引数 に は “で 囲ま れ た 文字 列 を 指定 し て は いけ ませ ん 。 
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ーー 


戻 り 値 | 新た に ファ イル 名 が 作成 で きた 場合 に は 、 そ の ファ イル 名 の 文字 列 を 指し 示す ポ 
イン タ を 返し ます 。 
引数 が 不正 か が 、 新 た な ファ イル 名 を 作成 で き な い 場合 は 、 エ ラー と な り 、 
NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | fopen, getpid, open 
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ee 


プロ グラ ム 例 


#1nclude <stdio.h> 
#ino]ude く string,.h> 
#inolude く o.h> 
#define MAX 6 
#define NAMLEN 16 
#define TEMPLATE "pcsXXXXXX" 
statio ohar tnames[MAX] [NAMLEN ] : 
matn() 
{ 
char *make uniq(char キネ *): 
nt touch( char *): 
1nt | 985 


まず @ 必 (は = の 93 1 く MA※> すす ボ ) も f 

if (make _uniq(tnames[i] ) == NULL) { 
puts("oreate error" ) : 
break : 

} 

else if (touoh(tnames[i]) != 9) ( 
puts( "touoch error" ) : 
break : 

} 


printf("%s is created.\n", tnames[i] ) : 
EQ 9 この 5 蛋 く 5 JFE 

unlinik(tnames[ )] ) : 

printf("%s is removed.\n'", tnames[ )] ) : 


statio ohar *mafke_uniq(char *name ) 
{ 

char temp[NAMLEN ] : 

char ネエ * 


stropy(temp, TEMPLATE ) : 

if ((r = mktemp( て temp ) ) == NULL ) 
return (NULL ) : 

Stropy(name, Y): 

return (name): 


statio int touch(char *name ) 
| 
FTLE * ネ fp: 
if ((fp = fopen(name, "w" ) ) == NULL ) 
return (-1 ) : 


(void)fclose(fp): 
return (9): 
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mktim 遇 玉 5 
書 式 | #include <time. h> 


time t mktime(time ptr) : 
structtm *timeptr: /* tm 構造 体 に 分 解 さ れ た 時 間 情 報 */ 


機 能 | time ptr が 指す 構造 体 に 格納 され て いる ロー カル 時 間 を 、time 関数 が 返す 値 と 
同じ 形式 の カレ ンダ 時 間 に 変換 し ます 。 
また 、tm 構造 体 の メン バ tm wday, tm yday は 、 変 換 す る 時 に は 参照 きれ ませ 
ん が 、 変 換 後に は 正しい 値 が 設定 され ます 。 
他 の メン バ も 、 正 し い 範囲 に 調整 る され ます 。 


戻 り 値 | 変換 に 成功 する と カレ ンダ 時 間 を 返し ます 。 


失敗 する と 、(-1) を time t 型 に 変換 し た 、 す な わ ち (time t) (一 1) と キャ スト 
る れ た 値 を 返し ます 。 


参照 関数 | time, gmtime, localtime 
プロ グラ ム 例 


#1include く <stdio.h> 
#inolude く time.h> 
main() 

8truot tm Q も ぅ 3 


time tt time1: 
time tt time ク 2: 
double difFf: 


dt.tm year = 2091 - 1900: 


time1 = mktime(&dt) : 
time(&time2 ) : 


diff = difftime(time1, time2) 
printf("21 世 紀 ま で あと %g 秒 \n", diff ) : 
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Fmodf 一 ーーーーーーー ァ ター 
| 書 。 式 | #include <math. h> 


double modf(x, intptr) : 
double x: /* 浮動 小数 点 値 */ 
double *intptr: /* 整数 部 を 格納 する 領域 へ く の ポ イン タ */ 


機 能 | 浮動 小数 点 値 x を 小数 部 と 整数 部 に 分 け ま す 。 


戻 り 値 | x と 同じ 符号 の 小数 部 を 返し 、x と 同じ 符号 が 付い た 整数 部 は intptr に 格納 され 
ます 。 


参照 関数 | frexp, ldexp 


プロ グラ ム 例 

#1inolude く stdio,h> 

#ino1ude く <math.h> 

main( ) 
doubl1e xx: 
double ix, fxi 
ュ in も 1 
Eop (も = =5? も く で = 153 エモ T+) 【 


x = (double)i / 19.0: 
fx = modf(x, &ix): 
printf("%+4.1f ->modf( )-> %g, %g\n",。 x, 1x, fx) 
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「1OUS レベ ル 3 


書 式 | #include <mouse. h> 


int mouse) : 


inti: /* 機能 コー ド */ 


機 能 | マウ ス の 制御 を 行い ます 。 
i に 指定 で き る 機能 コー ド は 次 の 通り で す 。 
0 : マウ ス の 初期 化 、 ソ フト キー ボー ド の 表示 を 許す 
1 : マウ スカ ー ソ ル の 表示 
2 : マウ スカ ー ツ ル を 消す 
3 : マウ スカ ー ソ ル の 表示 状態 の 通知 
4 : ソフ トキ ー ボ ー ド の 表示 る せな い 


戻 り 値 | i に 3 を 指定 し た 場合 は 、 以 下 に 示す マウ スカ ー ソ ル の 表示 状態 を 返し ます 。 
ー1 : 表示 し て いる 
0 : 消 を た て いる 


1i に 0、1、2、4 を 指定 し た 場合 は 、0 を 返し ます 。 
i に 0-4 以 外 を 指定 し た 場合 は 、、 エ ラー と し て 一 1 を 返し ます 。 


プロ グラ ム 例 


#1ino1ude く stdio・.h> 
#inolude く モ ring.h> 
#ino1ude く mouSe・h> 


#define M TNITT 
#define M ON 

#define M OFF 
#define M STAT 


【 バ 明生 二 ご 】 


main( int argo, ohar * ネ argY[ ] ) 


if (arge == 1) 
puts(mouse(M STAT) ? "on" : "off") 5 
else if (argo == 2) 【 
if (stromp(argv[1], "on") == の) 
mouse(M ON) : 
else if (stromp(argy[1], "off") == 9) 


mouse(M OFF) : 
else 
puts("Usage: mouse [onloff]1"): 


el1se 
puts("Usage: mouse [onloff]"): 
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書 
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式 


能 


#include <music. h> 


int m play(c1, c2, c3, c4, c5, c6, c7, c8) : 
0 も @1.e2 G9.C4 も Gb 66e7。 6G8: 7/※ ま チチ ヤン 浴 光 */ 


FM 音源 の 指定 し た チャ ン ネ ル に 割り あて た トラ ッ ク デ ー タ を 演奏 開始 し ます 。 
指定 する チャ ン ネ ル の 個数 が 7 個 以 下 の 場合 は 、 余 り の 引数 に 'NASI' を 指定 し 
な けれ ば な り ま せん 。 

全 チ ャ ン ネ ル が "NASI' な ら ば 、1 一 8 チャ ン ネ ル す べ て を 演奏 開始 し ます 。 

チャ ン ネ ル は 、1-8 が 指定 で きま す 。 


正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 

引数 の エラ ー な どの 場合 0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 

FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 

な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ さい 。 


プロ グラ ム 例 


リフ ァ レ ンス 


#1inolude 
#1no1ude 
#ino1ude 
#define 


statio o 


main( ) 


{ 


く string・h> 

く basic9.h> 

く muSsio,h> 
NAST ?NAST 
har ag[256 + 1]1: 
int 中 き 
和 沿 人 下 地 6 8 
模 ませ 世 (( 5 


fo ( 光 = 5 ま で ミ 865  S 寺 キ 光 【 

m al1loo(i, 209009): 

mm aSS1gn(i。 1): 
} 
m trk(1, "Q7 @34 V9 O4 T66") : /* trumpet */ 
m trk(2, "Q7 @35 V19 O4 T66"): /* horn */ 
m trk(3, "Q7 @37 V19 0O3 T66"): /* tuba */ 
m trk(4, "Q8 @6 V8 O5 T66"): /* cembalo */ 
m trk(5, "Q8 @6 V8 O5 T66"): /* cemba1o */ 
m trk(6, "Q8 @6 V8 O4 T66"): /* cemba1o */ 


/* Part 1 */ 


strcpy(as, "L16 B-4&B-B-AGF8G8DE-F8 : "): 
stroat(as, "<R8F8&FE-DC>B-8<DA>AB- く <C8" ) ぅ 
stroat(as, ">E く FED>B-<E-8G8&GE-C>A&A8 く <F8 : 『"): 


stroat(as, "D4E4F8>B-4A8" ) 
m trk(1, as): 
m trk(4, as): 


/* Part 2 */ 


sgtropy(as, "L16R1 : "): 
stroat(as, ">B-FB-<DC8E-8&E-8DE {FEFEFEFE18 &ED32E 
stroat(as, "F4G8B-8E-8G8<C8C8& : 『") ぉ 


stroat(as, "C>FB-<D>G8B-8A8DE-FGE-F" ) 
mm trk(2, a8): 
m trk(5, as): 


/* Part 3 ネ */ 


stropy(as, "L8 B-<DC>B-AGEE- : 「): 
stroat(as, "D4E4G4<C4:"): 
stroat(as, "D4&L16DD>B-G く <C8E-8&E-C>AF : 「): 


strocat(as, "B-4&B-B-AGFE8G8DE-F8" ) : 
m trk(3, as): 
m trk(6, as): 


m play(NAST, NAST, NAST, NAST, NAST, NAST, NAST, N. 


b_exit(9): 
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ーーーー ーー と ズル す ー] 


書 式 | #include <mouse. h> 


int msarea (x1, y1, x2, y2) : 

int x1: /*※ マウ スカ ー ソ ル の 移動 範囲 の 始点 X 座 標 */ 
int yl1: /* マウ スカ ー ソ ル の 移動 範囲 の 始点 Y 座 標 */ 
int x2: /*※ マウ スカ ー ン ソル の 移動 範囲 の 終点 X 座 標 */ 
int yY2: /* ま マウ スカ ー ソ ル の 移動 範囲 の 終点 Y 座 標 */ 


機 能 | マウ スカ ー ソ ル の 移動 範囲 を 設定 し ます 。 
x1 に は マウ スカ ー ソ ツル の 移動 範囲 の 始点 X 座標 を 指定 し ます 。 
yI1 に は マウ スカ ー ソ ツル の 移動 範囲 の 始点 Y 座標 を 指定 し ます 。 
x2 に は マツ ウ スカー ソル の 移動 範囲 の 終点 X 座 標 を 指定 し ます 。 
y2 に は マウ スカ ー ツ ル の 移動 範囲 の 終点 Y 座標 を 指定 し ます 。 
か な ら ず 始点 が 左上 、 終 点 が 右 下 び で な けれ ば な り ま せん 。 
まだ た 、 そ れ ぞ れ の 指定 可能 範囲 は 以下 の 通り で す 。 


0 ミ x1 ミ 1022 
0 ミミ y1 ミ 1006 
x1 ぐ x2 全 1023 
y1 く y2 ミ 1007 


測 
選 


正常 終了 の と き 、0 を 返し ます 。 
エラ ー の と に 人 il を 返し ます 。 


380 | 
| 


プロ グラ ム 例 


リフ ァ レ ンス 


#ino1ude 
#inc1ude 
#1noc1ude 
#ino1ude 
#1nc1ude 


main( ) 


{ 


く gtdio.h> 
く conio・.h> 
く <basic の .h> 
く mouse・h> 
く graph.h> 


b_init( ) : 

goreen(2。 の 。 1。 1): 

vpage(1 ) : 

mouse( の 9): 

msarea(9, の 9 の, 5099, 400): 

box(9, 9, 599, 499, 15, の xffFff ) : 

mouse(1): 

puts ( "move mousr Cursor! (の, 9) <---> (599, 4096)"): 
whi1e (kbhit() == 9) 


Dee を (の) 3 
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HmSDtmーーーーーーー と ーー」 


#include <mouse. h> 
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int msbth(n, b, t) : 

intn: /*※ マウ ス ボ タ ン の 状態 の 指定 */ 
int b: /* マウ スポ ボ タン の 指定 */ 
intt: /* 待ち 時 間 */ 


マウ ス ボ タ ン が 、 指 定 し た 状態 に な る まで の 時 間 を 通知 し ます 。 

n に は マウ ス ボ タ ン の 状態 を 指定 し ます 。 

0 を 指定 する と マウ ス ボ タ ン を 離す まで 、1 を 指定 する と マウ ス ボ タ ン を 押す ま 
で の 時 間 が 測定 きれ ます 。 

b に は マウ ス ボ タ ン の 左右 の 指定 を 行い ます 。 

0 で 左 ボ タン 、1 で 右 ボ タン と な り ま す 。 

t に は 待ち 時 間 の 最大 値 を 指定 し ます 。 

0 一 65535 まで を 指定 し ます 。 

0 を 指定 する と 、 指 定 さ れ た 状態 が 発生 する まで 待ち 続け ます 。 


待ち 時 間 を 返し ます (1 一 65534) 。 
ドラ ッ グ が 行わ れ た 場合 は 0、 待 ち 時 間 を 超え た 場合 は ー1 を 返し ます 。 
引数 の エラ ー の 場合 は ー2 を 返し ます 。 | 


プロ グラ ム 例 


#1inc1ude 
#1inolude 
#inolude 
#1inolude 


main( ) 


( 


gtatio 1 


( 


く stdio.h> 
く <basioc の .h> 
く <mouse・h> 
く <graph.h> 


ュ int d clk(void) : 
in も 
ュ in も ni 」 93 


D_ 31ni も ( ) 5 

screen(2, の, 1, 1) 

vpage(1): 

mouse(9): 

msarea(9, 9, 767, 511): 

box( の 9 の, の, 767, 511。 15,。 の xffff げ ) : 
mouse(1): 

puts("move 1ine by doubl1e cl1iock!")』 


EGO (ミエ さと の 2 中 oE() = まま ) ま 三 反 ま > 3 = YJ) 


me (よっ の 。 まま 。 51T。 の の cf 手 だ )5 

Sne(0。 けり 。 767。 りす 。 の 。 の rf お うか) 

box( の 9 の, 9。 767, 511, 15, OxfffYf) ぅ 

mspos(&ni, &nJ)) : 

13ne (mn 。 の 。 11。 511 。 12, の Oxffff)5 

13mne(@9。 nJ。 767 。 mn)。 12。 の kffTT) 5 
} 


b_exit(9) 

nt d_ clk(void ) 
int x, Y) b1。 Dri 
in も 1 


maatat(&x, &y, &b1 , &br) 
3f 《b1 != =1) 
return (の): 
f = msbtn( の 9, 9, 89): 
まま を 誠 小 の か 正輝 凶 ) 
return (9 の): 
f = msbtn(1, の 9, 89)j 
。 ( 則 0 2 お IM まさ 7 の 99 
return (9): 
f = msbtn(9, の, 89): 
まま (DO > IM まゆ の ⑳) 
return (9 の) : 
return (1): 


383 


LTTISDOS ーーーーーー と ルー 」 


書 式 | #include <mouse. h> 


int mspos(x, y) : 
int *x: /※ 座標 を 格納 する 変換 を 指す ポイ ンタ */ 
int *※y: /*※ Y 座 標 を 格納 する 変数 を 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | マウ スカ ー ソ ル の 座標 を 変数 に 代入 し ます 。 
x に は マウ スカ ー ソ ル の XX 座標 を 代入 する 変数 を 指す ポイ ンタ を 指定 し ます 。 
y に は Y 座 標 を 代入 する 変数 を 指す ポイ ンタ を 指定 し ます 。 


戻 り 値 | 上 位 16 ビ ッ ト に XX 座標 、 下 位 16 ビッ ト に Y 座 標 が 返り ます 。 


プロ グラ ム 例 
#1nclude <stdio.h> 
#1nolude く conio.h> 
#include く <basioc の .h> 
#inolude く mouse・h> 
#1inc1ude く graph.h> 
main() 
{ 
ュ in も 383 3 
b_init( ) : 
soreen(2。 の, 1, 1 ) : 
vpage(1) 
mouse(9): 


msarea( の 9, 9 の, 767, 511): 
BGECO。 ひ 。 767。 5 は 。 5。 OxEfE 下 )5 
mouse(1): 
1ocate(19, 109): 
puts ("move mouse oursor!(9, 9 の) <--->(767, 511 ) " ) : 
while (kbhit() == 9 の 9) { 
mapos(&x, &y) : 
1ocate(19, 11): 


printf( "mouse cursor ( ヌ ) = %3d\n", x): 
1ocate(19, 12): 
printf( "mouse cursor (Y) = %3d\ ぎ nm", すゞ): 
| 
b_exit(9): 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


msstat 3 
| 書 。 式 | #include <mouse. h> 


int msstat(x, y, bl, br) : 

int *x: /* 双方 向 の 相対 移動 量 を 格納 する 変数 を 指す ポイ ンタ */ 
int *y: /* Y 方 向 の 相対 移動 量 を 格納 する 変数 を 指す ポイ ンタ */ 
int *bl: /* 左 ボ タン の 状態 を 格納 する 変数 を 指す ポイ ンタ */ 
int *br: /* 右 ボ タン の 状態 を 格納 する 変数 を 指す ポイ ンタ * ポ / 


機 能 | マウ ス の 状態 を 変数 に 代入 し ます 。 
x に は 双方 向 の 相対 移動 量 を 代入 する 変数 を 指す ポイ ンタ を 指定 し ます 。 
ー128 一 127 が 代入 きれ ます 。 
y に は Y 方 向 の 相対 移動 量 を 代入 する 変数 を 指す ポイ ンタ を 指定 し ます 。 
ー128 一 127 が 代入 きれ ます 。 
bl に は 左 ボ タン の 状態 を 代入 する 変数 を 指す ポイ ンタ を 指定 し ます 。 
左 ボ タン を 押し て いた 場合 に は ー1 が 、 押 し て いな い 場 合 に は 0 が 代入 る れ ま 
す 。 
br に は 右 ボ タン の 状態 を 代入 する 変数 を 指す ポイ ンタ を 指定 し ます 。 
右 ボ タン を 押し て いた 場合 に は ーー1 が 、 押 し て いな い 場 合 に は 0 が 代入 る れ ま 
す jp 


戻 り 値 | 上 位 む から 8 ビ ッ ト ご と に 、X の 移動 量 、Y の 移動 量 、 左 ボタ ン の 状態 、 右 ボタ 
ン の 状態 が 返り ます 。 
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II WW vi ii ii 


プロ グラ ム 例 


ェ ー 


#inc1ude く conio.h> 
#ino1ude <basic9.h> 
#ino1ude く <mouse.Db> 
#ino1ude く <graph .h> 


main( ) 

{ 
1nt 芝 。 光 3 
in も も 1 せ 。 brs 


0D きも ( ) 3 

screen(2,。 9, 1, 1) : 

vpage(1 ) : 

mouse( の ): 

msarea( の 9, 9 の, 767, 511) : 

box( の 9, の , 767, 511, 15, の xffff) : 


mouse(1): 
1ocate(19, 19): 
puts ("move mouse cursor!( の 9, 9) <--->(767, し 介 肛 衣 


1oocate(19, 11): 
cputs( "mouse cursor rel1ative movement" ) : 
1ocate(19, 14): 
cputs ("mouse button status" ) : 
whi1e (kbhit() == 9) 【 
msstat(&x, &y, &b1, &br) : 
1ocate(18, 12): ま 
GBPBlm も f(" ( 多 ) = %4d7 。 贅 ) 5 
1oocate(18, 13): 
OB 立 Hmn も (" () =-%4dT。 補 ) 5 
1oocate(18, 15): 
Cprintf(" (LEFT) = %4d", b1) : 
1ocate(18, 16): 
cprintf(" (RIGHT) = %4d", br): 
} 
1ocate( の 9, 17): 
b_exit(9) 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


Hm-Sta キ ーーーーーーー と < ァ ョ ー」 


書 式 | #include <music. h> 


int m stat(channel) : 


char channel: /* チャ ン ネ ル ん 番号 */ 


機 能 | FM 音源 また は MIDI の channel で 指定 し た チャ ン ネ ル の 演奏 状態 を 調べ ます 。 
channel に は 1 一 24 を 指定 し ます 。 
0 また は "NAST' を 指定 する と 、1 一 24 すべ て の チャ ン ネ ル の 状態 を 調べ ます 。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は チャ ン ネ ル の 状態 を 返し ます 。 
この と き 、channel に 指定 し た 値 に より 以下 の よう に な り ま す 。 


@ channel が 1 一 8 の と き (本 体 の FM 音源 ) 


0 : 演奏 中 で な い 
1 : 演奏 中 


@ channel が 9 一 24 の と き (MIDI ボー ド 出 力 ) 


0 : 演奏 中 で な い 
1 : 演奏 中 


た だ し 、 演 奏 中 で あっ て も md off に よっ て 出力 が 停止 し て いる 場合 が あり ま 
まぁ 
また 、MIDI ボー ド が な い 場 合 に は 、 常 に 0 に な り ま す 。 
@ channel が 0 また は "NASI' の と き 

ビッ ト 0 一 7  : 1 一 8 チャ ン ネ ル の 状態 

ビッ ト 9-23 : 9-24 チャ ン ネ ル の 状態 

(MIDI ボー ド が な いと き 、 ビ ッ ト は 0 に な り ま す ) 
ビッ ト 24 一 31 : 常に 0 


ビッ ト が 0 で 演奏 中 で な い 、1 で 演奏 中 で ある こと を 表し ます 。 


FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 
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m_StO レベ ル 3 


#include <music. h> 


int m stop(c1, c2, c3, c4, c5, c6, c7, c8) : 
imt ed C2。 c3 c4。 Cc5 cc6, Cc7,G8: / 率 チャンネル */ 


機 能 | FM 音源 の チャ ン ネ ル を 指定 し て 演奏 を 一 時 中 断 し ます 。 
指定 する チャ ン ネ ル の 個数 が 7 個 以 下 の 場合 は 、 余 り の 引数 に "NAST を 指定 し 
な けれ ば な り ま せん 。 
全 チ ャ ン ネ ル が "NASI' な ら ば 、1 一 8 チャ ン ネ ル 中 、 現 在 演奏 し て いた チャ ン ネ 
ル す べ て を 一 時 中 断 し ます 。 
チャ ン ネ ル は 、1-8 が 指定 で きま す 。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 
引数 の エラ ー な どの 場合 、0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 
な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ きい 。 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


m_-temp レベ ル 3 


#include <music. h> 


int m tempo(tempo) : 
char tempt: /* テン ポ ※*/ 


FM 音源 お よび MIDI の 演奏 時 の テン ポ を 指定 し ます 。 

テン ポ は 、1 分 間 に 4 分 音符 を いく つ 演 奏で きる か で 指定 し ます 。 
た と えば 、120 を 指定 する と 、4 分 音符 120 拍 で 1 分 に な り ま す 。 
テン ポ に 指定 で きる 範囲 は 、32 一 200 で す 。 


割り 込み 処理 や 、 デ ィ ス クア クセ ス な ど に よっ て 、 演 奏 速 度 に 誤差 が 発生 する 場 
合 が あり ます 。 


正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 

引数 の エラ ー な どの 場合 、0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 

FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 

な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ さい 。 
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Hm-tFK 一 ーーーーーー ァ za 
#include <music. h> 


int m trk(t, st) : 
char t: /*※ トラ ッ ク 番 号 */ 
char *st: /* MML デ ー タ へ の ポイ ンタ まま */ 


機 能 | MML に よる 楽譜 データ を {で 指定 し た トラ ッ ク に 書き 込み ます 。 
MML の 書式 に つい て は 、 本 体 添付 の 「BASIC マニ ュ ア ル 」 を 参照 し て くだ き 
い 。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 
引数 の エラ ー や MML の 書式 誤り な どの 場合 、0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 
な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て て だ さい 。 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


Hm-V9@ ビ ーーーーーー セ < ー」 
| 書 。 式 | #include <music2. h> 


int m vget (vo, ca) : 
char vo: /* 音色 番号 */ 
char *※ca: /* 音色 デー タ を 格納 する 配列 へ て の ポイ ンタ ※*/ 


機 能 | FM 音源 の vo で 指定 し た 音色 番号 の 音色 デー タ を ca が 指す 配列 に 読み 込み ます 。 
vo に は 音色 番号 を 指定 し ます (1 一 200。 た だ し 69 一 200 は 登録 きれ て いま せん )。 
ca に は 、 読 み 込 ん だ 音色 デー タ を 格納 する だ ため の 二 次 元 配列 へ て の ポイ ンタ を 指 
定 し ます 。 
音色 デー タ の 形式 は 次 の 通り で す 。 


char ca [5] [11] : 


0 1 デル (オペ ンー スズ ) 
0 フィ ー ド バッ ク / ア ル ゴ リ ズム 本 AR (0 一 31) 
| スロ ッ ト マ スク (0 一 15) | 1D 民 (0 一 31) 
婦 ニー ジス オー (0-3) | D2R (0 一 31) 
3 ジジ (0, 1) | RR (0 一 15) 
4 スピ ー ド (0 王 255) | DL (0 一 15) 
5 PMD (0<1270 | 邊 も (0 一 127) 
6 AMD (0 一 127) | KS (0 一 3) 
7 PMS (0-7) | MUL (0 一 15) 
8 AMS (0-3) | DT1 (0 一 7) 
9 L, RPAN (0-3) | DT2 (0 一 3) 
10 未 使用 AMS Enable (0, 1) 


上 記 の 表 中 、( ) 内 の 数 値 は を それぞれ の デー タ の 範囲 を た 示し ます 。 


音 多 デー タ の 詳細 に つい て は 、 本 体 添付 の 「BASIC マ ニュ アル 」 を 参照 し て < 
だ きい 。 


戻 り 値 | 正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 
引数 の エラ ー な どの 場合 0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
FM 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 
な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ さい 。 
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Hm-VS@ キ ーーーーーーー と <z ョ ー 


書 式 | #include <music2. h> 


int m yset(Vo, ca) : 
char vo: /* 音色 番号 */ 
char *※ca: /* 音色 デー タ を 格納 し て ある 配列 て の ポイ ンタ */ 


機 能 | 配列 に 格納 し て ある FM 音源 用 の 音色 デー タ を 、 音 色 に 登録 し ます 。 
o に は 音色 番号 を 指定 し ます 1-200。 た だ し 1-68 は 登録 済み ) 。 
ca に は 音色 デー タ を 格納 し て ある 二 次 元 配列 へ て の ポイ ンタ を 指定 し ます 。 
音色 デー タ の 形式 は 次 の 通り で す 。 


char ca [5] [11] : 


0 1=4 (オペ レー タダ) 
0 フィ ー ド バッ ク / ア ル ゴ リ ズム (0-63) | AR 031) 
1 スロ ッ ト マ スク (0 一 15) | D1R (0-31) 
2 以 is ニー ジジ ォ ー ム (0 一 3) | D2R (0-31) 
3 ジグ 避 (0, 1) | RR (0 一 15) 
4 スピ ー ド (0 一 255) | D1L (0 一 15) 
5 PMD (0-127) | TL (0 一 127) 
6 AMD (0 補 玉 7 | K$ (0-3) 
が PMS (0-7) | MUL (0 一 15) 
8 AMS (0==3) | DT1 (0-7) 
9 L, RPAN (0ー3) | 12 (0 一 3) 
10 | 未 使用 AMS Enable (0, 1) 


上 記 の 表 中 、( ) 内 の 数 値 は を それぞれ の デー タ の 範囲 を 示し ます 。 


音色 デー タ の 詳細 に つい て は 、 本 体 添付 の 「BASIC マニ ュ ア ル 」 を 参照 し て 
だ さい 。 


測 
記 


正常 終了 の 場合 は 0 を 返し ます 。 
引数 の エラ ー な どの 場合 0 以外 の 正 の 数 を 返し ます 。 
M 音源 が 使用 不可 の 場合 、 一 1 を 返し ます 。 
な お 、 エ ラー 番号 と その 意味 は 、m alloc 関数 を 参照 し て くだ さい 。 
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nfileS 
# include <o. h> 


char ※*nfiles(buff, atr, datetime, len) : 

char *buff: /* 検索 用 バッ ファ へ の ポイ ンタ ※*/ 

char *atr: /*※ 見 つけ た ファ イル の 属性 を 格納 する 領域 へ て の ポ イン タ ※/ 

int *datetime: /*※ 見 つけ た ファ イル の 作成 日 時 を 格納 する 領域 へ の ポイ 
ジグ キネ / 

sizet ※*len: /* 見 つけ た ファ イル の バイ ト 数 を 格納 する 領域 て の ポ イン タ */ 


機 能 | ファ イル の 次 の 候補 を 検索 し 、 見 つけ た ファ イル の 情報 を atr, datetime, len で 
指定 し た 領域 に 格納 し 、 戻 り 値 と し て 見 つけ た ファ イル の ファ イル 名 へ の ポイ ン 
タ を 返し ます 。 
buff は 、files 関数 で 指定 し た 検索 用 バッ ファ へ の ポイ ンタ で す 。 
この 関数 を 呼び 出す 前 に は 、files 関数 を 呼び 出し て お か な けれ ば な り ま せん 。 
atr は 、 見 つけ た ファ イル の 属性 を 格納 する 領域 へ の ポイ ンタ で す 。 
atr の 指す 領域 の サイ ズ は 1 バイ ト 以 上 必要 で す 。 
* art に 格納 され た 属性 は 、 各 ビッ ト が 1 の 場合 に 以下 の 意味 を 表し て いま す 。 


デット 0 : 読み 込み 専用 
ジッ ト ユ 1 > 隠し ジテ イル 
yy 下 の : シス アム フチ テイル 
デット 3 : ボリ ュー ム 名 
デマ トト 4 : デイ ンク トリ 
デット 5 : 通常 ファ イル 


本 民 。W 
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datetime は 、 見 つけ た ファ イル の 作成 日 時 を 格納 する 領域 へ て の ポイ ンタ で す 。 
datetime の 指す 領域 の サイ ズ は 4 バイ ト 以 上 必要 で す 。 
また 、* datetime に 格納 され る 作成 日 時 の 形式 は 以下 の 通り で す 。 


ッ ト 31 一 25 : 1980 年 か ら の 相対 年 数 (0 一 99) 
ッ ト 24 一 21 : 月 (1 一 12) 

ッ ト 20 一 16 : 目 (1 一 31) 

ッ ト 15 一 11 : 時 (0 一 23) 

ッ ト 10-5 : 分 (059) 

ッ ト 4 一 0 : 秒 /2(0 一 29) 


人 


len は 、 見 つけ た ファ イル の バイ ト 数 を 格納 する 領域 へ く の ポ イン タ で す 。 

len の 指す 領域 の サイ ズ は 4 バイ ト 以 上 必要 で す 。 

files 関数 を 実行 し た 後 で 、nfiles を エラ ー が 返さ れる まで 実行 する こと で 、files 
関数 で 指定 し て お いた 条件 を 満た す フ ァイル 全て を 検索 する こと が で きま す 。 


戻 り 値 | 正常 終了 な ら 6 ば 、 見 つけ ただ ファ イル の ファ イル 名 へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
な お 、 こ の ファ イル 名 は buff で 指定 し た 検索 用 バッ ファ に 作成 され る た め 、 同 
ー の 検索 用 バッ ファ を 指定 し て files 関数 や 、nfiles を 呼び 出す と 以前 の 内 容 は 
失わ れる こと に 注意 し て くだ きい 。 
エラ ー な ら ば NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | chgfa, chgft, files 


プロ グラ ム 例 
#1ino1ude く stdio.h> 
#include く <std1ib.h> 
#inc1ude く <io.h> 
#define A _RDO 9x91 /* 読み 込み 専用 */ 
#define A _HDN 9x92 /* 隠し ファ イル *#/ 
#define A SYS 9x94 /* シス テム ブフ ァイル #/ 
#define A_VOL 9x98 /* Volume ラ ベル */ 
#define A _DTR 9x19 /* ディ レク トリ #/ 
#define A_ FTL 9x29 /* 通常 ファ イル *#/ 
statio ohar *pattern = " ま ST\\1nClude\\ ま *。h"< 
statio ohar buf[ 159] : 
statio ohar に にゃ ゆ 
statio ]ong 旧 も 。 
statio sige も 1eni 
main( ) 
{ 

char *name 


name = fil]les(buf, &atr, &dt, &len, pattern, A_ FTL): 
if (name != NULL ) 
printf("%s\n", name): 


else 
ei て (1 ) : 

while ((name = nfiles(buf , &atr, &dt, &1en) ) != NULL ) 
printf( "%s\n" 。 name): 

G ヌ 1t( の ): 
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ffsetof ーー 


書 式 | #include <stddef. h> 


size t offsetof (tag, rzrber) : 
(type)tag: 
(identfier)member: 


機 能 | offsetof は 、tag の 構造 体 で の 構造 体 メ ン バ member の 位置 を 求め る マク ロ で 
ずら 
tag に は 、 構 造 体 名 を 指定 し ます 。 
member に は 、 メ ン バ 名 を 指定 し ます 。 
ビッ ト フ イー ルド の 構造 体 は 指定 で きま せん 。 


測 
記 


tag の 構造 体 で の 、 構 造 体 メン バ member の 位置 を 返し ます 。 
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LOD ど ーーーーーーーー と っ 」 


書 式 | #include <fcntl. h> 
#include <stat. h> 
#include <io. h> 


int open(pathname, omode [, pmode] ) : 

char *pathname: /* ま ファ イル 名 へ の ポイ ンタ */ 
int omode: /*※ モー ド ※*/ 

int pmode: /* アク セス モー ド  */ 


機 能 | pathname で 指定 し た ファ イル を omode で 指定 し た モー ド で オー プン し ます 。 
omode は 下記 に 示す 定数 の 組み 合わ せ で 指定 し ます 。 
複数 個 の 定数 を 組み 合わ せる と き は 、OR' | ' で つなげ ます 。 
例 :O TEXT | ORDWR 


omode の 値 中 内 容 
4 レポ イン タ を 書き 込み 操作 の 前 に エン ド オ ォ ブ フ 
O APPEND 4 メ ン き 込 み 操作 の 前 に エン ド ァ イ 
店 ル に 移動 する 
書き 込み の た め に 新しい ファ イル を 作る 
O CREAT だ た だ し 、 フ ァイル が 存在 し て いれ ば この モー ド は 無効 と な 


る 
| ファ イル が 存在 し た 場合 に エラ ー 値 を 返す 


⑳ 選 光 GL 

定 O CREAT と と も に 指定 し た と きのみ 有効 と な る 
読み 出し と し で フラ デイ ル を オー デン シン す る 

O RDONLY 死 み 出し 専用 8 レス 

記 O RDWR、O WRONLY を 同時 に 指定 で き な い 

1L_ 

読み 書き の た め に ファ イル を オー プン する 

O RDWR 


O_RDONLY、O_WRONLY を 同時 に 指定 で き な い 


ファ イル が 存在 し て いれ ば 、 フ ァイル の 内 容 を 空 に する 
O TRUNC O_RDWR ま た は O WRONLY と と も に 指定 し た と き の 
み 有 効 と な る 

書き 込み 専用 し し て ファ イル を オー プン する 
O_RDONLY、O_RDWR を 同時 に 指定 び できない 


O WRONLY 


O_BINARY ン ア イル を パイ ナリ ギー ド で オー ジン する 


O TEXT ファ イル を テキ スト モー ド で オー プン する 
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ii ii セラ デ 


O TRUNC は 、 既存 の ファ イル の 内 容 を すべ て 切り 捨て て し まい ます 。 
慎重 に 使用 し て くだ きい 。 


omode に O CREAT を 指定 し た と き は 、 必 ず pmode を 指定 し ます 。 
た だ し ファ イル が すでに 存在 し て いる 場合 は 、pmode は 無視 され ます 。 
pmode の 値 は chmod 関数 で の 指定 と 同じ で す 。 


戻 り 値 | オー プン きれ た だ ファ イル の ファ イル ハン ドル を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た と き は 一 1 を 返し 、errno に 下記 の 値 が セ モット され ます 。 


[ 


errno の 値 内 容 
指定 し た ファ イル 名 が ディ レク トリ で ある 
EACCES 電 
また は アク セス モー ド が 違っ て いる 
1 
O CREAT、O EXCL を 指定 し た が 、 フ ァイル が すでに 
EEXIST ビ 時 
存在 し て いる 
EMFILE オー プン する ファ イル の 数 が 多 す ぎる 
ENOENT 指定 し た ファ イル 名 まだ は パス 名 が 見 つか ら な い 


参照 関数 | access, chmod, close, creat, dup, dup2, fopen, sopen, umask 
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ヤー ココ ニコニ ー ベ 
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プロ グラ ム 例 


#1nc1ude 
#1nolude 
#1nc1ude 
#inc1ude 
#1no1ude 


ma1n( in 


{ 


く stdio.h> 
く <std1ib.h> 
く focnt1 .h> 
く 1o.h> 
く stat .h> 
argo, char *argv[ ] ) 
char *fi]ex: 
1n も fni 
おま 1e. こ (amgo > 1) ? apgv[11 "ES1e": 
if ((fFn = open(file, O_RDONLY ) ) == -1) [{ 
printf("%s を open で きま せん 。\n", 
exit(1): 


} 
printf("%s を open し まし た 。 き まき n", fi1e): 


if (cl1ose(fn) == -1) { 
printf("%s を close で きま せん 。 ま nr", 
か 中 便 間 生 ] 


} 
printf("%sa を close し まし た 。 き \n", fi1e): 


ex1 も (9 の): 


fi1e): 


fi1e) : 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


paint ok 


書 式 | #include <graph. h> 


void paint(x, y, D) : 

int x: /* 又 座標 */ 
inty: /* Y 座 標 */ 

int p: / キ パレ シット ユ コー ド */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の x、y て 指定 され た 単色 領域 と p で 塗り つぶ し ます 。 
x に は 領域 内 の 1 点 の X 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767) 。 
y に は 領域 内 の 1 点 の Y 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767)。 
p に は パレ ッ ト コ ー ド を 指定 し ます (0 一 65535) 。 
画面 モー ド に より 最大 値 が 異な り ま す 。 


eS まで 際 い ーー: 
戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | screen 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く <std1ib.h> 
#ino]ude く basic9.h> 
#1nc1ude く <graph.h> 
main( ) 
{ 
int 5 Un 
nt 3 
in も (が 
b. nt も ( ) 3 
8ereen(1,。 3。 1。 1): 
vpage(1) : 


Top (は ニニ の 3 き で 50 の : 3+b)】 { 
b = rand() * 2 + 1: 
C = rand() * 2 + 13 
circle(255, 255, 199, b, 9, 369, 256 ) 
paint(255, 255, oc): 


} 
b_exit(9): 
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了 P 間 9 ニーーーーーーーー ゼ 4y ぎ ーー 


書 式 | #include <graph. h> 


void palet(D, c) : 
れ 小 D?2 / ホ フ ヤ レッ トコ ー ド ※/ 
int Cc: /* 色 コ ー ド */ 


機 能 | パレ ッ ト に 色 コ ー ド を 割り あて ます 。 
Dp に は パレ ッ ト コ ユー ド を 指定 し ます (0-65535)。 
画面 モー ド に より 最大 値 が 異な り ま す 。 
c に は 色 コ ー ド を 指定 し ます (0-65535) 。 
な お 、65536 色 モ ー ド で は 、1 つの 色 を 変化 させ る と 、 同 時 に 関連 する 256 色 が 
変化 し ます の で 、 原 則 的 に 色 コ ー ド と パレ ッ ト コ ー ド は 同じ 値 を 指定 し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | screen 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く <basic の .h> 
#ino1ude く graph.h> 
main( ) 
{ 
in も t 負 。 D。 C>。 dd。 @5 
1nt 8 
Di も (7) 5 
screen(1, 3, 1, 1): 
vpage(1): 
FOR (な ニ の 3 & < 光 ? a++) 【 
Pop (b = 31j』 b >= の 』 も ==) { 
Op (G 三 3 半 ?3 G >= (>? o ニ ー) 【 
for (d = の: d < 192: d++) 【{ 
f = hav(d,。 oc, b) + 1 - ai: 
jpalet(15, fF): 
for (e = の @: e < 309: e++) 
} 
} 
} 
} 
b_exit( の) : 
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DETTOT レベ ル 2 


書 式 | #include <stdio. h> 


void perror(string) : 
char *string: /* ユー ザー 定義 エニ エラー メッ セー ジ へ の ポイ ンタ 二 


機 能 | 標準 エラ ー 出 力 (stderr) に 対し て エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 し ます 。 


エラ ー メ ッ セ ー ジ string、 ユ セン (:)、 そ し て エラ テラー を ぞ を 起 し た ライ プラ タリ に 
対す る シス テム エラ ー メ ッ セ キー ジ か ら な り ま す 。 

string に 空 文字 列 か NULL を 指定 する と 、 シ ステ ム エ ラ ー メ ッ セ ー ジ の み を 出 
力 し ます 。 エ ラー 番号 は 、 グ ロー バル 変数 errno が 使用 ふれ ます 。 

も し 、errno が 0 以上 の 値 な ら ば 、perror は 何 も し ませ ん 。 

シス テム エラ ー メ ッ セ ー ジ は 、errno を 使っ て エラ ー 番 号 順に 並ん だ 文字 列 の ポ 
イン タ 配 列 sys errlist か ら 探 し 出さ れ ま す 。 

変数 sys nerr の 値 は 、sys_errlist 配列 の 要素 数 で す 。 

errno の 値 は 何ら か の 関数 の 呼び 出し 時 に お ける エラ ー の 発生 に よっ て 変化 し ます 。 
この 関数 で 参照 きれ る グロ ー バ ル 変 数 に は 、 以 下 の も の が あり ます 。 


int errno: /* エラ ー 番 号 */ 
int sys nerr: /* sys errlist の 配列 要素 数 */ 
char *sys errlist [|] : /* エラ ー メ ッ セ ー ジ の ポイ ンタ 配列 * / 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
参照 関数 | strerror 
El 
プロ グラ ム 例 
#inolude く <gtdio・.h> 
#1nolude く <std1ib.h> 
#1no1ude く <proceSs・h> 


main(int argo, char *argv[] ) 


char * ネ nameGi 
FTLE *fp: 
name = (argo > 1) ? argv[1] : "file":i 
if ((fp = fopen(name, "r") ) == NULL) 【 
perror(name): 
abort( ) ぅ 


} 
(void)fo1ose(fp) 
ex1t(9): 


書 式 | #include <basic0. h> 


double pi( ) : 


機 能 | 円 周 率 ァ の 値 を 求め ます 。 


戻 り 値 | ヶ の 値 を 返し ます 。 


参照 関数 | bpi 
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polint レベ ル 3 


書 式 | #include <graph. h> 


int point(x, y) : 
int x: /* 双 座 標 */ 
inty: /* Y 座 標 */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 上 の 指定 座標 の ドッ ト の パレ ッ ト コ ー ド を 調べ ます 。 
x に は 調べ る 点 の X 座 標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767) 。 
y に は 調べ る 点 の Y 座 標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767)。 


測 
硬 


指定 座標 の ビ ドット の パレ ッ ト コ ユ コード を 返し ます 。 
た だ し 、window 関数 に よっ て 設定 され た クリ ッ ピ ング 領域 の 範囲 外 の 座標 を 指 
定 し た 場合 は 、 た と を 指定 座標 に ドッ ト が あっ た と し て も 、 常 に 0 を 返し ます 。 


参照 関数 | pset, window 


プロ グラ ム 例 
#incl1ude く stdio・.h> 
#incl1ude く <sgtd1ib・.h> 
#ino1ude く basic9.h> 
#1no1ude く graph.h> 
main( ) 
int 
nt 3 
int Cs 
nt 栖 3 
Di さ も ( ).5 
screen(1。 3, 1。 1): 
vpage(1): 


for (ii = の 3 1 < 5 の: i++) { 
b = rand() * 2 + 1: 
C = rand() * 2 + 1 
circle(255, 255, 199, b, 9 の, 369, 256): 
Dain も (255,。 255, oc) 
H = potnt(255。 2550 : 
printf( "pa1let code = %d\n", d): 


} 
b_exit(9): 
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LDPOS ーーーーーーー セ ルー 


書 式 | #include <basic0.h> 
int pos( ) : 
| 機能 | カー ツル の 現在 位置 の 座標 を 得 ます 。 


戻 り 値 | カー ツル の XX 座標 を 返し ます 。 


参照 関数 | csrlm 
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LDOWーーーーーーーーー ン < ル 2 | 


書 式 | #include <math. h> 


double pow(x, y) : 
double 攻 


double NM 


機 能 | x の y 乗 を 計算 し ます 。 


測 
訓 


xY の 値 を 返し ます 。 
x が 0 で y が 0 か 負 の 数 の 場合 、 ま た は x が 人 負 の 数 で y が 整数 で な い ぃ 場合 の 、 
戻り 値 は 不定 で 、errno に EDOM が モッ ト る され ます 。 


参照 関数 | exp, log, sqrt 


プロ グラ ム 例 
#inolude く stdio.h> 
#1ino1ude く math.h> 
main( ) 
{ 
double xi 
double Tj 
ュ in も 5 
1nt 1 
の の # 衝 こ ご 3 放 3 ま る きき の 。 ュ さき キ キ ) 5% 
介 G か (3 = ーー32 み 3 け る = 32 J キ まや ) { 
x = (double) ュ : 


y = (double)J: 
printFf ("pow(%+4.1F, %+4.1f ) = %g\nm"」 
メメ, DOW( 誠 。 ) ) : 
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| 書 。 式 | #include <stdio. b> 


int printf(format string [, arg. . . ] ) : 
char ※*format string: /* 書式 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | format string で 指定 し た 書式 に 従っ て 出力 を 変換 し 、 標 準 出力 stdout に 出力 
じ ま 東 。 
format string に 続く 引数 は 、 書 式 に 従っ て 変換 きれ 出力 され ます 。 
format string の 中 の フォ ー マ ッ ト 指 定 の 出現 順 、 お よび それ が 要求 する 型 と 、 
引数 arg の 出現 順 お ょ びそ の 型 は 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 
フォ ー マ ッ ト 指 定 の 書式 を 以下 に 示し ます 。 
2% [flag] [length] [. digit] [lentype] type 


“26 と type 以外 は 省略 で きま す 。 


フォ ー マ ッ ト 指 定 の 各 フ ィ ー ル ド の 内 容 は 次 の 通り で す 。 


フィ ー ル ド 内 
| 容 
の 書式 指定 の 始ま り を 示す 
省略 で き ない 
| 
符号 、 空白 、 小 数 点 、8 進 、16 進 な どの 出力 の 修飾 を 指定 
flag 
する 
length 出力 文字 の 最小 文字 数 を 指示 する 
digit 最小 桁 数 、 ま た は 小数 点 以下 の 桁 数 を 指定 する 
lentype 引数 の 型 を 指定 する 
type 変換 の タイ プ を 指定 する 
“26 の うし ろ に format string と し て 無 意 味 な 文字 が ある と 、 そ の まま 出力 し ま 
す 。 


各 フ ィ ー ル ド の 内 容 は 次 の 通り で す 。 


【flag】 
flag の 値 と 内 容 は 次 の 通り で す 。 
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マテ 


flag 内 容 
ー length の 桁 数 内 で 左 揃 え で 出力 する 
省略 する と 右 揃え で 出力 する 
出力 数 値 が 正 の 数 の と き は “ 十 "『 を 、 負 の 数 の と き は “ーー” を 
つけ て 出力 する 
省略 する と 、 負 の 数 の と きのみ “ー" を つけ 、 正 の 数 の と き 
は 符号 わ つ け な い 
出力 数 値 が 正 の 数 の と き は 1 文字 分 の 空白 を 、 負 の 数 の と 
さき は ーー を あつ ける 
時 折 省略 する と 、 負 の 数 の と きのみ “ー" を つけ 、 正 の 数 の と き 
ー は 空 有 を つけ な い 
flag に “ 十 " が 指定 きれ て いる と き は 、 こ の 指定 は 無効 に 
な る 
type の 値 が 、0、x、X、b、B の と き 、 出 力 数 値 の 先頭 に 
0、0x、0X、0b、0B を つけ る 
省略 する と 何 も つ け な い 
type の 値 が f、e、E の と き 、 小 数 点 以 下 に 数 字 が な 〈 く て 
4 も 小数点 も 付け る 
省略 する と 、 小 数 点 以 下 に 数 字 が ある と きのみ 小数 点 を 付 
ける 
type の 値 が g、G の と き 、 小 数 点 以 下 の 数 字 が digit で 指 
定 し た 桁 数 に 足り な く て も 、 切 り 捨 て や 余分 な 0 の 削除 は 
行わ な い 
省略 する と 、 小 数 点 以 下 に 数 字 が ある と きのみ 小数 点 以 下 
か 付い て 、 余 分 な 0 は 削除 する 
| type の 値 が c、d、u、s の と き は 無視 る れる 


【length】 

出力 する 最小 文字 数 を 10 進数 の 整数 で 指定 し ます 。 

出力 する 文字 数 が length より も る 少ない 場合 は 、 文 字 の 左側 を 空白 で 埋め て 右 捕 
え (マイ ナス フラ グ が 指定 され て いる と き は 8 は 逆 ) で 出力 きれ ます 。 

出力 する 文字 数 が length より も 多い 場合 、 ま た は length が 指定 きれ て いな い 場 
合 は 、 す べ て の 文字 を 出力 し ます 。 
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length を 引数 で 指定 する 場合 に は 、 ア スタ リス ク (*) を 使用 し ます 。 
length に 対応 す る 引数 は 、 フ ォ ー マ ッ ト 出 力 す る 引数 の 前 に な けれ ば な ら ず 、 
int 型 で な けれ ば な り ま せん 。 


【digit】 

digit は 出力 する 最大 文字 数 また は 小数 点 以 下 の 桁 数 を 正 の 10 進数 の 整数 で 指定 
し ます 。 

digit を 引数 で 指定 する 場合 に は 、 ア スタ リス ク (*) を 使用 し ます 。 

digit に 対応 する 引数 は 、 フ ォ ー マ ッ ト 出 力 す る 引数 の 前 に な けれ ば な ら ず 、int 
型 で な けれ ば な り ま せん 。 

digit の 指定 方 法 、 お よび 省略 し た 場合 の デフ ォ ル ト 値 は 次 の 通り で す 。 


type の 値 内 容 
d 
u 出力 する 最小 桁 を 指定 する 
b 桁 数 が digit より 少な い 場 合 は 0 を 付加 する 
B 桁 数 が digit を 超え て も 値 の 切り 捨て は 行わ れず 、 そ の ま 
o ま 出 力 す る 
較 省略 し た と き 、0 を 指定 きれ た と き は "1" と みな す 
XX 
1 
1 出力 する 最後 の 桁 は 四捨五入 る れる 
e 省略 し た と き は 6 桁 に な る 


0 を 指定 し た と き 、 ま だ た は ピリ オド の み が 記 述 さ れ だ とき 
は 、 小 数 点 以 下 の 数 字 を 切り 捨て る 


g 出力 する 有効 値 の 最大 桁 数 を 指定 する 

G 省略 し た と き は 有効 値 の すべ て を 出力 する 

C 無効 
出力 する 最大 文字 数 を 指定 する 

S 省略 し た と き は 、 文 字 列 の 未 尾 の スル 文字 に 達する ま て 出 
力 する 
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ニニ 


【Ilentype】 
lentype は 出力 する 引数 の 型 を 指定 し ます 。 
lentype の 内 容 は 次 の 通り で す 。 


lentype の 値 内 容 
1 type の 値 が d、u、b、o、x の と き 、 引 数 が long か um- 
了 signed long で ある こと を 指定 する 
h type の 値 が d、u、b、o、x の と き 、 引 数 が short か um- 
H signed short で ある こと を 指定 する 


【type】 
type の 値 | 引 数 内 容 
d 
- 整数 弄 | 符号 つき 10 進 整 数 
中 
u 整数 弄 符号 な し の 10 進 整数 
b 整数 弄 守 号 な し の 2 進 整数 
B 整数 型 符号 な し の 2 進 整数 
O 整数 弄 符号 な し の 8 進 整数 
X 整数 弄 符号 な し の “abcdef" を 使っ た 16 進 整数 
叶 基 整数 弄 符号 な し の “ABCDEF” を 使っ た 16 進 整数 
double 値 を [一 | ddd. ddd の 小数 点 形式 に 変換 し 
f double 型 て 出力 する 
小数 点 以 下 の 桁 数 は digit に より 指定 され ます 
double 値 を [一 ] d.ddd e [一 ] ddd の 指数 形式 に 
e double 型 変換 し て 出力 する 
小数 点 以 下 の 桁 数 は digit に より 指定 され る 
指数 の 前 に “e" の 代わ り に 'E" が 使わ れる 以外 は e 
19 double 型 
フォ ー マ ッ ト と 同じ 


ii ii ーー 


type の 値 | 引 数 内 容 


odble 値 を 、f フォ ー マ ッ ト (小数 点 形式 ) また は 
ee フォー マット (指数 形式 ) の うち 、 結 果 が 短く な 
g double 型 る 形式 に 変換 し て 出力 する 

指数 部 が 一 4 以下 また は 桁 数 が digit よ り も 大 きく 
な る 場合 は ほ 6 フォー マッ ト に な る 


el 
指数 の 前 に "e" の 代わ り に "E" が 使わ れる 以外 は g 
ジ ォ ー マ ッ ド と 同じ 

Cc 文 字 1 文字 

ヌル 文字 ( 笠 0) で 終了 する 文字 列 
また は digit の 数 の 文字 列 

D ボイン タ 型 | ボイン タ の アド レス を 16 進数 出力 


現在 まで に 出力 し た 文字 数 を 引数 に 代入 する 
出力 は 行なわ な い 


G double 型 


ゴ 


S 文字 列 


n int * 型 


戻 り 値 | 出力 し た 文字 数 を 返し ます 。 


参照 関数 | fprintf, scanf, sprintf 


プロ グラ ム 例 


#inolude く <sgtdio.h> 


main( ) 


printf("he11o wor1d\n" ): 

printf( "integer[%d]\n", 290): 
printf( "integer[%x]\n", 200 ) : 
printf("f1loat[%f]\n", 3.1415926) : 
printf("f1oat[%g]\n", 3.1415926) : 
printf( "oharaoter[%o] ま nn”, 7A) ): 
printf( "string[%s]\n", "string"): 
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LDS@ーーーーーーーーーーー と za 」 


書 式 | #include <graph. h> 


void pset(x, y, D) : 

int x: /* X 座 標 * ネ / 
inty: /* Y 座 標 */ 
int p: /* ま パレ ッ ト コ ー ド */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 に 点 (ドッ ト ) を 描画 し ます 。 
x に は 点 を 描く X 座 標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767) 。 
y に は 点 を 描く Y 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767) 。 
Dp に は パレ ッ ト コ ー ド を 指定 し ます (0 一 65535) 。 
画面 モー ド に より 最大 値 が 異な り ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | screen, point 


プロ グラ ム 例 
#1nolude く <basic の 9.h> 
#ino1lude <std1ib.h> 
#ino1ude く <graph.h> 
main() 
nt 間 ま 
ュ in も 1 
ュ in も 1 
in も ら ? 
b_init( ) : 
soreen(2, の, 1, 1) : 
vpage(1): 


Eo ( ふ こ の 3 さく ぐ DO00 の : ミャオ ) 【 
を rand() % 768: 
NMA rand() % 209: 
で rand() % 16: 
DSet(, , G): 


} 
b_exit( の ) : 
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書 式 
機 能 
戻 り 値 
参照 関数 


#include <graph. h> 


void put(x1, y1, x2, y2, buf, size) : 


int x1: /* 始点 XX 座標 */ 

int yl: /* 始点 Y 座 標 */ 

int x2: /* 終点 XX 座標 */ 

int y2: /* 終点 Y 座 標 */ 

void *buf: /* 画像 デ ゲー タ 格納 配列 へ て の ポイ ンタ */ 
int size: /* 画像 ゲー タ の バイ ト 数 */ 


buf が 示す 配列 に 格納 され た size バイ ト の 画像 ゲー タ を 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 長 
方 形 の 領域 に 描画 し ます 。 


x1 に は 始点 X 座 標 を 指定 し ます 。 
y1 に は 始点 Y 座標 を 指定 し ます 。 
x2 に は 終点 XX 座標 を 指定 し ます 。 
y2 に は 終点 Y 座 標 を 指定 し ます 。 


始点 と 終点 は window で 指定 し た クリ ッ ピ ング 座標 の 中 で な けれ ば いけ ませ ん 。 
buf に は 、 描 画す る 画像 デー タ が 格納 し て ある 領域 へ て の ポイ ンタ を 指定 し ます 。 
この 領域 に は 、size バイ ト 分 画像 ゲー タ が 格納 され て いな けれ ば な り ま せん 。 
siz に は 、 画 像 データ の バイ ト 数 を 指定 し ます 。 

画面 モー ド に より 、 以 下 の バ イト 数 を 指定 し ます 。 


16 色 モ ー ド : ( 総 ド ッ ト 数 十 1) 2 
256 色 モ ー ド : 総 ド ッ ト 数 
65536 色 モ ー ド : 総 ド ッ ト 数 X2 


戻り 値 は あり ませ ん 。 


get, window 


リフ ァ レ ンス 


プロ グラ ム 例 
#1no1lude く <basic9.h> 
#inoc1ude く graph・.h> 
main() 


{ 


statio ohar buf[14915 + 1 


screen(1, 3, 1, 1): 

vpage(1) 

symbo1(3, 1, "x68999", 2, 2, 2, 65535, 9): 
box(9, の, 147, 49, 65535, 9xffff ) : 

get(1, 1, 146, 48, buf, sizeoFf( buf ) ) : 


put(299, 299, 345, 247, buf , sigeof( buFf ) ) : 


-PutC, Dutchar 一 ーー テテ 


書 式 | #include <stdio. h> 


int putc(c, stream) : 
intc: /※* 出力 する 文字 * ネ / 
FILE ※*stream: /* FILE 構造 体 へ の ポ イン タ */ 


int putchar(c) : 


intc: /* 出力 する 文字 */ 


機 能 | putc は stream で 指定 する スト リー ム に 1 文字 出力 し ます 。 
putchar は putc(c, stdout) と 同じ に な り ま す 。 


戻 り 値 | 出力 し た 文字 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 、EOF を 返し ます 。 


参照 関数 | fputc, fputchar, getc, getchar 
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プロ グラ ム 例 
#1inoc1ude く stdio・.h> 
#1include く std1ib.h> 


main( int argo, ohar *argY[ ] ) 


( 


FTLE *fp: 
ュ int Cs 
if (argo == 1) { 
while ((c = getochar( ) ) ! = EOF) 
putohar(o) 
| 
else { 
if ((fp = fopen(argv[1], "") ) == NULL) { 
perror(argv[1]): 
ex1t(1) 
} 
while ((c = getohar( ) ) ! = EOF) 


putc(c, fp) 
(void)fo1ose(fp) : 


) 
exit( 9) : 


注 : putc、putchar は fputc、fputchar 関数 と 同じ で す が 、 マ クロ 定義 と 関数 の 両方 が あり ま 


935 
ュ ク ロ 定 義 で 使い た い 場 合 は 、stdio. h を イン クル ー ド する 前 に 次 の 1 行 を 追加 し て 《 だ さ 


US 記 


#define MACRO 
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者 式 | #include <conio. h> 
int putch(c) : 
int ci: /*※ コン ツー ル に 出力 する 文字 */ 
機 能 | コン ツー ル に 文字 c を 出力 し ます 。 
改行 文字 宰 n を 、 復 帰 改 行 に 変換 し ませ ん 。 
正しく 復帰 改行 し た い 場 合 は 、 宣 r' と 宰 n' を 続け て 出力 し て くだ さい 。 
戻 り 値 | 成功 し た 場合 は 出力 し た 文字 c を 返し ます 。 失敗 し た 場合 は EOF を 返し ます 。 
参照 関数 | cprintf, getch, getche 
プロ グラ ム 例 
#1inc1ude く oonio.h> 
main( ) 
{ 
1nt @3 
oc = getoh( ) : 
putoh (co) 
} 
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書 式 | #include <stdlib. h> 


int putenv(envstring) : 
char *envstring: /* 環境 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | 新しい 環境 変数 の 追加 、 お よび 既存 の 環境 変数 の 修正 、 削 除 を 行い ます 。 
envstring は 次 の よう な 形式 の 文字 列 へ の ポ イン タ で す 。 


varname 三 string 


varname は 追加 、 ま た は 修正 する 環境 変数 の 名 前 で 、string は 環境 変数 の 値 で す 。 
yarname が すでに 環境 変数 と し て 存在 する 場合 に は 、 そ の string を 指定 し だ 
string に よっ て 置き 換え を 、 を そう で な けれ ば 新しい 環境 変数 と し て 追加 し ます 。 
空 の string を 指定 する ("varname= デ "を 指定 ) する と 、varname を 環境 か ら 削 
除 し ます 。 


測 


正しく 追加 、 修 正 削除 で きた 場合 に は 、0 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 一 1 を 返し ます 。 


参照 関数 | getenv 
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プロ グラ ム 例 
#1nc1ude く stdio.,h> 
#inoclude <std1ib.h> 
#define NAME "path" 
statio ohar buf [256] : 
main( ) 
{ 
char *Dp 
if ((p = getenyv(NAME ) ) == NULL) { 


printf("%s is not found.\n", NAME ) : 


exit(1): 
} 
else 
printf("%s = %s\n", NAME, ゎ ) : 


Sprintf (buf, "%8=%S :\\ い Br\\ ぎ games', NAME , 

ュ if (putenyv(buf ) ) { 
printf("oan て 上 put enY.\n" ) : 
exit(1): 

} 

p = getenv(NAME ) : 

printf("%s = %s\n", NAME, p): 

ex1t( の ): 


p) 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


書 式 
機 能 
戻 り 値 


参照 関数 


#include <stdio. h> 


int putl(lg, fp) : 


long lg: /* 書き 出す 値 */ 
FILE *fp: /* ファ イル 構造 体 へ の ポイ ンタ ネ / 


fp で 指定 さき され た スト リー ム に long サイ ズ 分 書き 出し ます 。 

書き 出し た long の 値 を 返し ます 。 

エラ ー が 発生 し た 場合 は EOF を 返し ます 。 

た だ し 、 ス トリ ー ム に 書き 込ん だ デー タ が EOF と 一 致し て いる 可能 性 が あり ま 


す の で 、 エ ラー の 判定 は ferror 関数 を 使用 し て 判定 し て くだ きい 。 


getw, putw, getl 
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殿上 一 ーーーーーーーー セ ダー 


書 式 | #include <stdio. h> 


int puts(string) : 
char ※*string: /* 出力 する 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | 指定 し た string を 、 標 準 出力 stdout へ 出力 し ます 。 
この と き 文 字 列 の 終了 を 示す ヌル 文字 " 半 0' は 改行 文字 ' 補 nm に 置き 換え られ ま お 8 


戻 り 値 | 成功 する と 0 を 、 失 敗 す る と EOF を 返し ます 。 


参照 関数 | fputs, gets 


プロ グラ ム 例 
#1nc1ude く <stdio.h> 
#ino1ude く std1ib.h> 


#define STZE 4996 


statio ohar buf [STZE] : 
ma1n( ) 
while (gets(buf) != NULL ) 
puts (buf ) : 
exi て (9 ) : 
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{ 


short 1 
FTLE * ネ fp: 


1f ((s = getw(stdin) ) == EOF) .{ 
if (ferror(stdin)) 【 
perror( "fai1"): 
clearerr( stdin) : 
} 
else if (eoFf( stdin ) ) 


printf("end of file\n"): 


し か や 和則 動 ま 
} 
fprintf (stderr, "number = %d\n", 8) ぅ 
putw(s , stdout) : 
exit(09) 


書 式 | #include <stdio. h> 
int putw(sh, stream) : 
short sh: /* 書き 出す 値 */ 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 
機 能 | stream で 指定 され た スト リー ム に short サイ ズ 分 書き 出し ます 。 
戻 り 値 | 書き 出し た short の 値 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 、EOEF を 返し ます 。 
参照 関数 | getw, getl, putl 
プロ グラ ム 例 
#inolude く <stdio.h> 
#inolude <std1ib.h> 
matin( ) 
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Sort レベ ル 2 
| 書 。 式 | #imclude <stdlib. by 


void qsort(base, num, width, compare) : 

void *※base: /* 配列 を 指す ポイ ンタ */ 

unsigned int num,width: /* 配列 要素 の 数 、 配 列 要 素 の サイ ズ */ 
int (*compare) ( ) : /* compare ルー チン を 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | 各 妥 素 が width バイ ト で 、 要 素数 が num 個 の 配列 を クイ ッ ク ソ ー ト し ます 。 
base は ソー ト す る 配列 を 指す ポイ ンタ で す 。 
compare は 配列 の 2 つの 要素 を 比較 し 、 そ の 大 小関 係る 返す ユー ザー が 用 意 す 
る ルー チン を 指す ポイ ンタ で す 。 
qsort は ツー ト の 過程 で 、 必 要 に 応じ て compare が 指す 関数 を 呼び 出し ます 。 
compare は 2 つの 引数 を 受け と り ま す 。 引 数 に は 配列 の 要素 へ の ポイ ンタ が 渡 
る れ ま す の で 、 を その 2 つ を 比較 し て 、 次 の 値 の うち いずれ か を 返す よう に し ま 


すら 

compare の 戻り 値 内 容 
負 要素 1 は 要素 2 ょ り 小 さい 
0 要素 1 と 要素 2 は 等 し い 
止 要素 1 は 要素 2 より 大 きい 


戻 り 値 
戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | bsearch 
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プロ グラ ム 例 


ラフ ラ ァ レシ ンス 


# ュ no1lude く stdio,h> 
#1no1ude く std1ib.h> 
#inc1ude く gtring.h> 
#define MAX 12 


main(int argo, ohar *argVv[ ] ) 
{ 


nt Compare(char **, ohar **\): 
qSort( argY, argo, SigeofF(ohar *) , oompare) 


whi]1e (argoー- ) 
printf ( "%S ま nm" , * ま argY++ ) : 


statio int compare(char **※key1, Char * ネ * ネ Key2 ) 
{ 


} 


return (stromp(*key1, *key2 ) ) : 
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raIS ーー ラ 


書 式 | #include <signal. h> 
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int raise(sig) : 
int sig: /* 送り た い シ グ ナ ル  */ 


プロ グラ ム に 、sig で 指定 きれ た シグ ナル を 送り ます 。 
sig は signal. h で 定義 きれ た マク ロ SIGINT, SIGABRT, SIGTERM の いずれ 
か を 指定 し ます 。sig の 意味 を 以下 に 示し ます 。 


sig の 値 意 味 

SIGINT CTRL 十 C、BREAK キー に よる 割り 込み 
SIGABRT 異常 終 了 
SIGTERM プロ グラ ム 終 了 の 要求 


signal 関 数 に よっ て 、 各 シグ ナル の 処理 が 変更 きれ て いな い 場 合 か また は 、 
SIG DFL が 指定 され て いた 場合 は 、raises に よっ て 次 の 処理 が 実行 きれ ます 。 
SIGINT 型 シ グ ナ ル を 送る と 、CTR 十 C、BREAK キー を 押し た 場合 に 引き 起 
こさ れる 処理 が 実行 され ます 。 

SIGABRT 型 シ グ ナ ル を 送る と 、abort 関数 を や 呼び 出し た と き に 引き 起こ され る 
処理 と 同等 な 処理 が 実行 きれ ます 。 

signal 関数 に よっ て 、SIG IGN が 指定 され て いた 場合 は 、raise は エラ ー を 返 
に まり が 

signal 関数 に よっ て 、 な ん ら か の 関数 が 指定 きれ て いた 場合 は 、raise の 呼び 出 
し に 引き 続い て その 関数 が 呼び 出さ れ ま す 。 

呼び 出さ れ た 関数 に は 、 引 き 数 と し て 、raise に 指定 され た シグ ナル sig が その 
まま 受け わた され ます 。 

呼び 出さ れ た 関数 は 、 そ の シグ ナル に みあ っ た 処理 を 実行 後に 、signal (sig, 
SIG DFL) を 行い 、 続 いて raise (sig) を 行い 、 デ フォ ルト 処理 に 移行 し て 〈 
だ さき ゆい 。 

原則 と し て 、 関 数 か ら リ ター ン し て は いけ ませ ん 。 

も し 、 関 数 か ら 5 リ ター ン し な けれ ば な ら な い 場 合 、 速 や か に 0 以外 の 値 を 戻り 値 
と し て り タ ー ツ し て くだ きい ら 。 

raise 関数 は 、 その 値 を 受け 取っ て 呼び 出し 元 へ 返し ます 。 

こ 管 に より 、nanse を 、 見 が ゆけ 上 、 身 骨 き せる こと が で きま す 。 


MM テラ ァ レシ ス 


戻 り 値 | 成功 する と 0 を 、 失 敗 す る と 0 以外 を 返し ます 。 
参照 関数 | signal, abort 
プロ グラ ム 例 
#ino1ude く stdio・.h> 
#1noclude く <signa1.h> 
#1no1lude く <std1ib.h> 
1n も funo(int sig) 
{ 
int YeS 
re8 = 1 
switoh (sig) 【{ 
case STGTNT・: 
printf( "STGTNT シ グ ナ ル が 発生 し まし た ぎ き n"): 
break 
case STGABRT : 
printf("STGABRT シ グ ナ ル が 発生 し まし た ぎ \n"): 
breaki 
case STGTERM: 
printf("STGTERM シ グ ナ ル が 発生 し まし た ぎ \n"): 
break: 
defau1t: 
reSs = -15 
break 
} 
return (res) : 
} 
main( ) 


signa1(STGTNT, (void(*) ( ) ) func) ぅ 

signa1(STGABRT, (void(*) ( ) ) funo) : 

signa1(STGTERM, (void(*) ( ) ) funoc) : 
printf("raise(STGTINT) の 戻り 値 %d\n", raise(STGTNT ) ) : 
printf("raise(SIGABRT) の 戻り 値 %d\n", raise(STGABRT ) ) : 
printf("raise(STGTERM) の 戻り 値 %d\n", raise(STGTERM) ) : 
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し ー。 ト PPERGE2035E5t 5 


三 式 | #include <stdlib. h> 


int rand( ) : 


機 能 | 0-RAND_ MAX の 範囲 の 疑似 乱数 を 発生 し ます 。 
マク n ロ RAND MAX は stdlib. h に 定義 きれ て いま す 。 
srand 関数 で 乱数 系 列 を 初期 化 で きま す 。 


戻 り 値 | 0-RAND MAX の 範囲 の 擬似 乱数 を 返し ます 。 


参照 関数 | srand 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く stdio.h> 
#1nolude <std1ib.h> 
#definme MAX 128 


main(1int argo, ohar *argY[ ] ) 


1nt 呈 4 

1nt 1 

お CaOG ニニ すき ) 
r = の 3 

el1se 


r = atoi(argv[ 1] ) 
年 .( 王 の 9 【 


for (ii = の : ii < MAXX: i++) 
printf("%19d\n", rand( ) ) : 


for (ii = の : 1 < MAX: ュ ++) 
printf("%19d\n", rand( ) % r): 
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randomlz ーー 


書 式 | #include <basic. h> 


void randomize(i) : 
inti: /* 初期 値 */ 


機 能 | rnd 関数 の 乱数 系 列 の 初期 化 を 行い ます 。 


測 


値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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FTDrK 一 ーーーーーーー と テー 」 


圭 式 | #include <stdlib. h> 


void rbrk( ) : 


機 能 | ピー ズブ 領域 の ブレ ー ク 値 (領域 の 上 限 値 ) を 初期 状態 に 戻し ます 。 
ビ ピーズ グ 領 域 と は 、malloc 関数 な ど が 返す メモ リ 領 域 の 全体 を いい ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


注 : malloc 関数 な ど に よっ て 割り つけ られ た メモ リ 領 域 を 解放 せ ず に 、 本 関数 を 実行 し て は い 
け ま せん 。 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


read レベ ルク 
| 書 。 式 | #include <jo. h> 


size t read(file, buffer, length) : 

int file: /* 読み 込む ファ イル の ファ イル ハン ドル ※*/ 
void *buffer: /* 読み 込み 領域 を 指す ポイ ンタ */ 
size t length: /* 読み 込み バイ ト 数 */ 


機 能 | file で 指定 され た ファ イル ハン ドル か ら length バイ ト を 読み 込み 、buffer が 指 
す 領域 に 格納 し ます 。 
読み 込み 操作 は 、 指 定 し た ファ イル の 現在 位置 か ら 始 まり ます 。 
ファ イル ポイ ンタ は 読み 込み 後に は 、 読 み 込 ん だ 文字 の 次 に 進み ます 。 


戻 り 値 | 実際 に 読み 込ん だ バイ ト 数 を 返し ます 。 
ファ イル に length バ イト より 少な い バ イト し か 残っ て いな か っ だ た 場合 は 、 
length より も 小さき い 値 に な が り ま す 。 
エン ド オ ブフ ァイル (EOF) を 読み 込ん だ 場合 は 0 を 返し ます 。 
また エラ ー が 発生 し た 場合 は 1 を 返し 、errno に EBADF が セッ ト る れ ま す 。 


errno の 値 」 内 容 


指定 し た ファ イル が 無効 、 また は ファ イル が 読み 出し の だ 
め に オー プン 8 る れ て いな い 


EBADF 


ファ イル を テキ スト モー ド で オープン し た 場合 、 戻 り 値 は 実際 に 読み 込ん だ バイ 
ト 数 と 等 し し は な り ま せん 。 

これ は テキ スト モー ド で は 、 復 帰 改行 簡 r\n' を 改行 nm に 変換 し 、 そ の 変換 し た 
改行 の み を 戻り 値 の バイ ト 数 に 加算 する た めで す 。 

この 変換 は 、 フ ァイル ポイ ンタ に は 影響 し ませ ん 。 


参照 関数 | creat, fread, open, Write 


ーー 
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プロ グラ ム 例 
#1ino1ude く stdio.h> 
#1nc1ude く std1ib.h> 
#inc1ude く fcnt1 .h> 
#1no1ude く o.h> 
#inoc1ude く stat,h> 
#define SIZE 16 
main(int argo, ohar *argv[ ] ) 
{ 
char buf [STZE] : 
char *f1]ez 
1nt fni 
nt n : 
FiLe = (argo > 1) ? argyIl] : "FT1e"? 
if ((fn = open(file, O_RDONLYIO_BTNARY ) ) == -1) 
printf("oan?t open %s\n", fi1e): 
eX ュ 1 化 (1 ) 


} 
while (!eof(fn) ) 【{ 
n = read(fn, buf, STZE) : 
printf("%d bytes readed.\n",。 n) ji 
} 
close(fn) : 
ex1t( の ) 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


realloc シテ 


書 式 | #include <stdlib. h> 


void *realloc(ptr, size) : 
void *ptr: /* すでに 割り つけ られ て いる メモ リブ ロッ ク へ の ポイ ンタ */ 
Size t size: /* 新しい メモ リブ ロッ ク の サイ ズ ※*/ 


機 能 | すでに 割り つけ られ て いる メモ リブ ロッ ク の 大 きる を 変更 し ます 。 
ptr は malloc 関数 や 、realloc で 返さ れ た 、 サ イズ を 変更 する メモ リブ ロッ ク の 
ポイ ンタ を 指定 し ます 。 
size は 新しい メモ リブ ロッ ク の 大 きる を バイ ト 数 で 指定 し ます 。 
大 きき さ を 変 更 し て も メモ リブ ロッ ク の 内 容 は 変化 し ませ ん 。 
た だ し 、 新 し い メ モリ ブロ ッ ク の 位置 は 変化 し ます 。 


測 
思 


再 人 割り つけ し た メモ リブ ロッ ク を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 

再 割り つけ られ た 領域 は 、 ど ん な 型 の デー タ に も 利用 で きる よう に な っ て いま 
本 。 

再 割 りつ け 時 に メモ リブ ロッ ク は 移動 する の で 、realloc の 戻り 値 は 必ず し も ゃ 
ptr と 同じ と は か ぎり ませ ん 。 

メモ リ の 不足 な ど で て 指定 し た 大 きる の メモ リブ ロッ ク が 確保 で き な い 場合 に は 、 
NULL を 返し 、 も と の メモ リブ ロッ ク は 解放 ほれ て し まい ます 。 


参照 関数 | calloc, free, malloc 
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| 間 細 間 | 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く stdio.h> 
#1no1ude く std1ib.,h> 
#define B SIZE 256 
main( ) 
{ 
1nt > 和 
char * ネ p: 
char *qji 
tf ((p = ma11oc(B SIZE) ) == NULL) [{ 
printf( "確保 で きま せん で し た 。\n") : 
@ 区 3 も (1) 5 
} 
for (1 = 9: 1 < B STZE: i++) 
p[i] = ii: 
TO (も ミニ 中 % まく YO245 3 まり 上 【 
DF さも F( 64d bloe 丘 "。 き ): 
if ((q = rea11oc(p, (size t)(i * B STZE) ) ) == NULL ) { 
printf(" 再 確 保 で きま せん で し た 。 き \n"): 
breaki: 
} 
printf( "確保 し まし た 。\n"): 
ひご 5 


fo ( ミ = 9: エ < B STZE:5 i++ ) 
printf("p[%d] = %d\n",。 ュ 。 p[i] ) : 

free( や p): 

printf( "解放 し まし た 。\n" ) : 

exit( の ) 
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『 ど ra レベ ル 2 


書 式 | #include <io. h> 


int rename(oldname, newname) : 
char *oldname: /* 旧 フ ァイル 名 へ の ポイ ンタ ※*/ 
char *newname: /* 新 フ ァイル 名 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | oldname で 指定 し た ファ イル 名 、 ま た は ディ レク トリ 名 を newname で 指定 し 
た 名 前 に 変更 し ます 。 
oldname は 既存 の ファ イル また は ディ レク トリ の パス 名 で な けれ ば な り ま せん 。 
newname に 既存 の ファ イル 、 ま た は ディ レク トリ 名 を 指定 する こと は で きま せ 
bo 
newname で 異な っ た パス 名 を 指定 する こと に より 、 フ ァイル を 他 の ディ レク ト 
リ へ 移す こと が で きま す 。 
た だ し 、 異 な っ た デバ イス へ 移動 する (た と を ば 、 ド ライ ブ A か ら 6 ドラ イブ B 
<) こ た は で きま せん 。 
また 、 デ ィ レ クト リ は 名 前 を 変える こと が で きる だ け で 、 移 動 す る 4 こと は で きま 
せん 。 
カレ ント ディ レク トリ に 係わる (先頭 か ら 一 部 、 ま た は 全部 に 一 致す る ) ディ レ 
クト リ の 名 前 を 変え な いで 《 く だ さい 。 
も し 変え る と 、 を その 後 の 動作 は 保障 し ませ ん 。 


戻 り 値 | 正常 終了 な ら ば 正 の 数 (0 も) を 返し ます 。 
エラ ー な ら ば ー1 を 返し ます 。 
また 、 エ ラー が 発生 し た 場合 、errno と doserrno に を それぞれ C の エラ ー 番 号 と 
OS の エラ ー 番 号 を セッ ト し ます 。 


参照 関数 | creat, fopen, open 


本 ーーーWWIー 


プロ グラ ム 例 
#1inc1ude く stdio.,h> 
#1inolude く <std1ib.h> 
#inolude く o・h> 


matin(1nt argo, ohar *argv[ ] ) 


{ 
玉出 0p@ る 8) 下 
puts("Usage: rename o1dName newName" ) : 


ex1t(1) 
} 
else { 
if (rename(argyv[ 1] , argv[ 2] ) ) 
puts( "Rename error" ) 
else 
puts( "Suoocess" ) : 
} 
exit(9) : 
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『eDmeri1 レベ ルク 2 


書 式 
機 能 
戻 り 値 
プロ グラ ム 例 


#include <string. h> 


void repmem (dest, source, SiZe, n) : 

void *dest: /* コピ ー 先 領域 の ポイ ンタ ※*/ 
void *source: /* コピ ー 元 領域 の ポイ ンタ ※*/ 
size t size: /* ま コピ ー す る バイ ト 数 */ 

intn: /* コピ ー す る 回 数 */ 


source が 指す 領域 の size バイ ト を 、dest が 指す 領域 に n 回 コピ ー し ます 。 


戻り 値 は あり ませ ん 。 


#ino1ude 
#1nc1ude 


main( ) 


( 


く sgtdio.,h> 

く gtring・h> 
statio ohar dst[ ] = "abodefghijk1mnopqrStuvwxyZ" 
statio ohar sro[] = "x68999,": 


printf("%s\n" , dst) 
repmem(dst, sro, strlen(sro), 2): 
printf("%s\n" , dst) 
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TeWIndーーーーーーー テ ュー 


書 式 | #include <stdio. h> 


void rewind (stream) : 
FILE *stream: /* FILE 構造 体 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | ファ イル stream の ポイ ンタ を ファ イル の 先頭 へ 移動 し ます 。 
fseek 関数 で も 同様 の 働き が 可能 で す が 、fseek 関数 が エン ド オ ブフ ァイル 
(EOF) や エラ ー イ ンジ ケー タ を クリ ア し な い の に 対し 、rewind は それ ら を ク 
だし まっ 束 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | fseek, ftell 


プロ グラ ム 例 
#1nc1ude く <stdio.h> 
#1no1ude く std1ib.h> 


main(int argo, ohar *argY[ ] ) 


{ 


char *file: 
FTLE * ネ fp: 
file = (argo > 1) ? argv[1] : "fi1e": 
1f ((fp = fopen(file, "rb") ) == NULL) { 
perror(fi1le): 
exit(1): 


} 

(void)fseek(fp, 9L, SEEK END) : 
printf(" も te11] = %1d\n" , fte11 (fp) ) : 
rewind(fp) : 

printf( "te11 = %1d\n", fte11 (fp) ) : 
(void)foc1ose(fp) : 

ex1t(9): 
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『d レベ ル 3 
書 式 | #include <graph. h> 


imt gb(E、 操 、D) : 

imt: /* 赤 ※/ 
int g: /* 緑 */ 
intb: /* 青 */ 


機 能 | 赤 r、 緑 g、 青 b の 各 成 分 に 応じ た 色 コ ー ド を 得 ま す 。 
な お 、 色 コー ド は 0-65534 の 偶数 と なり ます 。 
r、g、b は それ ぞ れ 、0-31 を 指定 し ます 。 


戻 り 値 | 色 コ ー ド を 返し ます 。 


プロ グラ ム 例 

#1inc1ude <basic の 9.h> 

#inc1ude く <graph .h> 

main( ) 

{ 
Yoid test( int) : 
in も t r, 豆 , b: 
ュ in も 3 
ID_3nSE()5 
screen(1, 3, 1,。 1): 
vpage(1) 


外 op (pm ニ の 5 豆 マ 163 立 + キ ) { 
fo ( 訟 = の 3 < 16: g キ +) 【{ 
for (b = の 3 b < 16: b++) { 
を O (dd. こ , ⑲? d く 23 dd キキ) 
test(rgb(r, g, b) + d)5: 


} 
} 

} 

b_exit(9) 
} 
statio void test(int f) 
{ 

nt 6 


circle(255, 255, 199, f, の, 369, 256): 
paint(255, 255, f): 
for (e = 9: e < 2099: e++) 


7 
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書 式 | #include <direct. h> 


int rmdir(pathname) : 
char ※*pathname: /* 削除 する ディ レク トリ 名 へ の ポイ ンタ ま */ 


機 能 | pathname で 指定 し た ディ レク トリ を 削除 し ます 。 
た だ し 、 空 で な い デ ィ レ クト リ 、 カ レン トディ イレ クト リ お よび ルー トディ レク ト 
リ を 削除 する こと は で きま せん 。 


戻 り 値 | 正常 終了 な ら ば 正 の 数 (0 も) を 返し ます 。 
エラ ー な ら ば ー1 を 返し ます 。 
また 、 エ ラー が 発生 し た 場合 、errno と doserrno に それ ぞ れ C の エラ ー 番 号 と 
OS の エラ ー 番 号 や セッ ト し ます 。 


参照 関数 | chdir, mkdir 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く stdio,.h> 
#1nolude く <direot.h> 
#define DTR1 "まま tmp2" 
#define DTR2 "まま も mp2\\sub" 
main( ) 
{ 
tf (mkdir(DTR1) == -1) 
printf("oreate error %s? ,\ ま mn" 。 DTR1 ) : 
else { 


printf("%s is created.\n", DTR1 ) : 
1f (mkdir(DTR2) == -1) 
printf("oreate error `%s'.\n", DTR2) : 
else { 
printf("%s is created .\n", DTR2 ) : 
(void ) rmdir(DTR2 ) 
printf("%s is removed .\n", DTR2 ) : 
} 
( void ) rmdir(DTR1 ) : 
printf("%s is removed .\n" , DTR1 ) : 
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rmtemDp, rmtmp_Lzs 


書 式 | #include <stdio. h> 


int rmtemp( ) : 


int rmtmp( ) : 


機 能 | tempfile 関数 は また tmpfile 関数 に よっ て 作成 きれ だ た テン ポラ リフ ァイル を 削除 
し まお ら 


測 
訓 


削除 し た ファ イル の 数 を 返し ます 。 
1 つも 削除 で びき な か っ た 場合 は 一 1 を 返し ます 。 


参照 関数 | tempfile, tmpfile, tempnam, tmpnam 


プロ グラ ム 例 
#1ino1lude < く gtdio.h> 
main( ) 
FTLE *fp: 
if ((fp = tempfile("B:", "sample.tmp" ) ) == NULL ) 
fprintf(stderr, "ocan't open temp file\n"): 
else 
rmtemp( ) 
G ぶ 1 も ( の) 
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書 式 | #include <basic. h> 


double rnd( ) : 


機 能 | 浮動 小数 点数 値 の 擬似 乱数 を 求め ます 。 


戻 り 値 | 0 以上 1 未満 の 浮動 小数 点数 の 擬似 乱数 が 返り ます 。 
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FTStmemーーーーーーー セ <z ョ ーー] 
書 式 | #include <stdlib. h> 


void rstmem( ) : 


機 能 | ヒー プ 領 域 の ブレ ー ク 値 (領域 の 上 限 値 ) を 初期 状態 に 戻し ます 。 
ヒー グ 領 域 し は 、malloc 関数 な ど が 返す メモ リ 領 域 の 全体 を いい ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


注 : malloc 関数 な ど に よっ て 割り つけ られ だ た メモ リ 領 域 を 解放 せ ず に 、 本 関数 を 実行 し て は い 
け ま せん 。 
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SDrk レベ ル 2 
#include <stdHib. h〉 


char ※*sbrk(incr) : 
size t incr: /* ブレ ー ク 値 に 加算 する バイ ト 数 */ 


機 能 | ヒー プ 領 域 の ブレ ー ク 値 (領域 の 上 限 値 ) に incr を 加算 し 、 ヒ ー プ 領域 を 拡張 
し ま : ボ 。 
incr に 負 の 数 を 指定 する と 、 を その 後 の 動作 は 保障 きれ ませ ん 。 


戻 り 値 | 変更 前 の プレ ー ク 値 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 一 1 を 返し 、errno に ENOMEM を セ モット し ます 。 


参照 関数 | calloc, free, malloc, realloc 


プロ グラ ム 例 
#1nc1ude く <stdio・.h> 
#1inolude く std1ib.h> 
main() 
if (sbrk(199) == (char *)-1) 
printf("Not Sucoess\n" ) : 
else 


printf( "Suococess\n" ) : 
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SCanf レニ ァ テラ 


書 式 | #include < く stdio. h> 


int scanf(format string 〔, argument…〕 ) : 
char *format string: /* 書式 文字 列 へ て の ポイ ンタ ※/ 


機 能 | 標準 衝 か ら デ ー タ を 読み 込み 、format string の 書式 に 従っ て 変換 し 、 後 に 続 
〈 argument の フィ ー ル ド に 代入 し ます 。 
また 、 引 数 argument は format string の 各 変 換 指定 に 対応 する 型 変数 の ポイ ン 
タイ す 。 
format string は 次 の 文字 の うち 、1 つ 以 上 を 含ま な く て は な り ま せん 。 


@ 空白 文字 (空白 、 タ ブ 宰 、 改 行 学 垂直 タブ" ぎ V'、 改 頁 ぎ f、 復 帰 学 r) 
空 旭 文 字 を 読み 飛ば し ます 。 


@ 通常 文 字 
一 致し た 文字 の み 、 読 み 込み ます 。 
標準 入力 か ら 6 読み 込ま れ た 次 の 文字 が 一 致し な か っ た 場合 に は 、scanf は 終 
JC まま 。 


@ パ ー モ ント (%) 
次 の 書式 で 変換 を 指定 し ます 。 
9 【*] [length] type 


【*】 
入力 を 読み 飛ば し 、 デ ー タ を 代入 し ませ ん 。 
また だ た 、 引 数 を 必要 と し ませ ん 。 


【length】 

読み 込む デー タ の 最大 長 を 10 進数 の 整数 で 指定 し ます 。 

最大 長 を 超え た デー タ は 切り 捨て られ ます 。 

最大 長 よ り 短 い デ ー タ や 指定 し た フォ ー マ ッ ト で は 変換 で き な い 文字 を 読み 込ん 
だ 場合 、 空 白 文 字 を 読み 込ん だ 場合 は 、length よ り も 短い 文字 数 を 読み 込み ま 
9 
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下 


【type】 
変換 書式 を 指定 し ます 。 
type の 値 入力 の 型 引数 の 型 
d int ま だ は 1 を 指す ポイ ン 
10 進 の 整数 了 0 
ld レ 6 
昌 
hd 1 short を 指す ポイ ンタ 
i 整数 int また は long を 指す ポイ ン 
ji 2、8、16、10 進 す べ て 可 議 
整数 
hi hort を 指す ポイ ンタ 
2、8、16、10 進 すぐ て 本 PT * 朋 し 
b int まだ は 1 を 指す ポイ < 
2 信吉 数 in ong を 指 の 
]b タ 
hd 2 進 の 整数 short を 指す ポイ ンタ 
int また は long を 指す ポイ ン 
5 8 進 の 整数 2 
]o タ 
4 ho 8 進 の 整数 short を 指す ポイ ンタ 
int ま た は 1 を 指す ポイ ン 
16 進 の 整数 了 OO 良 
IS タ 
hx | 16 進 の 整数 short を 指す ポイ ンタ 
u 符号 な し の 10 送 整 数 unsigned int また は un- 
ju is signed long を 指す ポイ ンタ 
] 
ipned short を 指す ポイ 
Mi 符号 な し の 10 進 整数 12 
が 
e 
軸 符号 つき の 浮動 小数 点 値 float を 指す ポイ ンタ 
: 間 | 
le 
f 符号 つき の 浮動 小数 点 値 double を 指す ポイ ンタ 
lg 
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還 ーー 


type の 値 入力 の 型 引数 の 型 
文字 

通常 は 読み 飛ば され る 空白 文 
に 入力 文字 列 を 格納 で きる 大 き 
字 が 、 こ の “c" の 指定 に よっ 


c 0 0 き を も 文字 配列 を 指す ポイ 
て 読み 込む こと が 可能 二 


次 の 空白 文字 で な い 文 字 を 読 
み 込 む に は “% 1S" を 使う 


入力 文字 列 と ヌル 文字 ' 宰 0' を 


S 文字 列 格納 で きる 大 きる を も O 文 字 
1 ボ に 
四 | 配列 を 指す イン タ 
D アド レス を 表す 16 進数 ポイ ンタ を 指す ポイ ンタ 


ョ 1 

読み 込み は 行なわ な い 

現在 まで に 入力 か ら 読 み 込ん 

int を 指す ポイ ンタ 
だ 文字 数 を 、 引 数 が 指す int 


| 連 の 変数 に 代入 する 


1 


空白 文字 以外 に よっ て 区 切 5 れ て い る 文字 列 を 読み 込む セ と き は 、 大 カッ コ 【〔 〕 
の 中 の 文字 セッ ト を s (文字 列 ) 型 文字 の 代わ り に 使い ます 。 

対応 する 入力 フィ ー ル ド は 大 カッ コ に は な い 文 字 を 発見 する まで 読み 出し ます 。 
また 、 最 初 の 文字 が キャ レッ ト (へ ) の 場合 は 、 反 対 の 操作 を 行い ます 。 

入力 フィ ー ル ド は 残り の 文字 セッ ト の 最初 の 文字 を 発見 する まで 読み 出し ます 。 
ヌル 文字 宰 0' を 除い て 文字 列 を 格納 する と き は 、"9nc" (n は 10 進数 の 整数 ) 
まし ます 。 

9zc に 対応 する 引数 は 文字 配列 を 指す ポイ ンタ で 、n 個 の 文字 を 標準 入力 か ら 読 
み 出 し 、 ヌ ル 文 字 科 07 は つけ 加え ませ ん 。 

9p に 対応 す る 引数 は ポイ ンタ を 指す ポイ ンタ で 、printf の %p 変換 に よっ て 出 
力 さ れ た デー タ を 読む 込み た め の 書 式 で す 。 

9n に 対応 する 引数 は 、int を 指す ポイ ンタ で 、 現 在 ま で に 入力 か ら 読 み 込ん だ 
文字 数 が 、 引 数 の ポイ ンタ へ 代入 きれ ます 。 

この と き 、 入 力 は 行なわ れ ま せん 。 

scanf は 次 の 場合 、 空 白 文字 を 読み 出す 前 に 読み 込み を 終了 し ます 。 


@ length で 指定 し た 文字 数 に 達し た と き 
@ 指定 ど むり に 変換 で き な い 文字 を 読み 出し た と き 
@ 制御 文字 列 と 矛盾 する 文字 を 読み 出し た と き 


LMU5KW5VWO5wtwtw〔Q〔Q〔QUK〈〔A ぴ 』」】〔{4/「 | 


@ 指定 し た 文字 セ モット に な い 文 字 を 読み 出し た と き 


測 


代入 し た フィ ー ル ド の 数 を 返し ます 。 

%* に よっ て 代入 し な か っ ただ フィ ー ル ド は 含み ませ ん 。 

まだ 、%n に よる 代入 も 含み ませ ん 。 

フィ ー ル ド に 1 つも 代入 し な か っ た 場合 は 0 を 返し ます 。 
読み 込み の 前 に 入力 が 尽き て し まっ た 場合 は EOF を 返し ます 。 


参照 関数 | fscanf, printf, sscanf 


プロ グラ ム 例 


#1nclude く stdio,h> 


main( ) 


char str[256]: 


char Gs 
1ong まき 
float d: 


Soanf("%s\n" , str) : 
soanf ( "%oC\n" 。 &o): 
soanf("%1d\n" ,。 &1) 
soanf ( "%g\n", &d): 
printf("%g %cC %1d, %g\n",。 str, Go, 1,。 す ) 
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SC『e@eGr1 レベ ル 3 


書 式 | #include <basic0. h> 


void screen(size, mode, res, diSD SW) : 

int size: /* 表示 画面 サイ ズ */ 

int mode: /* 実 画面 ・ 色 モー ド (ペー ジ ) */ 
intres: /* 解像度 */ 

int disp sw: /* グラ フィ ッ ク 画 面 使用 可 ・ 不 可 ネ / 


機 能 | テキ スト お よび グラ フィ ッ ク 画 面 の 初期 化 を 行い ます 。 
size に は 表示 画面 サイ ズ を 指定 し ます 。 


0 : グラ フィ ッ ク 256X256、 テ キス ト 32X16 
1 : グラ フィ ッ ク 512X512、 テ キス ト 64X32 


2 : グラ フィ ッ ク 768X512、 テ キス ト 96X32 


mode に は 実 画面 ・ 色 モー ド (ペー ジ ) を 指定 し ます 。 


mode 実 画面 色 モ ー ド (ペー ジ ) 
0 1024x1024 | 16 色 (0) 
1 512 x512 16 色 (0 一 3) 
2 512 x512 256 色 (0-1) 
3 512 x512 ] 65536 色 (0) 


size に 2 を 指定 し た 場合 は 、mode は 0 の み が 指 定 可 能 で す 。 
res に は 解像度 を 指定 し ます 。 


0 : 低 解 像 度 
1 : 高 解像度 


size に 2 を 指定 し た 場合 は 、res は 1 の み が 指 定 可能 で す 。 
disp sw に は グラ フィ ッ ク 画 面 の 使用 可 ・ 不 可 を 指定 し ます 。 


0 : グラ フィ ッ ク 画 面 使用 不可 
1 : グラ フィ ッ ク 画 面 初期 化 
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1 ポ アヘ や ーー 


disp sw に 0 を 指定 する と グラ フィ ッ ク を 非 表 示 に 、1 を 指定 す る と 表示 状態 に 
な だ り ま す 。 

Screen 関数 を 実行 する と 、 グ ラフ ィ ッ ク の クリ ッ ピ ング 領域 は 表示 画面 サイ ズ 
と 同一 と な り 、 テ キス ト 画 面 の スク ロー ル 行 は 、 画 面 全体 し な り ホ ー ム ポジ ショ 
ン お よび カー ソル 位置 は (0, 0) に 設定 され ます 。 

まだ た 、 テ キス ト 画 面 は 常に 表示 状態 と なり 、 ス プラ イト 画面 は sp disp (1) を 
実行 する まで 表示 され ませ ん 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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LSetDu キ ーーーーーーー セ < 


書 式 | #include <stdio. h> 


void setbuf (stream, buffer) : 
FILE *stream: /* FILE 構 造 体 へ の ポイ ンタ */ 
char *buffer: /* ユー ザー 定義 バッ ファ へ の ポイ ンタ ※*/ 


機 能 | stream で 指定 する スト リー ム が 使用 する 入出 力 バ ッ フ ァ を 、 シ ステ ム が 自動 的 
に 割り あて た も の か ら 任 意 に ユー ザー が 定義 し た も の に 変更 し ます 。 
buffer は 新しい 入出 力 バ ッ フ ァ を 指す ポイ ンタ で 、 バ ッ フ ァ の サイ ズ は 定数 
BUFESIZ で な けれ ば いけ ませ ん 。 
NULL を 指定 する と stream は バッ ファ リン グ さ る れ ま せん 。 
通常 stderr や stdaux な ど は バッ ファ リン グ し ませ ん が 、setbuf に より バッ フ ア 
りり ずる と も が て きま すま 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | fflush, fopen, fclose 
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MK 


プロ グラ ム 例 
#1inolude く stdio.h> 
#1no1ude く <std1ib.h> 
statio ohar buf [BUFESTZ] : 


main(1nt argo, ohar *argY[ ] ) 


{ 


char *f1]1ex: 
FTLE *fp: 
int Gi 
まま @ ニ (GRPgG > まき) 2 argvtll 3 下 PSTg"s 
1f ((fp = fopen(fi1e, "r") ) == NULL) 【{ 
perror(file): 
ex1t(1): 


} 
fprintf(stderr, "buffering on\n"): 
setbuf (fp, buf ) : 


while ((o = geto( fp ゎ ) ) != EOF) 
putohar(o): 

(void)fc1ose( fp) : 

1f ((fp = fopen(file, "r") ) == NULL) 【 
perror(fi1e): 
例 さも ( 113 


} 

fprintf(stderr, "buffering off\n" )・ 

setbuf(fp, NULL ) : 

while ((c = geto(fp) ) != EOE) 
putohar(c) : 

(void)fc1ose(fp) : 


ex1t(9 の ): 
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setjm レベ ル 2 


書 式 | #include <setimp. h> 


int setimp(env) : 
jmp buf env: /* 現在 の スタ ッ ク 環 境 を モー ブ す る 領域 */ 


機 能 | 現在 の スタ ッ ク を env に セー ブ し ます 。 
env は longjmp 関数 に 引き わた され ます 。 
setimp お よび longimp 関数 は 非 ロ ー カ ル goto を 実行 し 、 エ ラー の 操作 な ど に 
お いて 、 通 常 の 関数 呼び 出し 、 お よび 関数 か ら の 復帰 以外 の シー ケン ス を 実行 し 
まま っ 
setimp が 呼び 出 き れる と 、 現 在 の スタ ッ ク 環 境 が env に セーブ さ れ 、 逆 に long- 
imp 関数 が 呼び 出さ れる と 、 セ ー ブ し た 環境 の リス ト ア が 行わ れ 、 対 応 する set- 
jmp 呼び 出し の 直後 に 制御 が 戻り ます 。 
ongimp 関数 は 、setimp を 呼び 出す 前 に 呼び 出し て は いけ ませ ん 。 
また 、setimp を 呼び 出し た 関数 が return 文 を 実行 し た 後 や 、 関 数 か ら 抜け 出し 
た り し た 後 で 1ongjmp 関数 を し て は いけ ませ ん 。 
ほか に 、setimp 呼び 出し 時 と longjmp 関数 呼び 出し 時 で スー パー バイ ザ / ユ ー 
ザー モー ド が 異な っ て は いけ ませ ん 。 
も し 、 上 記 の 禁止 事項 が 守ら れ て いな い 状 態 で longjmp 関数 を 行う と 、 そ の 後 
の プロ グラ ム の 動作 は 保障 され ませ ん 。 


戻 り 値 | 通常 の 呼び 出し に よっ て スタ ッ ク 環 境 か セーブ され た 場合 は 0 を 返し ます 。 
longjmp 関数 の 呼び 出し に よっ て スタ ッ ク 環 境 が リス ト ア され 、setjmp に 制御 
が 移行 し て きた 場合 は 0 以外 (1ongjmp 関数 か ら 受け 渡る れ た 値 ) を 返し ます 。 


参照 関数 | longimp 
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ーーー 


プロ グラ ム 例 
#inoc1ude く stdio.h> 
#1nc1ude く <std1ib.h> 
#1no1ude く setJjmp・h> 


statio jmp_buf 1abe1 : 


main() 
void funo1 (void ) : 
Yoid funo2(void ) : 
1nt の 
if ((r = setjmp(1abe1 ) ) == 9) 
puts("setjmp を 実行 し まし た 。"): 
@ せ ge 1f ( エ == 1) 
puts("1ongjJmp に よっ て func1() か ら 来 まし た 。"): 
else if (r == 2) 
puts("1ongjmp に よっ て func2() か ら 来 まし た 。"): 
funo1( ) : 
funo2( ) 
ex1t(9) 
} 
statio void funo1 (void ) 
{ 
statio in nm = 0 
3 (m++ < 3 
1ongjmp(1abe1, 1) : 
} 
statio void funo2 (void ) 


( 


Statio int n = の : 


if (n++ < 2) 
1ongjmp(1abe1, 2): 
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機 能 


参照 関数 
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Setmod 3 


書 式 | #include <fcntl. h> 


#include <io. h> 


int setmode(file, mode) : 
int file: /* 該当 ファ イル ハン ドル */ 
int mode: /* ファ イル の 変換 モー ド */ 


file で 指定 され た ファ イル の ファ イル 変換 モー ド を 変更 し ます 。 
変更 びき る モー ド は 次 の 通り で す 。 


mode の 値 内 容 

| テキ スト モー ド に 変更 す る 

O TEXT 入力 時 に は 復帰 改行 宰 r/\n' を 改行 ぎ n' に 変換 し 、 出 力 時 
に は 改行 守 n' を 復帰 改行 ' ぎ r/\n' に 変換 する 


バイ ナリ モー ド に 変更 する 


O BINARY 骨 
ー 上 記 の 変換 は 行わ れ な い 


通常 setmode は stdin、stdout、stdaux、stdprn の デフ ォ ル ト の モー ド を 変更 
する た め に 使用 し ます が 、 他 の ファ イル に 対し て も 使用 する こと が で きま す 。 


戻 り 値 | 正常 に 変更 し た 場合 は 、 前 の 変換 モー ド を 返し ます 。 


エラ ー が 発生 し た 場合 に は 一 1 を 返し errno に 下記 の どちら か を セッ ト し ます 。 


errno の 値 内 容 


EBADF 指定 し た ファ イル が 無効 


EINVAL mode の 指定 の 誤り 


creat, fopen, ODen 
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ET 


プロ グラ ム 例 
#inoc]ude く stdio.h> 
#inolude く font1 .h> 
#include く o.h> 
#define ST1ZE 512 
main( ) 
{ 
int お OR 
char buf[STZE] : 
nt ni 
1n も Ci 


ifn = fi1]eno( stdin ) : 

ofn = fi1eno( stdout ) : 

setmode(1ifn, O_BTNARY ) : 

setmode(ofn, O_BTNARY ) : 

while ((n = read(ifn, buf, STZE)) > 9) 
write(ofn, buf, nn) : 


454 


SetmSpOoS レベル 
| 書 。 式 | #include <mouse. by 


int setmspos(x, y) : 
int x: /*※ マウ スカ ー ソ ル の 双 座 標 */ 
int y: /* ま マウ スカ ー ソ ツル の Y 座 標 */ 


機 能 | 指定 し た 座標 に マウ スカ ー ソ ツル を 移動 し ます 。 
x に は マウ スカ ー ソ ル の 双 座 標 を を 指定 し ます 。 
y に は マウ スカ ー ソ ル の Y 座標 を 指定 し ます 。 
x、y に 指定 で きる 範囲 は 、msarea 関数 に よっ て 設定 され た 範囲 内 で す 。 


測 
硬 


終了 コー ド を 返し ます 。 
0 な ら ば 正常 終了 、0 以外 な ら ば エラ ー で す 。 


プロ グラ ム 例 


#ino1ude <stdio.h> 
#ino1lude く conio.h> 
#1inoclude <basioc9.h> 
#ino1lude く mouSe・,h> 
#1nclude く graph・.h> 


main( ) 
{ 


1nt ズ 。 Y ぅ 


DSi も も ) 5 

scoreen(2。 9, 1, 1): 

Ypaget(1): 

mouse( の ): 

msarea( の 9,。 9, 767, 511): 

bo の O。 の 。 767, 511,。 15。 @zzEf ギ ff)5 

mouSse(1): 

人 
cputs ( "mouse CurSor area '*! ( 9-767 ) \r ぎ mn" ) : 
cputs ("mouse Cursor area '" ャ ' (@-511 )\r\n” ) : 
cputs( "mouse cursor position (sjY) 7)5 
scanf("%d,%d" ,。 &x, &y) 5 
setmspoS(x, Y): 


} 
b_exit(9): 
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-Setvbuf, Setnbf 一 と テテ 


書 式 | #include <stdio. h> 


int setvbut (fp, buff, buftype, bufsize) : 
Yoid setnbf (fp) : 


FILE *fp: /* FILE 構造 体 へ の ポイ ンタ */ 
char *buff: /* バッ ファ へ の ポイ ンタ  ※*/ 
int buftype: /* バッ ファ リン グ の 方 法 */ 
Size {t bufsize: /*※ バッ ファ サイ ズ ※*/ 


機 能 | setvbuf は 、fp で 指定 する スト リー ム の バッ ファ を 、 最 初 に 確保 し た もぉ の か ら 
buff に 変更 し ます 。 
bufsize に は 、 使 用 する バッ ファ の 大 きる を バイ ト 数 で 指定 し ます 。 
buftype に は 、 バ ッ フ ァ リ ング の 方 法 に よっ て 、 次 の 定数 を 指定 し ます 。 


buftype の 値 内 。 容 
_IOFBE 入出 力 と も バッ ファ リン グ 
_IOLBE 出力 を 行 単位 で バッ ファ リン グ ] 
IONBF バッ ファ リン グ な し 


buff に NULL を 指定 する と 、 自 動 的 に size の 大 きる の メモ リ を 確保 し て それ を 
使用 し ます 。 

setnbf は 、fp で 指定 する スト リー ム の バッ ファ リン グ 処 理 を 1 文字 単位 で 実行 
する よう に 変更 し ます 。 

これ ら の 関数 は 、 必 ず フ ァイル を オー プン し た 直後 に 実行 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 


戻 り 値 | setvbuf は 正常 な ら ば 0 を 、 エ ラー な ら ば 0 以外 を 返し ます 。 
setnbf は 、 戻 り 値 は あり ませ ん 。 
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LS9 呈 ーーーー サ ーーー て で ル s 」 


室 式 | #include <basic. h> 


double sgn(val) : 


double val: 


機 能 | 数 値 val の 符号 を 調べ た 結果 を double 型 で 得 ます 。 


測 
証 


す 号 に よっ て 、 次 の 値 を 返し ます 。 


符号 | 戻り 値 
則 1 
0 | o。 
ー ー1 
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書 


式 


#include <signal. h> 


void (* signal(sig, func) ) (int) : 

int sig: /* シグ ナル 値 */ 

void (* func) (int) : /* シグ ナル を 受け 取っ た 時 の 処理 を 行う 関数 へ の ポ 
イン タ  ※/ 


割り 込み シグ ナル を 受け 取っ た 時 の 処理 を 設定 し ます 。 

sig は signal. h で 定義 きれ だ た マク np SIGINT, SIGABRT, SIGTERM の いずれ 
か を 指定 し ます 。 

sig の 意味 を 以下 に 示し ます 。 


sig の 値 意 味 

SIGINT | CTRL 十 C、BREAK キー に よる 割り 込み 
SIGABRT 異常 終了 
SIGTERM プロ グラ ム 終 了 の 要求 


SIGABRT, SIGTERM は 、raise 関数 に よっ て シグ ナル を 送ら な い 限 り 発生 し 
ませ ん 。 

まだ た 、CTRL 十 C、BREAK キー に よる SIGINT シグ ナル で は 、func を 呼び 出 
し た の ち 、 必 ず を の シグ ナル の デフ ォ ル ト の 処理 が 行わ れ ま す 。 

raise 関数 に よっ て 送ら れ た だ SIGINT シグ ナル で は 、 こ の signal で 設定 され だ 
func が 行う 処理 の み が 行わ れ ま す 。 

func は signal.h で 定義 きれ た マク ロ SIG IGN, SIG DFL、 ま た は 関数 へ の ポイ 
ンタ を 指定 し ます 。 

func 関数 の 引き 数 は 、int が 1 つ で 、 通 常 、 戻 り 値 は あっ て は いけ ませ ん 。 

func の 意味 を 次 頁 に 示し ます 。 
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本 っ 


func の 値 内 容 


SIG IGN | 割り 込み シグ ナル を 無視 する 


SIG DFL | 呼び 出し 中 の プロ モス を 終了 し 、 制 御 を OS に 戻す 
呼び 出し プロ モス に よっ て オー プン され だ た ファ イル は 
全て クロ ー ズ する が 、 バ パッ ファ は フラ ッシュ し な い 


関数 へ の | func に よっ て 指定 し た 関数 を 実行 する 前 に 、 ま ず シ 
ポイ ンタ グ ナ ル に 対す る 処理 を SIG DFL に セッ ト し て か ら 関 
数 を 実行 し 、 そ の 後 は 割り 込み シグ ナル を 受け 取っ た 
直後 の ポイ ンタ に 制御 を 戻す 

関数 実行 中 に signal に よっ て 再 設定 し な い 限 り 割 9 
込み シグ ナル は 、SIG DEL と し て 扱わ れる 

し た が っ て 、 呼 ば れ た 関数 内 に お いて シグ ナル を リセ ャ 
ッ ト す る こと が 可能 


戻 り 値 | 設定 変更 前 の シグ ナル を 受け 取っ た 時 の 処理 の 値 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 時 は SIG ERR を 返し 、sig の 値 が 無効 で ある こと を 示す 
FEINVAL が errno に セ モット され ます 。 


参照 関数 | abort, exit, exit, raise, SDaWnle, SDAWnlD, SDAWnnV, SDaWnVe, SDAWInVD 
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本 ie ママ デュ 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く stdio.,h> 
#ino1ude く conio.h> 
#inc1ude く s1gna1.h> 
#ino1ude く std1ib.h> 
#1inc1ude く DprooesS.h> 
main( ) 
{ 
Yoid brk (void ) : 
3f (signa1(STGTNT, brk) == STG ERR) { 
perror( "ocou1dn'?t set STGTNT" ) : 
abort( ) : 
} 
fo (58) 
puts(" 処 理 を 中 断 し て みて くだ さい 。"): 
ex1t(0): 
} 
gtatio void brk( ) 


{ 
(void) signa1(STGTNT, STG 1TGN ) : 
flusha11(): 
cputs(" 尋 理 を 中 断 さ れ ま し た 。"): 
cputs(" ど れ か キー を 押し て くだ さい 。"): 
(void) getoh( ) : 
cputs( "\ ま 933*" ) : 
exit(1 ) : 
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Sin, Sinh あ 計 


書 式 | #include <math. h> 


double sin(x) : 
double sinh(x) : 


double x: 


機 能 | sin は x の サイ ン を 、sinh は x の ハイ パ ボ リッ ク (双曲線 ) サイ ン を 計算 し ま 
すず 。 


測 
遍 


sin は x の サイ ン を 返し ます 。 

sinh は x の ハイ パ ボ リッ クサ イン を 返し ます 。 

引数 が 不正 な 値 の 場合 は 、errno に EDOM が セッ ト さ きれ ね 返り 値 は 不定 に な り ま 
す 。 

オーバー フロ ー が 発生 し た 場合 は errno に ERANGE が モット され 、 返 り 値 は 
き 号 が 付い た HUGE VAL に な り ます 。 

まだ た エラー 処理 は 、matherr 関数 を 使っ て 行う こと が で きま す 。 


参照 関数 | acos, asin, atan, atanh, cos, cosh, tan, tanh 


プロ グラ ム 例 
#include く stdio・.h> 
#1nolude く <math.h> 
main( ) 
doubl1e Xi 
ュ in も 1 
お GE (ーー3 婦 ? 1 メニ 32) エ 生 ) 
x = (double)i / 19.0: 
printf ("sin(%+4.1fF ) = %gg ぎ ま n",」 Sin(x) ) 
} 
る (ニー325| < 23 邊 まもり) 


メ = (doubl1e)i / 19.9: 
printf( "sinh(%+4.1f) = %g\m" 。 交 。 Simnh.( zz) ) 5 
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書 式 | #include <stdlib. h> 


long sizmem( ) : 


機 能 | 使用 可能 な メモ リプ ブロ ッ ク に 関す る 情報 を 通知 し ます 。 
使用 可能 な メモ リブ ロッ ク の 残り の サイ ズ を 、 ワ ー ド 数 で 通知 し ます 。 


戻 り 値 | 使用 可能 な メモ リブ ロッ ク の 残り の サイ ズ を 返し ます 。 


プロ グラ ム 例 
#1inc]1ude く <stdio.h> 
\inoclude く <std1ib.h> 
main( ) 
{ 
1ong 8S1 と Gi 
S1ize = Sizmem( ) : 


printf ("使用 可能 メモ リプ ロッ ク は %1d ワ ー ド \n",size): 
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Spawnl, spawnle, SDaWnIDp, 


SDaWV, SDaWTVe, SDaWTVD レベ ルク 2 


書 式 | #include <process. h> 


int spawnl(mflag, path, arg0, arg1, arg2, …, argn, NULL) : 


3 


int spawnle(mflag, path, arg0, arg1, arg2, …, argn, NULL, envp) : 


に 3 


int spawnlp(mflag, path, arg0, arg1, arg2, …, argn, NULL) : 


int spawnv(mflag, path, argv) : 


し ニ っ 


int spawnve(mflag, path, argvV, enVD) : 


r 二 


int spawnvp(mflag, path, argv) 

int mflag 

char *path: 

char *arg0, *※arg1, *arg2, …, ※ aTgT : 


char *argv | ] ,*envp[ ]: 


機 能 | 子 プ ロモ セス を 新た に 作成 し て 実行 し ます 。 
この と き 、 子 プロ セス を 実行 する た め の 十 分 な メモ リ が 必要 で す 。 
mflag の 値 に よっ て 、 実 行 中 の 動作 を 決定 し ます 。 
mflag の 値 と 内 容 は 次 の 通り で す 。 


mflag の 値 内 容 | 


P WAIT | チロ エス が 終了 する まで 、 親 プロ モス の 動作 を 保 特 す る | 


path に は 子 プ ロモ ス と し て 実行 する ファ イル 名 を 指定 し ます 。 
拡張 子 を 省略 する と 、'X" を も つけ ます 。 
spawnlp と spawnvp は 、 環 境 変数 path で 設定 し た ディ レク トリ か ら フ ァイル 


を 探し ます 。 
子 プ ロモ ス へ の 引数 は 、 文 字 列 を 指す ポイ ンタ か ポイ ンタ の 配列 と し て わ だ た しま 


メス 名 と 引数 を あわ せ て 255 バイ ト ま で で 指定 し ます 。 

文字 列 末 の ヌル 文字 も この バイ ト 数 に 含ま れ ま す の で 注意 し て くだ さい 。 

子 プ ロモ ス へ の 引数 の 数 が あら か じ め わ か っ て いる と き は 、spawnl, spawnle, 
spawnlp を 使い ます 。 

引数 の 数 が わか ら な い 、 つ まり 変数 の と き は 、spawnv, spawnve, SDawnVD を 使 
いま す 。 

spawnl, spawnlp, spawny, SpaWnvDp は 、 親 プロ セス の 環境 を 引き 継ぎ ます 。 
spawnle, spawnve で は 、envp を 使っ て 子 プ ロモ セス の 環境 設定 を 変え た る こと が で 
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ミミ = ニニ 


さま す 。 
envp は 文字 列 を 指す ポイ ンタ の 配列 で 、 各 文字 列 は 、 


VALNAME = value 
de 


ここ で VALNAME は 環境 変数 名 で 、value は その 値 で す 。 
envDp が NULL の と き は 、 親 プロ セス の 環境 を 引き 継ぎ ます 。 


戻 り 値 | 正常 終了 し た 場合 は 正 の 数 (0 も) を 返し ます 。 
これ は 起動 し た アロ モス の 終了 コー ド で す 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 一 1 を 返し ます 。 
その 場合 errno に 下記 の 値 が モッ ト さ れ ま す 。 


erron の 値 内 容 


E2BIG 引数 リス ト が 256 バイ ト を 超え て いる 


EMFILE オープン ファ イル の 数 が 多 す ぎる 


ーー 


ENOENT ファ イル また は パス 名 が 見 つか ら な い 


ENOEXEC 指定 の ファ イル が 実行 で き な い 


ENOMEM 子 プ ロモ セス を 実行 する た め の メ モリ が 不足 し て いる 


| 上 


参照 関数 | execl, execle, execlp, execlpe, execv, execve, execVD, execVDe, abort, exit 
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Sp-CIr 3 


書 式 | #include <sprite. h> 


void sp clr(cd1, cd2) : 
int cd1.cd2: /* スプ ライ ト プ レ ー ン 番号 */ 


機 能 | スグ デラ イト クリア じ ま ま 。 
cd1、cd2 で クリ ア す る スプ ライ ト プ レ ー ン の 範囲 を 指定 し ます (いずれ も 0 
ー255) 。 
cd1 に "NASI' を 指定 する と 、cd1l は 0 に な り ま す 。 
cd2 に "NAST を 指定 する と 、cd1 の み の 指 定 に な り ま す 。 
cd1、cd2 と も に 、'NAST' を 指定 する と cd1 は 0、cd2 は 255 に な り ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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LSD-COIOFーーーーーー テ ュー 


書 式 | #include <sprite. h> 


int sp color(p, c, pb) : 

char D: /* ま パレ ッ ト コ ー ド  */ 
int c: /* カラ ー コ ー ド */ 
int pb: /* ま パレ ッ ト ブ ロッ ク  */ 


機 能 | スプ ライ ト の パレ ッ ト の 人 色 の 設定 お よび 読み 出し を 行い ます 。 
pD に は パレ ッ ト コ ー ド を 指定 し ます (0-15)。 
c に は カラ ー コ ユー ド を 指定 し ます (0-65535) 。 
c に NAST' を 指定 する と 、 カ ラー コー ド の 読み 出し の み を 行い ます 。 
pb に は パレ ッ ト ブ ロッ ク を 指定 し ます (1 一 15) 。 
pb に "NASI' を 指定 する と 、1 を 指定 し た こと に な り ま す 。 


測 
証 


設定 前 の カラ ー コ ー ド を 返し ます 。 
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LSD-defーーーーーーー< ァ ーー」 


書 式 | #include <sprite. h> 


void sp def(cd, ca, DSiZe) : 

char cd: /* パパ ターン コー ド ※*/ 

char *ca: /* パパ ター ン デ ー タ を 格納 し て ある 領域 てく の ポイ ンタ */ 
int psize: /* パタ ー ン デー タ の サイ ズ */ 


機 能 | スプ ライ ト に パタ ー ン を 定義 し ます 。 
cd に は パタ ー ン コー ド を 指定 し ます (0 一 255) 。 
ca に は 、 パ ター ン デ ー タ を 格納 し て ある 領域 へ く の ポ イン タ を 指定 し ます 。 
この 領域 は 、 パ ター ン サ イズ が 8X8 の と き は 64 バ イト 、 パ ター ン サ イズ が 
16X16 の と き は 256 バイ ト 必 要 で す 。 
格納 し て お く デ ー タ の 1 バイ ト が 、 ス プラ イト パタ ー ン の 1 ドッ ト に 対応 し ま 
す 。 
0 一 15 の デー タ を 格納 し て むく と 、 そ れ が スプ ライ ト の ドッ ト の 色 に な り ま す 。 
psize に は パタ ー ン デー タ の サイ ズ を 指定 し ます (0、1)。 
0 を 指定 する と パタ ー ン サイ ズ が 8X8 に 、1 を 指定 する と パタ ー ン サイ ズ が 
16X16 に な り ま す 。 
NAST' を 指定 する と 、1 を 指定 し た こと に な り ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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SD_diS 5 


書 式 | #include <sprite. h> 


void sp disp(ch) : 
char ch: /* 表示 モー ド */ 


機 能 | スプ ライ ト 面 (スプ ライ ト 、 バ ッ ク グ ラウ ンド ) の 表示 制御 を 行い ます 。 
ch に は 次 の 内 容 を 指定 し ます 。 


0 : スプ ライ ト 、 バ ッ ク グ ラウ ンド を 表示 し な い 
1 : スプ ライ ト 、 バ ッ ク グ ラウ ンド を 表示 する 


測 
刻 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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SD_Init レベ ル 3 


書 式 | #include <sprite. h> 


int sp init( ) : 


機 能 | スプ ライ ト 画 面 を 初期 化し ます 。 
初期 化す る も の は 次 の 通り で す 。 


スク ロー ルレ ジス タ 
スジ ジラ トゥ 3 ダー ンジ シ 
スプ ライ ト 用 パレ ッ ト 


測 
店 


正常 に 初期 化 び どき た と き は 、0 を 返し ます 。 
エラ ー の と き (画面 サイ ズ が 768X512 の と き な ど ) は 一 1 を 返し ます 。 
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SD-『TY1OV レベ ル 3 


書 式 | #include <sprite. h> 


void sp move(Ss, x, Y, cd) : 

char s: /*※ プレ ー ン 番号 */ 
int x: /* 双 座 標 */ 

inty: /* Y 座 標 */ 

int cd: /* ま パタ ー ン コー ド  */ 


機 能 | スプ ライ ト パ タ ー ン を プレ ー ン に 登録 し 、 表 示 位 置 を 決め ます 。 
S に は プレ ー ン 番号 を 指定 し ます (0-127)。 
x に は X 座 標 を 指定 し ます (一 16-1007)。 
y に は Y 座 標 を 指定 し ます (一 16 一 1007)。 
cd に は パタ ー ン コー ド を 指定 し ます (0-255) 。 
パターン コー ド を 指定 する と 、 そ の スプ ライ ト は 自動 的 に 表示 され ます 。 
x、y、cd に "NAST' を 指定 する と 、 以 前 に 設定 され て いた 値 を 使用 し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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プロ グラ ム 例 


#inolude 
#1include 
#1nc1ude 


gtatio oc 
gtatio o 


main() 


く math.h> 
<basioc9.h> 
く gprite.h> 

har pat2[256]: 

har pa も t1[256] = { 


の, 9 9, 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
9 9, 2,。 2。 2 3. 3。3。3.。3.3 ょ 2. 2 
9, 2, 4, 4, 4 5, 5, 5, 5, 5。 5, 4。 4。 
1。 2, 4, 6, 6, 6, 7,。 7,。 7 7 6, 6, 6, 
1, 2, 4, 6, 8, 8, 9, 9, 9.9, 8, 8, 6, 
8,19,11,11,11,11,19, 8, 6, 
95 肖 3 は 2.08。 届 92 は 。 9 7 
9,11。13,15,15,13,11。 9,。 7, 
9,11,13,15,15,13。11。 9, 7, 
9.11。12,13,13,12,11。 9, 7, 
8,19,11,11,11,11,10, 8, 6 
1 2 4 6 8, 8, 9, 9, 9 9 8, 8 6 
1, 2, 4,。 6, 6, 6, 7,。 7,。 7,。 7。 6, 6, 6, 
の, 2, 4。 4。 4 5, 5, 5, 5, 5, 5, 4, 4 
9 の, 9, 2,。 2,。 2 3, 3. 3。 3.。 3. 3 ょ 2. 2 
9, の, の, 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 


nt 計 
int Y5 
in も 由 * 


や _ 3 が も (5 
screen(1, 3, 1, 
Sp_clr( の 9, 255): 
sp_off( の 9, 127): 
sp_disp( 1 ) : 
sp_def( の , pat1, 
sp_def(1, pat2, 
介 OW ( 直 呈 の 3 まぐ 必 563 壮 キ キ ) 【 

委 。 選 。 ああ | みみ = 理 5: 

y = sin(2.9 * 3.1416 * x / 256) 
sp_move( の , x, 255 - y, 9): 
sp_move(1, x, 255 + ゞ , 1): 


1) 
1) 


} 
sp_disp(9): 
b_exit(9): 


* 200.0: 
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FSD-0f キ ーーーーーー と < ァ ョ ー」 


書 式 | #include <sprite. h> 


void sp off(s1, s2) : 
int s1 82: /* スプ デラ イト デレ ー ン 番号 * ネ / 


機 能 | スプ ライ ト を 非 表 示 状 態 に し ます 。 
S1 か ら s2 ま で の プレ ー ン の スプ ライ ト を 非 表示 状態 に し ます (いずれ も 0 
co12795 
s1 に “NASI' を 指定 する と 、s1 は 0 に な り ま す 。 
S2 に "NASTI' を 指定 する と 、s1 の み の 指定 に な り ま す 。 
Ss1,s2 と も に "NASI' を 指定 する と 、s1 は 0、s2 は 127 に な り ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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SD_OI1 レベ ル 3 


測 


書 式 | #include < く sprite. h> 


void sp on(s1, s2) : 
int s1.s2: /* スプ ライ ト プ レ ー ン 番号 */ 


スプ ライ ト を 表示 状態 に し ます 。 

s1 か ら s2 ま で の プレ ー ン の スプ ライ ト を 表示 状態 に し ます (いずれ も 0 一 127) 。 
s1 に "NASI' を 指定 する と 、s1 は 0 に な り ま す 。 

s2 に "NAST' を 指定 する と 、s1 の み の 指定 に な り ま す 。 

s1、s2 と も に "NAST を 指定 する と 、s1 は 0、s2 は 127 に な り ま す 。 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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9 訟 = 際 凍 ーーーーーー 生 = が まお 
| 書 。 式 | #include <sprite. h> 


Void sp pat(cd, ca, Dsize) : 

char cd: /* パタ ー ン コー ド ま */ 

char *※ca: /*※ パタ ー ン デー タ を 格納 する 領域 へ く の ポ イン タ ※*/ 
int psize: /*※ フ パ ターン デー タ の サイ ズ */ 


機 能 | スプ ライ ト の パタ ー ン デー タ を 指定 し た 領域 へ 読み 込み ます 。 
cd に は パタ ー ン コー ド を 指定 し ます (0 一 255)。 
ca に は パタ ー ン デー タ を 読み 込む 領域 へ く の ポ イン タ を 指定 し ます 。 
この 領域 は 、 パ ター ン サ イズ が 8X8 の と き は 64 バ イト 、 パ ター ン サ イズ が 
16X16 の と き は 256 バイ ト 必 要 で す 。 
スプ ライ トバ パタ ー ン の 1 ドッ ト が 1 バイ ト の デー タ に な っ て 格納 され ます 。 
スプ ライ ト の ドッ ト の 色 が 0 一 15 の ダー タ に な り ま す 。 
psize に は パタ ー ン デー タ の サイ ズ を 指定 し ます (0、1)。 
0 を 指定 する と パタ ー ン サイ ズ が 8Xx8 に 、1 を 指定 する と パタ ー ン サイ ズ が 
16X16 に な り ま す 。 
"NASI' を 指定 する と 、1 を 指定 し た こと に な り ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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プロ グラ ム 例 


#1no1ude く stdio.h> 
#ino1ude く basioc9.h> 
#1no1ude く graph.h> 
#1no1ude く <sprite,h> 
#define SIZE (16 * 16) 
statio ohar pat2[STZE] : 


statio ohar 


pat1[STZE] 


main( ) 
{ 

int 交 5 

1nt 1 

int 遇 き 

binit( ) 5 

op (中 = の: ユ ぐ ST2E) 3 キキ ) 
pS も ET せ LT = エ / 325 
pat2[1i] = 1 / 32+ 8: 

} 

gcreen(1。 3。 1,。 1): 

sp_clr( の , 255): 

sp_off( の 9, 127) 

sp_disp(1): 

sp_def( の 9, pat1, 1): 

sp_def(1, pat2, 1): 

PO (は 三 O ぁ > まま < 財 63 3 キキ 9) 
sp_co1or((cbar)1i, rgb( ュ * ネ 2, 1 ネ * ネ 2, 1 * 2)。 

sp _move(9, 199, 199, の ): 

sp_move(1, 199, 2099, 1) : 

sp_pat( の , pat2, 1) 

お Oo (7 OS 玉 で 6 Mt) t 
EGGS ( 到 ミニ の 9 避 ペ 6 x キ キャ) 

printf("%d  ",。 pat2[x + キネ 161): 


putohar( !\ ま n7 ) 


} 
sp_disp( の 9) : 
b_exit(9): 


1) j/* 


1 


*/ 
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書 式 | #include <stdio. h> 


int sprintf (buffer, format string [, argument…] ) : 
char *buffer: /* 出力 デー タ 格 納 領域 へ て の ポイ ンタ */ 
char *format string: /* 書式 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | format string で 指定 し た 書式 に 従っ て 出力 を 変換 し 、buffer が 指す 領域 に 格納 
し ます 。 
format string に 続く 引数 は 書式 に 従っ て 変換 きれ 、 出 力 き され ます 。 
format string の 書式 と 機能 は printf 関数 と 同じ で す 。 
詳細 に つい て は 、printf 関数 を 参照 し て くだ さい 。 


戻 り 値 | 出力 し た 文字 数 を 返し ます 。 


参照 関数 | cprintf, fprintf, printf, sscanf 


プロ グラ ム 例 
#1ino1ude く stdio.h> 
statio ohar buf [256]: 
main( ) 


{ 
printf(buf, "he11o wor1d" ) : 


puts( buf ) : 

sprintf(buf, "integer[%d]", 200) : 
puts(buf ) : 

sprintf(buf, "integer[%x] ", 290) 
puts( buf ) : 

Sprintf(buf, "f1oat[%f]", 3.1415926) : 
puts( buf ) : 

Sprintf(buf,。 "fl1oat[%g]", 3.1415926) : 
puts( buf ) : 

sprintf(buf, "oharacter[%c]"。 AA ): 
puts( buf ) : 

Sprintf(buf, "string[%s]", "string" ) : 
puts( buf ) : 
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sp_set の 
| 書 。 式 | #include <sprite. h> 


int sp set(c, c1, c2, pcode, prty) : 

char ci: /* スプ ライ ト プ レ ー ン 番号 */ 
intx: /* 双 座 標 */ 

inty: /* Y 座 標 */ 

int pcode: /* パタ ー ン コー ド ※*/ 

int prty: /* プラ イオ リティ ※*/ 


機 能 | スプ ライ ト の スク ロー ルレ ジス タ の 設定 を 行い ます 。 
c に は プレ ー ン 番号 を 指定 し ます (0 一 127)。 
x に は XX 座標 を 指定 し ます (0 一 1023) 。 
y に は Y 座 標 を 指定 し ます (0 一 1023)。 
pcode に は 、 反 転 の 指定 、 パ レッ トブ ロッ ク 番 号 指定 、 パ ター ンコ ー ド の 指定 を 
し まず 。 
pcode は ビッ ト ご と に 次 の 内 容 と 値 を 設定 で きま す 。 


ビッ ト 16-31 : 常に 0 

ビッ ト 15 : 垂直 反転 (0… 標 準 、1… 反 転 ) 
ビッ ト 14 : 水平 反転 (0… 標 準 、1… 反 転 ) 
ビッ ト 12-13 : 常に 0 

ビッ ト 8 一 11  : パレ ッ ト ブ ロッ ク 番 号 (0 一 15) 
ビッ ト 0 一 7 ・ バ ター シン ユー ド (0 一 255) 


prty に は 表示 の 優先 度 を 指定 し ます (0-3)。 


: ス デ ライ ト 表 示 な し 

・ バッ ク グ ラウ ンド 0、 バ ッ ク グ ラウ ンド 1、 ス プラ イト の 順 
・ バッ ク グ ラウ ンド 0、 ス プラ イト 、 バ ッ ク グ ラウ ンド 1 の 順 
・ ス プラ イト 、 バ ッ ク グ ラウ ンド 0、 バ ッ ク グ ラウ ンド 1 の 順 


2 き 己 富 


c1, c2, pcode, prty に "NASI' を 指定 する と 、 以 前 に 設定 され て いた 値 を 使用 し 
ます 。 


戻 り 値 | 正常 終了 し た と き は 0 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た (画面 サイ ズ が 768X512 の と たき な ど ) と き は 一 1 を 返し ます 。 


参照 関数 | sp stat 
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LSD=Sta- ーーーーーー セ < を ーー 
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書 式 
機 能 
戻 り 値 


参照 関数 


#include <sprite. h> 


int sp stat(sp, sel mode) : 
char SD: /* スプ ライ ト プ レ ー ン 番号 */ 
char sel mode: /* モー ド ま */ 


指定 し た スプ ライ ト の スク ロー ルレ ジス タ の 状態 を 調べ ます 。 
Sp に は スプ ライ ト プ レ ー ン 番号 を 指定 し ます 。 
sel mode に は 調べ る 内 容 を 指定 し ます 。 


: X 座標 
: Y 座標 
: 2 パタ ー ン ユー ド 


: プラ イオ リティ 


CS ト ら 己 O 


え 座 標 、Y 座標 、 パ ター ンコ ュー ド 、 プ ライ オリ ティ に つい て の 詳細 は sp_set を 
参照 し て くだ きい 。 


正常 終了 の と き は sel mode に 従い 、 調 べた 値 ( 正 の 数 ) を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た と き は 人 負 の 数 を 返し ます 。 


Sp set 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


着 靖 キーーーーーーーーー 蘭 9 が つ 


書 式 | #include <math. h> 


double sqrt(x) : 
double x: /* 正 の 浮動 小数 点 値 */ 


機 能 | x の 平方 根 を 計算 し ます 。 


戻 り 値 | x の 平方 根 を 返し ます 。 
引数 が 不正 な 値 の 場合 は 、errno に は EDOM が モッ ト さ れ 戻 り 値 は 不定 に な り 
まず 。 
まだ た エラー 処 理 は 、matherr 関数 ルー チン を 使っ て 行う こと が で きま す 。 


参照 関数 | exp, log, matherr, pow 


プロ グラ ム 例 
#inolude く <stdio・.h> 
#ino1ude く <math .h> 
main( ) 
double xi 
1nt 柚 計 


お Qp (6 品 こび る く ョ 323 も す ぜ ) 
ェ = (double)i / 19.9: 
printf ( "sqrt(%+4.1fF) = %g\n", x, 8qrt(x) ) 
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FSrandーーーーーーーー シ ラー] 


書 式 | #include <stdlib. h> 


void srand(seed) : 


unsigned int seed : 


機 能 | 失 似 乱数 の 発生 系 列 を 初期 化し ます 。 
再 初期 化す る 場合 は 、seed を 1 に し ます 。 
seed を 1 以外 に する と 、 を その 値 に 対応 し た 初期 化 が 行わ れ ま す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | rand 

プロ グラ ム 例 
#1nc1ude く stdio.h> 
#1no1ude く std1ib.h> 
#define MAX 128 


#define RANGE 1099 


main(int argo, char *argy[ ] ) 


1nt 
in も に 3 
8 = (argo == 1) ? 1 : atoi(argv[ 11 ) : 
Srand(s): 


for (1 = の j 1 < MAX: ュ ++) 
printf("%19d\n" , rand() % RANGE ) : 
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SSCanf に 
| 書 。 式 | #include <stdio. by 


int sscanf(buffer, format string [, argument…] ) : 
char *buffer: /* 読み 込ま れる 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 
char *format string: /* 書式 文字 列 へ て の ポイ ンタ ※*/ 


機 能 | buffer が 指す 文字 列 を 読み 込み 、format string の 書式 に 従っ て 変換 し 、 後 に 続 
〈 argument の フィ ー ル ド に 代入 し ます 。 
format string の 内 容 は scanf と 同じ で す 。 
また 、 引 数 argument は format string の 各 変 換 指定 に 対応 する 型 変数 の ポイ ン 
で す 。 


代入 し た フィ ー ル ド の 数 を 返し ます 。 


代入 し な か っ だ た フィー ルド は 含み ませ ん 。 
代入 し た フィ ー ル ド が な い 場 合 は 0 を 返し ます 。 
読み 込み の 前 に 入力 が 尽き て し まっ た 場合 は EOF を 返し ます 。 


参照 関数 | fscanf, scanf, sprintf 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く stdio・.h> 
statio ohar buf [256] : 
main() 
char str[256]: 
char 5 
1ong 1 
f1oat 1 
gets(buf ) 
ssoanf(buf, "%s\n", str) 
gets(buf ) : 


ssoanf(buf , "%o\n", &o): 
gets( buf ) 

ssoanf(buf, "%1d\n", &1 ) 
gets(buf ) : 

ssoanf (buf , "%g\n"。 &d): 


printf("%s %o %1d, %g\m", str, Oo, ユ 1, d) 5 
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FStatーーーーーーーーーー と = ァ ラ ー 」 
| 書式 | #include <stat. h> 


int stat(pathname, buffer) : 
char *pathname: /* 情報 を 得 た に ファ イル の パス 名 */ 
struct stat *buffer: /* stat 構 造 体 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | pathname で 指定 し た ファ イル 、 ま た は ディ レク トリ に 関す る 情報 を buffer が 
指す 構造 体 に 格納 し ます 。 
stat 構造 体 は stat. h で 以下 の よう に 定義 きれ て いま す 。 


struct stat { 

dev t st dev: /*※ ファ イル が 存在 する ドラ イブ の 番号 */ 

inot stino: /* 常に 0 */ 

Short stmode: /* ファ イル タイ プ と ファ イル 属性 
ディ レク トリ な ら ば S IFDIR の ビッ ト が 
セッ ト さ る され 、 フ ァイル な ら ば S IFREG の 
ビッ ト が セッ ト さ れる 
アク セス モー ド に よっ て ユー ザー (リー 
ド / ラ イト ) の ビッ ト が モッ ト さ れる 
実行 可能 ファ イル (.X .R .Z .BAT) な ら 6 
ば S IEXEC の ビッ ト が セッ ト さ れる 
* ネ / 

short stnlink: /* 常に 1 */ 

Short stuid: /* 常に 0 */ 

Short stgid: /* 常に 0 */ 

dev t strdev: /* ファ イル が 存在 する ドラ イブ の 番号 */ 

offt stsize: /*※ ファ イル の 大 きき (バイ ト 数 ) */ 

Hme t st atime: /* 最終 変更 日 時 。time 関数 の 返り 値 と 同じ 
表現 */ 

time t st mtime:/* 最終 変更 日 時 。time 関数 の 返り 値 と 同じ 
表現 */ 

time t st ctime: /* 最終 変更 日 時 。time 関数 の 返り 値 と 同じ 
表現 */ 

計 


戻 り 値 | ステ ー タ ス 情 報 を 正しく 〈 得 た 場合 に は 0 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し だ 場合 は 一 1 を 返し 、ENOENT を errno に セッ ト し ます 。 
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り リラ ァ レ ンス 


参照 関数 | access, fstat 
プロ グラ ム 例 
#inc1lude く <stdio.h> 
#inolude く std1ib.h> 
#1inc1ude く stat.h> 
main(int argo, ohar #argY[ ] ) 
{ 
Struot stat 1 
char *fi]e: 
PF や 1e. = (awge > 3) ? amgvfl] : "お 11e"s 
if (stat(file, &inf) == -1) { 
perror(fi1e): 
exit(1) 


} 


printf("name = %s, size = %d\n", fi1e, inf。st size): 


exit(9) 
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CStcgfe, StCgfn 一 ニテ ュー 


書 式 | #include <string. h> 


int stcgfe(ext, name) : 
char *ext: /* 拡張 子 を 格納 する 領域 へ く の ポ イン タ */ 
char ※name: /* ま ファ イル 名 へ の ポイ ンタ  */ 


int stcgfn (node, name) : 
char *※node: /* 主 フ ァイル 名 を 格納 する 領域 へ く の ポ イン タ */ 
char ※*name: /* ま ファ イル 名 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | ファ イル 名 の 解析 を 行い ます 。 
stcgfe は 、name が 指す ファ イル 名 か ら 拡 張子 を と り 出し 、ext に 格納 し て その 
文字 数 を 返し ます 。 
stcgfn は 、name が 指す サフ ァイル 名 か ら 主 ファ イル 名 (' . と 拡張 子 を 除い た も 
の ) を と り 出 し 、node に 格納 し て その 文字 数 を 返し ます 。 


戻 り 値 | 拡張 子 、 ま だ た は 主 フ ァイル 名 の 文字 数 を 返し ます 。 
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書 式 | #include <stick. h> 


int stick(stickno) : 


int stickno: /* ま ジョ イス ティ ッ ク 番 号 */ 


ジョ イス ティ ッ ク の 状態 を 調べ ます 。 


stickno に 1 を 指定 する と ジョ イス ティ ッ ク 1 を 、2 を 指定 する と ジョ イス テイ 


ッ ク 2 を 調べ ます 。 


戻 り 値 | 状態 に よっ て 、 次 の 値 を 返し ます 。 


ステ ィ ッ ク 位 置 戻り 値 
中 央 0 
左 後 1 
後 2 
右 後 3 
左 | 4 
右 6 
左前 7 
前 8 
右前 9 


[ジョ イス ティ ッ ク の 状態 と 戻り 値 ] 
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書 式 | #include <string. h> 


int strbpl(s, max, も ) 

char *s| ] : /* ポイ ンタ 配列 */ 

int max: /* 配列 の 要素 数 */ 

char ※t: /※* 文字 列 を 指す ポイ ンタ ※/ 


機 能 | t が 指す 文字 列 の 並び を も と に 、 ポ イン タ 配 列 を s に 作成 し ます 。 
t は 、 そ れ ぞ れ ヌ ル 文 字 宰 0' で 終了 する 文字 列 の 並び で あり 、t の 最後 に は も 5 1 
つ ヌ ル 文 字 が な けれ ば な り ま せん 。 
max に は 、 配 列 s の 要素 数 を 指定 し ます 。 
t に 含ま れる 文字 列 の 数 が max より 大 きい か 等 し い 場 合 、strbpl は 一 1 を 返し ま 
まぁ 
配列 s の 各 要 素 に は 、t に 含ま れる 文字 列 へ て の ポイ ンタ が 代入 され 、 文 字 列 が 尽 
きる と 終り を 表す NULL を 要素 に 代入 し ます 。 
し だ が っ て 配列 の 要素 数 は 文字 列 の 数 より 1 つ 多 く な けれ ば な り ま せん 。 


戻 り 値 | ポイ ンタ の 項目 数 を 返し ます 。 
項目 数 が max より 大 きい か 等 し いと き に は 一 1 を 返し ます 。 


プロ グラ ム 例 
#inc1ude く stdio,h> 
#ino1ude く gtring,h> 
#define MAX 16 
char t[ ] = "Sharp\ の Computer\ の x689 の 0 の \ の 0C comp11er\ の PRO 68K\ の ": 
matin( ) 
char *s[MAX] : 
ュ in も  1 
in も し 


ニ 8 も bp1L( sg MAX。 も ) ぅ 


お OF ( ほ = 示 * まま く を ます 
printf("%s\n"。 sg[i] ) 
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strcat, strchr, strcmp, strcmpi, 


stricmp, strcpy, Strcspn, Strdup レベ ル 2 
#include <string. h> 


char *strcat(string1, string2) : 
char *stringl: /* 連結 され る 文字 列 を 指す ポイ ンタ */ 
char *string2: /* 連結 する 文字 列 を 指す ポイ ンタ */ 


char *strchr(string, c) : 
char *string: /* 検索 が 行わ れる 文字 列 を 指す ポイ ンタ ※*/ 
intc: /* 検索 する 文字 */ 


int strcmp(string1, string2) : 
char *string]1, *string2: /* 比較 が 行わ れる 2 つの 文字 列 を 指す ポイ ンタ ※*/ 


int strcmpi(string1, string2) : 
char *string1, *string2: /* 比較 が 行わ れる 2 つの 文字 列 を 指す ポイ ンタ */ 


int stricmp (string1, string2) : 
char *string1, *string2: /* 比較 が 行わ れる 2 つの 文字 列 を 指す ポイ ンタ ※*/ 


char ※*strcpy (string1, string2) : 
char *string1: /* 複写 先 文字 列 を 指す ポイ ンタ ※*/ 
char *string2: /* 複写 元 文字 列 を 指す ポイ ンタ ※/ 


size t strcspn (string1, string2) : 
char *stringl: /* 検索 が 行わ れる 文字 列 を 指す ポイ ンタ */ 


char *string2: /* 文字 セッ ト を 指す ポイ ンタ ※*/ 


char ※*strdup(string) : 
char *string: /* 複写 を 行う 文字 列 を 指す ポイ ンタ ※*/ 
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関 SM 


機 能 | 未 尾 が ヌル 文字 宰 0' の 文字 列 に 対し て 次 の 操作 を 行い ます 。 


【strcat】 
string1 の うし ろ に string2 を 連結 し て 1 つの 文字 列 に し て 、 末 尾 に ヌル 文字 宰 07 
を 付加 し ます 。 


【strchr】 
string 内 で 文字 c を 検索 し ます 。 
な お 、 ヌ ルル 文字 宰 0' も 検索 する こと が で きま す 。 


【strcmp】 
string1 と string2 を 文字 コード の 順序 で 比較 し ます 。 
大 文字 と 小文字 は 区 別 き れ ま せん 。 


【strcmpi】 
string]1 と string2 を 文字 ユー ド の 順序 で 比較 し ます 。 
大 文字 と 小文字 は 区 別 き され ませ ん 。 


【stricmp】 
string1 と string2 を 文字 コード の 順序 で 比較 し ます 。 
大 文字 と 小文字 は 区 別 き れ ま せん 。 


【strcpy】 
文字 列 string2 (末尾 の スル 文字 を 含む ) を 文字 列 を 格納 する 領域 string1 に コ 
ゼー し ます 。 


【strcspn】 
string1 先頭 か ら 、string2 に 含ま れ な い 文 字 が 何 文字 続い て いる か を 調べ ます 。 


【strdup】 
領域 を 自動 的 に 割り つけ て 、 を その 領域 に string を コピ ー し ます 。 


戻 り 値 | 以下 の 戻り 値 を 返し ます 。 


【strcat】 
連結 きれ た 文字 列 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
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ュー ュ ベン アア アア ゼア デア デア アァ 


【strchr】 
文字 c の 位置 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
文字 ぴ が みつ か ら な か っ た 場合 は NULL を 返し ます 。 


【strcmp】 
戻り 値 と を の 内 容 は 次 の 通り で す 。 


戻り 値 内 容 
負 string1 は string2 より 小さ い 
0 string1 と string2 は 等 し い | 
正 string1 は string2 より 大 きい 目 
【strcmpi】 


strcmp と 同じ で す 。 


【stricmp】 
strcmp と 同じ で す 。 


【strcpy】 
string1 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


【strcspn】 

何 文字 続い て いた か を バイ ト 数 で 返し ます 。 

最初 か 6 string2 に 含ま れる 文字 が あれ ば 0 を 返し ます 。 

すべ て が string2 に 含ま れ て いな い 文 字 な ら ば 、string1 の 全長 (ヌル 文字 は 含 
まな い ) を 返し ます 。 


【strdup】 


割り つけ られ た 領域 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
割り つけ が で き な か っ た 場合 に は NULL を 返し ます 。 
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プロ グラ ム 例 


#ino1ude 
#inolude 


く <stdio.h> 
く atring.h> 


statio ohar p[256]: 


main() 


{ 


printf("p ー> %s ぎ nm" 」 
stropy(p, "Sharp") ) : 

printf("p ー> %g ぎ nm" 」 
Stroat(p, "x68999" ) ) : 

printf("strohr(p, '6! ) ー> %s\ ま mn" 」 
Emohm(p。 "6? ) ) 5 

printf( "strocmp(p, \"sharp\") ー> %d ま mn" 
stromp(p, "sharp" ) ) : 

printf( "stromp1i(p, \ ぎ "sharp\" ) ー> %d ま nm 」 
trompi(p, "sharp" ) ) : 

printf("strospn(p, \" の 123456789\" ) -> %d\n", 
strospn(p, "の 123456789") ) : 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


StrerrOr きま 


書 式 | #include <string. h> 


char ※*strerror (errnum) : 


int errnum: /* エラ ー 番 号 */ 


機 能 | エラ ー 番 号 errnum に 対応 する エラ ー メ ッ セ ー ジ へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
errnum は 、error. h に お いて 定義 きれ て いる 番号 の み が 指 定 で きま す 。 
sterror は マク ロ で 定義 きれ て いま す の で 、 返 され る 文字 列 を 書き か えて は いけ 
ませ ん 。 
返さ れ た 文字 列 を 加工 し た い 場 合 は 、 い っ た ん 他 の バッ ファ ヘコ ピー し て か ら 、 
ュ ピ ー し だ も ゃ も の 空 加 一 し で 祥 き い 。 


測 
応 


エラ ー メ ッ セ ー ジ へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
定義 き 8 きれ て いな い エ ラー 番号 を 指定 する と 、 戻 り 値 は 不定 で す 。 


プロ グラ ム 例 


#inc1ude く stdio,h> 
#include く string.h> 
#1inc1ude く error・.h> 
matin() 


Yoid Sub(FTLE *, ETLE *): 


sub( stdin , stdout ) : 


statio void Sub(FTLE *fp, FTLE *ofp) 
{ 

1nt 倫 

while ((c = geto(fp) ) != EOF) 


puto(o, ofp) : 

if (ferror(ofp) ) 【 
fprintFf ( stderr, "Error: %s\n", strerror( errno) ) 
clearerr(ofp) 
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画 
Strftim 2 
#include <time. h> 


size t strftime(buf, max, format, time ptr) : 

char *buf: /* 文字 列 領域 へ て の ポイ ンタ */ 

size t max: /*※ 作成 する 文字 列 領域 の バイ ト 数 */ 

char *format: /* 書式 制御 文字 列 へ の ポ イン タ */ 

structtm ※*time ptr: /* 変換 きれ る 時 間 情 報 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | time ptr が 指す 構造 体 に 分 解る され た 時 間 情 報 を 、format が 指す 書式 に し た が っ 
て 文字 列 に 変換 し 、buf が 指す 領域 に 作成 し ます 。 

max は 作成 する 文字 列 領域 の バイ ト 数 を 指定 し ます 。 

max は 終端 の ヌル 文字 宰 0' を 含め た バイ ト 数 を 指定 する の で 、 返 され る 文字 列 
の 最大 長 は max 一 1 に な り ま す 。 

format に は 、 以 下 に 示す 書式 制御 文字 が あり ます 。 


na 意 味 
9%A 曜日 の 名 前 


264 省略 され た 曜日 の 名 前 


本 
6B 月 の 名 前 


%b 省略 され た 月 の 名 前 


%c citime 関数 の 返す 形式 と 同じ 形式 の 曜日 、 日 付 、 時 間 。 


%d 日 を 表す 01 一 31 の 数 字 


%H 24 時 間 制 で の 時 間 を 表す 00 一 23 の 数 字 


%I 12 時 間 制 で の 時 を 表す 01 一 12 の 数 字 


26] 1 月 1 日 か ら の 通算 日 数 を 表す 001 一 366 の 数 字 


2%M 分 を 表す 00 一 59 の 数 字 
%m | 月 を 表す 01 一 12 の 数 字 


26D 午前 、 午 後 を 表す AM また は PM の 2 文字 


%S 秒 数 を 表す 00 一 59 の 数 字 
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WEl ll _ 


書式 意 味 

wU 日 曜 を 週 の 初め と する 1 月 1 日 か ら の 通算 週 を 表す 00 
っ ー52 の 数 字 

ww 月 曜 を 週 の 初め あと する 1 月 1 日 か ら の 通算 週 を 表す 00 
O 


ー52 の 数 字 


6W | 日 障 を 0 と する 曜日 を 表わす 数 字 


6 時 : 分 : 秒 で 表す 時 刻 


26X 月 / 日 / 年 で 表す 日 付 


2%Y 年 を 表す 世紀 部 分 を 付け 加え た 1980 一 2079 の 数 字 


26y 年 を 表す 世紀 部 分 を 取り 除い た 00 一 99 の 数 字 


26Z 地域 (時 間 帯 ) を 表す JST の 文字 列 
| 2626 ] 克 池 


変換 し た 文字 列 の 長き を 返し ます 。 
0 が 返さ れ た 場合 は 、 変 換 結果 が max を 超え て し まう 場合 で 、 文 字 列 領域 の 内 
容 は 不定 に な り ま す 。 


参照 関数 | fsctime, ctime, gmtime, localtime 
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IS 


#inoc1ude く gtdio.h> 

#1nclude くも time.h> 

#define ARB 128 

#define FORM1 "%a %b %d %H:%M:%S %Z %Y" 
#define FORM2 "%B %m ?%y (%H:%M:%S)" 
#define FORM3 "%Y/%m/%d %H:%M:%S" 


#define FORM4  "%y 年 %Xm 月 %d 日 %p%T 時 %M 分 %S 秒 " 


matn( ) 

{ 
char buf [ ARB] : 
time tt timi 
gtruot tm * ネ tp 


time(&tim ) : 
tp = 1ooa1time(& を tim ) : 


8trftime(buf, ARB, FORM1 , t ゃ や ) : 
printf("%s\n" , buf ) : 
Strftime(buf, ARB, FORM2, tp) : 
printf( "%s\ ま mn" ,。 buFf ) : 
Strft1me(buf , ARB, FORM3 , tp) : 
printf("%s\nm" ,。 buf ) 
trftime(buf , ARB, FORM4 , tp) : 
printf("%s\n" ,。 buFf ) : 
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Strig レニ アラ 


書 式 | #include <stick. h> 
int strig(no) : 
int no: /* ま ジョ イス ティ ッ ク 番 号 */ 
機 能 | ジョ イス ティ ッ ク の トリ ガ ボ タ ン の 状態 を 調べ ます 。 
no に は 、 湊 の 値 を 指定 し ます 。 
MS 当 ョ イス デオ ッ グ 1 
みぃ ジョ イス ディ イッ ジグ 2 
戻 り 値 | エラ ー の と き は 一 1 を 、 そ う で な けれ ば 、0 か ら 3 の 値 を 返し ます 。 
それ ぞ れ の 値 の 意味 は 次 の 通り で す 。 
0 : どちら の ボタ ン も 押さ る れ て いな い 
1 : 1 の ボタ ン だ け 押 され て いる 
2 : 2 の ボタ ン だ け 押 る れ て いる 
3 : 両方 と も 押 き れ て いる 
プロ グラ ム 例 
#1ino1ude く gtdio.h> 
#1ino1ude <basio の 9.h> 
#ino1ude く <stiok.h> 
main( ) 
{ 
int 1 
も _1ni も ( ) 5 
cls() 
for (jj) { 
1ocate(19, 19): 
puts ( "push trigger!"): 
が 湯 も まま 放 (ます ) 5 
1ocate(19, 11): 
や ( 写 = ご ⑳) 
else if ( ェ ーー に 
puts("?!A? trigger on!"): 
GLge EE (rr == 2) 
puts("?B? trigger on!")i 
9 ま 思 で G 3 ま (jp ニテ 人 き ) 【 
puts("?A7 を 7B? triggers on!"): 
break : 
} 
} 
b_exit(9): 
} 
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書 式 | #include <string. h> 


void strins (source, dest) : 
char ※*source: /*※ 挿入 する 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 
char *dest: /* 挿入 先 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | dest が 指す 文字 列 の 前 に 、source が 指す 文字 列 を 挿入 し 、1 つの 文字 列 と し ま 
す 。 


dest が 指す 文字 列 の 領域 は 十分 な 大 きる が な けれ ば な り ま せん 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


プロ グラ ム 例 


#1no1ude く stdio.h> 
#1nol]ude く 8tring.h> 


statio ohar dst[256] = "x68990": 


main() 


puts(dst) : 

strins( "Computer ", dst): 
puts(dst) : 

strins("Sharp ", dgt) : 
puts (dst): 
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Strlen 5 


書 式 | #include <string. h> 


size t strlen(str) : 
char *str: /* 文字 列 *※/ 


機 能 | 文字 列 str の 長き を バイ ト 数 で 求め ます 。 
この と き 、 文 字 列 の 最後 の メル 文字 ' ぎ 0' は 長き に 含め ませ ん 。 


戻 り 値 | str の 長き を 返し ます 。 
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主 式 | #include <string. h> 


char ※*strlwr(str) : 
char *str: /* 文字 列 */ 


機 能 | 文字 列 str の すべ て の 英 大 文字 を 英 小文字 に 置き 換え ます 。 
他 の 文字 は 変換 し ませ ん 。 


戻 り 値 | str を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


参照 関数 | strupr 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


Strmf 3 
| 書 。 式 | #include <string. h> 


void strmfe(new, old, ext) : 

char *new: /* 新 フ ァイル 名 格納 領域 て の ポイ ンタ */ 
char *old: /* 旧 フ ァイル 名 へ の ポイ ンタ */ 

char *ext: /* 置き 換え る 拡張 子 ヘ へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | 与え た られ た 要素 か ら 、 次 の 形式 の ファ イル 名 を 組み 立て ます 。 


drive : \path ぎ node.ext 


strmfe は 、old が 指す ファ イル 名 の 拡張 子 を 、ext が 指す 拡張 子 で 置き 換え ぇ 、 
new が 指す 領域 に 格納 し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


プロ グラ ム 例 
#inolude く stdio.h> 
#ino1ude く gtring.h> 
gtatio ohar new[256]: 
statio ohar o1d[ ] = "sample。c": 
statio ohar g※ も 上 1] ニ "eo"? 
main() 


printf("O1d = %s\n", o1d): 
gtrmfe(new, o1d, ext) : 
printf("New = %s\n"。 new) 
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Strmfn, strmf レベ ルッ 


書 式 | #include <string. h> 


void strmfn (fname, drv, path, node, ext) : 


char ※*fname, *drv, *path,*※node, *ext : 


void strmfp (fname, path, node) : 


char *fname, *※pDath, *node : 


機 能 | strmfn は 、drv、path、node、ext の 各 引 数 か ら フ ァイル 名 を 組み 立て て 、 
fname に 格納 し ます 。 
引数 と の 対応 は 次 の 通り で す 。 


drV : ド ライ ジブ 名 
pahD : 28 多 名 

node : 主 フ ァイル 名 
ext : 払 張 子 


strmfn で は 、 そ れ ぞ れ の 引数 が NULL か どう か を 調べ ます 。 
NULL で な けれ ば 、dry の 後に は ”: "を 、path の 後に は ”" 半 "を 加え ます 。 
まだ た 、node が NULL で な けれ ば 、node の 後に ”." を 加え ます 。 


strmfp は 、path と node か ら フ ァイル 名 を 組み 立て て 、fname に 格納 し ます 。 
引数 と の 対応 は 次 の 通り で す 。 


path : パス 名 (ドラ イブ 名 を 含む ) 
node : 主 フ ァイル 名 


も し 、path が NULL で ある か 、path の 最後 が " 芋 "、”:”? で な いと き は 、path の 
後に "" を 加え ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | strmfe 
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strncpy, Strncat strncmDp, 


| Strnset 。 レベル 2 | ベル フ 


同 式 | #include <string. h> 


char ※*strncat (string1, string2, n) : 

char *stringl: /* 文字 の 追加 が 行わ れる 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 
char *string2: /* 追加 文字 を 含む 文字 列 の ポイ ンタ ※*/ 
sizetn: /* 追加 する 文字 数 */ 


int strncmp(string1, string2, n) : 
char *string1, *string2: /* 比較 が 行わ れる 2 つの 文字 列 を 指す ポイ ンタ ※*/ 
sizetn: /* 比較 する 文字 数 */ 


char *strncpy (string1, string2, n) : 
char *stringl: /* 複写 先 文字 列 を 指す ポイ ンタ */ 
char *string2: /* 複写 元 文字 列 を 指す ポイ ンタ ※*/ 
sizetn: /* 複写 する 文字 数 */ 


char *strnset(sting, C, n) : 

char *string: /* 文字 の 置き 換え が 行わ れる 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 
char c: /* 置き 換え 文字 */ 

sizetn: /* 置き 換え を 行う 文字 数 */ 


機 能 | 未 尾 が ヌル 文字 宰 0' の 文字 列 に 対し て 、 次 の 操作 を 行い ます 。 


【strncat】 
string1 の 後ろ に string2 の 先頭 か ら n 文 字 を 追加 し 、 未 尾 に スル 文字 を 付加 し 
ま 0 


【strncmp】 
string]1 と string2 の 先頭 か ら n 文 字 を 文字 ユー ド の 順序 で 比較 し ます 。 
大 文字 と 小文字 は 区 別 き され ます 。 


【strncpy】 

文字 列 string2 の 先頭 か ら n 文 字 を string1 に 複写 し ます 。 

string2 の 長き が n よ り も 小さ い 場 合 は 、string1 の 長き が n に な る ま て 末尾 に ヌ 
ル 文 字 を 付加 し ます 。 

string2 の 長き が n よ り も 大 きい 場合 は 、 ヌ ル 文 字 は 付加 る れ ま せん 。 
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回 33 利和 


【strnset】 
string の 最初 か ら n 文字 分 を 文字 c に 置き 換え ます 。 
string の 長き る が n よ り も 小さ い 場 合 は すべ て の 文字 が c に 置き 換 を られ ます 。 


戻 り 値 | 以下 の 戻り 値 を 返し ます 。 


【strncat】 
新しい 文字 列 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


【strncmp】 
戻り 値 と を の 内 容 は 次 の 通り で す 。 


戻り 値 内 容 
負 ei は string2 より 小さ きい 
0 string1 と string2 は 等 し い 
正 string1 は string2 より 大 きい 
【strncpy】 


string] を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


【strnset】 
新しい 文字 列 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
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プロ グラ ム 例 


リフ アァ アレ シス 


#1nolude <stdio.h> 
#1no1ude く gtring.h> 
statio ohar p[256]: 
main( ) 
{ 
printf("p ー> %g ぎ nm" 」 
strnopy(p, "Sharp", 5)): 
printf("p ー> %s ま mn" 」 


strnoat(p, "x68999", 6)): 


strncmp(p, "sharp”", 5)): 
printf( "strnset(p, 7x'7,。 5) ー> %s ぎ mn" 。 
8 も rnaset(p,。 *g*。 5)) 


printf ("strnomp(p, \"sharp\") ー> %d\n"。 
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FStrDDTK 一 ーー と < ァ テ ー」 
| 書 。 式 | #include <string. by 


char ※*strpbrk(string1, string2) : 
char *stringl: /* 検索 が 行わ れる 文字 列 へ て の ポイ ンタ  */ 
char ※*string2: /* 検索 する 文字 セッ ト へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | 文字 列 string1 の 中 で 文字 列 string2 に 含ま れ て いる 文字 を 検索 し 、 最 初 に 出現 
する 位置 を 求め ます 。 
だ た だ し 、 ヌ ル 文 字 補 0' は 検索 で きま せん 。 


戻 り 値 | 出現 位置 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
該当 する 文字 が みつ か ら な い 場 合 に は NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | strchr, strrchr 


プロ グラ ム 例 
#include く <stdio・.h> 
#1no1ude く string.h> 
statio ohar buf[] = "Sharp x68999": 
statio ohar set[] = "9123456789": 
main( ) 


printf( "buf = %s\n", buf) : 
printf( "get = %s\n", set): 
printf( "resu1t = %s\n", strpbrk(buf, set) ) : 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


Strrchr コル 


#include <string. h> 


char *strrchr (string, C) : 
char *string: /* 検索 が 行わ れる 文字 列 の ポイ ンタ */ 
int ci: /* 検索 する 文字 */ 


機 能 | 文字 列 string の 中 で 文字 c を 検索 し 、 最 後に 出現 する 位置 を 求め ます 。 
ヌル 文字 法 0' も 検索 で きま す 。 
戻 り 値 | 出現 位置 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
発見 で き な か っ た 場合 は NULL を 返し ます 。 
参照 関数 | strchr, strpbrk 
プロ グラ ム 例 
#1no1ude く <stdio.h> 
#1ino1ude' く 8trinmg.h> 
manin( ) 
char すこ も ゆ 1 
1nt (と が 
gtr = "This is a pen。": 
C ニ 党 衣 6 ロ 
printf ("st で ー>%s\nm" 。 str ) : 
printf("o ー>%o\n" 。 o) 


printf( "strohr( ) ->%s\n", 
printFf ("strrohr( ) ->%s\n" 」 


8 も rohr (atm。 Oo) ) 
Strrohr( str, Oo) ) : 
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FStrr@eVーーーーーーーー ジ テー 


書 式 | #include <string. h> 


char ※*strrev(string) : 
char *string: /*※ 並び 順 の 置き 換え を 行う 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | 指定 し た 文字 列 string の 文字 列 の 並び 順 を 逆 に し ます 。 
た だ し ヌル 文字 科 0' の 位置 は 変化 し ませ ん 。 


戻 り 値 | 並べ 替え られ た 文字 列 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


参照 関数 | strcpy, strset 


プロ グラ ム 例 
#1ino1ude く gtdio.h> 
#1no1ude く st 上 ring.h> 
statio ohar Str[] = "This is a gtring。": 
main( ) 


printf( "norma] ->%s\n" 。 str) : 
printfF("reverse->%s\n" , strreyv( str ) ) : 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


Strset aa キ 
| 書 。 式 | #include <string. h> 


char ※*strset (string, Cc) : 
char *string: /* 文字 の 置き 換え が 行わ れる 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 
char c: /* 置き 換え 文字 */ 


機 能 | 指定 し た 文字 列 string の すべ て の 文字 を 、 文 字 c に 置き 換え ます 。 
た だ し 末尾 の ヌル 文字 0' は 変化 し ませ ん 。 


戻 り 値 | 変換 され た 文字 列 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


参照 関数 | strnset 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く <stdio.,h> 
#1nc1ude く string.h> 
statio ohar gw ] = "TB3g は 5 a EPm1mg。 "5 
main() 


printf ("norma1 ->%g\n", gtr ) : 
printf ("convert->%s\n", strset(str, '@?! ) ) : 
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書 式 | #include <string. h> 


void strsfn (fname, drv, path, node, ext) : 


char ※*fname, *※drVv,*path, *node, * ネ ext : 


機 能 | ファ イル 名 fname を 分 解 し て 、 そ れ ぞ れ の 引数 に 格納 し ます 。 
引数 と の 対応 は 次 の 通り で す 。 


Gr 2 ドラ イグ 名 


path 5 2 パス 風 
node : 主 フ ァイル 名 
ext : 扱 張子 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | strmfe 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


StrSDpn っ 


書 式 | #include <string. h> 


size t strspn(string1, string2) : 
char *string1: /* 検索 が 行わ れる 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 
char *string2: /* 文字 セッ ト へ の ポイ ンタ ※*/ 


機 能 | stringl の 先頭 か ら 、string2 に 含ま れる 文字 が 何 文字 続い て いる か を 調べ ます 。 


戻 り 値 | 何 文字 続い て いた か を バイ ト 数 で 返し ます 。 
最初 か 6 string2 に 含ま れる 文字 が な けれ ば 0 を 返し ます 。 
すべ て が string2 に 含ま れ て いる 文字 な ら ば string1 の 全長 (ヌル 文字 は 含め な 
い ) を 返し ます 。 


参照 関数 | strcspn 


プロ グラ ム 例 
#1nolude く stdio.h> 
#1ino1ude く gtring.h> 
char str[ ] = "sharp Computer X6899,": 
char set[] = " abodefghijk1mnopqrstuvwxy": 
matin( ) 
{ 
printf(" string ー->%s\n" ,。 str ) : 


printf("sufix 1ength ->%d\n" , strspn(str, set) ) 
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FStTST 人 ーーーーーーーー< ァ ラー 


書 式 | #include <string. h> 


void strsrt(s, n) : 
char *s| ] : /* 文字 列 へ て の ポイ ンタ 配列 */ 
intn: /* 配列 の 要素 数 */ 


機 能 | s が 指す 文字 列 の 配列 を ASCII ユー ド 順 に ソー ト し ます 。 
n に は 配列 の 要素 数 を 指定 し ます 。 


配列 の サイ ズ が 大 きい と き に は tqsort 関数 を 使用 し た ほう が 効率 的 で す 。 
また 、getfnl、strbpl 関数 と 組み 合わ せ て 使う と 便利 で す 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く stdio,h> 
#1inolude く string.h> 


main(int argo, ohar *argyY[ ] ) 
1nt E 昌 


fon (1 = 9: 1 < argoji i++) 
printf("%s\ ま mn" , argv[i] ) : 


printf( "sorting.,..\n" ): 
Strsrt(argY, argo) 


for (1 = の 1 < argo? i++) 
printf("%s\n" ,。 argv[i] ) : 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


Strstr まほ 


書 式 | #include <string. h> 


char *strstr (string1, string2) : 
char *string1: /* 検索 対象 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 
char *string2: /* 検索 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | string1 で 指定 きれ た 検索 対象 文字 列 の 中 か ら 、string2 で 指定 され た 検索 文字 列 
に 最初 に 一 致す る と ころ の ポイ ンタ を 返し ます 。 


戻 り 値 | 検索 文字 列 が 見 つか っ た 場合 は そこ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
見 つか ら な か っ た 場合 は NULL を 返し ます 。 


プロ グラ ム 例 


#ino1ude く sgtdio.h> 
#1ino1ude く string・h> 
main() 
{ 
char *St エ i 
char *pat: 
char * ネ p) 
str = "This is an apple, and this is a banana・": 
pat = "an'i 


printf("%49s\n" , str): 

while ((p = strstr(str, pat) ) != NULL) 【 
printf("%40s\n",。 p) 
紀 も セ *F = や すず 13j 
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CStrtoOdーーーーーーー ジ ュー 


療 式 | #include <stdlib. h> 


double strtod(str, endptr) : 
char ※*str: /* 変換 する 文字 列 */ 
char ※※*endptr: /* 変換 終了 位置 を 返す た め の ポ イン タ ※*/ 


機 能 | strtod は 文字 列 str を 倍 精度 (double 型 ) の 浮動 小数 点 値 に 変換 し ます 。 
変換 で きる 文字 列 の 形式 を 以下 に 示し ます 。 


[空白 (また は タプ 文字) ] [符号 ] [数 字 ] [. 数 字 ] [E( ま た は e) [符号 ] 数 字 ] 
[空白 (また は タブ 文字 ) ] は 無視 きれ ます 。 

[符号 ] は "” 十 "また は ”ー” で す 。 

" 十 "『 の と き は 省略 で どき ます 。 

[数 字 ] は 1 桁 以 上 の 10 進数 で す 。 

これ が な いと き は 、[. 数 字 ] に 少な く と も 1 桁 の 数 字 が 必要 で す 。 

[. 数 字 ] は 小数 点 以下 の 数 字 で す 。 

まだ た 、 一 123Eー12 の よう に 指数 表示 する こと も で きま す 。 


strtod は 、double の 数 値 と し て 解釈 で き な い 文字 が 現れ る と 、 変 換 を その 時 点 
で 打ち 切り ます 。 

endptr が NULL で な けれ ば 、endptr に は 残り の 文字 の 位置 を 設定 し ます 。 

すべ て 文字 が 変換 で きた な ら ば 文字 列 終端 の ヌル 文字 学 0' の 位置 を 、1 文字 も 変 
換 出来 な か っ た な ら ば 、 文 字 列 の 先頭 の 位置 を 設定 し ます 。 


戻 り 値 | 変換 し た double の 値 を 返し ます 。 
オォ オーバ ー フ ロー が 発生 し た 場合 は 0 を 返し ます 。 


参照 関数 | strtol, strtoul, atof 
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プロ グラ ム 例 


リフ ァ レ ンス 


#1nc1ude 
#inolude 


#define 
#define 


main( ) 


{ 


く <stdio.h> 
く <std1ib.h> 


STR A "1.49597879e11" 
STR G "6.672e-11" 


double ai 
double gi: 


a = strtod(STR_ A, NULL ) : 
printf("%S -> %g\n", STR_A, a) ぅ 
豆 = strtod(STR_G, NULL ) : 
printf("%s -> %g\n",。 STR_G, g) ぅ 


513 


FStrtOK 一 ーーーーー テ ュー 


書 式 | #include <string. h> 


char ※*strtok(string1, string2) : 
char ※stringl: /※ トー クン を 合 む 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 
char *string2: /* 区 切り 文字 を 含む 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | string1 か ら 、 文 字 列 string2 の 各 要 素 の 文字 を 区 切り 文字 し し て 区 切ら れる 文 
字 列 を トー クン と し て 切り 出し ます 。 
同一 文字 列 か ら 62 回 以上 トー クン を 切り 出す 場合 、2 回目 以降 の strtok の 
string1 に は NULL を 指定 し ます 。 
この よう に する と 、 次 の トー クン を 検索 する こと が で きま す 。 
また 区 切り 文字 は strtok 関数 を 呼び 出す た びに 変化 する の で 、string2 の 値 は 何 
で も か まい ませ ん 。 


戻 り 値 | 切り 出し た トー クン を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
トー クン は すべ て ヌル 文字 補 0' で 終了 し ます 。 
トー クン を 切り 出せ な か っ た 場合 は NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | strcspn, strspn 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く gtdio.h> 
#1nolude く string.h> 
statio ohar *str = "data1,data2,data3laboidef:key word" : 
statio ohar Hm 2 宣 枯 革 衝 Ts 
main( ) 
char * ネ tp: 


も tp = strtok( str, d1m) : 

printf("token = %s\n", tp): 

while ((tp = strtok(NULL, d1m) ) != NULL ) 
printf("token = %s\n", tp) : 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


Strtol 本 


陸生 | 


機 


能 


#include <stdlib. h> 


long strtol(str, endptr, radix) : 

char *str: /* 変換 する 文字 列 */ 

char **endptr: /* 変換 終了 位置 る 返す た め の ボ ポイ ンタ */ 
int radix: /* 指数 指定 */ 


strtol は 文字 列 str を 進数 radix に し た が っ て 、 符 号 付き 整数 に 変換 し ます 。 
radix は 、 文 字 列 が 何 進数 で 表現 きれ て いる か を 指定 し ます 。 

旧 定 可能 な 範囲 は 、0 か 2 一 36 で す 。 

変換 で きる 文字 列 の 形式 は 、radix の 指定 に より 異な り ま す 。 

を それぞれ の 場合 に 分 け て 、 以 下 に 示し ます 。 


@radix が 0 の と き 
[空白 (また は タブ 文字 ) ] [符号 ] [0 で 始ま ら な い 10 進数 字 ] 
[空白 (まほ た は タブ 文字 ) ] [符号 ] [0 で 始ま る 8 進数 字 ] 
[空白 (また は タ ズ 文字) ] [符号 ] [OB( ま た は 0b) で 始ま る 2 進数 字 」 
[空白 (また は タブ 文字 ) ] [符号 ] [OX( ま た は 0x) で 始ま る 16 進数 字 」 
[空白 (また は タブ 文字 )] は 無視 され ます 。 

[符号 ] は "” 二 "また は "ー" で す 。 

" り 十 " の と き は 省略 され ます 。 

[10 進数 字 ] は 、0 一 9 まで の 文字 で す 。 

[8 進数 字 ] は 、0 一 7 まで の 文字 で す 。 

[2 進数 字 ] は 、0 か 1 の 文字 で す 。 

[16 進数 字 ] は 、0 一 9、A-F( ま た は af) の 文字 で す 。 


@radix が 2 の と き 

[空白 (また は タブ 文字 ) ] [符号 ] [OB( ま た は 0b) で 始ま る 2 進数 字 ] 
[空白 (また は タブ 文字 )] は 無視 され ます 。 

[符号 ] は "” 二 "または"ー" で す 。" 二 "の と き は 省略 され ます 。 
[0B( ま た は 0b) ] は 、 無 く て て も か まい ませ ん 。 

[2 進数 字 ] は 、0 か 1 の 文字 で す 。 


@radix が 16 の と き 
[空白 (また は タブ 文字 ) ] [符号 ] [OX( ま た は Ox) で 始ま る 16 進数 字 ] 
[空白 (また は タブ 文字 )] は 無視 きれ ます 。 
[符号 ] は "]" ま た は ”ー" で す 。" 土 "『 の と き は 省略 され ます 。 
0X( ま た は Ox)] は 、 無 く て も か まい ませ ん 。 
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Wi ti tc 


I16 進 数 字 ] は 、0 一 9、A-F( ま た は ョ aーf) の 文字 で す 。 


@ radix が 0、2、16 以外 の と き 
[空白 (また は タブ 文字 ) ] [符号 ] [指定 数 字 ] 
[空白 (また は タブ 文字 )] は 無視 され ます 。 
[符号] は " 二 " ま た は ”ー" で す 。" 十 5! の と き は 省略 され ま す 。 
[指定 進数 字 ] は 、0 一 9、A-Z( ま た は aー2) の 文字 の 最初 か 6 radix 個 の 文 
補 ぞ す 。 ' 
strtol は 、 指 定 の 進数 字 の 範囲 外 の 文字 が 現れ る と 、 変 換 を その 時 点 で 打ち 切り 
ES 5 
endptr が NULL で な けれ ば 、endptr に は 残り の 文字 の 位置 を 設定 し ます 。 
すべ て の 文字 が 変換 で きた な ら ば 文字 列 終端 の ヌル 文字 ( 学 0*) 位置 を 、 一 文字 
も 変換 出来 な か っ た な ら ば 文字 列 の 先頭 の 位置 を 設定 し ます 。 


radix が 0 の と き は 、010 は 8 進数 の 10、0B10 は 2 進数 の 10 と し て 変換 し ます 。 


り 値 | 変換 し た 1ong の 値 を 返し ます 。 
ォ オー バー フロ ー が 発生 し た 場合 、 負 の 方 向 で の オォ オーバーフロー なら 6 ば 
LONG_MIN を 、 正 の 方 向 で の オー バー フロ ー な ら ば LONG _MAX を 返し 、 を 
れ と と も に errno に ERANGE を 設定 し ます 。 
1 文字 も 変換 で き な か っ た 場合 は 0 を 返し ます 。 


測 


参照 関数 | strtoul, strtod 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く stdio.h> 
#1nolude く string.h> 
main( ) 
char * ネ やわ 
1ong 量 き 


1 = strto1("123", &rp, 19): 
printf("1ong = %1d, p->%s\n",。 1, rp): 
1 = atrto1("123" 。 &rp。 8): 
printf("1ong = %1d, p->%s\n", 1, rp) : 
軸 = abErmbot(CT29 。 を wp。 2 か 5 
printf("1ong = %1d, p->%s\n",。 1, rp) : 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


Strtoul 


書 式 | #include <stdlib. h> 


unsigned long strtoul(str, endptr、 radix) : 

char *str: /* 変換 する 文字 列 *※/ 

char **endptr: /* 変換 終了 位置 を 返す た め の ポ イン タ キ */ 
int radix: /* 指数 指定 */ 


機 能 | strtoul は 文字 列 str を 進数 radix に し た が っ て 符号 無し 整数 に 変換 し ます 。 
radix は 、 文 字 列 が 何 進数 で 表現 きれ て いる か を 指定 し ます 。 
指定 可能 な 範囲 は 、0 か 2 一 36 で す 。 
変換 で きる 文字 列 の 形式 は 、radix の 指定 に より 異な り ま す 。 
それ ぞ れ の 場合 に 分 け て 、 以 下 に 示し ます 。 


@radix が 0 の と き 
[空白 (また は タブ 文字 )] [符号 ] [0 で 始ま ら な い 10 進数 字 ] 
[空白 (また は タブ 文字 )] [符号 ] [0 で 始ま る 8 進数 字 ] 
[空白 (また は タプ 文字 )] [符号 ] [OB( ま た は 0b) で 始ま る 2 進数 字 ] 
[空白 (また は タブ 文字 )] [符号 ] [OX( ま た は 0x) で 始ま る 16 進数 字 ] 
[空白 (また は タブ 文字 )] は 無視 され ます 。 
[10 進数 字 ] は 、0 一 9 まで の 文字 で す 。 
[8 進数 字 ] は 、0 一 7 まで の 文字 で す 。 
[2 進数 字 ] は 、0 か 1 の 文字 で す 。 
[16 進数 字 ] は 、0-9、A-F( ま た は af) の 文字 で す 。 


@radix が 2 の と き 
[空白 (また は タブ 文字 )] [符号 ] [ODB( ま た は 0b) で 始ま る 2 進数 字 ] 
[空白 (また は タブ 文字 )] は 無視 る れ ま す 。 
[OB( ま た は 0b)] は 、 無 く て も か まい ませ ん 。 
[2 進数 字 ] は 、0 か 1 の 文字 で す 。 


@radix が 16 の と き 
[空白 (また は タブ 文字 ) ] [符号 ] [OX( ま た は 0x) で 始ま る 16 進数 字 ] 
[空白 (また は タブ 文字 )] は 無視 され ます 。 
[OX( ま た は Ox)] は 、 無 く て も か まい ませ ん 。 
[16 進 数 字 ] は 、0 一 9、A-F( ま た は a-1) の 文字 で す 。 
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mm lp 


@ radix が 0、2、16 以外 の と き 
[空白 (また は タプ 文字 ) ] [符号 ] [指定 数 字 ] 
[空白 (また は タブ 文字 )] は 無視 きれ ます 。 
[指定 進数 字 ] は 、0 一 9、A-Z( ま た は ョ aー2) の 文字 の 最初 か 6 radix 個 の 文 


5 二 9 
strtoul は 、 指 定 の 進数 字 の 範囲 外 の 文字 が 現れ る と 、 そ の 時 点 で 変換 を 打ち 切 
ます 。 


endptr が NULL で な けれ ば 、endptr に は 残り の 文字 の 位置 を 設定 し ます 。 
すべ て の 文字 が 変換 で きた な ら ば 文字 列 終 端 の ヌル 文字 宰 0' 位 置 を 、1 文字 も 変 
換 出 来 な か っ た な ら ば 文字 列 の 先頭 の 位置 を 設定 し ます 。 


radix が 0 の と き は 、010 は 8 進数 の 10、0B10 は 2 進数 の 10 と し て 変換 し ます 。 


戻 り 値 | 変換 し た unsigned 1ong の 値 を 返し ます 。 
オーバー フロ ー が 発生 し た 場合 は ULONG MAX を 返し 、 そ れ と と も に errno 
に ERANGE を 設定 し ます 。 
1 文字 も 変換 で き な か っ た 場合 は 0 を 返し ます 。 


参照 関数 | strtoul, strtod 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く stdio.h> 
#1no1]ude く string.h> 
main() 
{ 


char ネエ Dj: 
uns1gned ]ong u1 : 


u1 = gtrtou1( "123" 。 &rp, 10) : 
printf("1ong = %1u, p->%s\nm" 。 u1 , ます 3 
ul = strtou1( "123", &rp, 8): 
printf("1ong = %1u, p->%gs\n"。 u1 , Pal 2 有恒 
u1 = strtou1("123"。 &rp, 2): 
printf("1ong = %1u, p->%s\n", u1,。 rp) : 
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CStTUD『 一 ーーーーーーー と ーー」 
| 書 。 式 | #include <string. h> 


char ※*strupr(string) : 
char ※*string: /* 変換 が 行わ れる 文字 列 へ て の ポイ ンタ /* 


機 能 | 文字 列 string の すべ て の 英 小文字 を も 、 英 大 文字 に 置き 換え ます 。 
他 の 文字 は 変化 し ませ ん 。 


戻 り 値 | string を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


参照 関数 | strlwr 


| 
プロ グラ ム 例 
#1noclude く <stdio.h> 
#1inc1ude く gtring.h> 
main( ) 
{ 
char * わ : 
p = "this is 1]ower": 


printf("origina1  ->%s\n", p): 
printf( "converted ->%s\n" , strupr(p) ) : 


D = "THTS TS UPPER": 
printf("origina1  ->%g\n",。 や ): 
printf("oonverted ->%s\n" , strupr(p) ) : 


p = "This one is $1299.": 
printf( "origina]  ->%s\n"。 や ): 
printf("oonverted ->%s\n" , strupr(p) ) : 
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SW コ レベ ル 2 


#include <stdlib. h> 


void swab(source, destination, n) : 

char *source: /* スワ ッ プ を 行う デー タ へ の ポイ ンタ ※*/ 

char *destination: /* スワ ッ プ 後 の デ ー タ 格納 領域 へ く の ポ イン タ */ 
intn: /* スワ ッ プ を 行う デー タ の バイ ト 数 */ 


source か ら n バ イト コピ ー し 、 隣 接する バイ ト の 並び 、 す な わ ち 偶数 アド レス 
の バイ ト と 奇数 アド レス の バイ ト を 入れ 替え 、 そ の 結果 を destination に スト ア 
ます の 5 

n は 偶数 値 で な けれ ば な り ま せん 。 

swab は ふつ う 、 異 な っ た だ バイト 並び も や も っ た マシ ン 語 へ 変換 する だ め に 使用 し 
ます 5 


戻り 値 は あり ませ ん 。 


SWaW 


リフ ァ レ ンス 


プロ グラ ム 例 
#1inolude く sgtdio・h> 
#1nc1ude <std1ib,h> 
#define S1ZE 256 
statio ohar sro[S1ZE] 
statio ohar des[STZE]: 


main( ) 

{ 
void setsub(char *): 
void putsub(ohar *): 
setsub( sro) : 
putsub( sro) : 
swab(sro, des, STZE) : 
putsub(des) : 


gtatio void 


( 


statio void 


{ 


int 電 1 


setsub(char *p) 


思 om' ( 剖 = ニ 02 交 く 当 TZR3 3 や ) 


ネロ ++ = 


nt 33 


1 


putsub(ochar *#p) 


WOS (は コミ づ 0? は ぐ 8B 玉 BB 3 キモ | 【 


printf("%92x 「」 


if (1i % 16 == 15) 


putohar( '\n) ) : 


putohar( !\n7 ) 


(*p++ & の xfFf) ) : 
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人 ーーー トーEPNPWE ニー 


書 式 | #include <stdlib. h> 


viod swaw(src, dst, num) : 

int ※Src: /※ ま スワ ッ プ を 行う デー タ へ の ポイ ンタ */ 

int *※dst: /* スワ ッ プ 後 の デ ー タ 格納 領域 て の ポイ ンタ */ 
int num: /※ スワ ッ プ を 行う デー タ の バイ ト 数 */ 


機 能 | src か ら num で 指定 し た バイ ト 分 コピ ー し て 、int 型 と 同じ サイ ズ (4 バイ ト ) 
を 1 組 ほ た する デー タ の バイ ト の 並び を 逆 に し ます 。 
結果 は 、dst に 格納 され ます 。 
num は 4 の 倍数 で な けれ ば な り ま せん 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | swab 


522 


第 4 章 リフ ァ レ ンス 


ーーー を ば 


D か mn も 胡 ( "G = %g ま nm"。 G)5 
swmem(p, q, す 4): 


D や nm も お 6 "jp 
OY は mn も まお ( "d 


書 式 | #include <string. h> 
void swmem(D, q, SiZe) : 
void *※p: /* 領域 1 へ の ポイ ンタ ※*/ 
void *q: /* 領域 2 へ の ポイ ンタ ※*/ 
size t size: /*※ 入れ 替え ん る バイ ト 数 */ 
機 能 | p が 指す 領域 の sizee バイ ト と 、q が 指す 領域 の size バイ ト の 内 容 を 入れ 替え ま 
9. ち 
戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
プロ グラ ム 例 
#1noc1ude く stdio.h> 
#inoc1lude く 8tring.h> 
main( ) 
statio ohar p[ ] = "8hamp" 5 
statio ohar q[] = "x68999": 
printf("p %s\nm" 。 p) 』 


%s\n"。 p) 
%s\ ぎ mn”, q) 
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FSYmDO レ ーーーーー セ < ーー 
#include <graph. h> 


void symbol(x, y, st, h, Y, mo, D, an) : 
int x: /* 始点 XX 座標 */ 

inty: /* 始点 Y 座 標 */ 

char *st: /* 文字 列 を 指す ポイ ンタ */ 
char h: /* 横 倍率 */ 

char v: /* 縦 倍率 */ 

int mo: /* フォ ント の 種類 */ 

int D: /*※ パレ ッ ト コ ー ド  ※*/ 

int an: /* 回 転 */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 上 に 文字 列 を 表示 し ます 。 
クリ ッ ピ ング 領域 は 、window 関数 で 指定 し た 範囲 に な り ま す 。- 
x に は 始点 XX 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767) 。 
y に は 始点 Y 座標 を 指定 し ます (一 32768 一 32767) 。 
DP に は パレ ッ ト コ ユー ド を 指定 し ます 。 
mo に は フォ ント の 種類 を 指定 し ます 。 


0 : 6X12 
WE 癌 16 
2 :-12X24 


an に は 回 転 数 を 指定 し ます (0 一 3)。 

1 単位 は 90' で す 。 

st に は 表示 文字 列 を 指す ポイ ンタ を 指定 し ます 。 
h に は 横 倍率 を 指定 し ます 。 

Y に は 縦 倍率 を 指定 し ます 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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リフ ァ レ ンス 


プロ グラ ム 例 
#1noc1ude <stdio.h> 
#1ino1ude く conio・.h> 
#ino1ude く <basic の 9.h> 
#1ino1ude く graph・.h> 
main() 
{ 
nt moO, DC, anYi 
in も hm, Ymi 
D: 当 ま ( 3 
soreen(2, の, 1, 1) 
vpage(1): 


cputs( "horigonta] mu1tiple (9-255 ) hm\\n hm 93 
scanf("%d" , &hm) : 


cputs ("yertica]1 mu1tip1e (の -255 ) Ym\r\n  Vm = 提 識 
soanf ("%d",。 &vm) ji 


cputs( "oharacter pattern sige moO\ ャ \n" ) : 
cputs(" の : 6 xx 12\r\n"): 

cputs("1: 8 xx 16\r\nm"): 

cputs( "2: 12 xx 24\r\n”) 5 

GBDutg( "mo = 2")5 

scanf("%d" 」。 &mo): 


cputs ("oco1or (9-15 ) po\r\n po = ?")j 
scanf("%d" 。 &po): 


cputs( "angle an\r\n"): 
cputs( "の : の deg\\n" ) : 
cputs("1: 9 の deg\r\n"): 
cputs( "2: 189 deg\r\n" ): 
cputs("3: 270 deg\r\n" ) : 
cputs( "an = ?"): 
soanf("%d",」 &an): 


symbo1(384, 255, "x68999", hm, vm, mo, Do, an) ぅ 
while(kbhit() == 9) 


b_exit(9): 
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FSVStemーーーーーー セ <z っ ー」 
| 書 。 式 | #include <stdlib. h> 


int system(string) : 
char *string: /*※ Human68k コマ ンド の 文字 列 を 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | 文字 列 string を Human68k の コマ ンド と し て コマ ンド プロ セッ サ (COM- 
MAND. X) に わた し ます 。 
system は 、COMMAND. X を 探す た め に path の 環境 変数 を 参照 し ます 。 


戻 り 値 | 正 の 数 (0 も ) で 正常 終了 、 一 1 で エラ ー。 
正 の 数 の 場合 、 返 り 値 は 起動 し た 子 ア ロモ セス (COMMAND. X) の 終了 ュー ド 。 


参照 関数 | execl, execle, execlp, execv, execVe, execVD, exit, exit, SDawnl, spawnle, 


SDaWnlD, SDaWnYv, SDaWnve, SDAWnVD 


プロ グラ ム 例 


#inolude く <stdio.h> 
#1no1ude く <std1ib.h> 


main(int argo, ohar *argY[ ] ) 
char * ネ st : 
Str = (argo == 1) ? "date" : argv[1]: 


if (system(str) < 9) { 
printf ("error\n" ) : | 
exit(1): | 
} 

e ヌ ュ t(9): 
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書 式 | #include <math. h> 
double tan(x) : 
double tanh(x) : 
double x: 
機 能 | tan は 、x の タン ジェ ント を 、tanh は x の ハイ パ ボ リッ クタ ンジ ェ ン ト を 計算 
し ます 。 
戻 り 値 | tan は xr の タン ジェ ント 値 を 返し ます 。 
tanh は ハイ パ ボ リッ クタ ンジ ェ ン ト 値 を 返し ます 。 
参照 関数 | acos, asin, atan, atan2, cos, cosh, sin, sinh 
プロ グラ ム 例 
#inoc1ude く <sgtdio.h> 
#inolude く <math.h> 
main( ) 
{ 
doubl1e xi 
1nt 
Fow (は ニ -322 きき で = 32? 1 キキ +) 【 


x = (doubl1e)i / 19.9: 
printf ("も tan(%+4.1f) = %g\nm",。 xx, tan(x) ) 
} 
Fo* CE ニー32 の 5 骨 く = 323 まり) 
x = (doub1e)i / 19.0: 
printf ("tanh(%+4.1fF) = %g\n", x, tanh(X) ) 
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Ft@ 上 ーーーーー と っ] 


書 式 | #include <io. h> 


long tell(handle) : 
int handle: /* 該当 ファ イル の ファ イル ハン ドル */ 


機 能 | ファ イル ハン ドル handle の ファ イル ポイ ンタ の 現在 位置 を 調べ ます 。 


戻 り 値 | 現在 の 位置 を 先頭 か ら の バイ ト 数 で 返し ます 。 
ファ イル ハン ドル の 引数 が 無効 の 場合 は 一 1 を 返し 、errno に EBADF が セッ ト 
る れ ま す 。 
シー ク 不 可能 な デバ イス (RS-232C や プリ ンタ な ど ) を 指定 し た 場合 、 戻 り 値 
は 不定 と な り ま す 。 


参照 関数 | ftell, lseek 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く stdio.h> 
#1no1ude く std1ib.h> 
#1no1ude <fcnt1 .h> 
#inoc1ude く io.h> 
#inoc1ude く gtat .h> 
#define LEN 199L 


main(int argo, char *argY[ ] ) 
{ 
char buf [ LEN] : 


char *fi]lex: 
in も ま 和 5 
まる 上 よら ご (Bm 雪 は ツメ 1) ? amgWill : “TA1Le"s 
if ((fn = open(fi1e, O_RDONLYIO_BTNARY ) ) == -1) 【 
perror(file): 
exi(1 ) : 
} 
if (1seek(fn, -LEN, SEEK END) == -1L) { 
perror( "seek error" ): 
@ 交 3 此 ( 1) 5 


| 

printf( "pos = %1d\n", te11(fn) ) 
close(fn) : 

e ュ 1t( の 9) 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


tempfil x エ 


書 式 | #include <stdio. h> 


FILE *tempfile(dir, prefix) : 
char *dir: /* 作成 する ファ イル の パス 名 の 部 分 */ 
char *prefix: /* 作成 する ファ イル の 基本 部 分 */ 


機 能 | tempfile は 、 テ ン ポ ラリ ファ イル を バイ ナリ モー ド て 更新 用 ("W 寺 5”) に ォ ー プ 
ジ し まず 。 
作成 きれ る テン ポラ リフ ァイル は 、 ク ロー ズ し た り 、 プ ログ ラム が exit 関数 に 
よ ょ っ て 正常 終了 し た 時 点 で 、 自 動 的 に 削除 きれ ます 。 
tempfile は 、 オ ー プ ン き され た ファ イル が 自動 的 に 削除 きれ る こと を 除け ば 、 
fopen(tempnam (dir, prefix), “w 十 b") と 同じ 動作 を し ます 。 
dir や prefix に つい て は 、tempnam 関数 を 参照 し て 下さ い 。 
tempfile は 、 フ ァイル 名 を 内 部 の 静 的 な 領域 に 作成 し 、 を の ファ イル 名 を 用 い 
で ラテ ァイル を オー ジジ し ます 。 
この 静 的 な 領域 は tempnam や tmpnam 関数 な ど で も 使用 する た め 、tempfile 
を 呼び 出す と 、 それら の 関数 が 作成 し た ファ イル 名 を 消し て し まう の て 注意 し て 
た あ 和 Na 


戻 り 値 ォ ー プ ン に 成功 する と 、 オ ー プ ン し た スト リー ム の ポイ ンタ を 返し ます 。 
オォ オー プン に 失敗 する と 、 ヌ ルポ イン タ を 返し ます 。 


参照 関数 | tmpfile, tempnam, tmpnam 


| 
プロ グラ ム 例 

#ino1ude く <stdio.h> 

#inolude く <std1ib.h> 

main( ) 
FTLE * ネ fp: 
if ((fp = tempfile("b:"。 "sample.tmp" ) ) == NULL ) 

fprintf( stderr, "oan' て open temp fi1e\n" ) : 

ex ュ 1 て (の) 
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tempnam レベ ル 2 


530 


#include <stdio. h> 


能 


char ※*tempnam (dir, prefix) : 
char ※*dir: /*※ 作成 する ファ イル 名 の パス 名 の 部 分 */ 
char *prefix: /* 作成 する ファ イル 名 の 基本 部 分 */ 


tempnam は 、 既 存 の ファ イル と は 異な る ファ イル 名 を 作成 し ます 。 
作成 きれ た ファ イル 名 は 、 一 時 的 に 使用 する テン ポラ リフ ァイル の 名 前 と し て 使 
用 する こと が で きま す 。 

tempnam は 、 最 大 TMP MAX 回 まで 異な る ファ イル 名 を 作成 し ます 。 

dir に は 、 パ ス 名 を 指定 し ます 。 

作成 きれ る ファ イル 名 の パス 名 は dir に な り ま す 。 

prefix は 、 フ ァイル 名 の 基本 部 分 を 指定 し ます 。 

作成 きれ る ファ イル 名 の 主 フ ァイル 名 は 、prefix に 付加 し た 文字 列 に な り ま す 。 
prefix に 拡張 子 が 含ま れ て いる と 、 作 成 さ れる ファ イル 名 の 拡張 子 は それ に な 
か ます 。 

prefix に 拡張 子 が 含ま れ て いな いと 、 拡 張子 は "$88" に な り ま す 。 

dE が 、 カ セレ ント ドド ポラ イグ 、 カ レン トディ レク トリ を 参照 する (ドラ イブ 名 が 合 
まれ て いな い 、 ま だ た は フ パス 名 が 含ま れ て いな い 、 相 対 パ ス を 使用 し て いる 場合 な 
ど ) と き は 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 

作成 し た 名 前 で ファ イル を オー プン する 前 に 、 カ レン トド ライ ブ カ レ ン トディ ン レ 
クト リ を 変更 する と 、 作 成 し た ファ イル 名 は 意味 を な さき な く な っ て し まい ます 。 
tempnam は 、 フ ァイル 名 を 内 部 の 静 的 な 領域 に 作成 し 、 を の ポイ ンタ を 返し ま 
す 。 

を の た め 、 再 度 tempnam や tmpnam な ど を 呼び 出す と 、 上 書き し て 古い ファ 
イル 名 を 消し て し まい ます 。 

この 関数 に よっ て 作成 され た ファ イル 名 で 普通 に (fopen や open 関数 な ど で ) 
ファ イル を 作成 し た 場合 、 作 成 さ きれ た ファ イル は 、 自 動 的 に 消さ きれ る こと は あり 
ませ ん 。 

プロ グラ マ の 貢 任 に よっ て 削除 し て くだ きい 。 


作成 に 成功 する と 、 作 成 し た 文字 列 の ポイ ンタ を 返し ます 。 
作成 に 失敗 する と 、NULL を 返し ます 。 


プロ グラ ム 例 


リフ ァ レ ンス 


"sample.tmp")) == NULL ) 
"can't oreate temp fi1e\n"): 


= fopen(name, "w') ) == NULL) ( 


#1ino1ude <stdio.h> 
#1nolude <std1ib.h> 
matin( ) 
{ 
char *name i 
FILE * ネ fp 
if ((name = tempnam("B:" 
fprintf ( stderr, 
if ((fp 
fprintf( stderr, 
exit(1): 
} 
else { 


"can't open temp file\n"): 


fprintf(fp, "he11o\n"): 


system( "dir \ ぎ \") 
system( "dir"): 
(void)fclose( fp) 
exit(9): 


3 


5SL 


書 式 | #include <time. h> 


time t tme(tp) : 
timet ※*tD: 


機 能 | シス テム クロ ッ ク が 、 グ リ ニ ッ ジ 標 準 時 (GMT) 1970 年 1 月 1 日 0 時 0 分 0 秒 
か ら 経 過 し た 秒 数 を 求め ます 。 
tp が NULL で な けれ ば 秒 数 は 、tp に も 格納 され ます 。 


戻 り 値 | 経過 秒 数 を 返し ます 。 


参照 関数 | asctime, ftime, gmtime, localtime, utime, ctime 
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第 4 章 リフ ァ レ ンス 


tmaSC の ルル 


# include <jo. h> 


char *tmasc(time) : 


int time: /* 時 刻 情報 */ 


機 能 | time で 指定 され た 時 刻 情報 を 文字 列 に 変換 し 、 そ の 文字 列 へ の ポイ ンタ を 返し 
まま 
time の 指定 は 以下 の 通 り で す 。 
ビッ ト 15-11 : 時 (0 一 23) 
ピット 10 王 5 : 分 (0 王 59) 
ビッ ト 4-0  : 秒 (0 一 59/2) 
time の 形式 は tmcnv 関数 の 戻り 値 と 同じ で す 。 
time より 変換 ・ 作 成 さ れる 文字 列 は 、 内 部 の 静 的 な バッ ファ に 格納 さる れる た だめ 、 
この 関数 を 呼び 出す と 以前 の 内 容 は 失わ れる こと に 注意 し て くだ さい 。 
戻 り 値 | 正常 終了 な ら ば 、 内 部 の 静 的 バッ ファ に 作成 ・ 格 納 さ れ た 文字 列 へ て の ポイ ンタ を 
返し ます 。 
返 き れる 文字 列 は 、 時 を HH、 分 を MM、 秒 を SS と する と 、“HH : MM: 
SS と いう 形式 ほな り ま すず す 。 
エラ ー な ら ば NULL を 返し ます 。 
参照 関数 | tmcny 
プロ グラ ム 例 
#ino1ude <stdio.h> 
#include <io.h> 
#ino1ude <fcnt1 .h> 
#ino1ude <stat.h> 
main() 
char *p: 
int fn 
nt datetime : 


fn = open( "まま \ ぎ CONFTG.SYS", O_RDWR ) : 
datetime = getf て (fn): 


if ((p = dtasc(datetime >> 16) ) != NULL ) 
if ((p = tmaso(datetime & 9xfFfFf) ) != NULL ) 


close(fn): 


printf(" 日付: %8\n"。 p): 


printf( "時 刻 : %s\n", p): 
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FtTmCTV 一 ーーーーーー と zz 
| 書 。 式 | #include <io. h> 


int tmcnv(timestr) : 
char ※*timestr: /* 変換 し た い 時 刻 文 字 列 */ 


機 能 | tmestr で 指定 きれ た 文字 列 を 時 刻 情報 に 変換 し て 、 そ の 値 を 返し ます 。 
imestr の 指す 文字 列 は 、 時 を HH、 分 を MM、 秒 を SS と す る と 、\HH : 
MM : SS” と いう 形式 で 指定 し ます 。 
timestr は 、tmasc 関数 の 戻り 値 と 同じ で す 。 


測 


り 値 | 正常 終了 な ら ば 、 以 下 に 示す フォ ー マ ッ ト で 時 刻 情報 を 返し ます 。 
ビッ ト 15-11 : 時 (0 一 23) 
ビッ ト 10~-5 : 分 (0 一 59) 
ビッ ト 4-0  : 秒 (0 一 59/2) 


エラ ー な ら ば 負 の 数 を 返し ます 。 


参照 関数 | tmasc 


プロ グラ ム 例 

#1inolude く stdio.h> 
#include く o.h> 
#1inolude く fcnt] .h> 
#include く stat .h> 
main() 

int 3 

ュ in も datetime : 

ュ int date: 

int timei 

if ((date = dtonyv( "99-97-14")) < 9) 


printf(" エ ラー\n" ) : 
if ((time = tmonv( "12:39:99")) < 6) 
printf(" エ ラー\n" ) : 


datetime = ((date << 16) | time): 
fn = open( "\ ぎ CONFTG.SYS"」 O_RDWR ) : 


chgft(fn, datetime ) : 
close(fn) : 
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tmpfil と ベル っ 


書 式 | #include <stdio. h> 


FILE *tmpfile( ) : 


機 能 | tmpfile は 、 テ ン ポ ラリ ファ イル を バイ ナリ モー ド で 更新 用 ("W 十 5") に オー プン 
し まず 。 
作成 され る ファ イル は 、 ク ロー ズ し た り 、 プ ログ ラム が exit 関数 に よっ て 正常 
終了 し た 時 点 で 自動 的 に 消去 きれ ます 。 
tmpfile は 、 オ ー プ ン き され た ファ イル が 自動 的 に 消去 きれ る こと を 除け ば 、 
fopen(tmpnam (NULL), "w 十 b”) と 同じ 動作 を し ます 。 
tmpfile は 、 フ ァイル 名 を 内 部 の 静 的 な 領域 に 作成 し 、 を の ファ イル 名 を 用 いて 
ジア MK を ホー ジン し ます : 
この 静 的 な 領域 は tempnam や tmpnam 関数 な ど で も 使用 する た め 、tmpfile を 
呼び 出す と 、 そ れ ら の 関数 が 作成 し た ファ イル 名 を 消し て し まう の で 注意 し て 
だ さい 。 


戻 り 値 | オー プン に 成功 する と 、 オ ー プ ン し た スト リー ム の ポイ ンタ を 返し ます 。 
ォ ー プ ン に 失敗 する と 、NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | tmrpfile, tempnam, tmpnam 


プロ グラ ム 例 

#inc1ude く <stdio.h> 

#1no1ude く <std1ib.h> 

main( ) 
FTLE * ネ fp1 
FTLE *fp2 : 
if ((fp1 = tmpFfi1e()) == NULL ) 

fprintf( stderr, "oan't open temp fi1e\n"): 

if ((fp2 = tmpfile()) == NULL ) 


fprintFf( stderr, "ocan't open temp fi1e\n"): 


fprintf(fp1, "he11o"): 
fprintf(fp2, "he11o" ): 
ystem( "dir \ 半 "): 
system( "dir"): 


(void)fc1ose(fp2 ) 
(void)foc1ose(fp1 ) : 
ei も (9) 
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Fmpnamーーーーーー セ テー 


書 式 | #include <stdio. h> 


char *tmpnam(str) : 
char *str: /* 作成 し た ファ イル 名 を 格納 する 領域 く の ポ イン タ */ 


機 能 | tmpnam は 、 既 存 フ ァイル と は 異な る ぁ フ ァイル 名 を 作成 し ます 。 
作成 きれ た ファ イル 名 は 、 一 時 的 に 使用 する テン ポラ リフ ァイル の 名 前 と し て 使 
用 する こと が で きま す 。 
tmpnam は 、 最 大 TMP MAX 回 まで 異な る ファ イル 名 を 作成 し ます 。 
str は 、 作 成 し た ファ イル 名 を 格納 する 領域 へ く の ポ イン タ か 、NULL を 指定 し ま 
ja 
領域 を 指定 し た 場合 、 そ の 領域 は 最低 で も 工 tmpnam 個 の 文字 が 格納 で き な け 
れ ば な り ま せん 。 
NULL を 指定 し た 場合 、 フ ァイル 名 は 内 部 の 静 的 な 領域 に 作成 され ます 。 
その た だ た め 、 再 度 tempnam や tmpnam な ど を 呼び 出す と 、 上 書き し て 古い ファ 
イル 名 を 消し て し まい ます の で 注意 し て くだ さい 。 
この 関数 が 作成 する ファ イル 名 は 、 カ レン トド ライ ブ 、 カ レン トディ レク トリ を 
変更 する と 、 意 味 を な る な く な っ て し まう の で 注意 し て くだ さい 。 
この 関数 に よっ て 作成 され だ た ファ イル 名 で 普通 に (fopen や open 関数 な ど で ) 
ファ イル を 作成 し た 場合 、 作 成 さ れ た ファ イル は 、 自 動 的 に 消さ れる こと は あり 
ませ ん 。 
プロ グラ マ の 責任 に よっ て 削除 し て くだ さい 。 


戻 り 値 | 作成 に 成功 し た と き 、str が NULL の 場合 、 内 部 の 静 的 な 領域 の ポイ ンタ を 返 
し 、str が NULL で は な い 場 合 、str を 返し ます 。 
作成 に 失敗 す ナ る と 、NULL を 返し ます 。 


参照 関数 | tempnam, tempfile, tmpfile 
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リフ ァ レ ンス 


プロ グラ ム 例 
#1inc1ude く stdio.h> 
#1no1ude く <std1ib.h> 
main() 
{ 
char buf [上 tmpnam] : 
char *namei 
FTLE *fp: 


if ((name = tmpnam(buFf ) ) == NULL ) 


fprintf(stderr, "ocan't oreate temp file\n" ) : 


if ((fp = fopen(name, "" ) ) == NULL ) 


fprintf(stderr, "ocan'?t open temp file\n"): 


fprintf(fp, "he11o\n" ): 
syStem( "dir \\"): 
system( "dir" ): 


(void)fo1ose(Ffp) 
ex ュ it( 9) : 
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toascii, tolower, toupper 


こ tolower, _toupper レベ ル ク 2 


書 式 | #include <ctype. h> 


int toascii(c) : 

int tolower(c) : 
int tolower(c) : 
int toupper(c) : 


int toupper(c) : 


EGG 7 ポ 区 学 | ポ / 


機 能 | 文字 c を 次 の よう に 変換 し ます 。 


【toascii】 
文字 c の 下位 7 ビッ ト 以 外 を 0 に し て 、ASCII 文字 に 変換 し ます 。 
c が ASCII 文字 を 表し て いる 場合 は 変換 し ませ ん 。 


【tolower】 
文字 c が 大 文字 の 場合 は 小文字 に 変換 し ます 。 
大 文字 以外 の 場合 は 変換 し ませ ん 。 


【 tolower】 
文字 c が 大 文字 の 場合 は 小文字 に 変換 し ます 。 
大 文字 以外 の 場合 は 不定 で す 。 


【toupper】 
文字 c が 小文字 の 場合 は 大 文字 に 変換 し ます 。 
小文字 以外 の 場合 は 変換 し ませ ん 。 


【 toupper】 
文字 c が 小文字 の 場合 は 大 文字 に 変換 し ます 。 
小文字 以外 の 場合 は 不定 で す 。 


り 値 | 変換 後 の 文字 を 返し ます 。 
エラ ー 時 の 戻り 値 は あり ませ ん 。 


測 
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参照 関数 | isalnum, isalpha, isascii, iscntrl, isdigit, isgraph, islower, iSprint, iSpunct, 


issDace, 1SuDDer, iSxdigit 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く <stdio・.h> 
#1noc1ude く <otype・h> 
main( ) 
{ 
nt (ec が 1 
nt C1 。 C2。 o3。 G4: 
printf(" c 。 1ow 。 upp _1ow _upp ぎ n" ): 


for (co = 9 の x29: o < 9x7f: c++) 【{ 


c1 = tolower(c): 

c2 = toupper(o): 

c3 = isupper(c) ? tolower(o) : Oi 

c4 = is1ower(c) ? toupper(o) : Oi 
printf("%02x:  %o %c %c %c %o\n"」 


C。 で 。 GL。 O2 。 G3。 G4) 1 


注 :・ 以上 は マク ロ 定 義 と 関数 版 が あり ます 。 マ クロ 定義 に は ctype. h を 用 い 、 関 数 版 に は 
fctype.h を 用 いて くだ さい 。 
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FtZS@ キ ーー ーーー ジ ァ っ ー」 


書 式 | #include <time. h> 


void tzset( ) : 


int daylight : 
time t timezone : 


char *tzname [2| : 


機 能 | 環境 変換 TZ に 設定 され て いる 値 を 利用 し て 、 次 の 変数 に 値 を 代入 し ます 。 


timezone  : グリ ニッ ジ 標 準 時 と 地方 時 の 時 差 秒 数 
tzname [0] : 3 文字 の タイ ム ゾ ゲー ン 文 字 列 
tzname [1] : 3 文字 の 夏時間 調節 ゾー ン 文 字 列 
daylight : tzname [1] が 空 文字 列 (NULL) な ら 6 ば 0 
tzname [1] が 空 文字 列 (NULL) で な けれ ば 夏時間 調節 秘 数 


これ ら の 変数 は 、 地 方 時 を 扱う 関数 に な いて グリ ニッ ジ 標 準 時 (GMT) を 地方 
時 に 変換 する と き に 使い ます 。 

な お 、 プ ログ ラム 起動 時 に 自動 的 に tzset が 呼び 出さ きれ ます 。 

環境 変数 TZ に は 、 以 下 の よ うな 値 を 設定 し て お きま す 。 


JSTー9 (日 本 の 場合 ) 


だ と えば ABC5DEF1 な ら ば 、 タ イム ゾー ン 文 字 列 は “ABC"、 夏 時 間 調 節 ゾ ー 
ン 文字 列 は “DEF"、 時 差 は 5 時 間 、 夏 時 間 調節 は 1 時 間 に な り ま す 。 

また 、 夏 時 間 調 節 文 字 列 の 後 の 数 字 を 省略 する か 、0 に する と 1 時 間 に な り ま 
が 

また だ 、 夏 時 間 調 節 文字 列 が な い 場 合 は 、 夏 時 間 は な し に な り ま す 。 

環境 変数 T ク が な い 場 合 は 、JSTー9 (日 本 時 間 ) に な り ま す 。 

環境 変数 TZ の 設定 は 、Human68K の コマ ンド ライ ン で 以下 の よう に し て 行う 
こと の ま て きま す 。 


A>SET  TZ ク = テ GMT0 


な お 、 時 差 は 、 グ リ ニ ッ ジ 標 準 時 一 地方 時 で 求め ます 。 
だ と えば 、 グ リ ニ ッ ジ 標 準 時 が 3 時 の と き 地 方 時 が 13 時 で あれ ば 、3 一 13 ニ ー10 
で 、 一 10 時 間 に な り ま す 。 
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irircolilimiomomoyDM タ デー つつ マレ 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | asctims, ftime, localtime 
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画 
FUIO8ーーーーーーーー ァ ュー 
| 書 。 式 | #include <stdib. by 


char ※*nuitoa(Val, str, rdx) : 


unsigned int val: /* 変換 する 数 値 */ 
char *str: /* 文字 列 を 格納 する 領域 */ 
intrdx: /* 基数 */ 


機 能 | 数 値 val を 文字 列 str に 変換 し ます 。 
rdx は val が 何 進 数 な の か を 表し (基数 と いう )、 必 ず 2 から 36 の 範囲 で 指定 し 
ま 汐 
Str は 変換 後 の 文字 列 が 十分 納まる 大 きる で な けれ ば な り ま せん 。 


戻 り 値 | str を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


っ 
プロ グラ ム 例 
#1no1ude く stdio.h> 
#1ino1ude く <std1ib.h> 
main( ) 


char buf [ 34]1 : 
unSs1igned in も し 


for (ui = の : ui < 69906U: ui += 1069) { 
D デ すえ 仙 和 ("先生 1"。 でき)5 
printf("%7s "。 uitoa(ui,。 buf,。 2 
printf("%3s ", uitoa(ui, buf, 8 
printf("%2s ",。 uitoa(ui, buf, 1 
printf("%2s "。 uitoa(ui, buf, 1 
printf(" ま nm") : 


Wa 
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ultoa レラ 


書 式 | #include <stdlib. h> 


char *utroa(value, string radix) : 

unsigned long value: /* 変換 すべ き 整 数 値 */ 

char *string: /* 文字 列 の 格納 領域 指す ポイ ンタ ※/ 
int radix: /* 基数 */ 


char buf[ 34]: 
unsigned 1ong WU S 


For (u1 = の: u1 < 19990999UL: u1 += 19999UL) 【 


機 能 | 数 値 value を ヌル 文字 宰 0' で 終了 する 文字 列 に 変換 し 、string に 格納 し ます 。 
オーバーフロー の チェ ッ ク は 行わ れ ま せん 。 
引数 radix は 、value の 基数 で 、2 ミ radix ミ 36 の 整数 で す 。 
文字 列 string を 格納 する た め に は 、 最 大 33 バイ ト の 領域 が 必要 で す 。 
戻 り 値 | string を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
参照 関数 | itoa, ltoa 
プロ グラ ム 例 
[ 1 
#ino1ude く <stdio.h> 
#ino1ude く <sgtd1ib.h> 
main( ) 


printf("%191u : "」。 u1): 
printf("%20s 「。 uHL も Sa'(tu1L。 buUT 。 2))5 
printf("%8s ", u1toa(u1, buf, 8)): 
printf("%7s ", u1toa(u1, buf, 10 ) ) 
printf("%6s ", u1toa(u1, buf, 16 ) ) 
printf(" ま mn" ) 
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FUngetC 一 ーーー ジテ ラー] 


書 式 | #include <stdio. h> 


int ungetc(c, stream) : 
int c: /*※ 返さ れる 文字 */ 
FILE *stream: /* FILE 構造 体 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | 入力 スト リー ム stream か ら 、 直 前 に 読み 込ん だ 文字 c を 入力 スト リー ム に 戻 
し 、 フ ァイル ポイ ンタ を 1 文字 分 戻し ます 。 
stream は バッ ファ リン グ さ る され 、 読 み 込 み の た め に オー プン し て いな けれ ば な 5 
ませ ん 。 
な お 、ungetc を 使っ て EOF を 戻 そ うと し て も 無視 され ます 。 
また だ た 、stream か ら 何 も 読み 込ん で いな い 場 合 や 、c が 戻す こと が で き な い 場合 
は 、 エ ター と な り ま すす 。 
入力 スト リー ム に 戻し た 文字 は 、fSeek や rewind 関数 を 実行 する と 消 き れ ま す 。 


戻 り 値 | 入力 スト リー ム に 戻し た 文字 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は EOF を 返し ます 。 


参照 関数 | getc, petchar, putc, putchar 
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プロ グラ ム 例 


#1nc1ude く stdio.h> 
#ino1ude く std1ib.h> 
#1no1ude く <ctype・h> 
main( ) 
{ 
void out digit(FTLE *): 
FTLE *fp: 
nt Ci 
whi]1e ((c = getohar( ) ) != EOF) 【{ 
if (isdigit(c)) 【{ 
ungeto(c, stdin ) : 
out_ digit( stdin) : 
} 
} 
exit(9): 
} 
statio void out digit(FTLE *fp) 
{ 
int Cs 
while ((c = getohar( ) ) != EOF) 【 


if (isdigit(oc) ) 
putchar(c) jj 
else { 
ungeto(c, fp) 
break 


545 


FungetcChーーーーーー セ < テー 


書 式 | #include <conio. h> 


int ungetch(c) : 
int ci /* 戻す 文字 */ 


機 能 | 文字 c< を コン ソー ル に 戻し 、 次 の 読み 込み 文字 と し ます 。 
文字 を 読み 込ま な いで 2 回 以上 連続 し て umgetch を 実行 する と エラ ー に な り ま 
が 。 


戻 り 値 | 戻し た 文字 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は EOF を 返し ます 。 


参照 関数 | cscanf, getch, getche 


プロ グラ ム 例 
#ino1ude く octype・h> 
#inolude く <conio.h> 
#define MAX 64 
matn( ) 


{ 
char buf [MAX] : 


ュ in すう 
nt Cs 
while ((c = getohe( ) ) , isspace( で ) ) 


まお om ( ヨ ニ の 5 も ユ く JMAXS ます キ ) 【 
if (isspaoce(oc) ) 
break: 
buf[ ュ ++] = oi 
c = getohe( ) : 


} 
ungetoh(c): 
DA お] ニ ? 補 75 
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unlink, removeー っ 


書 式 | #include <o. h> 


int unlink(pathname) : 
char *pathname: /* 削除 する ファ イル */ 


#include <stdio. h> 


int remove(pathname) : 
char *pathname: /* 削除 する ファ イル */ 


機 能 | ファ イル pathname を 削除 し ます 。 
unlink と remove は 定義 きれ て いる ヘッ ダフ ァイル が 異な る だ け で 、 機 能 、 実 
行 結 果 は 同じ で す 。 


測 
証 


正 の 数 (0 も ) で 正常 終了 、 一 1 で エラ ー。 
通常 は 0 が 返り ます が 、 特 殊 デ バイ ス ド ラ イ バ が 、 対 象 の 時 0 以外 の 正 の 数 が 返 
り ま す 。 


参照 関数 | close 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く stdio.h> 
#1inc1ude く <std1ib.h> 
#inc1ude く io.h> 


main(1int argo, ohar *argv[ ] ) 


まず ま 《 な や 品 6. = ご =: 上) 
puts("Usage: un1injk fi]ename" ) : 
else [〔 
if (un1ink(argv[1]) == -1) [{ 
printf("%s を 削除 で きま せん 。\n", argyv[1] ) : 
ex ュ 1 て (1 ) : 
} 
} 
e メ ュ キ (の): 
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書 式 | #include <basic0. h> 


char ※*using(s, fmt, ・・・) : 
char *s: /* 変換 し た 文字 列 を 指す ポイ ンタ ※*/ 
char *fmt: /* 書式 制御 文字 列 へ て の ポイ ンタ ※*/ 


機 能 | * fmt の 内 容 に より 、 ス タッ ク 上 の デー タ が double か string か を 判断 し ます 。 
数 値 は すべ て double で す 。 
な お 、 書 式 制御 文字 は 次 の 通り で す 。 


@ 数 
| 機能 
# 桁 
小数 点 
ホオ ー 符号 
220 * て 埋め る 
YY 壮 記 号 わ を つけ る 
* * 平 \ 記 号 わ つけ * 埋 め る 
2 小数 点 
) 3 桁 の カン マ 区 切り 


@ 文字 
制御 文字 機能 
! 先頭 の 1 文字 
& “ 科 " で 囲ん だ だ け の 文字 数 分 (“&” も 含む ) 文字 列 を 出力 する 
5 エス ケー ププ 文字 
これ に 続く 1 文字 を 文字 と し て 印刷 する 


戻 り 値 | 作成 し た 文字 列 を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 
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utim ーー アラ 


書 式 | #include <utime. h> 


int utime(pathname, times) : 
char *pathname: /* 該当 ファ イル の パス 名 ※*/ 
struct utimbuf *times: /* utimbut 構造 体 を 指す ポイ ンタ */ 


機 能 | ファ イル pathname の 更新 日 時 を times に セ モット し ます 。 
ファ イル は 書き 込み 可能 で な けれ ば な り ま せん 。 
times は utime. h で 定義 きれ て いる utimbuf 型 の 構造 体 を 指し て いな けれ ば な 
り ま せん 。utimbnuf 型 構造 体 は 以下 の 通 り で す 。 


struct utimbuf 【 
time t actime : 
time t modtime : 
): 
変更 日 時 は この 構造 体 の modtime 領域 に よっ て モッ ト さ る され ま す 。 
tmes が NULL の 場合 は 、 変 更 日 時 は 現在 の 時 間 に セ モット る れ ま す 。 


戻 り 値 | 更新 日 時 を 変更 びき た と き に は 0 を 返し ます 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 一 1 を 返し 、errno に 次 の 値 が セット され ます 。 


errno の 値 内 容 


pathname が ディ レク トリ を 指定 、 ま た は 読み 込み 専用 の 
属性 が 付い た ファ イル を 指定 し て いる 


EACCES 


EMFILE オー プン し て いる ファ イル の 数 が 多 す ぎる 


1 回 


ENOENT ファ イル また は パス 名 が 見 つか ら な い 


参照 関数 | asctime, ctime, fstat, ftime, gmtime, stat, time 


プロ グラ ム 例 
#inoc1ude く stdio.h> 
#1nolude く utime.h> 
manin( ) 
1f (utime( "まま sales\\wes も t"。 NULL) != の) 
perror(" 変 更 で きま せん 。"): 
} 
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FUWtOa。 WtOaーーーー テ ニテ テー 


書 式 | #include <stdlib. h> 


char *wtoa(wval, str, rdx) : 


char *uwtoa(uval, str, rdx) : 


short wval: /* 変換 する 数 値 */ 

unsigned short uval: /* 変換 する 数 値 */ 

char *str: /* 文字 列 格納 配列 へ て の ポイ ンタ ※*/ 
intrdx: /* 基数 */ 


機 能 | 数 値 wval uval を 文字 列 str に 変換 し ます 。 
rdx は val が 何 進 数 な の か を 表し (基数 と いう )、 必 ず 2 か ら 36 の 範囲 で 指定 し 
まま 。 
str は 変換 後 の 文字 列 が 十分 に 納まる 大 きる で な けれ ば な り ま せん 。 
wtoa で 、wval が 負 の 数 、rdx が 10 の と き は 、str の 1 文字 目 は マイ ナス (一 ) 
代 な ひま す 。 


戻 り 値 | str を 指す ポイ ンタ を 返し ます 。 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く stdio.h> 
#1no]ude く std1ib.h> 
main() 


char buf[ 34] 
Short S 


for (gs = -19 の の: s < 1 の 9: ga += 1 の 9) 【 
世 下 きき mn も (071 は リ 。 生 )3 
printf("%932s ", wtoa(s, buf, 2) ) 
printf("%11s ", wtoa(s, buf, 8) ) : 


printf("%78 ", wtoa(s, buf, 109) ) 
printf("%8s ", wtoa(s, buf, 16) ) 
printf("\n" ) : 
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va_sStart, va_ar9, 


a-@nd レベ ル 2 
書 式 | #include <stdarg. h> 


viod va start (param, lastarg) : 


type va arg(param, type) : 
viod va end(param) : 


Va list param : 


機 能 | va_start, va_arg, va end は 、 可 変 個 の 引数 の 参照 を 実現 する た め に 用 意 き れ て 
いま す 。 
param は 、 可変 個 の 引数 を 参照 すみ た め の 変 数 で す 。 
可変 個 の 引数 を 参照 する 関数 の 先頭 で 、va list 型 の 変数 と し て 宣言 し ます 。 
va_start は 、param が 可変 個 の 引数 の 先頭 を 指す よう に 設定 し ます 。 
lastarg は 、 その 関数 の 固定 の 引数 の うち 、 最 後 の 引 数 の 名 前 を 設定 し ます 。 
va_arg は 、 可 変 個 の 引数 の うち 、param が 指す 引数 を type 型 の 値 と し て 取り 
出し ます 。 
を し て 、param が 次 の 引数 を 指す よう に 変更 し ます 。 
Ya_end は 、 可 変 個 の 引数 の 参照 終了 る せ 、va start, va arg を 使用 し た 関数 
か ら 呼 び 出し 元 へ 、 正 常に 制御 が 戻る よ うに 手続 き を し ます 。 
va start, Va arg, va end は 、stdarg.h で マク ロ と し て 宣言 きれ て いま す 。 


戻 り 値 | va start, va end は 、 戻 り 値 が あり ませ ん 。 


va_ arg は 、 可 変 個 の 引数 の うち 、param が 指す 引数 を 、type 型 の 値 と し て 返し 
き 信 。 


参照 関数 | vfprintf, vprintf, vsprintf 
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プロ グラ ム 例 


#1nolude く stdio.h> 
#inolude く <stdarg・.h> 
#1nc1ude く string,h> 
main( ) 
{ 
char *addstr(ochar * ネ 。 。。。) 
char buf[256]: 
char *pt エ ぅ 
ptr = addstr(buf,。 "abc",。 "123"。 "ABC" 。 NULL ) 
printf ( "%s\nm" ,。 ptr ) : 
ptr = addstr(buf, "123"。 "ABC"。 2 江 BDT YO 。 NUDBD》 5 


printf("%s\ ぎ nm" , ptr ) : 
} 


statio ohar *addstr(char *buf, .・.・.) 
{ 

Ya _1ist ap: 

char *S: 


va_start(ap, buf ) : 

*buf = ぎの 97: 

while ((s = va _arg(ap, char *)) != NULL ) 
Stroat(buf, s): 

va_end(ap) : 

return (buFf ) 
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ーーーーーーーー ド 0 m 


書 式 | #include <basic. h> 


double val(s) : 
char *s: /* 変換 を 行う 文字 列 へ て の ポイ ンタ */ 


機 能 | 文字 列 を 数 値 に 変換 し ます 。 
数 値 に は 、X-BASIC の 表現 (&H な ど ) を 使う こと も で きま す 。 


測 
訓 


変換 後 の 数 値 を 返し ます 。 
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LVーCU キ ーーーーーーーー セー 
| 書 。 式 | #include <mage. h> 


void v cut(tv sw) : 
char tv sw: /* 制御 スイ ッ チ */ 


機 能 | スー パー イン ポーズ 表 示 時 、 テ レビ 画面 の 表示 制御 を 行い ます 。 
ty sw に 指定 で きる 内 容 は 次 の 通り で す 。 


0 : テレ ビ 画 面 の 表示 
1 : テレ ビ 画 面 の 表示 カッ ト 


また 、 次 の 関数 の 組み 合わ せ に より 、 各 種 の 画面 を 表示 する こと が で きま す 。 


y cut (0) : vpage 0 …… スー パー イン ポーズ 
vV cut (0) : vpage (0) …… テレ ビビ 画面 
vcut (1) : vpage (1) …… コン ピュ ー タ (グラ フィ ッ ク ) 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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Vfprintf, vprintf, 


SDrintf, vVcprin レベ ルク 


書 式 | #include <stdio. h> 


int vfprintf (stream, format, argptr) : 

int vprintf (format, argptr) : 

int vsprintf (buffer, format, argptr) : 

FILE *stream: /* 出力 する ファ イル スト リー ム */ 
char *format: /* 出力 書式 */ 

char *buffer: /* 出力 先 文字 列 バ マッ フ ァ */ 

va list argptr: /* 引数 へ の ポイ ンタ */ 


#include <conio. h> 


int vcprintf (format, argptr) : 
char *format: /* 出力 書式 */ 
va list argptr: /* 引数 へ の ポイ ンタ */ 


機 能 | vfprintf, vprintf, vsprintf, vcprintf 関数 は 、 そ れ ぞ れ fprintf, printf, sprintf, 
cprintf と ほぼ 同じ 機能 を 持つ 関数 で す 。 
これ ら の 違い は 、 出 力 し た い 引 数 を 直接 指定 する の で は な く 、 引 数 リス ト へ の ポ 
イン タ を 指定 する 点 で す 。 
各 関 数 の 詳細 は 、 それぞれ に 対応 する 関数 を 参照 し て くだ きい 。 
動作 に つい て は 、 そ ちら を 参照 し て 下さ い 。 
引数 リス ト へ の ポイ ンタ argptr は 、va start 関数 に よっ て 設定 され る 可変 個 の 
引数 を 参照 すみ る た め の 変 数 を 指定 し ます 。 
例え ば 、printf 関数 を vprintf を 用 いて 実現 する と 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 


int printf (format) 
char ※*format : 
( 
Va list argptr : 
int status : 
Va start(argptr, format) : 


status 三 Vprintf(format, argptr) : 


va end(argptr) : 


return (status) : 
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戻 り 値 | 出力 し た 文字 数 を 返し ます 。 
エラ ー の 時 は 負 の 数 を 返し ます 。 


参照 関数 | fprintf, printf, sprintf, va start, va end, cprintf 


プロ グラ ム 例 

#ino1ude く <stdio.h> 

#1inolude く sgtdiarg.h> 

matin( ) 

{ 
1nt eprintf(char *): 
printf(" こ れ は 標準 出力 で す \n"): 
eprintf(" こ れ は 標準 エラ ー 出 力 で すき \n"): 

} 

Statio nt eprintf(char #*Fformat ) 


{ 
Ya_1ist argptr: 
in も status: 


va _start(argptr, format ) : 

status = vfFprintf ( stderr, format, argptr ) : 
va_end(argptr ) : 

return (status ) : 
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リフ ァ レ ンス 


VD99 レベ ル 3 


書 式 | #include <graph. h> 


void vpage) : 


chari: /* 表示 ペー ジ の 指定 */ 
機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の 各 ペ ー ジ (0-3) の 表示 も する か し な いか を 設定 し ます 。 
i の ビット 0 一 3 が ペー ジ 0 一 3 に を それぞれ 対応 し 、1 (表示 ON) また は 0 (表示 
OEF) で 表し ます 。 
また 、i は 次 の よう な 範囲 の 値 に な り ま す 。 
スク リー ン モ ー ド i ペー ジ 数 
1024X1024 (16 色 ) 0, 1 1 
512x512 (16 色 ) 0 一 15 4 
512x512 (256 色 ) 0-3 2 
512xX512 (65536 色 ) 0。 1 1 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
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FWait 一 ーーーー と < テー 


書 式 | #include <process. h> 
int wait( ) : 

機 能 | 現在 、 実 行 し て いる プロ グラ ム が 直前 に 実行 し た 子 プ ロモ ス の 終了 コー ド を 受け 
取り ます 。 


戻 り 値 | 子 プ ロモ セス の 終了 コー ド を 返し ます 。 
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書 式 
機 能 
戻 り 値 


#include <basic0. h> 


void width(n) : 
intn: /* 1 行 の 表示 文字 数 */ 


画面 の 1 行 の 表示 文字 数 を 設定 し ます 。 
n は 64 か 96 の どちら か を 設定 し て くだ さい 。 


戻り 値 は あり ませ ん 。 
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FWImdOWー ーーーーー ーー 


書 式 | #include <graph. h> 


void window (x1, y1, x2, y2) : 
int x1: /* 始点 XX 座標 *※/ 
int y1: /* 始点 Y 座 標 */ 
int x2: /* 終点 双 座 標 */ 
int y2: /* 終点 Y 座 標 */ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の クリ ッ ピ ング 領域 の 座標 を 指定 し ます 。 
x1 に は 始点 X 座 標 を 指定 し ます 。 
y1 に は 始点 Y 座 標 を 指定 し ます 。 


y2 に は 終点 Y 座 標 を 指定 し ます 。 

上 記 の 座標 の 指定 可能 範囲 は 、 実 画面 す サイズ に より 0-511、 ま た は 0-1023 と 
な り ま す 。 

座標 を 指定 する と き は x1 ミ x2、y1 ミ y2 と な っ て な けれ ば いけ ませ ん 。 


戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 


参照 関数 | screen 


プロ グラ ム 例 
#1no1ude く <basic9.h> 
#inol]ude く <graph .h> 
main() 
in も 
Das も (5 
Cmeen(2, の ,。 1。 1)? 
Ypage(1) : 
wipe( ) : 


window(9, 9, 767, 511) : 
13ne(0。 9 の, 767。 511。 15,。 Oxffff): 


for (1 = 9: 1 < 3999: i++) 
wipe( ) : 

window( の , 9, 209, 200): 

1ine( の 9, 9, 767, 511, 15, の xffFfFf) : 


b_exit(9): 
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レベ ル 3 


書 式 | #include <graph. h> 
void wipe( ) 
機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア し ます 。 
戻 り 値 | 戻り 値 は あり ませ ん 。 
参照 関数 | apage 
プロ グラ ム 例 
#inolude く <basic の 9.h> 
#1inoc1lude く graph.h> 
main( ) 
( 
1nt 和 2 
b_init( ) 
screen(2, 9, 1, 1): 
vpage(1) 
おま TO0。 の 。 767。 51 ず 、 15)5 
wipe( ) : 
soreen(1, 1。 1, 1): 
vpage( 9) : 
apage(9) 
fi11(59, 59, 299, 2099, 3): 
apage(1) 
fi11(199, 199, 259, 259, 5): 
apage(2): 
fi11(159, 159, 3099, 399, 9): 
apage(3) 
fi11(299, 299, 359, 359, 15): 
vpage( 15 ) : 


om ( 当 ミ の きき く 本 5 TH 
for (J) = 9: ) < 3999: J++) 


apage 1) : 
wipe( ) 

} 

b_exit(0): 
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画 
Writ レベ ル 2 
#include <io. b〉 


Size t write(handle, buffer, count) : 

int handle: /* 出力 する ファ イル の ファ イル ハン ドル  ※*/ 
void ※*buffer: /* 出力 デー タ の 格納 領域 てく の ポイ ンタ */ 
size t count: /※ 出力 バイ ト 数 */ 


機 能 | handle で 指定 きれ る ファ イル へ buffer か ら count バイ ト を 書き 込み ます 。 
書き 込み 処理 は 、 フ ァイル ポイ ンタ の 現在 の 位置 か ら 始 め ら れ ま す 。 
ファ イル を 追加 用 に オー プン し た 場合 は 、 書 き 込 み 処理 は エン ド オ プ ブフ ァイル 
(EOF) か ら 始め られ ます 。 
書き 込み 処理 の 終了 後 フ ァイル ポイ ンタ は 、 実 際 に 書か れ た バイ ト 数 だ け 進 め ら 6 
れ ま す 。 


参照 関数 | fwrite, open, read 


戻 り 値 | 実際 に 書き 込ん だ ど バ イト 数 を 返し ます 。 
戻り 値 が count より 小さ い 値 に な る 場合 も ありま す (た と えば count バイト を 
書く 前 に ディ スク に 空き 領域 が な く な っ た 場合 )。 
エラ ー が 発生 し た 場合 は 一 1 を 返し 、errno に 次 の 値 が セ モット され ます 。 


errno の 値 内 容 
EACCES ファ イル が 読み 込み 専用 
EBADF |> ァイル ハン ドル が 無効 

| ENOSPC デバ イス に 空き 領域 が な い 


縛 定 され だ ファ イル を テキ スト モー ド で オー プン し た 場合 、 出力 時 に 改行 簡 n' は 
復帰 改行 ' 補 r\n' に 置き 換え られ ます 。 
この 置き 換え は 戻り 値 に は 影響 を 与え を ませ ん 。 


テキ スト モー ド で オー プン る きれ て いる ファ イル へ 書き 込む 場合 に CTRL-Z ュー 
ド 学 Ox1A' は 、 論 理 的 エン ド オ ブフ ァイル (EOF) と し て 扱わ れ ま す 。 

まだ バッ ファ 内 に CTRL-Z コード 文字 が ある と 、 デ バイ ス へ CTRL-Z コー ド 
を 書き 込ん だ 時 点 で 終了 し ます 。 


562 


プロ グラ ム 例 


#1no1ude 
#1no1ude 
#1no1ude 
#1nolude 
#1no]ude 


#define 


main( in も 


{ 


く <stdio.h> 
<std1ib.h> 
く focnt] 。h> 
く io・h> 
く atat.h> 

STZE 16 

argo, ohar *argYy[ ] ) 

char buf [STZE] : 

char *fi]1es 

nt 9 

nt き 

file = (argo > 1) ? argvi11] "fi1e": 

if ((fn = open(file, O_RDONLYIO_TEXT) ) 
printf( "ocan?t open %s\n",。 fi1e) 
@ 移 3 も (まう) 5 

} 

while (!eof(fn)) { 
n = Yead(fn, buf,。 STZE) } 
(void)write(fi1eno(stdout ) , buf , 


} 


close( fn ) 
exit(9): 


n) 


== -1) 【 
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-Zentonhanーーーーー と zz ーー 


書 式 | #include <jfctype. h> 


int zentohan(c) : 


int ci: /* 変換 する 文字 (全角 文字 ) */ 


機 能 | 全角 文字 c を 半角 文字 に 変換 し ます 。 
全角 文字 は 、0x20 一 0x7E、0xA1 一 OxDF の 半角 文字 に 対応 する 文字 びな けれ ば 
な り ま せん 。 
全角 カタ カナ も 全角 ひら が な も 、 半 角 カ タカ ナ に 変換 され ます 。 
滴 点 、 半 濁点 の 文字 は 、8 一 15 ビッ ト 目 に ' "、 ま た だ は""" の コー ド 、0-7 ビッ ト 
目 に 油 点 、 半 滴 点 な し の カナ コー ド が 入り ます 。 


戻 り 値 | 半角 文字 を 返し ます 。 
変換 で き な か っ た 場合 に は c の 値 を その まま 返し ます 。 


参照 関数 | hantozen 


プロ グラ ム 例 
#inc1ude く stdio.h> 
#ino1ude く Jfctype・h> 
main( ) 
in ch: 
int C。 CO 
while ((o = getohar( ) ) ! = EOF) { 
if (iskanJji(c)) { 
@G、 記 G8 
G 了 = (G < く < 8): 
ch += (o = getohar( ) ) : 
if (jiskata(ch) || jishira(oh) ) 【 
putohar( zentohan( ch ) ) : 
putohar(zentohan(ch) >> 8): 
} 
else 【 
putohar (oo ) : 
putohar(c): 
] 
} 
else 


putchar(c): 
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ユー ザー ライ ブラ リ の 
作り 方 


ソー ス フ ァ イル の 作成 
コン バイ ル 
ライ ブラ リフ ァイル 
ライ ブラ リ の 外部 宣言 
リン ク 


C compiler PRO-68K で は 標準 ライ ブラ リ 、IOCS ュ ユール ライ ブラ リ 、DOS 
コー ル ラ イブ ラリ 等 を 提供 し て いま す が 、 こ れ と は 別に ユー ザー 自身 が オリ 
ジ ナ ル に ライ ブラ リ を 作成 する こと が で きま す 。 

本 編 び で は 、 ユ ー ザ ー ラ イブ ラリ の 作り か た を 各 ス テッ プ ご と に 述べ る と と も 
に 、 作 成 に あたっ て の 注意 事項 に つい て も 述べ て いき ます 。 


付録 ユー ザー ライ ブラ リ の 作り か た 


ソー ス フ ァ イル の 作成 | 


ライ ブラ リ も メイ ンプ ログ ラム と 同様 に 、 エ ディ タ で ソー ス フ ァ イル を 作成 
し ます 。 

エディ タ の 起動 方 法 、 ぉ ょ び 操 作手 順 等 に つい て は 、「Human68k ユー ザー 
ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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コン パ バイル 


ツー ス フ ァ イル の 作成 が 終わ っ た ら 、 コ ユン パイ ル を 行い ます 。 コ ユン パ イル 
は 、CC コマ ンド を 起動 する こと に より 行い ます 。 

この と き 注 意 し な けれ ば な ら な いこ と は 、CC ユマ ンド を 起動 する と 自動 的 
に リン ク ま で 行っ て し まう の で 、 リ ンク 作業 を 抑止 し な けれ ば な ら な いと い 
SE Ge 

と いう の は 、 ラ イブ ラリ の リン ク は メイ ンプ ログ ラム と と も に 行う 必要 が あ 
る の で 、 ラ イブ ラリ の コン パイ ル 段 階 で ギリ ンク を 行う わけ に は いか な いか ら 
で ま 。 

を その よう な わけ で 、 ラ イブ ラリ は オブ ジェ クト コー ド だ け 作 成 し て な け ば 済 
み ま す (XC 標 準 の ライ プラ リ も オプ ジェ クト ファ イル と し て 提供 きれ て い 
ます )。 

リン ク 処 理 の 抑止 は 、 上 スイ ッ チ に より 行い ます 。 ラ イブ ラリ の ユン パイ ル 
を 行う 場合 の 、CC コマ ンド の コマ ンド ライ ン の 具体 例 を 以下 に 示し ます 。 


CC /L jstrlen.c 較 


な が 、CC コ マン ド 、 お よび CC コマ ンド の スイ ッ チ の 詳細 に つい て せ は 、 
「C ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 の 「 第 2 童 コンパイル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


K 電 ライ ブラ リフ ァイル 


付録 ユー ザー ライ ブラ リ の 作り か た 


C 標準 ライ ブラ リ の 登録 ファ イル は clib. a で す 。 

ユー ザー が 自身 で ライ ブラ リ を 作成 し た 場合 、clib. a に 登録 する こ と も で き 
ます し 、 ま だ ユー ザー 自身 の り フ ァイル に 登録 する こと も で きま す 。 

また 、 ラ イブ ラリ は オブ ジェ クト ファ イル (拡張 子 o) の 形式 で よい の で す 
が 、 フ ァイル の 管理 上 、 ア ー カ イブ ファ イル (拡張 子 a) に 登録 し て お け ば 
何かと 便利 で す 。 

アー カイ ブフ ァイル 、 お よび ライ ブラ リ の アー カイ ブフ ァイル へ の 登録 方 法 
に つい て は 、「 ア セン プラ マニ ュ ア ル 」 の 「 第 7 意 アー カイ バ 」 を 参照 し 
て くだ さい 。 
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還 ライ プラ リ の 外部 宣言 


新規 に 作成 し た ライ ブラ リ を メイ ンプ ログ ラム か ら 呼 び 出す 場合 、 ラ イブ ラ 
リ の 外部 宣言 、 お よび 該当 ライ ブラ リ で 使用 する (既存 の イン クル ー ド ファ 
イル で は 未定 義 の ) 記号 定数 や 構造 体 な ど が ある 場合 に は 、 こ れ ら の 定義 が 
必要 と な り ま す 。 


上 記 の 外部 宣言 な よび 定義 を 行う 方 法 に は 、 以 下 の 2 種類 が あり ます 。 


① 新 規 に イン クル ー ド ファ イル (ユー ザー イン クル ー ド ファ イル ) を 作成 
し 、 こ こ で 外部 宣言 と 定義 を 行う 。 


② メ イン プロ グラ ム 中 で 外部 宣言 と 定義 を 行う 。 


新規 に 作成 し た ライ ブラ リ が 汎用 性 に 富ん で お り 、 多 数 の プロ グラ ム て で 使用 
され る 可能 性 が ある 場合 や 、 そ の ライ ブラ リ が 使用 する 構造 体 や 記号 定数 が 
数 多い 場合 な ど で は 、① の 方 法 が 有効 で し ょ うし 、 そ う で な い 場 合 に は 、② 
で 済む こと も あり ます 。 

これ に つい て は 、 ラ イブ ラリ の 作成 者 が 適宜 、 選 択 し て くだ きい 。 
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付録 ユー ザー ライ ブラ リ の 作り か た 


リン ク 
ライ ブラ リ は 、 メ イン プロ グラ ム の リン ク 時 に は じ め て 結合 きれ ます 。 
リン ク 時 に は 、 リ ンカ の ユマ ンド ライ ン 上 に ライ ブラ リフ ァイル の 名 前 を 指 


5 し まま すら 
以下 に コン パイ ラ 、 お よび リン カ の コマ ンド ライ ン の 具体 例 を 示し ます 。 


cc jStrsample. c jStrlen. o 
lk jstrsample. jstrlen clib. a 


上 記 の 例 で は 、 ラ イブ ラリ ファ イル 名 は 、clib.a と な っ て いま す が 、 ユ ー ザ 


ー が ライ ブラ リフ ァイル を 作成 し た 場合 に は 、 代 わり に その ファ イル 名 を 指 
CEUG GO だ SUS。 
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* 50 音 順 


50 音 順 お よび アル ファ ベッ ト 順 の 索引 は 、 す べ て 「C ライ ブラ リマ ニュ アル VOL.1」 に 対応 し て いま す 。 


アー クサ イ CE よ て て す で たよ ミエ ドミ ミ エト ミト ミミ ミミ ミス ミミ ます 51 
アー クタ ンジ ェ ン トド に oeeeeeeoemetn 51 
アク ティ イブ ペー ジ ゲド … oo 67 
ドジ アラ OPCPCOPDCLCLOULULKKOPDLDLCLOCLOLULLOLLI 3 
2 ポ アシ 本 粒 は PPPOOPPECPPCPCCPLPOPPCPPOOC 15 
の ニー ニ メー ショ ヨシ ンド omoteieeeeeeeeeinoocs 77 
デ ペ ンド 1 … の ti ドド eoeeeeeenetni い 45 
アボ ー ト 処理 io 81 
の 25 レーキ 0 間 PCEPPPPCPCPTPPPPTEPCPPTPPPPPPPECPPCPE 76 
ァ アレ イチ ェ ー ン oe 78 
イク 75 
虹 湯 ii 53 
イー 17 
im 68 
EEEEREEPPPPPEHPRRPRPPPPPPHPEPPPPPTHEE 67 
オン タル ー ド om の ee 19 
イン シク ルー ド フ ァイル …4、9、12、15、19 
引数 3 
引数 章 ii 9 
引 教 配列 ……oeoeoeoereeieienee 53、55 
引数 リス トー で oe 53、55 
大 33 
甘 当 7 33 
革 it 33 


美 守 eo 23 
エコ ーー クマ タグ meeeeeeetetsoet eeeeees isstt 50 
セス 人: 全 COCCOCEEPUUUOOCCEEPHEUPPOTEPEEEPPCTCE 10 
5 ンー 隊 CPPCCYYKTCTPPOPPCCYCCPOCC 46 
エラ ー イ ンジ ヶ ー タ … oooeeeememem 5、46 
エラ ー コ ュ コード oo 5、17 
エラー 情報 oi 16 
エラ ー 処 理 [Irie 5、18 
エラ ー メ タッ セー ゲド 15 
円 融 67 
円 周 素 oreriririhirhrihiririlii 67 
エン ド オ ブフ ァイル ooor ee 40、47 
エン シンド オ プ フ ァ イ ルオ ンジ ケー ………… 5 
ii 34 
ォ ブ ジェ クト ュー ド で で の eee 6 
ォ オブジェ クト ラフ アナ イル の oe 6 
ォ ペ レー ティ ング シス テム 0 … iii 53 
親 プ ロ セ スー で "eee 55 
イシ 2 ニア: 全 還 PHPPPPPPPOPRRRPPPPPEEECPEYEPEPE 70 
音色 生 iii 70 
っ を 用 y/ECEPEECEEECPCEEEEEEECECCHEECHLI 73 
解像度 ooo 67 
仮 引数 ooo 4 
書き 込み モー ドー … oooeeoeooeerereenrrrr 45 
抜 枯 耶 ii 6、9 
拡張 バッ フ ァ 操 作 関 数 …‥ ぐ で で eo oi 29 
楽 詳 デ ii 70 
仮数 部 oon 51 
仮想 割り 9 あて oe 90 
画像 デー ii 68 


50 音 順 


2 に 一 3 ん 4 の 2 た CCCCY2GCYYCKCCC ン と 66 
Use he sadowesisikteisiss sis 92 
2 議 GSOPPCET POORCCPPPPCOEG 13 
カナ 殺 読 点 で で ドド ドド ドド ーー 61 
カ 文学 POOLOOLLOOPDCOOD に し に に し 61 
可変 引数 RODUDPCPPPPDPCLPCPCEKPCPCYEKEKP l 還 介 18、 92 
画面 サイ ズ の 且 守 oonneeeemmwee 19 
画面 処理 PCDCDCUPPLLCLOLOCLDPDCKKLCLPKPCPCCCCCKKLL 19 
カラ ー 属 性 _…………ー | ドド ドド ーーーーーー 73 
22 は ンジ 2CPPPPP CYP フー 10 
カレ ント ディ イレ クト リド 10 
26 提 訟 CCCIDOCXX だ 2 で CPP に と に 22 
2Sb 理 関 交 の 61 
関 了 est edn3Eeee3essoseanns 3 
問 数 志 還 2 02DEerseeds ま oresoe pe 17 
関数 定義 enokaeeeeeetereeoeeosseeseseox 93 
環 甘 時 間 変 踊 | eeerooeenenn ン ーー ンー の 59 
環境 テー プル 上 上 人 ornurx=ex<・ooeeeeeeeeeeee 55 
環境 変数 DOCCCLCPCCCCCPPPPPPTPYYTYYYPPPPPPPPPP 10、 92 
環 近 学 列 ee ドド ドー 15 
キー DOCOUDPDODOUOOPOPDCEPKEYEYPPYYPPYKKYYEKKYEKKEPPPTP 66 
記号 定数 PCOODCDUCODODLOLIPDPLUPDLDCLOPLKKKCLLP PL 4、44 
13 人 1 公 2C20G2DGXG は CFP お 65、92 
キー 入力 PODCUCCOLOPCLLCPLPCPCYKYYP つ に に に に に に に 19 
EGOEH 朗 SC KKTY EYE 16 
グイ ッ グ ツー トド ト meet ドーeot ne ニー 56 
22 EYESS902O6CCG2CCD つ PIPECPP PP 933 
お PEROGOFX KT スス 933 
グラ 5 イツ ク 画面 OOCPPPCCYPYCYFTYKTY す PFF す を すす すす で 68 
グラ フィ ッ ク 制 御 …… ぐ eri………… 2 
グ リ ッ ピ シク meeteeeeee…・yseesstossssses 68 
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グリ ニッ ジ 標 準 時 2 5: 和 ace 15、59 
グロ ー ラ ミル 次 雪 ooooosisyenoes 5、15、59 
3 く 7 で PPP 58 
構造 体 …… の ドド ドド 4、9 
イン asheasehewr essebeiseeisaireaescsiieass 51 
半 巡 旧 の ー 琴 目 | ieG2iieeearets 41 
チン セス 53、55 
た 2 人 匠 YOCYRCOCKEEOKECCCZOCCLYEKZ の OCT 91 
小文字 iii 34 
コモ ンジ 領 度 est 89 
に ジー 7 証 2 む 6 22 62es に ZSGee sote く に oe3o 50 
ョ ジッ ツー ルル 直接 出入 ドド の 84、85、86 
ラジ ツー ルツ 直 接 和 罰 eee 86 
ョ ヨッ ジ ジール 内 出入 ho 20 
コン ジー メル 入出 力 関数 eeeee……… 50 
トン と CPPPOCOCC2CKKO つ XFX た YR 67 
最小 値 … の 0 の … の ドド oo 22 
SE 朗 CCPCOCPCP の PCE CI お 99 
邊 小 義 可能 キー oeeeoononeeeeo: 84 
に 0 GDP では PP 52 
作業 用 ラ ァ イル meeeeseeoe 42 
ゴー ee 56 
サジ スト ee 90 
算術 ライ ブラ リ 用 関数 _ 必 べ (…ー………… 18 
に 
ッッ 
時 間 関 数 eee 59 
時 間 情 報 ee 59 
色 抽 条 正 meeeeeoooeeeeeee 68 
PCOOLOP KYO ア PF 舎 98 
ーー ラン は や OGK の 2 た に が 13 


50 音 順 


シグ サレ ルル meetaekehaensae saesekssesvaassiiciseedes 54 
シグ ナル 割 9 入 irihimhirihihihihihihmiririr 53 
畑 |e 65、67 
0 抽 用 0 電 2 rerseueeeees 15 
簡 粒 関 表 =mommmomomo ド ーーー 
立 淫 半 51 
ステ ムコ ーー ルド の eee 15 
シス テム ゥ ム 時間 59 
シス テム バッ フアナ テー で で で oe 44 
邊 横 燈 款 wetae3nahezeneerokiet ereiy 52 
beaaasaiueissteknuaadaaeed 8 
0 交信 neoeeCe32Cee Sotte 16 
3 に 失い ーーm 68 
午 索 生 守 ee 62 
指定 文字 セ レ 人 0 は 症 EEEEESSSSSSSSSSSSSSSSSSS 57、58 
シラ トキ ーー 72 
キス シッ ドド 90 
10 進 oo 33 
16 進数 oe 33、64 
終 定 コード moment の et… ド ー 54 
受信 デー レン 全 還 ECCCOECCCEPPEEPCPPPPEECYEEEPEEEEYECEPD 74 
ジョ イス テイ ッ ラク ーー で で eee 16、 7 
和 了 EE2Bessaevas ae 65 
5 の 対 2 つい o の ee ecoeieeeitoroep 29 29、 2 
数 学 ラ イブ プラ リー oe 22 
数 値 POCOOCCTOPCPUPCLOOLCPKKCCPDLKKCPPPCCCCKLKLCLL 35 
数 値 演算 上 忌 metereeenen 5 
人 代 少 筐 関 灯 oo 51 
数 値 表 現 形 式 PROCCOOPOPCPPOCCPCOPCCLCCLCCLCLLCLLY 35 
スグ 0 292ad9euswse eeeessiocosiessdessg 66 
太 み の 9 揚 eneaseeoeneossssms 92 
ステ メータ ス 情報 に heeeemh me バー 23 
スト リー スム em 5、14、40、43 
スト リー ム 入 出力 関数 = …… ゆ の …… 13、40 


スト リー ム パ バッ ライ ア ee 42、44 
区 SA 2 謗 ek CGCeo 26s 43 
スト リー ふぁ ルー チ シ ジリ ド ……… ド ドー………… 25 
スー パー イン ボー スズ ドド ee に Tー 68 
スー パー バイ ザ モ ー ド eee emem 78 
スピ ライ トト eeeeoeoeoeoeeeeeeeeeeertn 18、70 
スジ デラ イド 制御 beeseek ee の oroosse 23 
スプ ライ トピ デシ セー ント oee eee や 70 
スプ デラ イド パタ ダー ジ シ ジ デ ーー や Seooccett 近 
スプ ライ トレ ジス スタ eeemrmereeeeeeeee 80 
スー 人 < も CTLEPYPYE と だ COCOCCOCOCPREGOOROCC 66 
スピ シタ ドド eq 信 信 和 oneeeeesieeee 91 
スジ ワッ 情報 パル eiceoeyuaee 90 
制御 文字 oro 33 
し と 人 議 SCCOCCOOOOOOCOPCLOPECEKTCCLPCCPPCYPTYTYPLTP 35 
し チタ U 朗 32 PCCACECPKYPCOZK に て 292 
整数 値 ooo 51 
し 61 議 還 CPP 52 
絶対 値 Oo 51、92 
人 人 鐘 庄 天 学 生 2 ポ eo 2r… の ee 62 
全角 英 小 文字 moe 62 
全角 美 文字 62 
全角 カタ カナ 文字 ooororoiriiiioeeeet 62 
全角 空自 文字 の GO の Ge 研 研 rt 62、63 
傘 朋 和 所 読 貞 竣 守 "で ………… 63 
レジ で ニン 3 議 CPCCCCYP PC 62 
全角 ひら が な 文字 oooihierehehrhrhrhirhrrr 63 
全角 文字 58、61、62、63 
和朗 ccCoPC ス TCPPPG プ PC 83 
和 た ii 33 
職 38 
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50 音 順 


用 王 欠 室 守 オオ 2P eneeemte ene 4、6 
人生 粒 nKTPmPF 56 
ッ ー ト 機能 …… ド ドド ememtt 25 
ヲ ト キー ボー ド RODCPDPPCPCPCPDLCPPCLCELCCCLKLD 4 
タイ 91 
タブ プ スキップ クレ ド に 67 
0 ンー フー 52 
地方 時 oh 15、60 
地方 時 調整 eee 59 
ラジ 22CZPGPPPG22CKCCPECIPECC 69 
才 短 三 和 疹 ie 51 
低 未 汰 入出 で eeeeeeoooeoeooeereeexseeeen 7 
低 水源 入出 力 関数 の に の momentoeen 47 
代 水 準 入出 力 操作 ilq ひ OO 人 rm の の の ee の … 21 
シム と セン 2 還 CPPPPPPCPPPCPPPPPPPPPPCPPCPPOPPPTOOEPTO 64 
デフ ォ ル ト 値 で の の の ーー の ……ー 15 
2 シン 2 PPPZCPCPE プ の 37 
ディ レク トリ 制御 関数 =。…… ぐ ぐつ …… の ーー 37 
ディ レク トリ 操作 の …oemeereemeeeeeererte… 17 
テキ スト 画 較 ee ーー 66 
こっ に コー や お 3 は きら 46 
の 議 CCHCCCESESZEECCETEPPEC そ ば 1 25 
デー タ 冠 換 関数 で バ バー……… 35 
デイ ス ド ラ イラ バド で の の mt の 82 
デバ イス ドラ イ バ の 直接 入出 力 ……… 88 
テン 画面 で で の 69 
電卓 PDCPCPPDCCPPPPCPPCPPCPDCLPDPCCLCPLLCCLPCLELLLL 78 
0 と が っ に 湯 粒 に GOGPOPCPDCGCOOCPCCPCP い CO 70 


テ ジ ンジ ボラ リ ファ イル と て で と て 14 
トー クン POPCDDCCCCCCCDLDCCCDDLOCCODOLUCCCOCCOUDOCCO 58 
時 計 0 87818.879.8(9IC5i8 8288.818 光 98768IR6 Gie 576 76 
ドッ ト 座 標 oo 73 
ドラ イブ パラ メー タブ ロッ ク ーー の の er…… 87 
ドラ イブ ジグ al):ai1e!aieiS2@lell 7iaj5( あ 978 ぎ (82 人 91 185 14 
1 ン 2 ルン 半生 SSCSCSCGSCCCCOCCOCCOCOCUCPPPPPUPPPOPPLTCD 69 
トト ii 69 
トラ ッ ク バ マッ フ アー oe ee 69 
夏時間 61199(6 油 7(RIW0W.M608.0N 池 人 Be:0090Ogt:ele:Ie art の 50 15 
夏時間 名 ssi)5ONNe05:@、8: 和 (ea:(9:1181ae:etle1 afe:edi9Big 15 
2 進数 で oe 64 
日 本 0 が 0 あの ああ Ch の ee 15 
日 本 語 対応 版 文字 分 類 関数 ……………… 22 
日 本 語 ラ イプ ラリ 1 …… の il…… で ドド oo 61 
日 本 語 ラ イブ ラリ 用 関数 im)aianaiafa 同 aeia、a 人 Tale 18 
入出 力 リ ダイ レク ショ ンー eeeoeoreoi… 44 
大 出力 ルー チン 0 … で で oe 40、47 
ヌル ポイ ンタ ーー ドド ee 3、 24 
ヌル 文字 主演 の 誠 !9382 和 68 161 お 05 る Se: 57 
フミ エイ ト 数 人 (pi: 1: 551p0g) 1 12 
バイ ナリ サー チ も SIGG7aig0e7s 8657s 誠 な eiSGA16SSIe が 5 er る 56 


50 音 ) 


帆 


バイ ナリ モー ド RC いて LO CTC で いつ 47 
ハイ バボ リック コサイン roomermrnrnnn 51 
ハイ バボ リッ クサ イン 0 "oeoeremerenernerrrrrr 52 
ハイ ボリ ッ ク タ ンジ ェ ン トト "oiiiini 52 
凡 レ 2] 議 和 SSREEEEGGOOOOOOOUUHHEEEHEEECCEEEEEEEEHHHH 31 
ドル シシ 20 還 PEREPEPRRPEPRPPPEERPHHPPEEEEEEHCEOE 14、38 
パタ ーー シテ 70 
8 進数 ooo 33、64 
バッ ク グ ラウ ンド 0 "oeoeoeoeorererer 71 
バッ ク ブ ラン ンド テキ スト ーー … oriroermi 71 
ドン ECCCECEEEEEEEEDOOTEEECCCCEEEEEEE 9 
バッ ファ サイ ズー omooeeerenrnrrrrr 24 
バッ ファ テ 操 作 関 数 … で iireieooen 29、57 
バッ ラフ テリ ング クー omment 40 
フュ ーー NE いき 29277 き 5 な 9781 19)6. 21 
ゴア 2 PEREPPREPERERPHEEPPEPEEEHECPPEEEEEEHH 73 
スク まま 2 陣 還 PHOOUUEEEEEPECEEPPPEEECCEEEEECEE 67 
パン シッ トコ ュ コード 0 ooneeenrrrrr 68 
半角 ii 61 
半 秀 明 制 捉 oe 69 
日 付 ii 65 
セ モータ 領域 oe 32 
表示 可能 文字 0 ooo 33 
表示 画面 で で ree er 67 
村 准 エラー 出力 ooo 5、44、48 
標準 弄 oe 16 
丁 準 中 カ ーー ドド iomooeoemoemornrrrrrrr 42、44 
標準 入力 ーー ドー… ド oonenrrrrrrrr 41、44 
標準 プリ ンタ 出力 … ememoromomoemrmrrm 44 
標準 補助 入出 力 … で で ommrr 44 
標準 ライ ブラ リー … ooooeoeoeenenererrrrr 25 


ファ イル 
ファ イル 記述 子 
ファ イル 情報 
ファ イル 処理 
ファ イル 操作 関数 
ファ イル デバ イス 


ファ イル ハン ドル 
ファ オル ボイン シタ 
ジア ゴイ 錠 省 
アテ ジグ クジ ショ ジン ジ キ ー em ei ieie.Sre 167&SDW aiyeimijai 
アア ンク ジョ ジミ ー ル ツル 
ラ ォ ーッ 


複素 数 


物理 フォ ー マ ッ ト 
浮動 小数 点 演算 用 定数 
浮動 小数 点 デ ー タ 
浮動 小数 点 値 
ブー ト 情 報 


ジュ 

フリ ー エ リア 
002E み 電 
ジリ シグ 


ブレ ー ク 値 
プロ モス 


分 数 部 
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50 音 順 


の ング: mae 2 Eee eeeesege dee ep っ くる 3 78 
に に ン ガ ン 2 人 PRK 87 
2 損 0 64 
2 Nseeoe we ド ーー 15、41 
変数 OUCOULIOUDUNIPLOLYYOCEPIOLOOPCOIOCOOLC し PL 9 
ホ 

の 介 ジ ンジ 人 語 LCCCIDNKYYYKO に COCP CYP 
RS CBORCYaigS SSCSRc ie こつ の 2 67 
BisipdesC り PXIO2Y2208452COGE BeOS な 18、22 
7 た ーー つ は POCCC く ベト に イス 69 
SN ssposes 69 
に 3 ら CTC や に に 6902 の 
6 グミ 225C2ueee ッ 2 】 
の 人 とき 細 の PPCPPPDPD く CZ 3 
メモ リ 潤 作 関 数 oo 25 
茨 宅 ゲロ ウ ク es 29 
下り 借 昌 | 31 
区 まり 量り の あて 関数 に men en ツーーー 31 
2 り 還 2O5G23R CGCCOR は EC いい た 22 
妥 学 コー ee トド の で ue 64、82 
チン バス ooo eae eee ae 39 
学 エタ ク 17 
文字 の 分 類 = つの 人 ( そ 人 i… ド ーーーーーーー… 33 
文字 変換 DOOOCOPEOYELYCP で SPY で に OYK アー P 且 4 
光 洪 抹 半 義 22 
炎 学生 13、35、57 


文字 列 懲 eo 19 
文字 列 操 作 関 数 92 誠人 57 
文字 分 類 関数 RGGCYOOPYTOOTCY CC 61 
モジ ュー ル 番 号 WaiWi の 3570ei62Ia1e7sisieie esr5i9 の の 2 89 
モー ド COOLLP つ OLKYICH TTY KC PC] 13 
戻り 値 Os 5 
ユー ザー モー ド SiS8、00 ゆ 86:e 16 378i48aie 8 Gie 84 
ユー ザー 領域 00 人 63508 45 
曜日 LIONKHNANIIEKKXZOLXA UTFY TX KTC 66 
読み 込み モー ドド eee 45 
ライ ブラ 2 和 COCCYKPOOOCC つ OCPL 6 
ライ ブラ 草 ア ァイル 上 ドド oe 6 
ライ ブラ リル ー チ ン な 上)"8*:619 8:955.6IW16 呈 I( 3 
ラス 放 コ ゼー や の eeeeseesats inos 81 
ジン 島 グ 2 つの 隊 ン SOCCCPOr に RFP 48 
避 SR ツク ea 18 
ウイ シ ド OCT て DC つい 46 
リウ デン イェー ツジ 和 osesvauesssss 78 
ンス 8 つい CDOCIOP2EK12OCY 70、72 


50 音 順 


論理 エラ ーー ……iiiorrerer 19、92 
ロン グ ワ ー ド デー タ CC こい 2 つか スス 30 
ワー キン グ デ ィ レグ ト リ aga ee 9OW70:@ Wi 37 
リー ド デー タ 列 ee 人 86) esa (9. の 9: の る 30 
割り 込み ラス タ osassseeeeeeeeeeeeapeeeiesee が 
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アル ファ ベッ ト 順 


50 音 順 お よび アル ファ ベッ ト 順 の 索引 は 、 す べ て 「C ライ ブラ リマ ニュ アル VOL.1」 に 対応 し て いま す 。 


ADPCM HOOCCCECCCPPYPPPPPPPPPPPPP 17、19 隊 7/4 
次 DRGM 制 箇 に neet 72 
信 NIK に 79 
ANISI 掲 1 20 
RM Eee Seeszeoe< ee ーー 6 
AS 匠 ご が ー3 い 弧 GCC に RFP 39、58 
SG 939 
aSSert. ーー トル て (ui(〔 犬 に に 7。 19、 92 
SSGTN タグ eee 2 は ee Re に eee 19 
audiO. 1 IODGDLKIOUDDLZ XOXO 7 19、 64 
AUX HOLEXCIYPCEYPEDPDLKKKPLYPCKEKEPPCLCL 82、83 
笠 人 ASTG ポ ンド ジッ ジリ 300 ieeeee oo 64 
Dasic. h HOOUUOCCXCCCYCCPCCPPCPYPIPCDPPLKEEP 記 作 19、 64 
basic0. h DOCOCPCOCUPCCPPPPPYPTKTYYYKLYPPP 4 19、 64 
5 か WS 1 倒 SOEZEGPEECPYYCI は EEZ 64 
CD 2 半 | 76 
BERSZN 呈 光輝 炎 ラニ ee の 80 
皮 人 区 グロ 一 スス yh ee ドー 80 
(23 2 や 32e2 682 CZK GRe2E2Y323 80 
1】 半 2N 朗 CO の 13 
183 上 PRS 和 202P に 13、24 
BUE ST …… の mee 44 
15 人 0 前 GEO 12 
(@ 条 ミ 才 BXODISUA 加 22323 33 
の ラジ あな ライ アリ ラド ee eo 5 
char uuU HUDUKKTEKPPPPPYPYPPKYY CPPPEYPPCCCCTYT 2 
Class 1 本 GCCOOOUUCLNOPODCO CK | II 19 
6I6ateet 関数 eeeeeeeseeeee ーー 5 


GS todatehueevipsteimiete ia eaiciewaos 6 
CLK TCK… 憎 の 憲 ーーteees 13 
clock 関数 DOUDULODLUCPUPCPDCDPPOPPPPLY て EK 12、13 
CLOCKS PAR SEC RCCPCCCPCPOPPPPPPPPPEYYTPPP 13 
clock t DOCCKKYYPCKKYKPPPPPPEPCPPPPCTEELPPPCPCPEECELP ] 以 
complex 構造 体 mm……ttm 16 
Coni0. h ド …… の いい いい いい くい て ここ いこ 由 78 20、 50) 
CRT ROCKPYCPPCLPDPPPPYCCCPLPCPPCLLTETTPP 73 
Se ae Sieateeieueeisses 4 
CtypDe. 10 CCCCCPCCPPPPPPPPPPPCPPYYPP 7、 20、 | 問 33 
REAIUI esse sisissseeasasssenns MM 
# dlefim ee 和 9 
# defineMIACRO トド … 呈 MqQ… ド ドド に に 43 
direct. 1 CCCCOLCOPCCPPPCPCLCCPPLPPCC 職 細 20)、 37 
DMA 転送 ROCKEKKKCPCCPPPPPPPPPPPPPPPTYYPYYPPPPPPP 78 
DMA 転送 制御 ooo 72 
GS コーー ガ 2 乏 assedie2itRS5C tieee on ee 82 
dosHib. ht ドド ee 17、 20、82 
double 弄り HOHHCCCCCECCYCPPPPPPPPPPPEYYYPPPPPPYPPPPPP 56 
了 1 いし 82STSDCCCO2PYYKFSP ル 7 12 
6 IA 全 昌 GOCOCLOCKCLOCLCCLCPYTCY で EC の 
1 0 9 ) 朗 GEGCOCNOPD OPEC 13、 24 
「 に 1 0 議 COCCOLOCEX YIOOCYO ス LOCK 48 
1 0 人 匠 CXY3YOCCEKOY つ CFPEPPCRSPPCOLG2 つ に OPC 1 
GTrOT. h … ド ーー トド ドド トト トト < トド ここ こ ここ 1 20 
exception 構造 体 …( 人 … ーーー…… 16 
eX 人 関 最 2 Pe beeee os 13 
EXIT FAILURE HOUCOCCCCCPKYYPPYPPPPPPPPPPPF 13 
EXIT SUCCESS DOCPDPCCCPPCPCPPDPPCCKPCCDCCPCP 邊 記 ) 
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fcntl. 10CCCCCCCPECCPCPEEPEHHHHCHECCCD 7 20 
fctype. 0 導 IEEEELUCCCHULLLKKAHHASED 2 中 、 39 
feof COCPPPCPCPCPLPDCCDCDDUULCPDPDCLLLLLLEKDLLCCUCKLL 46 
ferror 関数 で oo 5 
fgetpos 関数 emoeeoeeerrrerrrr 12 
1 時 8 も AKOPCEKO つ Ch 13 
FILE 構造 会 研 meet 25、43 
FILENAME _ MAX 14 
Ooat 56 
float. 10 還 EECCCCCUCCHLCCEECUUUUCLLCKCLLLLCD IP 語 21 
FM 音源 POPDCCOPDCDCCULLCOULLCLLUD 18、 ググ 、 69、77 
FM 音源 制御 Oroioeoeoeenenenee 72 
FEOPEN MAX eee 14 
fpos t RPCPPPPPPPPPLEPCPPPLLCCUUCCOCCEEKKKKEEKEKKEKKKKSM 12 
fseek 関数 OPCCCCOCDDUPUCLULCDDCCCDLKDCLCDLKOLLN 13 46 
fstat 関数 PPPPCPPUCUCLCDCOCULKKEKKKCKEEKEEEYYEE 16、18 
BRSS Seeseeucieesseeeetenaasee reekss 46 
ftime 関数 EPCPPCPCCODCOCLDDDCOCLDCCCLLLLLCUDCC OR 雪山 9 
graph homermrnrrrrrrrr 17、21、64 
1 SN の 生じ 77 
# 衝 def eonet 9 
ii 9 
image. ht ドー ドド ドド 7 中 開 64 
# include ーー ドー ドド 10 
# include く ctYDe. 602ECECEEHEECCCEKKKE は AD 34 
#include <fctpe. ho … ee 34 


#include プロ プロ セッ サ 命 令 。…… の ii…i… 4 
NN nut 203 522Rt isteo6dzy2eed 12 
int 弄 CCPPPPCPPDDDDCCOCCCCCCCCCCODUCLCLOCLLEE 有 ウ 、 92 
1OCS コー ルー 72 
IOCS ルー チン eo 72 
ioeslib he 1 272 
10. 0 疫 CECEEUUECCECHECEEEEELLHD 1y 証 2 吊 39、 47 
六 問 ま 2 の CE の COCP 81 
jfcype. h…… ド ドド に に に に 18、 2 61、 62 
JIS 漢字 コー ド 0 … remeeenrnernrerrrrrrr 79 
JIS 第 一 水準 oe 62 
JIS 第 水準 … ememoenrrerrrer 62 
1 り 中 USEGOEOEOEOROEEEREOEOETREOOEGE 13 
jString. 1 EEEEEEECHEEEEECCEEKCLXSC は SS 1 2 の 2 
ldiy 関数 oo 12 
IN 証 雪 GRGCGGROROERROEEEEOEOEOOC は 12 
ERBD キー he パー 73 
| 凍 516 の CPPPEOOPOOC と TO 6 
]imits. 10OEEHUCCEECCECEECCEEKXEECAKCCSL 9、 
ON 移 
OUCSSGEEEEEERPEEPRRHRERRRRRHREPTHEEEED 52 
]ong 境 り PPPPPPCPCPPPCECEYEKELECCLD 人 69 枯 56、 92 
1ongimp 関数 … mir 13 
1 の PPP 48 
L tmpnam EPCPPPPPPPPPPPPPPPPPPCPCPDCCLSPCLLKE 14 
matherr 関数 COPDPCECOPPOCCPEELCDCCDOCOCUCCDCOOLUL 5 
math. h POCCCCCPOLCOCOOCLODCOLDLLODLUD 16、 18、 ル 電 51 
INWH8 た だ 3 と た FI 77 
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IIB】 膝 262CG の OPC つつ 70 
MIDI 対応 FM 音源 ………………… 18、23 
MM に ooeheehteerrtseeanyeseedseerzssae soss 70 
mouse」 ho eo 18 の こ 64 
16915 に 05 半 05PGCCYKCTY22427 や OF 18、22、64 
TUISIG2S 日 認 25 SeSesaeeoeeoe0o oe 18、23、64 
_NEILE HOOCLCCDPDCCKTYKYPPPPPPPPCPPPCCPPPCCPKT 14、 25 
IN 前 識 3 PXKCPCYTCT2T PE 13、24 
OS CCODCDOCPNCUPTKCPPPEYTPYYYYPYPKKPPCPP に に 81、 90) 
path 変数 DOODDODDPPDDCCOLLIKDLLLYKPKC で PO 53 54、 55 
1 届い 0SGGSE2PC つ CC ププ 64 
1 (の 生 GHOEHONXHOPCP に PWR 80 
OROE 関野 eeeeeeeeeeeerereeeenreveseseeereres 5 
ENE 関 此 mm ベーemeeeeeee resss 24 
DTOCGSS. h ドド 18、 2 人 53 
0396I16 本 EGROOOROTPPRPRRTRRTRRRREPRRRE 12 
107! 電 1 ロレ SG 本 は の XYTEYLCYXEECOOCYG コ お 32 
YUIUG RPCOCCKT ま PP 46 
Tnd OOLKKIEKKEKCOOKESIKYYYPPYPPPPPPPPPPPPPYPKPPP を KFE 65 
1 FI 時 SG3G2EZE で 2 いら に 72 
RS-2832( DOCCCDCCPCPPPPYYYYPPE 44、 48、 74、 82、 83 

NB Beesoess pe 82 


RS-232C 回 線 の 入出 力 制 御 


Melk 関数 …ー い トド 3es asosieworoueessesens 932 
SEEK CUR HOOCCPCOCOCPEYYPIPCCPPPPLPECCCCYEKPLELT 13 
SEEK END DOCODCCILKILIOLOLOCXICLYY LOCK 13 
GEEK SE ee い の em koei 13 
SGtDUE 関 oteieseeeeeeee…: 24、44 
Setjmp 関数 HODUUCCCUPCPPKYCKPYPYYYYPPPPPYYYYPP 13、 18 
Setjrnp. ht で い ドド 13 18、 の 93、 92 
に 19(6) 9 叶う り MAOOLOHHCOOLCL 12、35、42、56、92 
igal 関数 トト ドド memeserr se 18 
Signal. (で 18、 23 
S1ZGOTf で いい (上 ロ トト トト 12 
Size t DOCDUCCCCCCCCCYYYPYPPPPPKPPPPPDPDCPDLDCPEEKCPLEET 12 
SDrite. 10 CGCCCCPCCCCOPLLCLPDLLLPCLCYP 18、 23、 64 
Sb 科 休 主 32220200CG22 PRGGSS Zoo 16 
stat. h… 上 トム (( 朱 Gt 16、 18、 23、38 
Stdarg. hu ニード ドー 13 18、 24、 92 
StdauXx HUUULLLDLUCPCPEICEYPEEEYPEPPPEPYEYYPEYEYS1 44 48 
_ STDC 識別 耶 oe 9 
Sbddef 軸 oookcocrzrtoocoe 12、13、18、24、92 
Stderr DOCOCCPCCCCCPPPPPPPPPPIPPPPPPPPCLLKEK 5 44、 48 
Stdim 上 ① の いい いい トド トド トト で oo 44、48 
Stdfo, h ……*…………・ 13、14、18、24、40、92 
stdlib. 1h 人 トー ニー で で eee 

13、15、18、25、31、35、51、53、56、92 
StdOUt ドー の つ 〇 ア トト 44、 48 
stdDT ee 44、48 
stick. htーーー ニ (l( つ ドド いい 18、 の ら 5、 64 
Strimg. 10 EECCOCCCCCCPPPPPPPPPPLTYPPD 18、 の 5 が 、 92 
syS errlist 配列 ee 15 
tell OOKKCAKKIEEEEEEEESYECCEEPEEECEPPEEYPPEPPPPPEKPPEECEPYPID 48 
time 関数 PROCCPPPCCPPPPDPYPYPSYYYPYYYYYYIYYY 脱 18 
timeb 構造 体 DOCCOPCCPPPPPPPPPPYPPCPCPCYETT 16、 59 
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timeb. ht ドド に に 16、 18、 26、 59 
time. 1 ECCCCCPCCECPECCCEEHED 出島 、 16、 18、 26、 59 
2 二 EGOEERHOHRRREEEREEEEEEOREODE 12 
time t 弄 PPUOPPPPPPPPCPPPPCLLECPCCCCLCLLL 59、 60 
前 POP 77 
tm 構造 体 OODPPPUPPPUPPPCCCLPLELELELKI 16、 59、 60 
tmpfile 関数 eeeeeeeieiemeererrnrrrre 14 
TMP MA ee 14 
tmpname 関数 で eeeemeemoeenrnerrrrr 14 
toupper ルー チン iiiroeneieierrrrrrrre 3 
TV コン トロ ー ル コー ド 下 o…oo・osm 73 
TV の 表示 制御 … ぐ oo で oon… 72 
WE 人 OSGPOEtOEOP た YY いく PCCLPY 12 
19M MV 誠 時 CDDKYCEKCY2OPPC は 2 た FEKKY OPEC 12 
| 0 取 0】N( 党 DOC YOPPTECZLPTDC 13 
ii 10 
#undef MACRO の riron 43 
#undef tolower で ereenrn 34 
unsigned char 弄 meine 12 
unsigned int 弄 ee 12 
unsigned long 弄 ee 13、35 
unsigned short 弄 eeoeeenrnrnrrrerrr 12 
utime 関数 OOCPPUCCPCUPCPCDPLCEPDCCLKCCKKLL 16、 18 
utimebutf 構造 体 で で の mrmeeernreert 16 
utime. 10OCCCCPCUDCCEEEEEEEEEEECEEEED 16、 18、 26、 59 
UGC t96CS5GRG risadsssbdodSote 12 
va arg マク ロ 関 数 … で oo 13 
Va list EPCCCCUCCPCCPCCUCLCPCPLCUCLCLCCCDCCCCCLCCCCCCLL 13 
va start マク ロ 関数 …… en ドー 1 
| 1 20501 PIG KFE KOK ん 77 
VOID PPPPPPCPPPPPPPCLCCLELPCCEPLCCLKLELCCDPDLLKEKP 12 


YO 12 
WI 
Me CPKPF て DOCGOOY LT あ 
IX 
は PE と PCOOCOCCZO 66 
議 
SS な sg aie788 も ee: 人 GS 9 が が 66 
YM2151 の ー ド ドド eee の 7 
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※ 小 文字 関数 は 『C じ ライ プラ リマ ニュ アル VOL.1」、 大 文字 関数 は 「C ライ プラ リマ ニュ アル VOL.2」 の ペー ジ 数 を 表記 し て あ 


り ま す 。 
abort DOCCDOLCDLPOLPDCPIPLCPYKLLPPCCPCC に に CCC 95 
ABORTTJOB POODCCCCCIRPIOCKTEIOCKKXKKYOCOLKKKCKLL 3 
ABORTRST eeeseeeeeesssssesseeiesseoeesesse 4 
abs FOODOPIOPOLPCIOLCCPLUCOOKILLITK PKK 96 
aCCeSSrroee 97 
a cont POOCOPLCPPDPPCOUDOULOOLPOOLOPCOOLCL LC 99 
CO 100 
ADPCMAIN RODDUCUDCCPCLOCLOCCPCKL EL に 5 
ADPCMAOT DOCCCOCPDOLCPPCDDOCDDCDCCCLOCCOCCCOLLKC い し の 
ADPCMINP HOPPCUDLDCCCDDOOOLCLOLOPLCCPKCCCPCLE い | 9 
ADPCMLIN RCCPCCPCCULPPOLCCLCOPCULLLDUCCLDCDCDCCCCL と 11 
ADPCMLOT RODDDCPDLOPCY YO 13 
ADPCMMOD OPCOPOCPPLCCYYKLKKKCLKKKKKLKKKLL 15 
ADPCMOUT eeeeeeeoseeeoseoe 16 
ADPCMSNS OPCLOOLLKIODOLOOOLC に | 18 
a end PCDOCUDOOCLDOUPDOLKYKIKIKIKIYYOCKKCKECKECLECK 101 
AKCONV … 上 … 上 ーー ドー に に に 19 
ALARMGET POLOUCDCOOLYPOCCUOLKLCLLKPCL し と に 2() 
ALARMMOD PCOCUPCOPCLCCCLCDODDCLCCOCOCDCCPCPLCLL PA 
ALARMSET PCD 22 
ALLCLOSE RPCOPDCCPCCPPPCCLCPPLCDOLLDCOLCOCOLCL 24 
almenmn に に だ 153 
JC っ 半 BUCCOLUCULUULULLCCATKKULLLOLOOLOOKCLD 102 
APAGE DOCCOPPPDLOCPPCCPPCPKPPKCLLLECLKEEPCPL 25 
a play RODUCCOPCPPCCPCKPPKLLIPPPCDCCPCLOPPCCCCP 103 
COBEEEUUEECCUCCPCEPDCCPCPPPEEEPPPPEPEPPPPEEEPPEEPP 106 
SC 105 
aSctirmme POCDLDDPCLCCOPCLIKICPKPKLKCPCLOLLLKLLD 108 
aSin POPOPLUPPPDLPKUULLCYYPYTKEODPPLKYKKLLELKKTLK 109 
asSsert ーー ドド ドド ドド に ーー 110) 
a stat ーー ドド ドド M 朋 間 
a StoOD POLOPOOCPPCODPPCYPEKKKKIOCECLKOLKLCCCOLL 118 
じ 10200 症 SEESSSSSSSSSSSSSSSSSSSESSESSSSSSSSSEEEEEESSSEE 114 


atan2 114 
atexit ーー ドド ドド ドド ドド に に 115 
atof OOCOOCCPPPPPPLPPPCLPCDCPOLCLKKEEKCCCKLKECLCCLLD 116 
atot ee 116 
atol PCOOCPPPPPLPPPPPPPPPYTYYYYYYYYPPPPPPLKETKKEPPPLP 116 
atoW ドド 116 
B BADFMT POLODULIOD ス LPC PPT 26 
b binS DDOCPLLCODLPCOIPY YK 118 
B _BPEEK PTCCOOPYOPOOOOLKIOOOCOLCLODL PL 474 
B _BPOKE ea eeaiaia eneiaie iawea Ia 人 28 
b chrS 上 t ひ (ir ドド ドド ドド ドド トト て 119 
B CLR AL PPPIDLPLK た OPC CD 29 
B CLR ED RODOCCCOOCLCIOOCDOCCOCLOLCCLPL 30 
BCGLR ST PTYDCYIOLYYODCKYYY TOKKELEIOCNCKI ス OL | 
B COLOR POCPOOPCLLDOCCCKCPLLLYYPY 9 グ 
B CON SOL … の ーー ドド ドド ドド に し て いい 33 
b csw PPOOPPCPPLYPLPCLCOULCOOUCCUTCCCCCCP CD 120 
B CUROFF TYOYYK て PKK つつ つつ こつ に 34 
B CURON DOCPPCPPCCPOPDCPCPPKEYKYYOCPYYIOPPLYPPCLKE 35 
b dateS eeeesseseeseesesessseeeeessssessseseeseiss 121 
b dayS DOOOOPOCPPDPCCUPDOPCCCOOOOCOLCCLCOCCOEOCLPCC PD 122 
B DEL FOLKLLLYTKYONOCYTKCKX KC て ルス 36 
B DOWN PECCCCCPCCDCCLLPUCULOPDLDCCPPLKLCLLLPPL 37 
B DOWN S 3 2 ah 116:m8Ha7aia aa 38 
B DRVCHK つつ 39 
B DRVSNS DOCCPCTYPPPPLYPPPPPPPPLPLPCCCPPPLPLTY て いい 4() 
B DSKINI RODPCPUPCCPCCOPPPPPPYYPPPYPLPPPPP に CC に に 41 
beep OLCCCPCECOPDPPPPPPPYTYEYEEYKKKIOKEYKCKEKOKKLLI 123 
B EJECT DOLCEKOLLKILOLIOCPKCYCLKYKCCC に OPC 42 
B ERA AL RODCCCPPPPCCPPPLPCCPCULPDCLCLOOULIOOLLLT 43 
B ERA ED POLYPIDUOLIOOKCPYNCK て PP に に 44 
B ERA ST PC 45 


関数 索引 


22120CODCCOPC の OCGGCCCOOCCOE2EPPCCCOL の 2 124 
0 生 CSS 症 ECHEEEREEEEREEEEEEEEEEEEEEERE 125 
b fcloseal eee 126 
DNS や Coo で ece で の oe oeo ま 2 127 
bi 128 
b fprint mee 129 
5 倒 ① り GUGRGGEEEEOEOOEEEHREEEEREEEEEEEE 130 
B FORMAT oo 46 
19 還 1DeiUl 二 EGGEEEOEEOECHREEEEREEHEEEET 131 
15 朗 1UUUCCOEEOEEEEEEEHEOEEEREEEREEEEEEEEEE 132 
0 放 CCCGEOGEOHRECCREROEEREREREREEOHEEEE 133 
b freads ee 134 
bi 135 
5 生 GGO' 二 RECEHEEEEEEEEEEREEEEEREEEEEEERE 136 
bf iii 137 
b fwriteseeeeeienrnrrnrrrrrrrrt 138 
15 回 R 也 侍 者 PEROOEROSPODCOFICTEOPOEC 47 
51 前 陸 4 錠 COCOCOPC 48 
1 の 本 上 ERORERRERRHEERREEEREEEREREEREREE 139 
1 の 者 SEGECCHEECEEEEEEREEEEREEEEEEEEERE 140 
1 逢い U! 二 SCOEEEEEHOETRERRPHEPTE 141 
人 月 GSGCRTIGS 人 th GeeEtr De SeYAetesit 49 
911 PJ 認 S 0 肝 GCCCPEYOEKPCOEY フ GO スエ は CH こう 50 
bg scrol ee 142 
1 人 こつ SSCGEEEEEHEOOTEHTTRTPPRRPPHPHE 143 
bi 144 
516 3 且つ 51 
旧 G 介 ROD に の ンー ドム 592 
避 6RBNGRS 2 53 
10 還 の や EDGEOOECOEEEEEOEEEEECEEEEEEEEE 145 
bp ii 129 
NNIDDAIRB 了 RBB ES5osseesss233Yeaps 5 で oz spo3< 54 
人 RNN eoe oe 56 
RNNIIDAKIRERS 人 ooo の の eee 57 
NN Se ttoeidSieeetSeee2ie2KiaZ3 23eeaat2 58 
10 生 il 旨 REOECOHEEREREERCEEEEEEEEEEEEEEE 146 
b inkey0 ee 147 


b inkeyS ee 148 
b Input DOCCCCCPCCCCCCCUCCCULCPPDCLCPCPCPCLLLPCLLELOCEKL 149 
上 節 LINE35322E223HGGCG2HSCGG32OGCGOSRE ER 59 
b int CCPUDCCUCCDCCUPCPCLPLCLPPLCLCPELLCCLELCLLCCCCLK 150) 
B INTVCS … eeenrnrnrrnrrrre 60 
bi 151 
bi 152 
了 ESINSS es 0882 rom RSSOee Gtee < 61 
B KEYITNP eee 62 
B KEYSNS で ee 63 
1 Si 5 隊 CCC は に DGP 153 
B LEET oe 64 
の 介 SiOEEOGEORREERREEREEERREEREEEEEE 154 
15 生 iUUit 旨 SGGGOEOREREEEREEEERRERERRREE 155 
B LOCATE eee 65 
B LPEEK 0 ee 66 
B LPOKE で oe 67 
B MEMSET oo 68 
B MEMSTR oo 69 
15 税 DPKG 156 
b mirrorS moment 157 
93 二 96ES 宏 CCCXPCEPCECIEP に YO 158 
51 IN 仁和 ECCHDCC い ETGCHP OPC 70 
1 9755.3 押 KEY いわ 84063 159 
旧 0SX 生 2585 502853aPPSzeSpo23S の 69252 osap35 72 
5 年 り 証 EGROERRREEREEEEEEEEEREERRRER 161 
B PRINT eonet 73 
B PUTC eee 74 
B PUTMES… oo 75 
BREAD oon 76 
B READDL eine 77 
B READDL … emem 78 
役人 AIKGIK 5eSR ene enes ease eeeeeoce 2 79 
B RECALL einenrnrrrrrrn 80 
B RIGHT ooo 81 
b rightS POPPPCPPPPPPPPYPPPPCYYYPPEYYYYYYYEYKYYYYY 162 
SS3GN et の 05320 eonet tee RS 163 
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B SEEK eee 82 
b setdate ri 165 
b settimeerererereeeie 166 
B SFTSNS oe 83 
b sp ii 129 
b spaeeS eee 167 
b Sprint me 168 
0 還 S92ttt ECOECOHROOHEEEHEEEECHECOEEEEEEE 169 
b strehr rr 170 
b stremD err 171 
bs 173 
b stringS RODOCPCTTETK す PP ドド で すす すす すす ドド ドド ドミ すす すす すす すす 175 
bi 174 
b strncpy RCCOCPCPCCPEYYYEYYPEPPEPPYLEKES さ ミミ ささ すす yl 
b strrehr ee 170 
b strtok eee 170 
B SUPER eee 84 
bi 176 
b tprint ee 129 
b tpalet ee 77 
b tprint ee 178 
1 位 BSRCP22OECCOAYCPCTOUH 85 
BU ii 86 
BUS ERR eo 87 
B VERIEY ee 89 
B WPEEKR oo 90 
B WPOKRE oe 91 
B WRITE oe 92 
B WRITED … oo 93 
に 218 本 の OPC が 179 
267 な 2 て 180 
CCES Ai 94 
CCLS ED ooo 95 
CCLS ST iri 96 
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C COLOR…… ee 97 
C CUROEE … oe 98 
CCURON … ee 99 
の 呈 6 DH 隊 EPC と 100 
CC IDGOWWIN ene twoe0e suesei 101 
CDOWN SS oe 102 
2GeSCcaipes22G86 22.6en38522 も 2 2 シン な 35Desee 181 
08 り い の 才 0 EERRERRRREERRHRRRRRRRTRR 103 
C ERA ED… ei 104 
CERA ST ee 105 
C FNKMOD PCOPCCPCPPOPOCPPEKYKTKEEYKEYEYYPCCLLXLYI 106 
Cgets COCOCCCCUPPOPDDCDCPPPPPLYOCCOCPCCKKOCLCCOCDCCCCL 182 
CHANGE PR iiiiminnrnrrt 107 
NR23 338082YSe dee2A3Oetueye 2 25 602 183 
(人 BMPXPS COOPOCOO2 チ CA 108 
(IBM 152NY プ 272 つら OCT 109 
chgfa OPCPCPCCPPOOLCPPCKDDDCCEKTYPKKKSKKYEEYEYCCLKII 184 
chgft RODOOUCCOPCPYYYPYYYTPKYKYCPPDPPPPCLKCCCCCOLCL 185 
1 250 187 
CH ee 232Neee0SEe0 4.GESeSeOesss 188 
chmod POPOCDDPDPDCCCCLPDUDCOLKIERIEKEKKKKKCDCCLCLL 189 
[BNNVI【] RA この に 22 110 
RS1 グ ho26 e0 パテ 308 DeeSSEe33e252aReesenieeno 190 
6 昌 い に だ COOERREREERRERERREERRRRERERRRER 111 
CINSNS PCDPCPCCLCDPLDCOCDCPCOCDCCKYILKLYKPKCCCCLCL 112 
Circle PCCOCDCOCCCOOPLKYCLCLPOCCECCPCPPCCOLKEOLKLDLLL 191 
(BC 63 開 り 本 は PC 113 
clearerr DCCCCCCCPPPPCPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPLYET 193 
GLEN ee 114 
(| 疫 1 4 5 0 の CC と CC 115 
CLOCATE oe 116 
6 SCOECKPCC EEE 194 
Close DOCCPPPPPPPPPPPPCPPYPPYYYYYTEYYYSYYYYYYYYPPPYPPYP 195 
「 抽 前 ⑳1S3 お 73 き た DCGGT に 2 エン に て に 117 
clrerr CCCCLCPCCLPCCPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPLYPYEPPPCLLEL 193 
CPP 196 
6 68SGCG3Y お PODGE71OFCKK キ 3 197 
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GOGOMINNIPSENeOt0ESSGDSaSea AR See 118 
COMMON CK ie 119 
COMMON_ DEL ……… ド imiiiiit 120 
COMMON FRE …………mieiiimimit 121 
COMIMGNI neet ーー…… 123 
GOOUMIMONI RT ドド ーー ジマ 125 
GOUMUMONIL WW Teen ee ot 127 
COMLUU 入 eeedreesoeiseeekse rssss 129 
(JNISTNKSEPPX は 2Y1 CX 130 
GODSGIG Eh eeete ekz3e esse teseeseetes 198 
16182 に |P 朗 CCP で 22 199 
(0】N 間 団 PARS] OPEC 131 
CO 2000 
cosh DOCCUPCCPPPPPCEPPPPPPELPPDDLECCLDCCLCCCCKKKLELEE) 200 
GODUNSINRS ne ん ossaesaeas 132 
C PRINT meme 133 
ei 201 
CPP の 2 525 3352takaeesestteomt< 134 
計 UUUU に COG ま FPP 202 
(3202L 和 CCIE だ COST 203 
(人 6 3 0 の CGC PP や EPC 135 
C RIGHT oe 136 
69 AUUUULUCEDLEEEPPEEEEPPPPPPPEEYYEYEYEPPPPPEPPYEYED 204 
CRTCRAS OPDDCLCPPCPPDPCPCPECPEEEIPCPPPCPPPEKPEP 137 
(2 KW MV (018 0P2EY2OCCIY の は 138 
SIR21WU 本 2 の まで POP で EET 205 
CSrlin PPPPPCCCPPPPEYTTPYPPPPPPPKEYYEYYYYYYYCSYEYSYEY 206 
GUN 電 2CCGOGH や 3 つた CGC Gr 207 
6 旧 1 EPCORRRRRRRRRRRRRRRRRRREPRHRTERPRP 139 
6 則り) っ 作 に 二 ROERORRRRRRRRRTRRERRETRTE 140 
CUOURIDNR ea eeessness oss 141 
(68 0 52 DJPNWA 訴 GE2 は と 142 
C WTDTH ee 143 
C WINDOW ie 144 


DAKIOB…… の ーーmeme の eo 145 
1 97 MDYNS 5 146 
6 旬 介 民 RTN eeeeeeettOeezseeasese dps 148 
72IM NYAEBCCGP COG ス 2 150 
009: せ S1⑳ 和 Zi ス や CO 151 
9 回 RE は CO 152 
153 開 PP で 153 
| NSRS3 和 CCP ご 2GC SO 154 
拓 1681PVPYS 二 に CC の PP 208 
DIGRIR 有 Bs6005e8esazdtdseoesoeeeses 155 
0) SM ZRXECGCO ス 74 は 2OCFEC 157 
DISRKIWWIRI に dese er eeeactseRdseessoesae 159 
OSRRVWWTR2 oo 161 
div DOOCCPCCKCCPPCPEYYSPPPPPPYEPPPYPPPPPPPPCCPKCPPLLLE 209 
1 WW に CC の OPC 163 
DMAMOV Ao 164 
IDNAMDWER eee ドー の oetieeeresn 166 
DMAMOV し eee 168 
dqsort DOCCCCCPCEPEPPPEEPPPPYEPPPEYYEEEEPPPEPYIYYYYYE 210 
ERROWC7IN Reedmsgdzee2he4 で 65eoG52 CC 170 
RM SS ae Shuo s 172 
dskf RCCCCCCCCCPEYYPYEEYEPPPCEKPEPPPEPPEEPPPPPPPPPPET 多聞 史 
10 く 1 電装 24 520RKPCY で POCKET 173 
6【 及 に 7PCSOEXNREPVPTKCm CPP は CD よい CE に 212 
dtcnv PROCCCCPCCPCPPPPPPPPPPPPYEPTYYEYPKEYYEIELLKLKLT 214 
UE YOFPFP 215 
0) SSSR2THPTK た らい た お OCG 174 
DUP0 DOCDDPCPPPPCPPPPPCPPPPLPDPLCPPLECKLPDPYESYECLLLLI 175 
dup2 PCDDCPOPPPPPPPPPEKYTYYYYPEPYPYPYEEYEKEYPPPCLLELELI 215 
1 2 譜 CB ECS の CPK 176 
eV の 17 
02 eSESBG era deaiae3Gsvizstte ez sapae23i 219 
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ee ii 224 
1: 8222G2 け GPC で フス 177 
2 上 CE の 235GECeEES る EPC2YCGEPGE2RI22 3 221 
execle PPPPCCPPPPPPPPPPPPPUPCULPCPPCPCPEKKECCEKKKEES 221 
ee ri 221 
ee 221 
RXRGODNITI khet3G3 ea0teeeedtleae yes 179 
だ 783 PCPSEPKDCE 人 KSCOZCEK2 の CC 9221 
に 26317 SOC CPEGOCE チ ET 221 
ee 221 
execvDe rr 221 
1 くに Zr PP スス 225 

本 人 S2S DPE RDG ESOCt Yoosoos 225 
用 eeeesMaaeeznebesaeieiteacevtatey este 180 
1 較 25BCOGPG4 に 32 スス 12 て いと 181 
0.MCOUOULULUUHKCZEKKLYYUOLMONOLYOKYKYOEYLO 226 
fabs OOCUCPCLPCODCLLPCCODCLOCPCLLCCOCCCOCCCULLOCLLKKL ウツ 7 
BN 半 肥 人 1B 3 粒 RCCE22 ス や 182 
本 代 人 P 間 IR2 の Keieeestesetdscaseesbset se< 183 
RIOSG ieweh Keep 2ocenddareocadece < 228 
fcloseall PPPCPCCCCCCCCOCCOCOLCDLDCLCLOLDCOCDCLKLYT 228 
1 時 522632Z33CGC の 8 な 5623 ささ 53ci2S の を DE 230 
CYS 239 
fi 233 
072 234 
PTYOT te20830 eee RG 060ee eateat seootees1 235 
fflush OPDPOCCCCPCCLCCUCCCDCOCCODCCCCLPOLLOOLLCCDCOCCCELI 236 
| 半 関 SB の に つた 185 
fgetc POPCPCCDCOLPPLCCOCOCLUCOUUUCCLDLULLLOULCLDLIL 238 
1 5 0 朗 7 メア 2002eCOLCCO 186 
feetchar emi 238 
feetpoSseeeeneneeeee 239 
GRGGOEROORPPEPEPPERPHRPPERR 240 
1 57635 KS10 論 800 の の PC 187 


RTHEDAR esseeniesndtstesesan tassess 188 
filelength ee 241 
USiYG3 計 POCKET 242 
1 SS 電 38PCH2 お 513PECTOT2GOECSE の CCC 243 
1 9 昌和 和 rr 190 
側 導 eeeeseesiete2teotsvessseeeoーeeeton rt 246 
人 RT 00 に 5208oNRD23AeeSeaR236220resseee te 192 
3 CRPES3eioVeRie2Ver sict CR 247 
PeT672 と EK は CC は 248 
Re が htte or 221052 32582yoiztced 249 
TOY5TG CGCEZCNC OCPL 250 
RODO76[S2 軍 CPP で YYC ス PICO 251 
RNGRIBYG eee ドド ーー 193 
RINGIKRYGS eeeeeeeeeeeeeeeeeeseeesesirese 195 
| 99NW NG3 5 時 CGCKCPKEXCCPPC 197 
1 つり 交 GECUEPOPPPTPPPPPPTEERPHT 252 
fprintE ee 254 
DUICOCEEEEEPCOPPPPPPPPPRPPEHEPHTERT 255 
1 5 人 朗 3220 の OO で CDOCN こ へ 199 
fputchar eee 255 
DUUSEEEEEPEODPPPPEPEPPHEEHRP 256 
RDNS yenesneteone eeersesesees 200 
fi 210 
人 3C く 2 22005252 が Ss za 257 
CEC て た FCCEXEKEI ま YY いと の 9259 
1 CTTPZTTTL と に CYPCEItTE ブ は TIOSPCL 260 
freopenrererereeeii 261 
9 つり EGGHEOOEOUEPPPUHHHEEETERETE 262 
と 61G 計 POT 263 
SG 265 
feetpoS ri 267 
2 と PCEPOCY わら OCT 268 
PS1 陣 GBGOCCEEHECCGTHCRCSCKKCCDTREGSEPKKECECECD 270 
SPEC も CC 271 
fi 272 
id のり ' 守 CCOCOEEROOHPPPPEEERERTPTPERP 274 
SPP に PP 276 
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G CLR ON PPPPPPCPLPPCPPCCPCCCCCCPCDCOCCDCCD 201 
gcVt CPPOCOOCCCOEYCCODCCCLOCOCCDUCDOCCCCCCDCLODL 277 
get YOLCCPOOOOCOUOOOCLCOPCCLOCEOOOOCOOCCLLD 278 
GETASSIGN OPDOCCCCOCCDKCOLPDCCCUUCLCDOCLDCLLL 202 
getc PT すでに CCCDOCK ス ULOLOLIYOOCCCC1O い 280 
GETO 203 
getch 半生 FPPPPTYTPPPPLPOCCOOOCOOOCCOPOPLCLUOCPIODCCLLLL 282 
getchar PCCAOOOCCOOOCOOCCOCOCOOLCXIDOLUOLL 280 
GETCHAR CCCOCCODOOODCLOOLCCOCCDCCCCOOO 204 
getche POPCOCCCKLCODCCLCCOCCDLOCKJDOLULL 283 
getcwd YYPODOOODOCOCOCOOPCCODDOLCOOCOOLLLOC 284 
GETDATE POOCOPOCOOLCOODLUCOCOCCCOCCOCOLOOUDLLOL 205 
GETDPB PCPDCCOUDJDOCLCCLLKLJLCYJOOLLCLO 206 
getenV 時 PPP で CPDPCCOOOOCDCLKCCLDDLLOLLKLXOLLLI 286 
GETENV OPDODPPOOOOCDLCOUCKOPOCLPPCCOCLLCDLDL 208 
getfa 凍 PL と CDOCYIOULOOOCLLPLKLKYYLKOOL 287 
getft PPPCDCOLDOOLCOOOOOOLCOCLOOCCLCOCCOLLO 289 
GETGRM PPCPCDCLDCCCCODCLUCOOCULDDOLOOCCCOOCL 209 
getl PPPPPCCDCOODCUCOLLOCDLKYCCLCCPLLCCCCOCOLLLLU 290 
getmem POOLCCPCCODLOCOCUCUOCOOCDOLOOCCLCDLOCLO 291 
getml 時 征 POLPICLPLCICKOCYYOCOLKITOIOLIOOKIOU 291 
GETPDB PTCDCOLCCCDCOLODODOUOLJOLLYLOLYOLL 210 
getpid PCCPOCUOCOOODCCOOLPCCOCLCCPCCDOUCCCCOCLD 293 
GET PR PETEEPPPPPPPPCCCOCCCCLCOCOLLKCLKJLLLMCC い 212 
gets POPCCPPCOOCCOLCCCCOCLPCCCOOOOCCOCUDULOD 294 
GETS 214 
GETSS ii 215 
GETTIM2 oo 216 
GETTIME OECD つ CTC YO 17 
getW CYPODLOLOKJCCCDKULKHKLKX て れい 205 
gmtime TYPPPOCLOUDCLCJ に に 2 に に OLPC 296 
GPALET PEPPYPCLPOOCCUDCODUCCDCCLLODCCLD 218 


HANTJOB 剛 す CECOLOLPCCODODOCCOLLIOULLLOLLILIOOR 219 
hantoZen 298 
HENDSPILC ドド oeeeeTTTTT 220) 
HENDSPIO PCLCLLOCCPDOCLOCOULLN ウル | 
HENDSPILP eo の ジグ 
HENDSPIR 上 ee 223 
HENDSPMC …ーー ド oeeeeeemmmTTm 224 
HENDSPMO OCPLOCOCCCOCOUCOCCK LLC 225 
HENDSPMP CCCCCCOOCCUCOUCCOUUULCOOCLLOOCLK 226 
HENDSPMR oonrPT 227 
HENDSPSC ET の 228 
HENDSPSO OCTKCCOCCCLCODLLOULIL 220 
HENDSPSP iT 230) 
HENDSPSR to 231 
ho 299 
HOME PPPPPPPCOCCCCCOCCUPDCCCCDCCCLLDCCDDCDCULCLL 232 
hy 300 
HSVTORGB 曲 PPPL EK た OYK CACYOLXOCILL 233 
HSYNCST reooeooeeeeeTT 234 
hypot CLOCKIOLLEILKILLKL) 302 
img color PODOPPPCLCYOLCCCCOOOCOOCCOOCCIOUDLOL 303 
img home PPPPPOPCCPLCCDUDCOCDCOCCCDCCLCLILLCLLLJ 304 
img ht TPOLKLILET い PXIOUKZ ILKTCMTKOLY 上 れ か 305 
img load PETECOPPLPDDCCLCCOUCLOOLCCLCCCLEIOCCLOL 306 
img DOS PPCPPPCPPPCOLYLCCLCPPCLPCCPCCCCCDOCLDUO 307 
img put PEPPYCCLCOCUCLCCDCLCLLCLLLLD 308 
img SaVe as aha eeie ee emee ee aveie aiaiea eSie eeeie ee 309 
img SCrn FCLCOCCODLOLIOLOCCLLDCOCOOC 310 
img set OO つて POCKOLK ス CLOUDCI 311 
img still CO いつ COCIOCYCKCLOCDCCKNI 312 
INDOSFLG OPCPDCPLODCOOCOCDCCCLLKOCLK つ 235 
INIT PRN 是 FPPFPPPPPPPCCDOOLLCLCCJUDCOCLID し いい 236 
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NNI5G DO 人 主 2 むさ の DP つこ 237 
NE の 2 3323eieee eiE8298seeds Hoaz 238 
10 2 】0 半 PODC2CEPRERY 239 
1nStr ドド oe 313 
1 HAN 因 軸 YE た YO 240 
BN 症 除 VS 層 2PEKY PC た CFS 241 
ICOCPRTIDWG 和 PL 0aReeet ee 2Aes issaes 242 
COGTRIEDWGT kernseoee eee 243 
19 間 貼 前回 際 朗 EPC や CPP 244 
KOGIHIRIERIUDS 和 IM eSE Eeeeseeuueecce 245 
02ERIEGM 六 和 en いく oe 246 
COCP eeetme tete tsseeeosoesos 248 
IL (人 衝 肝 | 間 0【SERZRPE2 た だ 249 
COCYPRIERTD hevereesersasssessdssien os 250 
1 (⑳ [MLM| 関 5B 時 5 やら OLC スス 2 251 
TCPRIIRTSER | 和 eeaieteeeueeee yen 252 
10 誠 間 RM BNSMI ka 訂 BG PER で PP テ 253 
ON2HBWWM0 0 も ECezuieekeooeeeee 254 
OCZIREWWUH dc oe の 20coeeeeaeeoetesse 255 
1 了 5 54 技 CO の の 256 
1 に と 1 ば 18 し 陣 GOGOKCCCDD COOOCCC に PP 314 
1Saltmmlkama teieetttteveseestsssseetesesscsss 314 
(に 0021DI00 間 認 5DCYT12 ご PC 315 
ialpha ee 315 
5 に ウト 7631 CRPOOH を XY お 2 315 
に 1 PH 317 
人 eigaiueweeeitirtsiestes の dti se 315 
1ScSYm COCOUUCDOCCPCOPCTTPPPPPYYYTTYYPPPPPPPEEPFPEPEPE 315 
19eS7OE ee 315 
1 に 1115 王 OS の PO 315 
SgraDheoeeeoeeeee 35 
isgrkana OOUCKPPPPPEYYKPPPPYYLPPYPPPYPKFPKPPCPCYL 314 
に 326 内 318 
Ski 319 
iskan]i2 ROUDOULUPCPPPPPPPPPPYYYYYYYYYYYYY で PPPPPPP 319 
に 113YOUIGSROCOO PF 318 
4018 認 2OOOOOYP の FPP 218 


1SIOWGT (ホー ロ レト バー ドド ドド ドド < ドド ドド < トット トッ ここ こい いい 315 
ISNS232C PDDCCLCCLOUOCPCPOCCCPLCCIDCCCCPCPPE 257 
isodigit UGCTODCUOOGPKOCIXLKUOXOLXAYCPF ECO 315 
ispnkana DOLLLDLLIPCK い に OPC 314 
isprint DDOOCKKIOOK つ に 315 
isprkana DCCCEOUODULUUUODLPKO EL に CPIO 314 
isDunct KEROCCOPOOKKAONRIDETKIOCYTLKEL YY て 315 
1SSDaCe DOODONDCKIDLYPLPPCOPOKYTPCCCLLPOL 315 
1SuDDer DOCOCCOCDCCDCPDCPLKDLPCDCLPLLLKKLPKECLLCPLLLLD 315 
isxdigit PCDODUDOOLPOLCOCPCLOCLYCCOPCLCLOLDLCC に いり 315 
itOa uo 上 0( ド ババ ドド ドド ドド ドド ドド トト トト トド 320 
jisalpha DOOUOCOOLPLOPDLKPOCPLCCLPLLPPPOPCCCCLCL 321 
jisdigit DDOOULCLCOUCLODLCPCCEDKCCELUCODCLOCKCDCLCC 321 
jiShira DOCCCODDDLCLCOULLLLLPOCPDLLYYCKPPKKPPCCLECLLLLD 321 
jiskata DOOOCULDOOLPDPDCOPPPCYPCCCPPDCPCPPKELKLYPKCPLL 321 
jiskigou POOLCDULLUDLULOLUPLLYKTYY で PP 321 
jis10 DUOUULCLUCCKLCDLCPCCOPLLCPODOLOCOOCCCCLLE PC 322 
jisl1 DDOPPOLPCPODLPULOPLODPPYLKYYPCPLPLPLLPO 322 
jis12 PCOUCLCIULYOCPPPUPOCPCUCULPDPCKY CYP 322 
jiSlower DOKOPCOCCPLLOCLOLOUOLPICCCPPPEKLCPC 321 
JISSET ROCKPLYIPYKYCOCLCCL PL 258 
jiSSDace DODCOOCCLOULULLKLLKLPOOCLLLKCCLLPCLLKEL 321 
jiSuDper DDCOUCCPCOCCLKCPPCCPLPDOULCDCOLUOLKKPLPLPPLLTT 321 
jiSzen POPODOLLOLLLUOOLPLCCLYYLPC に IT 322 
JOYGET DODCCUDPDOOPOKYLYELYEIOPLPLOOLYY TE 259 
jStrchr (7079eiereiWie2 和 ei ai 323 
jStrcmp DDOUCODOCPPPPCCCPOPPDLE て に 324 
jStrncmp POOLODECKOY KPIT 325 
jStrrchr ROLLPLDPLKKYLXDOOSDCKPDCLK い と と CI 326 
kbhit … ひ ……… バ ーー ドド ドド ドー トド 327 
KEEPPHR ーー ドド で で scenessssss 260 
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EECGEEOHEORTEEEEEEEEEEHEEEEEEEGRE 328 
keys 329 
KEYSNSo タ ti 261 
KBTLUSHGOO ame ドー ドー… 262 
KEFLUSHGP eee 263 
KEILUSHGS ee 964 
KELUSHIN ooo 265 
KRLUSHTO moe 266 
KILL PR eeeeoernenrnrrrrrred 267 
K INSMOD … eeoemrmrenrrrrrr 268 
K KEYBIT ooeeoeeenrnrrrrrrrr 269 
K KEYINP で eeed 271 
K KEYSNS ooeoeoeenernrrrr 272 
K SFTSNS で oooernrnrrnrrrrred 273 
|] 5 の PFIPPHPPPPPCKCCPCZICOO 96 
1R つり 語 EGGGECOECOEEEHERHEEEREEEEEERE 330 
RPC と つく CPLD 331 
LEDMOD ooo 274 
1 PFIPOPPPLOYPCCCGOOO ス FFCC 332 
TNI skae25tKSszicesekssoscs 275 
1 了 0740B 本 2 の TFCOG PP 276 
LOADEXERC ee 277 
LOADONLY の firmromhhhhmhmomhrehemem 278 
]oealtirme ee ドド ドド 334 
oe 335 
OGK 279 
ELOR22 280 
IRCGEEEEGOEREEEEREEEEEHEEEEEEEPOEE 336 
67CSLUEERCOERREPRRERRERERRRRRREEREPEEHERTE 336 
on ii 337 
IROS EGOEOEEEOHEREECEEEEEEEE 210 
SB 338 
PPP と POKKCPO 340 


MAKEASSIGN に imeeeete erstekoodeeee se 281 
MAKETMP ee 282 
5 の 67 の 守 PE eCPIDCOCCPOrEcrK 342 
malloco eee 343 
MATLEOG ーー の ドド eieentem 284 
MATLLOO2 eee 285 
m asSign err 345 
math eee 346 
9 レ b・ 生 PPPCKTCOOOCC だ DDCCCT 348 
mm COO 349 
md cont eee 350 
md mit 351 
md Oi 352 
OO 353 
md py ri 354 
md Tee ri 355 
md Tee 356 
fd St ee 357 
md stOD rr 358 
md wrt ee 359 
91001G79 69oMMECKGoK2OASOCOLCLIOOK MAOHACALM 360 
me 361 
memcmD ee 362 
memcmpi ne 363 
memepy mm 365 
memicmD ore 363 
memmove ee 365 
TOOSG eee 367 
Ti 368 
NR 286 
Nmsoeossieesetsee assetSentn eyeosntasteawses 369 
mi 370 
Eon meoeeS eaeeesoeendse tsms es 371 
II7】 PO 計 CS CB2OCC で SCI だ PC 287 
mktemD ee 372 
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13 IBTSI 二 COCE いい CD2 PC 375 
16018GU8CZ2CGPCGHDCOCP ロ CZ:EC2P2PCR 376 
nnouSe 377 
1UW [SEE 288 
movedata RODOCPCPPPPPEYPTYYYYYPYPPYPPYPPPPPKPEED 365 
OWNGTTYMONXSOSSG2ES 53368 28 8 に ae この の 28 365 
mm play DDOOCUDDOODODOPUCODCPDCPDPPLPPDCLCPCLCPCCPPTPLLLKL 378 
100 に 1200372 EELSSSSSSUSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSOSSSSEEED 380) 
msbtn DOCCCCCCOCCPPPPPPPPPYYYYEYTEYYYTPPPPPPTPEPPPPP 382 
MS CURGT ie 290 
MS CUROE … oi 291 
MS CURON oe 292 
MS CURST oh 293 
MS GETDT ee 294 
MS TNITT eee 295 
MS _ LIMIT 296 
MS OFFTM ooo 297 
MS ONTM oi 298 
MS PATST ee 299 
nmSDOS 384 
MS SEL ee 301 
MS SEL2 ee 302 
MS STAT ee 304 
mnsstat ee 385 
600 隔 じ EAAEEBBEBSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSOSSEED 387 
In Stop DOCCUCCULOCCPCCOCYPPPPYPPPPPPPLPPPCLPPCCPPPCLEPLE 388 
m tempo DOCCPPPOCOKCCPPPPPPPYPYYYYPPPPPPPPPEPKEYEP 389 
0 了 り 9 生 OUHHTEPTRRPRRTRPRFRREPFRRRRRE 390 
Tn Vget DOCUUCPCCPOPCCPTEPCPIPPCPPPLEPPEECCPCECCPL 391 
mvset eee ドド ドド 392 
INUDAWNWIIB 63 生 CC OPC 305 
NAMBSDS no ドド tee 306 
NBPALYHN 間 5 生 3YSCCYC ス た 308 
0【S 和 PCCCD25137 で ZS 393 


INI 8 間 S 人 SC だ CCC 309 
58)PO】 朗 CGC に OH 395 
ONIHRLMUB に eeereteoePoEeaRea paasse 310 
OO ee 396 
(PRINI eo En eee2eARe233heses 311 
OPEN PR ii 312 
(0 IIN 科 RS 半 20EGODG2 PE 914 
(91 IS10M N 朗 GCC の 215 
(018UUSINUS 記 10573CCC OCG に 216 
OS CUROE mie 317 
OS CURON … oo 318 
(OSNS292D Leo PeasSetteostso 319 
(1 和則 的 6 粒 5iGCGCRC 7 スイ 320 
OUTLPT HOUDEESTCPPPPPUPPPCPPPYPYEEYYEYYPEYYEKED 321 
(OURIPRNI 語 omo eeeeeoe2 eZ 322 
De 399 
PATN に に oe 329 
palet OOCCEEKIEKSSYYCPKKEEPPPPPPPPIPKEIEPEIKEEPCL 40)0) 
1 22 間 B【 人 BA 全 CCO2 ス KKCOOOOO コ PP 324 
DeTTOT 401 
UP 402 
point HOCOLNKEYYEKYESKEYCPCEKYPPYPYYPPPPPPPPPPPPPPPPEPP 403 
9(OHNNM eiseae こ 32 326 
DO 404 
DO 405 
電 民 IN 論 35053zeSees 2 と ao 2oE Pc ec ba 327 
printf HOUUUUDPEYPPPPPYPPYPPPPPPPETYTY す すす すす すす PF を PP 406 
了 RININSS2 あ 3 CCOG22 に Geoesp に ee 328 
1953N(01EI 認 に 33OOEC PO 329 
89 NGNNIS1GPLCT2GDPCC2 330 
pset ROLLOCKKYCPCCPEECPPPPPPPPLPYKY で た KEEPKPEPPPKCEL 411 
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人 pSR 全 SSRK25OK2 和 aizos3ore Y330 ま で ro 331 
1 BS NCPFCPICC PE 332 
OUUUGGOEHHRERRRRHRRPPRRPHRPRREPRRRPPPERERE 412 
OUU7S 琶 KERRRETPERRPEERRRRRPPEHERTHR 414 
IIUU'O' 半 EEEEEEEEHEOOTRHHEEEREERPPPRRTER 416 
putchar RODCPOCCPPPPPKCCPKPPYEEEEYEKEKKKEEKEKKEYEKKEND 414 
PU 人 EEM は eR2SSDNMKSR2o2oe2oed iss zepseoe 334 
Di 417 
15 MG PAIN N 議 EGGKKAOCE、 CK7 ア TI 335 
10 RRRRRRRRRRTPRRRPHHRRRRRPRRTPPRTTE 419 
US 耳 SEEDTHEREERRRERETPHEHTTER 420 
IOUUURZSEERHHRRRRHRERHEERERREEEREHERREE 421 
ROSERHEPTERRRRRRRRRREERRREERERERE 422 
夫人 SSSORedete ae et22Seeartieeteseieesieegece ieestzwe esas 424 
1006 朗 2CCPCEOCE2 POP て PC 426 
randomize DOOODPPCKCECPECKYEKYEKIIKCPEKKYKKEERED 427 
RAAUSGTGRNU eo YE 2533seSyezzear ed 336 
DE Sgzeeoyiies gtWSsg3aeslvetekos 428 
7E127e 妥 わ CZ も YEXKK2IKECKPE が PPESTOO2XX DK 429 
1 OREGEPPPCUCCICEEKIYK に DGP 32CC GOO つ CC 337 
0 交 1PCPOXGENPGPG3GPCEP2GPEECYCCEPEPKA ロ 431 
TemーoVee 547 
EET88TSCCEPOECK2 だ PT 433 
RINUAIMD 人 neeoeue kde esseoos teeceigeteo 338 
repmem emem 435 
GMT] 85320 が SEESdeisaascse cases 436 
rgb PROCPPPCPPPPCPCPPPEYYYYPPIPPEEEYSKEKYEEEEEEP 437 
4S15SI CODEYCZOPY の PKKST ス PCE 291 
1S1181 0SECEPCORP8CNEETPCRE PP 291 
RANC2NNW UE At eeeteReieest sed 339 
RU 時 に CoCo 438 


1 FUN】UPG 訴 OCT 340 
rmtemD ee 439 
rmtD re 439 
Re 440 
RONWIWIEOR eeoeeeseeeeoe sawaescesesss dressee 341 
CS1B01(2011 較 KCCCC ま GCC に CC は 441 
に 1 317CGHRHOPTCGIE EDEOCCCPPCCYECCCOCE 442 
Scanf HOCCOCCPPPPCCPPPPCECPPCPPYPPKCEKKEKYEKKKEKYKYLEKE 443 
に 7 CCCCCK POCCCCC い PT 447 
1@| 6】 間 遇 SCOOP 342 
【S3 DD < 生 31 343 
SEND PR ee 344 
1 0 5 信 OEOYKEEPCEI ス CLIP 246 
QR 和 T 旬 BONHR huittets2tstssnissstss sn 348 
131UWE く COEPCLKOGCOYP CGC 449 
SM 7 EHPEODREEE2 ス 23 349 
NM 350 
setjmp OOCPPPCPPUDOCOPPPTPCTPPEEYSEYEELYYEEYEEKIEEEID 451 
BHT cete3CGnee2RGTPee2e09 336 う EEeie am 367 
setmode no …o oo 453 
SetrmSDOS OOCPOPDOPECPUEEEEEIDPEEPPPLLCPLPPPCLCKEEOD 455 
GBD od.552204859722902o02089m3oKie spoo 456 
3 9 中 け 1E4R 和 EYEIGPPPPUTYCEPCETWEYP 351 
GUN 人 の 2352382023CSOmE2G0e2ECE Sie 352 
SN 還 7 353 
setvbut ……ー ド に に 456 
SETTS eee 354 
に ) 0 環 訴 CLDCELCHGLULCOUCKCCLCCLCODDCOOCCLLCCKCODOCCCOCD 457 
Si 458 
ST 461 
sinh ーー ドド 461 
に 3 082387 要 CCGCGD2 PP た 462 
SKEY MOD …… emememnnrnrnrrrrrrn 355 
SE 357 
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SLEEP PR で eee 358 
S MALLOC … oe 359 
S MEREE … eeeeeneenenr 360 
SNISPRRN eee kyeeartstee eSes 361 
3 4 CGC POCHC32CROCE 7 362 
DEN201EHCOOOOOHHHHHHHHEEPEEREEEEEEEEEEEEEEEEEEE 463 
spaWnle er 463 
spaWnlD orr 463 
に 92 MYO 90UgECMRLOLLLOOOCCLITAYHOHOCNKYCCXKLKO 463 
SDaWDVE mm 463 
SD8WIVD Poo 463 
SP CGCLR Goo 363 
SD clr POPPPPPCUPCCPUPCPPPPEYYPPPPUPPPCPCCPCCELPPLEKLE 465 
sp color err 466 
SD def OODDOPCCPPPPPEEEEPYEEEYEPPPPPPEEEYPEPEYEYEYS 467 
SP DEECG… eee 364 
SD disp PCOCPPCPPCPPPPCPPPYPPYYEPIEEEYEYPEPPEYEYEYEEYYE 468 
SP GTPCG oo 365 
SP TNIT ee 366 
Si 469 
DD TOWG、|*to<・ottNrr2Cpttickxxke.eikaiy toNerJatkee 470 
IS MT】5M GCC に 2 で 367 
SD off PROCCPPPUPCUCPUPDCCPPPPCDDPCLCPCPDCCPLCCUCCLLL 472 
に) 6 い NEROROERREEEEEERRRRERRERERRRERR 368 
SO 473 
SD pat OPDDDOOCPDCCCDPECEYYSTIPDCCPPKPDKEPPKLLLED 474 
SP REGGT ee 369 
SP REGST て oe 370 
Sprintf RODCPOPCPPYYPTKKTY す ドミ サド ドミ ミミ ミミ ドミ すさ すす すさ ミミ ミミ すす 476 
S PROCESS … ee 971 
SD SE 477 
Sp Stat RODODCEPECPPPPPPYPEEEEEYPPEEEEEPPEEYYEYES 478 
sqrt RODOCCCPOCCPCPECPPPPPPPEEPCCEKYEKEKYYPEEPKE さ ささ 479 
Sd ii 210 
STand no oo 48() 
SS 481 
に (時 GO は OS に PH こい 482 


stcgfe 人 719:619mTe:83 人 ie5g)m1 人 15207518ie 泊 751 き (Cu8 折 161e778 484 


si 484 
EC1H CECK320FEP2HCUCCPCPEE KOGOCCTO ブ PC 485 
strDDL eee 486 
に HCL21 還 CK フロ 487 
18111 2 は 2 の OOCP に コロ CFP と 487 
strcmD ee 487 
Stem re 487 
SD 487 
strcsDn ee 487 
strdOD eee 487 
に TCED67 区 議 CCCPK 491 
に 1BHR169 こ CGC の 492 
stricmD ee 487 
Si 495 
に 1 601 に 認 を も に CYPCCK て COCCO ロイ 496 
GT 00e る 3 86GI5RGI PGIXRR2SAP iPS 497 
に RY 本 ECO2LCKICKUOO GAFCIPL LDL ス 2 498 
SBPTUHEee 499 
に BSTO985 了 で 222Y こ CO いて と 7 500 
strmfD ee 500 
SG 邊 veCCCret mesvipete notlaftietgee acee ao 501 
strncmD err 501 
strneD ダ ーー ドー ドー 501 
GTTTGOT で esse mee Eeet32 な る 3320s が 3349 501 
strpbrk ee 504 
に 1 GTCH 6 58 た OPRO 505 
人 eee2oP GR Read Beateee ita e4 506 
に CSS R 議 07COCOEO 507 
SIB RY1 0 2 認 さと Tr 508 
StrSD rh 509 
GR SouSS8RSeatio8 eeei23 510 
YES BR 訟 22OCYCCCLCCAKAEOCCCPGCP2OCCE2CODLPL ス Cr 511 
た BiEBT6 0 議 に SGG つ OOoOODCDFPCKEK EK 512 
1BE90) 2 や CYP 514 
に TDK6) 上 議 3 つ 5 の っ OTC 515 
に 1B HB1B1 妥 28CGGCCPC2PCC い に に PV 517 


関数 索引 


St 519 
GUN 妥 代 ecteRe eeesie<uNeeee2E13 372 
SUPER JSR ooo 373 
SUSPEND PR … emem 374 
SWwab POPPPPPPPPPPCPPUCCCPDCCPPUCCCLPCCCCDCCLLCCUCLCLLOD 520 
SW 522 
0 に PS 間 証 の 2 の の YY て 523 
symbol ei 524 
SI 51⑳】 本 COCCO つの フレ 375 
Syste ri 526 
2UOUEBEBBGLUUUUGUECUUUUUUUEUUUUEEEEEEEEECEEHHHHED 527 
tanh PCOPOUPPPPPUPCPLPPLPCLPPOLCCEPCPCCCCCUCCLCCDLLLLL 527 
GCCORe koeieoteeeteaseeee ecoenss 376 
tell RPCDPCPLPCLLLPLLLPUCLLLUCCPCCCEPECCPDPDULLLECCCLULLCLL 528 
tempfile re 529 
tempnam ee 530 
9 が 1 2 PCRYXPEECOPC ス EKDEKPKEKSCC 377 
0 人 統 SENDER つの 378 
MS1 0 KSC CO 379 
TB の いく 0 の" Pet otCet243GtNeYSete ee 532 
上 09AAST 人 害し に PP 381 
前 BUB 61 と YY 382 
MNINII DIBIN 人 KYO スス ZS 384 
TPNMEBONIWM hte ei い ossse2reds oss 385 
WHO1E 湖 5GCOCPCE ば ATCC 386 
TIME PR oe 387 
MI 人 eee ツバ" ベー の 388 
MNO KSB 隊 SOC 389 
tmaSCo oe 533 
tmCnV on 534 
0001 り 91RGGOPOPUHRPRPPRPPPPHPRHPPHEDHRT 535 
tmpnam POPPPPCPUCCPCPLCPPUCECCEEEEPEPPCCCPDCLLLEL 536 
toaSc1i OPCPCPCDCCCCPCCPDLULCCPLKDCDCCOCDCLCCLCOD 538 
_tolower PPPPCLCPCCCPCPLCPCCLCCCPPLLEDCLCCCCCLCC に に 538 


OHOYWST ooo seed9s ceosdss 538 
to 538 
toupDeT rr 538 
BI 27 開 UM RSE の CGC の KK320C5K CCC 300 
59 た 開け 間 2 に PPOPOCPROFP ERP 391 
1 な に 0)9 EGGECECOOOOUUUHPPPPTPPPEPOPPTR 210 
(EAI 2548GNt の 68G32eSedG な earet 309 
29 IL 332 た CCCC さ 1 304 
TXBOK SA Re tesouysteesses 396 
時 KN 関 陳 寺 お 23CCCGCGOGCCOCZ5OCG プ CO 397 
RXRASGEM oosoo hes eeesene 398 
4 は 60 8 DNY 半 3CEG CCC つ E3 つ FCC 309 
時 (の < 朋 上 NCP ECCOCPOCK CC 400 
42| 間 N8 9 家 CPIOCHOPEKEHC 401 
73 PP 540 
DEEOZ7CCCYGCCKKKCS な EX プチ 542 
USC 人 2 区 GHCZ だ CCP の CDHOCLCCCCOCCODEI 543 
ungetc rr 544 
ungete rie 546 
3212C SOS SOS GPRSRde3Z に 2 で t 547 
NNB 贅 くに の に 402 
Si 548 
BITOLS 朗 CC スス に 2 の 549 
INVO 光 の eS っ 2 hr Se 550 
計 217 "CCC 551 
計 719 RCC っ Ci 51 
ee kstecSosesdss2d は Ga 29oce3esei yeoG 553 
ya start rme 551 
veprint ee 555 
SPIEIOKZEEOOPROCADOTESOCXOOCZCEECCCXCCCZCH は TOO 554 
NYA AS 62 朗 ら OR 403 
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4 5 MEN 信和 COGUCCKAKI ス CK て 2 フ テ て た に に 404 
KYOMTA PO 生還 EEEPPPEC つ PC に CK 405 
WIRIRINIUIM の ooo erseweGeeedbr su 406 
vfprint me 555 
Yi 557 
MEPA(S 有 everrsets SanaSRsipea434 Ashoeisoe ses 407 
4D)9101B COOCCEPPPPPREHHEEPEEREPPPEERRRRRRERP 555 
vsprint ee 555 
18( ご 2CPCKRCKICKYETYKC だ スス OPC 96 
WANT Treesvs par seido serood eee 408 
115 二 2GGOOOPGCEOCC POOL スス 20 558 
GLH AGCC2OOCPCHEOCCLCP や だ に FFCC CC 559 
7241008L6AL2 議 GCC つつ 560 
WPNHDODWWO 0 くい Goonieeeeoeeeetoneeions 409 
Wi 561 
WI yerreedeaaeeiue esseeedecepea 410 
1 LT ご CDO た た VC 562 
WWRIID eneaeeedraesaasveikeese xeny dem 411 
tvY1761 本 3CGCCGLJONPCEAISCKKXECUCOOLAOCH2O に CPK 550 
301HB18210 也 CCO の Fm 564 


el 


※ 小 文字 関数 は 「C ライ プラ リマ ニュ アル VOL.1」、 大 文字 関数 は 「C ライ ブラ リマ ニュ アル VOL.2」 の ペー ジ 数 を 表記 し 
て あり ます 。 


バッ ファ 操作 


機能 ペー ジ 
memccDy バッ フ ア 内 文字 列 を 他 の バッ ファ に コピ ー す る 360 
memchr バッ ファ 内 の 文字 列 を 検索 する 361 
memcmp 2 つの バッ ファ 内 の 文字 列 を 比較 する 362 
memcmpi 2 つの 領域 を 英 大 / 小 文字 を 区 別 せ ず に 比較 する 363 
memcpy バッ フ ア 内 文字 列 を 他 の バッ ファ に コピ ー す る 365 
memicmp 2 つの 領域 を 英 大 / 小 文字 を 区 別 せ ず に 比較 する 363 
memmove 指定 領域 の 内 容 を 他 へ 転送 する 365 
memset バッ フ ア 内 を 指定 文字 列 で 初期 化す る 367 
movedata バッ フ ア 内 文字 列 を 他 の バッ ファ に コピ ー す る 365 
movmem バッ フ ア 内 文字 列 を 他 の バッ ファ に コピ ー す る 365 
repmem 指定 メモ リブ ロッ ク を 複数 回 コピ ー す る 435 
setmem バッ フ ア 内 を 指定 文字 列 で 初期 化す る 367 
Swmem 2 つの メモ リブ ロッ ク を 入れ 奉 え る 523 


メモ リ 割 りあ て 


(関数 名 ) es 
allmem 使用 可能 な すべ て の メモ リ を 確保 する 153 
bldmem メモ リブ ロッ ク を キロ バイ ト 単 位 で 確保 する 153 
calloc 配列 の 領域 を 割り あて る 180 
chkml 未 使 用 オメ モリ ブロ ッ ク の 最大 の サイ ズ (バエ イト) を 求め る 188 
free 割り あて 済み の メモ リブ ロッ ク を 解散 する 259 
getmem 指定 サイ ズ の メモ リ を 確保 す る 291 
getml 指定 す サイズ の メモ リ を 確保 する 291 
malloc メモ リブ ロッ ク を 割り あて る 342 
rbrk ブレ ー ク タク 値 を 初期 状態 に 戻す 428 
realloc 割り あて 済み の メモ リブ ロッ ク の サイ ズ を 変更 する 431 
rlsmem 確保 し た メモ リ を 解放 する 291 
rlsml 確保 し だ メモ リ を 解放 する 291 
rstmem 使用 し て いる メモ リブ ロッ ク を すべ で て 解放 する 441 
sbrk プレ ー ク 値 を リセット し て ヒー プ 領 域 を 拡張 する 442 
Sizmem 使用 可能 な メモ リプ ロッ ク を サイ ズ (ワー ド ) を 求め る 462 
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文字 の 分 類 と 変換 


関数 名 機能 ペー ジ 
isalnum 英 数 字 の 判定 を 行う 315 
isalpha 英文 字 の 判定 を 行う 315 
isascii ASCII 文字 の 判定 を 行う 315 
iscsym 識別 子 の 判定 を 行う 315 
iscsymf 識別 子 の 先頭 文字 の 判定 を 行 う 315 
iscntrl 制御 文字 の 判定 を 行 う 315 
isdigit 10 進数 の 判定 を 行う 315 
isgraph 表示 可能 文字 の 判定 を 行う 315 
islower 英 小 文字 の 判定 を 行う 315 
isodigit 8 進数 の 判定 を 行う 315 
isprint 表示 可能 文字 の 判定 を 行う 315 
ispunct 句読点 の 判定 を 行う 315 
isspace 空白 文 字 の 判定 を 行う 315 
isuDpDer 英 大 文字 の 判定 を 行う 315 
isxdigit 16 進数 の 判定 行う 315 
toascii 文字 も ASCII ユー ド へ 変換 する 538 
tolower 英 大 文字 を 英 小 文字 へ 変換 する 538 
toupper 英 小 文字 を 英 大 文字 へ 変換 する 538 
_tolower 英 大 文字 を 英 小 文字 へ 変換 する 538 
_toupper 英 小 文字 を 英 大 文字 へ 変換 する 538 
デー タ 変 換 

数 名 0 
atof 数 値 文字 列 を 倍 精度 浮動 小数 点 値 に 変換 する 116 
atoi 数 値 文字 列 を 整数 値 に 変換 する 116 
atol 数 値 文 字 列 を long 型 整数 値 に 変換 する 116 
atow 数 値 文字 列 を short 型 整数 値 に 変換 する 116 
ecvt 倍 精 度 浮動 少数 点 値 を 数 値 文字 列 に 変換 する 2 
fcvt 倍 精 度 浮動 小数 点 値 を 数 値 文 字 列 に 変換 する 230 
gcvt 倍 精度 浮動 小数 点 値 を 数 値 文 字 列 に 変換 する 277 
itoa 整数 を 文字 列 に 変換 する 320 
ltoa long 型 整数 を 文字 列 に 変換 する 340 


strtod 文字 列 を 倍 精度 の 浮動 小数 点 値 に 変換 する 512 
strtoul X 進数 の 表す 文字 列 を 符号 な し 整数 に 変換 する 517 
uiota 符号 な し 整数 を 文字 列 に 変換 する 542 
ultoa 符号 な し long 型 整数 を 文字 列 に 変換 する 543 
uwtoa 待 号 な し short 型 整数 を 文字 列 に 変換 する 550 
wtoa short 型 整数 文字 列 に 変換 する 550 
ディ レク トリ 操作 
関数 名 機能 ペー ジ 
chdir ワー キン グ デ ィ レ クト リ を 変更 する 183 
getcwd ワー キン グ デ イィ レク トリ を 求め る 284 
mkdir サブ ディ レク トリ を 作成 する 371 
rmdir サブ ディ レク トリ を 削除 する 438 
ファ イル 操作 
ベータ 

aCCeSS ファ イル の 許可 設定 を 調べ る 97 
chgfa ファ イル の 属性 を 変更 する 184 
chgft ファ イル の 作成 日 時 を 変更 する 185 
chmod ファ イル の 許可 設定 を 変更 する 189 
chsize ファ イル の 大 きる を 変更 する 190 
filelength ファ イル の 長き を 調べ る 241 
files ファ イル を 検索 し ファ イル の 情報 を 求め る 243 
fstat ファ イル ハン ドル の ステ ー タ ス 情 報 を 求め る 268 
getfa ファ イル の 属性 を 調べ る 287 
getft ファ イル の 作成 日 時 を 調べ る 289 
isatty 文字 デバ イス か どう か 調べ る 5fT4 
mktemp 仮 の ファ イル 名 を 作成 する 372 
nfiles 次 の ファ イル の 候補 を 検索 し ファ イル の 情報 を 求め る 393 
rename ファ イル 名 を 変更 する 433 
remoVe ファ イル を 削除 する 547 
rmtemp テン ボラ リフ ァイル を 削除 する 439 
rmtmp テン ポラ リフ ァイル を 削除 する 439 
setmode ファ イル の 変換 モー ド を 設定 する 453 
stat ファ イル 名 か ら フ ァイル の ステ ー タ ス 情 報 を 求め る 482 
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strsfn ファ イル 名 を ドラ イブ 名 や パス 名 な ど に 分 解す る 508 
tempnam テン ポラ リフ ァイル の ファ イル 名 を 作成 する 530 
tmpnam 既存 ファ イル 名 と は 異な る ファ イル 名 を 作成 する 536 
unlink ファ イル を 削除 する 547 
スト リー ム 入 出力 

関数 名 機能 ペー ジ 
clearerr スト リー ム の エラ ー イ ンジ ケー タ を クリ ア す る 193 
clrerr スト リー ム の エラ ー イ ンジ ケー タ を クリ ア す る 193 
fclose スト リー ム を クロ ー ズ する 228 
fcloseall すべ て の スト リー ム を クロ ー ズ する 228 
fdopen ファ イル ハン ドル で スト リー ム を オー プン する 233 
feof 指定 スト リー ム が EOF か どう か 調べ る 234 
ferror スト リー ム の 入出 力 時 の エラ ー を 調べ る 235 
fflush スト リー ム を フラ ッ ジ ュ す る 236 
fgetc スト リー ム か ら 1 文字 読み 込む 238 
fgetchar 標準 入力 か ら 1 文字 読み 込む 238 
fgetpos スト リー ム の アク セス 位 買 を 求め る 239 
fgets スト リー ム か ら 文 字 列 を 読み 込む 240 
fileno スト リー ム の ファ イル ハン ドル を 求め る 242 
flushall すべ て の スト リー ム を フラ ッシュ する 249 
fmode ファ イル の 変換 モー ド を 変更 する 251 
fopen スト リー ム を オー プン する 252 
fprintf スト リー ム へ フォ ー マ ッ ト デ ー タ を 書き 込む 254 
fputc スト リー ム へ 1 文字 書き 込む 255 
fputchar 標準 出力 へ 1 文字 書き 込む 255 
fputs スト リー ム へ 文字 列 を 書き 込む 556 
fread スト リー ム か ら 固 定 長 デ ー タ を 読み 込む 257 
freopen スト リー ム ポ イン タ を 再 割り つけ する 261 
fscanf スト リー ム か らら フォー マット デー タ を 読み 込む 263 
fseek スト リー ム ポ イン タ を 移動 する 265 
fsetpos スト リー ム の アク セス 位置 を 変更 する 267 
ftell ファ イル ポイ ンタ の 位置 を 求め る 270 
fwrite スト リー ム へ 固定 長 デ ー タ を 書き 込む 276 
getc スト リー ム か ら 1 文字 読み 込む 280 
getchar 標準 入力 か ら 1 文字 読み 込む 280 


getl スト リー ム か 6 ら int 型 デ ゲー タ を 読み 込む 290 
gets 標準 入力 か ら 6 1 行 読み 込む 294 
getw スト リー ム か ら short 型 デ ゲー タ を 読み 込む 295 
printf 標準 出力 へ フォ ー マ ッ ト デ ー タ を 書き 込む 406 
putc スト リー ム へ 1 文字 書き 込む 414 
putchar 標準 出力 へ 1 文字 書き 込む 414 
putl スト リー ム へ int 型 ゲ データ を 書き 込む 419 
puts 標準 出力 へ 1 行書 き 込 む 420 
putw スト リー ム へ short 型 デ ゲー タ を 書き 込む 421 
rewind ファ イル ポイ ンタ を ファ イル の 先頭 へ 移動 する 436 
scanf 標準 出力 か ら フ ォ ー マ ッ ト デ ー タ を 読み 込む 443 
setbuf スト リー ム バ ッ フ ァ の 制御 を 行う 449 
setnbf スト リー ム バ ッ フ ァ を 変更 する 456 
setybuf スト リー ム バ バッファ を 変更 する 456 
sprintf 文字 列 ヘ て フォ ー マ ッ ト デ ー タ を 書き 込む 476 
sscanf 文字 列 か ら フ ォ ー マ ッ ト デ ー タ を 読み 込む 481 
umgetc 読み 込ん だ 文字 を 入力 スト リー ム に 戻す 544 
vfprintf ポイ ンタ で 指定 し た 引数 を スト リー ム へ 出力 する 555 
vprintf ポイ ンタ で 指定 し た 引数 を 標準 出力 へ 出力 する 555 
vsprintf ポイ ンタ で 指定 し た 引数 を 文字 列 へ 出力 する 555 
低 水準 入出 力 
関数 名 機能 ペー ジ 

close ファ イル を クロ ー ズ する 195 
creat ファ イル を 新規 に 作成 する 203 
dup ファ イル ハン ドル を コピ ー す る 215 
dup2 ファ イル ハン ドル を 強制 的 に 再 割 りつ け す る 215 
eof ファ イル が EOEF か どう か 調べ る 219 
lseek ファ イル ポイ ンタ を 移動 する 338 
Open ファ イル を オー プン する 396 
read ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込む 429 
tell ファ イル ポイ ンタ の 位置 を 求め る 528 
write ファ イル ヘ へ デー タ を 書き 込む 562 
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コン ソー ル 入 出力 


(関数 名 ) 


CgetS 
cprintf 
CDutS 
cscanf 
getch 
getche 
kbhit 
putch 
ungetch 


Vcprintf 


数 値 演算 


(関数 名 ) 


abs 
acCOS 
asin 
atan 
atan2 
cabs 
ceil 
COS 
cosh 
div 
eXCeDt 
eXD 
fabs 
floor 
fmod 
frexp 
hypot 
labs 
ldexp 
ldiv 


機能 ペー ジ 
コン ソ ツール か ら 文 字 列 を 読み 込む 182 
コン ツー ル へ ヘ へ フォーマット デー タ を 書き 出す 201 
コン ソー ルス へ 文字 列 を 書き 出す 202 
コン ソー ル か ら フ ォ ー マ ッ ト デ ー タ を 読み 込む 205 
コン ソー ル か ら 1 文字 読み 込む 282 
コン ソー ル か ら 1 文字 読み 込み エコー バッ ク す る 283 
キー 入力 の 有無 を 調べ る 327 
ュ ン ソー ル へ 1 文字 書き 出す 416 
読み 込ん だ 文字 を コン ソー ル に 戻す 546 
ポイ ンタ で 指定 し た 引数 や ユン ツー ル へ 出力 する 555 

ペー ジ 
int 型 整数 値 の 絶対 値 を 求め る 96 
アデ アーク コサイン を 求め る 100 
アー クサ イン を 求め る 109 
アー クタ ンジ ェ ン ト を 求め る 114 
アー クタ ンジ ェ ン ト を 求め る 114 
複素 数 の 絶対 値 を 求め る 179 
最小 の 整数 値 を 求め る 181 
コサイン を 求め る 200 
ハイ フッ パ ポリ ッ ク コ サイ ン を 求め る 200 
int 型 符 号 つき 整数 の 除算 を 商 と 余り を 求め る 209 
例外 処理 を 行う 224 
指数 関数 を 求め る 226 
浮動 少数 点 値 の 絶対 値 を 求め る 227 
最大 の 整数 値 を 求め る 248 
剰余 を 求め る 250 
浮動 小数 点 値 を 仮数 部 と 指数 部 に 分 ける 262 
直角 三角 形 の 斜 辺 の 長き る を 求め る 302 
int 型 整数 の 絶対 値 を 求め る 96 
浮動 小数 点 値 の 指数 部 を 求め る 330 
int 型 符号 つき 整数 の 除算 を 行い 商 と 余り を 求め る 331 


log 自然 対数 を 求め る 336 
log10 10 を 底 と し た 対数 を 求め る 336 
matherr エラ ー 処 理 を 行う 346 
max 2 つの 引数 の うち 大 きい も の を 求め る 348 
min 2 つの 引数 の うち 小さ いも の を 求め る 369 
modf 浮動 小数 点 値 を 整数 部 と 小数 部 に 分 ける 376 
Dow べき 乗 を 求め る 405 
Sgn 数 値 の 符号 を 調べ る 457 
sin サイ ン を 求め る 461 
sinh ハイ フッ パ ポ リッ クサ イン を 求め る 461 
sqrt 平方 根 を 求め る 479 
tan タン ジェ ント を 求め る 527 
tanh ハイ や ポ リック タ ンジ ェ ン ト を 求め る 527 
wabs short 型 整数 値 の 絶対 値 を 求め る 96 
プロ セス 制御 
機能 ペー 芝 

abort プロ セス を 異常 終了 する 95 
atexit プロ グラ ム 終 了 時 に 呼び 出す 関数 を 登録 する 115 
child 子 プ ロモ ス を ロー ド ひ 実行 する 187 
clock プロ セス の 使用 時 間 を 求め る 194 
execl 引数 リス ト に よっ て 子 プ ロ セ ス を 実行 する 221 
execle 引数 リス ト と 環境 に よっ て 子 プ ロ セ ス を 実行 する 2 
execlp 引数 リス ト と path 変数 に よっ て 子 プ ロモ セス を 実行 する 221 
execlpe 引数 リス ト 、path 変数 、 環 境 に よっ て 子 プ デ ロ セ ス を 実行 する 221 
eXecV 引数 配列 に よっ て 子 プ デ ロ セ ス を 実行 する 221 
execve 引数 配列 と 環境 に よっ て 子 プ ロモ セス を 実行 する 221 
exeCVD 引数 配列 と path 変数 に よっ て 子 プ ロモ セス を 実行 する 221 
eXeCVDe 引数 配列 、path 変数 、 環境 に よっ て 子 プ ロモ セス を 実行 する 221 
exit プロ セス を 終了 する 225 
_exit パッ ジア を フラ ッシュ 半 すず だ た 子 デ ロモ セス を 終了 する 225 
getpid プロ セス ID を 求め る 293 
Taise プロ グラ ム に 指定 し た シグ ナル を 送る 424 
signal シグ ナル 割 9 込み 操作 を 行う 458 
SDawnl 引数 リス ト に よっ て 子 プ ロ セ ス を 実行 する 463 
SDaWnle 引数 リス ト と 環境 に よっ て 子 プ デ ロ セ ス を 実行 する 463 
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SDaWnlp 引数 リス ト と path 変数 に よっ て 子 プ デ ロ セ ス を 実行 する 463 


SDaWny 引数 配列 に よっ て 子 プ ロモ セス を 実行 す る 463 
SDaWnVe 引数 配列 と 環境 に よっ て 子 プ デ ロ セ ス を 実行 する 463 
SDaWnVD 引数 配列 と PATH 変数 に よっ て 子 プ ロモ セス を 実行 する 463 
system Human68k の コマ ンド を 実行 する 526 
wait 直前 に 実行 し た 子 プ デ ロ セ ス の 終了 コー ド を 調べ る 558 
前 喧 導 と ノド 
関数 名 ペー ジ 
bsearch バイ ナリ サー チ を 実行 する 163 
dqsort double 型 の ゲー タ を ソー ト す る 210 
fqsort float 型 の デー タ を ソー ト す る 210 
lqsort long 型 の ゲー タ を ソー ト す る 210 
qsort クイ ッ ク ソ ー ト を 実行 する 422 
sqsort short 型 の ゲー タ を ソー ト す る 210 
tqsort ポイ ンタ 型 の デー タ を ソー ト す る 210 
文字 列 操作 
(関数 名 ) 機 能 ペー ジ 

strcat 文字 列 を 追加 する 487 
strchr 指定 文字 の 最初 の 位置 を 調べ る 487 
strcmp 2 つの 文字 列 を 比較 する 487 
strcmpi 2 つの 文字 列 を 比較 する 487 
strcpy 文字 列 を コピ ー す る 487 
strcspn 指定 文字 列 の 最初 の 位置 を 調べ る 487 
strdup 文字 列 を コピ ー す る 487 
stricmp 2 つの 文字 列 を 英 大 / 小 文字 を 区 別 せ ず に 比較 する 487 
strlen 文字 列 の 長き を 調べ る 497 
strlwr すべ て の 英 大 文字 を 英 小 文字 に 変換 する 498 
strncat 文字 列 を 追加 する 501 
strncmp 2 つの 文字 列 を 比較 する 501 
strncpy 文字 列 を コピ ー す る 501 
strnset 指定 文字 列 に 置き 換え る 501 
strpbrk 指定 文字 列 を 探す 504 
strrchr 指定 文字 の 最後 の 位置 を 調べ る 505 
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strrev 文字 列 を 逆順 に する 506 
strset 指定 文字 列 に 置き 換え る 507 
Strspn 指定 文字 列 以 外 の 最初 の 位置 を 調べ る 509 
strstr char 型 引数 1 か ら 6 char 型 引数 2 を 検索 する 510 
strtok トー クン を 探す 514 
Strupr すべ て の 英 小 文字 を 英 大 文字 に 変換 する 519 
strins 文字 列 を 挿入 する 496 
strmfe ファ イル 名 の 拡張 子 を 置き 換え る 499 
strmfn ファ イル 名 を 作成 する 500 
strmfp ファ イル 名 を 作成 する 500 
stcgfe ファ イル 名 か ら 拡 張子 を と り 出 す 484 
strbpl 文字 列 か ら ポ イン タ 配 列 を 作成 する 486 
stcgfn ファ イル 名 か ら ノ ー ド を と り 出 す 484 
strtol 数 値 文 字 列 を 1ong 型 整数 に 変換 する 515 
strsrt 文字 列 を ASCII ユー ド 順 に ソー ト す る 510 
時 間 
数 名 宮 王 紀 

asctime 時 間 情 報 を 文字 列 に 変換 する 108 
ctime 時 間 を int 型 整数 値 か ら 文 字 列 に 変換 する 207 
difftime 時 間 の 引 算 を 行う 208 
dtasc 日 付 情報 を 文字 列 に 変換 する 212 
dtcnv 日 付 を 表す 文字 列 を 日 付 情報 に 変換 する 214 
ftime シス テム 時 間 を 調べ る g7 由 
ftpack 年 月 日 時 分 秒 の 情報 を 日 時 情報 に 変換 する 272 
ftunpk 日 時 情報 を 年 月 日 時 分 秒 の 情報 に 変換 する 274 
gmtime 時 間 を 整数 値 か ら 構造 体 に 変換 する 296 
localtime 時 刻 を 地方 時 に 変換 する 334 
mktime ロー カル 時 間 を カレ ンダ 時 間 に 変 換 す る 375 
strftime 時 間 情報 を 書式 に し た が っ て 文字 列 に 変換 する 492 
time シス テム 時 間 を 調べ る 532 
tmasc 時 刻 情報 を 文字 列 に 変換 する 533 
tmcnv 時 刻 を 表す 文字 列 を 時 刻 情報 に 変換 する 534 
tzset 環境 時 間 変数 か ら 外 部 時 間 変 数 を 設定 する 540 
utime ファ イル 更新 日 付 を 設定 する 549 
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日 本 語 操作 


(関数 名 ) 機 能 ペー ジ 
iskana カナ 文字 また は カナ 句読点 の 判定 を 行 う 318 
iskpun カナ 句読点 の 判定 を 行う 318 
iskmoji カナ 文字 の 判定 を 行う 318 
isalkana 英文 字 ま た は カナ 文字 の 判定 を 行う 314 
ispnkana 英 句読点 まだ は カナ 句読点 の 判定 を 行う 314 
isalnmkana 英 数 字 ま た は カナ 文字 の 判定 を 行う 314 
isprkana 空 折 を 含む 表示 可能 文字 の 判定 を 行う 314 
isgrkana 空 晶 を 除く 表示 可能 文字 の 判定 を 行う 314 
iskanii シフ ト JIS コー ド の 1 バイ ト 目 の 判定 を 行う 319 
ikanji2 シフ ト JIS ユー ド の 2 バイ ト 目 の 判定 を 行う 319 
jStrncmp 漢字 を 含む 2 つの 文字 列 を 比較 する 325 
jStrchr 漢字 を 合 む 指定 文字 の 最初 の 位置 を 調べ る 323 
jStrrchr 漢字 を 含む 指定 文字 の 最後 の 位置 を 調べ る 326 
jStrcmp 漢字 を 含む 2 つの 文字 列 を 比較 する 324 
jiszen 全角 文字 の 判定 を 行う 322 
jis10 全角 空白 文字 また は JIS 第 一 水準 記号 の 判定 を 行う 322 
jisl1 JIS 第 一 水準 漢字 の 判定 を 行う 322 
jis12 JIS 第 二 水 準 漢字 の 判定 を 行う 322 
jisalpha 全角 英文 字 の 判定 を 行う 321 
jiSupper 全角 英 大 文字 の 判定 を 行う 321 
jislower 全角 英 小 文字 の 判定 を 行う 321 
jisdigit 全角 数 字 の 判定 を 行う 321 
jiskata 全角 カタ カナ 文字 の 判定 を 行う 321 
jishira 全角 ひら が な 文字 の 判定 を 行う 321 
jiskigou 全角 句読点 の 判定 を 行う 321 
jiSspace 全角 空白 文字 の 判定 を 行 う 321 
hantozen 半角 文字 を 全角 文字 に 変換 する 298 
Zentohan 全角 文字 を 半角 文字 に 変換 する 564 
BASIC 関連 

関数 名 (機能) の am 
a cont 中 断る され た PCM の 動作 を 再開 する 99 
a end 101 


PCM の 動作 を 強制 終了 する 


a play 
a ec 

a stat 

a stop 
aSC 

b binS 
b chrS 
fix 

b hexS 

b itoa 
b octS 

b int 

yal 
dskf 

b fclose 
b fcloseall 
b feof 

b fgetc 

b fopen 
b fputc 
b fread 

b freads 
b fseek 

b fwrite 
b fwrites 
randomize 
Trnd 

instr 

b midS 

b leftS 
b rightS 
b mirrorS 
b strchr 
b strrchr 
b stringS 
b strtok 
b dateS 


PCM 録音 を 再生 する 

PCM 録音 を 行う 

PCM の 動作 を 調べ る 

PCM の 動作 を 中 断 す る 

文字 列 の 先頭 の 文字 ユー ド を 求め る 
整数 を 2 進数 の 文字 列 に 変換 する 
文字 コー ド を 文字 に 変換 する 
浮動 小数 点 値 の 整数 部 を 求め る 
整数 を 16 進数 の 文字 列 に 変換 する 
整数 を 文字 列 に 変換 する 

整数 を 8 進数 の 文字 列 に 変換 する 
浮動 小数 点数 を 整数 に 変換 する 
文字 列 を 数 値 に 変換 する 

ディ スク の 空き 容量 を 求め る 

ファ イル を クロ ー ズ する 

すべ て の ファ イル を クロ ー ズ する 
指定 ファ イル が EOF か どう か 調べ る 
ファ イル か ら 1 文字 読み 込む 

ファ イル を オー プン する 

ファ イル へ 1 文字 書き 込む 

ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込む 
ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込む 
ファ イル ポイ ンタ を 移動 する 

ファ イル ヘ へ デー タ を 書き 込む 

ファ イル へ ヘ データ を 書き 込む 

rnd の 初期 化 を 行う 

浮動 小数 点数 値 の 疑似 乱数 を 発生 きせ る 
特定 の 文字 の 並び を 探し 出す 
文字 列 を 切り 出す 
文字 列 を 切り 出す 
文字 列 を 切り 出す 

文字 列 の 並び を 反転 する 

指定 文字 の 最初 の 位置 を 調べ る 
指定 文字 の 最後 の 位置 を 調べ る 

1 文字 を 複数 個 並 べた 文字 列 を 作成 する 
トー クシ を 探す 

日 付 を 文字 列 に 変換 する 


103 
106 
111 
113 
105 
118 
MI9 
247 
145 
152 
158 
150 
553 
211 
125 
126 
127 
128 
130 
132 
133 
134 
136 
137 
138 
427 
440 
313 
156 
154 
162 
157 
170 
170 
175 
170 
121 
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b timeS 
b dayS 
b free 
b inkeyS 
b inkey0 
b striS 

b strfS 
csrlin 
DOS 

b spaceS 
usSing 
beep 
cls 

b exit 
width 
color 
console 

b input 

b linput 
locate 
b sprint 
b iprint 
b fprint 
b tprint 
b slprint 
b ilprint 
b flprint 
b tlprint 
key 
Screen 
Di 

b pi 

b setdate 
b settime 
b csw 
b tpalet 
b strcmp 


時 刻 を 文字 列 に 変換 する 

曜日 を 求め る 

フリ ー エ リア の 大 きる を 調べ る 

キー 入力 を 持ち 読み と っ た 1 文字 を 求め る 
キー 入力 を 待た ず 読 み と っ た 1 文字 を 求め る 
整数 値 を 文字 列 に 変換 する 

浮動 小数 点数 値 を 文字 列 に 変化 する 
カー ソル 位置 の Y 座標 や 求め る 

カー ソル 位置 の X 座標 を 求め る 

スペ ー ス だ け の 文字 列 を 作成 する 

スタ ッ ク 上 の デー タ の 型 を 判定 する 
ベル を 鳴ら す 

テキ スト 画面 を 消去 する 

子 プ ロモ セス を 終了 し て 親 プ ロ セ ス に 戻る 
画面 の 1 行文 字数 を 設定 する 

テキ スト 画面 の 文字 属性 を 設定 する 
スク ロー ル 行 範囲 を 設定 する 

フォ ー マ ッ ト デ ー タ を 入力 する 
文字 列 を 入力 する 

カー ソル を 移動 する 

文字 列 を テキ スト 画面 に 表示 する 

数 値 を テキ スト 画面 に 表示 する 

数 値 を テキ スト 画面 に 表示 する 

テキ スト 画面 上 で び タ ブス キップ を 行う 
文字 列 を プリ ンタ に 出力 する 

数 値 を アプ リン タ に 出力 する 

数 値 を プリ ンタ に 出力 する 

プリ ンタ に タブ スキ ッ プ を 出力 する 
ファ ンク ショ ン キ ー に 文字 列 を 設定 する 
表示 画面 の 属性 を 設定 する 

円 周 率 を 求め る 

円 周 率 の 倍数 を 求め る 

日 付 を 設定 する 

時 間 を 設定 する 

カー ソル スイ ッ チ を ON/OFF する 
テキ スト の パレ ッ ト 色 を 設定 する 

2 つの 文字 列 を 比較 する 


176 
122 
135 
148 
147 
174 
173 
206 
404 
167 
548 
123 
196 
124 
559 
197 
198 
149 
155 
335 
168 
151 
131 
178 
129 
129 
129 
129 
328 
447 
402 
161 
165 
166 
120 
177 
171 


b strncpy 
b stradd 
b init 
frename 
fdelete 
aDage 
box 
circle 
contrast 
fill 

get 
home 

hsv 

jine 
paint 
palet 
point 
Dset 

put 

rgb 
symbol 
VDage 
window 
WiDe 

img set 
img still 
img DoS 
img color 
V cut 
crt 
img ht 
img Save 
img load 
img Scrn 
img put 
keysns 


img home 


文字 列 を コピ ー す る 

2 つの 文字 列 を 連結 する 

BASIC の 初期 化 を 実行 する 

ファ イル 名 を 変更 する 

ファ イル を 削除 する 

グラ フィ ッ ク の アク ティ プペ ー ジ を 指定 する 

ボッ クス を 描く 

円 弧 を 描く 

テキ スト 画面 の コン トラ スト を 設定 する 

ボッ クス 描き パレ ッ ト 色 で 塗る 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 画像 ゲー タ を 配列 に と り 込 む 
座標 を ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 設定 する 

色 コ ー ド を 求め る 

線 を 引く 

設定 領域 を パレット 色 で 塗る 

パパ パレット し て 色 コ ー ド を 割り あて る 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 の ツ パレット ユー ド を 求め る 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 1 点 に 色 を 塗る 

グラ フィ ッ ク 画 面 に 画像 デー タ を 表示 する 

RGB の 色 コ ー ド を 調べ る 

グラ フィ ッ ク 画 面 に 文字 列 を 表示 する 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 各 ペ ー ジ の 表示 制御 を 行 う 
グラ フィ ッ ク 画 面 の クリ ッ ピ ング 領域 の 座標 を 設定 する 
グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 する 

画像 と り 込 み の 設定 を 行う 

画像 と り 込 み の 設定 を 行う 

画像 と り 込み 時 の 画面 水平 位置 を 補正 する 

と り 込 み 画像 の 色調 補正 を 行 う 

スー パー イン ポー ズ 時 の テレ 画面 表示 を 制御 する 
テレ ビ 画 面 と ビデ オォ 画面 を 切り 替え る 

グラ フィ ッ ク 画 面 と テレ 画面 の 半 透 明 制 を 行う 
グラ フィ ッ ク 画 面 の ゲー タ を ファ イル に 書き 込む 
グラ フィ ッ ク 画 面 の ゲー タ を ファ イル か ら 読 み 込 む 
グラ フィ ッ ク 画 面 の モー ド 設 定 を 行 う 

グラ フィ ッ ク 画 面 の デー タ を 配列 に と り 込 む 

キー 入力 の 有無 を 判定 する 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 位置 を 移動 する 
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246 
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299 
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332 
399 
400 
403 
411 
412 
437 
524 
557 
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311 
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554 
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609 


610 


moOuSe 
msarea 
msbtn 
ImSDOS 
msstat 
SetmSpOS 
m alloc 
m assign 
m cont 
m free 

m init 

m play 
m stat 

m StOD 

m tempo 
m trk 

m vget 
m vset 
md cont 
md init 
md off 
md on 
md play 
md regr 
md regWw 
md stat 
md stop 
md wrt 
Sp clr 

SD Color 
sp def 
SD_disp 
SD move 
sp off 

SD On 
SD_ pat 

SD init 


マウ ス の 制御 を 行う 
マウ スカ ー ソ ル の 移動 範囲 を 設定 す 
マウ ス ボ タ ン の 指 9 
マウ スカ ー ツ ソル 座標 を 変数 に 設定 する 
マウ ス の 状態 を 調べ る ぃ 
マウ スカ ー ソ ツル の 位置 を 設定 する 
トラ ッ ク バ ッ フ ァ を 確保 し クリ ア す る 
音源 の チャ ン ネ ル に トラ ッ ク を 割り あて る 
一 時 中 断 し て いた 演奏 を 再開 する 
トラ ッ ク の 残り 容量 を 求め る 
M 音源 を 初期 化す る 
人 午 emo 
チャ ン ネ ル の 状態 を 初期 化す る 
指定 チャ ン ネ ル の 演奏 を 一 時 中 断 す る 
テン ポ を 指定 する 
MML に ょ よる 楽譜 ゲー タ を トラ ッ ク に 書き 込む 
音色 デー タ を 配列 に と り 込 む 
音色 デー タ を 指定 音色 番号 の バッ ファ に 登録 する 
MIDI や FM 音源 の 指定 チャ ン ネ ル の 演奏 の 再開 を 行う 
MIDI ボー ド の 初期 化 を 行う 
MIDI ボー ド へ の 出力 を 停止 する 
MIDI ボー ド へ の 出力 を 開始 する 
MIDI ゃ や FM 音源 の 指定 チャ ン ネ ル の 演奏 を 開始 する 
MIDI コン トロ ー ラ の レジ スタ を 読み 出す 
MIDI コン トロ ー ラ も レジ スタ に デー タ を 書き 込む 
MIDI ボー ド へ の 出力 状態 を 調べ る 


MIDI ボー ド に デー タ を 出力 する 

スプ ライ ト を クリ ア す る 

スプ ライ ト の パレ ッ ト 色 を 変更 する 

スプ ライ ト の パタ ー ン デー タ を 定義 する 

スプ ライ ト の 表示 制御 を 行 う 

スプ ライ ト プ レ ー ン の 表示 位置 を 設定 する 
スプ ライ ト 表 示 を OFF に する 

スプ ライ ト 表 示 を ON に する 

スプ ライ ト の パタ ー ン デー タ を 配列 に と り 込 む 
スプ ライ トバ パタ ー ン を 初期 化す る 


MIDI や FM 音 eee 定 チ ャ ン ネ ル の 演奏 を 一 時 中 断 する 
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391 
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466 
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470 
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sp set スプ ライ ト プ レ ー ン デー タ を セッ ト す る 477 
sp stat 指定 スプ ライ ト の 状態 を 調べ る 478 
bg scroll バッ ク グ ラウ ンド の スク ロー ル 座 標 を 指定 する 142 
bg set バッ ク グ ラウ ンド の 設定 を 行う 143 
bg stat 指定 バッ ク グ ラウ ンド の 状態 を 調べ る 144 
bg fill バッ ク グ ラウ ンド テキ スト を デー タ で 埋め る 139 
bg put バッ ク グ ラウ ンド テキ スト に 書き 込む 141 
bg get バッ ク グ ラウ ンド テキ スト を 読み 込む 140 
stick ジョ イス ティ ッ ク の 状態 を 調べ る 485 
Strig 指定 ど ジョイスティック の ボタ ン 状 態 を 調べ る 495 
IOCS コー ル 
ペー ジ 

B KEYINP キー デー タ の 読み 出し を 行う 62 
B_KEYSNS "キー デー タバ ッ フ ァ 状 態 を 調べ る 63 
B SFTSNS シフ トキ ー の 押下 状態 を 調べ る 83 
BITSNS キー の 押下 状態 を 調べ る 61 
SKEYSET 入力 る され た キー コー ド を 設定 する 9 
TVCTRL テレ ビ コ ン トロ ー ル ュ コード を 入力 し テレ ビ を 操作 する 394 
LEDMOD LED キー の モー ド を 設定 する 274 
TGUSEMD 画面 の モー ド を 制御 する 379 
DEFCHR 指定 漢字 パタ ー ン を 外字 エリ ア に 書き 込む 52 
CRTMOD CRT の モー ド を 設定 する 138 
CONTRAST コン トラ スト を 設定 する 131 
HSVTORGB  HSV 方式 か 6 RGB 方 式 に 切り 替え る 233 
TRAP15 レジ スタ に デー タ を セッ ト し trap#15 命令 を 実行 す る 392 
TPALET テキ スト の パレ ッ ト を 指定 する 390 
TPALET2 テキ スト の > パレット を 指定 する 391 
TCOLOR テキ スト の カラ ー を 指定 する 376 
FNTGET 指定 漢字 パタ ー ン を 指定 アド レス へ 読み 込む 197 
TEXTGET 旧 定 ドッ ト 座 標 か ら パ ター ン を 指定 アド レス へ 読み 込む 377 
TEXTPUT 指定 ドッ ト 座 標 か ら パ ター ン を 指定 アド レス へ 書き 込む 378 
CLIPPUT 指定 クリ ッ プ 座標 に 従い クリッピング 処理 を 行う 115 
SCROLL テキ スト / グ ラフ ィ ッ ク の 表示 座標 の 設定 と 調整 を 行う 342 
B_ CURON " カー ツル を ON に する 35 
B CUROFF カー ソル を OFF に する 34 


611 


612 


B PUTC 

B PRINT 
B COLOR 
B LOCATE 
B DOWN S 
B UP S 

B DOWN 
B UP 

B RIGHT 
B LEFT 

B CLR ED 
B CLR ST 
B CLR AL 
B ERA ED 
B ERA ST 
B ERA AL 
B INS 

B DEL 

B CONSOL 
B PUTMES 
SET232C 
LOF232C 
INP232C 
ISNS232C 
OSNS232C 
OUT232C 
JOYGET 
INIT PRN 
SNSPRN 
OUTLPT 
OUTPRN 

B SEEK 

B VERIFY 
B READDI 
B DSKINI 
B DRVSNS 
B WRITE 


指定 し た 1 バイ ト デ ー タ を 表示 する 
指定 し た 文字 列 デ ー タ を 表示 する 

カラ ー 属 性 を 設定 する 

カー ソル を 指定 位置 に 設定 する 

1 行 下 へ スク ロー ル す る 

1 行 上 に スク ロー ル す る 

n 行 下 へ スク ロー ル す る 

n 行 下 へ スク ロー ル す る 

n 桁 話 ヘス クロ ー ル する 

n 桁 左 スクロール する 

カー ソル 位置 か ら 最終 行 右端 まで 画面 を 消去 する 
先頭 行 左端 か ら カ ー ソ ル 位 置 ま で 画面 を 消去 する 
画面 全体 を 消去 する 

カー ソル 位置 か ら 現在 行 右端 まで 消去 する 
現在 行 左端 か ら カ ー ソ ツル 位置 まで 消去 する 
現在 行 全体 を 消去 する 

カー ソル 設定 行 に n 行 挿入 する 

カー ソル 設定 行か ら n 行 削除 する 

表示 範囲 を 指定 する 

カー ソル 位置 に 指定 文字 列 を 表示 する 
RS-232C モー ド を 設定 する 

RS-232C 受信 バッ ファ 内 の デー タ 数 を 求め る 
RS-232C 受信 デー タ を 読み 込む 

RS-232C 受信 デー タ を チェ ッ ク す る 
RS-232C 送信 が 可能 か が どう か チェ ッ ク す る 
RS-232C 送信 を 行う 

ジョ イス ティ ッ ク の デー タ を 読み 込む 

プリ ンタ ポー ト を 初期 化す る 

プリ ンタ 出力 が 可能 か が どう か チェ ッ ク す る 
プリ ンタ 出力 を 行う 

プリ ンタ 出力 を 行う 

指定 トラ ッ ク ま で シー クタ する 

デー タ の 比較 チェ ッ ク を 行う 

診断 の た め ゆめ の チェ ッ ク を 行う 

ディ スク の 初期 化 を 行う 

ディ スク の ステ ー タ ス を 調べ る 

ディ スク に デー タ を 書き 込む 
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B READ 

B RECALI 

B WRITED 
B BADFMT 

B READDL 
B FORMAT 
B DRVCHK 
B EJECT 
BINDATEBCD 
BINDATESET 
TIMEBCD 
TIMESET 


BINDATEGET 


DATEBIN 
TIMEGET 
TIMEBIN 
DATECNV 
TIMECNV 
DATEASC 
TIMEASC 
DAYASC 
ALARMMOD 
ALARMSET 
ALARMGET 
ADPCMOUT 
ADPCMINP 
ADPCMAOT 
ADPCMAIN 
ADPCMLOT 
ADPCMLIN 
ADPCMSNS 
ADPCMMOD 
OPMSET 
OPMSNS 
OPMINTST 
TIMERDST 
VDISPST 


ディ スク か ら デ ー タ を 読み 込む 
トラ ッ ク 0 ヘ シー ク す る 
削除 ダー タ を 書き 込む 
不良 トラ ッ ク を 使用 不可 能 と する 
削除 ダー タ を 読み 込む 
物理 フォ ー マ ッ ト を 行う 


イジ ェクト を 行う 

日 付 を 時 計 の 形式 に 変換 する 

日 付 を 時 計 に 設定 する 

時 間 を 時 計 の 形式 に 変換 する 

時 間 を 時 計 に 設定 する 

時 計 か ら 日 付 を 読み 込む 

日 付 を BCD 表現 か 6 2 進数 に 変換 する 
時 計 か ら 時 間 を 読み 込む 

時 間 を BCD 表現 か ら 2 進数 に 変換 する 

日 付 を 表す 文字 列 を 2 進 デ ゲー タ に 変換 する 
時 間 を 表す 文字 列 を 2 進 デ ゲー タ に 変換 する 
2 進 デ ゲー タ を 日 付 を 表す 文字 列 に 変換 する 
2 進 デ ー タ を 時 間 を 表す 文字 列 に 変換 する 
2 進 デ ゲー タ を 曜日 を 表す 文字 列 に 変換 する 
アラ ー ム の 禁止 許可 を 設定 する 

アラ ー ム の 時 間 と 処理 アド レス を 設定 する 
アラ ー ム の 時 間 と 処理 アド レス を 読み 込む 
ADPCM へ デー タ を 出力 する 

ADPCM か ら デ ー タ を 入力 する 


人 DPCM ベア レオ イオ チェー ジ モー ド て デー タ を 出力 する 
ADPCM か ら ア レイ チェ ー ン モー ド で デー タ を 入力 する 
ADPCM ヘリ ンク アレ イチ ェ ー ン モー ド で デー タ を 出力 する 
ADPCM か ら リ ンク アレ イチ ェ ー ン モー ド で デー タ を 入力 する 


ADPCM の 実行 モー ド を セン ス す る 
ADPCM の 実行 を 制御 する 

FM 音源 に デー タ を 書き 込む 

FM 音源 の ステ ー タ ス を 読み 込む 

FM 音源 IC に よる 割り 込み を 制御 する 

MEP の TIMER-D に よる 割り 込み を 制御 する 
V-DISP の カウ ンタ の 割り 込み を 制御 する 
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146 


316 
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CRTCRAS 
HSYNCST 
PRNINTST 
MS INIT 
MS CURON 
MS CUROF 
MS STAT 
MS GETDT 
MS CURGT 
MS CURST 
MS LIMIT 
MS OFFTM 
MS ONTM 
MS PATST 
MS SEL 

MS SEL2 
SKEY MOD 
DENSNS 
ONTIME 

B INTVCS 
B SUPER 

B _BPEEK 

B WPEEK 
B LPEEK 
B_ MEMSTR 
B _BPOKE 

B WPOKE 
B LPOKE 

B MEMSET 
DMAMOVE 
DMAMOV A 
DMAMOV L 
DMAMODE 
BOOTINF 
ROMVER 

G CLR ON 
GPALET 


CRTC に 設定 し た 割り 込み ラス タ に よる 割り 込み を 制御 する 


H-SYNC の 起動 に よる 割り 込み を 制御 する 

プリ ンタ の 割り 込み を 制御 する 

マッ ウス の 初期 化 を 行う 

マウ スカ ー ソ ル を 表示 する 

マウ スカ ー ソ ル を 消す 

マウ スカ ー ソ ル の 表示 モー ド を 調べ る 

マウ ス の 移動 量 と ボタ ン の ON/OFE を 調べ る 

マウ スカ ー ソ ル の 座標 を 調べ る 

マウ スカ ー ソ ツル の 座標 を 設定 する 

マウ スカ ー ソ ル の 移動 範囲 を 設定 する 

マウ ス ボ タ ン を 離す まで の 時 間 を 調べ る 

マウ ス ボ タ ン を 押す まで の 時 間 を 調べ る 

マウ スカ ー ソ ル の パタ ー ン を 定義 する 

マウ スカ ー ソ ル を 選択 する 

マウ スカ ー ン ソル を 複数 個 選 択 す る 

ソフ トキ ー ボ ー ド の 制御 を 行う 

電卓 の セン ス を 行う 

BIOS が 起動 し て か ら の 総 時 間 を 調べ る 

ベク タ の 設定 を 行う 

スー パー バイ ザ モ ー ド へ の 切り 奉 ぇ を 行う 

指定 アド レス か ら デ ー タ を バイ ト 単 位 で 読み 込む 
指定 アド レス か ら デ ー タ を ワー ド 単 位 で 読み 込む 
指定 アド レス か ら デ ー タ を ロン グ ワ ー ド 単位 で 読み 込む 
指定 アド レス か ら バ イト 数 を 指定 し て デー タ を 読み 込む 
指定 アド レス ヘ へ データ を バイ ト 単 位 で 書き 込む 
指定 アド レス ヘ へ データ を ワー ド 単 位 で 書き 込む 
指定 アド レス ヘ へ デー タ を ロン グ ワ ー ド 単位 で 書き 込む 
指定 アド レス ヘ バ イト 数 を 指定 し て デー タ を 書き 込む 
DMA 転送 を 行う 

アレ イチ ェ ー ン モー ド で DMA 転送 を 行う 

リン クア レイ チェ ー ン モー ド で DMA 転送 を 行う 
DMA の 実行 モー ドモ センス す る 

ブー ト 情 報 を 求め る 

ROM の バー ジョ ン と 作成 年 月 日 を 調べ る 

グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 し て 表示 モー ド に する 

グラ フィ ッ ク の パパ レッ ト を 設定 する 
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28 
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SFTJIS 
JISSFT 
AKCONV 
RMACNV 
DAKJOB 
HANJOB 
OS CURON 
OS CUROF 
APAGE 
VPAGE 
HOME 
WINDOW 
WIPE 
PSET 
POINT 
LINE 

BOX 

FILL 
CIRCLE 
PAINT 
SYMBOL 
GETGRM 
PUTGRM 
SP INIT 
SP ON 

SP OFF 

SP CGCLR 
SP DEFCG 
SP GTPCG 
SP REGST 
SP REGGT 
BGSCRLST 
BGSCRLGT 
BGCTRLST 
BGCTRLGT 
BGTEXTCL 
BGTEXTST 


シフ ト JIS コー ド を JIS 漢字 ュー ド に 変換 する 
JIS 漢字 ュー ド を シフ ト JIS コー ド に 変換 する 
ANK コー ド を シフ ト JIS コー ド に 変換 する 
ロー マ 字 変換 を 行う 

全角 文字 の 江 点 処理 を 行う 

全角 文字 の 半 滴 点 処理 を 行う 

カー ソル を 表示 する 

カー ソル を 消す 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 書き 込み ペー ジ を 設定 する 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 ペー ジ を 設定 する 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 位置 を 設定 する 

グラ フィ ッ ク 画 面 に ウィ ンド ウ を 設定 する 
グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 する 

グラ フィ ッ ク 画 面 に 点 を 表示 する 

グラ フィ ッ ク 画 面 上 の 点 の パレ ッ ト コー ド を 求め る 
グラ フィ ッ ク 画 面 に 線 を 引く 

グラ フィ ッ ク 画 面 に ボッ クス を 描く 

グラ フィ ッ ク 画 面 に ボッ クス を 描き 中 を 塗る 
グラ フィ ッ ク 画 面 に 円 を 描く 

グラ フィ ッ ク 画 面 を ペイ ント する 

グラ フィ ッ ク 画 面 に 文字 を 書く 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 読み 込み を 行う 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 書き 込み を 行う 

スプ ライ ト 面 の 初期 化 を 行う 

スプ ライ ト 面 の 表示 を ON に する 

スプ ライ ト 面 の 表示 を OFF に する 
PCG を クリ ア す る 

PCG を 設定 する 

PCG の 読み 出し を 行う 

スプ ライ トレ ジス タ の 設定 を 行う 

スプ ライ トレ ジス タ の 読み 出し を 行う 

BG スク ロー ルレ ジス タ の 設定 を 行う 

BG スク ロー ルレ ジス タ の 読み 出し を 行う 

BG コン トロ ー ル レジ スタ の 設定 を 行う 

BG コン トロ ー ル レジ スタ の 読み 出し を 行う 
BG テキ スト を 1 つの コー ド で 埋め る 

BG テキ スト を 設定 する 


354 
258 

19 
339 
145 
219 
318 
317 

25 
407 
232 
409 
410 
331 
326 
275 

72 
192 
113 
323 
375 
209 
335 
366 
368 
367 
363 
364 
365 
370 
369 

50 

49 

48 

47 

51 

53 


615 


616 


BGTEXTGT  BG テ キス ト の 読み 出し を 行う 52 
SPALET スプ ライ トバ パレ ッ ト の 設定 と 読み 出し を 行う 362 
TXXLINE テキ スト 画面 に え 方 向 ラ イン を 引く 400 
TXYLINE テキ スト 画面 に Y 方 向 ラ イン を 引く 401 
TXBOX テキ スト 画面 に ボッ クス を 描く 396 
TXEILL テキ スト 画面 に ボッ クス を 描き 中 を 塗る 397 
TXREV テキ スト 画面 を 反転 表示 する 399 
TXRASCPY テキ スト 画面 の ラス タコ ピー を 行う 398 
ABORTRST アボ ポー ト フ ラグ を リセ ッ ト す る 4 
IPLERR IPL 時 の エラ ー 処 理 を 行う 256 
ABORTJOB アボ ー ト 処理 を 行う 3 
DOS コー ル 
関数 名 機能 人 呈 ジ 

EXIT プロ グラ ム を 終了 する 180 
GETCHAR キー ボー ド よ り 文 字 ュ ー ド を 入力 し て 表示 する 204 
PUTCHAR 文字 コー ド を 表示 する 334 
COMINP RS-232C 回 線 よ り 1 文字 入力 する 118 
COMOUT RS-232C 回 線 に 1 文字 出力 する 129 
PRNOUT プリ ンタ へ 1 文字 出力 する 329 
INPOUT キー 入力 グセ ンス を 行う 239 
INKEY キー コー ド を 入力 する 237 
GETC キー コー ド を 入力 する 203 
PRINT 文字 列 を 表示 する 327 
GETS 文字 列 や 入力 する 214 
KEYSNS 標準 入力 の 入力 状態 を 調べ る 261 
KFLUSHGP バッ ファ を 空 に し て キー ボー ドス 入力 を 行う 263 
KEFLUSHIO バッ ファ アァ を 空 に し て キー ボー ド 入 力 を 行う 266 
KEFLUSHIN バッ ファ を 空 に し て キー ボー ド 入 力 を 行う 265 
KFLUSHGC バッ ファ を 空 に し て キー ボー ド 入 力 を 行う 262 
KEFLUSHGS バッ ファ を 空 に し て キー ボー ド 入 力 を 行う 264 
FEFLUSH デ だ イス を リモ セッ ド が る 185 
CHGDRV カレ ント ドラ イブ を 指定 する 109 
DRVCTRL 指定 ドラ イブ の 状態 の チェ ッ ク と 設定 を 行う 170 
CONSNS 画面 出力 が 可能 か どう か 調べ る 130 
PRNSNS プリ ンタ 出力 が 可能 か どう か 調べ る 330 


CINSNS 
COUTSNS 
FATCHK 
FATCHK2 
HENDSPMO 
HENDSPMP 
HENDSPMR 
HENDSPMC 
HENDSPIO 
HENDSPIP 
HENDSPIR 
HENDSPIC 
HENDSPSO 
HENDSPSP 
HENDSPSR 
HENDSPSC 
CURDRV 
GETSS 
FGETC 
FGETS 
FPUTC 
FPUTS 
ALLCLOSE 
SUPER 
FNCKEYGT 
FNCKEYST 
C PUTC 

C PRINT 

C COLOR 

C LOCATE 
C DOWN S 
C UP S 

C DOWN 

C UP 

C RIGHT 

C LEFT 
CE 


RS-232C 回 線 か ら の 入力 が 可能 か どう か 調べ る 

RS-232C 回 線 へ の 出力 が 可能 か どう か 調べ る 

指定 ファ イル の ドラ イブ 番号 と セク タ の 関連 を 調べ る 
大 容量 ドラ イブ の ファ イル の セク タ の 連続 性 を 調べ る 
漢字 変換 行 制御 ・ モ ー ド 表示 ウィ ンド ウ の オープン 
漢字 変換 行 制御 ・ モ ー ド 表示 ウィ ンド ウ へ の ノー マル 表示 
漢字 変換 行 制御 ・ モ ー ド 表示 ウィ ンド ウ へ の リバ ー ス 表示 
漢字 変換 行 制御 ・ モ ー ド 表示 ウィ ンド ウ の クロ ー ズ 
漢字 変換 行 制御 ・ 入 力 ウ ィ ン ド ウ の オー プン 

漢字 変換 行 制御 ・ 入 力 ウ ィ ン ド ウ へ の ノー マル 表示 
漢字 変換 行 制御 ・ 入 力 ウ ィ ン ド ウ の リバ ー ス 表示 

漢字 変換 行 制御 ・ 入 力 ウ ィ ン ド ウ の クロ ー ズ 

漢字 変換 行 制御 ・ 候 補 ウ ィ ン ド ツウ の オォ オー プン 

漢字 変換 行 制御 ・ 候 補 ウ ィ ン ド ウ へ の ノー マル 表示 
漢字 変換 行 制御 ・ 候 補 ウ ィ ン ド ウ へ の リバ ー ス 表示 
漢字 変換 行 制御 ・ 候 補 ウ ィ ン ド ウ の クロ ー ズ 

カレ ント ドラ イブ の 番号 を 求め る 

リタ ー ン キー まで の 文字 列 を 入力 する 

指定 ファ イル ハン ドル か ら 1 文字 入力 を 行う 

指定 ファ イル ハン ドル か ら 文 字 列 入 力 を 行う 

指定 文字 コー ド を ファ イル ハン ドル へ 出力 する 

指定 文字 列 フ ァイル ハン ドル へ 出力 する 

ファ イル ハン ドル を クロ ー ズ する 

スー パー バイ ザ モ ー ド と ユー ザー モー ド の 切り 奉 え を 行う 
再 定義 可能 キー の 読み 出し を 行う 

再 定義 可能 キー の 設定 を 行う 

コン ソー ル 直 接 出力 ・1 バイ ト デ ー タ の 表示 

コン ソー ル 直 接 出力 ・ 文 字 列 デー タ の 表示 

コン ソー ル ん 直接 出力 ・ 属 性 の 設定 

コン ツ ソール 直接 出力 ・ カ ー ソ ル 位 置 の 設定 

ュ ン ツー ル 直 接 出力 ・1 行 下 スク ロー ル 

コン ソー ル 直 接 出力 ・1 行 上 スク ロー ル 

コン ソー ル 直 接 出力 ・n 行 下 ス クロ ー ル 

ュ ン ソー ル 直 接 出力 ・n 行 上 スク ロー ル 

コン ツー ル 直 接 出力 ・n 桁 有 スク ロー ル 

コン ツー ル 上 直接 出力 ・n 桁 左 ス クロ ー ル 

コン ツー ル 直 接 出力 ・ カ ー ツ ソル 位置 か ら 最終 行 右端 まで 消去 


112 
132 
182 
183 
225 
226 
227 
224 
221 
222 
223 
220 
229 
230 
231 
228 
142 
215 
186 
187 
199 
200 

24 
372 
193 
195 
134 
188 

97 
116 
102 
140 
101 
139 
136 
114 

95 


617 


618 


OS ST 
C CES AL 
C ERA ED 
C ERA ST 
C ERA AL 
C INS 

C DEL 

C FNKMOD 
C WINDOW 
C WIDTH 
C CURON 
C CUROFF 
K KEYINP 
K KEYSNS 
K SFTSNS 
K KEYBIT 
K INSMOD 
INTVCS 
PSPSET 
GETTIM2 
SETTIM2 
NAMESTS 
GETDATE 
SETDATE 
GETTIME 
SETTIME 
VERIFY 
DUP0 
VERNUM 
KEEPPR 
GETDPB 
BREAKCK 
DRVXCHG 
INTVCG 
DSKFRE 
NAMECK 
MKDIR 


コン ソー ル 直 接 出力 ・ 先 頭 行 左 敵 か ら カ ー ソ ル 位 置 まで 消去 


コン ソー ル 上 直接 出力 ・ 画 面 消去 


コン ソー ル 直 接 出力 ・ カ ー ソ ル 位 置か ら 行 右端 まで 消去 
コン ソー ル 直 接 出力 ・ 行 左端 か ら カ ー ソ ル 位 置 ま で 消去 


ュ ン ソー ル 直 接 出 力 ・ カ ー ソ ル 行 消去 
コン ソー ル 直 接 出力 ・ カ ー ソ ル 行 に n 行 挿入 
コン ソー ル 直 接 出力 ・ カ ー ソ ツル 行か ら 6 n 行 削除 


コン ソール 直接 出力 ・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 行 の モー ド 設 定 


コ ュ ン ソー ル 直 接 出力 ・ ス クロ ー ル 範囲 の 設定 

コン ツ ソール 直 接 出力 ・ 画 面 サ イズ の 設定 

コン ソー ル 直 接 出 力 ・ カ ー ソ ツル 表示 モー ド の 設定 
ュ ン ソー ル 直 接 出力 ・ カ ー ソ ツル 非 表 示 モ ー ド の 設定 
ュ ン ソー ル 直 接 入 力 ・ キ ー ボ ー ド 入力 

コン ソール 直接 入力 ・ キ ー コ ュー ド の 先読み 

コン ソール 直 接 入力 ・ シ フト キー 状態 の セン ス 

ュ ン ソー ル 直 接 入 力 ・ キ ー コ ユー ド グ ル ー プ の 状態 通知 
コン ソー ル 直 接 入 力 ・ 挿 入 モ ー ド の ON/OFF 設定 
ベク タ に アド レス を 設定 する 

プロ セス 管理 情報 を 書き 込む 

現在 時 刻 を 求め る 

時 刻 を 設定 する 

ファ イル 名 情報 を 求め る 

現在 日 付 を 求め る 

日 付 を 設定 する 

現在 時 刻 を 求め る 

時 刻 を 設定 する 

ベリ ファ イク ラグ の 設定 を 行う 

ファ イル ハン ドル の 強制 複写 を 行う 

Human68k の バー ジョ ン 番 号 を 求め る 

プロ グラ ム を 常駐 終了 する 

指定 ドラ イプ の ドラ イブ パラ メー タプ ブロ ッ ク を 求め る 
ブレ ー ク チェ ッ ク の 設定 を 行う 

ドラ イブ の 入れ 替え を 行う 

ベク タ の 値 を 求め る 

ディ スク の 残り 容量 や 求め る 

ファ イル 名 を バッ ファ に 展開 する 

サブ ディ レク トリ を 作成 する 


96 

94 
104 
105 
103 
111 
100 
106 
144 
143 

99 

98 
271 
272 
273 
269 
268 
241 
332 
216 
352 
306 
205 
349 
217 
353 
404 
175 
406 
260 
206 

79 
172 
240 
173 
305 
287 


RMDIR 
CHDIR 
CREATE 
OPEN 
CLOSE 
READ 
WRITE 
DELETE 
SEEK 
CHMOD 
IOCTRLGT 
IOCTRLST 
IOCTRLRH 
IOCTRLWH 
IOCTRLRD 
IOCTRLWD 
IOCTRLIS 
IOCTRLOS 


サブ ディ レク トリ を 削除 する 

カレ ント ディ レク トリ を 変更 する 

ファ イル を 新規 に 作成 する 

ン ア イル を オー デン する 

ファ イル を クロ ー ズ する 

ファ イル か ら 読 み 込 む 

ファ イル へ 書き 込む 

ファ イル を 削除 する 

ファ イル ポイ ンタ を 移動 する 

ファ イル 属性 を 変更 する 

デバ イス ドラ イ バ 直 接 入 出力 ・ 装 置 情報 の 通知 

デバ イス ドラ イ バ 直 接 入出 力 ・ 装 置 情 報 の 設定 

デバ イス ドラ イ バ 直 接 入出 力 ・ デ ー タ の 読み 込み 

デバ イス ドラ イ バ 直 接 入出 力 ・ デ ー タ の 書き 出し 

デバ イス ドラ イ バ 直 接 入出 力 ・ 装 置 番号 か ら の 読み 込み 
デバ イス ドラ イ バ 直 接 入出 力 ・ 装 置 番号 か ら の 書き 出し 
デバ イス ドラ イズ バ 直接 入 出力 ・ 入 力 ス テー タス の 通知 
デバ イス ドラ イ バ 直 接 入出 力 ・ 出 力 ス テー タス の 通知 


IOCTRLDVCTL デ バイ ス ド ラ イ バ に よる 4 特殊 ユン トロ ー ル を 行う 
IOCTRLDVGT 指定 ドラ イブ が ロー カル か リモ ー ト か を 調べ る 
IOCTRLFEDCTL デバ イス ドラ イ バ に よる 4 特殊 コント ロー ル を 行う 
IOCTRLFDGT 指定 ファ イル が ロー カル か リモ ー ト か を 調べ る 


DUP 

DUP2 
CURDIR 
MALLOC 
MALLOC2 
IMFREE 
SETBLOCK 
LOADEXEC 
LOAD 
PATHCHK 
LOADONLY 
EXECONLY 
BINDNO 
EXEC2 
EXIT2 


ファ イル ハン ドル を 複写 する 

ファ イル ハン ドル を 強制 複写 する 

ドラ イブ パス 名 を 設定 する 

メモ リ 領 域 を 確保 する 

指定 バイ ト 数 分 の メモ リ を 確保 す る 

メモ リ 領 域 を 解放 する 

メモ リプ ブロ ッ ク サ イズ を 変更 する 

プロ グラ ム を ロー ド し て 実行 する 

プロ グラ ム を ロー ド す る 

プロ グラ ムロ ー ド の た め の 準 備 作業 を 行う 
プロ グラ ム を ロー ド す る 

プロ グラ ム を 実行 する 

ファ イル 名 か ら モ ジュ ー ル 番号 を 調べ る 
プロ グラ ム の ロー ド / 実 行 / モ ジュ ー ル 番号 の 獲得 を 行う 
プロ グラ ム を 終了 する 


340 
108 
135 
311 
6 
337 
411 
153 
343 
110 
246 
253 
251 
255 
250 
254 
248 
249 
242 
243 
244 
245 
174 
176 
141 
284 
285 
286 
348 
277 
276 
324 
278 
179 

58 
177 
181 


619 


620 


WAIT プロ セス の 終了 コー ド を 求め る 


FILES 属性 に し た が っ て ファ イル を 検索 する 
NEILES 属性 に 従っ て 次 の ファ イル を 検索 する 
SETPDB 指定 プロ セス に 制御 も わた す 
GETPDB 現在 の プロ セス を 表す pdbadr を 求め る 
SETENV 環境 変数 を 設定 する 

GETENV 環境 変数 の 内 容 を と り 出 す 

VERIFYG べり ファ イフ ラグ の 設定 状況 を 調べ る 


COMMON CK common 領域 に ブロ ッ ク が 存在 する か 調べ る 
COMMON DEL common 領域 の ブロ ッ ク を 消去 する 

COMMON FRE common 領域 の ダー タ の ロッ ク を 解除 する 
COMMON LK common 領域 の ダー タ を や ロッ ク す る 
COMMON _RD common 領域 の データ を 読み 出す 
COMMON WT common 領域 に デー タ を 書き 込む 

MOVE ファ イル 名 を 変更 する 

RENAME ファ イル 名 を 変更 する 

FILEDATE ファ イル の 日 付 / 時 間 の 読み 出し と 設定 
MAKETMP テン ポラ リフ ァイル を 作成 する 

NEWEILE ファ イル を 新規 に 作成 する 

UNLOCK ファ イル の ロッ ク を 解除 する 

GETASSIGN 仮想 ドラ イブ や 仮想 ディ レク トリ の 割り 当 め 状況 を 調べ る 
MAKEASSIGN 仮想 ドラ イブ や 仮想 ディ レク トリ の 割り 当て を 行う 


RASSIGN 仮想 ドラ イブ 名 や 仮想 ディ レク トリ 名 を キャ ン セ ル す る 
S MALLOC 指定 バイ ト 分 の メモ リ を メイ ン の メモ リ 管 理 か ら 確 保 す る 
S _ MFREE メイ ン の メモ リ 管 理 か ら 確 保 し た 領域 を 開放 する 

S PROCESS サブ の メモ リ 管 理 領 域 を 設定 する 

DISKRED プ ブロッ ク デ バイ ス の 直接 リー ド 


DISKRED2 大 容量 の ブロ ッ ク デ バイ ス か ら 直 抗 デ ー タ を 読み 込む 
DISKWRT ブロ ッ ク デ バイ ス の 直接 ライ ト 

DISKWRT2 大 容量 の ブロ ッ ク デ バイ ス に 直 抗 デー タ を 書き 込む 
INDOSFLG OS の ワー クエ リア INDOS FLG の アド レス を 求め る 
SUPER JSR スー パー バイ ラ 領 域 の プロ グラ ム を サブ ルー チン コー ル す る 


BUS ERR バス エラ ー 発 生 の 可能 性 が ある 領域 が 読み 書き 可能 か 調べ る 
KILL PR 自分 自身 の プロ モス を 削除 する 
GET PR 指定 ID の パッ ク グ ラウ ンド タス ク の 管理 情報 を 調べ る 


SUSPEND PR スレ ッ ド を 強制 的 に SLEEP 状態 に する 
SLEEP PR スレ ッ ド を SLEEP 状態 に する 


408 
190 
309 
351 
210 
350 
208 
405 
119 
120 
121 
123 
125 
127 
288 
338 
188 
282 
308 
402 
202 
281 
336 
359 
360 
371 
155 
157 
159 
161 
235 
373 

87 
267 
212 
374 
358 


SEND PR スレ ッ ド に コマ ンド や デー タ を 送る 344 
CHANGE PR バッ ク グ ラウ ンド タス ク の 実効 権 を 破棄 する 107 
その 他 
関数 名 ペー ジ 

assert 論理 エラ ー を テス ト す る 110 
getenv 環境 変数 の 値 を 求め る 286 
longjmp セー ブ さ れ だ スタック 環境 を リス ト ア する 337 
offsetof 構造 体 メ ン バ の 位置 を 求め る 395 
Derror エラ ー メ ッ セ キー ジ を 表示 する 401 
putenv 環境 変数 の 値 を 修正 また は 追加 する 417 
rand 擬似 乱数 を 発生 する 426 
setjirmp スタ ッ ク 環 境 を セー ブ す る 451 
srand 擬似 乱数 を 初期 化す る 480 
strerror エラ ー 番 号 に 対応 する エラ ー メ ッ セ ー ジ を 調べ る 491 
Swab デー タ の 上 位 / 下 位 バ イト を 入れ 替え る 520 
SWaW デー タ の 上 位 / 下 位 ワ ー ド を 入れ 替え る 522 
Va arg 可変 個 の 引数 を 値 と し て 読み 込む 551 
va end 可変 個 の 引数 の 参照 を 終了 する 551 
va start 可変 個 の 引数 の 参照 を 開始 する 551 
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